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稲葉監督を卿二日 ln



ト
ッ
プ
、
ラ
イ
ト
、
こ
ま
と
り
姉
妹
ら
芸

能
人
を
総
動
員
し
て
声
援
す
る
は
な
や
か

な
コ
ロ
ム
ビ
ア
応
援
団
。

宿
舎
へ
引
上
げ
て
乾
杯
す
る
日
通
チ
ー
ム

稲
葉
監
督
、
初
岡
コ
ー
チ
、
村
本
一塁
手

ら
の
嬉
し
そ
う
な
表
情
。
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ヽ ′

札
幌
―
川
崎
戦
十
二
回
コ
ロ
ム
ビ
ア
一死
後
３
●
レ
フ
ト
ス
タ

ン
ド
に
決
勝
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
っ
て
カ
イ
一
に
近
え
ら
れ
る
合
＾

お
ど
り
を
彼
露
す
る
琉
球
煙
草
応
援
団

都市対抗
スナップ

松下電器対電電東京延長十八回東京―死
二塁のチャンスに岡田が左翼ヘサ∃ナラ
・ヒットし、石井決勝の 1点 をあげる。

γヽ
ジｒ、「．　Ｊ

「響
踏
ｈ

‐ttきヽ4、 .1,,..

|:dF球
4・ |:,I

I .i.t9



´

″す
ず
ら
ん
娘
″の
パ
レ
ー
で
気
勢
を
あ
げ
る
拓
銀

応
援
団
。
応
援
団
コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事
優
勝
。

東
京
熊
谷
組
―
富
士
鉄
室
砒
戦
一
回
熊
谷
一死
一塁
に
走
者
を

お
い
て
黒
江
レ
フ
ト
ヘ
ホ
ー
ム
ラ
ン
。
握
手
す
る
は
加
藤
主
将

■ヽ毬 _´
■ 二J '■

ヽ ● 1

入
場
式
で
黒
獅
子
旗
を
返
還
す
る
積
水
化
学
中
田
主
将

準決勝逆転勝利に喜び合 う日通応援団

カー杯声援を送る東芝女子応援団

B劇で行なわれた選手交換会
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デモンストレーションゲーヱ
日米野球戦が行なわれ、日通を主体とした全日本軍
が出場したし下は五輪旗がはためく会場の神宮球場

日米両チ ーム記念撮影

香港名物ハーフタイガーバルム・ガーテンを訪れた日
通ナィン
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翡 :   011に
1'"Eコト

・f=■^ i■f

Ｆ

Ｆ
　
¨^　
Ｆ

ｒ
ｒ
　
７　
ロ

ジぎk卜:― IヽI_11・
「

タツ̀
゛

薄ヽこ
er

型
・

オリンピノク役員勢揃い。
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鋼
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幽
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日
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毅
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１

１
１
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日
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都
市
対
抗
準
優
勝
川
崎
市
コ
ロ
ム
ビ
ア

同
大
会
第
二
位
横
浜
市
日
本
鋼
管

第
十
九
回
全
国
総
会
（於
伊
東
暖
香
園
）
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日本社会人野球協会会報

日本社会人野球協会会長 青  木  均  一

輝
や
か
し
い
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
六
四
年
を

送
っ
て
、
夢
多
い
六
五
年
の
新
年
を
迎
え
る
に
い

た
り
ま
し
た
。
そ
し
て
社
会
人
野
球
協
会
の
組
織

内
容
が
年
と
と
も
に
充
実
し
て
い
く
こ
と
は
、
こ

同
慶
の
次
第
に
堪
え
ま
せ
ん
。

昨
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
会
に
、
世
界
の
ア

マ
チ
ェア
野
球
代
表
が
一堂
に
集
り
、
恒
久
的
な

世
界
ア
マ
チ
ュア
選
手
権
大
会
を
挙
行
す
る
こ
と

を
き
め
ま
し
た
。
そ
の
第
一回
の
大
会
は
、
一九

六
六
年
ホ
ノ
ル
ル
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
世
界
で
野
球
を
愛
好
し

ブ
レ
ー
す
る
国
は
三
十
ヵ
国
を
こ
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
世
界
選
手
権
大
会
を
機
縁
と
し
て
、

一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

各
国
が
実
っ
て
競
技
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
　
れ
は
、
メ
キ
シ
ョ
、
ベ
ル
ー
、

は
、
お
そ
ら
く
野
球
は
さ
ら
に
そ
の
他
の
国
々
に
　
ゼ
ン
チ
ン
に
遠
征
す
る
も
の
で

も
広
く
浸
透
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
せ
ば
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ホ
ノ

何
と
な
れ
ば
、
野
球
ほ
ど
プ
レ
ー
し
て
面
白
　
て
、
ア
メ
リ
ヵ
・
チ
ー
ム
と

く
、
し
か
も
見
て
面
白
い
ス
ポ
ー
ツ
は
他
に
類
が
　
こ
と
も
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
、
体
育
上
に
も
　
　
わ
が
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
は
、

科
学
教
　
力
の
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
や
デ
ト

育
上
に
　
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
リ
ー
ズ
】

も
、
非
　
南
米
に
遠
征
し
、
あ
と
ョ
ー
ロ

常
に
役
　
ば
、
主
要
野
球
国
に
は
ほ
と

立
つ
こ
　
ァ」と
に
な
り
ま
す
。　
ョ
ー
ロ
ッ

と
が
ヽ
　
ぜ
ひ
日
本
社
会
人
野
球
チ
ー
ム

ア
メ
リ
　
ぉ
り
、
ぃ
ず
れ
遠
か
ら
ず
こ
れ

力
の
権
　
と
思
わ
れ
ま
す
。

威
あ
る
　
　
本
年
は
ア
ジ
ア
野
球
大
会
挙

医
学
者
　
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
お

一

メ
リ
カ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
ヽ

に
少
年
野
球
の
発
達
に
力
を
尽
し
て
」

す
。噸一赫̈一̈いい平中﹇中̈にい一̈一一　一む一粋饗神興﹈中”榊『

中
南
米
へ派
遣
の
計
画
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

神籍絆　にたは縁神ば赫﹈懺菱膠ｒ

ら
発
表
　
す
。
別
に
社
会
人
チ
ー
ム
と
し

∠
目
▼
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―――――
　
　
◇
世
界
の
野
球
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“　
一一賣
の
い
わ
れ
…
…
…
…
・…
。・‥
…
・・翁
）

――‐‐‐　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
協
会会長
青
木
均
一
（１）
　̈
一暑び
の
受
賞
者
た
ち
…
…
…
…
…
…
…
六
４３・４４）

―ｌｌｌ‐
　
　
　
都
市
対
抗
野
球
と
私
…
…
…
…
・・自
場
幸輝
（１６）
　̈
大
会
珍
記
録
…
…
……
…
…
…
…
・・…
・・…
人
３６）

Ⅲ
　
　
　
初
の
完
全
試
合
を
逸
す
…
…
…
。主
井
寿
蔵
（２０
）
　̈
都
市
対
抗
の
最
高
記
録
…
…
・‥
・・―
・・…
（３７
・３８
）

‐―――‐
　
　
　
世
界
の
王
座
を
獲
得
…
…
・‥
‥
島
隋
新
太郎
（３４
）
　̈
日
本
選
手
権
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
…
…
…
…
・八
３９
）

Ⅲ
　
　
　
日
通
初
優
勝
に
思
う
…
…
…
…
・・稲
葉
誠
治
（４２
）
　̈
沖
縄
チ
ー
ム
後
楽
園
へ…
…
・―
・・・・・‥
‥
…
（４０
）

‐―――‐
　
　
　
名
場
画
の
か
ず
か
ず
…
…
…
…
・山
本英
一郎
（４５
）
　̈
橋
戸
賞
選
手
の
横
顔
…
…
…
。・・・・‥
‥
‥
‥
（４‐
）

，・一『）̈　　﹇一一̈』“一てへぅ一一一一一一一一一一一一一̈桂一一一̈一　̈　一̈魏一一”一̈̈̈̈
一一̈一一一一一一一一．実‥‥一４６４５４‐一

¨
力
＾
ｍ　
　
天
与
の
積
雪
…
…
…
・・・・…
…
…
移
沢
文
雄
（９７
）
　̈
出
場
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
表
…
―
・…
…
…
…
八
４８
）

響
に̈
乳̈
　
　
楽
し
さ
一杯
東
北
球
界
…
…
…
・農
野
篤
之
（９８
）
　̈
各
地
予
選
成
績
…
…
・…
…
…
…
・・‥
・…
・…
（詑
）

Ⅲ
　
　
　
舌
戦
是
非
…
…
・…
…
…
…
…
…
・小笠
原
洪
一
（１０１
）
　̈
黒
獅
子
旗
を
手
に
…
…
・…
…
…
…
初
岡栄
治
（政
）

――‐‐‐‐‐‐‐‐―‐‐　　　　一噸詢一の申町呼一一一一一一一一一一一一一〓珈諄嵐警申一回｝一　“に事中一釧奮型呻鳩“一一榔岬塑】構ｒ一一一一一｛６５６５｝

牲
一訓
一Ｆ
　
　
日
本
球
界
の
使
命
…
…
…
…
‥
自
本
義
男
（畑
）

　̈
総
評
と
表
彰
選
手
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（７‐
）

‐‐‐‐‐‐ロロ
Ш　
　
刺
激
さ
れ
る
沖
細
球
界
…
１
‥
国場
幸輝
（１１４）
一
◇
選
抜
東
京
大
会
Ｃ
すゞ
が優じ
…■
・・・貧
）

‐（一一．　　野′レ卿̈録暉蒔摯椰４一一一一一一一一一』』攀章一脚｝̈
一”【〓い請﹇町用な一け』』醒螂畔．‥連‥覇〓一｛８４７９一

」〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓一

――――
　
　
◇
第
３５
回
都
市
対
抗
貧
通が初優じ
…
八
３
）
¨
◇
選
抜
大
阪
大
会
曾
石が初優
じ
…
…
・。（釘
）

‐１１１１
　
　
　
成
績
・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
，

―――‐‐
　
　
　
優
勝
チ
ー
ム
一覧
表
・…
…
…
・…
‥
‥
・‥
・六
“

‐――――
　
　
　
“
回
大
会
成
績
表
…
…
・…
…
…
…
…
…
‥
含

Ⅲ
　
　
　
黒
獅
子
の
目
…
…
・・・…
…
…
…
…
八
２ｏｌ４・３０
∴

‐――――
　
　
　
個
人
表
彰
選
手
…
…
・‥
・…
…
…
…
・…
・‥
傘

‐―――‐　
　
　
総
評・・……
…
…
……
…
…
…
…
…
（３４）
◇̈
オ
リ
ン
ピ
ック
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

側
　
　
　
個
人
三
賞
受
賞
者
一覧
表
…
・・…
…
…
…
…
（３５）
一　
　
ン

‥
‥
‥
　
‥
…
（１１０
）

判
一一一一一一一一一≡
一一一一一〓
一一一一一一一一一〓
〓
≡
一一一一≡
一一〓
一一〓
≡
菫
一三
一一≡
〓
一一≡
三
三
〓
一一一一一一一一≡
≡
〓
一三
一三
一一三
一≡
≡
≡
一三
一一一一一一一≡
〓
≡
〓
≡
一圭
一一一一一一一一一一一≡

日
米
対
抗
観
戦
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
１１０
）

全
米
軍
・全
日
本
社
会
人
メ
ン
バ
ー
…
…
‥
（１１１
）

全
米
学
生
軍
に
学
ぶ
も
の
…
…
…
大
館
動
大
（１１２
）

米
国
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
…
…
…
夫
渓
幸
男
（１１４
）

日
米
両
チ
ー
ム
の
比
較
…
…
…
・・・稲
葉
誠
治
（１１５
）

◇
日
通
の
比
国
遠
征
・…
…
…
…
・・…
…
（１１７
）

マ
ニ
ラ
遠
征
記
…
…
・―
・・・・・‥
・・山
本
英
一部
（１１８
）

マ
ニ
ラ
日
記
…
…
・…
…
…
…
…
…
初
岡
栄
治
（１２‐
）

初
め
て
の
遠
征
…
…
・―
・・…
…
…
。近
藤
良
輔
（閻
）

◇
中
南
米
旅
行
記
…
…
・・…
…
青
木均
一
（И）

◇
わ
が
赤
ゲ
ッ
ト
…
…
・…
…
・・川瀬
進
（Ｗ
）

◇
国
際
野
球
会
議
議
事
録
・…
・…
…
・・・（閻
）

◇
社
長
さ
ん
紹
介日本

通
運
・福
島
敏
行
氏
…
（９４
）

二
重
交
通
・安
保
正
敏
氏
…
（脱
）
‐――――

◇
う
ち
の
自
慢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐――――

太
田
市
富
士
重
工
…
…
・‥
・八
獅
）

‐――――

ト
ョ
タ
自
動
車
…
…
…
…
…
（Ｄ
）

――――‐

川
崎
重
工
業
…
…
・‥
・‥
‥
八
１１３
）
‐‐――

立
正
佼
成
会
…
…
・‥
・‥
…
・（１２０
）
‐‐―‐

◇
新
し
い
協
会
の
運
営
〓…
…
…
…
…
・…
（観
）

――――

◇協
会
日
誌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（Ｂ
）　
‐―――‐

◇掲
示
板
‥
…
…
…
…
…
‥…
…
・・・‥
…
…
…
（１４‐
）　
Ⅲ

◇宮
原
前
会
長
の
胸
像
除
幕
式
…
…
・‥
・・‥
（卿
）

‐――――

◇
日
本
社
会
人
野
球
協
会
名
簿
…
…
…
…
…
（塑
）　
Ⅲ

◇協
会
・達
盟
・支
部
。登
録
住
所
録
…
…
人
Ｗ
）

Ⅲ

編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
（虚
）

‐―――‐
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白獅子旗はコロムビアヘ

①
…
第
二
十
五
回

都
市
対
抗
野
球
兼

社
会
人
野
球
日
本

選
手
権
大
会
は
七
月
二
十
五
日
か
ら
後
楽
園
球
場
で
花
々
し
く
開
催
さ
れ

た
。
こ
と
し
は
第
二
十
五
回
を
記
念
し
て
出
場
チ
ー
ム
を
増
加
、
前
回
慶

勝
の
積
水
化
学
を
ふ
く
め
た
三
十
五
代
表
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
真
夏
の

球
宴
に
ふ
さ
わ
し
い
〃黒
獅
子
旗
争
奪
戦
″
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。
優
勝
候

補
の
一つ
で
あ
った
浦
和
市
日
本
通
運
が
強
力
な
投
手
力
を
武
器
に
ダ
ー

ク
ホ
ー
ス
川
崎
市
コ
ロ
ム
ビ
ア
を
決
勝
で
破
っ
て
初
優
勝
を
飾
った
。

Ｏ
‥
な
お
大
会
第
一日
の
二
十
五
日
に
は
入
場
式
が
行
な
わ
れ
た
。
午
前

十
時
か
ら
開
会
式
―
フ
ァ
ン
ブ
ア
ー
ン
と
花
火
を
合
図
に
陸
、
海
、
空
自

衛
隊
音
楽
隊
の
勇
壮
な
マ
ー
チ
が
始
ま
った
。
ま
ず
選
手
団
七
百
余
人
の

入
場
で
あ
る
。
胸
を
は
っ
て
堂
々
の
行
進
。
先
頭
は
北
海
道
代
表
の
室
蘭

市
富
士
鉄
室
蘭
チ
ー
ム
、
行
進
に
は
三
十
五
回
大
会
を
記
念
し
て
と
く
に

沖
細
か
ら
選
ば
れ
た
那
覇
市
、
琉
球
煙
草
チ
ー
ム
も
加
わ
り
北
日
本
か
ら

南
日
本
へ
の
順
番
だ
。
そ
し
て
一番
最
後
に
昨
年
優
勝
じ
推
薦
さ
れ
た
積

水
化
学
チ
ー
ム
。
一尚
く
か
か
げ
た
″黒
獅
子
旗
″
が
光
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
一周
し
て
マ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
整
列
。
安
保
大
会
委
員
長
（毎
日
新
聞

東
京
本
社
事
業
部
長
）
が
開
会
宣
言
、
音
楽
隊
の
壮
重
な
″君
が
代
″
演

交
と
と
も
に
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
に
国
旗
が
掲
揚
さ
れ
た
。

続
い
て
黒
獅
子
旗
、
白
獅
子
旗
（準
優
勝
旗
）
黄
獅
子
旗
（三
位
旗
）

や
東
京
都
知
事
杯
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
か
ら
大

会
会
長
、
上
国
毎
日
新
聞
社
社
長
、
青
木
同
名
誉
会
長
（日
本
社
会
人
野

球
協
会
会
長
）
東
都
知
事
ら
に
返
逮
さ
れ
た
。
さ
ら
に
上
田
大
会
会
長
の

あ
い
さ
つ
、
東
都
知
事
の
祝
辞
が
続
く
。
最
後
に
積
水
化
学
中
田
主
将
が

「正
々
堂
々
と
戦
う
」
と
力
強
く
宣
誓
、
開
会
式
を
終
え
た
。

午
前
十
一時
、
球
場
上
空
に
飛
来
し
た
毎
日
新
聞
社
ヘ
リ
コプ
タ
ー
か

ら
処
女
球
が
投
下
さ
れ
、
同
七
分
、
東
都
知
事
の
始
球
式
で
積
水
化
学
対

人
昭
和
製
紙
の
第
一戦
か
ら
試
合
が
始
ま
っ
た
。
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①
…
最
終
日
の
八
月
四
日
に
は
試
合
終
了
後
閉
会
式
が
行
な
わ
れ
上
田
大

会
会
長
（毎
日
新
聞
社
社
長
）
か
ら
栄
え
の
黒
獅
子
旗
が
浦
和
市
日
本
通

運
の
近
藤
主
将
に
手
渡
さ
れ
た
。
続
い
て
青
木
大
会
名
誉
会
長
（日
本
社

会
人
野
球
協
会
会
長
）
か
ら
社
会
人
野
球
協
会
杯
と
日
本
選
手
権
認
定
書

宮
原
杯
、
マ
〓
フ湾
リ
ー
グ
・ト
ロ
フ
ィ
ー
、
韓
国
優
勝
杯
が
、
ま
た
東

都
知
事
代
理
（野
尻
広
報
室
長
）
か
ら
都
知
事
杯
が
手
渡
さ
れ
た
。
準
優

勝
の
川
崎
市
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
為
房
主
将
に
は
自
獅
子
旗
が
お
く
ら
れ

た
。
な
お
応
援
団
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
で
は
毎
日
新
聞
社
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ

ポ
ン
新
聞
社
、
後
楽
園
ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
札
幌
市
（拓
殖
銀
行
）
応
援
団

に
最
優
秀
賞
、浦
和
市
（日
本
通
運
）
に
優
秀
賞
、門
真
市
（松
下
電
器
）

に
敢
闘
賞
が
、
浜
松
市
（河
合
楽
器
）
に
特
別
賞
が
お
く
ら
れ
た
。

（カ
ット
写
真
は
優勝
カ
ップ
て
祝
杯を
あ
げ
る
日
通
ナ
イ
ン
）

り
、
暴
投
も
は
さ
ん
で
攻
略
寸
前
ま
で
も
っ
て

い
っ
た
。
し
か
し
六
番
、
長
の
三
塁
ゴ
ロ
で
先

制
の
好
機
乞
σ
が
し
た
ｏ
あ
と
は
三
回
に
萩
原

が
無
死
で
安
打
に
出
た
が
、
四
番
中
田
が
敬
遠

さ
れ
、
吉
原
も
心
得
た
作
戦
で
こ
の
ビ
ン
チ
を

切
り
抜
け
た
。

こ
う
な
る
と
あ
と
は
い
つ
童
原
が
堤
に
ク
サ

ビ
を
打
ち
込
む
か
を
待
つ
だ
け
。
必
死
に
堤

は
士里原
の
防
渡
堤
役
を
栗
た
し
て
い
た
が
、

延
長
十
回
つ
い
に
明
暗
を
分
け
た
。
一
死
後

七
番
の
強
打
中
村
が
、
初
球
高
目
を
ハ
ッ
シ

と
た
た
い
て
左
翼
席
中
段
ヘ
サ
ヨ
ナ
ラ
の
一

発
を
見
舞
っ
た
。

ま
こ
と
に
あ
っ
け
な
い
幕
切
れ
の
一
発
で
終
わ

っ
た
が
、
積
水
は
延
長
十
回
や
っ
と
２
安
打
目

を
記
録
す
る
貧
打
で
は
こ
の
敗
退
も
い
た
し
方

な
く
、
相
つ
ぐ
先
制
バ
ン
チ
で
真
一
文
字
に
黒

獅
子
へ
突
っ
込
ん
だ
昨
年
の
ほ
と
ば
し
り
が
さ

ら
さ
ら
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
。

し
か
し
吉
原
は
雌
伏
一
年
、
堅
実
な
内
野
の

守
り
と
闘
志
で
こ
の
難
敵
を
降
し
て
自
信
を

得
た
だ
ろ
う
。
今
後
の
試
合
に
ど
う
反
映
し

て
い
く
か
注
目
し
た
い
。
　
　
　
（手
塚
）

リ
ズ
ム
も
力
感
も
な
い
ヨ
タ
ヨ
タ
の
フ
ォ
ー
ム

か
ら
投
げ
る
タ
マ
は
死
ん
で
い
た
。
大
阪
が
こ

れ
を
打
ち
込
ん
だ
の
は
当
然
で
、
初
回
宮
地
、

尾
崎
の
連
安
打
で
つ
か
ん
だ
一死
二
、
三
塁
の

得
点
機
は
の
が
し
た
が
、
二
回
安
打
の
井
上
を

清
沢
が
左
前
に
た
た
い
て
か
え
し
て
１
点
を
先

取
、
高
本
を
Ｋ
Ｏ
し
た
。
好
調
の
大
阪
は
四
回

橋
本
四
球
、
清
沢
右
前
安
打
で
日
立
の
二
人
目

田
上
を
つ
ぶ
し
、
一月
を
痛
め
て
い
る
エ
ー
ス
石

積 水 打安点三四
8萩  原 41010
5瀬戸口400004 澤ヨ 20002
7中  国 20002
3上  田 300019 振1 30000
9榊 原 11000
2堀  田 30001
6藤  本 40010
1 2量  40000

風
雪
に
耐
え
ぬ
い
た
三
十
五
年
、
ゆ
か
り
深
い

黒
獅
子
族
の
行
方
が
早
く
も
開
幕
第
一
戦
に
か

け
ら
れ
て
白
熱
し
た
。
し
ゃ
に
む
に
突
っ
込
ん

で
積
水
を
そ
の
王
座
か
ら
ひ
き
ず
り
お
ろ
そ
う

一
け
蒙
“
』
噸
一
崚
“
囃
“
漱
”
彙
﹇
わ
¨
蒔

者
は
硬
軟
と
り
あ
わ
せ
て
対
照
的
で
は
あ
っ

た
。し

か
し
積
水
も
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
愛
数
を
ふ

り
ま
く
余
裕
は
な
く
、
四
回
と
八
回
を
除
い

て
は
毎
回
安
打
の
た
者
に
脅
か
さ
れ
た
。
し

か
し
橋
戸
賞
に
輝
い
た
左
腕
堤
の
ミ
ラ
ク
ル

ぶ
り
は
相
も
変
わ
ら
ぬ
非
凡
さ
を
発
揮
し
て

吉
原
を
い
な
し
た
。
外
角
へ
の
シ
ュ
ー
ト
、

カ
ー
プ
、
落
ち
る
タ
マ
は
回
を
追
っ
て
ペ
ー

ス
を
取
り
戻
し
さ
え
て
い
っ
た
。
だ
が
、
積

水
は
一向
に
持
ち
前
の
パ
ン
チ
が
さ
く
裂
し

な
い
。
九
回
ま
で
わ
ず
か
１
安
打
と
い
う
全

く
の
貧
攻
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

責
原
の
金
沢
が
快
刀
乱
麻
の
勢
い
て
積
水
の
限

前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
つ
け

込
め
る
チ
ャ
ン
ス
は
つ
か
め
た
だ
ろ
う
。
だ
が

立
ち
上
が
り
の
一口
を
除
い
て
積
水
ら
し
い
攻

め
方
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
積
水
の
一回
は
二

死
後
か
ら
だ
っ
た
が
南
、
中
日
、
上
田
と
よ
く

金
沢
の
外
角
の
速
球
を
選
ん
で
満
塁
と
つ
め
よ

０
第
二
試
合
（１
回
戦
）

大
阪
市
（電
電

動
中
Ｃ

Ｏ ‐
０ ‐
０ ０
０ ‐
∞
‐ 。
一‐ ４

日
立
市
（日
鉱
日
立
）

大
阪
は
清
沢
の
投
打
に
わ
た
る
活
躍
と
好
機
に

強
い
打
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
食
い
下
が

る
日
立
を
寄
せ
つ
け
ず
優
勝
候
補
の
質
録
を
示

し
て
圧
勝
し
た
。

日
立
の
先
発
高
木
は
ど
う
も
お
か
し
か
っ
た
。

言+  302 0 2 6

吉 原 打安点三四
5今  村 40000
4久保田 41000
7佐 野 31000
8 LIJ崎征 4 1 01 0
3富  山 41000
9中  田 22000
9米  合 10010
2中  村 31 100
6安  藤 30000
1金  沢 32010
計  319130

回安三四自
堤  9%9301

金  沢  102260

日
鉱
日
立
は
敗
れ
る

清
沢
畿ピ
岬
が
投
打
に
活
躍

積
水
一珈静
緒
戦
で
苦
汁

大
昭
和
、金
沢
が
２
安
打
零
封

◇
第
一日
（２５日
）

二
十
五
日
、
後
楽
園
球
場
で
開
幕
し
た
第
二

十
五
回
都
市
対
抗
野
球
兼
社
会
人
野
球
選
手
権

大
会
（毎
日
新
聞
社
、
日
本
社
会
人
野
球
協
会

主
催
）
は
、
前
年
の
王
者
積
水
化
学
が
緒
戦
で

敗
れ
る
波
乱
が
起
き
る
な
ど
盛
り
上
が
る
球
趣

に
ス
タ
ン
ド
は
大
会
第
一日
か
ら
わ
き
返
っ

た
。
第
一試
合
穫
水
化
学
（推
薦
）
対
士昌
攀
叩

（大
昭
利
製
紙
）
の
優
勝
候
補
同
士
の
激
突
は

延
長
十
回
裏
、
中
村
が
左
興
席
に
刺
的
な
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
放
って
士」原
が
サ
ョ
ナ
ラ
勝
ち
し

た
。
第
二
試
合
は
大
阪
市
（電
電
近
畿
）
対
日

立
市
（日
本
鉱
業
）
は
優
勝
候
補
の
大
阪
打
練

が
日
立
投
手
陣
を
粉
砕
、
追
い
す
が
る
日
立
を

清
沢
、
加
藤
の
継
技
で
押
え
て
４
１
１
で
快
勝

し
た
。
第
二
試
合
高
松
市
（四
国
電
力
）
対
釜

石
市
（畠
■
製
鉄
）
は
五
回
か
ら
点
灯
さ
れ
て

ナ
イ
タ
ー
と
な
った
が
、
高
松
佐
々
木
投
手
の

石
腕
さ
え
て
釜
石
を
完
封
、
初
出
場
を
飾
っ

た
。
第
四
試
合
横
浜
市
（日
本
鋼
管
）
対
大
頭

市
（西
滲
運
輸
）
は
前
半
大
垣
平
沼
投
手
に
手

を
焼
い
た
横
浜
の
電
量
打
線
が
五
回
に
爆
発
し

て
２
点
、
九
回
に
は
今
西
が
大
会
第
２
号
の
２

ラ
ン
・ホ
ー
ム
ラ
ン
を
右
翼
席
に
た
た
き
込

み
、
阿
曾
の
好
投
で
大
垣
を
３
安
打
に
押
え
て

完
勝
、
優
勝
候
補
の
貫
録
を
発
揮
し
た
。

◇
第
一試
合
（１
回
戦
）

積
水
化
学
（推
薦
）

奮曰
原
市
一辮
」
に
¨
ゆ
つ
∞
∞
∞
‐。
一‐。

▽
本
塁
打
　
中
村
１
号
（堤
）
▽
犠
打
　
吉
３
（佐
野
、
中
国
、
中
村
）
▽
盗
塁
　
積
１
（堀
田
）

吉
１
（佐
野
）
▽
残
塁
　
積
６
吉
５
▽
暴
投
　
金
沢
▽
併
殺
　
積
１
吉
１
▽
２
時
間
３５
分
▽
審
判

平
光
、
張
本
、
藤
本
、
南
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【西濃一鋼管】九回表、鋼管一死走者二塁にランナーを置
いて今西右越えにととめの 2ランを放 って生還

▽
二
塁
打
　
営
地
、
高
畑
、
―――
上
▽
犠
打
　
大
１
（本
郷
）
▽
盗
塁
　
大
１
（本
郷
）
日
１
（拓
植
）
▽
残
塁
　
大
４
日
９
▽
失
策
　
大
３
（宮

地
、
浜
日
、
西
山
）
日
２
（沢
本
、
森
川
）
▽
暴
投
　
加
藤
▽
ポ
ー
ク
　
高
木
▽
打
撃
妨
害
　
出
塁
者
青
木
（西
山
）
▽
併
殺
　
大
１
日
１
▽
２

時
間
４５
分
▽
審
判
　
郷
司
、
大
谷
、
飯
田
、
大
津

四
〇
１
０
１
０
０
０
０
１
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０

三
１
１
０
０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０

鰊
‐ ０
０ ０
０ ０
２ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
‐ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
Ｈ

打
５
３
４
３
１
１
０
１
３
２
２
０
１
０
１
０
１
０
０
４

立
辺
赫
本
畑
木
山
坂
卿
出
島
道
木
上
田
国
内
田
植
西
―――

日
麒
神
駅
臨
靖
貼
陀
跡
緋
猥
詐
塙
旧
妬
唯
疇
蜘
陥
酔
際

大 阪 打安点三四
45[ヨ  ム」42 1 0 1
8尾  崎 52010
97アド タS3 0 0 0 1
5HI 上 42100
3浜  口 40000
7井  上 31010
PH■日本寸月快1 0 0 1 0
1カロ  ,藤 0 0 0 0 0
2西  山 40000
6橋  本 20001
4道  田 10000
1清  沢 33100
9 EE 司 10000

言+  35103 3 3

田
を
ひ
っ
張
り
出
し
、
宮
地
が
こ
れ
に
二
塁
左

に
痛
打
を
浴
び
せ
て
２
点
目
。
五
回
無
死
一
、

三
塁
か
ら
浜
日
の
遊
ゴ
ロ
が
併
殺
と
な
る
間
に

本
郷
が
生
還
、
七
回
に
は
尾
崎
の
有
前
安
打
と

川
上
の
右
翼
二
塁
打
で
ダ
メ
押
し
点
を
加
え
て

勝
負
を
つ
け
た
。

日
立
は
大
阪
の
清
沢
を
よ
く
打
っ
た
。
二
回
長

島
の
右
前
安
打
で
一
、
二
塁
、
四
回
に
は
高
畑

の
二
塁
打
、
井
出
三
塁
ゴ
ロ
失
、
石
田
四
球
で

二
死
満
塁
と
攻
め
つ
け
な
が
ら
こ
こ
一
発
が
出

な
い
。
さ
ら
に
六
回
高
畑
左
前
安
打
、
古
山
二

ゴ
ロ
大
で
迎
え
た
三
度
目
の
好
機
に
丼
出
の
痛

烈
な
ラ
イ
ナ
ー
は
大
阪
川
上
三
塁
手
の
ジ
ャ
ン

プ
し
た
グ
ラ
ブ
に
す
い
込
ま
れ
て
高
畑
と
併
殺

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
抜
け
て
い
れ
ば
二
塁
打
と

い
う
当
た
り
だ
っ
た
だ
け
に
日
立
は
ま
っ
た
く

ツ
キ
に
見
は
な
さ
れ
て
い
た
。
わ
ず
か
に
九
回

森
川
の
右
前
タ
イ
ム
リ
ー
で
１
点
を
返
し
ゼ
ロ

敗
を
ま
ぬ
が
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。

日
立
は
高
木
の
交
代
時
期
を
誤
っ
た
り
、
故
障

の
石
田
を
使
っ
て
切
札
簾
内
（す
の
う
ち
）
で

勝
負
に
踏
み
切
ら
な
か
っ
た
鈴
木
監
督
の
投
手

リ
レ
ー
は
い
つ
も
の
果
断
さ
が
み
ら
れ
な
か
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（石
川
四
）

計
　
沢
藤

％
２
％
２

木
上
田
内

清
加
　
高
田
石
簾

野
手
の
送
球
は
乱
れ
る
と
い
っ
た
最
悪
の
状

態
。
し
か
し
こ
の
危
機
を
か
ろ
う
し
て
切
り
抜

け
、
二
回
裏
に
先
取
点
を
あ
げ
る
に
及
ん
で
本

領
を
発
揮
し
た
。

勝
利
へ
の
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
二
回
の
攻
撃

は
島
谷
の
遊
ゴ
ロ
失
に
始
ま
っ
た
。
型
通
り

に
送
リ
バ
ン
ト
、
藤
沢
の
遊
ゴ
ロ
で
三
進
し

た
あ
と
三
宅
の
右
前
安
打
に
島
谷
が
勇
ん
で

生
逮
し
た
。
三
宅
の
一打
は
０
１
２
か
ら
及

び
腰
な
が
ら
右
前
ヘ
チ
ョ
ン
と
当
て
た
も
の

で
ラ
ッ
キ
ー
を
し
っ
か
り
と
得
点
に
結
び
つ

け
る
あ
た
り
は
、
練
習
の
積
ん
だ
チ
ー
ム
ら

し
さ
を
み
せ
た
。
さ
ら
に
四
回
須
藤
が
三
遊

間
を
破
る
安
打
を
放
ち
、
救
援
の
佐
藤
（良
）

に
島
谷
が
四
球
で
無
死
一、
二
塁
、
吉
川
が

三
塁
線
バ
ン
ト
で
走
者
二
、
三
進
し
、
藤
沢

は
２
１
０
と
追
い
込
ま
れ
た
が
、
巧
み
に
も

ス
リ
ｌ
ｏ
バ
ン
ト
を
的
中
さ
せ
て
２
点
を
あ

げ
た
。

一回
表
に
し
て
試
合
の
ヤ
マ
が
あ
り
、
悪
戦
苦

闘
の
す
え
苦
境
を
脱
し

た
高
松
が
勝
利
へ
直
進

し
、
好
機
を
迎
え
遣
い

込
み
な
が
ら
と
と
め
の

一打
を
浴
び
せ
ら
れ
な

か
っ
た
釜
石
が
敗
戦
の

淵
に
沈
む
こ
と
に
な
っ

高
松
聾
巧
打
ひ
か
る

釜
石
範攀
拙
攻
で
敗
退

撃権林敦錮鋼
｝　
　
　
Чわけいコ窃
蒔杉
卍罐К牌

∞‐。∞Ю∞∞∞∞Ｘ。一̈　　もなりかねない大変なピンチがあった。

高
松
市
（四
国
電
力
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
投
手
は
得
意
の
速
球
が
き
ま
らず
、
内

贔甕贔ヽ受
奮】藁ig嘉婚b喜
1▽ 2時間 16分▽審
判 勝 田、三宅、塩
谷、外 山、牧 日、本間

回安三四自
伊  藤  32011
佐藤良  43410
中 谷  11010
佐 々木  97210 325 1 4 4

回安三四自
64020
3142



電釜
石
は
絶
好
の
先
制
機
を
早
く
も
初
回
に
迎
え

ら
）　
な
が
ら
、
拙
攻
に
つ
ぶ
し
た
。
河
内
は
三
塁
線

の
内
野
安
打
と
二
塁
手
の
一
塁
悪
投
に
一
挙
二

進
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
、
自
間
の
バ
ン
ト
大

敗
の
の
ち
打
者
長
谷
川
の
と
き
投
手
の
け
ん
制

悪
投
に
三
進
し
た
。
し
か
し
あ
と
か
つ
つ
か
な

い
ば
か
り
で
な
く
、
三
塁
走
者
が
一昌
松
バ
ッ
テ

リ
ー
に
つ
り
だ
さ
れ
て
三
、
本
間
に
徒
死
し

た
。
高
松
ナ
イ
ン
は
思
わ
ざ
る
事
態
に
堅
く
な

る
ば
か
り
だ
っ
た
だ
け
に
、
こ
こ
で
１
点
で
も

と
れ
ば
勝
負
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
た
か
わ
か
ら

な
い
。
借
し
ん
で
も
あ
ま
り
あ
る
逸
機
で
、
そ

の
後
も
し
ば
し
ば
迎
え
た
好
機
を
、
も
う
一
息

が
た
ら
ず
戻
を
飲
ん
だ
。
　
　
　
　
（堀
）
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四
〇
〇
〇
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０

三
１
０
１
１
０
０
０
０
０
０
１
０
０

点
０
１
０
０
０
０
０
０
２
０
０
０
０

安
１
１
１
０
１
０
０
０
１
１
０
０
０

打
４
４
４
３
３
１
０
０
４
３
３
１
３

浜
田
野
藤
浦
松
枝
内
丸
西
瀬
橋
野
曽

横鎧
錮鮮
嬉
輔

２
四̈
〇
〇
〇
〇
〇
１
０
０
０
１
１
１
０
０
０
０
０
０

４
喜
一１
０
１
０
１
１
０
１
１
１
０
０
０
０
１
０
０
０

６ ３
一鰊
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
２ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
‐ ０
０ ０

３３
一打
２
２
２
２
４
３
４
３
１
２
０
０
１
０
１
０
１
０

一
垣膏
甥
唇
嬰
野
罷
蓉
興
場
寿

一姦
鍛
凛
罐
綸
蝶
唯
坪鴨
慨

今
西
、２
ラ
ン
で
止
め

阿
曾
が
西
濃
を
３
安
打

◇
第
四
試
合
（１
回
戦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
た
。
横
浜
は
一
死
後
か
ら
投
手
の
阿
曾
に

一
﹇
』
﹈
磋
一
∞
Ｏ Ｏ
Ｏ Ｏ
∞
∝
∞
∞
∞
０ ２
一〇 ４
　
　

山
一
¨
一
一
一
一
一
一
¨
一
¨
け
¨
¨
一
一
一

一打
、
大
境
の
名
手
柴
垣
が
も
う
少
し
慎
重
に

横
浜
の
阿
曽
も
よ
か
っ
た
が
、
本
坦
の
平
沼
も
　
　
さ
ば
い
て
い
れ
ば
こ
の
ピ
ン
チ
を
き
り
ぬ
け
る

健
闘
し
た
。
阿
曽
の
速
球
は
風
を
切
っ
て
打
者
　
　
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

に
製
い
か
か
り
、
分
厚
い
カ
ベ
の
よ
う
に
大
垣
　
　
　
好
投
の
平
沼
は
さ
す
が
に
が
っ
く
り
、
し
ば

の
前
に
た
ち
ふ
さ
か
っ
た
。
一
方
、
大
垣
の
平
　
　
　
ら
く
首
を
う
な
だ
れ
て
い
た
。

沼
は
こ
の
阿
曾
の
豪
快
さ
と
全
く
対
照
的
な
柔
　
　
つ
ぎ
の
宇
野
に
２
１
３
か
ら
右
翼
線
二
塁
打
を

か
み
の
あ
る
ピ
ッ
チ
ン
ク
。
ド
ロ
ッ
プ
、
カ
ー
　
　
浴
び
て
２
点
目
を
許
し
た
こ
と
か
ら
も
い
か
に

プ
を
う
ま
く
使
い
軽
快
な
投
法
で
対
抗
し
た
。
　
　
彼
が
落
胆
し
た
か
よ
く
わ
か
る
。
横
浜
は
先
取

だ
か
ら
前
半
は
全
く
の
投
手
戦
で
進
ん
だ
。　
　
　
点
で
気
勢
が
上
が
り
、
一
方
の
大
垣
平
沼
は
大

五
回
横
浜
に
は
広
瀬
の
ヒ
ッ
ト
、
大
垣
は
横
　
　
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
た
わ
け
だ
。
し
か
も
そ

関
の
初
安
打
か
ら
同
じ
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
を
　
　
の
要
の
大
垣
は
横
関
の
内
野
ヒ
ッ
ト
と
藤
岡
の

迎
え
た
が
、
横
浜
は
う
ま
く
得
点
に
結
び
つ
　
　
死
球
で
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
代
打
を
つ
ぎ
つ
ぎ
にⅦ

狩
歓
井、　
阿
平
的
松
称
ゎ
岬
勲
羅
ｍ
畑
効
矩

送
り
出
し
て
一
死
満
塁
と
つ
め
よ
り
な
が
ら
三

振
、
内
野
フ
ラ
イ
に
う
ち
と
ら
れ
て
、
絶
好
の

反
撃
機
を
逸
し
た
。
五
回
の
明
暗
が
勝
敗
を
は

っ
き
り
わ
け
た
と
い
え
る
。

な
お
横
浜
は
人
回
の
チ
ャ
ン
ス
を
拙
走
で
つ
ぶ

し
た
が
、
九
回
今
西
の
２
点
ホ
ー
マ
ー
が
出
て

勝
利
を
か
た
め
た
。

横
浜
の
勝
因
は
３
安
打
に
押
え
た
阿
曾
投
手
の

第
二士
五回
都
市
対
抗
野

地
区
代
表
の
三
十
二
チ
ー

ム
の
主
将
に
、
毎
日
新
聞
社
森
下
事
業
本

部
長
か
ら
青
獅
子
と
チ
ー
ム
名
を
染
め
ぬ

い
た
代
表
旗
が
波
さ
れ
た
。
初
参
加
の
沖

縄
代
表
、
琉
球
煙
草
チ
ー
ム
に
は
い
ち
だ

ん
と
激
し
い
拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。
選
手

た
ち
は
、
こ
の
あ
と
日
劇
ダ
ン
シ
ン
グ
◆

チ
ー
ム
に
よ
る
夏
の
お
ど
り
を
観
賞
、
熱

戦
を
前
に
、
闘
志
を
秘
め
な
が
ら
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

賞鷹▼Y7鷹賣騰ズ書灘

80000-37馬力・ 500キロ積

77ごrrr7
ルラI「r7

現金価格・・・・¥395,000

本社・大阪市浪速区西円手町 1012T E L(561)1001大 i
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力
投
と
、
そ
れ
を
も
り
た
て
た
バ
ッ
ク
の
好
守

が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
阿
曾
は
前
半
速
球
を

武
器
に
、
後
半
は
カ
ー
プ
を
多
用
す
る
な
ど
ピ

ッ
チ
ン
グ
を
き
り
か
え
て
の
余
裕
た
っ
ぶ
り
の

好
投
ぶ
り
だ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
広
瀬
捕
手
の
好
り
―
ド
が
大
き
く

あ
ず
か
っ
て
い
た
。

大
垣
は
最
終
回
二
塁
手
の
大
策
か
ら
最
後
の
反

撃
機
を
迎
え
た
が
、
横
関
の
ヒ
ッ
ト
で
二
塁
か

ら
一挙
ホ
ー
ム
を
つ
い
た
た
者
が
山
田
左
翼
手

の
好
送
球
に
さ
さ
れ
て
む
な
し
か
っ
た
。（松

尾
）

坂
下
が
八
回
表
に
追
い
つ
き
、
延
長
戦
に
も
つ

れ
込
ん
だ
が
、
十
二
回
裏
伊
勢
が
荒
川
の
殊
勲

打
で
サ
ョ
ナ
ラ
勝
ち
を
演
し
た
。
第
四
試
合
は

出
場
２０
回
目
の
古
豪
と
地
元
チ
ー
ム
の
対
戦
に

ふ
さ
わ
し
く
、
息
つ
ま
る
熱
戦
を
展
開
し
た

が
、
北
九
州
が
四
回
の
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
に
安

西
が
二
塁
打
し
て
先
制
、
人
回
に
も
満
塁
か
ら

東
京
の
乱
れ
に
乗
し
て
３
点
、
九
回
に
も
富
添

の
三
塁
打
で
加
点
、
東
京
を
引
き
離
し
て
古
豪

の
貫
録
を
示
し
た
。

◇
第
一試
合
（１
回
戦
）

し
た
若
い
熊
谷
投
手
は
ふ
ん
囲
気
に
押
さ
れ
て

か
、
平
凡
な
投
球
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
だ
か

ら
、
こ
の
名
古
屋
に
先
手
を
と
ら
れ
た
の
は
当

然
だ
っ
た
。

だ
が
名
古
屋
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
本
振
り
で

雑
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
三
回
ま
で
に
２
点
の

リ
ー
ド
だ
け
で
は
少
な
か
っ
た
。
熊
谷
は
あ

が
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
て
も
外
角
に

タ
マ
を
集
め
て
い
た
か
ら
乱
打
さ
れ
る
の
を

ま
ぬ
が
れ
た
と
い
え
よ
う
。

だ
が
三
回
、　
一
死
後
強
打
の
内
田
に
待
っ
て
ま

し
た
と
ば
か
り
左
翼
席
へ
ぶ
ち
こ
ま
れ
る
と
川

崎
も
つ
い
に
ベ
テ
ラ
ン
西
本
に
切
り
か
え
た
。

こ
の
交
代
は
当
然
だ
っ
た
ろ
う
が
西
本
は
さ
す

が
に
落
ち
つ
い
て
お
り
、
伊
藤
盛
、
思
田
の
画

者
に
は
打
た
れ
た
が
、
そ
の
前
後
の
打
者
を
た

く
み
に
ス
ラ
イ
ダ
ー
と
カ
ー
プ
の
妙
手
を
ふ
る

（愛
知
マ
ツ
ダ

名
古
屋
市

川

崎

市

（東
　
　
芝
）

名
古
屋
は
初
出
場
と
は
い
え
、
都
市
対
抗
な
レ

み
の
三
菱
の
精
鋭
を
加
え
、
そ
の
布
陣
は
大
阪

横
浜
に
匹
敵
す
る
顔
ぶ
れ
だ
。
川
崎
が
先
発

000121
000020
2010X0
72

東
芝
、後
半
に
地
力
出
す

ミ
ー
ト
打
法
が
実
を
結
ぶ

◇
第
二
日
翁
こ

二
十
六
日
第
二
日
を
迎
え
、
は
な
や
か
な
応

援
合
戦
の
う
ち
に
４
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
と
び

出
し
、
ま
た
十
二
回
、
３
時
間
半
に
わ
た
る
今

大
会
二
皮
目
の
延
長
戦
が
お
り
込
ま
れ
る
な

ど
、
大
会
は
ま
す
ま
す
盛
り
あ
が
っ
た
。
こ
の

日
は
午
前
十
時
半
か
ら
後
楽
園
球
場
で
名
古
屋

市
（愛
知
マ
ツ
ダ
）
対
川
崎
市
（東
芝
）
を
皮

切
り
に
、
金
沢
市

（電
電
北
陸
）
対
浦
和
市

（日
本
通
運
）
伊
勢
市
（二
重
交
通
）
対
会
津

坂
下
町
（清
峰
仲
銅
）
ナ
イ
タ
ー
に
は
い
っ
て

北
九
州
市
（八
幡
製
鉄
）
対
東
京
都
（サ
ッ
ポ

ロ
ピ
ー
ル
）
の
一
回
戦
四
試
合
が
行
な
わ
れ

た
。
第
一試
合
川
崎
が
快
勝
の
あ
と
、
第
二
試

合
は
浦
和
が
竹
之
内
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
わ
ず

か
４
本
の
ヒ
ッ
ト
を
う
ま
く
得
点
に
結
び
つ
け

て
勝
ち
、
第
二
試
合
は
先
制
点
を
許
し
た
会
津

四
〇
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０

三
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
１
０
０
０
０
０
０
０
０

点
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０

安
２
１
０
２
０
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０

一醐̈̈
ｎ̈﹇̈卿̈̈̈
¨̈
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【東
芝
―
愛
知
マ
ッ
ダ
】
七
回
裏
、
東
芝
、
二
死
走
者
一、
二
塁
、
打
者
和
泉
の
右
前
打
で
二

塁
か
ら
伊
東
ホ
ー
ム
イ
ン
。
捕
手
八
木

７２一到０１口０００００００‐００‐０００‐０‐０００

１̈
点００２００１００００００

獅一腋３‐２０３‐２０２０３‐３０２０１０３‐２０１０

計一﹇̈
﹈̈一̈
¨̈
¨̈
一̈
¨

本
本
日
本
蔵
水
本
瀬
田
村
垣
崎
東
田

８
６
７
３
９
２
２
４
５
四
”
５
１
ｌ
ＰＨ
ｌ

計 274333
▽本塁打竹之内 (大
垣)▽犠 打金 2(伊
藤、清水 )浦 2(小
堀、竜山)▽盗望金
1(伊藤)▽残塁金
5浦 5▽失策 金 4
(伊藤、武田、岡本
大垣)▽●球 荒井
▽ 2時間34分▽審判
日下部、三宅、宮

沢、長持
回安三四自

大  垣 2%2122
港  崎 4%0210
大  田  12001
田  中  62520
佐  藤  33201

日
通
、１９
才
ト
リ
オ
働
く

っ
て
断
ち
切
っ
て
い
た
の
は
あ
ざ
や
か
。
こ
れ

に
ひ
き
か
え
、
川
崎
の
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
名
古

屋
ほ
ど
大
型
と
は
い
い
が
た
い
が
振
り
幅
を
小

さ
く
、
シ
ャ
ー
プ
に
ミ
ー
ト
す
る
点
で
す
ぐ
れ

一Ｃ
い
た
。

と
く
に
永
淵
、
伊
東
、
春
原
、
岩
本
の
打
撃

ぶ
り
は
ベ
テ
ラ
ン
光
岡
投
手
の
コ
ー
ナ
ー
ワ

ー
ク
を
封
じ
る
鋭
さ
を
み
せ
た
。

三
回
う
ま
い
バ
ン
ト
安
打
で
出
た
永
淵
を
二
塁

に
お
き
、
伊
東
が
１
１
１
後
内
角
高
目
の
ポ
ー

ル
の
タ
マ
を
見
事
な
ダ
ウ
ン
ス
イ
ン
グ
で
左
翼

席
へ
同
点
２
ラ
ン
を
放
っ
た
。
こ
れ
で
気
勢
を

帯
り
返
し
た
川
崎
は
、
五
回
名
古
屋
に
光
岡
を

あ
き
ら
め
さ
せ
、
左
腕
の
鬼
頭
を
引
き
ず
り
出

し
、
六
回
一
死
後
利
泉
の
中
越
二
塁
打
、
代
打

ｒ
◇
第
島
許
合
（１
回
戦
）

（電
電
北
陸
）

金
　
沢
　
市
　
○
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

浦
　
和
　
市
　
０
１
１
０
０
０

（日
本
通
運
）

準
優
勝
の
球
歴
を
も
つ
浦
和
は
、
あ
れ
か
ら
七

年
、
チ
ー
ム
を
一
新
し
た
。
田
中
、
竹
之
内
、

山
本
の
十
九
才
ト
リ
オ
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

″チ
ー
ム
年
齢
″
は
そ
ろ
そ
ろ
中
堅
級
だ
が
、

選
手
年
齢
は
初
出
場
の
金
沢
よ
り
も
な
い
。
し

か
し
彼
ら
は
す
で
に
甲
子
園
の
土
を
踏
ん
だ
若

者
た
ち
で
あ
り
、
若
い
闘
志
と
老
練
な
試
合
度

春
原
の
方
前
打
、
岩
本
の
深
い
三
遊
間
内
野
安

打
と
３
連
打
を
浴
び
せ
た
。

鬼
頭
を
救
援
に
送
り
、
ピ
タ
リ
と
川
崎
を
押

え
る
思
惑
だ
っ
た
名
古
屋
は
、
こ
の
意
外
な

ほ
ど
に
く
ず
れ
た
日
算
に
動
揺
を
き
た
し
、

深
い
と
こ
ろ
で
よ
く
岩
本
の
打
球
を
と
っ
た

遊
撃
手
川
端
も
一
罫
に
大
悪
投
を
波
し
、
こ

の
回
２
点
を
強
奪
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

調
子
に
乗
っ
た
川
崎
は
七
日
に
も
二
人
目
の
投

手
紀
藤
に
４
安
打
集
中
の
２
点
、
八
国
に
も
加

点
し
て
後
半
は
全
く
ワ
ン
サ
イ
ド
に
押
し
切
っ

て
し
ま
っ
た
。
名
古
屋
の
投
手
陣
が
未
調
整
だ

っ
た
と
は
い
え
、
川
崎
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
ん

だ
シ
ャ
ー
プ
な
打
力
は
何
り
が
た
い
も
の
が
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（手
塚
）

胸
を
か
ね
備
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

優
勢
の
油
和
に
対
し
て
金
沢
は
大
垣
、
港
崎

と
ミ
ラ
ク
ル
投
手
を
つ
な
い
だ
。
し
か
し
先

発
の
大
垣
は
や
や
気
お
く
れ
し
て
こ
の
型
の

生
命
で
あ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
欠
け
た
。
も

と
も
と
球
威
は
な
い
だ
け
に
手
元
が
狂
っ
て

は
あ
ぶ
な
か
っ
た
。

浦
和
は
二
日
一死
後
竹
之
内
が
左
越
え
本
塁
打

三
回
も
荒
井
の
安
打
と
投
手
の
け
ん
制
悪
投

と
、
２
四
球
で
一死
満
塁
と
攻
め
つ
け
た
。

こ
こ
で
金
沢
が
送
っ
た
港
崎
は
竜
山
の
右
犠
飛

で
１
点
を
計
し
た
だ
け
で
金
沢
は
望
み
を
つ
な

い
だ
。
港
崎
は
さ
す
が
に
三
十
一
オ
の
古
強
者

ら
し
く
、
ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
ド
か
ら
浮
き
上
が
る

タ
マ
で
凡
飛
を
誘
っ
た
。
地
区
予
選
で
猛
威
を

ふ
る
っ
た
浦
和
打
線
は
全
く
鳴
り
を
ひ
そ
め
、

四
回
か
ら
七
日
ま
で
無
安
打
、
六
回
２
敵
失
と

四
球
で
二
人
の
た
者
を
送
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。

田
中
の
速
球
に
振
り
お
く
れ
気
味
の
金
沢
は
、

そ
れ
で
も
四
、
五
同
と
先
頭
の
入
江
、
宮
本
が

安
打
し
、
い
ず
れ
も
バ
ン
ト
で
送
っ
た
が
、
日

中
は
力
投
し
て
適
時
打
を
は
ば
ん
だ
。
七
回
先

頭
の
源
本
が
死
球
で
出
る
と
、
浦
利
は
佐
藤
投

手
に
き
り
か
え
た
。
「田
中
―
佐
藤
と
つ
な
い

で
負
け
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
自
慢
の
継
投

策
で
あ
る
。

人
回
金
沢
必
死
の
代
打
作
戦
を
切
り
ぬ
け
た
浦

和
は
、
大
円
投
手
に
近
藤
、
竜
山
が
快
打
し
て

ダ
メ
押
し
の
１
点
を
奪
っ
た
。

貧
打
戦
な
が
ら
浦
用
に
は
４
安
打
を
い
ず
れ

も
得
点
に
結
び
つ
け
た
抜
け
目
の
な
さ
が
あ

り
、
こ
の
少
な
い
得
点
を
ガ
ッ
チ
リ
と
投
手

力
で
守
り
ぬ
い
た
の
は
浦
和
の
本
領
で
あ
っ

た
。

金
沢
は
九
回
、
安
打
の
伊
藤
が
盗
塁
、
内
野
ゴ

ロ
で
一
死
二
塁
と
進
み
、
源
本
が
中
前
安
打
レ

て
よ
う
や
く
ホ
ー
ム
を
路
ん
だ
だ
け
。
東
洋
レ

ー
ヨ
ン
を
く
だ
し
て
進
出
し
て
き
た
金
沢
も
、

惑
星
ぶ
り
の
一
端
を
ち
ら
つ
か
せ
た
だ
け
て
消

え
た
。　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
（石
川
泰
）



三
重
交
通
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち

上
田
大
会
会
長
あ
い
さ
つ

都
市
対
抗
野
球
は
こ
と
し
三
十
五
回
を
迎
え
、
三
十
二
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

予
選
を
勝
ち
ぬ
い
て
晴
れ
の
代
表
と
な
っ
た
各
チ
ー
ム
に
喜
び
と
故
意
を
表
し
た
い
。
な

か
に
は
二
十
回
出
場
の
古
豪
も
あ
る
し
、
初
出
場
の
新
鋭
も
あ
る
。
と
く
に
遠
く
沖
縄
か
ら

参
加
し
た
テ
ー
ム
が
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
、
敬
意
を
表
し
た
い
。
選
手
諸
君
は
、
つ
ね
に
社

い
う
不
振
で
、
一
度
も
三
塁
を
踏
め
な
か
っ
た

が
、
人
口
吉
楽
が
中
前
、
渡
辺
の
代
打
新
井
が

左
前
へ
連
続
安
打
し
た
あ
と
戸
村
の
バ
ン
ト
野

選
で
無
死
両
塁
。
そ
し
て
伊
藤
幸
の
代
打
山
口

が
左
翼
へ
大
き
な
犠
飛
を
打
ち
あ
げ
て
ド
タ
ン

場
で
同
点
と
し
た
。
会
津
は
さ
ら
に
チ
ャ
ン
ス

が
つ
つ
い
た
が
、
ホ
ッ
と
し
た
二
塁
走
者
の
戸

村
が
山
下
三
塁
手
の
巧
妙
な
カ
ク
シ
球
に
刺
さ

れ
て
せ
っ
か
く
の
逆
転
機
を
つ
ぶ
し
た
。

延
長
戦
は
興
菖
の
連
続
だ
っ
た
。
伊
勢
が
十
一

回
無
死
満
塁
、
会
津
が
十
二
回
二
死
一、
三
塁

の
チ
ャ
ン
ス
を
と
も
に
拙
攻
で
つ
ぶ
し
、
あ
と

は
勝
運
が
ど
ち
ら
に
味
方
す
る
か
だ
け
だ
っ

た
。

伊
勢
は
十
二
回
、　
一死
か
ら
東
田
が
三
塁
強
要

安
打
、
伊
藤
孝
も
左
前
に
快
打
、
樋
渡
の
代
打

安
藤
雄
が
四
球
を
選
ん
で
フ
ル
・
ベ
ー
ス
。
こ

こ
で
荒
川
が
初
球
ス
ク
イ
ズ
・
バ
ン
ト
を
フ
ァ

ウ
ル
し
た
が
、
二
球
目
を
中
前
に
は
じ
き
か
え

し
て
東
田
が
ゆ
っ
く
り
と
生
還
、
サ
ョ
ナ
ラ
勝

ち
を
か
ざ
っ
た
。

伊
勢
の
勝
因
は
伊
藤
孝
の
活
躍
が
第
一だ
。

敗
れ
た
と
は
い
え
力
い
っ
ば
い
の
プ
レ
ー
を

つ
つ
け
た
会
津
も
み
ご
と
だ
っ
た
。（澪

地
）
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9
◇
第
二
試
合
（１
回
戦
）

三
年
ぶ
り
で
後
楽
園
の
土
を
路
ん
だ
伊
勢
市
は

老
巧
な
伊
藤
子
の
右
腕
に
期
待
を
か
け
、
こ
れ

ま
た
第
二
十
回
大
会
以
来
久
々
に
出
場
し
た
会

津
は
二
十
才
の
新
鋭
石
幡
を
先
発
さ
せ
た
。

技
巧
派
の
伊
藤
孝
は
軽
快
な
フ
ォ
ー
ム
で
、

ス
ピ
ー
ド
に
変
化
を
持
た
せ
た
直
球
と
カ
ー

プ
を
多
投
し
て
会
心
の
ビ
ッ
チ
ン
グ
を
見
せ

た
。

一方
、
初
め
て
後
楽
園
の
マ
ウ
ン
ド
を
路
ん
だ

石
幡
は
さ
す
が
に
立
ち
上
が
り
が
悪
く
得
意
の

カ
ー
プ
が
き
ま
ら
ず
苦
し
ん
だ
。
こ
の
円
主
役

の
重
小
調
が
そ
の
ま
ま
ケ
ー
ム
の
明
暗
を
分
け

た
。序

盤
か
ら
中
盤
に
か
け
て
は
大
き
な
ヤ
マ
場

が
な
か
っ
た
か
、
終
盤
に
は
い
っ
て
が
然
、

日
ま
ぐ
る
し
い
攻
防
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
伊
勢
が
七
日
、
よ
う
や
く
待
望
の
先
取

点
を
あ
げ
た
。
口
火
を
切
っ
た
の
は
益
井
で
、

左
翼
ボ
ー
ル
ぎ
わ
の
フ
ェ
ン
ス
に
二
塁
打
を
飛

ば
し
た
。

会
津
は
つ
い
に
石
幡
を
あ
き
ら
め
て
速
球
派

の
伊
藤
■
を
救
援
さ
せ
た
。

つ
つ
く
島
中
は
一
邪
飛
で
還
い
た
が
、
伊
藤
孝

が
中
前
に
快
打
し
て
、
俊
足
の
益
井
を
迎
え
入

れ
た
。

会
津
打
線
は
七
回
ま
で
わ
ず
か
１
安
打
だ
け
と

▽
二
塁
打
　
益
井
▽
犠
打
　
坂
３
（吉
楽
、
戸
村
、
山
口
）
▽
盗
塁
　
伊
２
（山
下
、
東
口
）

▽
残
塁
　
坂
４
　
伊
６
▽
失
策
　
坂
２
（渡
辺
、
杉
山
）
▽
併
殺
　
坂
２
伊
１
▽
３
時
間
３０
分

▽
審
判
　
浅
井
、
藤
本
、
加
藤
、
三
上
、
山
広
、
若
林

四
〇
〇
〇
１
１
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０

三
１
２
１
２
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
１

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０

安
１
０
０
０
０
１
０
１
０
１
０
０
０
０
１
０

「
嚇
闘

‐‐‐５
理
測
疑
剖
崚
Ｊ
把
相
崚
﹈
回
岨
枷

蜘珈州課降猫嘔”餓術師妬け馳膨彬言+ 355183

言+  398 2 6 6

傷 暑i2771]i
伊 藤 12 5831
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サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
敗
る

◇
第
四
試
合
（１
回
戦
）

（八
幡
製
鉄
）

榔
¨
属
型
輌

ピ
‐ ０ 。
¨
つ
‐ ２
∞
∞
∞
‐ ３
０ ２
一２ ７

昭
和
の
は
じ
め
、
迫
力
の
あ
る
テ
ー
ム
カ
で

″九
州
の
鬼
″
と
い
わ
れ
、
球
界
に
君
臨
し
て

い
た
八
幡
は
昔
日
の
面
影
は
な
い
に
し
て
も
、

平
野
投
手
を
中
心
に
近
年
に
な
い
充
実
ぶ
り
を

誇
れ
ば
、
東
京
は
六
大
学
出
身
の
選
手
で
固

め
、
戦
前
の
予
想
で
も
打
力
の
東
京
が
有
利
だ

ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
た
。

事
実
三
回
ま
で
は
東
京
が
押
し
て
い
た
。
立

ち
上
が
り
東
京
は
一
死
か
ら
北
野
が
遊
撃
有

の
内
野
安
打
、
遊
撃
手
の
一
塁
悪
送
球
で
二

進
、
三
回
に
は
先
頭
の
古
口
が
中
前
打
、
角

谷
の
バ
ン
ト
で
得
点
圏
に
走
者
を
進
め
る
先

制
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
が
、
平
野
の
力
投

に
得
点
を
断
た
れ
た
。

八
幡
は
角
谷
の
速
球
と
ス
ロ
ー
カ
ー
プ
を
配

合
し
た
巧
味
の
あ
る
投
球
を
い
た
ず
ら
に
大
振

り
す
る
だ
け
で
鋭
い
当
た
り
が
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
打
者
が
一
巡
し
た
四
回
八
幡

は
一死
後
、
有
田
が
は
じ
め
て
会
心
の
中
前

打
、
富
添
も
三
遊
間
を
破
り
、
一
、
二
塁
と
攻

め
込
ん
だ
。
つ
つ
く
瀬
藤
の
ゆ
る
い
三
、
遊
間

の
ゴ
ロ
は
送
球
を
あ
せ
っ
た
遊
撃
手
の
手
か
ら

タ
マ
が
こ
ぼ
れ
る
と
い
う
大
策
か
ら
満
塁
の
絶

四
〇
〇
１
０
０
１
０
１
０

三
〇
〇
〇
１
２
１
０
０
１

点
０
０
０
２
０
０
２
１
０

安
２
０
２
３
０
０
１
０
２

打
５
４
４
４
５
３
４
３
４

＝
海
黒
田
添
藤
Ш
山
田
野

勧
姉
拓
賄
罐
跡
蜂
教
蹴
呼

好
機
を
つ
か
ん
だ
。

人
幡
が
先
制
し
て
勢
い
に
乗
る
か
、
こ
の
ピ

ン
チ
を
東
京
が
切
り
抜
け
て
人
幡
の
気
勢
を

く
し
く
か
、
試
合
の
ヤ
マ
場
を
迎
え
た
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
松
川
投
ゴ
ロ
、
一
瞬
併
殺

か
と
み
え
た
が
、
角
谷
が
ち
ょ
っ
と
ジ
ャ
ッ
ク

ル
し
た
た
め
併
殺
は
ま
ぬ
が
れ
た
。
人
幡
の
荒

い
打
撃
か
ら
み
て
チ
ャ
ン
ス
も
こ
れ
ま
で
と
思

え
た
二
死
後
、
安
西
は
１
１
２
か
ら
左
中
間
に

流
し
打
つ
二
塁
打
を
放
っ
て
２
点
を
午
取
し

た
。

３
一四
１
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
讐
一〇
〇
〇
〇
１
０
０
０
０
０
１
０
１
０
０
０
０
０

‐０５
一鎌
０ ０
２ ‐
０ ０
Ｈ
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
‐ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０

一
一一
【
一
¨
¨
翻

一
一
『
¨
酬

『

¨
¨
¨
¨

一． 　３．０１．０５．０１０．５‐２．６‐・０６．５７．６３．０】３．‐４．‐３．０４．０．１２．６３．０８．２８．‐﹈﹇３．２‐‐・５３．０５．２５．‐３．２４．０４．０﹈３．２４．２‐２．０一２．０

チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

東
京
は
い
い
当
た
り
を
八
幡
バ
ッ
ク
の
好
守
に

阻
ま
れ
て
い
た
が
、
四
回
一死
か
ら
高
橋
が
０

１
１
後
の
カ
ー
プ
を
左
翼
ス
タ
ン
ド
に
た
た
き

込
ん
で
１
点
差
に
迫
っ
た
。
後
半
追
い
上
げ
て

き
た
東
京
が
、
六
回
一
死
二
塁
の
同
点
機
に
加

藤
、
高
橋
に
一発
が
出
な
か
っ
た
の
に
反
し
、

人
幡
は
人
回
東
京
二
人
目
の
角
原
を
攻
め
、
古

海
が
左
前
安
打
、
バ
ン
ト
で
送
り
、
こ
こ
で
代

わ
っ
た
西
田
か
ら
有
田
が
四
球
、
宮
添
の
遊
撃

内
野
安
打
で
満
塁
と
し
、
二
死
後
打
者
松
川
の

初
球
暴
投
で
１
点
を
拾
い
、
松
川
四
球
の
あ
と

安
西
の
遊
ゴ
ロ
失
で
１
点
、
さ
ら
に
押
し
出
し

の
１
点
を
追
加
す
る
な
ど
、
東
京
内
野
陣
の
乱

れ
に
乗
じ
ダ
メ
押
し
の
得
点
を
奪
っ
た
。

東
京
は
そ
の
裏
二
死
か
ら
俊
足
の
榎
本
が
初

め
て
出
塁
、
二
盗
に
成
功
。
北
野
の
適
時
打
で

１
点
を
返
し
た
だ
け
に
、
人
回
表
の
守
備
の
乱

れ
は
痛
か
っ
た
。

八
幡
の
勝
因
は
東
京
の
打
力
を
４
安
打
に
封
し

た
平
野
の
力
投
が
第
一
で
あ
る
が
、
内
外
野
の

パ
ッ
ク
の
堅
守
も
見
の
が
せ
な
い
。
（末
吉
）

田
中
菫要
所
を
締
め
る

打
って
も
七
回
に
ダ
メ
押
し

◇
第
二
日
（２７日
）

第
二
日
の
二
十
七
日
は
、
一回
戦
を
続
行
、

札
幌
市
、
諏
訪
市
、
岡
山
市
、
川
崎
市
が
勝
ち

進
ん
だ
。
は
る
ば
る
沖
縄
か
ら
特
別
参
加
し
た

那
覇
市
（琉
球
煙
草
）
は
、
第
二
試
合
に
岡
山

市
（倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
）
と
対
戦
、
力
い
っ
ぱ
い

の
プ
レ
ー
に
拍
手
を
集
め
た
が
、
健
闘
む
な
し

く
敗
れ
た
。
こ
の
日
の
緒
戦
、
熊
本
市
（電
電

九
州
）
対
札
幌
市
（拓
殖
銀
行
）
の
南
北
チ
ー

ム
の
試
合
は
、
札
幌
の
田
中
投
手
の
投
打
に
わ

た
る
活
躍
で
快
勝
、
つ
つ
く
第
二
試
合
は
諏
訪

市
（三
協
精
機
）
が
三
回
無
安
打
で
あ
げ
た
１

点
を
な
原
投
手
の
好
投
で
守
り
切
り
、
わ
ず
か

１
安
打
て
下
松
市
（山
門
鉄
工
所
）
に
辛
勝
し

た
。
ナ
イ
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
第
四
試
合
は
活

発
な
ゲ
ー
ム
展
開
で
観
衆
を
わ
か
し
た
。
京
都

市
（日
本
新
薬
）
が
三
回
竹
中
、
野
口
の
長
短

打
て
先
取
点
を
あ
げ
、
六
回
に
も
１
点
を
加
え

て
リ
ー
ド
す
れ
ば
、
川
崎
市
（日
本
コ
ロ
ム
ビ

ア
）
は
七
回
無
死
一
、
三
塁
の
絶
好
機
に
、
戸

■

日
の
遊
ゴ
ロ
で
１
点
、
二
死
二
、
三
塁
か
ら
代

打
角
田
が
殊
勲
打
を
放
ち
３
１
２
と
逆
転
し
、

そ
の
ま
ま
押
し
切
っ
た
。

◇
第
一試
合
（１
回
戦
）

（拓
哺
銀
行
）

飢
　
糊
　
赫
　
０ ‐
∞
∞
∞
∞
∞
”
∞
∞
一〇 ３

（電
電
九
州
）

と
も
に
三
年
ぶ
り
の
出
場
、
そ
れ
に
北
と
南
の

対
戦
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
両
チ
ー
ム
が
ど
の

よ
う
な
持
味
を
発
揮
し
て
戦
う
か
興
味
が
あ
っ



た
。
と
も
に
投
手
陣
が
推
進
力
で
あ
る
チ
ー
ム

な
の
で
登
板
投
手
の
出
来
い
か
ん
が
こ
の
勝
負

の
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
っ
た
。

札
幌
が
予
定
ど
お
り
好
調
の
田
中
を
く
り
出
レ

で
き
た
の
に
対
し
、
二
人
の
ル
ー
キ
ー
が
い
る

熊
本
は
左
腕
伊
達
を
先
発
に
立
て
た
。

伊
達
の
度
胸
を
買
っ
て
の
起
用
と
見
た
。
し

か
し
初
の
本
舞
台
を
ふ
ん
だ
伊
達
は
さ
す
が

に
堅
く
な
っ
て
い
た
。
制
球
力
の
よ
い
伊
達

が
ト
ッ
プ
打
者
を
四
球
に
出
す
な
ど
全
く
珍

し
い
こ
と
で
あ
る
。

札
幌
は
榊
原
に
手
堅
く
バ
ン
ト
さ
せ
て
四
村
を

二
塁
へ
送
り
北
条
の
中
前
打
で
こ
の
先
制
機
を

う
ま
く
も
の
に
し
た
。
そ
の
裏
、
熊
本
も
同
じ

よ
う
な
ケ
ー
ス
で
得
点
機
を
つ
く
っ
た
の
だ
が

３５
　
回
　
都

▽
二
塁
打
　
田
中
▽
犠
打
　
札
幌
１
（榊
原
）
熊
本
２
（盛
谷
、
大
田
黒
）▽
盗
墨
　
熊
１
（浜
田
）

▽
残
塁
　
札
４
熊
７
▽
暴
投
　
外
木
場
▽
併
殺
　
札
２
熊
２
▽
２
時
間
２７
分
▽
審
判
　
有
本
、
南
、

本
間
、
飯
田

田
中
投
手
の
巧
み
な
け
ん
制
球
に
二
塁
走
者
が
　
　
を
つ
つ
け
、
要
所
を
が
っち
り
し
め
て
熊
本
に

二
度
に
わ
た
って
刺
さ
れ
て
通
機
し
た
。
熊
本
　
　
乗
ず
る
ス
キ
を
与
え
な
か
った
。
回
が
進
む
に

は
こ
の
わ
ず
か
１
点
の
失
点
を
か
え
そ
う
と
四
　
　
つ
れ
て
熊
本
に
ま
す
ま
す
あ
せ
り
が
目
立
ち
、

回
ま
で
は
毎
回
安
打
し
て
田
中
投
手
に
襲
い
か
　
　
ゆ
る
い
カ
ー
プ
で
打
者
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狂
わ

か
った
。
だ
が
、
田
中
は
冷
静
な
ピ
ッ
チ
ン
グ
　
　
す
日
中
投
手
の
ベ
ー
ス
に
知
ら
ず
知
ら
ず
に
は
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ま
り
込
ん
て
い
っ
た
。

札
幌
は
田
中
が
す
っ
か
り
安
定
し
た
の
で
、
攻

撃
陣
も
活
発
と
な
り
六
回
無
死
で
田
中
が
左
越

え
二
塁
打
、
西
村
左
前
安
打
と
つ
つ
い
て
伊
達

を
つ
い
に
攻
略
し
た
。
こ
こ
で
熊
本
は
快
速
球

と
鋭
い
ド
ロ
ッ
プ
を
武
器
に
持
っ
た
外
本
場
を

救
援
に
送
っ
て
こ
の
危
機
を
よ
く
無
得
点
に
く

い
と
め
た
。

熊
本
の
継
投
が
一
応
成
功
し
た
か
に
み
え
た
の

だ
が
、
札
幌
は
七
回
代
打
香
椎
の
中
前
安
打
か

ら
再
び
二
死
二
、
三
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

み
、
日
中
が
遊
撃
右
を
破
る
適
時
打
を
放
っ
て

決
定
的
な
２
点
を
奪
っ
た
。

結
局
一回
の
明
暗
が
戦
局
を
大
き
く
左
右
し

た
。
そ
れ
に
し
て
も
熊
本
打
者
の
弱
点
を
よ
く

見
抜
い
て
変
化
球
を
巧
み
に
あ
や
つ
っ
て
完
封

し
た
田
中
投
手
の
頭
脳
的
な
ピ
ッ
チ
ン
ク
は
実

に
見
事
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
早
大
時
代
は
安

藤
（東
映
）
の
陰
に
か
く
れ
て
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
田
中
が
本
舞
台
で
堂
々
と
投
げ

抜
い
た
の
と
、
力
を
持
ち
な
が
ら
そ
れ
を
出
し

き
れ
な
か
っ
た
熊
本
の
若
い
二
人
の
投
手
と
は

全
く
対
照
的
だ
っ
た
。　
　
　
　
　
（玉
井
）

三
協
１
点
守
る

◇
第
二
試
合
（１
回
戦
）

下
　
松
　
市
（山
門
鉄
工
所
）

０ ０
０ ０
‐ ０
０ ０
０ ０
∞
∞
０ ０
Ｘ 。
一‐ 。

諏
　
訪
　
市
（三
協
精
機
）

い
っ
た
が
、
光
沢
が
遠
山
の
中
飛
で
三

進
を
ね
ら
っ
た
の
に
救
わ
れ
た
。

だ
が
三
回
小
笠
原
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
歩
か

陽
・　
　
　
せ
て
ま
た
危
機
を
招
い
た
。
諏
訪
は
送
り

バ
ン
ト
で
チ
ャ
ン
ス
を
つ
つ
け
た
。
打
者

遠
山
の
二
球
国
内
角
高
目
を
有
村
が
捕

逓
、
や
す
や
す
と
小
笠
原
に
三
塁
を
奪
わ

れ
た
の
が
痛
か
っ
た
。
こ
の
あ
と
２
１
３

か
ら
遠
山
が
犠
飛
を
有
翼
に
高
々
と
放
っ

て
均
衡
を
破
っ
た
。
こ
の
回
の
諏
訪
は
ノ

ー
ヒ
ッ
ト
で
１
点
を
と
っ
た
の
だ
か
ら
ラ

ッ
キ
ー
だ
っ
た
。
下
松
の
打
者
は
荒
っ
ぼ

い
。
荻
原
投
手
の
落
ち
る
タ
マ
、
曲
が
る

タ
マ
を
や
た
ら
に
バ
ッ
ト
を
振
り
ま
わ
し

欄
・”

「知
“
は
か
け
卿
経
離
蹴
“
喝
計
つ り
な
な
い
な

一榊̈　̈̈一一一̈̈̈̈̈
一̈一一̈̈

谷
　
　
　
下
松
の
高
本
は
初
回
光
沢
を
歩
か
せ

舗
盤
熙
　
　
　
て
、
捕
逸
で
二
進
さ
れ
る
ハ
メ
に
お
ち
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▽
犠
打
　
諏
２
（光
沢
、
遠
山
）
▽
盗
塁
　
下
１
（小
松
）
Ｖ
残
塁
　
下
６
　
諏
２
▽
失
策
　
諏
１

公月
田
）
▽
逸
球
　
有
村
２
▽
併
殺
　
下
１
▽
２
時
間
１７
分
▽
審
判
　
米
谷
、
中
込
、
鈴
木
、
高
見

で
、
前
半
は
二
塁
も
ふ
め
な
か
っ
た
。
し
か
し

諏
訪
も
四
回
か
ら
は
一
人
と
し
て
塁
に
で
ら
れ

な
か
っ
た
か
ら
、
荻
原
投
手
の
有
腕
に
す
べ
て

を
た
く
し
た
形
。

し
か
し
下
松
は
六
回
有
村
が
遊
ご
ろ
、
七
回
は

一死
後
か
ら
小
松
が
三
塁
線
に
バ
ン
ト
ヒ
ッ
ト

一鷹
瞬̈薦淋蹴夕銘は帥

Ｔ云目一　動́御社れわ唯いれは質移﹇

却̈…口し一『﹇』̈静の一【なわ哉̈̈
猜

叩綱硼製町蝕詭“ど蹴毎

いち“お』籍倒』“罐由のっはＰル】ル・ナ

０「絆にはつで期載″‐ょ故詢一諏詢『̈臓』

岬い〔∝『略一いはいけいれわれ一つそれ

嘲̈震鍛中庄銀鐵“寿睦颯％】社中に」

い̈却刹籠呼確呻」“は枷れ藁″呻組健

峰いいは一̈秘崚賽熱れ“榔̈“嘲い

あ
る
い
は
こ
の
南
国
の

一
た
　
山
に
引
き
は
な
さ
れ
て

つ
・　
い
く
試
合
の
成
り
行
き

碑
【
　
い
が
独
“
獅
摯
”
動
っ

¨
¨
　
¨
一
一
一
一
一
一
¨
一

が
、
こ
の
日
ほ
ど
勝
敗

″く
せ
者
″
岡
山
の
攻
撃
が
回
を
追
っ
て
激

し
さ
を
加
え
て
い
く
の
を
み
で
私
に
万
能
の

神
に
似
た
力
を
与
え
て
く
れ
れ
ば
″時
″
を

止
め
て
し
ま
う
の
に
と
思
っ
た
り
し
た
。

私
の
こ
ん
な
願
い
を
知
っ
た
ら
、
あ
る
い
は
沖

縄
の
健
児
諸
君
は
″同
情
は
や
め
て
く
れ
″
と

お
こ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
″や
っ
と

宿
願
を
栗
た
し
て
後
楽
園
の
土
を
踏
ん
だ
以
上

一
勝
は
し
て
は
し
い
〃
と
願
っ
て
い
た
人
が
た

く
さ
ん
い
た
こ
と
も
沖
縄
の
諸
君
に
、
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
。

勝
敗
は
大
き
く
分
れ
た
。
私
も
こ
の
現
実
に
目

を
お
お
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
沖
縄
の
諸
君
も

勝
負
の
き
び
し
さ
を
し
み
し
み
と
か
み
し
め
た

こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ
で
沖
縄
の
諸
君
と

都
市
対
抗
と
の
血
は
つ
な
が
っ
た
と
私
は
思

う
。
複
雑
な
思
い
で
後
楽
園
を
去
っ
て
い
く
健

児
語
君
に
私
は
″ま
た
こ
の
次
が
あ
る
″
と
呼

び
か
け
た
の
だ
が
、
そ
の
声
は
お
そ
ら
く
諸
君

の
耳
に
と
ど
い
た
こ
と
だ
ろ
ラ
。
　
（鈴
木
）

原
の
健
投
で
待
室
の
一勝
を
か
ち
と
った
。

（中
村
）

最
少
打
数
を
記
録

諏
訪
三
協
精
機

第
二
試
合
は
諏
訪
が
ヒ
ッ
ト
ー
本
で
勝
っ
た
試

合
だ
っ
た
が
、
諏
訪
三
協
精
機
の
チ
ー
ム
打
数

は
た
っ
た
２
打
数
だ
っ
た
。
都
市
対
抗
で
こ
れ

ま
で
の
最
少
打
数
（テ
ー
ム
）
は
、
第
十
七
回

大
会
決
勝
に
岐
阜
・
大
日
本
土
木
が
記
録
し
た

２４
打
数
し
諏
訪
の
２
は
大
会
最
少
記
録
に
な
っ

た
わ
け
。

二
盗
と
く
い
下
が
っ
た
。
七
回
下
松
は
高
本
に

代
打
を
送
っ
て
同
点
を
ね
ら
っ
た
が
、
川
元
が

荻
原
の
高
め
ス
ト
レ
ー
ト
に
ひ
っ
か
か
っ
て
空

振
り
、
好
機
を
の
が
し
た
。
下
松
は
投
手
の

継
投
で
諏
訪
を
わ
ず
か
の
１
安
打
に
押
え
な
が

ら
、
つ
い
に
む
く
わ
れ
な
か
っ
た
。
諏
訪
は
荻

の
歌
が
会
場
に
流
れ
た
の
は
、
は
じ
め
て
だ

っ
た
。また、この次がある

が
ど
ち
ら
か
に
分
か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
う
ら

め
し
く
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

=ヨ
旨

′用 ラ西

ユ

ュ)はなf 饉 ほ

キ一７・ン
灘 。小 西 醸
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【山
門
―
三
協
】
三
回
表
、
三
協
、

右
犠
飛
で
二
塁
か
ら
小
笠
原
生
還
、
一死
走
者
三
塁
、
打
者
遠
山
の

決
勝
点
を
あ
げ
る
。
捕
手
有
村

岡 山 打安点三四
8日  口 52201
7稲  見 52100
7内  竹 10010
4大  森 51000
3津  田 32301
9柏  本 42100
9日  原 11000
6中村洋 4 1 1 0 0
2/」  ヽ 林 30000
2竹 中 10001
5合  田 40101
1高  中 30111
言+  39111025

那  覇 打安点三四

日
本
新
薬
エ
ラ
ー
に
泣
く

3詈量議 18868
6宇栄原 41000
3t'  ネし2 0 0 1 1
7知 念 00001
7安に屋 10000
7高 良 10000
2嵩 原 10000
PH遊乾ι″ιに1 0 0 1 0
2宮里寛 10000
5古  謝 31000
4屋富祖 10000
4金 城 21000
1福  元 00000
PH,文  に罰1 0 0 0 0
1藤  吉 10000
1幸  地 00000
1大 城 10000
計  283032

の
バ
ン
ト
失
敗
は
残
念
だ
っ
た
ろ
う
。
那
覇
は

五
国
に
も
二
死
か
ら
安
打
し
た
代
打
金
城
が
二

盗
に
成
功
し
て
二
度
目
の
得
点
機
を
迎
え
た
。

し
か
し
代
打
域
間
の
よ
い
当
た
り
が
遊
撃
正

面
、
ま
た
も
世
し
い
と
こ
ろ
で
得
点
で
き
な
か

っ
た
。

那
覇
は
後
半
に
は
い
っ
て
も
攻
守
に
闘
志
あ
ふ

れ
る
プ
レ
ー
を
つ
つ
け
ス
タ
ン
ド
の
フ
ァ
ン
か

ら
さ
か
ん
な
拍
手
を
浴
び
た
。
だ
が
大
量
点
に

気
を
楽
に
し
て
投
げ
る
高
中
投
手
に
気
勢
を
か

わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
敗
れ
た
と
は
い
え
那
覇

の
健
闘
は
称
質
さ
れ
る
。
　
　
　
（山
本
照
）

う
。
京
都
の
出
足
は
ま
こ
と
に
す
ば
ら
し
か

た
。
一
、
二
回
の
一死
二
塁
を
逸
腱
し
た

が
、
三
回
、
竹
中
の
左
中
間
二
塁
打
で
つ
か

ん
だ
三
度
目
の
一死
二
塁
に
野
口
が
右
翼
ヘ

流
し
打
ち
し
て
竹
中
を
迎
え
た
。
殊
勲
の
野

口
は
二
盗
失
敗
し
た
が
こ
の
あ
と
和
国
、
颯

口
に連
打
が
出
た
だ
け
に
借
レ
内
画
耐
厠
り

機
を
の
が
し
た
と
い
え
よ
う
。

川
崎
近
藤
投
手
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
や
や
苦
し

み
、
好
球
を
そ
ろ
え
す
ぎ
た
よ
う
だ
っ
た
。
京

都
は
六
回
に
も
先
頭
の
堀
田
が
有
中
間
を
深

深
と
破
る
三
塁
打
を
放
ち
、
松
浦
の
一
、
ニ

那
覇
、岡
山
に
玉
砕

◇
第
二
試
合
（―
回
戦
）

岡
　
山
　
市
（¨

¨
¨
″
紳
“

∞
∞
∞
一∝

那
　
国
　
市
（琉
球
煙
草
）

那
覇
か
ら
東
京
へ
の
道
は
遠
か
っ
た
。
伝
統
を

誇
る
本
大
会
初
出
場
の
夢
を
や
っ
と
果
た
し
た

那
覇
ナ
イ
ン
は
そ
の
感
激
に
堅
く
な
っ
た
の
だ

ろ
う
。グ
ラ
ウ
ン
ド
は
文
字
ど
お
り
″ヒ
ノ
キ
舞

台
″
。
先
発
の
福
元
投
手
に
は
マ
ウ
ン
ド
は
じ

ゅ
う
た
ん
を
敷
い
た
〃王
匹
″
に
感
じ
ら
れ
た

か
も
し
れ
な
い
。　
一方
の
岡
山
は
六
年
連
続
七

寅
目
、グ
ラ
ウ
ン
ド
は
踏
み
な
れ
た
道
だ
っ
た
。

こ
の
差
が
一回
か
ら
出
た
。
福
元
撃
手
は
先
頭

の
日
口
に
手
元
が
狂
っ
て
死
球
を
与
え
た
あ
と

つ
づ
く
稲
見
に
中
越
え
三
塁
打
、
一死
か
ら
津

田
に
高
め
の
好
球
を
配
し
て
左
越
え
２
点
本
塁

打
さ
れ
早
く
も
３
点
の
負
担
を
背
負
わ
さ
れ

た
。
福
元
だ
け
で
な
く
野
手
に
も
堅
さ
が
は
っ

き
り
と
う
か
が
え
た
。　
″堅
く
な
ら
ず
に
な
ん

と
か
練
習
の
と
き
の
よ
う
に
や
っ
て
く
れ
た
ら

‥六
国
場
沖
細
社
一穴
野
球
切
一曇
事
長
の

話
）
″
の
心
配
が
現
実
と
な
っ
て
し
っ
た
。

優
勝
候
補
の
一角
に
も
あ
げ
ら
れ
、
過
去
四
年

連
続
一回
戦
敗
退
と
い
う
不
面
日
返
上
に
張
り

切
る
岡
山
は
攻
撃
の
手
を
ゆ
る
め
ず
三
回
―

▽
盗
塁
　
岡
１
（田
口
）
那
１
（金
城
）
▽
残
塁

判
　
山
本
、
大
津
、
松
本
、
加
藤
、
外
山
、
三
宅

点
、
四
、
五
、
六
日
に
は
浮
き
足
だ
っ
た
那
覇

投
手
陣
と
守
備
陣
か
ら
大
量
点
を
あ
げ
た
〕

し
か
し
こ
の
大
量
大
点
に
も
め
げ
ず
那
覇
は
堂

々
と
、
し
か
も
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
を
つ

つ
け
た
。
二
回
伊
礼
、
知
念
が
や
や
乱
れ
を
見

せ
た
高
中
投
手
か
ら
連
続
四
球
を
選
ん
で
無
死

一
、
二
塁
と
反
撃
機
を
迎
え
た
。
つ
つ
く
一口
原

の
送
リ
バ
ン
ト
は
無
念
に
も
捕
邪
飛
、
一
塁
を

飛
び
出
し
た
知
念
も
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
あ
と
古
謝
が
遊
撃
左
へ
安
打
し
た
だ
け
に
こ

◇
第
四
試
合
（１
回
戦
）

（ノ‐‐京（中赫一中”ｎア一∞ｏ‐　∞ｏｏＸ。一３２

″意
地
で
も
勝
ち
た
い
′
と
試
合
前
京
都
の
長

谷
部
監
督
は
語
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
そ
の
は

ず
、
川
崎
と
は
三
十
二
年
の
二
十
八
回
大
会
一

回
戦
で
顔
を
あ
わ
せ
３
１
０
で
負
け
た
相
手
だ

か
ら
だ
。
長
谷
部
監
督
に
し
て
な
れ
ば
、
当
時

の
に
が
い
思
い
出
が
再
び
よ
み
が
え
っ
て
き
た

よ
う
だ
。

そ
の
気
迫
を
選
手
も
感
じ
と
っ
た
の
だ
ろ

福見ヽ
津＞自０４３１０

限稲叩隙静硼３２０１０１０３２０

津劃打打洋眩９３３４郷痢痢

】一粋時中　﹇﹇﹈『一

個
８
那
３
▽
失
策
　
那
５
（字
栄
原
、
古
謝
各
２
、
屋
富
祖
）
▽
併
殺
　
岡
１
▽
２
時
間
Ｈ
分
▽
審
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暑
間
安
打
で
生
還
１
点
を
加
え
た
。
わ
ず
か
二
　
　
一
、
三
塁
、
続
く
戸
日
の
近
撃
へ
の
強
い
ゴ
ロ

球
で
得
点
し
た
京
都
の
初
球
攻
撃
は
文
句
な
く
　
　
は
遊
撃
手
が
ま
た
は
じ
き
、
為
房
ホ
ー
ム
イ

す
ば
ら
し
か
っ
た
。
守
っ
て
も
二
回
二
塁
手
竹
　
　
ン
、
打
っ
た
戸
日
も
一
望
に
生
き
た
）

中
が
頭
上
を
こ
え
る
ラ
イ
ナ
ー
を
ジ
ャ
ン
プ
し
　
　
　
一削
半
に
見
せ
た
京
都
の
鉄
の
守
り
も
音
を
た

て
つ
か
み
、
三
国
に
も
和
目
が
方
中
間
の
大
き
　
　
　
一ム
ｔ
く
ず
れ
た
感
が
あ
っ
た
。

な
フ
ラ
イ
を
背
た
よ
く
好
捕
し
た
）　
　
　
　
　
　
一死
後
手
島
の
大
き
な
中
飛
で
走
者
そ
れ
ぞ
れ

一
方
、
京
都
井
内
田
投
手
の
“
球
を
打
ち
あ
ぐ
　
　
一一、
三
進
し
た
と
一ゝ
つ
て
、
打
者
は
代
打
角

ん
で
い
た
川
崎
も
四
国
に
は
二
死
な
が
ら
朝
岡
　
　
田
。
ピ
ン
チ
に
立
っ
た
井
内
田
投
手
は
顔
面
を

が
二
塁
打
、
五
―‐‐―
に
は
先
”
戸
日
の
有
前
安
打
　
　
そ
う
白
に
し
、
一球
一球
に
全
精
力
を
こ
め

近
藤
の
バ
ン
ト
政
大
で
無
死
一、
二
塁
の
好
　
た
。
し
か
し
角
出
は
２
１
２
後
の
好
球
を
バ

機
を
に
き
っ
た
が
、
手
島
の
三
コ
ロ
は
二
塁
走
　
　
ッ
ト
を
し
ば
る
よ
う
に
し
て
強
打
、
投
手
の
足

者
タ
ッ
チ
ー
一
塁
の
併
殺
に
刷
り
Ｌ
ら
れ
た
。　
　
も
と
を
抜
く
逆
転
通
時
打
を
放
ち
井
内
田
を
ノ

両
軍
好
打
好
守
か
相
つ
ご
キ
メ
細
か
い
ス
リ
リ
　
　
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
。
京
都
最
後
の
打
者
戸
川
が

ン
グ
な
場
面
が
続
く
中
性
だ
っ
た
．　
　
　
　
　
　
投
ゴ
ロ
に
倒
れ
、
お
ど
り
あ
が
っ
て
喜
ぶ
川
崎

後
半
の
七
日
、
こ
の
試
合
最
大
の
ヤ
マ
場
が
訪
　
　
ナ
イ
ン
を
み
な
が
ら
雪
辱
を
栗
た
せ
な
か
っ
た

れ
た
，川
崎
の
先
“
為
房
ｔ
右
中
間
二
塁
打
、保
　
　
長
谷
部
燎
特
の
胸
の
中
に
は
さ
ぞ
無
意
の
思
い

１‐１
の
投
前
バ
ン
ト
は
捕
手
が
あ
わ
て
て
こ
ぼ
し
　
　
が
去
来
し
た
こ
と
だ
ろ
・つ
。
　
　
　
（田
中
）

ヘ
ト
ヘ
ト
の
勝
利

〃な
が
い
試
合
〃東
京
に
ほ
ほ
笑
む

た
し
、
こ
の
ま
ま
果
て
し
な
く
試
合
を
進
め

さ
せ
た
ら
選
手
諸
君
に
気
の
毒
だ
、
健
康
ト

の
問
題
も
あ
る
の
で
十
八
回
で
無
勝
負
だ
っ

た
ら
打
ち
き
る
う
。

そ
ん
な
内
容
の
話
だ
っ
た
。
私
は
、
な
か
な
か

思
い
や
り
が
あ
っ
て
い
い
′‐́一思
っ
た
。
押
せ
ど

も
つ
け
ど
も
互
い
に
土
伝
を
割
ら
な
い
灯
勝
山

な
の
で
、
ど
ち
ら
も
傷
つ
け
な
い
で
引
き
分

け
、
そ
し
て
再
試
合
と
い
う
手
は
な
い
か
と
私

そ
ば
で
、
社
会
ノ、
野
球
協
会
や
毎
日
新
聞
社
の

人
た
ち
か
し
き
り
に
相
談
一ぜ
し
て
い
た
。

署
さ
も
ひ
ど
い
し
、
こ
う
若
状
態
に
は
い
っ

回安三四自
リキ内EE1 6多ζ5 1 2 1
松  井 1%0200
)l■   可■  9 8 6 3 2

も
く
び
を
ひ
ね
っ
て
い
た
と
き
だ
っ
た
。
だ
が

現
実
は
意
地
悪
だ
。
十
八
回
の
要
で
勝
敗
が
分

か
れ
た
。
本
当
の
と
こ
ろ
私
は
ガ
ッ
カ
リ
し

た
。
も
う
一度
こ
の
好
試
合
が
み
ら
れ
る
も
の

と
思
い
こ
ん
で
い
た
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
″な
が
い
試
合
″
で
私
は
速

い
普
を
思
い
出
し
た
。
一番
は
じ
め
に
出
く
わ

し
た
″な
が
い
試
合
″
は
第
四
国
大
会
（昭
和

五
年
）
の
神
戸
と
鹿
児
島
の
十
七
日
の
シ
ー
ソ

ー
・
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
。
４
１
４
で
延
長
に
は
い

っ
て
か
ら
の
攻
防
が
一
上
一下
と
い
う
大
白
熱

戦
だ
っ
た
。
鹿
児
島
は
森
永
投
手
が
一
人
で
投

げ
き
り
、
神
戸
は
本
村
投
手
が
投
手
、
有
世
、

投
手
、　
有
賀
、
投
手
と
三
度
マ
ウ
ン
ド
に
立

ち
、
森
日
有
翼
手
が
有
翼
、　
一塁
、
投
手
、
一

塁
、
投
手
、
橋
本
一
塁
手
が
一里
、
右
翼
、　
一

望
、
右
翼
、
■
早
手
と
か
わ
る
な
ど
、
め
ま
、ヽ

る
し
い
陣
形
の
変
更
が
あ
っ
た
。

苦
心
の
か
い
あ
っ
て
神
戸
が
９
１
Ｓ
で
鹿
児
島

を
ね
じ
伏
せ
た
が
、
こ
の
試
合
の
壮
烈
さ
は
忘

れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
つ
ぎ
に
み
た
″な
が
い
試

合
″
は
二
十
四
国
大
会
（二
十
八
年
）
の
東
京

熊
谷
と
岐
阜
川
島
紡
の
十
九
回
延
長
だ
っ
た
。

こ
の
年
は
例
の
大
阪
全
“
勅
か
決
勝
で
古
原
大

幅
相
に
敗
れ
て
四
年
連
続
優
勝
の
野
望
を
く
じ

か
れ
た
年
だ
。
東
京
に
は
任
年
世
早
野
球
大
会

で
熊
谷
■
を
優
勝
に
導
い
た
大
沢
君
が
い
て
、

崚
阜
と
の
試
合
て
は
た
先
投
Ｆ
だ
っ
た
が
、
有

幌
に
送
い
て
当
時
ニ
ン
ポ
ン
ビ
ー
ル
か
ら
柄
強

さ
れ
て
い
た
満
池
君
（後
に
日
立
製
作
）
の
救

驚量難難難灘第難難難饉難難難難難難藤

■ ワイ 電子 オ rL■ン
だれにでも親じめる"やさしい楽器"
多彩な音色を自由に弾き出せます■

(D株 式今社 河合楽器製作所
本社■浜松市寺島町200/TEL(54)2131
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援
を
あ
お
い
だ
り
し
て
い
る
。
と
に
か
く
、
こ

れ
が
一番
″な
が
い
試
合
″
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
上
回
る
″な
が
い
″
の

が
と
び
出
し
た
。

二
十
三
回
大
会
だ
か
ら
一
昨
年
の
こ
と
だ
。
東

京
の
ニ
ッ
ボ
ン
ピ
ー
ル
と
大
阪
の
電
電
近
畿
が

や
り
も
や
っ
た
り
二
十
二
回
、
６
時
間
２７
分
と

い
う
延
長
試
合
で
四
つ
に
組
ん
だ
。
し
か
も
０

１
０
で
二
十
二
回
ま
で
い
っ
た
の
だ
か
ら
私
も

ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
た
。
勝
負
を
き
め
た
の
は
二

十
二
回
要
の
東
京
大
田
選
手
の
本
塁
打
だ
っ

た
。
き
ょ
う
の
十
八
回
延
長
で
勝
っ
た
電
電
東

京
の
主
将
は
そ
の
大
田
君
だ
。
補
強
さ
れ
て
ビ

ー
ル
の
た
め
に
一役
買
い
、
同
じ
電
電
公
社
を

や
っ
つ
け
で
に
が
実
い
し
て
い
た
が
、
き
ょ
う

の
大
田
君
は
手
放
し
て
笑
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

（鈴
木
）

◇
第
一試
合
（１
回
戦
）

門
　
真
　
市
（松
下
電
器
）

１
０
４
０
０
０
０
０
０

３
１
０
０
０
０
０
１
０

東
　
一示　
都
（電
電
東
京
）

∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ю
一６ ５

立
ち
上
が
り
門
真
の
加
藤
投
手
も
東
京
の
竹
ノ

下
投
手
も
堅
く
な
り
、
両
軍
の
打
者
は
ね
ら
い

打
っ
て
得
点
を
重
ね
た
。
門
真
の
一
回
は
二
番

神
古
の
平
凡
な
投
ゴ
ロ
を
投
手
が
一
塁
に
悪
投

こ
れ
を
カ
バ
ー
し
た
右
撃
＋
も
二
塁
に
悪
投
し

た
た
め
走
者
は
一挙
に
三
進
し
た
。
つ
づ
く
高

橋
は
外
角
球
を
う
ま
く
有
翼
に
流
し
て
先
取
点

を
あ
げ
、
な
お
も
村
浜
の
安
打
が
出
た
が
、
竹

ノ
下
投
手
も
さ
る
も
の
、
巧
妙
な
一塁
け
ん
制

で
走
者
を
刺
し
た
。

そ
の
裏
、
東
京
は
二
番
か
Ｌ
五
番
ま
で
つ
る

べ
打
ち
の
安
打
し
、
田
中
の
右
俵
飛
と
船
田

の
安
打
で
た
ち
ま
ち
３
点
を
た
た
き
出
し
て

憂
位
に
立
っ
た
。
二
回
に
も
東
京
は
福
岡
、

鈴
木
（浩
）
の
安
打
で
１
点
を
加
え
た
。

と
こ
ろ
が
三
回
、
門
典
は
一死
後
、
ト
ッ
プ
の

安
田
の
安
打
か
ら
始
ま
り
、
神
古
の
日
の
さ
め

る
よ
う
な
左
中
間
二
塁
打
、
ま
た
村
浜
も
同
じ

く
中
堅
を
抜
く
二
塁
打
し
て
た
１
点
と
迫
っ

た
。
こ
こ
で
東
京
は
鈴
木
（博
）
を
リ
リ
ー
フ

に
送
っ
た
か
、
四
球
と
２
安
打
さ
れ
て
一
死
も

と
ら
ず
に
退
い
た
。
門
真
は
鈴
木
か
ら
２
点
を

鋼
）
対
浜
松
市
（河
合
楽
器
）
は
姫
路
が
前
年

度
四
位
の
浜
松
を
下
す
殊
勲
を
立
て
た
。
第
二

試
合
、
室
蘭
市
（富
士
製
鉄
）
対
大
阪
市
（日

本
生
命
）
は
前
半
、
室
蘭
が
抜
け
目
の
な
い
攻

撃
で
２
点
を
先
行
、
大
阪
は
四
回
好
打
を
集
め

て
１
点
を
返
し
た
が
、
五
回
以
後
、
室
関
の
リ

リ
ー
フ
左
腕
真
崎
を
打
て
ず
″名
門
″
大
阪
は

も
ろ
く
も
室
蘭
の
軍
門
に
く
だ
っ
た
。
な
お
第

四
試
合
に
予
定
さ
れ
た
神
戸
市
（三
菱
重
工
）

対
東
京
都
（熊
谷
組
）
の
試
合
は
、
第
一試
合

が
五
時
間
十
三
分
に
及
ん
だ
た
め
挙
行
不
能
に

な
り
、
二
十
九
日
の
第
二
試
合
に
延
期
さ
れ

た
。

岡
田
、殊
勲
の
二
塁
打

延
長
１８
回
、電
電
東
京
に
軍
配

◇
第
四
日
翁
３

四
日
日
の
二
十
八
日
は
一
回
戦
三
試
合
が
行
な

わ
れ
た
。
こ
の
日
も
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
だ
っ

た
が
、
東
西
の
強
豪
チ
ー
ム
が
激
突
す
る
好
カ

ー
ド
に
、
球
趣
は
い
よ
い
よ
高
ま
り
″名
物
〃

応
援
合
戦
も
火
化
を
枚
ら
し
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
た
。
第
一
試
合
、
円
真
市
（松
下
電
器
）
対

東
京
都
（電
電
東
京
）
は
５
１
５
で
延
長
戦
と

な
り
、
終
始
押
し
ま
く
っ
た
門
真
は
勝
機
を
い

く
た
び
か
逃
が
し
、
十
八
回
裏
、
つ
い
に
東
京

が
岡
田
殊
勲
の
左
中
間
二
塁
打
で
決
勝
点
を
あ

げ
五
時
間
十
三
分
の
熱
戦
に
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を

演
し
た
。
第
二
試
合
、
姫
路
市
（山
陽
特
殊
製

▽
三
塁
打
　
村
浜
▽
二
塁
打
　
神
吉
、
安
田
、
岡
田
▽
犠
打
　
門
４
（神
吉
、
古
賀
２
、
浜
口
）
東
３
（福
岡
、
田
中
、
辺
原
）
▽
盗
塁
　
東
３
（福

岡
、
由
島
、
船
田
）
▽
残
塁
　
門
１４
東
‐４
▽
大
策
　
門
３
（神
吉
、
村
浜
、
坂
本
）
東
４
（福
岡
、
畑
、
大
田
、
竹
ノ
下
）

自
４
１
１
３
１
０
０
０
０

「
０
３
４
０
１
２
１
２
２

三
〇
４
４
１
０
３
０
０
３

岐２７８４鵜編０２履知４‐観

７
２
　
５
１
　
４

回『』一̈『「﹇̈
楽しさいっばい/
伊勢志摩周遊 ドライブバス

■ABCの 3コ ース 毎日運転座席確保

伊勢志摩スカイラインよりの遠望
A.奥 志 摩 コ ー ス    B 鳥 羽 湾 コ ー ス   C伊 勢潤ロスカイラインコース 料金倉:三 菱紺期日燃:|1目

お申込み 曇鑑 難
三 重 交 通巫 篭
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【河合楽器―山陽特殊鋼】七 日表、山陽二死 一塁の時、
中村、右越え 2ラ ンのダメ押しホーマーしてホームイン

加
え
て
試
合
を
逆
転
さ
せ
た
し
東
京
は
二
人
口
　
　
塁
。
こ
こ
で
投
手
が
一塁
に
ゆ
る
い
け
ん
せ
い
　
　
中
間
を
破
り
、
決
勝
点
を
あ
げ
た
。
長
時
間
に

の
中
川
投
手
を
送
っ
て
や
っ
と
食
い
止
め
た
。　
　
球
を
送
る
間
に
三
塁
の
走
者
（代
走
由
島
）
は
　
　
わ
た
り
両
軍
は
実
に
よ
く
戦
っ
た
。

門
真
は
五
回
に
一死
一
、
三
塁
の
好
機
に
は
ス
　
　
機
敏
に
も
本
塁
を
お
と
し
い
れ
、
同
点
と
な
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
川
正
太
郎
）

ク
イ
ズ
大
敗
し
一ｔ併
殺
に
あ
い
、
一方
、
東
京
　

て
試
合
は
振
り
出
し
に
戻
っ
た
。　
　
　
　
　
　
昼
間
試
合

の
長
時
間
記
録

も
け
ん
め
い
に
東
め
、
七
回
に
は
無
死
で
走
者
　
　
門
真
は
十
二
回
一死
二
塁
に
走
者
を
お
い
て
、　
　
東
京
都
（電
電
東
京
）
―
門
真
市
（松
下
電
器
）

を
出
し
反
撃
機
を
つ
か
み
代
走
の
石
鍋
は
投
手
　
　
浜
国
の
一打
は
中
堅
手
と
二
塁
手
の
間
に
上
が
　
　
の
試
合
は
延
長
十
八
回
、
５
時
間
１３
分
に
及
ぶ

け
ん
せ
い
球
に
刺
さ
れ
た
が
、
福
岡
四
球
の
あ
　
　
０́
難
飛
球
と
な
っ
た
が
中
堅
手
け
ん
め
い
に
前
　
　
大
熱
戦
と
な
っ
た
。
本
大
会
の
延
長
戦
の
最
高

と
鈴
木
浩
の
三
ゴ
ロ
を
野
手
二
塁
に
悪
送
球
し
　
　
進
し
転
倒
し
な
が
ら
タ
マ
を
学
中
に
し
た
美
技
　
　
は
第
三
十
三
回
大
会
の
東
京
（ニ
ッ
ポ
ン
・
ビ

て
走
者
一
、
三
塁
と
進
み
、
東
京
と
し
て
は
ま
　
　
に
阻
ま
れ
た
。
十
四
回
、
門
真
一死
満
塁
の
好
　
　
―
ル
）
１
１
０
大
阪
（電
電
近
畿
）
の
二
十
二

た
と
な
い
好
機
を
つ
か
ん
だ
。
し
か
し
不
運
に
　
　
機
も
古
賀
の
遊
ゴ
ロ
で
６
１
２
１
５
と
い
う
珍
　
　
回
。
５
時
間
２７
分
か
か
っ
て
い
る
が
、
ナ
イ
タ

も
畑
の
一
撃
は
６
１
４
１
３
と
併
殺
に
あ
っ　
　
し
い
併
殺
に
退
け
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
だ
っ
た
。
デ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
第
二
十
四
回
大

た
。
し
か
し
東
京
は
ね
ば
り
抜
き
、
八
回
に
は
　
　
いＬの
よ
う
に
門
真
は
好
機
を
の
が
し
、
十
八
回
　
　
会
で
東
京
（熊
谷
組
）
４
１
３
岐
阜
（川
島

代
打
の
金
井
と
船
田
の
吹
打
で
走
者
一
、
三
　
　
裏
、
東
京
は
走
者
を
二
塁
に
お
い
て
岡
田
が
左
　
　
紡
）
の
十
九
回
の
３
時
間
３９
分
が
最
高
。
だ
か

』
　
日
本
軍
十
一万
、米
軍
一万
二
千
、沖
縄
住
　
ポ
ー
ツ
か
ら
道
を
き
り
開
こ
う
と
努
力
し
　
と
な
り
高
校
野
球
も
甲
子
園
へ
つ
な
が
り
、

Ⅲ　
民
九
万
八
千
、
合
計
二
十
余
万
の
戦
死
者
を
　
た
。
一番
近
道
は
、沖
縄
で
さ
か
ん
な
社
会
人
　
国
体
へ
の
参
加
も
実
現
し
た
。
戦
後
の
沖
縄

】
出
し
、
戦
争
の
残
酷
さ
を
し
み
じ
み
味
わ
っ
　
野
球
で
あ
り
、
都
市
対
抗
の
参
加
を
ま
ず
考
　
ス
ポ
ー
ツ
界
の
本
土
へ
の
交
流
は
都
市
対
抗

剛　
た
芯
劇
の
島
、
沖
縄
で
は
、
ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
　
え
た
。
そ
し
て
二
十
七
年
の
五
月
に
上
京
、　
　
が
橋
わ
た
し
を
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

い　
か
ら
明
る
さ
を
と
り
戻
し
た
と
い
っ
て
も
よ
　
毎
日
東
京
本
社
の
社
会
人
野
球
協
会
を
訪
れ
　
　
以
後
十
二
年
、
こ
の
間
、
九
州
予
選
に
毎

‐‐‐―‐　
い
０収
容
所
で
は
じ
ま
っ
た
ソ
フ
ト
・ボ
ー
ル
　
小
Ш
止
太
郎
さ
ん
な
ど
に
お
願
い
し
た
。
そ
　
年
参
加
し
た
が
″宿
願
の
一勝
″
を
も
た
ら

】
，。　
こ
の
大
き
な
ボ
ー
ル
を
握
っ
た
だ
け
で
　
し
て
帰
途
、
大
阪
、
九
州
を
ま
わ
っ
て
沖
縄
　
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。し
か
し
、本
土
チ

‐―‐‐‐‐‐　
も
涙
が
ポ
ロ
ポ
ロ
と
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
ム
と
の
実
力
差
は
年

　̈】置』はＰ蒙」に熱をつくった。　″沖　の現状を説明して協力をあおいだので　れ、夢にまでみたぃ細晦鯵枷い由』お



浜
松
⌒禦
）攻
め
に
粗
雑
さ

◇
第
二
試
合
（１
回
戦
）

（ 浜 姫 （¨
中
一
一
『
『
¨

０ ３
∞
Ю
∞
∝
∞
Ю
一３ ６

初
回
、
浜
松
上
位
打
線
か
ら
３
安
打
を
見
舞
わ

れ
て
１
点
の
負
担
を
背
負
っ
た
姫
路
だ
っ
た

が
、
二
回
、
安
打
の
中
村
を
一早
に
置
い
て
羽

賀
井
が
右
中
間
を
破
る
三
塁
打
を
放
っ
て
迫
い

つ
い
た
。
そ
し
て
三
回
、
先
面
の
米
村
遊
ゴ
ロ

失
、
伊
田
四
球
で
つ
か
ん
だ
一、
二
旱
、
ス
イ

ッ
チ
・
ヒ
ッ
タ
ー
「
脇
の
バ
ン
ト
で
米
村
三
封

さ
れ
た
も
の
の
、
次
打
者
住
沢
の
二
球
日
に
伊

田
、
宮
脇
は
バ
ッ
テ
リ
ー
の
記
を
つ
い
て
ダ
ブ

ル
・
ス
テ
ー
ル
を
成
功
奮
せ
た
。

こ
の
あ
と
住
沢
四
球
で
満
塁
、
大
崎
の
遊
ゴ
ロ

で
伊
日
本
封
さ
れ
二
死
と
な
っ
た
が
、
中
村
の

強
い
遊
ゴ
ロ
は
近
撃
手
の
失
策
を
誘
い
二
者
生

選
、
羽
賀
井
も
迫
い
う
ち
を
か
∪
る
よ
う
に
三

遊
間
を
抜
き
大
崎
を
迎
え
た
。

浜
松
に
し
て
み
れ
ば
、
あ
き
ら
め
き
れ
な
い

不
Ｕ
だ
っ
た
が
、
姫
路
の
思
い
き
っ
た
重
盗

に
動
揺
は
か
＜
せ
な
か
っ
た
。

し
か
し
浜
松
も
五
口
ま
で
毎
回
安
打
を
放
ち
、

五
回
に
は
細
井
の
四
球
を
足
場
に
、
向
笠
の
適

時
打
で
１
点
を
か
え
し
た
が
、
８
安
打
で
２
点

は
ち
ょ
っ
と
少
な
か
っ
た
。
攻
め
方
が
糧
雑
に

な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
も
に
四
回
二

死
後
か
ら
リ
リ
ー
フ
し
た
姫
路
の
右
腕
加
藤
、

浜
松
左
腕
の
坂
円
の
投
げ
あ
い
だ
っ
た
が
七
回

二
死
か
ら
四
球
の
大
崎
を
一塁
に
置
い
て
、
左

の
中
村
が
右
翼
ス
タ
ン
ド
に
は
い
る
大
会
第
８

号
２
ラ
ン
を
放
っ
た
。
浜
松
は
九
回
、
才
所
の

四
球
、
田
村
の
安
打
、
中
尾
の
儀
飛
な
ど
で
１

点
を
か
え
し
た
が
、
加
藤
の
力
投
に
後
純
を
断

た
れ
た
。
力
の
テ
ー
ム
に
あ
り
が
ち
な
、
も
ろ

さ
を
暴
露
し
た
と
い
え
よ
う
。
　
　
（田
中
）

富
士
鉄
、
日
生
を
破
る

◇
第
二
試
合
（１
回
戦
）

室
蘭
市
（富
士
鉄
室
蘭
）

∝
∞
∞
＝
∞
∞
∞
Ｏ 。
∞
一‐ ２

大
阪
市
（日
本
生
命
）

室
関
は
昨
年
決
勝
へ
進
出
し
た
自
信
を
そ
の
ま

ま
プ
レ
ー
に
現
わ
し
、
立
ち
上
が
り
か
ら
大
阪

を
圧
倒
し
た
。
一回
二
死
後
、
島
津
が
ニ
ゴ
ロ

失
に
生
き
る
と
、
機
動
力
を
生
か
し
二
盗
に
成

功
、
有
翼
打
ち
を
得
意
と
す
る
青
柳
は
２
１
３

か
ら
有
前
に
流
し
１
点
を
先
取
し
た
。
大
阪

は
、
そ
の
要
、
山
下
が
ス
ト
レ
ー
ト
の
四
球
、

近
藤
も
ニ
ゴ
ロ
失
で
無
死
一
、
二
塁
の
絶
好
機

を
迎
え
た
。
と
こ
ろ
が
浜
野
が
送
リ
バ
ン
ト
に

失
敗
し
た
フヽ
え
、
三
振
に
倒
れ
、
主
力
の
長

野
、
首
も
室
蘭
の
エ
ー
ス
斎
田
に
一発
を
見
舞

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

室
蘭
は
四
回
に
も
１
点
を
加
え
優
位
に
立
っ

た
。
大
一阪
は
、
四
回
一、
三
塁
と
三
度
目
の
チ

ャ
ン
ス
に
一尚
畑
の
代
打
石
川
が
左
翼
線
に
痛
打

を
放
っ
て
１
点
を
返
し
た
。
こ
の
打
球
を
左
翼

手
が
後
逸
し
た
の
で
、
一
塁
走
者
岩
本
も
一挙

日本社会人野球協会会報
ら
デ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
、
こ
の
日
の
東
京
―
門
真
　
　
が
最
長
時
間
試
合
Ｌ
な
っ
た
。

万 肝

信 頼 され る
ホ ン ダの車 ノ

スーパーカブか ら四輪車まで、ホンダ
製品はすべて 2年・ 5万 キロ保証で
す。これは欧米一流自動車メーカーで
も数少ない長期 品質保証制度です。故
障がなく耐久力も抜群。2年・ 5万キ
ロ保証はその証明です。

本 田 技 研 工 業 株 式 会 社

▼偏 l言正▼

新製品 0スーバーカフ 65 新製品・ スポーツカプ65 新製品・ T500F 高性能・ S600
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【熊谷組一三菱重工】四回表、熊谷、無死走者一塁、打者古田の中
前安打を後逸する間に古田一挙にホームをついたが僣しくもアウ ト

本
塁
を
つ
い
た
が
、
本
塁
て
刺
さ
れ
、
小
森
も

三
ゴ
ロ
に
終
わ
っ
た
。

五
回
斎
田
に
代
わ
っ
た
室
関
の
左
腕
真
崎
は
、

代
わ
り
ば
な
、
山
下
に
左
翼
大
飛
球
を
浴
び
た

が
、
島
津
が
へ
い
ぎ
わ
好
捕
、
反
撃
の
芽
を
つ

み
と
っ
た
。

◇
第
五
日
の
こ

第
二
十
五
回
都
市
対
抗
野
球
は
二
十
九
日
、

五
日
目
に
入
り
午
前
十
時
半
か
ら
前
日
延
期
さ

れ
た
一
回
戦
一
試
合
を
は
さ
ん
で
準
々
決
勝
進

出
を
か
け
た
二
回
戦
三
試
合
の
計
四
試
合
が
行

な
わ
れ
た
。
連
日
息
つ
ま
る
熱
戦
と
波
乱
の
連

続
に
、
ナ
イ
タ
ー
で
は
内
野
ス
タ
ン
ド
が
超
満

員
に
ふ
く
れ
上
が
っ
た
。
第
一試
合
で
童
原
市

（大
昭
和
製
紙
）
が
大
阪
市
（電
電
近
畿
）
に

逆
転
勝
ち
し
た
あ
と
、
第
二
試
合
は
横
浜
市

（日
本
鋼
管
）
の
中
心
打
線
が
本
領
を
発
揮
し

て
高
松
（四
国
電
力
）
を
粉
砕
し
た
。
第
二
試

合
＝
一
回
戦
＝
神
戸
市
（三
菱
重
工
）
対
東
京

都
（熊
谷
組
）
は
先
行
さ
れ
た
東
京
が
小
き
さ

み
に
得
点
し
て
神
戸
を
引
き
離
し
た
。
神
戸
は

六
回
に
１
点
を
返
し
た
が
及
ば
ず
、
東
京
が
押

し
き
っ
た
。
第
四
試
合
、
川
崎
市
（東
芝
）
対

満
和
市
（日
本
通
運
）
は
七
回
浦
和
が
逆
転
に

成
功
、
こ
の
結
果
、
吉
原
市
、
横
浜
市
、
浦
和

市
が
準
々
決
勝
に
進
ん
だ
。

大
昭
和
、呼
吸
ビ
ッタ
リ

大
阪
で
借
し
ま
れ
る
の
は
最
終
回
一一死
二
塁

て
、
山
下
の
遊
ゴ
ロ
を
高
屋
敷
が
二
、
三
歩
後

方
に
は
じ
い
た
の
に
、
三
塁
コ
ー
チ
が
二
塁
か

ら
の
走
者
を
三
塁
に
止
め
た
こ
と
で
、
突
っ込

ま
せ
れ
ば
当
然
セ
ー
フ
の
ケ
ー
ス
だ
っ
た
だ
け

に
痛
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（末
吉
）

◇
第
一試
合
（２
回
戦
）

大
　
阪
　
市
（電
電
近
畿
）

∞
０ ‐
２ 。
∞
∞
∞
∞
Ｏ 。
Ｘ 。
一２ ‐

士口　
原
　
市
（大
昭
和
製
紙
）

吉
原
の
金
沢
、
大
阪
の
清
沢
円
エ
ー
ス
の
登

板
で
両
軍
は
と
も
に
張
り
切
っ
て
い
た
。
金
沢

投
手
は
あ
ま
り
張
り
切
り
す
ぎ
た
の
か
は
じ
め

投
球
が
意
の
こ
と
く
な
ら
ず
、
か
な
り
苦
し
い

投
げ
か
た
だ
っ
た
。
清
沢
は
好
調
そ
の
も
の
で

内
外
角
に
う
ま
く
直
球
を
投
げ
分
け
て
吉
際
の

打
者
を
苦
し
め
て
い
た
。

大
阪
は
二
回
、
一
死
後
か
ら
橋
本
が
ス
ト
レ

ー
ト
の
四
球
に
出
塁
、
バ
ン
ト
に
送
ら
れ
た

あ
と
宮
地
は
第
一
球
を
右
翼
に
安
打
し
て
先

取
点
を
奪
っ
た
。

吉
原
は
三
回
に
中
村
が
中
堅
に
軽
打
し
て
好
機

を
迎
え
た
。
安
藤
の
バ
ン
ト
を
一
塁
手
が
一塁

に
高
投
し
た
た
め
走
者
は
一一、
三
塁
に
進
ん

だ
。
こ
の
悪
投
で
大
阪
陣
は
か
な
り
動
揺
の
色

が
見
え
た
。
そ
れ
で
も
清
沢
投
手
は
金
沢
を
投

四
〇
〇
〇
１
０
０
０
０
０
１
０

三
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０

点
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
０
０
１
１
０
０
０
１
１
１
０

打
４
３
４
３
４
１
１
１
３
１
２

原
村
団
野
両
山
田
置
合
村
藤
沢

吉
鈴
ほ
紘
帥
路
呻
嘔
隊
沖
鍛
時

ゴ
ロ
に
討
ち
と
っ
た
。
し
か
し
吉
原
は
今
村
の

二
塁
強
ゴ
ロ
を
野
手
ハ
ン
フ
ル
す
る
間
に
中
村

が
生
還
し
て
同
点
と
な
っ
た
。
つ
つ
く
久
保
田

が
第
一
球
を
ス
ク
イ
ズ
・
バ
ン
ト
し
て
簡
単
に

勝
ち
越
し
点
を
あ
げ
た
。

こ
こ
が
前
半
の
勝
負
所
で
あ
っ
た
と
思
う
が

長
打
さ
れ
る
と
か
、
ま
た
失
策
で
ピ
ン
チ
を

招
い
た
直
後
は
往
々
に
し
て
一瞬
無
意
識
に

な
っ
て
つ
ぎ
の
プ
レ
！
を
す
る
こ
と
が
多

い
。

清
沢
投
手
は
久
保
田
の
ス
ク
イ
ズ
に
対
し
て
何

ら
警
戒
を
せ
ず
に
直
球
の
ス
ト
ラ
イ
ク
を
投
げ

込
ん
だ
。
だ
が
投
前
に
こ
ろ
が
っ
た
も
の
で
、

も
し
ス
ク
イ
ズ
を
警
戒
し
て
お
れ
ば
十
分
に
本

塁
で
走
者
を
刺
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
ら
に

清
沢
の
不
注
意
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
吉
原
か

ら
見
れ
ば
敵
を
混
乱
さ
せ
た
直
後
で
あ
る
か
ら

手
が
た
く
得
点
を
増
す
に
し
か
ず
と
、
お
家
去

の
ス
ク
イ
ズ
で
や
す
や
す
と
得
点
を
増
し
た
の

は
出
県
監
督
の
策
の
よ
さ
で
あ
っ
た
。

金
沢
投
手
は
投
げ
れ
ば
投
げ
る
ほ
ど
調
子
の
出

る
投
手
で
あ
り
、
ま
し
て
味
方
が
リ
ー
ド
得
点

を
奪
っ
て
く
れ
た
か
ら
四
回
以
後
は
ア
ウ
ト
・

ド
ロ
ッ
プ
を
多
く
ま
ぜ
て
大
阪
必
死
の
追
撃
を

選
け
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
そ
の
裏
に
は
一口原
野

手
の
好
守
が
光
っ
て
い
た
。
一、
四
、
五
回
に

大
阪
の
放
っ
た
難
球
を
い
ず
れ
も
巧
み
に
処
理

し
て
金
沢
を
助
け
た
功
績
は
大
き
く
物
を
い
っ

て
い
た
。
大
阪
の
反
撃
は
八
回
無
死
で
尾
崎
が

自
０
０
１

四
１
１
５

三
１
１
３

安
２
３
５

回
６
２
９

沢
藤
沢

清
加
金

言+ 305135

言+ 275222
▽二塁打 浜 口▽犠
打 大 1(清沢 )吉
3 Cヽ保日、 安脳ふ
金沢)▽盗塁 大 3
(宮地、本郷、長井 )
吉 1(佐野 )▽残塁
大 8吉 6▽大策 大
2(宮 地、浜□)▽
2F寺間 28分▽審半U
有本、平元、新谷、
癖

打
４
３
４
２
４
２
１
０
１
３
１
１
０
１
１
１
０
１

阪
地
崎
郷
上
口
上
納
司
村
山
藤
本
井
田
沢
´
藤
田

大
帷
鋸
琳
釧
鋲
砂
牌
虹
晴
洒
賠
鏑
帳
髄
贈
腋
珈
豚
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ば務つ ir
髪電

四
球
に
出
た
。
つ
つ
く
は
二
、
四
、
五
■
の
中

堅
打
者
だ
。
こ
こ
で
も
大
阪
か
な
ん
回
し
よ
う

と
追
い
こ
み
に
か
か
っ
た
。
し
か
し
厄
――‐‐―は
二

盗
に
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
打
者
は
ノ‐ｉの
不
郷

で
あ
っ
た
か
ら
あ
わ
て
ず
に
機
会
を
見
て
二
盗

す
れ
ば
成
功
率
ち
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
ち

ま
り
に
も
焦
り
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
。

し
か
し
大
阪
も
執
よ
う
に
金
沢
投
手
に
く
い

さ
が
り
川
上
四
球
の
あ
と
浜
日
は
第
一
球
を

左
中
間
に
安
打
し
一
、
三
望
の
好
機
を
迎
え

◇
第
二
試
合
（２
回
戦
）

一
¨
一
鰈
〕
一∞
∞
　
∞
Ю
∞
　
∞
∞
Ю
一Ю

横
浜
は
圧
倒
的
な
打
力
で
新
鋭
高
松
に
快
勝
し

た
。
一昌
松
は
立
ち
上
が
り
、
鈴
江
か
二
塁
左
の

内
野
安
打
に
生
き
、
藤
沢
は
送
リ
バ
ン
ト
と
み

せ
か
け
て
、
ヒ
ッ
ト
・
エ
ン
ド
ユ
フ
ン
を
か
け

る
な
ど
味
の
あ
る
攻
撃
で
鈴
江
を
二
進
さ
せ
、

先
制
機
を
つ
か
ん
だ
。
し
か
し
須
藤
、
島
谷
の

主
力
打
者
が
阿
會
の
速
球
に
押
え
ら
れ
て
得
点

で
き
な
か
っ
た
ぅ

強
力
な
打
線
を
持
っ
て
い
る
う
え
に
試
合
巧
者

の
横
浜
は
一同
一死
か
ら
宇
野
が
四
球
、
俊
足

を
と
ば
し
て
二
盗
に
成
功
、
汗
き
足
だ
っ
た
佐

々
本
か
ら
田
浦
も
四
球
、
枝
松
は
遊
撃
後
方
に

た
﹈

て
ね

た
。

古
原
は
金
沢
投
手
を
■
軸
と
し
一に
野
手
と
の
呼

吸
が
ピ
ッ
タ
リ
あ
っ
て
全
け
て
大
阪
を
下
し
た

感
が
あ
っ
た
。
大
阪
は
清
沢
投
手
が
よ
く
投
げ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
回
の
守
備
の
乱
れ

が
命
と
り
と
な
っ
た
の
は
心
残
り
で
あ
ろ
う
。

（小
川
）

テ
キ
サ
ス
安
打
を
放
ち
１
点
を
先
取
し
た
。

高
松
は
二
、
二
回
安
打
の
走
者
を
出
す
な

ど
、
阿
會
を
か
な
り
打
ち
込
ん
で
い
た
も
の

の
、
集
中
す
る
だ
け
の
力
津壼
な
か
っ
た
。

高
松
の
先
発
仁
々
木
投
手
は
、　
一
回
戦
で
釜
石

を
完
封
し
た
好
投
手
だ
が
、
積
浜
の
打
力
は
そ

れ
を
上
回
る
実
力
を
発
揮
し
た
。
三
回
一死
か

◇
第
二
試
合
（１
回
戦
）

神
　
一戸
　
市
（三
菱
電
工
）

Ｏ
０
１
０
０
１

０
０
１
１
１
０

東
　
一示
　
都
（熊
谷
組
）

力
の
は
い
っ
た
好
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
。
神
戸
の
善

戦
は
も
ち
ろ
ん
磁
野
の
健
投
に
あ
る
が
、
バ
ッ

た
代
打
古
村
は
２
１
３
ま

一辰
に
倒
れ
一上
力
事
体
し

ら
宇
野
が
一
塁
線
を
破
り
、
快
速
で
二
塁
打
Ｌ

し
、
佐
藤
の
中
前
打
で
１
点
、
日
浦
も
う
ま
く

有
前
に
流
し
打
ち
一
、
二
塁
と
攻
め
、
盗
是
で

二
、
三
塁
と
し
た
二
死
後
、
佐
々
木
に
代
わ
っ

た
方
腕
の
機
崎
に
今
西
が
中
前
適
時
打
を
浴
び

せ
る
浩
発
な
攻
撃
て
３
点
を
加
え
た
。

高
松
は
回
を
追
っ
て
刷
子
を
出
し
て
き
た
阿
曾

の
速
球
に
押
え
ら
れ
、
六
回
敵
失
か
ら
鈴
江
が

二
盗
し
、
二
度
日
の
得
点
圏
の
走
イ
に
な
っ
た

が
も
の
に
で
き
な
か
っ
た
。
本
大
会
鵬
指
の
強

打
線
と
評
判
の
高
い
横
浜
は
五
日
、
四
球
の
田

浦
を
一
塁
に
お
い
て
、
七
番
の
広
渦
が
有
翼
線

に
三
塁
打
を
放
っ
て
１
点
を
加
え
勝
利
を
不
動

に
し
た
。
余
裕
を
み
せ
る
横
浜
は
七
日
か
ら
阿

曾
を
休
ま
せ
な
本
を
起
用
し
て
一品
松
を
軽
く
押

え
た
。

横
浜
の
打
力
は
さ
す
が
だ
が
、
小
兵
な
が
ら

俊
足
、
好
打
し
て
キ
ビ
キ
ビ
し
た
プ
レ
ー
を

み
せ
た
宇
野
遊
撃
手
は
と
く
に
光
っ
て
い

（末
吉
）

ク
も
よ
く
守
り
、
攻
撃
も
鋭
く
東
京
藤
津
に
お

そ
い
か
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
三
回
、
麟
野

の
ヒ
ッ
ト
か
ら
迎
え
た
チ
ャ
ン
ス
を
川
村
の
好

打
と
山
村
の
好
走
で
先
取
点
に
維
び
つ
け
た
。

し
か
し
東
京
は
す
ぐ
そ
の
要
、
河
野
の
安
打
と

藤
津
の
投
手
強
襲
の
安
打
で
同
点
、
そ
し
て
四

熊
谷
、薄
氷
の
勝
利

横
浜
（躁
一強
打
で
圧
勝

好
継
投
で
高
松
ａ
国
市電む
を
完
封OOOOX0
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▽
三
塁
打
　
古
田
▽
二
塁
打
　
松
本
、
古
岡
▽
犠
打
　
神
２
（越
山
、
議
野
）
東
１
（藤
津
）
▽
盗

塁
　
神
２
（山
村
、
松
本
）
▼
残
里
　
神
６
■
５
▽
失
策
　
神
１
（山
本
）
▽
暴
投
　
細
木
▽
併
殺

神
２
▽
２
時
間
％
分
▽
審
判
　
郷
司
、
日
下
部
、
米
谷
、
三
宅
、
若
林
、
牧
口

回
に
は
黒
江
の
セ
ー
フ
千
ィ
ー
バ
ン
ト
・
ヒ
ッ

ト
と
古
円
の
中
堅
ん
喪
う
〓
望
打
で
ま
た
た
く

ま
に
リ
ー
ド
を
有
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
、

古
田
が
一挙
本
票
一キ
■
一ん
で
憤
化
し
た
の
は
、

無
死
だ
っ
た
だ
け
に
日
険
す
ぎ
た
。

■
回
に
原
Ⅲ
、
井
―■
の
快
打
で
加
点
し
た
も
の

の
、
大
回
に
も
つ
凛
ら
ぬ
こ
と
で
追
加
点
を
の

が
し
て
い
る
。
川
崎
と

，
江
の
あ
ぎ
や
か
な
ヒ

ッ
ト
・
エ
ン
ド
・
一７
ンが
き
ま
り
無
死
一、
三

塁
、
勝
利
を
決
定
的
に
す
べ
き
チ
ャ
ン
ス
だ
っ

た
が
、
つ
ぎ
の
占
‐‐―
が
三
軍
ゴ
ロ
、
球
が
二
早

手
か
ら
遊
撃
手
に
わ
た
っ
た
と
き
、
二
進
し
た

黒
江
が
野
手
の
足
を
ひ
っ
か
け
て
守
備
妨
害
を

と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
当
然
１
点
は
い
ん
と
こ

ろ
が
結
Ｈ
併
殺
と
な
っ
て
ダ
メ
。

そ
れ
に
東
京
の
先
発
、
藤
津
は
立
ち
上
が
り
か

ら
好
調
と
は
い
え
ず
、
苦
し
い
ピ
ッ
チ
ン
グ
ぶ

り
だ
っ
た
。
そ
し
て
大
回
、
西
井
の
安
打
と
松

本
の
四
球
で
一死
一一、
三
果
の
ピ
ン
チ
を
招

き
、
た
の
細
木
の
リ
リ
ー
フ
を
あ
お
ぐ
有
様
だ

っ
た
。
こ
こ
で
神
戸
は
代
打
に
ま
た
代
打
を
送

ろ
な
ど
７
術
を
つ
く
し
て
の
反
撃
を
こ
こ
ろ
み

だ
が
、
結
局
暴
役
で
１
点
を
ば
ん
回
し
た
に
と

ど
ま
っ
た
。

「
戸
は

，
後
ま
で
よ
く
結
り
、
最
終
回
吉
岡
が

無
死
で
右
中
間
へ
用
烈
な
長
打
を
放
ち
、
神
戸

応
援
団
は
総
立
ち
と
な
っ
た
が
、
無
念
！
三
塁

を
の
ぞ
ん
で
■
前
＝
死
し
て
最
後
の
反
撃
の
望

教
を
た
た
れ
た
。
こ
の
と
き
の
東
京
の
カ
ッ
ト

・
プ
レ
ー
の
あ
ざ
や
か
さ
が
ピ
ン
チ
を
救
っ
た

と
い
え
る
が
、
賣
京
に
と
っ
て
は
全
く
薄
水
を

ぬ
む
思
い
の
試
合
で
あ
っ
た
。
　
　
（松
尾
）

多
多

え
、
一
死
満
埋
の
先
制
機
を
つ
か
ん
だ
が
、
竹

之
内
の
強
打
が
三
塁
手
の
Ｔ１１
而
を
つ
い
て
併
殺

に
あ
っ
た
。
二
回
に
も
田
中
の
安
打
で
二
塁
ヘ

進
ん
だ
木
沢
が
足
を
す
べ
ら
せ
て
帰
塁
が
遅
れ

て
刺
さ
れ
る
不
運
が
重
な
っ
て
、
得
点
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
四
回

％
％

中
藤

熊
西
相

田
佐

先
頭
の
村
木
が
右
前
安
打
し
て
三
度
得
点
機
を

作
り
、
荒
井
の
三
遊
間
安
打
で
１
点
を
一返
し

た
。
熊
谷
は
二
種
類
の
カ
ー
プ
を
主
武
器
に
力

い
っ
ぱ
い
の
投
球
を
み
せ
て
い
た
が
、
日
通
打

者
の
気
力
に
圧
倒
さ
れ
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
川
崎
も
五
回
か
ら
第
一戦
で
老
練
な
ピ
ッ
チ

▽二塁lf 春原、岩
本 2、 利]泉▽犠打
浦 2(竹之内、佐藤 )
▽盗塁 浦 1(竜山 )
▽残 塁 川 4浦 7▽
併殺 川 1▽ 2時間
27分▽審半U 百、山
jlI、  坪井、 渡辺 、 若
林 、 牧 口

LI安三四白
谷  46031
本  33202
原  10100

日
通
、七
回
に
逆
転

◇
第
四
試
合
（２
回
戦
）

川
　
崎
　
市
（東
芝
）

浦
　
和
　
市
（ 中
碑
¨
』
∞
∞
¨
∞
Ю
一３ ２

予
想
ど
お
り
熊
谷
（川
崎
）
田
中
（浦
和
）
の

新
鋭
が
先
発
に
立
っ
た
。
こ
の
二
人
は
と
も
に

昨
年
高
校
を
卒
業
し
た
有
宅
な
活
手
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
こ
の
目
が
大
会
一一度
日
の
登
板
だ

が
、
二
人
と
も
か
な
り
堅
く
な
っ
て
い
た
。
こ

の
緊
張
感
が
ほ
ぐ
れ
な
い
う
ち
に
田
中
が
二
回

に
早
く
も
川
崎
の
集
中
攻
撃
を
浴
び
て
降
板
し

て
し
ま
っ
た
。
西
岡
の
申
前
安
打
か
ら
は
じ
ま

っ
て
当
た
っ
て
い
る
春
原
、
岩
本
に
打
順
が
回

っ
て
右
と
た
に
連
続
長
打
が
飛
び
出
し
た
。
バ

ッ
ト
の
よ
く
択
れ
て
い
る
杏
原
、
岩
本
に
は
ま

っ
こ
う
か
ら
投
げ
込
ん
で
い
く
田
中
の
よ
う
な

第
１２
回
大
会
（昭
和
１３
年
）
に
東
京
藤
倉

の
投
手
で
出
場
、
初
優
勝
し
た
と
き
の
感
激

は
、
い
ま
で
も
な
ま
な
ま
し
い
。
と
に
か
く

四
試
合
連
投
し
た
の
だ
か
ら
″い
ま
ど
き
の

若
い
も
の
″
と
は
ち
っ
と
ば
か
り
違
う
。
東

京
ク
ラ
プ
の
名
投
手
で
鳴
ら
し
た
中
村
峰
雄

さ
ん
（ウ
イ
ス
タ
リ
ア
専
務
、
明
大
Ｏ
Ｂ
）

が
監
督
に
な
っ
て
、
も
の

す
こ
い
ノ
ッ
ク
で
き
た
え

ら
れ
た
が
優
勝
で
き
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
と
に

か
く
、
二
回
戦
で
釜
石
と

ぶ
つ
か
り
五
回
ま
で
２
１

１
で
負
け
て
い
た
の
が
、

雨
で
ノ
ー
ゲ
ー
ム
に
な
っ

て
か
ら
ツ
キ
出
し
て
、
翌
日
釜
石
を
Ｈ
１
１

で
破
っ
て
調
子
を
出
し
、
決
勝
で
京
城
に
勝

っ
て
優
勝
し
た
の
だ
か
ら
、
勝
利
の
神
が
よ

く
よ
く
藤
合
に
つ
い
て
く
れ
た
と
い
え
る
。

残
念
千
万
な
の
は
都
市
対
抗
史
上
、
初
の

一■
年
試
合
樹
立
の
大
記
録
を
の
が
し
た
こ
と

だ
。
第
博
回
大
会
の
一回
戦
の
対
青
森
林
友

型
の
投
手
は
適
用
し
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
浦
和

が
た
だ
ち
に
佐
藤
を
く
り
出
し
て
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
反
撃
の
希
望
を
つ
な
い
だ
処
置

は
よ
か
っ
た
。

浦
和
は
立
ち
上
が
リ
ヒ
ッ
ト
・
エ
ン
ド
・
ラ
ン

を
的
中
さ
せ
て
若
い
熊
谷
投
手
に
動
揺
を
与

戦
で
、
六
回
ま
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
に
お
さ
え

た
の
に
「あ
す
の
試
合
に
投
げ
る
の
だ
か
ら

交
代
し
ろ
」
と
監
督
に
い
わ
れ
た
。
８
１
０

で
勝
っ
て
い
た
の
で
当
然
の
交
代
だ
っ
た

が
、
私
は
調
子
も
よ
か
っ
た
し
、
九
回
投
げ

て
も
走
者
を
出
さ
な
い
自
信
は
あ
っ
た
。
し

か
し
、
監
督
の
命
令
は
絶
対
だ
し
、
チ
ー
ム

全
体
の
こ
と
を
考
え
て
従
っ
た
が
、
長
い
野

球
生
活
を
通
じ
て
た
だ
一度
の
チ
ャ
ン
ス
だ

っ
た
だ
け
に
僣
し
か
っ
た
。
痛
快
だ
っ
た
の

は
戦
後
の
第
１９
同
大
会
の
一回
戦
で
全
富
山

に
２７
‐
０
で
大
勝
し
た
と
き
、
打
て
ば
必
ず

ヒ
ッ
ト
み
た
い
に
ポ
カ
ス
カ
打
ち
ま
く
っ

た
。
こ
の
と
き
の
選
手
は
ほ
と
ん
ど
が
第

‐２
、
‐３
回
大
会
当
時
の
選
手
だ
っ
た
か
ら
、

野
球
部
在
籍
十
年
以
上
の
ロ
ー
ト
ル
だ
っ
た

わ
け
だ
が
ウ
ン
み
た
い
な
話
だ
。
最
近
ば
三

十
才
を
過
ぎ
て
プ
レ
ー
す
る
者
は
こ
く
ま
れ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
い
い
選
手
が
早
く

や
め
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思

う
。
私
ら
は
野
球
を
通
じ
て
団
体
プ
レ
ー
を

学
び
、
そ
の
美
点
を
社
会

生
活
は
も
ち
ろ
ん
仕
事
の

面
に
と
り
入
れ
て
役
立
た

せ
る
‐ ‐の
が
【目
的
だ
っ
た

が
、
最
近
と
も
す
れ
ば
個

人
プ
レ
ー
が
目
立
ち
、
チ

ー
ム
プ
レ
ー
の
重
要
さ
が

軽
視
さ
れ
て
い
る
傾
向
が

ち
ら
ほ
ら
す
る
の
は
遺
憾
だ
。
テ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
不
一要
工
な
チ
ー
ム
に
勝
利
は
な
い
と
い

う
の
が
私
の
信
条
だ
。

一
元
藤
倉
電
線
投
手
、監
督
、現
一

一
日
本
社
会
人
野
球
協
会
理
事
一

監
督
の
命
令
で
交
代

初
の
完
全
試
合
の
が
す



ン
グ
を
示
し
た
西
本
を
く
り
出
し
た
。

浦
利
の
投
手
が
佐
藤
に
代
わ
っ
て
か
ら
は
、

川
崎
の
打
棒
も
鳴
り
を
ひ
そ
め
た
の
で
、
勝

負
は
西
本
―
佐
藤
の
一
騎
打
ち
に
か
か
っ
て

き
た
。

追
わ
れ
る
も
の
、
そ
し
て
違
う
も
の
、
そ
れ
ぞ

れ
苦
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
た
。
両
投
手
は
あ

り
っ
た
け
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
わ
た
り
合
っ

た
。
打
陣
も
ま
た
こ
の
両
投
手
を
打
ち
く
ず
そ

う
と
血
ま
な
こ
と
な
り
、
気
合
い
の
は
い
っ
た

一
投
、
一打
が
球
趣
を
盛
り
上
け
た
。
そ
し
て

七
日
、
浦
和
に
待
望
の
追
撃
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪

れ
ゲ
ー
ム
は
最
高
潮
に
達
し
た
。

こ
の
回
、
浦
和
け
一死
後
、
荒
井
が
三
塁
強
聾

安
打
で
出
望
し
、
佐
は
の
投
前
バ
ン
ト
が
幸
運

な
野
選
を
誘
い
込
ん
だ
。
こ
の
あ
と
近
雌
か
２

１
２
後
の
外
角
カ
ー
プ
を
見
事
右
前
へ
流
し
打

ち
し
て
同
点
と
し
、
さ
ら
に
代
打
岡
崎
の
左
前

◇
第
六
日
の
Ｊ

第
二
十
五
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
は
三
十
日
、

後
半
戦
第
六
日
に
入
っ
て
後
楽
園
で
午
後
一時

か
ら
二
回
戦
三
試
合
が
行
な
わ
れ
た
。
第
一試

合
は
北
九
州
市
（八
幡
製
鉄
）
と
伊
勢
市
（三

重
交
通
）
が
対
戦
、
北
九
州
が
立
ち
上
が
り
に

伊
勢
を
圧
倒
し
て
７
１
０
と
快
勝
、
三
十
年
の

第
二
十
六
回
大
会
以
来
九
年
ぶ
り
に
ベ
ス
ト
・

エ
イ
ト
の
一角
に
の
こ
っ
た
。
第
二
試
合
の
札

幌
市
（拓
殖
銀
行
）
と
板
訪
市
（三
協
精
機
）

の
一戦
は
、
札
幌
が
１
１
０
と
辛
勝
し
た
。
札

幌
拓
銀
が
準
々
決
勝
に
の
こ
っ
た
の
は
第
二
十

九
回
大
会
以
来
三
度
日
で
あ
る
。
ナ
イ
タ
ー
の

第
二
試
合
は
岡
山
市
（倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
）
の
大

量
先
取
点
を
川
崎
市
（日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
）
が

追
い
、
後
半
、
試
合
が
も
つ
れ
て
大
会
四
度
目

安
打
で
勝
ち
越
し
点
を
奪
い
と
っ
た
。
横
手
投

げ
の
西
本
に
対
し
、
左
打
者
を
代
打
に
起
用
し

た
浦
和
の
作
戦
が
図
に
当
た
っ
た
わ
け
だ
が
、

西
本
が
近
藤
に
一発
か
ま
さ
れ
て
動
揺
し
て
い

た
だ
け
に
、
川
崎
と
し
て
も
西
本
の
不
利
を
考

え
る
と
投
手
を
代
え
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
。

そ
れ
と
、
川
崎
は
二
回
の
集
中
攻
撃
で
優
位
に

立
ち
な
が
ら
、
そ
の
後
打
法
が
粗
雑
と
な
っ
て

佐
藤
を
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が

敗
因
だ
。

そ
の
点
、
川
崎
を
２
安
打
に
押
え
込
ん
だ
佐

藤
は
あ
っ
ば
れ
で
、
こ
の
力
投
が
浦
和
に
勝

利
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
よ
う
。
と
に
か
く

最
後
意
で
気
合
い
の
入
っ
た
見
ご
た
え
の
あ

る
好
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
。

（玉
井
）

の
延
長
戦
に
は
い
っ
た
が
、
十
二
回
を
終
わ
っ

て
６
１
６
の
ま
ま
引
き
分
け
が
宣
せ
ら
れ
再
試

合
に
持
ち
こ
ま
れ
た
。
こ
の
た
め
、
〓一十
一

日
は
岡
出
―
川
崎
の
再
試
合
を
は
さ
ん
で
東
京

（悩
働
東
京
）
対
姫
路
、
室
蘭
対
東
京
（熊
谷

組
）
の
三
試
合
が
行
な
わ
れ
、
き
ょ
う
予
定
さ

れ
て
い
た
吉
原
と
横
浜
の
準
決
勝
は
一日
に
順

延
と
な
っ
た
。
大
会
会
期
は
一日
の
ひ
た
。

◇
第
一試
合
（２
回
戦
）

（八
幡
製
鉄
）

砒
動
馴
赫
　
０ ‐
０ ５
∞
　
∞
∞
∝
　
∞
∞
∞
一〇 ７

（二
重
交
通
）

古
豪
八
幡
は
平
野
、
伊
勢
は
伊
藤
投
手
が
先
発

し
た
。
と
も
に
一回
戦
で
好
投
し
た
両
投
手
だ

が
、
八
幡
は
前
半
二
回
で
大
量
６
点
を
奪
い
、

あ
っ
け
な
く
勝
負
の
メ
ド
が
つ
い
て
し
ま
っ

た
。伊

勢
に
と
っ
て
は
入
山
早
々
に
遭
難
し
た
形

だ
が
、
原
因
は
″伊
勢
パ
ー
テ
ィ
ー
″
の
リ

ー
ダ
ー
格
伊
藤
投
手
が
不
調
で
ス
タ
ー
ト
か

ら
忠
切
れ
し
た
た
め
だ
。

人
幡
は
初
回
古
海
が
遊
ゴ
ロ
失
に
生
き
、
石
黒

の
右
前
打
で
一
、
三
塁
、
石
黒
は
す
か
さ
ず
足

を
生
か
し
て
二
盗
、
無
死
二
、
三
塁
と
し
た
あ

と
有
田
の
右
犠
飛
て
先
取
点
を
あ
げ
た
。

二
回
、
八
幡
は
九
州
か
ら
上
陸
し
た
台
風
の

よ
う
に
あ
ば
れ
、
伊
勢
の
被
害
は
ま
す
ま
す

増
大
し
た
。

こ
の
回
安
西
の
四
球
に
つ
づ
き
、
松
田
、
平
野

古
海
が
連
続
長
短
打
３
本
を
あ
び
せ
、
無
死
で

２
点
。
つ
づ
く
石
黒
の
中
犠
飛
、
有
日
の
中
前

安
打
で
平
野
、
古
海
も
か
え
る
す
さ
ま
じ
い
猛

真
だ
っ
た
。

さ
ら
に
二
死
後
瀬
藤
が
四
球
に
歩
い
た
一、
三

塁
で
や
っ
と
伊
勢
は
″救
助
隊
″
岩
瀬
投
手
が

か
け
つ
け
た
。
し
か
し
八
幡
は
俊
足
に
モ
ノ
を

い
わ
せ
、
重
盗
を
試
み
て
三
塁
か
ら
有
日
が
ホ

ー
ム
を
お
と
し
い
れ
こ
の
回
計
５
点
を
奪
っ

た
。人

幡
は
伊
藤
投
手
の
制
球
難
に
つ
け
込
教

″雨
の
よ
う
″
に
打
っ
た
が
、
こ
の
一
、
二

回
に
５
盗
塁
を
記
録
す
る
な
ど
雨
に
風
も
ま

じ
る
勢
い
だ
っ
た
の
が
、
伊
勢
パ
ー
テ
ィ
ー

を
痛
み
つ
け
る
上
で
も
の
を
い
っ
た
。

そ
の
後
八
幡
は
救
援
の
岩
瀬
に
も
六
回
ま
で
毎

回
安
打
、
六
口
に
は
死
球
の
古
海
を
二
塁
に
置

き
、
富
添
が
中
前
打
し
て
１
点
を
加
え
た
。

″二
重
遭
難
″
と
な
っ
た
伊
勢
は
二
次
、
三
次

と
救
援
隊
を
送
り
出
し
て
身
を
守
る
の
に
精
一

ば
い
だ
っ
た
。

人
幡
は
パ
ッ
ク
の
猛
威
に
の
っ
て
平
野
投
手

が
身
上
の
変
化
球
を
巧
漁
に
あ
や
つ
り
、
伊

21
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幡
、猛
打
の
先
制
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▽二塁打古海▽犠打
北 2 (石 黒ヽ有 田)
▽盗塁 北 8(石 黒
古賀 、有 田 2ヽ 宮添
安西 2、 松 田)伊 1

(ネ獲すキ) アヽ,支塁  ゴヒ
9ワ 12▽失策 伊 1

(荒川 )▽併殺 北 1

'「

2｀72F=「t156`な ▽
審判 勝 田、南中、
り|卜 塩谷

同 安三四自
平  野 9 2520
伊藤孝 1%5035
岩  瀬 4%6031
多  田 2 0120
ヤ,  本∫1   0 1 0 0

【三
協
―
拓
銀
】
八
回
表
、
拓
銀
、
無
死
一塁
、

二
塁
打
で
一塁
か
ら
小
桐
一挙
に
ホ
ー
ム
イ
ン
。
打
者
田
中
の
右
中
間

決
勝
点
を
あ
げ
る

勢
打
線
を
２
安
打
に
押
え
る
み
ご
と
な
力
投
　
　
Ｌ
こ
ん
ど
は
村
上
が
三
本
同
で
き
ょ
う
殺
さ
れ

を
み
せ
完
封
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

八
幡
の
出
だ
し
の
快
打
、
平
野
投
手
の
力
投
が

完
全
に
伊
勢
を
打
ち
の
め
し
た
試
合
だ
が
、
伊

勢
に
と
っ
て
は
救
援
隊
の
出
動
か
遅
れ
た
感
が

あ
り
、
傷
口
を
大
き
く
し
、
回
復
の
余
地
を
な

く
し
て
し
ま
っ
た
。

（相
沢
）

田
中
１
点
を
死
守

◇
第
二
試
合
（２
回
戦
）

札

筆

（鋤

評

∞
開

面

諏
　
訪
　
市
（三
協
精
機
）

″積
極
的
な
攻
め
と
は
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
い
く
こ

と
と
み
つ
け
た
り
″
と
い
っ
た
計
算
の
な
い
猪

突
戦
法
で
立
ち
上
が
り
札
幌
も
、
諏
訪
も
得
点

機
を
み
ず
か
ら
棒
に
ぶ
っ
た
。

諏
訪
は
一回
先
頭
の
光
沢
が
四
球
で
歩
き
な

が
ら
二
盗
失
敗
で
倒
れ
、
こ
の
あ
と
村
上
、

戸
田
の
連
安
打
が
出
た
。
と
こ
ろ
が
札
幌
も

つ
き
あ
い
は
満
点
で
、
二
回
中
前
安
打
の
人

木
沼
と
杉
村
が
と
も
に
二
盗
を
ね
ら
っ
て
殺

さ
れ
た
。

対
熊
本
戦
で
快
投
し
た
札
幌
の
田
中
も
力
み
が

ち
で
タ
マ
が
走
ら
ず
、
カ
ー
プ
の
切
れ
も
悪
い

最
悪
の
ビ
ッ
チ
ン
グ
。
諏
訪
は
当
然
の
よ
う
に

田
中
を
打
ち
込
ん
で
三
回
一死
二
塁
か
ら
村
上

が
左
前
安
打
し
た
が
走
者
光
沢
が
本
塁
寸
前
で

刺
さ
れ
、
続
く
一戸
田
が
二
塁
に
内
野
安
打
す
る

い
ず
れ
も
三
塁
コ
ー
チ
の
判
断
の
悪
さ
が
た

た
っ
た
か
、
訳
訪
は
五
回
に
も
大
変
な
逸
機

を
し
た
。
小
笠
原
、
光
沢
が
連
安
打
、
遠
山

の
投
前
バ
ン
ト
は
野
選
と
な
っ
て
無
死
満

塁
´
村
上
の
一
打
は
浅
い
右
飛
．
タ
ッ
チ
ア

ッ
プ
し
て
本
塁
へ
走
っ
た
小
笠
原
は
右
翼
か

SankIO
マイクロX‐48-CM

8 ミ リ カ メ ラ
,ト  ル コ ー ル
タ イ

`、
ス イ ッチ

マイクロモーター
テ プ レ コ ー ダ ー

ht i壼 工 1乍 機 械

構 式会 社 =協 緒 横
東 京・ 乏 局 区 内

精密工業の多角経営
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綬
に
羅
”
時
間
脚
頌
、出
野
、田
中
▽
残
打
　
諏
２
▽
残
塁
　
札
Ｑ
諏
６
▽
併
殺
札
　
１
▽
二
重
殺

ら
の
返
球
を
見
て
途
中
で
ス
ト
ッ
プ
し
た
た
　
　
会
史
上
初
の
″二
重
殺
″
を
記
録
し
た
。

め
三
本
間
に
は
さ
ま
れ
、
二
塁
走
者
光
沢
も
　
　
五
回
諏
訪
の
攻
撃
は
、
九
番
小
笠
原
左
前
安

三
塁
近
く
ま
で
走
っ
て
い
た
た
め
小
笠
原
、　
　
打
、
光
沢
三
塁
内
野
安
打
、
遠
山
の
投
前
バ
ン

光
沢
が
相
次
い
で
き
ょ
う
殺
さ
れ
た
。
大
会
　
　
卜
は
投
手
の
野
選
を
誘
い
無
死
満
塁
と
な
っ

史
上
初
の
二
重
殺
（別
項
）
を
喫
し
て
一瞬
　
　
た
。
っ
づ
く
村
上
は
浅
い
右
飛
で
一
死
、
有
翼

に
し
て
絶
好
機
を
つ
ぶ
し
、
息
切
れ
が
し
て
　
　
手
か
ら
捕
手
へ
の
好
返
球
で
三
塁
走
者
小
笠
原

い
た
札
幌
田
中
投
手
に
塩
を
送
っ
て
し
ま
っ　
　
は
三
本
間
に
は
さ
ま
れ
、
牧
羽
一
塁
手
が
三
塁

た
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ー
ス
附
近
で
小
笠
原
を
タ
ッ
チ
ア
ウ
ト
、
さ

ら
に
二
塁
走
者
光
沢
が
二
、
三
塁
間
に
と
び
出

記
録
は
作
る
や
ら
、
ピ
ン
チ
を
脱
す
る
や
ら
で

し
て
い
る
の
を
み
て
、
牧
羽
一
塁
手
は
ボ
ー
ル

お
ど
り
あ
が
っ
た
札
幌
ナ
イ
ン
と
、
あ
ま
り
の

を
持
っ
て
追
い
、
二
塁
ベ
ー
ス
近
く
で
タ
ッ
チ

こ
と
に
ガ
ク
然
と
し
た
諏
訪
。
こ
の
明
暗
二
様

ア
ウ
ト
し
、
二
重
殺
と
な
っ
た
。

の
表
情
が
後
半
戦
の
戦
局
を
支
配
し
た
。

こ
の
間
ボ
ー
ル
が
波
っ
た
の
は
右
翼
手
―
捕

Ｋ
Ｏ
寸
前
の
状
態
だ
っ
た
田
中
は
諏
訪
の
あ
せ

手
―
三
塁
手
―
捕
手
―
遊
撃
手
―
一
塁
手

り
に
も
助
け
ら
れ
た
が
調
子
を
取
り
戻
し
六
、

（プ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
は
右
翼
手
１
、
一塁
手

七
回
に
三
つ
の
三
振
を
奪
っ
て
立
ち
直
っ
た
の

２
）

に
対
し
、
七
回
ま
で
札
幌
を
２
安
打
に
押
え
た

諏訪の荻原は人口に乱れ
た。　
　
　
　
　
　
熱
戦
、
つ
い
に
引
き
分
け

札
幌
は
先
頭
の
小
桐
が
四
球
で
歩
い
た
あ
と

◇
第
二
試
合
（２
回
戦
）

投
手
な
が
ら
強
打
者
の
田
中
が
二
球
目
を
右

酔
節
藁
」
確
】
け
融
“
い
鰤
聾
一
罐
い
ら
長

　
　

り‐‐岡 （颯
静
”
】
静
“
叫
∞
４ 。
Ю
Ｏ ‐
∞
∞
∞
∞
一６ ６

（コ
ロ
ム
ビ
ア
）

札
幌
は
二
回
の
好
機
を
つ
ぶ
し
て
か
ら
た
っ
た

岡
山
が
七
度
目
。
中
国
切
っ
て
の
名
門
な
ら
、

一
度
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
て
の
勝
利
は
よ

対
す
る
川
崎
は
十
六
回
の
出
場
を
誇
る
古
豪
人

く
よ
く
勝
ち
運
に
乗
っ
た
と
い
う
よ
り
な
い
。

気
チ
ー
ム
。
こ
の
ベ
テ
ラ
ン
と
新
鋭
は
昨
年
一

（石
川
四
）

回
戦
で
顔
を
合
わ
せ
川
崎
が
６
１
１
と
″あ
び

大
会
初
の
二
重
殺

せ
倒
し
′
で
快
勝
し
た
。
雪
辱
を
期
す
岡
山
の

札
幌
市
（拓
殖
銀
行
）
が
諏
訪
市
（三
協
精
　
　
″火
の
玉
″
の
よ
う
な
フ
ァ
イ
ト
が
二
回
古
豪

機
）
に
１
１
０
で
勝
った
試
合
で
、
札
幌
が
大
　
　
を
た
じ
ろ
が
せ
て
大
策
を
誘
い
大
量
得
点
と
な

っ
た
。

一死
か
ら
死
球
で
出
た
柏
本
が
二
盗
、
中
村

（洋
）
の
遊
ゴ
ロ
を
名
手
為
房
が
そ
ら
し
て

一、
三
塁
。
合
田
は
２
１
０
か
ら
一
塁
線
に
果

敢
な
プ
ッ
シ
ュ
・
バ
ン
ト
。
こ
れ
が
内
野
安
打

と
な
る
間
に
柏
本
か
え
っ
て
ま
ず
１
点
。
っ
づ

く
竹
中
の
三
ゴ
ロ
が
大
策
を
誘
っ
て
満
塁
と
な

っ
た
。

対
京
都
戦
に
好
投
し
た
近
藤
投
手
も
た
じ
た

じ
。
二
死
と
な
っ
た
の
ち
岡
山
の
誇
る
一
、
二

番
コ
ン
ピ
が
左
右
の
連
続
バ
ン
チ
を
浴
び
せ

た
。
右
の
田
回
は
第
一球
を
左
前
へ
２
点
適
時

打
、
つ
づ
く
左
の
稲
見
も
１
１
０
か
ら
右
前

へ
。
野
手
の
本
塁
悪
送
球
の
間
に
田
口
も
か
え

っ
て
こ
の
回
一挙
５
点
を
あ
げ
た
。
全
く
あ
っ

と
い
う
蘭
一の
出
来
事
。
岡
山
の
み
ご
と
な
速
攻

だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
川
崎
も
さ
す
が
は
ベ
テ
ラ
ン
。
一

時
は
″土
俵
ぎ
わ
″
に
後
退
し
た
が
じ
り
じ

り
と
寄
り
返
し
た
。
そ
の
要
す
ぐ
二
死
か
ら

保
垣
が
左
越
え
大
会
第
九
号
の
ソ
ロ
・
ホ
ー

ム
ラ
ン
。
以
後
も
毎
回
安
打
し
て
高
中
投
手

を
お
び
や
か
し
、
六
回
つ
い
に
同
点
に
追
い

つ
い
た
。

壁
原
、
朝
岡
の
連
安
打
に
つ
ぐ
四
球
で
無
死

満
塁
。
つ
づ
く
は
保
垣
、
第
一打
席
本
塁
打
し

て
気
を
よ
く
し
て
い
る
保
垣
は
０
１
２
か
ら
中

前
仝
フ
イ
ナ
ー
で
は
じ
き
返
し
て
二
人
を
か
え

し
高
中
投
手
を
退
け
た
。
こ
の
一発
は
打
た
れ

な
が
ら
も
持
ち
こ
た
え
て
い
た
高
中
へ
文
字
ど

お
り
の
″Ｋ
Ｏ
パ
ン
チ
″
と
な
っ
た
。
岡
山
は

こ
こ
で
下
手
投
げ
の
岡
本
（貞
）
を
つ
な
い
で

二
死
を
と
っ
た
が
、
こ
の
日
の
当
た
り
屋
角
田

が
四
本
目
の
安
打
を
有
前
に
飛
ば
し
て
３
点
。

な
お
四
球
で
二
死
満
塁
と
つ
づ
く
好
機
に
、
浅

野
が
岡
山
二
人
目
の
投
手
岡
本
（光
）
か
ら
押

し
出
し
の
四
球
で
同
点
の
走
者
を
招
き
入
れ

あなたのまこころもすぐ伝わります。

元気な声が 明るい笑いが 二人の距
離をゼロにしてくれます

電話の魅力がここにあるのです

遠く離れていても相手が身じかに感じる

今 日 本 電 信 電 話 公 社
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た
。岡

山
の
″寄
り
″
を
三
回
か
ら
吉
田
、
六
回

か
ら
佐
伯
投
手
と
そ
ら
し
た
川
崎
は
七
回
、
岡

山
が
逸
機
し
た
そ
の
裏
安
打
と
バ
ン
ト
で
二
進

し
て
い
た
朝
岡
を
二
死
か
ら
戸
□
の
三
ゴ
ロ
一

塁
悪
送
球
で
な
え
し
て
リ
ー
ド
し
た
。
し
か
し

復
し
ゅ
う
の
意
気
に
火
の
玉
と
燃
え
る
岡
山
は

八
回
二
死
一、
三
塁
か
ら
代
打
の
内
升
が
三
塁

強
襲
安
打
し
て
三
塁
か
ら
小
林
（代
打
安
打
し

◇
第
七
日
翁
こ

第
七
日
の
三
十
一日
は
午
後
一時
か
ら
後
楽
園

球
場
で
二
回
戦
三
試
合
が
行
な
わ
れ
た
。
第
一

試
合
姫
路
市
（山
陽
特
殊
製
鋼
）
対
東
京
都

（電
電
東
京
）は
１
１
１
の
均
衡
が
つ
い
に
く
ず

れ
ず
延
長
十
四
回
で
引
き
分
け
再
試
合
（今
大

会
二
度
目
）と
な
っ
た
。前
日
引
き
分
け
た
川
崎

市
（日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
）
対
岡
山
市
（倉
敷
レ

イ
ヨ
ン
）
の
第
二
試
合
は
２
点
を
先
取
さ
れ
た

川
崎
が
、
五
、
六
回
に
各
１
点
を
あ
げ
て
追
い

つ
き
、
今
大
会
六
度
目
の
延
長
戦
に
も
つ
れ
込

ん
だ
が
、
十
回
為
房
の
左
中
間
二
塁
打
と
ス
ク

イ
ズ
で
決
勝
の
２
点
を
あ
げ
通
算
ル
イ
ン
ニ
ン

ク
ロ
に
勝
負
を
つ
け
た
。
第
二
試
合
室
蘭
市

（富
士
製
鉄
ヨ
利東
京
都
（熊
谷
組
）
は
一回
裏

〓
一一６
を迎え
国
ざ
漠
子
が
った。

そ
し
て
試
合
は
両
軍
三天
目
、
と
も
に
左

の
岡
本
光
―
佐
伯
の
投
げ
合
い
で
″が
っぷ

り
四
つ
″
の
ま
ま
大
会
四
度
目
の
延
長
へも

つ
れ
込
ん
だ
。

十
二
回
、
岡
山
が
二
死
二
塁
の
得
点
機
を
の

が
し
た
そ
の
裏
、
川
崎
は
無
死
左
翼
線
二
塁
打

の
保
垣
（代
走
坂
部
）
に
つ
ぐ
失
策
、
四
球
で

一死
満
塁
と
い
う
絶
好
の
サ
ヨ
ナ
ラ
舞
台
を
作

５
％
％
２
３
７

　ヽ
中
貞
光
藤
田
伯

木
本

高
岡
岡
近
吉
佐

っ
た
。
岡
山
の
岡
本
（光
）
は
顔
を
こ
わ
ば
ら

せ
て
一球
々
々
祈
る
よ
う
な
投
球
、
そ
し
て
河

野
を
三
振
に
仕
止
め
、
つ
づ
く
浅
野
を
も
投
ゴ

ロ
に
討
ち
取
り
引
分
り
再
試
合
に
持
ち
込
ん

だ
。

両
軍
譲
ら
ぬ
攻
防
は
最
後
ま
で
手
に
汗
を

に
ぎ
ら
せ
″球
神
″
も
″軍
配
″
を
あ
げ
か

ね
た
見
事
な
熱
戦
だ
っ
た
。
　
（山
本
照
）

▽
三
塁
打
　
宮
脇
▽
二
塁
打
　
伊
田
▽
儀
打
　
姫
２
（大
崎
、
佐
古
田
）
東
２
（鈴
木
浩
、
竹

ノ
下
）
▽
盗
塁
　
姫
１
（住
沢
）
東
１
（畑
）
▽
残
塁
　
姫
８
東
５
▽
失
策
　
東
３
（太
日
、

日
中
、
中
川
）
▽
３
時
間
４７
分
▽
審
判
　
浅
井
、
有
本
、
塩
谷
、
松
本

黒
江
の
２
ラ
ン
本
塁
打
で
逆
転
し
た
東
京
が
、

室
関
投
手
陣
を
打
ち
く
ず
す
一方
、
び
τ
フ
ン

島
津
の
好
投
で
室
蘭
を
押
え
て
快
勝
、
初
日
に

敗
れ
た
前
年
度
優
勝
の
積
水
化
学
に
つ
い
で
準

優
勝
チ
ー
ム
室
蘭
も
姿
を
消
し
た
。

延
長
１４
回
勝
負
つ
か
ず

◇
第
一試
合
（２
回
戦
）

姫
　
路
　
市
（山
陽
特
殊
製
鋼
）

一
〇 。
詢
一
¨
鋼
一詢
動
詢
一〇 。
∞
∞
∞
∞
一‐ ‐

姫
路
の
大
工
投
手
は
第
三
十
二
回
大
会
に
６
試

合
５４
イ
ン
ニ
ン
グ
を
ひ
と
り
で
投
げ
抜
い
た
鉄

腕
投
手
で
あ
る
。
そ
の
力
投
を
買
わ
れ
て
、
そ

の
大
会
で
は
小
野
賞
に
輝
や
い
て
い
る
。
こ
の

老
練
大
工
が
持
ち
味
を
大
い
に
生
か
し
て
健
投

し
た
の
で
さ
す
が
の
東
京
も
な
か
な
か
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
一

方
の
東
京
の
左
腕
竹
ノ
下
投
手
も
力
投
じ
前
半

は
全
く
の
投
手
戦
と
な
っ
た
。

し
か
し
東
京
は
五
回
一
死
後
、
船
田
が
四
球

で
歩
き
、
つ
ぎ
の
竹
ノ
下
に
手
が
た
く
バ
ン

ト
さ
せ
た
の
が
図
に
あ
た
り
、
岡
田
の
三
塁

手
右
を
ぬ
く
ヒ
ッ
ト
で
１
点
を
あ
げ
た
。
初

ヒ
ッ
ト
が
先
取
点
と
東
京
は
全
く
幸
運
な
試

合
運
び
よ
う
。

と
こ
ろ
が
老
練
大
工
よ
り
も
若
い
東
京
竹
ノ
下

の
方
が
早
く
署
さ
に
ま
い
っ
た
。
六
回
に
は
い

る
と
球
威
を
失
い
、
す
ぐ
さ
ま
姫
路
の
反
撃
を

浴
び
て
い
た
。
姫
路
は
伊
田
の
左
翼
線
二
塁
打

に
つ
つ
い
て
宮
脇
が
左
中
間
へ
痛
烈
な
三
塁
打

を
放
ち
同
点
。
姫
路
と
し
て
は
勝
ち
越
す
べ
き

チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
が
、
東
京
の
リ
リ
ー
フ
中
川

か
ら
三
、
四
、
五
番
の
主
力
打
者
が
決
定
打
を

奪
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

延
長
十
二
回
、
姫
路
は
２
失
策
と
四
球
で
無
死

満
塁
と
い
う
絶
好
機
に
め
ぐ
ま
れ
勝
負
あ
っ
た

と
思
わ
れ
た
の
に
、
松
田
が
浅
い
右
飛
、
代
打

米
国
二
飛
ヽ
末
次
ニ
ゴ
ロ
と
こ
れ
ま
た
決
勝
点

に
結
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

姫
路
に
と
っ
て
は
全
く
無
念
な
逸
機
だ
っ

た
。
試
合
は
十
四
回
で
引
き
分
け
と
な
っ
た

が
東
京
の
り
り
１
フ
中
川
投
手
は
落
ち
着
い

て
よ
く
こ
の
ビ
ン
チ
を
き
り
ぬ
け
た
も
の

だ
。
東
京
の
二
度
の
危
急
を
救
っ
た
中
川
の

下
手
投
げ
の
妙
技
が
と
く
に
光
っ
て
い
た
。

（松
尾
）

為
房
、
左
中
間
へ
快
打

０
第
二
試
合
（２
回
戦
再
試
合
）

（
コ
ロ
ム
ビ
ア
）

剛
蛎
赫
∞
∞
２ 。
０ 。
０ ‐
０ １
∞
∞
∞
０ ２
一２ ４

（倉
敷
レ
イ
コ
ン
）

激
闘
十
二
合
″水
入
り
″
で
引
分
け
″取
り
直

し
の
一番
″
。
川
崎
は
、
近
藤
を
予
測
し
て
い

た
岡
山
ベ
ン
チ
の
意
表
を
つ
い
て
大
会
前
不
一調

を
伝
え
ら
れ
て
い
た
左
腕
虎
若
を
先
発
さ
せ

た
。
昨
年
間
山
を
６
安
打
散
発
の
１
点
に
押
え

た
実
績
を
買
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
虎
若
は

球
威
不
足
、
カ
ー
フ
の
切
れ
も
鈍
か
っ
た
。

岡
山
は
三
回
襄
こ
の
虎
若
を
と
ら
え
２
点
を

先
取
し
た
。
無
死
安
打
し
た
合
田
を
バ
ン
ト

で
進
め
た
あ
と
稲
見
は
左
対
左
の
不
利
を
克

服
し
て
０
１
１
後
の
外
角
カ
ー
フ
を
三
塁
ベ

ー
ス
ぎ
わ
を
破
る
痛
烈
な
二
塁
打
と
な
る
間

に
合
田
生
遠
。
稲
見
は
三
盗
に
成
功
後
田
口

の
浅
い
左
邪
飛
で
２
点
目
を
あ
げ
た
。

一方
岡
山
の
先
発
は
前
日
三
分
の
二
回
投
げ
た

下
手
投
け
の
岡
本
（貞
）
。
立
ち
上
が
リ
タ
マ

が
浮
き
気
味
で
苦
し
か
っ
た
岡
本
も
二
回
以
後

や
や
調
子
を
取
り
戻
し
た
か
に
見
え
た
が
、
川

崎
は
五
回
無
死
中
前
打
の
為
房
を
送
っ
た
あ
と

宮
原
は
右
翼
線
に
は
じ
き
か
え
し
て
為
房
を
迎

え
入
れ
た
。
岡
本
貞
攻
略
の
糸
口
を
見
つ
け
た

川
崎
は
六
回
に
も
無
死
朝
岡
が
三
遊
間
安
打
。

こ
こ
で
岡
山
ベ
ン
チ
は
前
日
好
投
し
た
左
の
岡

本
光
を
た
て
た
。

と
こ
ろ
が
樫
原
も
一、
二
塁
を
破
っ
て
無
死

一、
三
塁
と
し
た
あ
と
つ
つ
く
保
垣
の
三
ゴ

ロ
で
樫
原
が
二
封
さ
れ
る
間
に
朝
岡
が
か
え

っ
て
同
点
と
し
、
前
日
の
興
奮
を
再
ひ
場
内

に
巻
き
起
こ
し
た
。
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こ
の
あ
と
試
合
は
百
豪
川
崎
の
ベ
ー
ス
と
な
っ

た
。
だ
が
、
あ
せ
り
が
拙
攻
に
つ
な
が
っ
た
。

七
回
は
一死
二
塁
打
の
角
田
が
河
野
の
浅
い
右

前
安
打
で
本
塁
を
望
ん
で
刺
さ
れ
、
八
回
に
は

無
死
連
安
打
、
捕
逸
で
迎
え
た
二
、
三
塁
に
三

塁
走
者
保
垣
が
浅
野
の
遊
ゴ
ロ
で
本
塁
に
刺
さ

れ
た
。
な
お
安
打
で
続
い
た
一死
満
塁
の
好
機

に
近
藤
は
代
わ
っ
た
高
中
投
手
の
三
球
ロ
ス
ク

イ
ズ
を
失
敗
し
て
三
塁
走
者
を
殺
し
、
そ
の
う

え
近
藤
の
内
野
安
打
で
本
塁
を
つ
い
た
浅
野
も

刺
さ
れ
、
こ
の
回
に
出
た
４
安
打
を
得
点
に
結

び
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

川
崎
は
九
回
に
も
一
死
一
、
三
塁
の
好
機
を
逃

し
、
一時
は
″球
運
″
に
見
は
な
さ
れ
た
か
と

思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
力
で
ツ
キ
を
呼
び
戻
し

た
。
再
び
延
長
に
は
い
っ
た
十
回
表
、
無
死
死

球
で
出
た
保
垣
を
そ
の
書
岡
山
に
補
強
さ
れ
て

本
大
会
で
活
躍
し
た
為
房
が
左
中
間
を
深
々
と

破
る
二
塁
打
、
バ
ン
ト
で
三
進
し
た
為
房
も
つ

づ
く
戸
日
の
右
犠
飛
で
ホ
ー
ム
を
踏
み
、
こ
の

同
決
定
的
な
２
点
を
あ
げ
た
。

岡
山
に
と
っ
て
悔
や
ま
れ
る
の
は
主
戦
の
串

四
〇
２
０
１
０
１
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０

三
１
０
０
１
１
１
０
１
１
２
０
１
０
０
０
０
０

点
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
１
０
０
１
２
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０

打
５
２
１
３
４
３
４
２
１
３
０
１
１
１
０
０
１

蘭
厳
島
崎
津
柳
田
戸
井
幅
藤
治
川
崎
斜
田
井
庭

室
臨
綱
贈
鶴
晴
噸
餃
録
鋼
肛
髄
肺
嗅
販
麟
喘
胴

畑
投
手
を
大
会
前
の
負
傷
で
欠
い
た
こ
と

だ
。
し
か
し
こ
の
串
畑
の
穴
を
埋
め
て
力
投

し
た
投
手
陣
と
岡
山
ナ
イ
ン
の
健
闘
は
た
た

え
ら
れ
て
よ
く
、
二
日
間
●
２２
イ
ン
ニ
ン
グ

ス
の
大
激
戦
は
大
会
球
史
を
飾
る
こ
と
だ
ろ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
本
照
）

坂

田

、
ダ

メ

押

し

熊
谷
、地
力
て
勝
つ

◇
第
二
試
合
（２
回
戦
）

室
　
蘭
　
市
（富
士
鉄
室
蘭

２ ‐
１ 。
Ｈ
∞
∞
Ｏ 。
３ 。
∞
Ｘ 。
一７ ２

東
　
一示
　
都
（熊
谷
組
）

投
手
の
好
、
不
調
と
い
う
も
の
は
ち
ょ
っ
と

し
た
き
っ
か
け
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
。
東
京

の
池
谷
、
室
蘭
の
道
治
両
投
手
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
よ
い
投
手
だ
が
、
球
質
は
素
直
で
そ
の
上

ス
ト
ラ
イ
ク
が
真
ん
中
辺
に
集
ま
り
す
ぎ
た
。

そ
れ
で
も
池
谷
の
方
が
低
め
に
投
げ
る
タ
マ
が

多
か
っ
た
の
で
救
わ
れ
て
い
た
。
両
軍
打
者
は

初
め
か
ら
好
球
を
ね
ら
っ
て
出
た
。

一回
の
室
関
は
二
番
の
岡
島
が
四
球
に
出
て

二
盗
、
土菖
柳
の
安
・打
で
先
取
点
を
あ
げ
れ

ば
、
そ
の
要
東
京
は
ト
ッ
プ
の
井
上
が
安
打

し
バ
ン
ド
で
二
封
さ
れ
た
が
、
黒
江
は
１
１

１
か
ら
真
ん
中
や
や
近
め
の
高
球
を
一振
す

れ
ば
球
は
ラ
イ
ナ
ー
で
左
翼
席
に
飛
び
込
み

２
点
を
あ
げ
た
。
な
お
安
打
、
四
球
、
安
打

と
続
い
た
が
得
点
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
。

二
回
か
ら
室
蘭
は
真
崎
投
手
と
な
っ
た
が
、

東
京
は
こ
の
回
も
原
田
の
三
塁
ゴ
ロ
を
野
手
の

悪
投
に
つ
ぐ
捕
逸
で
一挙
に
三
進
、
こ
の
あ
と

池
谷
の
右
憤
飛
で
得
点
を
増
し
た
。
室
蘭
も
三

回
に
は
島
津
、
青
柳
が
好
打
し
て
１
点
を
返
せ

ば
東
京
も
ま
た
そ
の
要
黒
江
の
安
打
と
二
盗
、

坂
日
は
野
手
失
に
出
、
代
打
伊
束
の
時
三
、
二

塁
へ
の
■
盗
が
成
功
し
つ
ぎ
の
内
野
ゴ
ロ
で
ま

た
１
点
を
加
え
た
。

こ
の
よ
う
に
東
京
は
室
関
に
得
点
を
あ
げ
ら

れ
る
と
す
ぐ
取
り
か
え
す
だ
け
の
打
力
を
も

っ
て
い
た
の
は
強
味
で
あ
っ
た
。
だ
が
宰
蘭

か
ら
い
え
ば
投
手
が
打
た
れ
た
と
い
う
よ
り

も
、
一ヽ

〓一回
の
野
手
大
が
わ
ざ
わ
い
し
た

▽
本
塁
打
　
黒
江
（道
治
）
▽
三
塁
打
　
坂
田
▽
二
塁
打
　
青
柳
▽
儀
打
　
一果
１
（池
谷
）

▽二塁打 稲見 、角
田、為房▽盗塁 岡
1(稲見)▽残塁
川 H岡 3 ▽逸球
小林 ▽犠打 川 4
(浅野 2、 戸 口、近
藤)岡 2(田 口ヽ岡
本 貞)▽失策 川 1

(近藤 )岡 1(合 田 )
▽併殺 川 1岡 2▽
3時 1綱 5分▽群 げ
日下音IS、 |」日本 、渡辺
中込 、細JII、 山庵

回安三四自
虎  若  35202
近  藤  73400
岡本貞  55232
岡本光 2%6010
高  中 2%4012



も
の
で
、
こ
れ
が
得
点
に
結
び
つ
い
た
の
は

不
運
だ
っ
た
。

し
か
し
好
打
者
を
そ
ろ
え
て
い
る
室
関
は

五
、
大
、
七
回
と
三
度
も
東
京
を
窮
地
に
お

と
し
い
れ
た
。
五
回
に
は
無
死
で
２
安
打
し
て

気
を
は
け
ば
、
東
京
は
島
津
投
手
を
送
っ
た
。

口
局
の
二
塁
ゴ
ロ
で
走
者
は
本
塁
に
刺
さ
れ
た

が
、
よ
い
当
た
り
だ
。
三
番
の
島
津
が
政
の
虚

を
つ
く
策
が
セ
ー
フ
テ
ィ
・
バ
ン
ト
し
て
捕
邪

飛
と
な
っ
て
倒
れ
た
の
は
あ
ま
り
に
も
消
極
的

す
ぎ
た
。

一二
関
は
、
六
回
一
死
一塁
と
攻
め
た
て
た

が
、
藤
井
の
二
塁
ベ
ー
ス
あ
た
り
の
安
打
性

の
難
ゴ
ロ
を
古
田
二
塁
手
が
走
り
な
が
ら
実

に
た
く
み
に
送
球
を
し
て
一塁
に
刺
し
た
プ

レ
ー
は
圧
巻
だ
っ
た
。

◇
第
八
日
→
月１日）

第
八
日
の
一日
は
、
前
日
引
き
分
け
て
再
試
合

に
持
ち
込
ま
れ
た
第
一試
合
、
東
京
都
（電
電

東
京
）
対
姫
路
市
（山
陽
特
殊
製
鋼
）
が
シ
ー

ソ
ー
ゲ
ー
ム
で
再
び
延
長
戦
に
な
った
が
、
東

京
は
十
回
代
打
大
楽
の
中
犠
飛
で
決
勝
点
を
あ

げ
、
準
々
決
勝
で
同
じ
東
京
の
熊
谷
組
と
顔
を

合
わ
す
こ
と
に
な
った
。
準
々
決
勝
に
は
い
っ

た
第
二
試
合
横
浜
市
（日
本
鋼
管
）
対
吉
原
市

（大
昭
和
製
紙
）は
注
目
の
一戦
だ
った
が
、横

浜
は
童
原
の
エ
ー
ス
金
沢
に
集
中
打
を
浴
び
せ

て
大
勝
、
ベ
ス
ト
・フ
ォ
ア
ヘ
の
一番
乗
り
を

果
た
し
た
。
第
二
試
合
北
り・，知
市
（八
幡
製

鉄
）
対
浦
和
市
（日
本
通
運
）
は
１
点
を
リ
ー

ド
さ
れ
た
北
九
州
が
六
回
二
死
か
ら
エ
ー
ス
平

野
に
代
打
を
送
っ
た
の
が
た
た
り
、
リ
リ
ー
フ

後
藤
が
打
た
れ
、
つ
い
に
佐
藤
真
略
な
ら
ず
敗

れ
、
浦
和
は
堂
々
準
決
勝
に
進
出
、
古
原
を
破
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言+  326 0 4 0
▽本塁打 田浦 (金
沢 )▽三塁打 枝松
▽二塁打 田浦ヽ力日
藤 2▽盗塁 横 6(山
響ヽ贅焚藻苗夕U義
塁 横 9吉 5▽失策
吉 3(合本、安藤 2)
▽併殺 横 1吉 1▽
2時 1苗128分▽審判
山本、 日下部、平光、
渡辺ヽ牧 口、飯田

宝
蘭
は
七
国
に
も
２
四
球
で
ま
た
好
機
を
迎
え

な
か
ら
投
手
頭
上
を
越
え
た
安
打
性
の
当
た
り

を
古
田
二
塁
手
の
超
人
的
プ
レ
ー
に
、
ま
た
も

得
点
を
は
ば
ま
れ
た
。

こ
の
三
度
の
逸
機
は
逆
に
東
京
を
ふ
ろ
い
立
た

せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
し
ば
し
鳴
り
を
ひ
そ
め

て
い
た
東
京
は
七
回
一死
後
か
ら
大
西
（消
）

の
安
打
に
つ
づ
く
黒
江
の
四
本
国
の
安
打
で
大

西
は
三
進
し
た
。
黒
江
の
二
盗
を
刺
そ
う
と
し

た
捕
手
が
二
塁
に
低
投
し
た
た
め
大
西
の
生
還

と
な
り
、
そ
の
あ
と
坂
田
の
右
中
間
三
塁
打
と

は
大
で
こ
の
回
決
定
的
な
３
点
を
あ
げ
た
。

東
京
は
好
機
を
迎
え
れ
ば
必
ず
得
点
を
あ
げ

て
う
ま
く
試
合
を
運
ん
だ
。
こ
れ
に
対
す
る

室
関
は
東
京
に
匹
敵
す
る
力
を
持
っ
て
は
い

た
が
荒
け
ず
り
で
あ
っ
た
。
　
　
（小
川
）

っ
た
横
浜
と
対
戦
す
る
。
北
九
州
の
敗
退
で
西

日
本
勢
は
総
く
ず
れ
と
な
り
″黒
獅
子
換
〃
争

奪
戦
は
東
日
本
勢
で
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

◇
第
一
試
合
（２
回
戦
再
試
合
）

東
　
一示
　
都
（電
嘔
東
京
）

∞
∞
Ｈ
∞
Ｏ 。
０ ‐
２ 。
０ ‐
∞
０ ‐
一３ ４

姫
　
路
　
市
（山
陽
特
殊
製
鋼
）

二
日
間
二
十
四
イ
ン
ニ
ン
グ
に
わ
た
っ
た
大
接

戦
は
つ
い
に
東
京
に
軍
配
が
あ
が
っ
た
。
十
回

東
京
は
鈴
木
浩
が
無
死
で
一
、
二
塁
間
に
バ
ン

卜
安
打
、
代
走
に
出
た
石
鍋
が
日
中
の
初
球
に

イ
チ
か
バ
チ
か
の
二
盗
に
成
功
し
た
の
が
き
い

た
。
日
中
の
二
塁
ゴ
ロ
で
三
進
し
た
石
鍋
は
谷

本
の
代
打
大
楽
の
大
き
な
甲
鶴
飛
で
本
塁
を
踏

み
決
勝
点
と
な
っ
た
。
打
力
不
振
の
東
京
は
こ

の
日
ト
ッ
プ
か
ら
四
番
ま
で
左
打
者
を
並
ベ

た
。
高
橋
が
無
死
左
前
に
初
安
打
し
た
三
回
の

チ
ャ
ン
ス
に
、
二
死
後
か
ら
鈴
木
浩
が
四
球
、

田
中
が
中
前
適
時
打
し
て
先
取
点
を
あ
げ
た
の

は
、
こ
の
策
が
実
っ
た
わ
け
だ
。
し
か
し
員
重

な
こ
の
１
点
も
そ
の
要
中
川
投
手
が
無
死
で
末

次
を
歩
か
せ
、　
一
死
後
左
翼
ス
タ
ン
ド
ヘ
ワ
ン

・
バ
ウ
ン
ド
で
飛
び
込
む
二
塁
打
を
伊
田
に
打

た
れ
て
と
り
か
え
さ
れ
、
前
日
十
四
回
を
戦
っ

て
勝
負
が
つ
か
な
か
っ
た
試
合
だ
け
に
、
こ
の

日
も
持
久
戦
の
気
配
が
濃
か
っ
た
。
姫
路
が
四

回
か
ら
老
練
の
大
工
投
手
を
繰
り
出
せ
ば
、
東

京
も
本
格
派
の
伊
藤
投
手
に
継
い
で
相
手
打
線

の
目
先
を
か
わ
し
た
。

東
京
は
六
回
大
田
か
遊
撃
有
を
破
る
安
打
に
出

る
と
足
を
生
か
し
た
奇
襲
に
出
、
打
者
小
林
の

と
き
二
、
三
盗
に
成
功
、
岡
田
は
１
１
１
か
ら

投
手
左
に
ス
ク
イ
ズ
を
き
め
て
リ
ー
ド
し
た
。

し
か
し
姫
路
も
七
回
、
右
前
安
打
の
羽
賀
井
が

松
田
に
送
ら
れ
た
あ
と
、
救
援
竹
ノ
下
投
手
の

初
球
に
佐
古
田
が
バ
ン
ト
安
打
を
飛
ば
し
て

一
、
三
塁
と
持
ち
込
み
、
ス
ク
イ
ズ
と
伊
日
の

殊
勲
打
で
逆
転
、
東
京
は
人
回
、
遊
撃
内
野
安

打
の
田
中
が
野
手
の
悪
送
球
で
二
進
、
二
死
後

白
０
３
０
１
１

四
〇
２
１
０
０

三
４
７
０
２
１

安
６
Ю
０
２
２

回
９
％
％
２
１

曽
沢
城
辺
田

阿
金
古
渡
三

代
打
撃
田
の
中
前
適
時
打
で
追
い
す
が
っ
て
ま

た
も
延
長
戦
に
も
つ
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

つ
い
に
勝
敗
は
分
れ
た
が
、
こ
の
猛
署
の
中

を
両
軍
と
も
実
に
よ
く
戦
っ
た
も
の
だ
。

（岡
田
）
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東
京
壷
犠
飛
で
決
勝
点

大
昭
和
、意
外
な
大
敗

◇
第
二
試
合
（準
々
決
勝
）

一
一
』
檄
嚇
一
¨
０ ‐
０ ‐
∞
０ ２
∞
釧
∞
∝
一〇 ７

二
回
横
浜
は
枚
松
が
金
沢
の
足
下
を
抜
く
初
安

打
、
今
西
の
遊
ゴ
ロ
は
併
殺
ダ
マ
だ
っ
た

が
、
名
手
安
藤
が
は
し
い
て
無
死
一、
二
塁
と

な
っ
た
。
金
沢
は
広
瀬
を
敬
遠
し
て
満
塁
策
を

と
り
、
ま
ず
久
保
庭
を
三
振
に
う
ち
と
っ
た
。

し
か
し
意
外
な
と
こ
ろ
に
ア
ナ
が
あ
っ
た
。

阿
曾
の
遊
ゴ
ロ
を
前
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う

に
安
藤
が
は
じ
い
て
枝
松
が
か
え
り
横
浜
は

ラ
ッ
キ
ー
な
１
点
を
拾
っ
た
。
金
沢
は
こ
れ

で
完
全
に
調
子
を
狂
わ
し
て
し
ま
っ
た
。

横
浜
は
三
回
佐
藤
が
一♪
壺
〓間
内
野
安
打
、

田
浦
の
左
翼
線
二
塁
打
で
無
死
二
、
三
塁
、
枝

松
の
中
前
安
打
て
佐
藤
を
か
え
し
た
が
田
浦
は

中
堅
か
ら
の
好
返
球
て
本
塁
で
刺
さ
れ
、
二
死

後
広
瀬
が
右
前
安
打
し
た
が
こ
ん
と
は
二
塁
走

者
の
枝
松
が
右
翼
か
ら
の
好
返
球
に
本
塁
で
憤

死
、
横
浜
は
３
安
打
し
て
１
点
の
収
穫
し
か
あ

げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

横
浜
は
五
回
、
田
浦
が
左
翼
席
に
豪
快
な
大
会

十
一号
本
塁
打
を
た
た
き
込
み
、
さ
ら
に
板

松
、
今
西
、
広
瀬
の
連
続
安
打
で
４
点
目
を
む

し
り
と
り
、
金
沢
を
降
板
さ
せ
た
）

横
浜
の
阿
曾
は
バ
ッ
ク
ス
の
強
打
を
信
頼
し

切
っ
た
表
情
で
立
ち
上
が
り
か
ら
た
ん
た
ん

と
投
げ
た
。
外
角
を
つ
く
速
球
は
よ
く
の

び
、
カ
ー
プ
の
切
れ
も
よ
く
、
リ
ー
ド
し
て

か
ら
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ピ
ッ
チ
ン
ク
は
実

に
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

横
浜
は
七
回
に
も
枝
松
が
安
打
し
て
四
個
目
の

二
盗
後
、
今
西
が
適
時
打
し
て
１
点
、
九
回
に

も
敵
大
と
田
満
の
安
打
、
今
西
の
五
打
席
連
続
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安
打
の
右
黎
線
三
塁
打
で
２
点
を
追
加
し
た
。

吉
原
は
意
外
の
大
敗
を
喫
し
た
が
、
最
後
ま

で
悪
び
れ
ず
に
政
闘
し
た
の
は
″名
門
″
の

名
に
は
じ
な
い
立
派
さ
だ
っ
た
。（石

川
四
）

八
幡
、
投
手
交
代
誤
ま
る

◇
第
二
試
合
（準
々
決
勝
）

試
合
の
均
衡
は
四
国
に
破
ら
れ
た
。
こ
の
回
浦

和
は
先
頭
打
者
の
黒
崎
が
中
前
安
打
で
出
塁
、

黒
崎
は
村
本
の
投
ゴ
ロ
で
二
封
さ
れ
た
が
遊
撃

手
の
一
塁
悪
送
球
で
村
本
が
二
進
し
た
。
竹
之

内
が
凡
退
し
て
二
死
を
と
ら
れ
た
あ
と
本
沢
の

つ
ま
っ
た
当
た
り
が
幸
運
に
も
、
一、
一Ｉ
→間

へ
飛
ん
で
内
野
安
打
と
な
り
先
取
点
に
結
び
つ

い
た
。

八
幡
の
平
野
投
手
は
立
ち
上
が
り
無
死
二
、

三
塁
の
ピ
ン
チ
に
浦
和
の
中
心
打
者
を
外
角

の
カ
ー
プ
攻
め
て
一つ
ち
取
る
つ
ま
い
ピ
ッ
チ

ン
ク
で
切
り
抜
け
た
の
に
、
四
回
は
三
番
打

者
の
黒
崎
に
不
用
意
に
投
げ
た
初
球
を
た
た

か
れ
て
出
塁
さ
せ
た
の
が
浦
和
に
先
行
を
許

す
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
あ
と
は
平
野
も
慎
重
に
投
げ
浦
和
の
攻
撃

を
お
さ
え
て
い
た
。
し
か
し
力
投
す
る
浦
和
の

佐
藤
投
手
を
な
か
な
か
打
で
な
か
っ
た
の
で
、

こ
の
わ
ず
か
１
点
が
人
幡
の
大
き
な
只
担
と
な

っ
て
苦
戦
を
つ
つ
け
た
。
そ
れ
て
も
気
迫
に
満

ち
た
人
幡
は
な
ん
と
か
ヒ
ッ
ト
を
打
ち
、
ま
た

敵
失
な
ど
も
あ
っ
て
毎
回
の
よ
つヽ
に
た
者
を
出

し
て
い
た
の
で
佐
藤
も
楽
て
は
な
か
っ
た
。
佐

藤
は
た
者
が
塁
に
出
る
と
盛
ん
に
カ
ー
プ
を
投

げ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
八
幡
打
者
が
カ
ー
プ
に

モ
ロ
イ
弱
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
研
究

し
て
い
た
も
の
と
思
う
。

八
幡
に
僣
し
ま
れ
た
の
は
六
回
の
逸
機
だ
っ

た
。
先
頭
の
石
黒
が
四
球
に
歩
き
有
田
の
三

◇
第
九
日
（２日
）

大
会
第
九
日
、
二
日
の
後
楽
園
は
午
後
三
時

半
か
ら
準
々
決
勝
残
り
二
試
合
を
行
な
っ
た
。

第
一試
合
札
幌
市
（拓
殖
銀
行
）
対
川
崎
市

（日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
）
は
１
１
１
の
接
戦
で
大

会
八
度
目
の
延
長
戦
に
な
っ
た
が
、
川
崎
は
十

二
回
表
戸
口
が
左
翼
席
に
大
会
二
本
目
の
サ
ョ

ナ
ラ
・
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
た
た
き
込
ん
で
勝
負
を

つ
け
た
。

第
二
試
合
は
東
京
勢
同
士
の
対
決
。
熊
谷
組

４

白
０
２
０
０

６

四
２
１
１
１

３

〓
一５
０
１
６

７

安
４
３
０
７

２７
回
６
％
％
９

前
バ
ン
ト
が
大
策
を
高
っ
て
無
死
一
、
二
塁

と
願
っ
て
も
な
い
好
機
が
訪
れ
た
の
に
、
送

リ
バ
ン
ト
が
飛
球
に
な
っ
た
り
、
重
盗
の
大

敗
な
ど
で
追
い
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
か

し
た
。
そ
れ
は
か
り
か
七
日
二
死
一
早
て
好

投
を
つ
つ
け
て
い
た
平
野
に
代
打
を
送
っ
た

た
め
、
そ
の
裏
登
板
し
た
た
藤
か
打
ち
込
ま

れ
て
致
命
的
な
２
点
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

八
幡
が
八
回
二
死
一
、
二
塁
か
ら
瀬
藤
に
左
中

間
安
打
が
出
て
１
点
を
返
し
た
だ
け
に
、
平
野

に
早
く
み
き
り
を
つ
け
す
ぎ
た
大
敗
が
僣
し
ま

れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（玉
井
）

対
電
電
東
京
は
二
回
熊
谷
が
大
西
敬
の
２
ラ
ン

ホ
ー
ム
ラ
ン
（大
会
１３
号
）
で
先
行
す
れ
ば
、

そ
の
要
電
電
が
集
中
打
で
同
点
と
す
る
打
ち
合

い
と
な
っ
た
が
、
熊
谷
が
三
口
黒
江
の
三
塁
打

を
足
場
に
２
点
を
あ
け
、
人
口
に
も
１
点
を
違

加
、
ね
ば
り
の
嘔
電
を
細
本
が
力
投
し
て
押
え

快
勝
し
た
。
関
東
勢
ば
か
り
で
準
決
勝
を
争
う

の
は
都
市
対
抗
史
上
初
め
て
て
、
コ
ロ
ム
ビ
ア

は
実
に
二
十
七
年
ぶ
り
四
皮
日
、
東
京
は
四
年

ぶ
り
七
度
目
の
準
決
勝
進
出
で
あ
る
。
な
お
第

二
試
合
で
熊
谷
組
の
黒
江
遊
撃
手
は
、
前
試
合

に
ひ
き
つ
づ
き
８
打
席
８
安
打
の
大
会
新
記
録

を
つ
く
っ
た
。

◇
第
一試
合
（準
々
決
勝
）

⌒ 浦北⌒

量撃豊富
OOOOOO
100000
2001XO
31
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榊̈
いに̈
写

浦
４
（黒
崎
３
、
竹
之
内
）
▼
併
殺
　
北
２
浦
１
▽
２
時
間
４６
分
▽
審
判
　
菅
、
勝
田
、
南
、
飯

口
、
牧
日
、
金
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
ム
だ
。
相
手
が
点
を
と
ら
な
い
う
ち
は
、
い

黒
江
８
打
席
８
安
打
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【熊
谷
―
電
電
東
京
】
八
回
表
、
熊
谷
、
一死
満
塁
、
打
者
井

上
の
右
飛
で
三
塁
か
ら
大
西
ホ
ー
ム
に
突
っ込
ん
で
セ
ー
フ

札 幌 打安点三四
4西 村 51000
9事神 ル:(52100
6ゴヒ  ,應 4 0 0 0 0
3牧  羽 200003鞍 侵730000
8ノ ノヽ` 7ヨ 5 1 0 0 0
2杉 村 51020
7城  内 00000
775  4E2 0 0 0 0
PHB尋   村曼1 0 0 1 0
7FLi ll11 0 0 0 0
5/」  ヽ 桐 30000
PHル文  秘頂 1 0 0 0 0
5鈴  木 00000
1田  中 42010
計  417140

川 崎 打安点三四
5角  田 50100
3浅 野 41001
8朝  岡 42001
7樫 原 51000
2保  壇130000
2北  田 20010
6為  房 50000
9戸  □ 52100
4藤  オ(31000
PMヽ 谷 00001
PRちそ  書50 0 0 0 0
4河  野 00000
1近  藤 40000
言+  407 2 1 3

▽本塁打 戸 口 (田
中 )▽三塁打 浅野
▽騒打 札 1(北条 )

▽盗 塁 札 4(榊 原
八本沼 2、 杉村 )▽
夕ヽ昌2  本し5  サ|17ヽア
失策 本し1(小桐 )
‖12 0ヒ田、為ラ∋
アヽタ千栄受  本L2  '|12
▽ 3時間03分

回安三四自
田 中 H%7131
近  藤  127401

く
ら
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
て
も
自
分
の
手
で
つ
ぶ

し
て
し
ま
う
し
、
せ
っ
か
く
と
れ
ば
す
ぐ
お
返

し
さ
れ
る
。

一回
一死
、
浅
野
が
左
中
間
三
塁
打
を
飛
ば

し
た
川
崎
は
、
つ
づ
く
朝
岡
が
四
球
で
一、

三
塁
の
先
制
機
。
し
か
し
樫
原
の
投
ゴ
ロ
で

浅
野
が
本
塁
を
つ
い
て
フ
イ
に
し
た
。

二
回
戸
日
、
藤
本
の
連
安
打
と
失
策
で
つ
か
ん

だ
一死
満
塁
も
、
好
打
順
を
迎
え
な
が
ら
角
田

の
二
塁
ゴ
ロ
併
殺
く
ず
れ
で
１
点
を
と
っ
た
だ

け
。川

崎
近
藤
投
手
は
速
球
に
威
力
が
あ
り
、
外

角
に
き
ま
っ
て
い
る
と
き
は
無
類
の
安
定
感

を
み
せ
る
。
と
こ
ろ
が
先
取
点
を
あ
げ
た
直

後
の
三
回
、
投
球
が
ほ
と
ん
ど
内
角
に
集
ま

っ
た
の
だ
か
ら
妙
だ
。

札
幌
は
こ
の
機
を
逃
が
さ
ず
、
田
中
が
三
塁
強

襲
の
初
安
打
、
西
村
の
左
前
安
打
を
電
子
が
ハ

ン
ブ
ル
し
た
ス
キ
に
田
中
は
三
塁
を
ね
ら
っ
て

刺
さ
れ
た
が
、
榊
原
が
左
中
間
に
快
打
す
る
み

こ
と
な
集
中
打
で
西
村
を
か
え
し
て
同
点
と
し

た
。
そ
の
宴
川
崎
は
無
死
で
榊
原
が
三
遊
間
安

打
に
出
た
が
、
保
垣
の
投
前
バ
ン
ト
で
二
封
の

あ
げ
く
併
殺
を
喫
し
て
自
減
し
た
。

四
回
か
ら
近
藤
投
手
は
外
角
球
の
コ
ー
ト
ロ
ー

ル
を
と
り
も
ど
し
て
立
ち
直
っ
た
。
一
方
、
札

幌
田
中
投
手
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
殺
し
た
変
化
球

を
、
う
ま
い
コ
ー
ナ
ー
・
ワ
ー
ク
で
あ
や
つ
る

本
来
の
ビ
ッ
チ
ン
グ
を
と
り
も
と
し
て
、
ゆ
ず

ら
な
か
っ
た
。

立
ち
上
が
り
、
あ
れ
だ
け
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん

だ
川
崎
の
打
線
は
、
四
回
か
ら
七
回
ま
で
の
四

イ
ン
ニ
ン
グ
は
全
部
内
野
ゴ
ロ
ば
か
り
の
三
者

凡
退
に
の
け
ら
れ
、
田
中
投
手
の
魔
術
に
す
っ

か
り
魅
人
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
間
、
両
軍
の
遊
撃
を
守
る
北
条
、
為
房

が
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
演
じ
合
っ
て
、
貧
打

戦
を
救
っ
た
。

九
回
、
札
幌
は
無
死
で
榊
原
が
左
前
安
打
、
北

条
の
投
前
バ
ン
ト
が
野
選
と
な
る
二
度
目
の
チ

ャ
ン
ス
に
色
め
き
立
っ
た
。
し
か
し
続
く
鞍
智

の
投
捕
間
バ
ン
ト
を
、
川
崎
は
角
田
が
猛
然
と

突
っ
込
ん
で
二
塁
走
者
を
三
封
、
人
木
沼
の
遊

ゴ
ロ
も
６
１
４
１
５
と
回
し
た
藤
本
の
好
判
断

で
、
三
塁
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
し
た
北
条
を
刺

◇
第
二
試
合
（準
々
決
勝
）

（熊
谷
組
￥

棘
　
一〔
　
詢
　
∞
２ ２
０ ２
∞
∞
Ｏ Ｏ
∞
０ ‐
∞
一２ ５

（電
電
東
京
）

東
京
チ
ー
ム
同
士
が
本
大
会
で
顔
を
合
わ
せ
た

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
お
互
い
に
手
の

う
ち
を
知
っ
て
い
る
同
士
だ
け
に
両
チ
ー
ム
と

も
作
戦
は
は
な
は
だ
微
妙
。
と
も
に
さ
ぐ
り
を

入
れ
る
よ
う
な
打
順
を
組
ん
だ
り
、
先
発
投
手

も
予
想
外
だ
っ
た
。

左
打
者
の
多
い
電
電
に
対
し
て
熊
谷
は
左
腕

細
本
を
先
発
、
し
か
も
相
手
に
東
都
大
学
出

し
、
併
殺
に
し
止
め
た
の
は
み
こ
と
だ
っ
た
。

延
長
に
入
る
と
、
両
投
手
に
は
さ
す
が
に
皮
れ

が
み
え
は
じ
め
た
。
い
き
お
い
、
と
も
に
攻
撃

が
活
発
に
な
り
、
ど
ち
ら
か
有
利
と
も
予
断
で

き
か
ね
る
形
勢
の
う
ち
に
、
十
二
回
裏
を
迎
え

た
。

こ
こ
で
川
崎
は
一死
後
、
戸
国
が
２
１
２
か
ら

高
目
の
タ
マ
を
ね
ら
っ
た
一
撃
が
、
左
翼
席
ヘ

飛
び
込
む
サ
ヨ
ナ
ラ
・
ホ
ー
マ
ー
と
な
っ
て
札

幌
を
選
け
た
。

さ
ん
ざ
ん
悩
ま
さ
れ
た
″魔
術
師
田
中
″
に

対
す
る
痛
烈
な
し
っ
ぺ
返
し
だ
っ
た
が
、
札

幌
は
九
、
十
回
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
せ
な
か

っ
た
と
き
に
、
勝
運
か
ら
見
放
さ
れ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
（岡
田
）

身
の
選
手
が
多
い
の
で
捕
手
に
も
い
ま
ま
で

出
て
い
な
い
大
西
敬
（中
大
出
）
を
起
用
す

る
と
い
う
神
経
の
使
い
方
だ
っ
た
。

こ
の
大
西
が
打
つ
方
で
二
回
先
制
の
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
放
つ
と
い
う
大
活
曜
。
し
か
も
先
発
の
細

本
が
二
回
に
は
２
点
を
計
し
た
も
の
の
そ
の
後

健
投
し
た
の
だ
か
ら
熊
谷
組
ベ
ン
チ
の
ケ
イ
眼

は
全
く
鋭
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
ず
試
合
は
大
西
敬
の
２
点
ホ
ー
マ
ー
で
熊

谷
組
り
―
ド
。
そ
の
製
電
電
は
大
田
の
四
球

と
石
井
の
安
打
、
船
田
の
左
翼
線
好
打
で
同

点
と
し
た
。

東
京
同
士
、熊
谷
勝
つ
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し
か
し
、
攻
撃
力
で
ま
さ
る
熊
谷
組
は
三
回
当
　
　
送
球
が
あ
っ
て
熊
谷
組
に
再
び
リ
ー
ド
を
計
し

た
り
に
当
た
っ
て
い
る
黒
江
の
右
中
間
三
塁
打
　
　
た
。

か
ら
す
ぐ
勝
ち
越
す
べ
き
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
っ　
　
　
熊
谷
組
は
八
回
伊
東
、
大
西
敬
の
好
打
と
井

た
。
こ
こ
で
電
電
は
エ
ー
ス
の
左
腕
竹
ノ
下
を
　
　
　
上
の
右
犠
飛
で
な
お
１
点
を
加
え
て
勝
利
を

リ
リ
ー
フ
に
送
っ
た
が
三
塁
手
の
本
塾
へ
の
悪
　
　
　
固
め
た
。

四
〇
１
０
０
０
０
２
０
１
０
１
０
０
０
１

三
〇
〇
〇
〇
１
０
１
０
１
０
０
０
０
１
２

嫌
０ ０
０ ‐
０ ０
０ ０
２ ０
４ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
‐ ０
２ ２
０ ０
０ ０

一
¨
一
¨
¨
¨
一
¨
¨
¨
¨
¨
¨
麺
¨
¨

◇
第
十
日
→υ己

七
日
目
の
三
日
は
午
後
三
時
半
か
ら
後
楽
園

球
場
で
準
決
勝
二
試
合
が
行
な
わ
れ
た
。
第
一

試
合
横
浜
市
（日
本
鋼
管
）
対
浦
和
市
（日
本

通
運
）
は
、
た
ん
た
ん
と
進
ん
だ
が
、
五
回
に

横
涛
が
一挙
６
点
を
あ
げ
て
大
勢
を
決
し
た
か

に
見
え
た
。
し
か
し
浦
利
は
横
浜
の
二
線
級
投

手
に
猛
打
を
あ
ぴ
せ
、
五
回
に
２
点
、
八
回
に

は
４
点
を
奪
って
見
事
に
逆
転
、
日
中
の
力
投

で
横
浜
を
倒
し
た
。
第
二
試
合
川
崎
市
（日
本

コ
ロ
ム
ビ
ア
）
対
東
京
都
（熊
谷
組
）
は
川
崎

が
二
回
に
１
点
を
先
行
す
る
と
、
東
京
は
三
回

に
醜
だ
と
し
た
が
、
川
崎
は
五
回
角
田
の
左
中

刹
一
瀧
請
に
朝
一
畑
」
絲
鍵
嚇
締
」
げ
計
蜘
二 っ

回
日
、
川
崎
は
実
に
二
十
九
年
ぶ
り
二
度
目
の

決
騎
進
出
で
、
両
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
戦
は
初

め
て
で
あ
る
。
な
お
優
勝
戦
に
先
立
ち
四
日
午

後
こ
特
半
か
ら
横
浜
市
（日
本
鋼
管
）
対
東
京

都
（熊
谷
組
）
の
三
位
決
定
戦
が
行
な
わ
れ

日
通
ね
ば
って
逆
転

６
四̈
〇
１
０
０
２
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０

６
警
一１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

９ ３
一熱
２ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
‐ ０
‐ ０
０ ０
０ ０
２ ２
０ ０
０ ０
‐ ０
０ ０
０ ０

３５
一打
４
３
２
２
２
４
２
３
１
３
１
１
１
０
０

計
一』
﹇
一
¨
¨
『
一
畑
﹇
粋
﹇
一
〔
一
い
向

一電
９
７
３
３
５
８
４
６
田
２
１
１
四
１
１

鋼
管
と
壮
絶
な
打
撃
戦

る
。

◇
第
一試
合
（準
決
勝
）

横
　
浜
　
市
（日
本
鋼
管
）

Ю
∞
∞
∞
２ ６
０ ０
∞
４ 。
Ю
一７ ６

浦
　
和
　
市
（日
本
通
達
）

打
力
で
は
横
浜
に
か
な
わ
な
い
だ
ろ
う
と
い
わ

れ
て
い
た
浦
利
が
、
猛
打
の
連
続
で
都
市
対
抗

史
上
ま
れ
に
み
る
驚
異
的
な
選
転
劇
を
演
じ

た
。

横
浜
は
阿
曾
、
浦
和
は
佐
籐
と
両
エ
ー
ス
の
対

戦
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
浦
和
は
一回
要
小
堀
が

有
中
間
に
二
塁
打
、
黒
崎
の
遊
ゴ
ロ
は
名
手
宇

野
の
大
策
で
一
、
三
塁
か
ら
村
木
の
遊
ゴ
ロ
が

併
殺
も
れ
と
な
る
間
に
員
重
な
１
点
を
先
取
し

た
。先

取
点
に
気
を
よ
く
し
た
佐
藤
は
速
球
一
本

に
頼
ら
ず
、
ス
ロ
ー
カ
ー
プ
を
混
ぜ
た
り
、

強
打
横
浜
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
は
ず
す
好
投
ぶ

り
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
劣
勢
だ
っ
た
横
浜
は
五
回
、
今
西
が

中
前
打
す
る
と
広
瀬
が
バ
ン
ド
で
送
っ
た
。
石

野
の
遊
ゴ
ロ
を
黒
崎
が
は
し
い
て
後
逸
す
る
幸

運
か
ら
同
点
。
一
気
に
勝
負
に
出
た
横
浜
は
阿

曾
に
代
え
、
竹
内
の
四
球
で
チ
ャ
ン
ス
を
つ
つ

け
、
単
調
に
な
っ
て
き
た
佐
藤
か
ら
山
田
が
有

前
安
打
を
奪
い
リ
ー
ド
。
こ
こ
で
救
援
の
田
中

か
ら
も
宇
野
一が
四
球
、
佐
藤ヽ
の
右
前
打
で
２

点
。
さ
ら
に
浮
き
足
立
っ
た
浦
利
守
備
陣
の
乱

れ
か
ら
こ
の
回
３
安
打
て
大
量
６
点
を
あ
げ

た
。
勝
負
も
こ
れ
ま
で
と
見
え
た
の
に
ね
ば
る

浦
利
は
そ
の
要
松
井
を
攻
め
稲
垣
、
日
中
が
連

打
を
浴
び
せ
、
小
堀
の
左
翼
線
二
塁
打
で
２
点

を
ば
ん
回
し
た
。

そ
し
て
八
回
村
木
、
永
野
が
快
打
を
連
発
し
て

無
死
一
、
二
塁
、
代
打
岡
崎
の
一塁
ゴ
ロ
後
逸

で
球
神
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
浦
利
は
、
な
お
も

一戸
塚
が
中
前
打
し
て
１
点
差
に
迫
っ
た
。
こ
こ

で
登
板
の
横
浜
四
人
目
の
前
川
に
稲
垣
が
投
前

に
絶
好
の
バ
ン
ト
。
こ
れ
が
内
野
安
打
と
な
っ

た
う
え
に
一
塁
悪
送
球
を
誘
い
、
同
点
と
し
た

あ
と
、
田
中
が
右
儀
飛
を
放
っ
て
逆
転
し
た
。

横
浜
も
最
終
回
二
死
な
が
ら
二
、
三
塁
と
一

打
逆
転
と
つ
め
寄
っ
た
も
の
の
田
中
の
力
投

に
空
し
く
敗
れ
た
。
結
果
的
に
み
て
、
阿
曾

【熊
谷
―
コ
ロ
ム
ビ
ア
】
八
日
Ｗ
、
熊
谷
、
二
死
二
塁
、
打
者
大
西
の
三
塁
ゴ
ロ
が
一塁
へ
悪

投
に
な
り
、
大
西
一塁
セ
ー
フ
の
間
に
二
塁
走
者
神
野
一挙
に
ホ
ー
ム
キ
夫
い
た
が
ア
ウ
ト

投
、
打
、
守
に
ま
さ
る
熊
谷
組
の
順
当
の
勝
利

だ
が
、
前
試
合
か
ら
８
打
席
連
続
安
打
し
た
黒

江
の
好
打
好
走
が
と
く
に
光
っ
て
い
た
。（松

尾
）

ョ1  297 2 5 4
▽本塁打 大西敬 (伊
藤)▽三塁打 黒江
▽二塁打 船 田、黒
江▽犠打 熊 1(井
上)電 1(畑)▽盗塁
熊 3(黒江 2、 井上 )
▽残塁 熊 10 電 5
▽失策 電 1(太田 )
▽併殺 熊 3▽ 3時
間 15分▽審判 平光
坪井、山JI卜 新谷、
若ふ 牧 口

回安三四自
細  木  97542

量
条
鷺 1彙 lili
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す
さ
ま
じ
い
追
撃
戦

横
浜
ま
た
浦
和
の
逆
襲
う
け
る

ら
め
て
は
な
ら
な
い
し
、
勝
っ
て
い
て
も
気
を

ゆ
る
め
て
は
だ
め
だ
。
横
浜
を
追
っ
た
浦
和
、

ま
た
こ
の
浦
和
を
ど
た
ん
場
で
苦
し
め
た
横
浜

と
、
両
者
の
激
し
い
気
迫
が
私
の
五
体
に
ピ
リ

ピ
リ
ッ
と
伝
わ
っ
て
き
た
。
き
ょ
う
の
浦
和
と

横
浜
の
逆
聾
に
つ
ぐ
逆
興
の
大
活
劇
は
、
野
球

試
合
の
妙
を
結
集
し
た
勝
負
だ
っ
た
。
打
力
劣

勢
と
う
わ
さ
さ
れ
た
浦
和
が
、
そ
の
予
想
を
あ

ざ
笑
う
か
の
よ
う
に
打
ち
き
く
っ
た
の
が
そ
の

一つ
な
ら
、
こ
れ
き
で
快
調
そ
の
も
の
１
点
も

許
さ
な
か
っ
た
横
浜
の
阿
曽
投
手
が
大
き
く
く

ず
れ
た
の
も
野
球
の
妙
で
あ
ろ
う
。
互
い
に

″勝
っ
た
″
と
思
っ
た
得
菫
の
絶
Ｉ
か
ら
ピ
ン

チ
に
た
た
き
こ
ま
れ
た
り
、
流
転
の
相
の
た
だ

よ
う
人
生
に
似
た
勝
負
で
も
あ
っ
た
。

五
回
の
大
逆
弊
で
断
然
優
位
に
立
っ
た
と

き
、
横
浜
は
七
年
前
の
雪
辱
が
果
た
せ
た
と
快

哉
を
叫
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
三
十
二
年
の
二
十

八
回
大
会
で
こ
の
両
者
（日
通
と
鋼
管
）
は
第

一戦
で
顔
が
合
っ
た
。
こ
の
年
は
熊
各
組
の
活

躍
で
東
京
が
十
八
年
ぶ
り
に
私
（黒
獅
子
）
を

取
り
戻
し
た
年
だ
。
村

・
１１
投
手
の
完
全
試
合
も

あ
っ
た
り
、
こ
と
し
と
同
じ
よ
う
に
話
題
が
多

か
っ
た
ｃ

日
通
浦
和
は
こ
の
年
鉄
腕
蠣
本
（巨
人
―
東

京
）
を
擁
し
て
初
出
場
、
新
鈍
ら
し
く
は
つ
ら

つ
と
し
た
試
合
ぶ
り
で
人
気
を
集
め
た
。
横
浜

鋼
管
は
例
に
よ
っ
て
鋼
管
、
日
石
の
連
合
軍
だ

っ
た
。

浦
利
は
堀
本
の
登
板
、
横
浜
は
こ
ん
ど
監
督
と

し
て
指
揮
を
と
っ
て
い
た
杉
本
が
先
発
し
た
。

画
君
と
も
よ
く
投
げ
ま
た
両
軍
と
も
活
発
に
打

っ
た
の
は
、
き
ょ
う
の
両
者
二
度
目
の
顔
合
わ

せ
の
戦
局
と
同
じ
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
も
横
浜
が
水
野
君
の
２
点
本
塁
打
で

饉
位
に
立
っ
た
の
を
浦
利
が
追
撃
し
た
と
い
う

の
ま
で
似
て
い
る
。

浦
和
の
追
走
が
き
ょ
う
の
よ
う
に
実
を
結
ん
で

九
回
で
同
点
、
延
長
に
も
つ
れ
こ
ん
だ
。
こ
の

間
浦
和
は
堀
本
君
が
一
人
で
投
げ
、
横
浜
は
杉

本
君
か
ら
近
藤
君
、
野
村
君
と
二
人
の
左
腕
に

リ
レ
ー
し
た
。

延
長
十
回
表
に
浦
和
の
高
口
遊
撃
手
が
本
塁
打

を
放
っ
て
ケ
リ
が
つ
き
３
１
２
で
浦
利
に
が
い

歌
が
上
が
っ
た
。

得
点
の
奪
い
合
い
は
き
ょ
う
ほ
ど
で
は
な
か
っ

た
が
、
両
者
の
キ
ビ
キ
ビ
し
た
攻
守
が
試
合
に

ｈ
快
味
を
も
り
上
げ
て
い
た
。

こ
の
年
も
横
浜
は
や
は
り
優
勝
候
補
に
数
え
ら

れ
て
い
た
。
こ
れ
を
倒
し
て
満
利
は
風
雲
に
乗

り
、
富
山
不
二
越
、
松
山
丸
善
、
門
真
松
下
と

連
破
し
て
決
勝
に
お
ど
り
出
た
。

横
浜
鋼
管
は
私
の
み
た
日
で
は
、
こ
の
と
き
よ

り
こ
と
し
の
方
が
チ
ー
ム
カ
は
充
実
し
て
い
た

感
じ
だ
。
第
一戦
か
ら
の
快
勝
つ
つ
き
で
、
お

そ
ら
く
ひ
そ
か
に
優
勝
の
野
望
に
燃
え
て
い
た

に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
が
ま
た
満
和
に
し
て
や

ら
れ
た
こ
と
は
、
妙
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
と
い
う

ほ
か
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鈴
木
）

▽
二
塁
打
　
小
堀
２
、
村
木
▽
犠
打
　
横
２

四
〇
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
１
０
０
０
１
０

一二
１
０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０

点
１
０
２
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
２
０
２
０
２
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

打
５
４
４
４
３
４
１
１
１
３
１
０
０
１
０
０
０

浜
田
野
藤
浦
松
西
瀬
保
田
野
曽
内
井
本
川
校
田

横
仙
時
雛
知
戦
吟
然
な
鰤
拓
胴
断
峰
嫁
輌
肺
剛

を
億
え
た
こ
と
が
横
浜
の
敗
因
と
い
わ
れ
よ

う
が
、
阿
曾
の
代
打
は
成
功
し
た
の
だ
し
、

大
量
点
を
奪
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
敗
因
は

▽
二
塁
打
　
角
田
▽
犠
打
　
東
１
（大
西
清
）
▽
盗
塁
　
川
１
（為
房
）
東
１
（

川
５
東
４
▽
大
策
　
一果
２
（黒
江
、
藤
津
）
▽
暴
投
　
佐
伯
▽
併
殺
　
川
１
▽
２

判
　
平
光
、
日
下
部
、
勝
田
、
首
、
牧
日
、
新
谷

佐
伯
鰤
が
完
投
勝
ち

◇
第
二
試
合
（準
決
勝
）

川
　
崎
　
市
（日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
）

∞
０ ‐
‐ 。
∞
釧
∞
∞
０ 。
∞
一‐ ２

東
　
一示
　
都
（熊
谷
組
）

川
崎
は
二
回
安
打
に
出
た
為
房
が
三
進
し
、
佐

伯
が
２
１
３
か
ら
軽
く
た
翼
に
安
打
し
て
先
取

点
を
あ
げ
た
。
東
京
も
三
回
負
け
じ
と
原
田
、

藤
津
の
連
安
打
と
大
西
の
右
犠
飛
で
同
点
に
持

四
〇
〇
〇
〇
〇
〇
１
０
０

三
１
０
１
０
０
０
１
１
０

点
１
０
０
０
０
０
０
０
１

安
１
１
０
０
０
１
０
０
２

打
４
４
４
４
４
４
３
３
３

崎
田
野
岡
原
日
房
垣
木
伯

＝
角
浅
朝
絆
戸
為
保
藤
佐

一東称鉄雛緋銀姉剛漱‰鈍押躾財馳琢榊畔別

ち
こ
ん
だ
。
両
軍
の
得
点
を
見
る
と
下
位
打
者

の
奮
起
に
よ
る
も
の
で
、
と
も
に
投
手
が
好
打

し
て
い
る
の
が
目
だ
つ
。

こ
の
打
法
は
欲
の
な
い
打
ち
か
た
で
タ
マ
に

さ
か
ら
わ
ず
ミ
ー
ト
す
る
こ
と
に
心
か
け
た

た
ま
も
の
だ
っ
た
。

川
崎
は
五
回
一
死
後
、
佐
伯
が
セ
ー
フ
テ
ィ
・

バ
ン
ト
に
成
功
、
ト
ッ
プ
の
角
田
が
腰
の
あ
た

０
白
１
２
０

１
四
〇
１
０

１
三
１
３
１

８
安
８
５
０

３‐
回
９
８
１

計
　
伯
津
谷

佐
藤
池

井
上
）
▽
残
塁

時
間
２３
分
▽
審

り
真
中
の
直
球
を
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
こ

ん
身
の
力
を
こ
め
て
中
堅
深
く
二
塁
打
し
リ
ー

ド
点
を
あ
げ
た
。
プ
レ
ー
ト
に
立
っ
た
東
京
の

藤
津
投
手
は
球
勢
も
あ
リ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
よ

か
っ
た
。
た
だ
走
者
を
出
し
た
場
合
ね
ら
い
が

若
干
狂
う
の
か
、
好
球
を
投
げ
す
ぎ
た
き
ら
い

も
あ
っ
た
が
力
で
押
し
切
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

一
方
、
川
崎
の
佐
伯
左
腕
投
手
の
フ
ォ
ー
ム

は
柔
か
く
外
角
の
直
球
と
シ
ュ
ー
ト
、
ま
た

内
角
に
食
い
こ
む
直
球
に
威
力
を
も
っ
て
い

た
。
藤
津
投
手
の
力
い
っ
ば
い
の
投
球
に
対

し
、
佐
伯
投
手
は
コ
ー
ス
を
か
え
て
余
力
を

残
し
な
が
ら
投
げ
た
。
こ
の
両
投
手
の
投
球

が
ナ
イ
ン
に
反
映
し
て
、
川
崎
は
元
気
い
っ

ば
い
は
ち
切
れ
そ
う
な
動
き
で
東
京
を
押
し

ま
く
っ
た
。

東
京
も
決
し
て
悪
い
で
き
で
は
な
か
っ
た
が
、

佐
伯
投
手
に
う
ま
く
タ
イ
ミ
ン
グ
を
は
ず
さ
れ

枝
松
、
広
瀬
）
浦
１
（田
中
）
▽
盗
塁
　
横
３
（山
田
、
石
野
、
佐
藤
）
▽
残
塁
　
横
５
、
浦
７

東
京
（ξ
し
は
１
点
差
に
泣
く
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バ
ッ
ト
の
し
ん
に
当
た
る
も
の
が
少
な

く
、
や
や
焦
り
気
味
の
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
た
。

後
半
戦
に
な
っ
て
川
崎
は
八
日
無
死
で
政
失
に

よ
り
出
塁
し
た
が
も
の
に
な
ら
ず
、
そ
の
裏
東

京
も
本
山
（敬
）
が
左
翼
に
安
打
し
、
代
打
松

日
の
送
リ
バ
ン
ト
は
三
塁
一線
に
沿
う
絶
好
の
も

の
で
あ
っ
た
が
、
角
田
三
塁
手
の
好
守
備
て
た

者
は
二
封
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
東
京
は
こ
の
回

代
打
、
代
走
を
繰
り
出
し
て
懸
命
に
ば
ん
口
に

つ
と
め
、
大
西
（清
）
の
内
野
安
打
で
代
走
の

神
野
が
二
塁
か
ら
長
艇
本
塁
に
殺
到
し
間
一
髪

の
差
で
ア
ウ
ト
に
な
っ
た
。

東
京
は
つ
い
て
い
な
か
っ
た
と
も
い
え
る

が
、
川
崎
の
守
り
は
予
想
以
上
に
堅
く
、
１

点
差
を
大
事
に
守
り
切
っ
た
。
　
（小
川
）

横
浜
が
枝
松
、
今
西
、
広
瀬
と
い
う
″も
う

一
つ
の
ク
リ
‐
ン
・
ア
ッ
プ
・
ト
リ
オ
″
を

あ
え
て
″温
存
″
し
た
の
に
対
し
て
東
京
は

四
人
も
″影
武
者
″
を
使
う
慎
重
さ
だ
っ

た
。
先
発
投
手
は
横
浜
が
塚
本
、
東
京
が
岡

部
と
と
も
に
右
腕
。

一回
裏
東
京
が
一死
一、
二
塁
の
先
制
機
を

併
殺
で
つ
ぶ
し
た
二
回
表
、
横
浜
が
３
点
を
先

取
し
た
。
無
死
安
打
の
田
浦
に
つ
づ
い
て
久
保

庭
の
四
球
と
竹
内
の
投
前
バ
ン
ト
エ
ラ
ー
で
無

死
満
塁
と
し
た
あ
と
久
保
が
中
前
へ
２
点
適
時

打
、
な
お
バ
ン
ト
で
走
者
を
二
、
三
進
さ
せ
た

一死
二
、
三
塁
か
ら
吉
丸
の
た
犠
飛
で
３
点
目

の
竹
内
を
迎
え
入
れ
た
。

調
子
づ
い
た
横
浜
は
三
回
以
後
も
毎
日
の
よ

う
に
得
点
圏
に
た
者
を
進
め
た
。
そ
し
て
大

国
に
は
東
京
二
人
目
の
大
櫃
を
攻
め
一死

一、
三
塁
か
ら
代
打
枝
松
の
中
犠
飛
と
代
打

今
西
の
左
前
安
打
で
２
点
を
加
え
た
。

一方
″ダ
ン
プ
打
線
〃
と
う
た
わ
れ
た
東
京

は
そ
の
名
の
と
お
り
″ダ
ン
プ
カ
ー
な
み
″
に

直
進
し
、
ポ
ン
ポ
ン
と
打
ち
気
に
は
や
っ
て
塚

本
投
手
に
息
を
つ
か
せ
て
い
た
が
、
四
同
８
打

席
連
続
安
打
の
大
会
新
記
録
を
作
っ
た
黒
江
が

２
１
１
後
の
真
ん
中
へ
の
好
球
を
左
越
え
に
た

た
き
込
ん
で
一矢
を
報
い
た
。
東
京
に
と
っ
て

痛
か
っ
た
の
は
こ
の
″
一周
列
車
″
に
″手、

客
″
が
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

ま
た
橋
戸
賞
（最
高
殊
勲
選
手
賃
）
は
二
十
才

の
田
中
投
手
（浦
和
）
が
獲
得
し
た
が
、
こ
れ

は
史
上
最
年
少
。
久
慈
賞
な
ど
個
人
賞
は
別
項

の
と
お
り
決
ま
っ
た
。

久
保
、満
塁
に
快
打

村
橋
ラ
ン
ニ
ン
グ
本
塁
打

◇
第
一
試
合
公
二位
決
定
戦
）

横
　
浜
　
市
（日
本
鋼
管
）

∞
∞
∞
‐ 。
∞
ω
‐ 。
∞
０ ２
一２ ７

東
　
一示　
都
（熊
谷
組
）

″青
板
″
か
ら
す
れ
ば
優
勝
戦
と
針
覚
を
記

こ
し
そ
う
な
頻
合
わ
せ
だ
っ
た
。
し
か
し
い
た

ず
ら
な
″球
神
″
は
栄
え
あ
る
優
勝
戦
の
″前

座
″
を
両
チ
ー
ム
に
し
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背

景
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
軍
と
も
悪
び
れ
ず
に
戦

っ
た
。

〃波
乱
の
大
会
″の
縮
図

ス
リ
ル
の
連
続
、若
ア
ユ
の
投
げ
合
い

東
京
、黒
江
の
２
号
む
な
し

◇
最
終
日
Ｔ
Ｕ

決
勝
戦
浦
和
市
（日
本
通
連
）対
川
崎
市
（日

本
コ
ロ
ム
ビ
ア
）
は
四
日
午
後
六
時
半
か
ら
後

楽
園
球
場
で
三
万
余
の
観
衆
を
集
め
て
行
な
わ

れ
た
。

浦
和
の
円
中
、
川
崎
の
近
藤
両
エ
ー
ス
は
初

優
勝
を
め
ざ
し
て
こ
ん
身
の
力
投
を
続
け
、
ス

コ
ア
・
ポ
ー
ル
ド
に
は
ゼ
ロ
が
１４
個
並
ん
だ
。

し
か
し
浦
和
は
人
回
田
中
に
代
打
を
送
る
思
い

切
っ
た
作
戦
が
見
事
に
成
功
、
代
打
岡
崎
か
右

前
に
適
時
打
し
て
均
衡
を
破
り
ヽ
さ
ら
に
ス
ク

イ
ズ
を
決
め
て
２
点
を
あ
け
八
、
九
回
の
川
崎

の
反
撃
を
リ
リ
ー
フ
佐
藤
が
押
え
て
勝
ち
、
堂

堂
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

か
く
て
十
一
日
間
に
わ
た
っ
て
く
り
ひ
ろ
け

ら
れ
た
″真
夏
の
球
宴
″
の
幕
を
開
じ
た
。
僣

し
く
も
優
勝
を
逸
し
た
川
崎
に
は
自
獅
子
旗
、

▽
本
塁
打
　
黒
江
２
号
（塚
本
）
村
橋
（池
谷
）
▽
二
塁
打
　
久
保
庭
、
大
一四
敬
、
和
田
▽
犠
打
　
横
４
（竹
内
、
塚
本
、
枝
松
、
吉
九
）
東
１
（黒

江
）
▽
盗
塁
　
横
２
（佐
藤
、
竹
内
）
▽
残
塁
　
横
７
東
８
Ｖ
大
策
　
横
２
（久
保
庭
、
吉
九
）
東
１
（岡
部
）
▽
併
殺
　
横
１
東
１

東
京
は
七
回
大
西
敬
の
二
塁
打
に
つ
ぐ
神
野

の
右
前
安
打
で
作
っ
た
無
死
ス

一二塁
の
反
撃

機
に
も
代
打
伊
東
の
二
塁
ゴ
ロ
に
、
併
殺
く
ず

れ
で
横
浜
二
人
目
の
前
川
投
手
か
ら
１
点
を
か

え
し
た
に
と
だ
ま
っ
た
。
横
浜
は
九
回
代
打
村

橋
の
右
中
間
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど

で
２
点
を
加
え
、　
″殺
人
打
練
″
の
片
り
ん
を

一
日
Ｈ
　̈
　
後
楽
園
に
夜
が
や
っ
て
き
て
浦

一
¨
一
一　
一
乖
善
¨
﹈
¨
¨
¨
ほ
一
｝
し
詢

¨
里
（
　̈
　
い
つ
て
も
そ
う
だ
が
、
決
勝
と

な
る
と
、
会
場
に
は
興
奮
が
大
き
く
ウ
ズ
巻

い
て
い
る
。
私
も
試
合
開
始
が
近
づ
く
と
妙
に

ソ
ワ
ソ
ワ
す
る
。
こ
れ
で
私
（黒
獅
子
）
の
落

ち
着
く
さ
き
が
き
ま
る
″運
命
の
日
〃
だ
か
ら

だ
。

去
年
の
決
勝
は
京
都
と
宇
蘭
。
き
ょ
う
と
同
じ

八
月
四
日
だ
っ
た
。　
一進
一退
の
戦
況
に
、
私

は
京
都
に
い
く
の
か
津
軽
の
海
を
越
え
て
北
海

道
へ
い
く
の
か
、
最
後
ま
で
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
。

こ
と
し
も
川
崎
の
投
手
近
藤
君
が
第
一球
を

投
げ
て
私
の
ハ
ラ
ハ
ラ
が
は
じ
ま
っ
た
。
私
だ

け
で
な
く
、
浦
和
と
川
崎
の
応
援
団
も
一
投
一

打
に
気
が
も
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。

川
崎
は
二
十
九
年
前
、
浦
和
は
七
年
前
に
、

工
座
へ
も
う
一歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て

い
る
だ
け
に
、
こ
の
夜
の
両
者
の
意
気
ご
み

は
、
ま
た
格
別
だ
っ
た
。

二
十
九
年
前
に
川
崎
が
決
勝
で
涙
を
の
ん
だ

相
手
は
東
京
ク
ラ
プ
。
宮
武
投
手
が
川
崎
の
若

林
撃
手
（現
西
鉄
コ
ー
チ
）
に
奨
げ
勝
ち
３
１

見
せ
て
ダ
メ
を
押
し
た
。

両
チ
ー
ム
と
も
決
勝
進
出
へ
か
け
た
意
気
ス

み
が
す
さ
ま
じ
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
落
胆
ぶ

り
も
察
し
は
つ
＜
が
〃結
び
の
一番
″
で
が
っ

ぷ
り
組
ま
し
た
い
取
組
で
は
あ
っ
た
。Ｇ

本
照）

０
で
東
京
か
優
勝
し
た
。
こ
の
年
の
若
林
投
手

は
例
の
変
幻
自
在
の
妙
投
で
ネ‐‐‐
戸
、
大
阪
、
大

連
、
東
市雀
ｃ四
試
合
を
一人
で
投
げ
抜
く
す
ば

ら
し
さ
だ
っ
た
。
準
決
勝
が
終
わ
っ
て
二
日
の

雨
が
あ
り
、
投
手
量
を
誇
る
東
京
よ
り
、
若
林

一人
の
川
崎
に
、
天
は
味
方
し
た
か
な
ど
と
い

わ
れ
た
り
し
た
も
の
だ
。

浦
和
が
王
座
を
前
に
つ
い
え
た
の
は
二
十
八

回
大
会
だ
。
相
手
は
東
京
熊
谷
組
だ
っ
た
。
鉄

腕
刑
本
（現
東
京
オ
リ
オ
ン
ズ
）
が
、
胸
の
す

く
よ
う
な
速
球
て
投
け
ま
く
り
横
浜
、
富
山
、

松
山
、
門
真
と
連
破
し
て
東
京
と
ぶ
つ
か
っ

た
。
こ
の
決
勝
も
い
れ
て
五
試
合
完
投
の
堀
本

は
、
獅
子
工
の
趣
き
が
あ
っ
た
も
の
の
、
東
京

島
津
の
妙
腕
に
浦
和
の
打
撃
陣
は
幻
惑
さ
れ
、

わ
ず
か
２
安
打
、
４
１
０
と
完
敗
し
た
。

こ
の
夜
の
川
崎
は
変
幻
若
林
に
か
わ
る
新
進

気
鋭
の
近
藤
君
。
浦
和
は
鉄
腕
堀
本
に
か
わ
る

こ
れ
も
新
鋭
の
田
中
君
と
、
と
も
に
若
ア
ユ
の

よ
う
な
投
手
が
マ
ウ
ン
ド
に
立
っ
た
。
両
投
手

と
も
力
い
っ
ば
い
の
投
球
で
決
勝
を
飾
っ
た
。

そ
の
青
の
若
林
―
宮
武
、
堀
本
―
島
津
の
投
げ

合
い
に
劣
ら
ぬ
魅
力
が
あ
っ
た
。　
″
合
フ
ハ

ラ
″
と
い
う
面
で
は
、
音
の
名
投
手
の
対
立
以

上
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
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【日
通
―
コ
ロ
ム
ビ
ア
】
八
回
表
、
日
澤
一死
走
者
二
塁
、
代
打

岡
崎
の
右
前
安
打
で
二
塁
走
者
戸
塚
ホ
ー
ム
イ
ン
。
捕
手
保
垣

私
は
熱
狂
に
ゆ
れ
る
ス
タ
ン
ド
の
中
に
、
藤

田
宗
一さ
ん
が
複
雑
な
お
も
も
ち
で
戦
況
に
見

い
っ
て
い
る
姿
を
フ
ト
み
つ
け
た
。
コ
ロ
ム
ビ

ア
の
選
手
と
し
て
戦
前
の
都
市
対
抗
て
活
躍
し

た
法
大
出
の
巨
漢
選
手
だ
。
戦
後
コ
ロ
ム
ビ
ア

の
監
督
か
ら
国
鉄
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
進
み
そ
れ
か

四
〇
〇
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

一二
〇
１
０
１
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０

点
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０

安
０
０
０
１
１
０
０
２
０
０
０
１
０
０

打
３
４
３
４
４
２
１
３
２
０
２
１
０
０

和
藤
堀
山
木
野
沢
田
塚
垣
井
中
崎
本
藤

浦
晰
い
輌
帥
詠
林
賦
炉
獅
獨
旧
剛
剛
唯

◇
第
二
試
合
（決
勝
戦
）

（日
本
通
連
）

柿
日
枷

コ
赫

ム
¨
紳
っ
∞
∞
∞
∞
∝
∞
一∝

す
ば
ら
し
い
投
手
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

川
崎
は
と
っ
て
お
き
の
近
藤
、
浦
和
は
好
調
の

日
中
を
起
用
。
近
藤
は
２‐
才
、
日
中
は
”
才
と

い
う
新
鋭
投
手
だ
が
、
と
も
に
若
さ
と
自
信
に

あ
ふ
れ
た
ピ
ッ
チ
ン
グ
ぶ
り
で
上
々
の
ス
タ
ー

ト
だ
っ
た
。

川
崎
の
近
藤
は
キ
レ
の
い
い
カ
ー
プ
を
外
角

い
っ
ば
い
に
き
め
て
三
回
ま
で
二
人
ず
つ
に

う
ち
と
る
好
調
さ
。
一
方
の
田
中
は
川
崎
が

外
角
球
を
ね
ら
っ
て
く
る
と
み
て
、
途
中
か

ら
シ
ュ
ー
ト
を
主
要
武
器
に
き
り
か
え
る
な

ど
若
さ
に
似
な
い
な
か
な
か
の
落
ち
着
い
た

健
投
ぶ
り
だ
っ
た
。

そ
れ
て
も
川
崎
は
二
回
為
房
の
ヒ
ッ
ト
、
三
回

戸
日
の
四
球
、
四
回
は
為
房
の
左
翼
二
塁
打
な

ら
日
本
通
運
に
は
い
っ
て
監
督
に
な
っ
た
。
鉄

腕
堀
本
を
擁
し
て
日
通
を
都
市
対
抗
に
は
じ
め

て
出
場
さ
せ
決
勝
ま
で
進
出
し
た
。
と
も
に
監

督
を
し
た
チ
ー
ム
が
雌
雄
を
決
し
よ
う
と
い
う

の
だ
か
ら
、
藤
田
さ
ん
も
さ
ぞ
困
っ
た
ろ
う
。

延
長
の
王
者
川
崎
、
横
浜
戦
で
の
大
逆
襲
の
浦

和
、
ど
ち
ら
も
魅
力
満
点
の
チ
ー
ム
だ
け
に
、

私
も
藤
田
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
困
っ
た
。

番
狂
わ
せ
、
延
長
、
再
試
合
。
波
乱
曲
折
に

い
ろ
ど
ら
れ
た
大
会
の
縮
図
と
い
っ
て
よ
い
幕

切
れ
だ
っ
た
。

（鈴
木
）

て
近
藤
が
ラ
イ
ト
に
二
塁
打
し
た
が
、
戸
口
は

情
し
く
も
木
塁
寸
前
で
ア
ウ
ト
。

ピ
ン
チ
の
あ
と
に
チ
ャ
ン
ス
あ
り
の
た
と
え
の

と
お
り
、
す
ぐ
つ
ぎ
の
八
回
表
に
、
浦
和
は
戸

塚
の
中
前
安
打
か
ら
勝
機
を
と
ら
え
た
。
稲
垣

が
手
堅
く
バ
ン
ト
し
て
走
者
を
送
る
と
、
浦
和

ベ
ン
チ
は
好
投
の
田
中
に
か
え
て
左
打
者
岡
崎

を
代
打
に
起
用
す
る
と
い
う
思
い
切
っ
た
作
戦

に
出
た
。
こ
れ
が
見
事
図
に
当
た
り
、
岡
崎
は

１
１
１
後
の
三
球
日
の
カ
ー
プ
を
打
っ
て
一、

二
塁
間
を
抜
一く
殊
勲
打
と
な
り
、
待
望
の
先
取

点
を
あ
げ
た
。

し
か
も
右
雲
キ
か
ら
の
返
メ
が
琴
く
、
打
っ
た

岡
崎
も
一挙
三
進
す
る
幸
運
に
め
ぐ
ま
れ
た
浦

和
は
、
つ
づ
く
近
藤
が
２
１
１
の
カ
ウ
ン
ト
か

ら
ス
ク
イ
ズ
ｏ
バ
ン
ト
の
奇
襲
戦
法
に
出
て
、

さ
ら
に
１
点
を
加
え
た
。

強
気
の
代
打
策
、
そ
れ
に
ス
リ
ー
バ
ン
ト
の

奇
襲
と
、
浦
和
ベ
ン
チ
の
作
戦
は
全
く
見
事

と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
そ
し
て
八
回
か
ら
老

練
の
エ
ー
ス
佐
藤
を
送
っ
て
逃
げ
切
り
、
初

優
勝
を
飾
っ
た
。

浦
和
の
勝
因
は
、
稲
葉
監
督
の
見
事
な
用
兵
に

あ
り
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
こ
た
え
た
岡
崎
の
好

代
打
岡
崎
が
殊
勲
打

―
四̈
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
１
０

５２３一羹００００００００００００００２００１２０００００００２０００００２２００１０‐

﹈一̈̈酔﹇̈中̈蜘け一̈̈

田
中
、佐
藤
が
好
リ
レ
ー

ど
無
死
出
塁
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
や
や
押
し
気

味
に
試
合
を
進
め
た
。
と
こ
ろ
が
例
に
よ
っ
て

強
気
一本
ヤ
リ
。
強
攻
策
に
出
て
い
ず
れ
も
後

続
打
者
が
田
中
の
シ
ュ
ー
ト
に
し
て
や
ら
れ
て

得
点
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

五
回
に
は
戸
口
が
内
野
ヒ
ッ
ト
に
出
て
こ
ん

ど
は
投
手
の
近
藤
に
バ
ン
ト
さ
せ
た
が
う
ま

く
田
中
に
さ
ば
か
れ
て
た
者
は
一一封
さ
れ

た
。

浦
利
は
四
回
村
本
の
初
ヒ
ン
ト
で
二
死
一、
三

塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
た
も
の
の
重
盗
失
敗
、

五
国
に
は
戸
塚
の
中
越
え
三
塁
打
が
出
た
が
、

こ
れ
も
二
死
後
で
実
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
も
キ
レ
の
い
い
カ
ー
プ
を
投
げ
る
近

藤
と
、
鋭
い
シ
ュ
ー
ト
と
外
角
低
め
の
速
球

を
投
げ
る
田
中
の
利
譲
ら
ぬ
投
手
戦
が
つ
つ

き
優
勝
戦
ら
し
い
興
砲
一を
も
り
た
て
て
一い

っ
た
。

川
崎
は
七
回
二
死
後
か
ら
安
打
の
戸
口
を
お
い

il1  325 0 8 1
▽三塁打 戸塚▽二
塁 打 為 房、近 藤
(川)▽犠打 浦 2
(近藤、稲垣)▽残
塁 浦 31‖ 5、 ▽失
策  浦 1(近藤 )jll
l(戸 口)▽ 2時間
46分▽審判 山本、
郷司、日下部、真 田、
カロ1泰、 悧田J‖

回安三四自
田  中  75810
佐  藤  20000
近  藤  95311
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打
と
田
中
ｌ
佐
藤
の
好
リ
レ
ー
が
た
た
え
ら
れ

よ
う
。
川
崎
も
よ
く
戦
っ
た
。
と
く
に
近
藤
の

健
投
は
称
賛
さ
れ
る
。
金
力
を
出
し
切
っ
て
の
　
　
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

試
合
だ
っ
た
だ
け
に
、
全
く
悔
い
の
な
い
試
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
尾
）

田
中
投
手
Ｊ

え
憲
賞
近
藤
投
手
己

■
●
１
■
●
′
●
●
コ
′
―
●
―
●
―
■
，
●
●
●
―
コ
“

一担
一一一人
一表
一彰
‐・・・・．．…

第
三
十
五
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
の
個
人
表
彰

は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

◇
橋
戸
賞
（最高殊動選３

田
中
章
投
手
翁
和
ｏ日本
通じ

金
沢
、川
崎
（東
芝
）
横
浜
、そ
れ
に
決
勝
の

川
崎
（コ
ロ
ム
ビ
ア
）
と
の
試
合
に
登
板
、

佐
藤
投
手
と
コ
ン
ピ
て
浦
和
の
マ
ウ
ン
ド
を

死
守
、
決
勝
で
は
七
回
代
打
で
か
わ
る
ま
で

強
打
の
川
崎
を
無
得
点
に
封
じ
て
浦
和
の
初

優
勝
に
貢
献
し
た
。
（千
葉
経
済
高
出
、
二

十
才
）

◇
久
慈
賞
釜
闘じ

近
藤
重
雄
投
手
∩
崎コロムビこ

大
会
第
一戦
の
対
京
都
（日
本
新
薬
）
戦
に

完
投
、岡
山
と
の
引
き
分
け
試
合
、お
よ
び
再

試
合
、札
幌
と
の
延
長
１２
回
と
、最
後
の
決
勝

戦
に
登
板
、
決
勝
で
は
浦
和
の
粘
り
強
い
攻

撃
陣
を
お
さ
え
る
な
ど
、
僣
し
く
も
敗
れ
た

が
最
後
ま
で
健
闘
、
大
会
の
花
と
し
て
活
躍

し
た
。
（福
島
県
石
川
高
出
、
二
十
一オ
）

◇
小
野
賞

田
中
公
雄
投
手
（札幌
・拓殖銀Ｃ

熊
本
、
諏
訪
、
川
崎
と
の
三
試
合
に
完
投
、

熊
本
、
諏
訪
と
の
二
試
合
を
完
封
し
た
ほ
か

打
者
と
し
て
も
一、
二
回
戦
で
の
勝
利
の
一

撃
を
放
つ
な
ど
、
投
打
に
わ
た
って
活
躍
、

川
崎
戦
で
も
延
長
１２
回
を
投
げ
き
って
、
川

崎
を
苦
し
め
僣
し
く
も
１
点
差
で
敗
れ
た

が
、
本
大
会
を
も
り
あ
げ
た
功
績
は
大
き
か

っ
た
。
（早
大
出
、
二
十
五
才
）

◇
特
別
賞

黒
江
幸
弘
遊
撃
手
策
亭
熊谷じ

対
室
蘭
戦
で
４
打
席
４
安
打
、
つ
づ
く
東
京

ｏ電
電
戦
の
４
打
席
目
ま
で
連
続
安
打
し
て

″８
打
席
８
安
打
″
の
大
会
新
記
録
を
樹

立
、
ま
た
首
位
打
者
に
な
る
な
ど
熊
谷
組
の

準
決
膀
進
出
の
大
き
な
原
動
力
と
な
った
。

（鹿
児
島
高
出
、
二
十
六
才
）

な
お
特
別
貸
は
大
会
球
史
を
通
じ
て
黒
江
選

手
が
は
じ
め
て
の
受
賞
。

▽
首
位
打
者
賞
＝
黒
江
幸
弘
遊
撃
手
（東
京
・

熊
谷
組
）
試
合
数
５
、
打
数
１８
、
安
打
１２
、

塁
打
２‐
（本
塁
打
２
）
打
点
３
、
打
率
Ｏ
・

一ハエハル﹈

▽
打
撃
史
＝
枝
松
道
澪
二塁
手
（横
浜
ｏ日
本

鋼
管
）
試
合
数
５
、
打
数
‐６
、
安
打
１０
、
塁

打
１２
、
打
点
５
、
打
率
Ｏ
・
六
二
五

▽
同
＝
田
中
公
雄
投
手
（札
幌
・
拓
殖
銀
行
）

試
合
数
３
、
打
数
Ю
、
安
打
６
、
塁
打
８
、

打
点
３
、
打
率
０
■
ハ〇
〇

一
優
秀
選
手
¨

第
二
十
五
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
の
医
秀
選
手

は
、
四
日
決
勝
戦
終
了
後
、
後
楽
園
で
開
か
れ

た
選
考
委
員
会
で
つ
ぎ
の
と
お
り
決
定
し
た
。

【投
手
】
佐
藤
、
日
中
（以
上
浦
和
）
近
藤

（川
崎
・
コ
ロ
ム
ビ
ア
）
田
中
（札
幌
）
阿

曾
（横
浜
）
平
野
（北
九
州
）
金
沢
釜
﹇

原
）【捕

手
】
広
瀬
（横
浜
）
中
村
（士口原
）
大

西
敬
（東
京
・
熊
谷
）

【
一
塁
手
】
津
田
（岡
山
）
村
本
（浦
利
）

【二
塁
手
】
古
田
（東
京
・
熊
谷
）
枝
松

（横
浜
）
近
藤
（浦
和
）
古
海
（北
九
州
）

大
森
（岡
山
）

【三
塁
手
】
角
田
（川
崎
・
コ
ロ
ム
ビ
ア
）

日生サービスコーナー開設′
生命保険のことな らなんで もお聞きください。

こ加入中の保険のこ相談はもちろん、保険についてのご質問、こ要望にいたるまで、

どんなことでもわかりやすくお答えしまう 。
こ相談相手は、専任のコンサルタントでもちろん無料。お気llEに ご利

用 ください 口ところは=なんば高島屋地下 交通公社となり

生活設計に奉仕 して75年
日生 サー ビス コーナ ー
TEL(641) 5030 75H
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田
浦
（横
浜
）
原
田
（東
京
・
熊
谷
）

【遊
撃
手
】
黒
江
（東
京
・
熊
谷
）
為
房

（川
崎
・
コ
ロ
ム
ビ
ア
）
宇
野
（横
浜
）
宮

脇
（姫
路
）

【外
野
手
】
朝
岡
（川
崎
・
コ
ロ
ム
ビ
ア
）

稲
見
（岡
山
）
小
堀
（浦
利
）
有
田
（北
九

州
）
佐
藤
、
今
西
（以
上
横
浜
）
伊
田
（姫

路
∠
戸
口
（川
崎
・
コ
ロ
ム
ビ
ア
〓
戸
塚

（浦
和
）
大
西
清
（東
京
・
熊
谷
）

画̈蔽い嶼蔽̈

縛一̈」冬
蝙尿

一
¨
﹈
持
す
中
¨
一
¨
¨
一
¨
呻
¨
¨
中
一
｝

膨

Ｚ

一
糞

鼎

¨
¨

‐ つ 三
け
」
「
¨
﹇
一
一
峙
¨
一
」
っ
一
一
』

一
一
枷
琲
一
¨
一
一
疇
一
一
ｍ

し っ 的
一
一
轟
¨
枷

一
」
¨

好 っ 両
中
一
一

持 っ の
中
一
¨
一
静
摯
¨
一
一
一

″
¨
一
¨
峙
倅
一
鰤
一
〔
一
一
一
一
¨
一
一
¨

に
﹈
中
中

同 っ り
一
一
一
特
一
一
一
一
一
い
時

つ を
¨
¨

た
。
日
中
、
佐
藤
の
二
人
の
投
手
力
は
強
力
で

こ
の
投
手
力
が
勝
利
の
原
動
力
と
な
っ
た
が
、

と
に
か
く
二
人
の
力
を
存
分
に
発
揮
さ
せ
た
の

は
見
事
だ
っ
た
。
そ
れ
に
バ
ッ
ク
も
こ
れ
と
い

っ
て
日
立
っ
た
選
手
は
い
な
い
が
、
そ
の
持
ち

ゴ
マ
を
フ
ル
に
活
用
し
て
チ
ー
ム
カ
を
一
戦
ご

と
に
も
り
上
げ
て
い
っ
た
手
腕
は
た
い
し
た
も

の
だ
。

全
イ
ン
ニ
ン
グ
に
出
場
し
た
の
は
キ
ャ
プ
テ
ン

の
近
藤
一番
打
者
だ
け
。
あ
と
は
小
堀
、
村
木

を
除
き
毎
ゲ
ー
ム
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ｏ
メ
ン

バ
ー
が
変
わ
っ
て
い
た
ほ
と
だ
。

決
勝
戦
で
左
打
ち
の
戸
塚
が
勝
利
の
突
破
口
を

き
り
開
き
、
代
打
、
代
走
が
図
に
当
た
る
な
ど

同
監
督
の
綿
密
な
選
手
起
用
が
ほ
と
ん
ど
的
中

し
た
感
じ
だ
。

間
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
同
チ
ー
ム
に
は
〃虎

の
巻
″
が
あ
る
と
の
こ
と
。
同
監
督
が
書
い
た

技
術
書
で
あ
り
、
精
神
面
に
わ
た
っ
て
ま
で
細

か
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
日
ご
ろ
か
ら

選
手
に
読
ま
せ
て
実
行
さ
せ
た
。
い
わ̈
ゅ
る

″稲
葉
読
本
″
が
チ
ー
ム
に
し
み
わ
た
っ
て
い

た
感
じ
。
だ
か
ら
あ
れ
だ
け
の
す
ば
ら
し
い
チ

ー
ム
・
プ
レ
ー
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。

”
自
信
と
気
力
”

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

”

の

浦

和

・
日

通

“

今
日
の
よ
う
に
全
国
的
に
チ
ー
ム
カ
が
拷
返
し

た
時
代
は
、
戒
量
だ
け
に
も
の
を
い
わ
せ
て
押

し
切
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可

能
で
あ
る
。
危
機
に
陥
っ
て
も
平
静
に
高
度
の

薇
量
を
発
揮
す
る
に
は
、
平
薬
の
訓
練
で
つ
ち

か
わ
れ
た
″ブ
レ
ー
に
対
す
る
―■
信
″
と
い
う

も
の
が
、
選
手
個
人
々
々
に
し
み
込
ん
で
い
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
浦
和
は
春
以
来
連
戦
連

勝
、
練
習
ゲ
ー
ム
に
も
全
力
を
傾
注
し
て
こ
の

″自
信
〃
を
つ
か
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
は
″自
信
″
と
″気
力
〃
の
勝
利
と
い
っ
て

も
よ
い
。”

川
崎
も
強
気
”

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

”

で

勝

ち

進

む

“

地
元
関
東
勢
の
レ
ベ
ル
が
や
や
一﹇
く
、
と
決
勝

が
関
東
四
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
た
の
も
特
筆
さ
れ

る
。
ま
た
沖
縄
か
ら
初
参
加
し
た
琉
球
煙
草
の

健
闘
も
記
念
大
会
に
″
を
そ
え
た
。

気
一本
ヤ
リ
″
で
押
し
進
ん
で
い
っ
た
感
じ
で

あ
る
。

横
浜
・
日
本
鋼
管
、
東
京
・熊
谷
組
の
強
豪
チ

ー
ム
も
風
格
を
備
え
た
好
チ
ー
ム
だ
っ
た
が
、

と
も
に
浦
和
、
川
崎
の
気
力
に
屈
し
た
の
は
普

し
ま
れ
る
。
と
く
に
横
浜
は
６
１
１
と
大
量
の

リ
ー
ド
を
一度
は
奪
っ
て
い
た
だ
け
に
無
念
で

あ
ろ
う
。

光
っ
た
。一光る黒江⌒東己

“

“
の
好
打
好
走
”

総
体
的
に
み
る
と
、
こ
と
し
は
田
中
、
佐
藤

（浦
和
）
近
藤
（川
崎
）
の
ほ
か
若
い
投
手
の

活
躍
が
日
だ
っ
た
。
田
中
（札
幌
）
阿
曾
（横

浜
）
平
野
（北
九
州
）
荻
原
（諏
訪
）
そ
れ
に

ベ
テ
ラ
ン
で
は
大
工
（姫
路
）
金
沢
（吉
原
）

ら
が
健
闘
し
た
。
し
か
し
左
腕
の
好
投
手
が
い

な
か
っ
た
の
は
さ
び
し
い
。

打
撃
面
で
は
花
々
し
く
打
ち
合
う
と
い
う
試

合
は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
が
８
打
席
連
続
安

川
崎
・
コ
ロ
ム
ビ
ア
も
第
一戦
か
ら
つ
ね
に
自
　
　
　
阿
曽
以
外
に
た
よ
れ
る
投
手
が
い
な
か
っ
た

信
に
満
ち
た
プ
レ
ー
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
た
。　
　
　
の
が
敗
因
と
な
っ
た
。

好
投
手
近
藤
を
中
心
に
仁
伯
、
虎
若
と
投
手
力
　
　
東
京
・
電
電
東
京
ヽ
札
幌
・拓
銀
、
北
九
州
・

は
量
的
に
も
申
し
分
な
か
っ
た
し
、
角
田
、
朝
　
　
八
幡
製
鉄
、
吉
原
・
大
昭
和
、
岡
山
・合
敷
レ

岡
、
為
房
、
保
垣
ら
が
活
躍
し
た
。
終
始
″強
　
　
イ
ヨ
ン
、
姫
路
ｒ
山
陽
特
殊
製
鋼
ら
の
健
固
も

三
十
五
年
も
前
の
話
だ
か
ら
古
く
さ
い
か
　
　
こ
の
企
画
は
大
ヒ
ッ
ト
し
た
わ
け
で
″都
　
球
を
育
て
て
く
れ
た
幾
多
の
野
球
人
が
故
人
　
〓‐・〓‐

ぎ
り
だ
が
、
都
市
対
抗
野
球
の
創
始
者
は
橋
　
市
対
抗
野
球
″の
名
付
け
親
、橋
戸
君
の
達
見
　
に
な
ら
れ
、
三
十
二
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
こ
　
・‐‐．．

戸
頑
鉄
君
（故
人
）
だ
。
当
時
は
六
大
学
リ

ー
ク
し
か
な
か
っ
た
か
ら
、
大
学
で
野
球
を

し
た
連
中
も
社
会
人
に
な
る
と
ま
っ
た
く
ボ

ー
ル
を
に
ぎ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

¨̈一『』義̈一̈一馨一一̈嶺峙粋　一一一一̈一一一“秦申・陣詢』いい　　　　　　一一一一一一一一一書椰長一　　̈

と
実
行
力
に
は
本
当
に
感
服
し
た
。
た
だ
忘
　
ん
ど
の
記
念
大
会
を
い
っ
し
ょ
に
見
る
こ
と
　
，・‐‐

れ
ら
れ
て
い
る
功
労
者
が
別
に
い
る
。
当
時
　
が
で
き
な
い
の
が
た
だ
一
つ
残
念
な
こ
と
　
‘・・‥‐

の
日
本
最
強
チ
ー
ム
は
小
野
三
千
摩
、
湯
浅
　
だ
。
最
大
の
感
激
は
二
十
八
日
大
会
の
優
勝
　
¨

練
大
が
中
心
の
大
毎
軍
で
、
こ
れ
が
都
市
対
　
チ
ー
ム
熊
谷
組
が
米
国
に
遠
征
し
て
こ
れ
を
　
〓‐・，．
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打
の
レ
コ
ー
ド
を
つ
く
った
黒
江
（東
京
）

の
好
打
好
走
が
と
く
に
目
立
って
い
た
。

ま
た
首
位
打
者
を
争
った
梗
松
を
は
じ
め
田

浦
、
佐
藤
、
今
西
、
広
瀬
ら
横
浜
の
″殺
人
打

線
″
も
魅
力
が
あ
った
。
角
日
、
為
一房
、
朝
岡

（川
崎
）
有
日
、
古
海
（北
九
州
）
稲
見
、
津

田
（岡
山
）
ら
の
好
打
ぶ
り
が
目
立
った
。

守
備
面
で
は
ど
の
テ
ー
ム
も
か
な
り
の
ま
と
ま

り
を
み
せ
て
い
た
が
、
古
田
（東
京
）
宇
野

（横
浜
）
宮
脇
（姫
路
）
ら
の
相
変
わ
ら
ず
の

好
守
ぶ
り
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

輔̈つ合獲判⇔̈

こ
と
し
は
熱
戦
が
多
か
った
た
め
か
試
合
時
間

が
長
く
、
門
真
・
松
下
―
東
京
・
電
電
の
６
時

間
１３
分
を
は
じ
め
１０
ゲ
ー
ム
も
３
時
間
以
上
の

試
合
が
あ
っ
た
。
延
長
戦
に
も
な
ら
な
い
の
に

３
時
間
を
こ
え
た
試
合
も
あ
る
。
と
く
に
東
京

・
電
電
は
延
長
戦
も
あ
っ
た
が
、
全
部
３
時
間

以
上
だ
っ
た
。
最
近
は
都
市
対
抗
だ
け
で
は
な

く
プ
ロ
、
ア
マ
を
通
し
て
試
合
時
間
が
長
く
な

っ
て
い
る
が
、
も
っ
と
監
督
、
選
手
自
身
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
試
合
を
す
る
よ
う
に
努
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
大
切
な
場
合
は
別

と
し
て
一つ
の
サ
イ
ン
で
自
由
目
在
に
動
け
る

よ
う
な
野
球
を
や
って
ほ
し
い
も
の
だ
。
そ

れ
に
は
予
選
の
と
き
か
ら
努
力
し
て
ほ
し
い
。

不
必
要
な
タ
イ
ム
、
無
用
な
抗
議
な
ど
で
好
試

合
の
流
れ
を
そ
ら
せ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

（松
尾
）

の
な
か
の
文
字
も
、
バ
ビ
ロ
ン
の
ク
サ
ビ
形
文

字
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
い
う
。
第
一
次
予
選
の

優
勝
チ
ー
ム
に
は
紅
獅
子
涙
、
第
二
次
予
選
に

は
青
獅
子
涙
、
本
大
会
準
優
勝
チ
ー
ム
に
は
自

獅
子
旗
、
三
位
に
は
黄
獅
子
旗
と
、
色
分
け
さ

れ
た
獅
子
の
涙
が
贈
ら
れ
る
。

優
勝
涙
黒
獅
子
は
最
初
の
第
一回
か
ら
三
年

間
、
大
連
（現
在
は
中
国
）
に
と
と
ま
り
、
こ

れ
を
内
地
勢
が
奪
い
か
え
そ
う
と
懸
命
に
な

り
、
第
四
回
大
会
に
東
京
が
よ
う
や
く
黒
獅
子

旗
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
昨
年
の
第
三

十
四
回
ま
で
に
、
黒
獅
子
は
東
京
に
八
回
、
大

阪
に
五
回
、
横
浜
に
四
回
、
大
連
三
回
、
八

幡
、
京
城
、
岐
阜
に
各
二
回
、
整
戸
、
門
司
、

福
岡
、
別
府
、
十日原
、
松
山
に
各
一
回
は
た
め

き
、
一
昨
年
は
切
め
て
京
都
に
ひ
る
が
え
っ

た
（第
十
五
回
大
会
は
中
止
）
こ
の
な
か
で
さ

ん
然
と
輝
い
て
い
る
の
は
第
二
十
一
、
二
、
三

回
大
会
の
大
阪
全
鐘
紡
の
三
連
勝
で
あ
ろ
う
。

こ
の
大
会
は
昭
和
十
八
、
十
九
、
二
十
年
と

戦
争
の
た
め
中
絶
し
た
が
、
昭
和
十
七
年
の
第

十
六
国
大
会
に
京
城
が
優
勝
し
た
の
で
、
黒
獅

子
旗
は
そ
の
ま
ま
京
城
の
地
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
幸
運
に
も
戦
火
を
ま
ぬ
が
れ
、

終
戦
の
年
の
二
十
年
十
月
上
旬
に
元
全
京
城
の

選
手
、
秋
山
光
夫
（法
大
出
）
と
い
う
人
が
腹

に
巻
い
て
か
く
し
持
ち
、
郷
里
の
四
国
丸
亀
に

持
ち
帰
っ
た
。
大
会
再
開
の
う
わ
さ
を
聞
い
た

同
氏
が
、
毎
日
新
聞
丸
亀
通
信
部
を
通
し
て
黒

獅
子
旗
を
都
市
対
抗
に
返
還
し
た
。

こ
う
し
た
数
奇
な
運
語
を
持
つ
黒
獅
子
膜

は
、
こ
と
し
果
た
し
て
ど
こ
の
地
に
ひ
る
が
え

る
だ
ろ
う
か
。

◇橋戸賞便雲鯰 回
)

10回 井野jl剛春 (F号 司鉄道局 )捕 手
H回 角地孫之助 (八 幡 製 鉄 )投 手
12回 土井 寿蔵 (藤 倉 電 線 )投 手
13回 吉田 正男 (藤 倉 電 線)投 手
14回 野村  武 (全 京 城 )投 手
15回    (中   止 )

16回  (該当者な し)
17回 中原  宏 (大日本土木 )投 手
18回 村瀬  保雄 (大日本土木 )遊撃手
19回 宮崎  要 (西 日本鉄 道 )二塁手
20回 荒巻  浮 (星 野 組 )投 手
21回 高橋  久雄 (全 鐘 紡 )左翼手
22回 松井  実 (全 鐘 紡 )遊撃手
23回 松井  実 (全 鐘  紡 )遊撃手
24回 黒柳  巽 (大昭和製紙 )投 手
25回 井原 数日 (八 幡 製 鉄 )三塁手
26回 本本  豊 (全 鐘 紡 )遊撃手
27回 藤田 元司 (日 本 石 油 )投 手
28回 島津 四郎 (熊 谷 組 )左翼手
29回 伊藤 政敏 (日 本 石 油 )投 手
30回 西  三雄 (九 善 石 油 )投 手
31回 1高林 恒大 (熊 谷  組 )左翼手
32回 杉本和喜代 (日 本 石 油 )投 手
33回 佐々木吉郎 (日 本 石 油 )投 手
34回 堤   字 (積 水 化 学 )投 手

◇久慈賞仔撃翠鏑避回)
18回 中原  宏 (大 日本土木 )投 手
19回 永利  勇吉 (星 野 組 )捕 手
20回 大通 信敏 (大昭和製紙 )遊撃手
21回 櫛田由美彦 (熊 谷 組 )捕 手
22回 野 口 勝美 (南 海 土 建 )中堅手
23回 野見山 博 (日 鉄 二 瀬 )投 手
24回 種田 吉富 (全 鐘 紡 )捕 手
25回 大館 盈六 (全 藤 倉 )遊撃手
26回 山本  治 (高 砂 鐘 化 )投 手
27回 大沢 貞義 (熊 谷  組 )投 手
28回 颯本 律雄 (日 通 浦 和 )投 手
29回 井  洋雄 (日 鉄 二 瀬 )投 手
30回 出沢 政雄 (富士鉄釜石 )一塁手
31回 松浦三千男 (松 下 電 器 )投 手
32回 鬼頭 忠雄 (新三菱重工 )投 手
33回 鬼頭 忠雄 (日通名古屋 )投 手
34回 佐藤  進 (富士鉄室蘭)投 手
◇小野賞は墾雰鯰 回

)
27回    日 鉱  日 立
28回 村上 崚介 (日 鉄 二 瀬 )投 手
29回 増山桂一郎 (日 本 石 油 )監 督
30回   畠 士 鉄 釜 石
31回 大沢 貞譲 (熊 谷  組 )監 督
32回 大工  勝 (富士鉄広畑 )投 手
33回 今西 良男 (日 本 石 油 )左翼手
34回    積  水 化  学

出
書

最

輔

禁

製

盟

選
手
賞
。
都
市
対
抗
育
て
の
親
、
橋
戸
頑
鉄
氏

の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
設
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
橋
戸
氏
は
東
京
日
日
新
聞
の
記
者
と
し

て
、
こ
の
大
会
の
設
立
計
画
に
加
わ
り
、
一
年

有
余
の
歳
月
を
つ
い
や
し
て
朝
鮮
、
満
州
に
ま

で
足
を
の
ば
し
、
各
チ
ー
ム
を
説
得
、
昭
利
二

年
八
月
に
第
一回
大
会
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

昭
利
十
一年
二
月
、
五
十
八
才
で
死
去
し
た
。

最
初
の
受
賞
者
は
門
鉄
の
井
野
川
利
春
捕
手

（現
パ
・リ
ー
ク
審
判
員
）
で
松
井
実
遊
撃
手

（全
鋼
紡
）
は
連
続
二
回
受
賞
し
て
い
る
。

＝
姿

昇

辞

閲

饂

離

オ
ー
シ
ャ
ン
を
ひ
き
い
て
活
躍
し
た
″闘
志
の

人
″
故
久
慈
次
郎
氏
の
名
を
残
す
本
大
会
の
敢

闘
賞
で
、
第
十
八
回
大
会
か
ら
設
け
ら
れ
た
。

昭
和
十
四
年
八
月
十
八
日
、
札
幌
円
山
球
場
で

の
北
海
道
・
樺
太
実
業
団
野
球
で
、
打
席
で
捕

手
の
二
塁
送
球
を
こ
め
か
み
に
う
け
て
こ
ん

倒
、
四
十
二
オ
の
生
涯
を
と
し
た
。

一ふ

難
貴
一一一
籍

列

必

一長 社
銭

て
、
大
会
発
展
に
力
を
尽
く
し
た
故
小
野
三
千

麿
氏
の
功
績
を
し
の
ひ
、
第
二
十
七
回
大
会
か

ら
制
定
さ
れ
た
。
慶
大
の
名
投
手
だ
っ
た
小
野

氏
は
、
毎
日
新
聞
運
動
部
記
者
と
し
て
、
野
球

記
事
に
風
格
あ
る
健
筆
を
ふ
る
う
か
た
わ
ら
、

球
界
役
員
と
し
て
今
日
の
都
市
対
抗
を
築
き
上

げ
た
。
大
会
を
通
し
て
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
示

し
た
テ
ー
ム
、
ま
た
は
個
人
に
贈
ら
れ
る
。

数
奇
な
運
命
秘
め
る

都
市
対
抗
の
優
勝
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
優
勝

顔
が
黒
獅
子
涙
で
あ
る
。
昭
和
二
年
の
都
市
対

抗
野
球
誕
生
を
記
念
し
て
、
小
杉
未
醒
氏
（芸

術
院
会
員
）
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
獲
物
に
向
か

っ
て
お
ど
り
か
か
ろ
う
と
す
る
黒
獅
子
の
姿
が

金
糸
で
ふ
ち
と
ら
れ
て
、
旗
の
中
央
に
く
っ
き

り
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
バ
ビ
ロ
ン
の
レ
リ

ー
フ
の
構
図
が
、
あ
ざ
や
か
に
再
現
さ
れ
、
旗



６完
全
試
合
は
一度
だ
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快
記
録
＝都市対
抗
野
球
＝
珍
記
録

五
選
手
が
満
塁
ホ
ー
マ
ー

野
球
て
い
ち
ば
ん
痛
快
な
の
は
逆
転
サ
ョ
ナ
ラ

満
塁
ホ
ー
マ
ー
。
こ
れ
は
残
念
な
が
ら
都
市
対

抗
に
は
な
い
。
し
か
し
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
ゲ
ー

ム
（完
全
試
合
）
は
一
度
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
都
市
対
抗
の
快
記
録
、
珍
記
録
を

拾
っ
て
み
よ
う
。

①
…
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
グ
ー
ム
の
偉
業
は
、
第

二
十
八
回
に
日
鉄
二
瀬
の
村
上
崚
介
投
手
が
、

対
高
砂
鐘
化
の
一戦
に
や
っ
て
の
け
た
。
こ
の

日
の
村
上
は
下
手
投
げ
か
ら
浮
き
上
が
る
直
球

と
シ
ュ
ー
ト
が
コ
ー
ナ
ー
に
よ
く
き
ま
り
、
つ

ぎ
つ
ぎ
と
高
砂
の
打
者
を
う
ち
と
っ
て
い
っ

た
。直

球
が
よ
く
伸
び
て
い
た
た
め
、
高
砂
打
者

は
振
り
遅
れ
、
３
三
振
の
ほ
か
は
ゴ
ロ
が
わ

ず
か
３
個
。
ほ
か
は
凡
フ
ラ
イ
と
な
っ
て
一

人
の
走
者
も
一
塁
に
達
し
な
か
っ
た
。

①
■
こ
の
快
投
に
つ
ぐ
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
・
ノ
ー
ラ

ン
は
二
度
記
録
さ
れ
て
い
る
。
別
表
の
と
お
り

第
十
四
回
の
大
阪
市
田
投
手
と
、
第
二
十
五
回

の
川
崎
ト
キ
コ
岡
本
投
手
だ
。
岡
本
は
こ
の
と

き
１
四
球
を
与
え
た
の
み
。
も
う
少
し
で
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
・
ゲ
ー
ム
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

ま
た
相
手
の
鐘
化
山
本
治
投
手
も
快
投
し
て
１

安
打
を
許
し
た
の
み
。
も
う
少
し
で
両
軍
ノ
ー

ヒ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
と
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

①
…
三
振
奪
取
で
は
、
第
二
十
九
回
大
会
に
松

出
丸
善
石
油
の
西
五
十
六
投
手
が
２‐
三
振
を
奪

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ナ
イ
タ
ー
で
西
投
手
は
ス

ピ
ー
ド
が
あ
っ
た
た
め
、
大
昭
利
の
打
者
は
キ

リ
キ
リ
舞
い
さ
せ
ら
れ
た
。

延
長
１５
回
で
大
昭
和
の
安
藤
投
手
（現
阪

急
）
は
、
６
打
席
６
三
振
を
喫
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
破
れ
な
い
レ
コ
ー
ド
だ
。

〇
…
打
つ
方
で
派
手
な
の
は
〃満
塁
ホ
ー
マ

ー
〃
。
こ
れ
は
い
ま
ま
で
五
人
。
第
△
回
富
田

（大
宮
）
第
十
一回
塩
田
（八
幡
）
第
二
十
一

回
藤
咲
（鹿
沼
）
高
橋
（大
阪
）
第
二
十
一
回

松
山
（東
京
）
で
こ
こ
し
ば
ら
く
は
お
目
に
か

か
っ
て
い
な
い
。

サ
ヨ
ナ
ラ
・
ホ
ー
マ
ー
で
一
番
お
も
し
ろ
か
っ

た
の
は
第
十
四
回
の
川
崎
コ
ロ
ム
ビ
ア
対
新
潟

鉄
道
の
延
長
十
一回
で
、
川
崎
の
出
崎
の
放
っ

た
決
勝
打
。
レ
フ
ト
の
ボ
ー
ル
ヘ
あ
た
る
と
い

う
き
わ
ど
い
一
打
だ
っ
た
。
三
十
四
回
大
会
に

は
積
水
化
学
が
大
会
通
第
一
チ
ー
ム
７
ホ
ー
マ

Ｌ
の
大
会
タ
イ
記
録
を
出
し
た
の
と
、
大
阪
全

鐘
紡
が
大
会
第
一日
の
羽
幌
炭
破
の
互
国
に
一

イ
ン
ニ
ン
グ
３
ホ
ー
マ
ー
（レ
コ
ー
ド
）
を
放

っ
て
、　
一挙
に
劣
勢
を
は
ね
返
し
た
反
撃
ぶ
り

が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
ま
た
第
二
十
五
回
大

会
で
は
東
京
の
黒
江
が
８
打
席
連
続
安
打
の
レ

コ
ー
ド
を
つ
く
っ
た
。

自由化に放つ/ 高級車薔戸JF
ツインキャプ 0デ ュアルエキソース ト装備

高級乗用車デポネア

機導 F凛
優雅にして清楚、そ

ず

活な車の意  6気 筒 105馬 力

■リクライニングシー ト、エアコンデイシ ョナーほか
・ 2000CC級最大の広 く豪華な室内 豊富なオブシ ョナルパーツも準備しています。2000CC級最高の6気筒エンシン 最高速 155キ ロ

囃国窯ヨJ孵馴  A二ヽ理譜纏駐
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《E)・・・・ 試

0最 短 時 間 試 合  1時 間 15分
0最 長 時 間 試 合  5時 間27分
◇延  長  戦  22回

《二) ・・・・ lQ   :言 :::

◇完全試合 村  上 (日鉄二瀬 )
◇ノー ヒッ ト・ ノーラ ン
市 田 (大阪 0中山製鋼 )
岡 本 (111崎・ ト キ コ)

◇最多三振奪取
平古場、河合 (大阪・ 鐘紡 )

16三振
岩 瀬 (大 連 実 業 )14三振
西  (松 山・ 丸善 )21三振

◇毎回三振奪取
山 本 (吉原・ 大昭和 )

◇三試合連続完封

西 村 (東京・ 全藤倉 )

佐 々木 (横浜・ 日 石 )

◇無四球試合
二 瀬 1-0高  砂
京 都 2-0大  分

◇最多四球
19四球 宮武、菊谷 (東京 )

◇最少投球数
井 (日鉄二瀬)77球

◇最多投球数
永易 (大阪・ 電電 )270球

第26回  吉 原 7-1千  葉

第25回
1萎  曇 :≡ !霧 曹

第33回
1橿 霙 L≡ 1暑古贔

◇43イ ンニ ング連続無失点
佐 々木 (横浜 0日 石 )

曇 霙]≡ 1巽 劣 :日
第
"回 悽姿f=8集古晨(3D

日本社会人野球協会会報

ィfざ・・・・ (D

大 会
第 19回
ウ彗33E]
,与 33匡]

の    1ヨF・・・ 。(D

自首28[コ 二  瀬 1-0高  砂

第 28回  村 上 (二)一山本治 (高)
第 33回 松 井 (京)一緒 方 (大)

第 8回 東 京 15-10吹 田
第27回 二  瀬 4-0室  関
第33回 東 京

k通豊奔回野

噂
阪
阪

合
小
大
大

一
一
一

試
岡
京
京

福
東
東

都
砂
　
　
山
浜
原
＞回

京
高
　
　
富
横
吉
１５

０
０
　
　
２
１
２
長

一　
一　
　
　
一　
一　
一延

２
１
　
　
３
４
２
く

阪
崎
　
　
阪
連
山

大
川
　
　
大
大
松

回
回
　
　
回
回
回

‐４
２５
　
　
２５
９
２９

第
第
　
　
第
第
第

鰤
¨
一
け
罐
「
精
趣
効
け
一
中
晰
な

れ っ
徴
魔

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
接
戦
、

延
長
戦
、
逆
転
と
た
し
か
に
話
題
は
多
か
っ
た

も
の
の
、
番
狂
わ
せ
は
意
外
に
少
な
く
、
優
勝

候
補
の
一
つ
で
あ
っ
た
浦
和
・日
本
通
運
の
初

優
勝
で
大
会
の
幕
を
開
し
た
。

予
想
を
た
て
た
一
人
と
し
て
は
や
れ
や
れ
と

い
っ
た
と
こ
ろ
。
昨
年
の
よ
う
に
そ
れ
ほ
ど
注

目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
京
都
・積
水
化
学
―
―

室
蘭
・
富
士
製
鉄
の
優
勝
争
い
と
な
る
と
面
目

丸
つ
ぶ
れ
だ
か
ら
、
そ
の
点
で
は
今
年
の
予
想

横
浜
・
日
本
鋼
管
、
大
阪
・
電
電
近
畿
、
そ

れ
に
東
京
・
熊
谷
組
、
浦
利
ｏ
日
通
、
そ
れ
と

前
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
積
水
化
学
の
五
チ
ー
ム

を
大
会
前
に
優
勝
候
補
と
し
た
。
積
水
が
大
会

第
一日
の
開
幕
第
一戦
で
吉
原
ｏ
大
昭
和
に
僣

敗
し
て
早
く
も
そ
の
一角
が
崩
れ
落
ち
た
が
、

ほ
か
は
期
待
さ
れ
た
強
豪
が
比
較
的
ス
イ
ス
イ

と
勝
ち
進
ん
だ
。
準
優
勝
に
残
っ
た
四
チ
ー
ム

の
う
ち
優
勝
候
補
の
鋼
管
、
熊
谷
組
、
日
通
の

三
チ
ー
ム
が
残
っ
た
の
だ
か
ら
、
ま
あ
ま
あ
と

ほ
め
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
。

と
こ
ろ
が
最
有
力
候
補
随
一
と
目
さ
れ
て
い

た
鋼
管
が
、
一
度
は
日
通
を
６
１
１
と
大
量
に

リ
ー
ド
し
な
が
ら
、
後
半
逆
転
さ
れ
た
の
は
意

外
と
い
う
ほ
か
な
か
っ
た
。
逆
に
５
点
の
劣
勢

を
は
ね
返
し
た
日
通
の
気
力
は
見
上
げ
た
も
の

で
あ
る
。
普
通
な
ら
勝
負
あ
っ
た
と
あ
き
ら
め

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
稲
栞
日
通
監
督
は
、

「相
手
が
優
勝
候
補
の
筆
頭
だ
か
ら
、
こ
こ
ま

で
き
た
ら
も
う
十
分
、
楽
な
気
持
ち
で
い
け
と

ナ
イ
ン
に
い
っ
て
お
い
た
の
が
よ
か
っ
た
」

と
い
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
日
通
の
ナ
イ
ン

は
の
び
の
び
と
プ
レ
ー
し
て
い
た
。
逆
に
鋼
管

は
勝
利
ま
ち
が
い
な
し
と
ち
ょ
っ
と
油
断
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
エ
ー
ス
の
阿
曾
を
途
中
か
ら
引

っ
込
め
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
後
の
投
手
が
打

ち
込
ま
れ
て
い
る
。
阿
曾
に
つ
ぐ
投
手
が
な
か

は
ま
ず
ま
ず
合
オ各
と
υ`

て
よ
レ`

:`E)i

勝 :

:利 :
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ヨP   の
◇最多得点
(チ ー ム)27点 東京・ 全藤倉
(個  人 )5点  久ネL(京城 )
(イ ンニ ング)13点 大     宮

◇最多安打
(チ ー ム )29安 打 東京 0全藤倉
(個  人 )6安打 長沢 (大連 )

(イ ンニ ング)8安打八王ラ ;ヵ _
◇最多四球
(チ ー ム)19四 球 大 鉄 。吹 田
(個  人 )6四球 布谷 (東京 )

◇最多打点
(チ ー ム)26打点  東 京・ 藤 台
(個  人)7打点 小林 (藤含 )

◇最多二塁打

38

東京27-0畠 山
場ミ境
^22-4本

Lむ尾
大宮21-6仙 台

の 6回

第 19回  '[京 27-0富 山
第 3回 大連23-0横 浜
第31回 八王子 19-3杏

薔

第 8回 東京 15-10吹田
第 10回 東京 10-10仙台

第 19回 東京27-0高 山
第 19回  東京27-0富 山

人)2本  多数 あり

第25回  川崎 H-10伊勢

第34回  京都 6-1川 崎

第20回 福「M116-8i■l南
,饉26口l  ネロJ‐

~6--5ブ うヽ)
第 34回 京都 6-111‖崎
第34「II 大阪 7-5羽 幌

第 3L」  京
'成

22-4本し幌
第 12回 釜石 19-1大宮
第 10回 東京 10-10仙台
第 26回  り|卜崎10-5釜石

1彗5・・・・ ()

(チ ー ム )8本 大1反・ 全鐘紡   第21回  大阪 14-4横浜
(平部 4、 吉岡 2、 LLI村弟  1、 岩中 1)
(個  人)4本 平部 (鐘紡 )  第 21回  大阪 14-4横浜

◇最多二塁打
(チ ー ム )3本 多数あ り  (個

◇最多本塁打
(チ ー ム)4本  川崎・ トキ コ
(小林、1竪部、手 fミ木、外岡 )

4本 京 都・ 積 水
(南 2、 瀬戸 口 1、 増田 1)
(個  人 )2本新留 (福岡・ 西鉄 )

2本西井 (利1戸・ 川重 )
2本 南 (京都・ 積水 )

(イ ンニ ング )3本 大阪・ 全鐘紡
(石川、川上、池西 )

◇最多盗塁
(チ ー ム)12盗塁 全  京  城

12盗塁 釜    石
(個  人)4盗塁 布谷 (東京 )

4盗望 久保 (川llC)
◇最多犠打
(チ ー ム )7犠打 下 関・ 林 兼

o…守 備 の
◇最多失策
(チ ー ム)10失 策  東京クラブ

10失策 大   富
(個  ノヘ、)

4大策  藤原二塁手 (名鉄 )

4失策 加藤三塁手 (新京 )

4失策 lL本遊撃手 (大阪 )

◇最少捕殺
(チーム )1捕殺 松 山・ 丸善石油

◇最多三振
(チーム)21三振 古原・ 大 昭 和

16三振  富山・ 北陸銀行
(個 人 )6三振 安藤 (吉 原 )

5三振 鶴田 (大 阪 )

第 4回 大阪 4-2下 関
予彗5・・・・ ()

第 10回  東京 10-1041山台
第 12回  釜石 19-1大 宮

第 3回 大連 5-0名 鉄
第 3回 東京 7-7新 京
第 30回 大阪 7-1神 戸

第33回 松 山 4-1二 瀬

第29回 吉賓ぇ夏λ咎中
第25回 大阪 3-2富 山第29回 吉晏是夏λ咎タ
第 3回 大阪 12-7長野

回
回
回

‐９
３
８

第
第
第

一０
。バ

ッ
ク
は
他
チ
ー
ム
と
く
ら
べ
て
こ
れ
と
い

っ
て
日
立
っ
た
選
手
は
い
な
い
。
村
本
、
近
藤

の
慶
大
組
を
カ
ナ
メ
に
鎌
倉
学
園
、
大
富
高
な

ど
の
甲
子
口
組
を
加
え
た
陣
容
だ
。
そ
れ
に
今

年
は
思
い
切
っ
た
若
返
り
を
は
か
っ
て
若
手
を

ど
ん
ど
ん
起
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
若
手
が
の
び

て
き
た
の
は
事
実
だ
が
、
特
に
傑
出
し
た
と
い

え
る
よ
う
な
強
打
者
や
好
選
手
は
い
な
い
。

そ
の
証
拠
に
大
会
に
入
っ
て
か
ら
全
イ
ン
ニ

ン
グ
を
出
場
し
た
の
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
近
藤

ト
ッ
プ
・バ
ッ
タ
ー
た
だ
ひ
と
り
だ
け
で
あ
る
。

村
木
、
小
堀
を
除
い
て
は
毎
ゲ
ー
ム
、
ス
タ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
っ
て
い
た
。

だ
い
た
い
優
勝
す
る
よ
う
な
チ
ー
ム
は
、
ほ

と
ん
ど
第
一
戦
か
ら
不
動
の
陣
容
で
勝
ち
進
む

も
の
で
あ
る
。
勝
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
打
順
を

組
み
か
え
る
必
要
が
な
い
も
の
だ
。

し
か
し
今
年
の
日
通
は
一
試
合
こ
と
に
メ
ン

パ
ー
を
か
え
て
ゲ
ー
ム
に
臨
ん
で
い
る
。
相
手

の
特
徴
を
み
で
綿
密
な
稲
栞
作
戦
が
た
て
ら
れ

た
。
攻
撃
を
中
心
と
し
た
打
順
、
ま
た
は
守
備

を
か
た
め
た
メ
ン
パ
ー
、
相
手
投
手
に
よ
っ
て

若
手
を
思
い
切
っ
て
起
用
す
る
な
ど
全
く
多
彩

を
き
わ
め
た
。

結
局
、
持
ち
ゴ
マ
を
フ
ル
に
活
用
し
て
チ
ー

ム
カ
を
一戦
こ
と
に
も
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

決
勝
戦
で
は
カ
ー
プ
投
手
の
近
藤
（川
崎
）

に
対
し
て
左
打
ち
の
戸
塚
を
起
用
し
、
そ
れ
が

勝
利
の
突
破
口
を
切
り
開
い
た
な
ど
、
そ
の
好

例
は
い
く
つ
も
あ
る
。

ま
た
決
勝
戦
に
お
け
る
思
い
切
っ
た
代
打

策
、
代
走
の
成
功
、
ス
リ
ー
・
バ
ン
ト
の
奇
襲

な
ど
同
監
督
の
選
手
起
用
は
、
ほ
と
ん
ど
的
中

し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
極
言
す
れ
ば
そ
の
鋭
い

カ
ン
が
″勝
利
の
女
神
″
を
呼
び
よ
せ
た
と
い

っ
た
こ
と
が
致
命
傷
と
な
っ
た
。
前
監
督
の
宮

原
君
も
、

「日
石
か
ら
友
歳
君
で
も
補
強
し
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
で
す
ね
」

と
あ
と
で
こ
ぼ
し
て
い
た
。

私
も
大
会
前
に
鋼
管
の
補
強
選
手
の
連
絡
を

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
沢
■
君
か
ら
問
い
た
と
き
、
す

ぐ「ど
う
し
て
投
手
を
補
強
し
な
い
の
」

と
反
問
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
盛
夏
の
大

会
で
は
い
く
ら
阿
曾
が
鉄
腕
で
も
、
ひ
と
り
で

投
げ
抜
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
よ
け
い
な

こ
と
だ
が
沢
田
君
に
い
っ
た
こ
と
が
不
幸
、
事

実
と
な
っ
て
敗
戦
に
つ
な
が
っ
た
。
せ
っ
か

く
山
田
、
田
浦
、
佐
藤
に
広
瀬
、
枝
松
、
今
西

の
日
石
組
を
加
え
て
殺
人
打
線
を
編
成
し
な
が

ら
日
滅
し
た
の
は
無
念
で
あ
ろ
う
。

そ
の
点
、
日
本
通
運
の
試
合
連
び
は
見
事
と

い
う
ほ
か
な
い
。
簡
単
に
い
え
ば
投
手
力
の
勝

利
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
が
、
そ
の
他
に
も
優

勝
す
る
だ
け
の
要
素
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。

だ
い
た
い
野
球
の
試
合
で
は
投
手
力
の
し
め

る
率
が
す
こ
ぶ
る
高
い
。

″好
投
手
あ
る
と
こ
ろ
に
勝
利
あ
り
〃

こ
れ
が
野
球
の
金
言
だ
。
好
投
手
が
あ
れ
ば

守
る
方
は
投
手
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
よ
い
。
あ

と
は
打
つ
方
に
専
念
で
き
る
。
す
な
わ
ち
チ
ー

ム
カ
が
非
常
に
安
定
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
点
で
日
通
は
田
中
、
佐
藤
と
二
人
の
優
秀

な
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
な
ん

と
い
っ
て
も
大
き
な
強
味
だ
っ
た
。

日
通
と
い
う
チ
ー
ム
は
結
成
二
年
目
の
第
二
十

人
回
大
会
に
後
楽
園
へ
初
出
場
し
、
い
き
な
り

準
優
勝
し
た
チ
ー
ム
だ
。
こ
の
と
き
は
第
一
戦

で
日
本
鋼
管
を
破
り
鉄
腕
堀
本
（東
京
オ
リ
オ

ン
ズ
）
の
連
投
で
勝
ち
進
み
、
決
勝
で
熊
谷
組

に
敗
れ
た
。
こ
の
堀
本
を
は
じ
め
妻
島
（東
京

オ
リ
オ
ン
ズ
）
渋
谷
（国
鉄
）
を
生
み
だ
し
て

い
る
の
だ
か
ら
投
手
王
国
日
通
と
い
う
看
板
が

あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
投
手
出
身
の
稲
栞
監
督

の
好
指
導
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

田
中
、
佐
藤
の
二
人
も
こ
の
指
導
に
よ
っ
て
ス

ク
ス
ク
と
育
っ
て
き
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
。

し
か
も
同
魔
督
は
二
人
の
力
を
十
分
に
発
揮

さ
せ
て
優
勝
し
た
の
で
あ
る
。

と
く
に
若
冠
二
十
オ
に
な
っ
た
ば
か
り
の
出

中
の
健
投
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

外
、
内
角
の
コ
ー
ナ
ー
を
い
っ
ば
い
に
つ
く
速

球
に
は
威
力
が
あ
っ
た
。
タ
マ
の
速
さ
で
は
や

は
り
本
大
会
随
一だ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
に
気
が
強
く
、
終
始
″若
さ
″
と
〃自

信
〃
で
押
し
ま
く
っ
た
感
じ
だ
っ
た
。

佐
藤
も
昨
年
よ
り
は
安
定
感
を
加
え
た
。
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
よ
く
な
っ
た
し
カ
ー
プ
に
鋭
さ

が
出
て
き
た
。

だ
い
た
い
田
中
が
先
発
し
、
そ
し
て
経
験
豊

富
な
佐
藤
へ
の
継
投
に
つ
な
ぐ
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
リ
レ
ー
戦
法
で
予
選
か
ら
乗
り
切
っ
て
き

た
。こ

の
リ
レ
ー
の
時
期
が
い
つ
て
も
よ
か
っ

た
。
稲
栞
監
督
の
投
手
の
起
用
の
巧
さ
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、
や
は
り
二
人
の
力
が

あ
っ
た
か
ら
、
監
督
も
信
頼
を
か
け
て
思
い
切

っ
た
継
投
策
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
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え
よ
う
。

同
監
督
に
、

「す
ば
ら
し
い
カ
ン
の
よ
さ
で
す
ね
」

と
い
う
と
、

「選
手
を
信
頼
し
て
い
る
か
ら
だ
。
佐
藤
と
い

う
投
手
が
控
え
て
い
た
の
で
、
あ
の
よ
う
な
思

い
切
っ
た
代
打
策
が
で
き
た
の
だ
」

と
謙
遜
し
て
い
た
が
、
た
し
か
に
そ
の
用
兵

の
妙
は
光
っ
て
い
た
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
同
チ
ー
ム
に
″野

球
の
虎
の
巻
″
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
。
同
監
督

が
研
究
し
て
自
分
で
書
き
あ
げ
た
野
球
の
技
術

書
だ
。
内
容
は
見
て
い
な
い
が
、
精
神
面
に
わ

た
っ
て
ま
で
細
か
く
説
明
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。

こ
れ
を
日
ご
ろ
か
ら
選
手
に
読
ま
せ
て
、
ま

ず
基
本
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
た
と

い
う
。

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
選
手
は
稲
栗
監
督
の

指
示
と
お
り
に
よ
く
動
い
た
。

″稲
栞
読
本
″
が
ゲ
ー
ム
全
体
に
し
み
わ
た
っ

て
い
た
感
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
あ
れ
だ
け
の
す

ば
ら
し
い
チ
ー
ム
・
プ
レ
ー
が
発
揮
で
き
た
の

だ
。そ

れ
と
、
春
以
来
、
と
に
か
く
練
習
ゲ
ー
ム

に
も
全
力
を
傾
江
し
て
″勝
つ
″
こ
と
に
専
念

し
た
の
が
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち

″勝
つ
味
″
と
″自
信
″
を
植
え
つ
け
る
こ
と

に
努
力
し
た
と
い
う
。

五
月
以
来
運
戦
連
勝
で
結
局
２‐
連
勝
目
を
全

国
優
勝
で
飾
っ
た
の
で
あ
る
。

田
中
、
佐
藤
の
二
人
の
投
手
で
シ
ャ
ッ
ト
・

ア
ウ
ト
勝
ち
が
十
二
試
合
も
あ
り
、
そ
の
ほ
か

も
、
ほ
と
ん
ど
２
点
以
内
に
お
さ
え
て
い
る
。

二
人
が
投
げ
れ
ば
″不
敗
″
と
い
う
気
持
ち
を

ナ
イ
ン
が
持
っ
た
こ
と
は
大
き
い
。

全
国
的
に
チ
ー
ム
カ
が
接
近
し
た
大
会
で
は

技
量
よ
り
む
し
ろ
精
神
面
で
の
強
さ
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
と
ん
な
ピ
ン
チ
に
陥

っ
て
も
平
静
に
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
で
な
い
と

勝
て
な
い
。
平
素
の
猛
訓
練
で
″プ
レ
ー
に
対

す
る
自
信
″
と
い
う
も
の
が
選
手
個
人
に
し
み

込
ん
で
い
る
必
要
が
あ
る
。
日
通
が
こ
の
″日

信
″
を
つ
か
ん
で
大
会
に
臨
ん
だ
こ
と
が
勝
利

の
一
番
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
。

僣
し
く
も
決
嚇
で
惜
敗
し
た
川
崎
・
コ
ロ
ム

ビ
ア
の
健
闘
も
見
事
だ
っ
た
。
好
投
手
近
藤
を

中
心
に
左
の
虎
若
、
佐
伯
と
投
手
力
は
揃
っ
て

い
た
し
、
角
口
、
朝
岡
、
為
房
、
保
垣
、
戸
日

ら
が
活
躍
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
も
気
力
が
充
実

し
、
ど
の
ゲ
ー
ム
に
も
粘
り
強
く
く
い
下
が
っ

て
い
っ
た
。

岡
山
・
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
の
一
戦
な
ど
、
前
半

が
あ
れ
だ
け
大
差
を
つ
け
ら
れ
な
が
ら
試
合
を

捨
て
ず
に
よ
く
反
撃
し
た
も
の
で
あ
る
。
永
井

監
督
の
思
い
切
っ
た
作
戦
は
、
失
敗
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
こ
の
テ
ー
ム
の
特
徴
を
大
い
に

発
揮
し
て
い
た
。
こ
れ
だ
け
の
気
鋭
の
チ
ー
ム

に
仕
上
げ
た
同
監
督
の
手
腕
も
立
派
で
あ
っ

た
。日

本
鋼
管
、
東
京
・
熊
谷
組
も
優
勝
候
補
ら

し
い
風
格
を
み
せ
て
勝
ち
進
ん
で
い
っ
た
。
投

手
力
に
も
う
一
つ
強
さ
が
あ
れ
ば
、
お
そ
ら
く

こ
の
両
者
の
優
勝
争
い
に
な
っ
て
い
た
に
ち
が

い
な
い
。

東
京
・電
電
、
札
幌
ｏ拓
殖
銀
行
、
北
九
州

・
八
幡
製
飲
、
吉
原
・
大
昭
和
、
諏
訪
・
三
協

精
機
な
ど
の
活
躍
も
目
立
っ
た
。

特
に
拓
銀
の
田
中
投
手
の
投
、
打
に
わ
た
る

運
高 松 商

愛知学院高

慶   大
日    メこ
一 関 一 高
古  ∫‖ 高
千葉経済高
湾 津 学 園
慶   大
豊 田 西 高
大 宮 高
福 知 山 商
慶   大
慶   大
国 学 大
鎌 倉 学 園
鎌 合 学 園
大 宮 高
飯 能 高
宇 都 宮 工
専   大
早   大
大 宮 高
鎌 含 学 園
大 宮 高
it lll 高
鎌 倉 学 園
駒   大

浦和市 日 本 通
部 長 田所  芳蔵
了歪ジ 渡辺 紳六

⑩監 督 稲葉 誠 治 47
①投  手  /」 木ヽ   巌  24
⑩    佐藤  昭 21
⑩    細川 武人 20
⑪      日中   中 19
⑩    梅原 数雄 19
⑩捕 手  稲垣  孝 23
④    深 田 晃希 21
⑭    荒 井 正孝 20
o   中川 隆道 18
⑤内 野◎近藤 良軒:25
③      林    悽1 25
①    竜 山 庸道 24
②    中村 国勝 19
⑥     竹 之内雅史 19
⑦    永野 孝男 18
⑨    丹下  義男 18
o   O黒 崎 勝利 22
⑫   o岡 崎雄一郎 24
⑩外 野 小堀 修司 23
⑮    武 田  弘 21
⑭    山本  尚幸 19
⑭    FF・  親-18
④    占谷 敏和 18
⑫    戸塚  博 18
③   O木 沢 忠史 24

◎は主将、〇は補強

活
躍
は
日
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
東
京
・

熊
谷
組
の
黒
江
が
８
打
席
連
続
ヒ
ッ
ト
の
レ
コ

ー
ド
を
つ
く
っ
た
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。

ま
た
沖
縄
か
ら
初
参
加
し
た
琉
球
煙
事
の
健

闘
も
記
念
大
会
に
花
を
そ
え
た
。
快
調
の
倉
敷

レ
イ
ヨ
ン
に
敗
れ
た
が
、
攻
撃
力
、
守
備
力
は

か
な
り
の
力
を
持
っ
て
い
た
。
も
っ
と
よ
い
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
善
戦
し
た
に

違
い
な
い
。
三
年
に
一
度
ぐ
ら
い
は
ま
た
こ
の

還
来
の
チ
ー
ム
を
迎
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

（松
尾
俊
治
）

①日A軽霊居
東京都中央区朗座西7丁 目2番地1/電話 東京 (572)大 1ヽ■1211

工 場  講 水 ・ 市 原 。 新 :"

金属 の若 きチ ャ
ン ピオ ン ア ル ミ
ニ ウム は ,Ill代 4ニ

活 の フ ロ ンテ ィア
をつ ぎつ ぎ と,ひ
ろげ て い ます 。
軽 くて強 いア ル
ミユ ウ′、合 全 で ,

電 車 や 自動 車 がつ
くられ , ビル デ ィ
ングヵう■ち ,9■分山
や工 業 用 品 な どが
と しと しつ くられ
て い るので す 。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合〓
置
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盛
り
上
が
っ
た
沖
縄
球
界

都
市
対
抗
の
第
二
土
五
回
大
会
を
記
念
し
て
沖
縄
チ
ー
ム
が
初
参
加
し
た
。
い
ま
ま
で
は
南
九
州
予
選

に
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
ん
ど
は
直
接
代
表
チ
ー
ム
を
後
楽
園
へ
送
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
だ

け
に
沖
縄
予
選
は
全
く
白
熱
し
、
決
勝
リ
ー
ク
を
や
り
直
す
と
い
う
熱
戦
つ
づ
き
だ
った
。

そ
の
予
選
を
観
戦
す
る
た
め
に
六
月
上
旬
、
那
覇
へ
飛
ん
だ
。
東
京
か
ら
わ
ず
か
二
時
間
、
朝
八
時
半

羽
田
発
の
ノ
ー
ス
ウ
ェス
ト
機
で
出
発
し
、
ゆ
っく
り
将
食
を
と
った
あ
と
、
午
後
か
ら
ゲ
ー
ム
を
観
戦

し
た
の
で
あ
る
。
九
州
連
盟
の
荒
牧
さ
ん
た
ち
も
私
よ
り
三
、
四
日
前
に
到
着
、
沖
縄
野
球
連
盟
の
会
長

宮
城
さ
ん
を
は
じ
め
国
場
さ
ん
や
、
徳
日
さ
ん
ら
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
った
。
そ
し
て
予
選
を
み
た

あ
と
各
地
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
旅
行
を
さ
せ
て
も
ら
った
。
い
ろ
い
ろ
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
や
は
り
″協
会
報
″
に
は
″野
球
の
ア
が
ふ
さ
わ
し
い
。
沖
縄
球
界
の
近
況
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

夢
に
み
た
後
楽
園
へ

〃本
土
復
帰
〃に
ハ

沖
縄
の
野
球
界
は
明
る
い
話
題
で
い
っ
ば
い

だ
っ
た
。
都
市
対
抗
の
ヒ
ノ
キ
舞
台
後
楽
園
ヘ

初
め
て
沖
縄
代
表
が
出
場
す
る
こ
と
。
そ
れ
に

″沖
組
の
第
一号
プ
ロ
野
球
選
手
″
―
―
広
島

カ
ー
プ
の
安
仁
屋
投
手
の
す
ば
ら
し
い
健
投
ぶ

り
、
さ
ら
に
高
校
野
球
の
南
九
州
予
選
が
、
初

め
て
本
土
を
離
れ
て
那
覇
で
開
催
さ
れ
た
と
あ

っ
て
、
野
球
関
係
者
は
テ
ン
テ
コ
舞
い
し
な
が

ら
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
た
。

な
か
で
も
都
市
対
抗
初
参
加
は
野
渡
熱
を
い

や
が
上
に
も
盛
り
あ
げ
た
。
琉
球
煙
草
、
琉
球

石
油
、
琉
球
嘔
電
が
″初
代
表
′
を
め
ざ
し
て

血
み
ど
ろ
の
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
け
た
末
、
結
局

三
者
三
勝
三
敗
の
全
く
の
同
率
で
三
す
く
み
。

ふ
た
た
ひ
決
勝
リ
ー
ク
を
や
っ
て
、
や
っ
と
琉

球
煙
草
の
優
勝
が
き
ま
る
と
い
う
白
熱
ぶ
り
だ

っ
た
。

こ
の
三
チ
ー
ム
の
リ
ー
ク
戦
は
沖
縄
で
は

〃メ
ー
ジ
ャ
ー
・リ
ー
ク
″
と
呼
ん
で
い
る
。

沖
縄
じ
ゅ
う
の
優
秀
選
手
が
大
体
集
ま
っ
て
い

る
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
間
違
い
な
い
。

い
ま
沖
細
に
は
二
百
近
い
野
球
の
チ
ー
ム
が

あ
る
。
と
く
に
社
会
人
野
球
は
さ
か
ん
で
、

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
ク
ラ
ス
に
わ
け
て
各
種
の
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ろ
¨
Ａ
ク
ラ
ス
か
都
市
対

抗
出
場
チ
‐‐ム
で
硬
式
、
Ｂ
ク
ラ
ス
は
率
硬
式

で
二
十
五
チ
ー
ム
、
Ｃ
ク
ラ
ス
は
い
わ
め
る
Ａ

号
ボ
ー
ル
の
軟
式
で
、
百
二
十
以
上
の
チ
ー
ム

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
手
―
ム
で
沖
縄
社
会
人
野

球
協
会
が
組
織
さ
れ
、
春
、
夏
、
秋
に
そ
れ
ぞ

れ
全
島
的
な
職
域
野
球
大
会
を
行
な
っ
て
ワ
ザ

を
み
が
い
て
い
る
。
そ
し
て
Ｃ
ク
ラ
ス
で
優

勝
、
も
し
く
は
好
成
績
を
あ
げ
る
と
Ｂ
ク
ラ
ス

に
昇
格
す
る
と
い
う
制
度
で
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ

を
は
か
っ
て
い
る
。

大
学
チ
ー
ム
は
琉
球
大
が
Ｂ
ク
ラ
ス
、
他
の

沖
縄
大
、
国
際
大
と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
Ｃ
ク
ラ

ス
で
大
学
野
球
は
ま
だ
ま
だ
低
詢
だ
。

し
か
し
一呂
校
野
球
は
な
か
な
か
盛
ん
。
那
覇

市
の
都
市
地
区
８
、
南
部
地
区
３
、
中
部
８
、

北
部
５
の
本
場
の
ほ
か
、
台
湾
に
近
い
八
重
山

島
に
３
校
、
宮
古
島
２
校
止
合
計
二
十
九
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
い
る
。
首
里
高
か
甲
子
国
の
第

四
十
日
高
校
選
手
確
に
出
場
し
て
以
来
、
春
の

セ
ン
バ
ツ
、
そ
れ
に
夏
の
大
会
と
な
ん
ど
も
出

・二〓〓‥一〓〓・‥
二〓‥
二一〓「

場
、
そ
れ
が
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
昨
夏
な
ど

は
首
里
高
が
全
国
大
会
で
日
大
山
形
高
か
ら
、

″宿
願
の
初
勝
利
′
を
あ
け
る
ま
で
に
成
長
し

て
き
た
。

こ
の
首
里
高
は
徳
田
安
太
郎
氏
と
い
う
先
輩

の
献
身
的
な
努
力
で
い
つ
も
好
成
績
を
あ
げ
て

い
る
。
苦
の
沖
細
一中
で
、
野
球
の
ほ
う
も
沖

縄
随
一の
名
門
だ
。　
〃初
勝
利
″
の
ご
ほ
う
び

と
し
て
郊
外
の
山
の
中
に
立
派
な
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
こ
の
ほ
ど
で
き
上
が
っ
た
．

こ
の
よ
う
に
レ
ベ
ル
が
急
上
昇
し
た
の
は
、

野
球
協
会
の
国
場
幸
澤
理
事
長
ら
関
係
者
が
、

内
地
と
の
野
球
交
流
に
努
力
し
た
た
ま
も
の
で

あ
ろ
う
。

日
本
軍
十
一万
、
米
軍
一万
二
千
、
沖
縄
住

民
九
万
人
千
、
合
計
二
十
一句
の
戦
死
者
を
出
し

戦
争
の
残
酷
さ
を
し
入
じ
象
と
味
わ
っ
た
悲
劇

の
島
、
沖
縄
で
は
ま
ず
ス
ホ
ー
ツ
か
ら
明
る
ご

を
と
り
戻
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

そ
の
な
か
で
も
ま
っ
先
に
野
球
が
本
土
復
帰

の
悲
願
を
な
し
こ
げ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十

七
年
、
都
市
対
抗
野
球
南
九
州
予
選
へ
の
参

加
ゥ
こ
の
よ
き
は
杵
島
炭
破
に
虚
１
５
と
大
敗

し
た
が
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
一局
校
野

球
に
も
九
州
予
選
へ
の
参
加
の
道
が
開
か
れ
、

や
が
で
甲
一す
口
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
国
体
へ
の
参
加
も
実
現
し
た
。
都
市
対

抗
が
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
橋
わ
た
し
を
し
た
と
い

っ
て
も
よ
い
。

都
市
対
抗
へ
の
参
加
に
は
、
国
場
幸
輝
氏
が

東
京
、
大
阪
ま
で
何
度
も
足
を
運
ん
で
交
渉
に

あ
た
っ
た
ｃ

以
来
十
二
年
―
―
こ
の
間
九
州
予
選
に
参
加

し
た
が
″綺
願
の
一勝
″
を
沖
縄
に
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
全
那
調
と
し
て
第
二

十
三
回
か
ら
第
二
十
七
回
ま
で
出
場
、
第
二
十

八
、
九
回
に
は
沖
縄
食
糧
が
出
た
が
、
ほ
と
ん

ど
一方
的
な
大
敗
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
ほ
ど

の
負
け
っ
ぷ
り
で
あ
っ
た
。

内
地
の
チ
ー
ム
と
対
等
に
戦
え
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
は
琉
球
石
油
が
強
く
な
っ
た
第
二

十
回
大
会
こ
ろ
か
ら
．

十
年
目
の
第
二
十
二
回
大
会
に
は
藤
古
、
岸

木
両
投
手
の
継
投
で
電
電
を
大
い
に
苦
し
め
五

回
ま
で
０
１
０
、
六
回
に
は
１
点
を
リ
ー
ド
す

る
と
い
う
善
戦
だ
っ
た
が
、
結
局
２
１
１
で
涙

を
の
ん
だ
。こ
の
と
き
健
投
し
た
藤
吉
投
手
が
、

こ
ん
ど
は
琉
球
石
油
か
ら
琉
球
煙
草
に
補
強
さ

れ
て
径
楽
園
へ
乗
り
込
ん
で
く
る
。

一
ば
ん
借
し
ま
れ
る
の
は
第
二
十
四
回
大
会

で
あ
り
、
優
勝
候
補
と
い
わ
れ
た
電
電
九
州
に

安
仁
屋
、
藤
吉
両
投
手
の
力
投
を
軸
に
十
八
回

の
熱
戦
を
い
ど
ん
で
借
し
く
も
敗
れ
て
い
る
。

安
仁
屋
は
こ
の
好
投
と
素
質
を
買
わ
れ
て
プ
ロ

入
り
し
、
ご
存
ド
の
と
お
り
の
た
く
ま
し
い
成

長
ぶ
り
を
み
せ
て
人
一気
を
博
し
て
い
る
。

都
市
対
抗
に
参
加
し
て
か
ら
の
一年
一年
の

成
績
が
沖
縄
の
野
球
の
レ
ベ
ル
の
向
上
を
は
っ

き
り
と
物
語
っ
て
い
る
。
と
く
に
こ
ん
ど
は
本

大
会
へ
の
初
参
加
―
―
。
代
表
の
琉
球
煙
事
は
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ス
タ
ー
ト
で
つ
ま
づ
い
て
倉
敷
レ
イ
ョ
ン
に
敗

れ
た
が
、
そ
の
健
闘
は
大
会
に
清
ら
か
な
新
風

を
吹
き
込
ん
だ
感
じ
だ
っ
た
。

日
本
社
会
人
野
球
協
会
と
毎
日
新
聞
社
で
は
第

二
十
五
回
都
市
対
抗
を
記
念
し
て
各
地
方
予
選

な
ど
の
功
労
者
を
本
大
会
に
招
待
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
沖
縄
野
球
の
″育
て
の
親
″
と
い
わ

れ
て
い
る
国
場
幸
輝
氏
（沖
細
社
会
人
野
球
協

会
理
事
長
）
を
は
じ
め
、
地
方
予
選
の
運
営
や

審
判
員
と
し
て
活
躍
し
た
人
ば
か
り
。
な
お
本

大
会
で
戦
後
ず
っ
と
審
判
員
を
つ
と
め
昨
年
第

一線
か
ら
引
還
し
た
相
田
暢
一氏
や
毎
日
新
聞

運
動
部
記
者
と
し
て
大
会
に
尽
力
し
本
年
五
月

に
還
社
し
た
樋
上
竜
太
郎
氏
ら
が
含
ま
れ
て
い

こ
の
経
験
が
沖
縄
球
界
の
た
め
に
土
台
と
な

れ
ば
非
常
に
意
義
が
あ
っ
た
と
思
う
。

（松
尾
俊
治
）

る
。
招
待
者
つ
ぎ
の
と
お
り
。

遠
藤
一
二
（札
幌
）
森
一光
（札
幌
）
佐
々

本
弥
蔵
（盛
岡
）
衛
藤
大
輔
（会
津
坂
下
）

場
浅
茂
（千
葉
）
深
井
安
太
郎
（東
京
）
細

正
信
（畠
山
）
相
田
暢
一
（冨
山
）
牧
田
大

郎
（福
井
）
井
上
幾
太
郎
（静
岡
）
伊
藤
真

光
（名
古
墾
）
樋
上
竜
太
郎
（大
阪
）
井
上

信
一
（神
戸
）
瀬
山
実
（徳
島
）
三
浦
芳
郎

（広
島
）
安
達
多
喜
之
助
（岡
山
）
宮
口
嘱

之
助
（鹿
児
島
）
国
場
幸
輝
（那
覇
）

一
∵
無

一
繰
一″ へ 無 浜
幹
一
卦
器

″ つ 決 打

は
、
栄
え
あ
る
決
勝
戦
に
も
さ
っ
そ
う
た
る

若
武
者
振
り
を
発
揮
し
た
。

炸
呻
瞭鞠
塑
貌

と
い
い
切
っ
た
そ
の
こ
と
ば
ど
お
り
、
べ

ン
チ
の
期
待
に
こ
た
え
胸
の
す
く
よ
う
な

ピ
ッ
チ
ン
グ
を
見
せ
た
。
外
角
を
ね
ら
わ

れ
て
い
る
と
見
て
取
る
と
す
ぐ
内
角
へ
切

れ
の
よ
い
シ
ュ
ー
ト
を
投
げ
込
ん
で
川
崎

の
打
者
を
三
振
に
う
ち
取
っ
た
。

「君
が
最
高
殊
勲
の
橋
戸
資
を
も
ら
う
こ
と

に
な
っ
た
よ
」
と
い
わ
れ
て
も
「
ヽ
え
、
そ

う
で
す
か
」
と
ニ
コ
リ
と
も
し
な
い
堂
々
た

る
落
ち
着
き
ぶ
り
。

―
―
先
発
を
い
わ
れ
た
の
は
。

「昨
晩
で
す
」

―
―
堅
く
な
ら
な
か
っ
た
？

「決
勝
戦
を
意
識
す
る
な
と
監
督
さ
ん
に
い

わ
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り
あ
る
て
い
ど
緊
張

沖
細
の
国
場
氏
ら

功
労
者
を
本
大
会
に
招
く

仁
市
対
抗
野
球
を
色
ど
る
名
物
の
応
援
合
戦
は

す
で
に
″真
夏
の
風
物
詩
″
に
ま
で
な
って
、

そ
れ
自
体
多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
って
い
る
が
、

こ
と
し
も
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
「応
援
団
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
行
な
わ
れ
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
選
考

委
員
会
（塙
長
一郎
委
員
長
＝
毎
日
新
聞
社
事

業
本
部
参
与
＝
ら
十
四
委
員
）
は
大
会
十
一日

間
を
遍
じ
、
出
場
三
十
二
チ
ー
ム
の
応
援
団
を

重
止
審
査
の
結
果
、
別
項
の
と
お
り
最
優
秀
賞

優
秀
賞
、
敢
闘
貨
の
三
蛍
お
よ
び
特
別
賞
を
き

め
た
。
開
会
式
後
、
受
賞
応
援
団
代
表
に
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
族
、
カ
ッ
プ
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
毎
日

新
聞
社
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッポ
ン
新
聞
社
、
後
楽

園
ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
贈
ら
れ
、
チ
ー
ム
の
応
援

を
盛
り
上
げ
た
功
績
を
た
た
え
た
。

こ
と
し
の
大
会
は
優
勝
決
定
ま
で
に
三
十
一試

合
、
三
位
決
定
戦
、
延
長
引
分
け
再
試
合
二
試

合
を
含
め
て
、
全
部
で
三
十
四
試
合
で
、
延
ベ

六
十
人
の
応
援
団
が
ス
タ
ン
ド
に
姿
を
見
せ

浦
和
に
は
優
秀
賞

紙
）
高
松
市
（四
国
電
力
）
努
力
賞
は
釜
石
市

（富
士
製
欽
釜
石
）
第
二
日
は
ト
ッ
プ
員
川
崎

雨
（東
芝
）
優
秀
賞
東
京
都
（サ
ッ
ポ
ロ
ピ
ー

ル
）
伊
勢
市
全
二重
交
通
）
努
力
賞
浦
和
市

（日
本
通
運
）第
二
日
が
ト
ップ
賞
札
幌
市
（拓

殖
銀
行
）
敢
闘
賞
那
覇
市
（琉
球
煙
草
）
ま
た

第
四
日
は
ト
ッ
プ
賞
浜
松
市
（河
合
楽
器
）
曜

一分
賞
門
真
市
（松
下
電
器
）
敢
闘
質
東
京
都

（電
電
東
京
）
努
力
賞
東
京
都
（熊
谷
組
）で
、

こ
の
十
三
チ
ー
ム
を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
動

員
、
統
制
、
ア
イ
デ
ア
、
郷
土
色
、
マ
ナ
ー
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
札
幌
市
（拓
殖
銀
行
）
が

圧
倒
的
に
票
を
集
め
た
。

「全
体
に
類
型
的
」
（塙
委
員
長
）
と
い
わ

一̈一一り書い̈材時一一̈一̈一中中

果
、
第
一
日
が
優
秀
賞
吉
原
市
（大
昭
利
製

し
ま
し
た
。
対
鋼
管
（横
浜
）
戦
か
ら
調
子
　
や
り
た
い
ば
か
り
に
千
葉
経
済
高
へ毎
日
一　
ｍ

は
上
り
気
味
で
し
た
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
　
時
間
半
も
か
け
て
通
っ
た
。
高
校
時
代
は
予
　
Ｔ

き
ょ
う
は
一番
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
　
選
の
準
決
勝
が
最
高
だ
っ
た
が
、
一昨
年
日
　
¨

興
奮
の
色
も
見
せ
な
い
。
「内
角
へ
の
シ
ュ
　
通
へは
い
って
先
輩
佐
藤
投
手
に
も
ま
れ
な
　
い

‐卜
を
意
識
す
る
と
ポ
ー
ル
に
な
る
の
で
シ
　
が
ら
好
投
手
に
成
長
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
岬

ュー
ト
は
意
識
し
て
投
げ
な
か
った
」
と
　
こ
の
夜
の
勝
利
で
日
通
は
二
十
一連
勝
を
記
　
岬

働　ガ一一一解峠』峙呻一一濯̈一軸﹇一一壽〕峙̈

略　マ．ジ一̈一一馴一一̈一一い一̈一̈一一一一一一器̈

む
び
せ
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
晴
れ
姿
に
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
せ
て
い
　
¨

チ
ー
ム
内
で
も
気
の
強
い
こ
と
は
波
辺
マ
　
た
。
こ
の
夜
の
勝
利
は
田
中
の
野
球
生
活
に
　
四

ネ
ジ
ャー
も
舌
を
ま
く
ほ
ど
。
「
″ポ
ー
　
終
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
感
激
と
な
っ　
岬

カ
ー
・フ
ェイ
ス
″
を
し
て
ま
す
が
マ
‐
　
一にこ
と
だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

ジ
ャン
で
も
向
こ
う
見
ず
に
突
進
じ
て
来
　
　
（千
葉
経
済
高
出
、
身
長
１
ン
７０
、
体
重
岬

ま
す
か
ら
ね
」
と
は
同
マ
ネ
の
評
。　
　
　
　
　
“
ロキ、
２０
才
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則

千
葉
県
木
更
津
に
住
ん
で
い
た
が
、
野
球
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
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れ
る
な
か
で
、
札
幌
市
の
盛
り
上
げ
た
ム
ー

ド
は
抜
群
だ
っ
た
。
ス
ズ
ラ
ン
で
北
海
道
を

象
徴
し
、
ス
ズ
ラ
ン
娘
の
踊
り
と
い
い
、
真

夏
の
ス
タ
ン
ド
に
″チ
リ
チ
リ
″
と
ス
ズ
を

な
ら
し
て
涼
風
を
送
っ
た
点
、
ま
た
と
び
ぬ

け
た
打
力
の
な
い
チ
ー
ム
を
準
々
決
勝
―
―

延
長
十
二
回
で
２
対
１
の
替
敗
―
―
に
ま
で

進
出
さ
せ
た
功
績
は
少
な
く
な
い
と
さ
れ

た
。

優
秀
賞
の
浦
和
市
（日
本
通
運
）
は
、
一回
戦

で
は
努
力
賞
を
得
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

「荒
け
ず
り
」
（塙
委
員
長
）
の
ス
タ
イ
ル
。

し
か
し
二
回
戦
、
準
々
決
勝
、
準
決
勝
、
優
勝

戦
と
試
合
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
動
員
人
員
が
ふ

え
、
リ
ー
ダ
ー
の
指
揮
統
制
ぶ
り
も
日
立
っ
て

水
ぎ
わ
だ
っ
て
き
た
。

何
よ
り
も
全
員
一致
で
苦
闘
す
る
チ
ー
ム
を

勝
利
に
導
い
た
点
が
評
価
さ
れ
、
異
議
な
く

受
員
が
き
ま
っ
た
。

門
真
市
（松
下
電
器
）
の
敢
闘
賞
は
、
第
四
日

第
一試
合
で
東
京
都
（電
電
東
京
）
と
対
戦
、

延
長
十
八
回
、
炎
一人
卜
五
時
間
十
三
分
に
お
よ

ぶ
苦
し
い
試
合
に
か
か
わ
ら
ず
、
七
千
人
の
団

員
が
終
始
変
わ
ら
ぬ
熱
心
な
応
援
を
続
け
た

″努
力
″
に
「敬
意
と
称
賛
を
こ
め
て
」
（塙

委
員
長
）
贈
ら
れ
た
。

特
別
賞
の
浜
松
市
（河
合
楽
器
）
は
昨
年
コ

ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
貿
の
栄
誉
に
輝
い
て
い

る
。
こ
と
し
も
再
び
栄
誉
を
と
、
七
千
人
の

大
動
員
。
タ
コ
あ
げ
踊
り
、
女
子
職
員
の
マ

ス
ゲ
ー
ム
、
富
士
山
の
え
が
き
だ
し
な
ど
、

企
画
も
意
欲
的
で
、
マ
ナ
ー
も
統
制
も
よ

く
、
文
句
な
し
に
第
四
日
の
ト
ッ
プ
寅
を
得

た
。
し
か
し
僣
し
く
も
一
回
戦
だ
け
で
姿
を

消
し
た
た
め
、
特
別
賃
で
そ
の
意
欲
を
た
た

え
る
こ
と
に
落
ち
着
い
た
。

塙
選
考
委
員
長
は
「来
年
は
何
か
目
新
し
い
ア

イ
デ
ア
で
都
市
対
抗
野
球
を
も
り
あ
げ
て
は
し

い
」
と
雨
評
し
た
。
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治               Ξ

よ
く
最
良
の
年
と
い
わ
れ
る
が
、
日
通
に
と

っ
て
全
く
こ
と
し
は
最
良
の
年
で
あ
っ
た
。

記
念
す
べ
き
三
十
五
回
の
都
市
対
抗
を
初
優

勝
で
飾
っ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
代
表
と
し
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
野
球
試
合
に
出
場
し
た
。
そ

れ
が
終
わ
る
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
野
球
協
会
の
招
聘

に
よ
っ
て
、
十
二
月
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
同

国
に
遠
征
の
機
会
を
得
た
。
年
若
い
選
手
諸
君

と
い
え
ど
も
二
皮
と
こ
の
よ
う
な
幸
運
に
恵
ま

れ
な
い
だ
ろ
う
し
、
生
涯
と
い
う
に
は
、
い
さ

さ
か
寂
し
い
気
も
す
る
が
私
の
今
後
の
生
涯
に

お
い
て
も
あ
り
よ
う
筈
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
す

べ
て
勝
つ
こ
と
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
勝
負
の
世
界
は
、
如
何

に
し
て
も
勝
つ
べ
き
も
の
な
り
の
感
を
益
々
深

く
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
冷
静
に
春
未
だ
浅
き
こ
ろ
の
新
チ

ー
ム
を
思
い
、
予
選
を
迎
え
た
こ
ろ
の
テ
ー
ム

を
顧
り
み
れ
ば
幸
運
だ
っ
た
。
い
や
偶
然
だ
け

の
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
い
っ
た
考
え
が
、
い

ま
も
な
お
脳
裏
に
往
き
つ
戻
り
つ
し
て
い
る
次

第
で
あ
る
。

よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
い
ま
さ
ら
勝
因

が
何
ん
で
あ
ろ
う
と
、
い
ち
い
ち
詮
索
す
る
必

要
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
選
手
自
身
が
身
を
も

っ
て
体
験
し
た
こ
と
で
す
べ
て
そ
れ
を
知
り
つ

く
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
時
は
幸
運
が

そ
う
さ
せ
た
で
一つ
０
う
し
、
あ
る
時
は
実
力
が

さ
せ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
生
み
出
し
た

自
身
の
努
力
を
今
は
心
よ
く
よ
み
が
え
っ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。　
″我
田
引
水
″
自
慢
話
に
な

ら
な
い
う
ち
に
初
優
勝
の
感
想
も
嬉
し
か
っ

た
。
ま
た
頑
張
ろ
う
と
、
簡
単
に
結
論
づ
け
て

置
こ
う
。

た
だ
こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
優
勝
チ
ー
ム
が
こ
れ
で
よ
い
だ
ろ
う
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

日
通
チ
ー
ム
は
こ
と
し
一年
を
通
し
、
佐
藤

―
田
中
の
投
手
陣
を
中
心
と
し
、
ま
と
ま
り
あ

る
打
線
で
負
け
な
い
方
法
を
自
か
ら
学
ひ
と

っ
た
。
三
十
一連
勝
と
い
う
押
し
い
記
録
も
た

て
た
。
こ
の
中
に
は
初
優
勝
も
含
ま
れ
て
い
る

訳
で
あ
る
。
私
は
ま
こ
と
に
尊
い
勝
利
で
あ
る

と
思
う
。
し
か
し
こ
れ
は
勝
っ
て
み
て
い
え
る

こ
と
で
あ
る
が
、
負
け
な
け
れ
ば
そ
れ
で
よ
い

と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
は
真
に
い
い
た
い
こ
と
は
『勝
つ
横
綱
』

と
『負
け
な
い
横
綱
』
こ
の
言
葉
の
持
つ
ニ
ュ

ー
ア
ン
ス
を
理
解
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

初
優
勝
を
遂
げ
た
年
に
思
う
こ
と
は
『勝
つ
チ

ー
ム
』
に
脱
皮
す
る
こ
と
が
、
思
い
上
が
っ
た

い
い
方
か
も
知
れ
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
の
使
命

で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

成
る
か
成
ら
ぬ
か
解
ら
な
い
。
初
優
勝
を
遂

げ
、
喜
び
も
す
で
に
去
っ
た
い
ま
、
思
う
こ
と

は
優
勝
の
感
慨
で
は
な
く
わ
れ
わ
れ
自
身
の
た

め
に
、
大
き
く
社
会
人
野
球
の
発
展
の
た
め

に
、
も
っ
と
強
く
、
も
っ
と
立
派
な
チ
ー
ム
な

ら
ん
と
す
る
決
意
で
あ
る
。

にぎやかな応援風景



す
べ
て
が
い
い
思
い
出

…̈
…
…
…
…
日
通
投
手

た
て
一　
職
場
の
先
輩
、
同
体
の
指
導
に
よ
っ

一
¨
一
一
一
一
一
¨
一

思 だ 一 の
「
一
一
一
一
一
一

監
督
を
は
じ
め
先
輩
の
指
導
に
よ
っ
て
本
年
は

地
区
大
会
、
南
関
東
大
会
に
優
勝
し
て
社
会
人

野
球
の
あ
こ
か
れ
で
あ
る
後
楽
園
球
場
に
出
場

で
き
た
。
し
か
も
初
優
勝
、
そ
の
上
、
橋
戸
貿

ま
で
獲
得
し
た
。
こ
の
栄
誉
は
も
ち
ろ
ん
私
一

人
の
努
力
で
な
い
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

日
通
野
球
部
一丸
と
な
っ
た
テ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

日
通
全
社
員
の
熱
心
な
応
援
の
喝
に
よ
っ
て
得

田
　
　
中
　
　
　
　
　
明

ら
れ
た
も
の
と
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

私
に
は
監
督
、
コ
ー
チ
、
佐
藤
さ
ん
と
い
う

先
輩
投
手
の
親
身
も
お
よ
ば
ぬ
指
導
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
佐
藤
さ
ん
の
好
リ
リ
ー

フ
を
い
た
だ
い
て
一
度
は
敗
戦
の
寸
前
を
救
わ

れ
た
の
は
本
当
に
幸
運
だ
っ
た
。
私
が
マ
ウ
ン

ド
に
上
が
っ
て
い
る
時
は
、
い
つ
も
ブ
ル
ペ
ン

で
リ
リ
ー
フ
の
態
勢
を
と
と
の
え
て
い
た
。
そ

の
佐
藤
さ
ん
の
努
力
し
て
い
る
姿
を
見
な
が
ら

安
心
し
て
投
球
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思

っ
て
い
る
。
橋
戸
賞
を
拝
受
す
る
ま
で
に
は
私

に
も
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
。
ま
た
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
る
。
つ
ら
か
っ

た
こ
と
は
ピ
ッ
チ
ン
グ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
あ

る
。ピ

ッ
チ
ン
グ
も
日
通
に
採
用
さ
れ
て
か
ら

は
、
本
格
的
の
投
球
を
監
督
、
コ
ー
チ
に
指
導

さ
れ
―――
分
の
く
せ
を
直
す
に
苦
心
し
た
。
ま
た

足
腰
を
き
た
え
る
た
め
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
十
五
周

位
走
っ
た
時
は
全
く
野
球
部
を
や
め
た
い
位
つ

ら
か
っ
た
。
反
面
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
わ
が

チ
ー
ム
が
優
勝
し
て
橋
戸
賞
を
受
け
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
一周
し
た
時
で
あ
る
。
私
か
受
賞
で
き
た

の
は
前
に
も
中
し
上
げ
た
と
お
り
、
佐
藤
先
輩

投
手
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
喜
び
と
同
時
に

監
督
初
め
チ
ー
ム
メ
ー
ト
に
感
謝
の
涙
が
先

に
出
て
く
る
。
ま
だ
す
リ
ン
ピ
ン
ク
に
全
米
チ

ー
ム
と
試
合
し
た
の
も
良
い
思
い
出
と
な
っ

た
。十

二
月
三
日
よ
リ
フ
ィ
リ
ピ
ン
ヘ
親
善
試
合

に
行
け
た
こ
と
も
一生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

と
な
っ
た
。
今
に
も
全
国
最
強
の
テ
ー
ム
を
保

持
す
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
う
。

思
え
ば
、
こ
の
未
熱
な
自
分
が
、
先
輩
諸
兄

や
、
多
く
の
チ
ー
ム
に
先
ん
し
て
受
賞
す
る
な

ど
と
い
う
こ
と
は
、
夢
に
み
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
も
私
個
人
の
力
で
は
な

く
、
わ
が
チ
ー
ム
・
メ
ー
ト
全
員
の
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
。
今
更
な
か
ら
、
拓

銀
チ
ー
ム
の
一員
と
し
て
プ
レ
ー
の
で
き
る
こ

と
を
、
嬉
し
く
誇
り
に
思
う
。
あ
の
一
瞬
、
学

生
時
代
の
下
積
み
の
苦
労
や
、
両
親
の
元
を
離

れ
、
一
人
北
海
道
の
土
を
踏
ん
だ
時
か
ら
の
試

練
の
数
々
が
、
ま
ぶ
た
に
浮
か
ん
だ
。

冬
の
深
雪
の
中
を
、
朝
に
夜
に
、
汗
を
凍
ら

せ
、
足
を
こ
お
ら
し
な
が
ら
、
暖
か
い
本
州
の

球
人
達
に
負
け
ず
、
後
楽
園
の
晴
れ
の
舞
台

で
、
心
お
き
な
く
ゲ
ー
ム
に
臨
め
る
よ
う
に

と
、
み
ん
な
し
て
頑
張
り
抜
い
た
シ
ー
ズ
ン
オ

フ
の
練
習
な
ど
が
、
頭
の
中
を
か
け
め
ぐ
る
。

そ
の
練
習
が
、
無
駄
で
な
か
っ
た
こ
と
を
思
う

と
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
も
、
努
力
す

る
こ
と
に
依
っ
て
の
み
、
何
ご
と
も
切
り
開
き

得
る
と
い
う
尊
い
教
え
を
得
た
こ
と
に
、
心
か

ら
の
満
足
感
を
抱
く
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
航
路
に
お

い
て
も
こ
の
青
鋼
を
心
の
柱
と
し
て
、
日
標
を

打
ち
た
て
て
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
う
。

今
回
の
受
賞
は
、
自
分
だ
け
の
も
の
で
な

く
、
チ
ー
ム
・
メ
ー
ト
全
員
の
栄
誉
で
あ
り
、

と
り
わ
け
、
公
私
共
に
良
き
先
輩
で
あ
る
杉
村

捕
手
の
沈
着
冷
静
な
リ
ー
ド
の
た
ま
も
の
で
あ

る
こ
と
を
思
う
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
ど
の
様

に
表
現
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

今
後
も
、
こ
の
小
野
賞
に
お
こ
る
こ
と
な
く

努
力
を
重
ね
、
よ
き
拓
銀
マ
ン
と
な
る
た
め

に
、
ま
た
だ
れ
に
も
魚
け
ぬ
よ
き
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
な
る
た
め
に
不
断
の
練
習
と
研
究
を
積
み
重

ね
て
行
き
た
い
と
心
に
強
く
決
心
し
た
次
第
で

あ
る
。

最
後
に
、
諸
先
輩
や
、
拓
銀
の
理
解
あ
る
先

輩
の
方
々
、
多
く
の
フ
ァ
ン
の
皆
様
に
厚
く
お

礼
中
し
あ
げ
、
さ
ら
に
、
今
後
よ
り
一日
の
ご

指
導
を
お
願
い
中
し
あ
げ
て
、
今
回
の
受
賞

の
お
礼
の
こ
と
ば
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

小野賞を手にして
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田 中 公 雄 投 手

田 中 明 投 手

腹
に
し
み
渡
る
感
激

Ｆ…
…
…
…
…
…
拓
銀
投
手
　
田
　
中
　
公
　
雄

こ
の
ず
し
ん
と
重
い
プ
ロ
ン
ズ
を
手

に
し
て
、
感
激
は
、
言
葉
に
な
ら

な
い
。

こ
の
栄
あ
る
受
賞
ま
で
の
道
が
、
あ

ま
り
に
け
わ
し
く
、
あ
ま
り
に
長
か

っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

感
動
が
、
身
体
の
隅
か
ら
、
隅
ま

で
、
血
の
流
れ
と
と
も
に
、
し
み
渡

っ
て
行
く
思
い
が
す
る
。
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久慈賞を手にして

ね
ば
り
に
ね
ば
る

ま
…
…
三
ロムビ
ア監
督
永

井

第
二
十
五
回
都
市
対
抗
川
崎
市
第
一代
表
と

し
て
決
勝
戦
に
進
出
、
戦
後
初
め
て
二
十
九
年

ぶ
り
に
自
獅
子
旗
を
獲
得
し
選
手
一同
胸
を
張

っ
て
川
崎
へ
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

社
内
に
お
い
て
は
連
日
声
援
し
て
頂
き
ま
し

た
全
従
業
員
が
″ご
苦
労
さ
ん
″
と
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
、
手
を
握
り
喜
び
合
い
ま
し
た
。
こ

の
一
瞬
、
苦
し
か
っ
た
練
習
や
激
闘
の
予
選
、

そ
れ
に
最
後
の
優
勝
戦
な
ど
辛
か
っ
た
思
い
出

が
一
ぺ
ん
に
ふ
っ
と
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

数
々
の
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
川
崎
市

長
主
催
、
ま
た
労
働
組
合
等
の
ほ
か
第
九
回
昭

和
十
年
準
優
勝
し
た
時
代
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

諸
先
輩
が
集
っ
て
健
聞
を
祝
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
当
時
の
メ

ン
パ
ー
は
４
吉
相
、
３
西
本
、
６
富
永
、
９
藤

井
、
７
寺
門
、
８
大
亦
、
５
横
沢
、
２
紅
谷
、

１
若
林
、
鈴
木
の
そ
う
そ
う
た
る
人
た
ち
ば
か

り
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
本
大
会
出
場
十
六
回
の

伝
統
を
引
き
継
い
で
後
楽
園
で
活
躍
さ
れ
た
先

輩
の
方
々
も
多
数
集
っ
て
健
間
を
祝
し
て
く
れ

ま
し
た
。

川
崎
市
は
社
会
人
野
球
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、

ご
承
知
の
と
お
り
川
崎
市
は
全
国
で
も
古
く
か

ら
都
市
対
抗
野
球
で
知
ら
れ
て
い
る
市
で
あ
り

ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
市
民
も
ま
す
ま
す

力
を
入
れ
て
お
り
、
都
市
対
抗
の
予
選
は
全
国

で
も
激
戦
地
域
の
第
一指
に
あ
げ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

予
選
は
薄
暮
と
ナ
イ
タ
ー
で
入
場
者
平
均
二

万
、
各
社
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
統
制
の
と
れ
た
応

援
は
川
崎
で
な
い
と
見
ら
れ
な
い
て
し
よ
う
。

馨

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
覇
を
競
っ

て
お
り
ま
す
。

今
大
会
に
お
い
て
は
優
勝
を
逸
し
残
念
で
た

ま
り
ま
せ
ん
が
、
毎
試
合
１
点
差
、
あ
る
い
は

延
長
戦
、
再
試
合
と
十
八
イ
ン
ニ
ン
グ
余
分
に

炎
天
下
を
戦
い
抜
き
ま
し
て
「ね
ば
り
に
ね
ば

り
」
持
っ
て
い
る
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し

た
海
い
の
な
い
大
会
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
準
優
勝
の
栄
誉
を
か
ち
得
た
こ
の
体
験
を

翌
年
、
翌
々
年
と
積
み
重
ね
て
立
派
な
テ
ー
ム

を
つ
く
り
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・無我
夢
中
で
力
投

…̈
…
…
…
コ
ロ
ム
ビ
ア
投
手
　
近
　
藤
　
重
　
雄

明 る さ 速 さ 便 不可さ
す べ て ハ ー フ で最 高

生
ま
れ
て
初
め
て
の
後
楽
園
、

そ
の
マ
ウ
ン
ド
で
精
一杯
投
げ
る

こ
と
が
出
来
れ
ば
本
望
だ
と
思
っ

て
ま
し
た
が
、
無
我
夢
中
で
投
げ

ぬ
い
た
結
果
が
、
名
誉
あ
る
久
慈

賞
受
賞
と
な
り
、
感
激
て
一杯
て

す
。
お
そ
ら
く
私
の
野
球
生
活
で

一番
わ
す
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い

思
い
出
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
受
賞
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
ハ

ッ
ス
ル
し
、
来
シ
ー
ズ
ン
の
励
み
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
都
市
対
抗
野
球
に

出
場
出
来
る
よ
う
、
よ
り
一
層
頑
張
る
つ
も
り

で
す
。

YASHICA
〒■7

Jヨ:ラ‐Jク=
¥14,000革 ケ_ス ¥1,200ストラップ¥300

「ハ
ー
フ
で
一番
」
づ
く
め
の
高
性
能

①
Ｆ
・・７大
日
径
ヤ
シ
ノ
ン
レ
ン
ズ
つ
き

②
８。。
分
の
■
秒
高
速
シ
ャ
ッ
タ
ー
つ
き

④
正
確
で
写
し
や
す
い
完
全
Ｅ
Ｅ
機
構

④
完
備
し
た
兄
や
す
い
フ
ア
イ
ン
ダ
ー

⑤
本
格
的
な
セ
ル
フ
タ
イ
マ
ー
内
蔵

⑥
現
代
感
党
に
輝
く
機
能
的
デ
ザ
イ
ン
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(私)

(は)

(何)

(で)

(も )

(知 )

(つ )

(て )

(い )

(る )

都
市
対
抗
を
報
道
す
る
毎
日
新
間
の
運
動
面

に
黒
獅
子
の
目
と
い
う
コ
ラ
ム
が
あ
る
。
こ
れ

を
私
が
担
当
し
て
い
る
の
だ
が
、
顔
の
色
が
黒

い
か
ら
で
は
な
い
。
人
に
よ
っ
て
は
私
の
顔
色

か
ら
い
っ
て
ま
さ
に
適
任
だ
と
ひ
と
い
こ
と
を

い
う
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
あ
る
人
は
「い
っ
た
い
、
こ
の
鈴
木

と
い
う
人
は
い
く
つ
な
ん
だ
ろ
う
。
都
市
対
抗

を
そ
ん
な
に
昔
か
ら
み
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
」

と
い
っ
た
そ
う
だ
。
若
い
つ
も
り
て
い
る
私
に

と
っ
て
は
甚
だ
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
話
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
こ
の
コ
ラ
ム
は
、
私
が
黒
獅
子
に

な
っ
た
こ
と
に
し
て
、
都
市
対
抗
の
あ
れ
こ
れ

を
、
そ
の
日
そ
の
日
の
試
合
に
ひ
っ
か
け
な
が

ら
書
く
と
い
う
寸
法
の
記
事
で
あ
る
。
妙
な
も

の
で
大
会
が
は
じ
ま
る
と
私
は
黒
獅
子
そ
の
も

鈴木 美嶺

黒
獅
子
に
な
り
代
わ
っ
て

の
に
な
り
き
っ
て
し
ま
う
。
第
一回
大
会
か
ら

ず
っ
と
都
市
対
抗
を
み
て
い
る
よ
う
な
気
持
に

な
る
の
だ
か
ら
面
白
い
。
も
ち
論
、
本
当
に
第

一回
か
ら
み
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
新
聞
社

の
資
料
を
読
ん
で
頭
の
中
に
つ
め
こ
ん
だ
に
す

ぎ
な
い
。

人
間
の
記
憶
ほ
ど
あ
て
に
な
ら
な
い
も
の
は

な
い
の
で
、
私
は
い
つ
も
大
会
の
た
び
に
ド
ッ

サ
リ
資
料
を
記
者
席
の
片
隅
に
持
ち
こ
む
。
こ

れ
を
ペ
ラ
ベ
ラ
と
め
く
り
な
が
ら
、
あ
た
か
も

昭
和
二
年
の
昔
か
ら
都
市
対
抗
を
み
て
き
た
か

の
よ
う
に
書
き
ま
く
る
の
で
あ
る
ｃ

延
長
戦
が
あ
れ
ば
都
市
対
抗
の
延
長
記
録
を

が
、
日
石
が
九
回
二
死
か
ら
逆
転
し
て
２
１

１
で
松
下
電
器
に
勝
っ
た
の
も
、
忘
れ
ら
れ

な
い
。
私
が
主
審
を
し
て
い
て
″く
さ
い
タ

マ
″
を
ボ
ー
ル
と
い
っ
て
か
ら
形
勢
が
一変

し
た
。

そ
の
つ
ぎ
は
、
こ
れ
も
日
石
が
か
ら
ん
で

い
る
試
合
だ
が
、
三
十
一回
大
会
の
準
決

勝
で
熊
谷
組
が
九
回
に
２

１
１
で
無
死
満
塁
と
日
石

に
追
い
つ
め
ら
れ
た
と
き

だ
。
ど
う
な
る
こ
と
か
と

思
っ
て
い
た
ら
、
熊
谷
が

村
―．
君
（大
和
証
券
か
ら

補
強
）
を
救
援
に
た
て

た
。
そ
の
村
上
君
が
三
者

三
振
に
日
石
を
ね
じ
伏
せ
た
と
き
は
お
ど
ろ

い
た
。
こ
と
し
も
、
私
の
思
い
出
に
の
こ
る

名
勝
負
、
名
場
面
が
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
現
わ

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
、

り
景
一最
霧
最
ｇ
贅
驀

響ズ 面
■:11‖ l11`ll!1:!l:i::l:,:`:::!l::「

背番号
猛烈なスライデイングにもビクともしない丈
大き、のびのびプレーできるlla快な着心地、

快適な吸湿性、洗濯の手軽さ……
スポーツに発揮するビニロンユニホームの1魅

力です。

Юり百bビ
=ロ
コ

ベースボール ユ ニ フ ォーム

倉敷 レイヨン株式会社
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応
援
か
ら
応
援
活
動
へ

コ
ン
ク
ー
ル
に
優
勝
し
て

拓
銀
応
援
団
長
　
清

水

私
ど
も
の
応
援
団
が
、
去
る
第
二
十
五
回
都
　
　
私
ど
も
に
と
って
た
い
へ
ん
名
誉
な
こ
と
で
あ

雨
対
抗
野
球
大
会
の
応
援
団
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
　
　
り
、
望
外
の
喜
び
で
す
。

い
て
優
勝
の
栄
誉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、　
　
　
け
れ
と
も
、
札
幌
か
ら
出
か
け
て
行
った
私

あ
れ
こ
れ
と
資
料
か
ら
み
つ
け
出
す
。
逆
転
ゲ

ー
ム
が
あ
れ
ば
大
会
の
語
り
草
と
な
っ
て
い
る

逆
転
劇
を
拾
い
集
め
る
。
そ
し
て
″あ
の
年
の

東
京
と
京
城
の
一戦
は
、
み
て
い
て
手
に
汗
に

ぎ
る
ス
リ
ル
満
点
の
名
勝
負
で
あ
っ
た
″
な
ど

と
や
っ
つ
け
る
わ
け
で
あ
る
。

だ
か
ら
私
の
年
令
を
か
な
り
の
も
の
と
思
う

人
が
い
て
も
不
思
議
は
な
い
と
も
い
え
る
。

古
い
大
会
に
思
い
を
は
せ
る
だ
け
で
な
く
、

黒
獅
子
は
現
在
と
つ
な
が
り
の
あ
る
人
に
も
話

し
か
け
て
、
そ
の
話
の
も
よ
う
を
書
き
つ
つ
っ

た
り
す
る
。

そ
こ
に
登
場
す
る
の
は
か
つ
て
の
名
選
手
、

監
督
あ
る
い
は
監
督
だ
っ
た
人
、
審
判
員
、
応

援
団
と
い
ろ
い
ろ
さ
ま
ざ
ま
だ
。
そ
う
い
う
人

た
ち
が
語
っ
た
り
、
行
動
し
た
り
、
実
っ
た

り
、
泣
い
た
り
し
た
こ
と
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
風
に

つ
つ
っ
て
み
る
。
試
合
の
本
筋
を
追
う
批
評
や

経
過
と
ち
が
っ
た
別
の
都
市
対
抗
が
そ
こ
に
顔

を
出
す
。
な
か
な
か
愉
快
な
つ
つ
き
も
の
に
な

る
と
自
賛
し
て
い
る
。

し
か
し
、
人
の
性
格
と
い
う
も
の
は
か
く
せ

な
い
も
の
で
、
私
が
書
く
と
と
う
も
感
傷
的
な

も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
感
傷
的
と
い
う
の

は
私
な
り
の
表
現
だ
が
、
別
の
こ
と
ば
を
か
り

れ
ば
し
め
っ
ぱ
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

私
自
身
も
っ
と
ユ
ー
モ
ア
の
味
を
解
し
得
る
人

間
な
ら
ば
、
こ
の
ヨ
フ
ム
は
も
っ
と
ュ
ー
モ
ラ

ス
な
面
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

い
つ
だ
っ
た
か
「都
市
対
抗
は
負
け
た
方
が

い
い
ね
。
だ
っ
て
黒
獅
子
の
目
に
大
き
く
取
り

あ
げ
ら
れ
る
か
ら
ね
」
と
誰
か
に
ひ
や
か
さ
れ

た
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
″も
っ
と
大
会
に

の
こ
し
て
お
き
た
か
っ
た
チ
ー
ム
で
あ
る
″
な

ど
と
敗
者
を
た
た
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か

ら
だ
。
勝
者
は
批
評
記
事
で
た
た
え
ら
れ
、
ヒ

ー
ロ
ー
な
ど
と
い
「ンヨ
フ
ム
も
あ
っ
た
り
す

る
。
し
か
し
、
敗
者
に
は
な
に
も
な
い
。
せ
め

て
黒
獅
子
ぐ
ら
い
が
あ
た
た
か
い
気
持
て
包
ん

で
や
ら
ね
ば
と
私
は
い
つ
も
考
え
る
。
だ
か
ら

こ
の
コ
ラ
ム
は
感
傷
的
な
色
彩
が
強
く
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

そ
う
い
う
点
だ
け
か
ら
み
て
も
、
す
で
に

こ
の
コ
ラ
ム
は
一
種
の
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
つ
ね
日
ご

ろ
み
ず
か
ら
い
ま
し
め
て
は
い
る
も
の
の
、
人

の
力
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
自
然
の
勢
い
な

の
で
あ
ろ
う
。
私
と
い
う
一
人
の
人
間
だ
け
が

何
年
も
同
じ
こ
と
を
手
が
け
て
い
る
と
、
遅
歩

は
あ
っ
て
も
進
歩
は
な
い
と
考
え
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
ヨ
フ
ム
は
社
交
的
な
に
お
い

の
す
る
コ
ラ
ム
で
は
あ
る
し
、
殺
ば
つ
な
試
合

記
事
ば
か
り
の
と
こ
ろ
に
少
し
て
も
う
る
お
い

を
も
た
ら
す
効
果
は
あ
る
と
思
う
。
黒
獅
子
に

な
る
人
を
か
え
て
も
こ
の
コ
ラ
ム
は
も
っ
と
続

け
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ど
も
が
、
な
ぜ
皆
さ
ま
か
ら
日
本
一
の
応
援
団

と
し
て
お
認
め
い
た
だ
け
た
の
か
、
い
さ
さ
か

面
は
ゆ
い
と
こ
ろ
な
し
と
し
ま
せ
ん
。
私
ど
も

は
決
し
て
奇
を
て
ら
っ
た
応
援
や
、
大
金
を
投

じ
て
意
匠
を
こ
ら
し
た
応
援
を
し
た
の
で
は
な

く
、
ひ
た
す
ら
ス
タ
ン
ド
に
つ
め
か
け
た
何
千

人
も
の
皆
さ
ん
と
声
を
一
つ
に
し
て
、
銀
行
の

友
人
で
あ
る
選
手
た
ち
を
声
援
し
た
に
す
ぎ
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。
お
そ
ら
く
は
、
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
の
み
お
認
め
く
だ
さ
っ
て
の
授
賞
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
拓
銀
野
球
部
は
こ
と
し
創
設
十
五
間

年
を
迎
え
ま
し
た
。
選
手
は
も
ち
ろ
ん
張
り
切

り
ま
し
た
し
、
地
元
の
札
幌
で
は
こ
れ
を
契
機

に
「拓
銀
野
球
部
後
援
会
」
が
結
成
さ
れ
、
会

報
「黒
獅
子
」
が
発
行
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
な

熱
の
い
れ
よ
う
で
し
た
。
こ
の
年
、
野
球
都
は

待
望
の
道
連
盟
結
成
記
念
大
会
優
勝
を
遂
げ
る

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
転
機
を
迎
え
た
わ
け

で
す
が
、
同
し
よ
う
に
私
ど
も
の
応
援
団
も
発

実.……… 轟̈
拓 銀 の 応 援 風 景

東洋徽章製作所

トロフィー カップ パッジ

各種賞品

程ΥttT金 御用

各種大会記念品

丁EL (31:33381
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足
以
来
数
年
に
し
て
よ
う
や
く
形
を
な
し
て
き

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

野
球
が
好
き
で
、
血
の
気
の
多
い
若
者
た
ち

が
球
場
で
わ
め
い
て
い
た
、
そ
の
よ
う
な
″応

援
″
か
ら
、
秩
序
の
あ
る
応
援
″活
動
〃
へ
脱

皮
し
、
組
織
つ
け
ら
れ
て
き
た
過
程
は
、
ち
ょ

う
ど
、
徐
々
に
地
球
が
冷
え
て
そ
し
て
次
第
に

固
ま
っ
て
き
た
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
し

た
。私

ど
も
の
応
援
団
は
、
現
在
総
員
四
十
四
名

か
ら
な
り
、
う
ち
女
子
十
名
を
含
め
た
四
十
名

が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
お
り

ま
す
。
応
援
団
の
運
営
は
、
団
長
の
私
、
副
団

長
五
名
の
計
六
名
か
ら
な
る
幹
部
会
で
行
な
わ

れ
ま
す
が
、
運
営
に
当
た
っ
て
の
栞
不
的
な
考

え
方
、
あ
る
い
は
方
法
な
ど
に
つ
い
て
二
、
三

ご
紹
介
申
し
あ
げ
ま
す
と
、

第
一
に
、
日
常
の
応
に
団
活
動
は
、
シ
ー
ズ

ン
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
か
か
わ
り
な
く
、
一年

を
通
じ
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
と
か
く
試
合
中
の

応
援
の
み
が
、
い
わ
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
応
授
て

あ
る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
か
、
私
ど
も
は
、

日
常
、
同
僚
友
人
と
し
て
よ
り
密
度
の
一尚
い
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
を
保
つ
こ
と
こ
そ
が
、
社
会
人

ス
ボ
ー
ツ
応
援
の
基
本
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。
野
球
部
員
に
は
野
球
を
通
し
た
チ
ー
ム

メ
ー
ト
の
す
ば
ら
し
い
交
流
が
あ
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、
応
援
団
員
に
は
、
彼
ら
を
支
援
す
る

活
動
の
中
に
、
同
じ
目
的
を
も
っ
た
青
年
た
ち

の
交
流
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
て
こ
の
こ
と
が
″勝
た
せ
る
た
め
の

応
授
″
を
こ
え
て
、
社
会
人
野
球
の
本
員
を
支

え
る
応
援
の
態
度
で
は
な
か
ろ
う
か
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
球
場
に
お
け
る
応
援
活
動
は
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
高
度
に
発
揮
す
る
と
い
う

一
点
に
し
ぼ
っ
て
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
と
も

の
応
援
団
は
、
組
織
行
動
の
モ
ラ
ル
と
責
任
と

い
う
観
点
か
ら
、
と
り
わ
け
こ
の
点
を
重
視
し

ま
す
。

当
行
（ま
た
は
相
手
）
チ
ー
ム
を
応
援
す
る

た
め
、
球
場
へ
出
向
く
観
客
各
位
の
た
め
に
、

明
朗
で
、
キ
ビ
キ
ビ
し
た
、
し
か
も
ユ
ー
モ
ア

に
富
ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
応
援
ぶ
り
を
お
目
に
か

け
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
観
客
が
一
つ
に

な
る
ふ
ん
囲
気
を
つ
く
り
、
晴
れ
晴
れ
と
応
援

で
き
る
態
勢
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
、
私
ど

も
応
授
団
の
最
大
の
任
務
で
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
負
け
い
く
さ
の
と
き
最

も
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
私
ど
も
の
応
授
団
で
は
個
人
プ

レ
ー
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
ユ
ー
モ
ア
の
な
い

ヤ
ジ
も
、
た
ち
ま
ち
同
僚
か
ら
こ
き
お
ろ
さ
れ

る
と
い
う
、
１１
然
の
、
し
か
も
手
痛
い
チ
ェ
ッ

ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
い
て
時
に
は
銀
行
員

ら
し
か
ら
ぬ
よ
き
フ
ァ
イ
ト
で
あ
る
な
ど
と
い

う
評
判
を
い
た
だ
き
、
札
幌
で
は
ハ
ッ
ス
ル
応

援
団
と
し
て
高
名
で
す
。

一方
、
と
か
く
応
援
団
活
動
に
あ
り
が
ち
の

″勇
み
足
″
も
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
選
手
た
ち
は
、
私
ど
も
や
多
く
の
熱

狂
的
な
フ
ァ
ン
の
熟
烈
な
る
が
ゆ
え
の
重
い
負

担
に
し
っ
と
耐
え
、
そ
れ
を
は
ね
か
え
し
て
く

れ
ま
し
た
。
一年
の
闘
い
を
終
え
て
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
に
入
っ
た
今
、
選
手
た
ち
は
ボ
ー
ル
を
控

ら
ぬ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、
私

と
も
と
彼
ら
と
の
友
情
は
、
シ
ー
ズ
ン
中
よ
り

も
い
っ
そ
う
堅
い
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
・つ
し
た
私
共
の
応
援
団
が
ヽ

楽
園
大
会
に
購
け
た
な
気
一込
み
も
な
か
な
か
で

し
た
。

こ
と
し
の
春
は
、
よ
り
魅
力
あ
る
り
―
ド
の

手
法
を
開
発
す
る
た
め
に
、
担
当
副
団
長
を
札

幌
か
ら
神
宮
球
場
へ
出
張
さ
せ
ま
し
た
。
年
間

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
活
動
計
画
を
討
議
し
、
立

案
し
た
の
も
二
月
の
雪
の
中
で
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
道
内
の
連
続
優
勝
は
も
と
よ
り
、
後
楽

咽
大
会
優
勝
と
い
う
望
外
の
栄
誉
を
い
た
だ
き

十
し
た
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
そ
れ
を
狙
っ

た
か
ら
で
な
く
、
結
果
と
し
て
そ
う
な
っ
た
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
ど
も
は
改
め
て
確

認
し
、
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
、
後
楽
園
球
場
で
一試

合
終
わ
る
ご
と
に
女
子
リ
ー
ダ
ー
十
名
が
買
い

も
の
袋
を
下
げ
て
紙
く
ず
を
拾
い
歩
い
た
、
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
ほ
め
く
だ
さ
い
ま
し
た

が
、
日
は
ば
っ
た
い
よ
う
で
す
が
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
札
幌
の
中
島
球
場
で
も
や
っ
て
お
り

ま
す
。

そ
れ
よ
り
も
、
こ
の
大
会
で
私
ど
も
が
最
も

印
象
深
く
感
し
か
つ
感
動
し
た
こ
と
は
、
私
ど

も
の
チ
ー
ム
が
招
待
し
た
石
神
井
学
国
の
子
供

た
ち
と
の
友
情
で
し
た
。
野
球
部
創
設
十
五
周

年
記
念
事
業
と
し
て
企
画
し
た
こ
の
催
し
は
、

子
供
た
ち
も
た
い
へ
ん
喜
ん
て
く
れ
ま
し
て
、

試
合
第
三
日
目
に
は
、
大
人
の
身
の
丈
よ
り
大

き
な
す
ず
ら
ん
の
花
を
贈
っ
一〜
ヽ
れ
ま
し
た
。

聞
け
ば
い
た
い
け
な
い
施
設
の
子
供
た
ち
が
二

日
が
か
り
で
作
り
あ
げ
、
電
車
の
中
を
か
つ
い

で
持
っ
て
き
た
の
だ
そ
う
で
す
。

私
ど
も
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
の
旗
よ
り
も

重
く
、
心
に
銘
じ
て
こ
の
造
化
を
手
に
し
ま
し

た
。
そ
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
の
み
が

も
つ
感
動
と
す
が
プ
が
し
さ
を
味
わ
っ
て
礼
幌

へ
帰
っ
た
し
だ
い
で
す
´

来
年
は
、
子
供
た
ち
に
約
束
し
た
と
お
り
、

再
び
任
楽
剛
球
場
で
ヽ
一杯
の
応
援
振
り
を
ご

技
詳
申
し
あ
げ
る
こ
Ｌ
を
お
約
束
し
て
■
を
お

き
ま
す
。

富 士 製 鐵 の

刀多 金岡
当社の H形鋼 は、各 種 の特 長 と、

す ぐれ た経済性 を もつ、理 想 的 な

構 造 、杭 、仮 設 用 材 です.

o大きい座 屈 耐 力 と曲 げ耐 カ

・ 単 位 重 量 あ た り大 きい 断面係 数

加 工 、洛 接 、組 立 が容 易



日立市 日本鉱業日立
部 長 志賀 正二  東  大

マネジ ャー飯塚 孝文   慶  大
〃  山内 基代   新 富 高

⑩監 督 鈴木 幸治 33立  大
⑮投 手  簾内 政雄 18能 代 高
0    高木 式夫 23東 ゴヒ高
⑬    石 田 紀BIJ 23東 Jヒ 高
⑩    田上  晃 20新 富 高
④    杉 山 恒夫 19東 Jヒ 高
④捕  手 梗木   拡 22明  大
④    長島 良 吉 21作新学院
0    谷 内 五郎 18能 イヽ 高
⑮   O作 道  蒸 20新 田学園
0内 野 渡辺  光秒128作 新学院
0   山下  藩 18呉 港 高
⑥   森jll 元 23中 京 大
0    宮坂 忠良 21新 富 高
⑪    青木 口雄 24右与城一高CID    井出 松雄 26愛 知 大
⑫    中村  泰大 20岡崎北高
④   小野 田健之朝;21豊 橋 工
0   古 山  茂 20茂 原 農
0外 野 柘植 車 男 24立  大
0    柳 田  晟 19作新学院
0    今西  畑t世 26立  大
0   0吉 田 英明 23■1岡 高
0   0中 村 誌郎 26中  大
④    高畑鷹千イヽ 24り] 大
④   ◎沢本 良 -26立   大

横浜市  日  本  鋼  管
部  長 正親  神一  早  大
マネジ ャー沢田 睦雄  明  大
サフマネ 矢頭  喜寿   築 上束高
⑩監 督  杉本和喜代 31明  大
0投 手  阿曽 恒 夫 25明治学大
②    松井 達 夫 24法  大
⑫    前川  rl弘 24慶  大
⑤    野村 紘 二 24出 水 高
O    塚本 哲夫 19八代東高
⑬    宇津木峰雄 20早  実
④」ll 手  奈良 寿真 25日  大
⑩    久保  賢-21柳 井 高
0   0広 瀬 幸 T■ 22法  大
0内 野 市il日 義蔵 25明  大
④      宇野  修「 124法   大
⑩     田浦 正 γイ23憂  大
②      古スL 予11:F21 ,晏 ′て商
0    竹 内  1■ 22桜美林高
の    石 1子 忠義 22作新学院
⑮    久保庭 洋 21麻 イL高
0    1り 村清太劇

`21高
松一高

O   O1/_松  道角i26立  大
④   O利 橋 哲大 261■  大
④外 野◎佐藤 鉦 1■ 26名古屋工
O     lll田  茂不u23「りj  大
④       llド jtて  ■ヽ―- 23 11ラk藤ツて
0    営原  進 19イ:潟 商
④   O今 西 良雄 26立  大
0   0和 田 米蔵 22芝浦工大
東京者5熊  谷  組
部 長 時間 収次  早  大
ェネジャ 黒須 陸男  早  大
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⑫       城 内  幸雄 19 北 γJ 豪
●   〇江 口喜代司 25本し幌 商
0捕 手 成瀬 勝己 27慶  大
0    杉村  輝己 26法  大
②    亀 田 友孝 24法  大
CD    牛戸 勝三 19Jヒ 海 高
0内 野◎西村 博司 28明  大
0    牧羽 邦夫 28駒  大
O   r」 髪 良 -24法  大
0      /」 桐ヽ  典大 24駒   大
③    鞍智 繁章 24早  大
⑤    鈴木 勝宏 21ゴヒ海 高
⑥    北条 公孝 23法  大
0   0岡 村 光春 27法  大
④外 野 榊原  靖 28中 京 大
②   田サ|1 武 24中 京 大
④    稲川 洋三 2中   大
●    香椎 紘 -23日   大
⑮    八木沼陽-23立   大
④    関根  茂 23慶  大

釜石市 富士製鉄釜石
部 長 兼 Ll孝 東 大

マネジ ャー男鹿谷和美  秋 田 高
⑩監 督  木場  正 32日  大
0投 手  伊東 征大 20銚子市高
0  佐 1泰 教雄 盟 秋 田 正
o    水野   隆 25沼洋市高
①    ■1谷 正人 26立命館大
①    池 田 亘刀 25日  大
CD  O佐 藤 良 -30盛 岡 工
0捕 手 佐 々木正行 23富 古 高
0    落合 孝造 24召キit市高
④    岩本  勝邦 蛇 都立五商
②     力Π藤   茂 34 口   大
0   0千 葉 繁夫 214謹 岡 商
0内 野 中林  武 23東 邦 高
⑥    男鹿谷瀾1美 26秋 l日 高
O   C柘 植 康之 261_7FD高
⑩    長谷∫|し 」博 26専  大
①    白間 ,11大 22[1古 高
0    岩井 信之 22静 岡 商
④    久末  進 24野辺地高
⑮   C畠 山  馨 20宮 古 高
②外 野 北治 緩 彦 25立命館大
0  藤原 正巳 21秋 田 両
④   河 内 イ

'{正
盟 盈 進 商

⑮   杉本 1多 -23静 岡 商
⑫   C斎 藤 奄行 26-開 一l l
αヽ   (D大 向 ,(」 夫

"ノ
ヽ戸 高

会津坂下町 清 峰 伸 鋼
総監督 清 Iに  隆

マネジ ャー永沢 111士雄  ぼ館補修商
①監  督  小林  勇三■2S中 京 PI
O投 手  石 Ir 信弘 20福 島 商
④   O杉 l喜〔ヽ美 盟 野辺 1山高
⑬   Ofり 1月: 幸一 盟 EI内 高
④    高橋 正蔵 20会 キ11工
⑥捕 手 古楽 資次 22国学■大
0     佐:蕨  禾嘔「 21ユ|二   工
O    fり |■卜 ■雄 21市原一高
0内 野 C‐菊地  隆徳 23イ:1島 工
⑨    波辺千―■

`23カ
]茂 高

⑩    小林  "■12S「 11京 商
GD     力Πl月: :],告 1ワ キ|:J島 ■1
⑫    杉村 じ]ll」 21岐 阜東高
⑮    相川東洋雄 25専  大
0  彦Jt~1・ 1りj19三 重 高
0外 野O箱崎 修二 24り」 大
O   CIL口  雄英 28「 11京 商
②    金沢 安 -23中 京 大
0   0黒 田 信重 25大 田 高
⑩    戸村  善孝 23関東学大
0    石井 春大 23江戸崎高
⑬    高森  弘 22専  大
0    新井  洋 19岐阜東高
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第35回都市対抗
出場メンバー

督
手
　
　
　
　
　
　
　
手

嘘
鍛
０
０
０
０
０
⑩
Ｏ
師
０
０

古田 ll l幸 30立  大
島津  liLl良|`29 1]   大
綱木  幹雄 23立  大
岡部 利久 22駒  大
藤津 靖雄 22戸 畑 高
大櫻 照彦 21安 来 高
西黒  満 20今治西高
C池谷  隆 22石 和 高
滝沢  洋 20都立五商
松 田 至大 24芝浦i工大
大西 敬造 23中  大
河野  懸 23都立農高

推薦・京都市下責水化学
部 長  福本 正4i  神 戸 商

マネジ ャー各頼  な  法  大
⑩監 督 浜 田 一サ」31城 り[工
O投 手 竹村  弘 27関  大
⑮   堤   ■r25関 学 大
④    巣 山 幸男 22大 阪 高
④    山 口  明

"花
園 高

⑩    松原大三郎 23同  大
⑮    福本 正憲 21浪 商 高
④    松尾  勲 18大 社 高0捕 手 茸]田 栞生 2培   高0    岡部 F■明 23早  大0   上平  洋幸 21寝屋川高
⑮    藤田 nll義 19高 田 高
① 内 野  南  勝美 24城 東 工0    瀬戸 □臣範 23関  大
⑫    本 田 良 幸 23法  大0   上 田 十雄 2城 東 工
⑥    延原 博之 23法  大
0    鈴 木  攻 23学習院大
⑬    藤本  長雄 23近  大
②外野手◎中田 純生 24法  大
④    萩原加三郎 23浪 商 高
0  前jlI 勉 23御 所 工
0    長  慎 -23立 命館大
①    粋1原 康之 23慶  大
④    松尾 正弘 18三 尻(高0    池野  周作 23立  大

室蘭市 富士製 鉄室蘭
部 長 中島 長久  東  大
マ梨9辱 /」 野ヽ 秀夫  立  大
0監 督  田畑 義秋 32赤 穂 高
0投 手 松井 勇造 24田名部高
⑮    斎 田 汗j-23苫 小牧工
④   C真 1庵  勝 21砂川南高
⑩    渡辺  進 2太 1日一高
0      [コ rl●  輝5120多ヽ卜T覇 ェ
⑬   道 治 一́使 20天 理 高
④捕 手 ○岡定  f資 21り 1  大
④    工藤  ■ 23水 戸 商
0   瀬戸 ili男 25'「 葉 商
⑥    永井 健 臣 19111■ 工
① 内 野@岡嶋[[1士夫 23興 国 商
⑤    宮崎 雅通 26千 葉 商
④   O藤 井 久雄 26苫小牧工
⑫    安戸   尚 25苫小牧東
●   高屋敷 日出夫 2Jヒ 海 高
②    田中 君男

"船
橋 lu

①    藤谷  [`三 21Jヒ 見村1陽
0   細谷  明 20千 葉 商
0   及川 邦彦 20富 士 工
0外 野 青初1  ■128千 葉 商
O     CI_F」 it イji「124 慶    大0       多夏[■   ■々 23 "々  ‖1 高0   梅 田  勲 23苫小牧工
⑩    坂 佐井忠 ワ」21水

「
千工

⑮    四 |´物利 男 21北見柏陽
本し幌市 拓 殖 銀 行

部 長  佐 .i・ 美代 古  京  大
マネジ ャー石 田 貝」夫  光 星 高
①監 督 品 田栄太郎 31法  大
⑬投 手  田中 公雄 25早  大
0    長縄 正 己 24愛知学大CD   野 並 利行 23日  大0   後藤 八茂 23中 京 大
⑬    三浦  宏 23中  大
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0    畠山 君雄 18磐 城 高
0    合本 忠博 25新 宮 高
⑮    今村 忠彦 23飯 田 高
●    安藤 喜春 24沼津東高0    村瀬 栄治 25早  大
0    高島   勲 18柳井商工
⑬   O岡 本 仲夫 22日  大
0   0久 保 田利広 26清 水 商
④外 野 加藤  昭 26鴻 巣 高0    玉置 忠男 25慶  大0    山崎 征二 24慶  大
0   米含 守信 22慶  大
0    佐野 直 樹 23立  大
⑫   O中 国 耕平 26掛川西高
浜松市 河 合 楽 器
部 長  河合 真平   興 誠 中

ェネジ ャ 伊東 照二  中  大
⑩監 督  高林 哲大 34浜 松 工
①投 手  富下 秀垣 25駒  大
④     阿部  尚男 24農  大
0    根木  慶樹 21海 南 高
⑬    小幡 将夫 20興 誠 商
④   O坂 田 孝平 21浜 名 高
0捕 手 小島 友 宏 24駒  大
⑫    鈴木 不U尚 20浜 松 商
⑬   O高 田  登 26沼津市高0内 野◎渡辺  秀夫 26法  大
②    久米  孝 -26明   大
0    細井 達矢 24豊 橋 工
0   田村 禾U宏 23中  大
④    中尾 益也 23中  大
0    養 田 光生 22日大三高
0    園田 道 公 22大 淀 高9    岡田 紀明 22早  大
O   o風 間 靖久 24静 岡 商
⑮外 野 谷野   彰 25海 南 高
②    向笠図至大 24法  大
0    佐久間 隆 24駒  大
0    伊藤 栗男 23青 学 大
CD   堀 内 嗣郎 23法  大
④    百瀬  利男 22興 誠 商
④    歳所 俊郎 21ノヽ女 高
⑬   O佐 々木彬夫 23柳 井 高
詢 市 三 協 精 機
部  長  中 村  文 明   松 本 商

ェネジャ 石見信一郎  早  大
⑩監 督 野瀬  昌三 34明  大
0投 手  鈴木   滋 28茨 城 高
0    荻原  文次 25日 田 高
④    竹村  幸茂 23赤 穂 高
⑬    赤尾  俊男 24明  大
0    有馬  宏 24立  大
④捕 手  吉 田 好成 25早  大
②    海川 豊弘 23中 京 商
⑮    伊東  芳昭 23早  実
0    岩間 美光 22甲 府 工
の 内 野 高 山 久男 29明  大
0    内藤 祐作 26早  大
⑦    遠山 雅人 23石 和 高
⑥    戸田甚五郎 24立  大
0    小笠原澄男 23立  大
0   吉 田  勇 22大 鉄 高
④    出野  恒 夫 21大 鉄 高
④    西岡 洋児 19高 知 商
●外 野◎光沢  毅 28明  大
①     山田  実 24名 商 大
④    佐野 卓三 23身 延 高
0    村上唯二郎 23早  大
0   飯塚 武志 22 PL学 園
0    吉 田 勝 -20大 鉄 高
0  0藤 本 孝二 23三 池 高
CD   O深 沢 荘行 23芝浦工大

銀 市 電 電 北 陸
部 長 河辺 公平  富  練

マ梨蓼号―牛九 芳大  講  普
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川購市 日本コロムビア
部 長  芝崎 方朗  横浜商工

ェネジ ャ 貴志  久男 北海道一高
⑩監 督  永井  馨 38明  大
0投 手 虎若  裕治 24八 幡 商
④    吉 田 昌幸 24関  大
⑬    近藤 重雄 21石 ∫‖高
●    大 槻 孝造 19辰 野 高
①    大谷  書啓 18広 陵 高
0   0佐 伯  肇 21日大一高
④   O中 野  信 23成 田 高
④捕 手 保垣 一紀 23専  大
()       Jヒ 田  昭海  21 ノヽ  幡  商
⑫    鍋 山  勝 19博 多 高
0内 野◎為房  健 29玉 野 高
0    手 島 売ヨ 26愛 知 大
●    藤木  久三 22丹 生 高
①    浅 野  勇 22駒  大
0    成島 和久 22明  大
0    小林 義治 22大阪経大
④   O河 野聖四郎 24法  大
0   0角 田 吉 貝」22日大一高
⑥   O渡 辺  晃作 20帝京商工
0外 野 樫原 孝秀 24竜ケ崎一
0    小谷   武 24土浦三高
0    朝 岡 真二 24愛 知 大
0    坂部 兼之 23愛 知 大
CD    戸 口 睦喜 22立  大
⑬    富原  東洋 22中  大

り:臓市 東   芝
部 長  玉置 故三  東  大

ェネジ ャ 大波 正名  慶  大
0監 督  鈴木  幸市 28浜 名 高
⑫投 手  西本 道貝」26柏 原 高
0    相島  修 26松山商大
0    松島 辰雄 23島 田 商
0    曽根  弘信 23慶  大
⑮    熊谷  猛郎 19気仙沼高
〇   〇荻野  芳春 24甲 府 工
④捕 手 松 岡  清 23八幡浜高
0    森永  和典 20佐 賀 高
⑮    井崎 正紀 19佐 賀 高
●    清水 信隆 25希望ケ丘
〇   〇杉 山  茂 25石 橋 高
⑥ 内 野 岩本  光弘 25早  大
0   伊東  博 22成 東 高
①    西 岡 浩史 22慶  大
①     出沖 宏二 22早  実
6    真鋼  和正 20戸 畑 高
0  柴  武利 19銚 子 商
②    二宮 忠± 18八幡浜高
0外 野◎和泉  清 23銚 子 商
④    春原 正道 23早  大
④    塩原  均 22松商学園
③    永淵 洋三 21佐 賀 高
0    長養 敏男 19横 浜 高
①    宮沢 正道 18松商学園
〇   〇所  正美 25早  大
吉原市 大 昭 和 製 紙
部 長  小林  喜平  日  大
ェネジャ 芹沢 達曰  日  大

0内 野 古口 昌幸 30立  大
⑮    伊東 昌昭 27立  大0   原 田  潤 24法  大0    窪庭  博 23立  大
④    井野  慶雄 23法  大0   鈴木 正臣 22慶  大
④    神野  照蒸 19今治西高
④   O黒 江 幸弘 26鹿児島高
⑫外 野◎加藤 幸-30中   大CD   坂 田  繁 25愛 知 大0    井上  均 24明  大
0    川崎 俊吾 24芝浦工大
0    高橋 忠義 21松 江 商
●   〇大西   清 24立 命 大

東京都 サ ツポロピール
部 長 門脇 吉一  東  大

ェ ネジ ャ 品 川 宗弘  慶  大
⑩監  督 平 出 昌雄 31慶  大
0投  手  草 刈  広 30学習院大
CD    五代 友和 25立  大
⑩    角谷  隆 24慶  大
0    角原 雄 -25学 習院大
⑫   O西 日 明美 25浪 商 高
①    大島   孝 23作新 学院
0   波辺  正雄 20高 岡 商
●    原田 武 彦 19和歌山商
0捕 手  田中 勝芳 25慶  大
④    杉 山  敬 23宇都富工
⑦   O大 野  正雄 23近  大
④    羽鳥  真之 19 PL学 園
④内 野 高橋 孝大 28立  大0   ◎梶 登志 夫 28和歌山商
0   0堀 川 保男 29水 戸 高
0   古 口 典央 23作新 学院
0    北野  昭也 23慶  大
0   /」 M達 郎 23慶  大
O   武 井  勲 21大 富 高
●外 野  小富  忠 23宇 都宮工
④    加藤 賢次 23立  大
0    榎本  博明 23慶  大
②    O金   博昭 25日大二高
②    佐藤 光政 21高 崎 商
④    本 田  正 21小 合 工

東京都 電 電 東 京
部 長  鶴 田 重蔵   富  練

ェネジ ャ 佐久間芳克   日大三高
⑩監 督  大神田正俊 31日  大
④投 手 鈴木 博 23神奈川商工
●    下 田 義夫 23明 治 高
⑬    竹ノ下寿男 23東 洋 大
⑤    伊藤  昭貝」22農  大
④    市川 吉保 18修 徳 高
①   O中 川 揚二 24神奈川大
④捕 手  花方恒夫 25神奈川商工
④    船 田  昭 25東 洋 大
⑫    小 保方文八 22桐 生 高
0    峯 田慶一郎 22農  大
0内 野◎太田  誠 27駒  大
0   高橋  秀男 26中  大
0    辺原  勝彦 24日  大
0    田中 麹夫 23明 治 高
④    岡 田 俊男 23専  大
O    金井  勅 20桐 生 高
0   0畑   俊二 24阿 賀 高
0外 野 鈴木  浩吉 27中  大
0    大楽   広 27内 郷 高
0    福岡 詳悟 23中  大
o    石井 信男 19常 盤 高
④    由島 昭紀 23芝 工 大
0    谷本 良樹 22国 学 大
①    石鍋堅二郎 22駒  大
●   〇小 林 政大 24足 利 工

②監
⑬投
⑩
0
0
0
0
0
薗
④
0
0内

督  山県 将泰 41慶  大
手◎金沢  宏 25早  大

三 田  晃23大阪成器商
大森 健弘 24浜松西高
渡辺 正教 20沼 津 商

〇宮崎 雅義 22興 誠 商
〇大石 嘉洋 20静岡市商
〇古城  守 25三池農高

手 野村   徹 27早  大
中村  允昭 23青山学大
山崎 善-23沼 津東高

野 尾関 達 =24芝 浦工大



0   永島 童郎 22福 岡 大
⑩    土橋  修 19粉 河 高
0   森本 利之 18平 安 高
⑮   O天 竹 博文 21育 英 高

8捕
 手 街栞 薦董 ;:量 商 癸

o    森田  恵 20東 山 高
③内 野 桜井 昌彦 22浪 商 高
2D        本公汗打  三二良6 22 ノヽ 囀螢 雇覇
②    竹中  章 24関  大
o    三本豊次郎 24農  大
o    西日 文三 22泉大津高
●    富原 正守 21合 敷 商
o    船坂 昭夫 22名 商 大

8外
 野8曇需 渥発::彊 山暴

④    堀 田  明 23関  大
④    早 田 紘司 22立命館大
0    平 山 博明 22同  大
②     和 国 大三 19西 京 高
o   吉村  憲治 22花 園 高
大阪市 電 電 近 畿
部 長 上田 正一  高野山中
副部長 坂下  隆  西野山中

マネジ ャ 森岡 俊大  近  大
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o   ◎武田  保 26中 京 大
⑬    西山紀代志 24神奈川大
0    横関 康彦 22中 津 商
0    伊沢 秀男 23神奈川大0    加藤 幸男 19大 垣 商
⑬   O大 島 季男 23中 京 大
0   0赤 尾  敬 22横浜市大

伊勢市 二 重 交 通
部 長 辻  喜一  法  大

マネジ ャー 福田 明  関  大
⑩監 督 服部  力 41法  大
①投 手 伊藤 孝憲 26津  高o    多田 万馬 24津  高
④    竹村 政雄 21高 田 高
CD    原田 行雄 19南 部 高
o   久世 謙作 18高 田 高
0   0岩 瀬  親 21岡 崎 工
⑮捕 手 福田  明 27関  大0    岡田 宏-20高 田 高
②    山本 文郎 20木 本 高
④   o樋 渡 啓起 20亨 栄 商
0内 野◎横山 正大 26静岡市高o    浜 口 幸雄 26津  高
0    土井 良-26阿 久比中
o  荒j!I 毅 25平 安 高
0    山下  晃 24愛知学大o    高橋 政宏 19緑ケ丘高
⑮    辻岡 善昭 18御 所 工
●    条井泰助 19宇治山田高
o  沢  鵬弘 18松 阪 商
0   0安 藤雄次郎 27多治見工
8外 野 曇算 勝鬱;2轟 子戻
④    島中 敏希 22東 洋 大
⑫    東 田 正義 18御 所 工
①    山田  浩 18東 山 高
神戸市 三菱重工神戸
部 長 三宅 秀雄  早  大
Ell部長 森   由正   同志社大

ェネジ ャ 小条 邦 彦  坂出商高

冨u 〃  佐久真宏文  洲本実高
0監 督 山川 忠雄 29関 学 大
C投 手〇海津 通兼 32城 東 工
o   柏  嘉彦 22育 英 高
0    下田 靖民 23山 城 高
o   磯野 仲也 25神 戸 大
o  大坪  功 21育 英 高
o   O高 谷  健 21加 茂 高
0    4ヽ 11 浩-20盈 進 高
⑫捕 手 高野 邦啓 25芦 屋 高
0    上ノ原和彦 23関 学 大
0    玉田 正博 20徳 島 商
⑩    島中  聡 21尾 崎 産
●内 野 川村 浩之 24関 学 大
0    山村 昌彦 24同  大0    原田 信洋 21徳 島 商
0   0中 野 治明 27同  大
0   吉岡 竜起 24閲  大
0    切山 海造 23明 石 高
o    中筋 秀夫 21和歌山商0   0西 井 福男 29八 尾 高
④    岡山  稔 18洛 ヨヒ高
0外 野 山本 正-24坂 出 商
⑮    松本 武司 26関 学 大
④   森jll 洋 24名 商 大
0    中力 将光 26神 戸 大
④   ◎越山 捷利 25同  大
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0監 督 野崎 昭三 35不二越エ
CD投 手 大垣 武恭 224ヽ 松 高
⑩   池田  滋 21桜 丘 高
0    今出喜久治 20小 松 高
CD    木下 博明 20武 生 高
①    大田 慶司 18畠山一高
④   O港 崎 俊郎 31羽 昨 高
o   O藤 田 直克 27城 南 高
0捕 手 北村  進 24高 岡 商
o    石浦 喜敬 23金 沢 高
⑪    新蔵己代二 22津 幡 高
④   o宮 本  隆 22敦 賀 高
0内 野 竹村 東大 24泉 丘 高
o    源本 博久 23泉 丘 高
o    清水 紀良 23七 尾 高
⑥    岡本 一lC7 20金 沢 高
⑬    沖野 利弘 20金 沢 高
⑫   O伊 藤 良司 25桐 生 高
④   o松 村日出夫 22同  大
④   O高 瀬 紀行 28津 |・

g高
の外 野◎竹村 雅之 28法  大
④    三束  猛 26国  大
o    入江 豊重 22金 沢 高
④    松本 邦男 21高岡一高
o    武田 俊男 21桜 丘 高
④    吉田 勝彦 19武 生 高
名古屋市 愛 知 マ ツ ダ
部 長 宇佐美 幸

マネジ ャー宮部 登弘  法  大
⑩監 督 伊藤  健 28-宮 高

8投
 手 造墨 

禾I屋 ;:軍 禦 臭
⑬   野口  猛 25松 蔭 高
①   o鬼 頭 忠男 25向 陽 高

§    馨希 蜃曇 |:貫欝華
④捕 手 八木 文和 21和歌山ェ

⑩監
⑮投
0
CD
⑬
0
0
O捕
④
0
0内
②
0
④
0
0
0
0
①
0外
0
0
0
0
0
0

督 池西 増大 31関  大
手 永 田 晋也 28関  大

前川 恵司 24近  大
吉本  勝 20近 江 高
筒井 東大 18住 吉 商

〇清沢 忠彦 25慶  大
(DカロI黎    虐雪 24 層量    ブヽ

手 西 山 英人 26海 南 高
田村 久仲 26近  大
松下 芳未 18緑ケ丘高

野 坂本 辰馬 27高松一高
長井 征 -21西 条 高
浜 口 春好 20海 南 高
池西 英顕 20西 条 高
常藤 幸治 20米子東高
橋本 六治 22近  大
淀菫E日   見スF5 22 シエ    ブヾ

〇宮地  昭雄 25和歌山商
〇川上 宣緒 22南 部 高

野◎庄司 八郎 28新 富 高
吉村  邦彦 27近  大
尾崎 和男 23関大一高
中村 忠大 21人 尾 高
井上 弘昭 19北 陽 高
宮崎 恭彦 22近  大

〇本郷 良直 23慶  大

大 田 和 彦 26飯 塚 商
国井 恒 男 23明  大

野
 撃 Ξ 発粂 ;:喜

陵
冥

浜 口 清省 22立  大
井上 英樹 21日 田 高
勝又  勉 22桜 台 高

0
0
0内
●
●
0
0

0
0
0
0
0

大阪市 日 本 生
部 長 牛塚 藤雄
ェネジャ 稲森総_郎

o   O恩 田 祐男 25岐 阜 商
の   〇川端  豊 23中  大

8   。査蓉市次層ろ:岳晃霧憂
8外 野◎奪籍婆登;:当期曇臭
8   0響轟 轟震;1厚 察善
8    奄冨 正低;;撃遣Ъ膏

大垣市 西 濃 運 輸
部 長 田口 利大   慶  大

マネジ ャー宇野 幸大   中 京 大
⑩監 督 押 田  司 29中 京 大
0投 手 的場万寿夫 22近 江 高
②    松村   聖 27済々費高
⑮    平沼 一夫 22中 京 大
o    蒲原  厚ttJ.21享 栄 商

8    最曇 勝量::華 撃悪
0   0野 田 紀正 21中 京 商

駆]内 仄::曇看奏

大
大

〈叩
早
慶

0監  督 藤江  清 38法  大
0投 手 蔵本  忠 26同  大
②    三角 耕 司 24同  大
④    機 田 正登 22飾 磨 高
o    小 弓場 保 22橋 本 高
⑥    高畑 武雄 21尼崎北高
④    加 納 孝 広 20市 岡 高
0   0川 上 貞文 22南 部 高
0捕 手◎植 田  勇 29八 尾 高
⑫    佐藤 卓司 26同  大
o    中森  芳隆 21高 田 高
0   石坂 守 輝 19日 南 高
0   0岩 本 美昭 22西 条 高
0内 野 近藤 三芳 28日  大
⑩    糟谷  芳弘 26中 京 大
CD   浜野正之助 25関  大
0    山下  晏嗣 23広 島 商
0    高須賀俊彦 23明  大
⑩   O管   文薔 27西 条 高
〇   〇石川 議彦 21南 部 高

京都市
部 長

マネジ ヤ

①監 督
0投 手
⑬
0

大
薬
京櫛離日誕三井田一雄  西 南 大

長谷部栄-35同   大
松井 司郎 25東 山 高
増田孝三郎 23東 山 高
井内田 肇 23同  大

柴垣 旭延 22中  大
本多 孝議 23東 洋 大
藤岡 恒 夫 22中 京 商
久保田信平 22中 京 商
今村  信彦 18享 栄 商

臥ξ鋸星髪言彙曇
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●投 手 手島四男美 25西南学大CD   後藤 晃吾 23明  大CED    二重野基断 22小 倉 高0    平野 年明 20西 南 高
8捕 手委醤 憩篭38醤 曇臭
●    九尾 明弘 24鹿児島商
①    柳沢登貴男 22鎌倉学園
⑥内 野◎古海 正敏 26明  大0    松 田  満 25明  大
⑫    戸田 秀喜 21八 幡 工
0    有働 政治 20戸 畑 高

8    星否 ぬ資 :8臭津香喜
④    民谷  昭-19京 都 高
①    瀬 藤 童彦 204ヽ 合 工
④外 野 石黒 行彦 24早  大
0   有 田 豊彦 23八 幡 工
0   松川 豊重 23立  大
④    中村 孝吉 21東 筑 高
④    多 田 義明 21幡 生 工
0    古賀 竜郎 20鹿 島 高

熊本市 電 電 九 州
音6 長 三 田  毅  帝  大

マネジ ャー西原  明  鹿児島商
①監 督  森 田 政-32鹿 児島商
0投 手  山田 五月 20熊 本 工
0    伊達 義城 18本 庄 高
CD   広門 正暢 20九 州 工0    宮本  義隆 24鎮西学院
⑬    外木場義郎 18出 水 高
④    新留 秀 昭 18指 宿 商

8捕 手 杏黒黒麦筵 |:峯鴨蒙暫
⑩    重松  昭治 19京 都 高
0内 野◎安河内 厳 25福 岡 工
①    飽本 義弘 23鎮西学院
0    中原  勝利 19鹿児島商
0    山村  幹弘 27熊 本 工
0    中村  貝」昭 18大 分 商
③    小迎  豊 20鹿児島商
0    本田 和大 18島 原 高
⑮    盛谷 博明 20熊 本 工
④    高崎 祐司 19熊 本 商
④外 野  阿津坂正直 18柳 り|1商
②    大草 武 治 20谷 山 高

8   栞戻 脇罷;:露 漿膏
〇    浜田 紘-20登 国 高
⑩    村岡 欣-20竜 谷 高
④   O大 隅 建市 25大 富 高

那ヨ市 琉 球 煙 草
部 長 高嶺 常康  那 覇 商

マネジャー山城 良雄  )1細三中
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④内 野  滝 口 紘史 22高 松 商
②    須藤 文大 21多度津エ
③    藤 沢  毅 21志 度 商
④    中田 幸光 21徳島東工
④    島谷  金二 20高 松 商
⑤    高浜  孝 23中  大
0  0前 川  毅 21鳴 F5高
8   8轟爾 貢姿発観薯冬商
④外 野◎松林 満司 23今治北高
●    岩崎 賢次 22多度津工0    岩部 邦男 21高松一高
⑩    市原 数義 21志 度 商
⑦    鈴江 宗利 21徳 島 商0    吉川喜代美 20高 松 商0   0細 野 久昭 %坂 出 商

岡山市 倉敷レイヨン
部 長 河野 正士  東  大

マネジ ャー湯本 二郎  関 西 大
⑩監 督 本 田 竹蔵 55関  大
0投 手  佐賀 省三 23関  大
GHb    高 中 正人 23柳井商工
⑮    串畑 幸興 23尾 道 商
⑩    戸井 浮二 22関 学 大
⑬    岡本  貞男 19高 知 高
CD    藤村  茂喜 18御 所 工
0  森 R肯太郎 18早 輌 高
⑫   O岡 本 光弘 22邑 久 高
0捕 手 竹 中 逸雄 23尾 道 商
④    内田 卓也 22中  大

8    省禁  勝綺 |:奎 籍 膏
0内 野 津 田 昌吾 23慶  大
0    和 田  守 19松 山 商
⑤   ◎大森  義明 24関  大
④    合 田  睦 25関  大
0    黒木  元緊 21宇 和 高
0    中村 寿彦 20倉 敷 工
0    中村  洋二 23中津東高
④外 野  稲見  晴久 23関  大

8    自薔 究墾髪冨型最巽
④    小泉 俊-21高 松 商
④    柏本 貞-23御 所 工
④   O日 原 新郷 23津 山 商

下松市 山 門鉄 工 所
部 長  山内 良明  徳 山工高

マネジ ャー河原 主 尚  津 山 高
⑩監 督  山門 良明 35徳山商工
CD投 手  関谷  政則 26多々良高
0    中村  文義 23光  高
⑮     山南 義行 20西海学園
①    水野  守康 19宇 部 商
①   O高 木 孝三 20広 曜 高

8捕 手
°
署籍 杉権 る:薫 目 嘉

CED    大野  秀勝 19適 摩 高
④   O根 津 裕彦 25慶  大
0内 野  松本 哲男 28柳 井 高

8   °
愕震 主嵩 Z:撃 在 膏

0    栗原 健次 19博 多 高
⑤   O松 本 洋-21岩 国 商
②   O小 橋平八郎 25三 原 高
0   0彦 田 康雄 26基 町 高
④外 野◎安永 博賢 24飯 塚 商
②    大坪 安秀 24博 多 工
④    羽含 正信 22関  大
④    九亀 和彦 19適 摩 高
0    重光 芳次 26徳山商工
④   O油 慶 洋二 20萩 商 工
④   O黒 石 昭治 21岩 国 商
0   0,ヽ 裕三 22広 島 商
0    松永  鵬醸 24西海学園

北九州市 八 幡 製 鉄
部 長 三上 士郎  京  大

マネジ ャー荒井弘衛門  豊 国 高
0監 督 宮崎 義郎 28早  大

②外 野 長野 哲三 28関 学 大
の    小森  幹大 25明  大
●    加島 和彦 23関 学 大
⑬    松永  新治 23近  大
④     山田  裕 23尼崎北高
⑩   O大 野  匡彦 26南 部 高

姫路市 山陽特殊製鋼
部 長 4ヽ泉 美晴  京  大
番墨ジ魯~震蟹 保笙25量  癸0投 手 米村  昭二 24泰 星 高
⑫    小原 隼大 19■ 磨 高
①   O大 工  勝 27桃山学院
⑮   O加 藤 裕-25明 石 高
①    宮城 敏雄 25近  大0    矢島  幸重

"中
  大

⑬    福塚 仲児 23近  大CD    太 田 正人 21日彰館高
④捕 手 松 田 昭雄 25近  大0   岩本  勇 18徳 島 工
④    津 田 深幸 21三 木 高
④    曽根  衛 25早  大
●内 野〇宮脇 由明 27向 陽 高
②    末次  義久 24早  大
③   ◎中村  幸市 24法  大0   大崎  勝 22カロ古川東
⑥     井村浩一郎 24姫路南高0    米 国  豊 23近  大0    羽賀丼正孝 23東 洋 大0    西山 昭典 21三池農高
⑩外 野 伊 田 保生 26早  大
④    棟届 英二 23芝浦工大0    住沢 幸治 24早  大
④    佐古 田恒三 24近  大0    堀 内 俊雄 23浪 商 高

rヨ真市 松 下 電 器
部 長 川 口和平次  大阪商高

マネジ ャー山崎 公一   立  大
⑩監 督  奥 田  茂 33立  大
⑩投 手  安達  行雄 25大阪経大0       加屋簗  禾U幸 24 中    ブ(
⑮    坂本  敦 23西舞鶴高
④    佐藤  叡 22関 西 高0   加藤 明人 20佼成学園0    中村  征雄 19玉 竜 高
①   O高 岡 英司 24東 筑 高
⑫捕 手 深 田 憲男 27関  大CD    中村  暢男 22大 田 高0    原 田  昇 10 PL学園
0内 野◎小林富士男 26専  大0    東島 孝紀 25立  大0
0

神吉 泰男 25立  大
川村 禎江 22御 坊 商

①監
⑩投
⑬
④
0

督  宮城  健 32前 原 高
手 長嶺 正大 25那 覇 商

幸地 隆彦 20那 覇 高
大城実五郎 22千葉商 大
嘉数 信-21那 覇 高

CID   浜 口 隆男 23立  大0    松本 俊彦 20西 条 高
④    西 山 寿光 21柳 JII商
Φ   O古 賀  貞男 24東 筑 高
④   O村 浜  忠 23三 京 高
④外 野 松葉  荘-26早   大
0    下 田 鎮 男 22柳 j11商
の    安 田 良 -23関   大
②    高 田 親雄 21F」5西 高
0   渓本  清 19桐 蔭 高
④   O高 橋 秀典 27慶  大

高松市 四 国 電 力
部 長 佐藤 忠義  東  大

マネジ ャー山口 功男  香 lll大
⑩監 督 21El藤 順二 38徳 島 商
⑮投 手 日崎  勝 20徳 島 商
⑬    森下 畠弘 19高 松 商
①    佐々木辰夫 19新居浜工
⑮    原田 智明 19志 度 商
④   O磯 崎  靖 22坂 出 商
●   〇白石 静生 20鳴 F日 高
0捕 手 三宅 建造 20高 松 商
0    長井 直忠 20今治北高
0    森谷 忠宣 23専  大

8   。鰻昏  保尋 ;:歪 羹 詈
CD捕 手 嵩原 安清 19那 覇 商
CD   宮里 寛-20工 業 高
②    仲宗根敏明 18中部農林
0内 野◎伊礼 勝義 22前 原 高
②     山里 忠雄 22那 覇 商
0    屋富祖忠信 19中 央 高
0    占謝  吉弘 22那 覇 商
⑥    波ケ次憲信 18中部農 林
8   0雷奎原香数38霧 雪喜
⑤   O金 城 睦明 21中部農林
④外 野安仁屋宗太郎 23那 覇 商
0   城間 正-18沖 縄 高
⑭    富城 保治 22沖 縄 高
④    高良  強 18那 覇 商
CD    知念 正明 21首 里 高
●   〇当間  彰 21知 念 高0   0富 里 勝=25郡 覇 高



日本社会人野球協会会報

点
０
１
０
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０

安
０
２
１
１
０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０

け
知
鳳
畑
測
ｊ‐‐０
瀾
紳
槻
脚
枷
槻
利
輌
刹
珈

拓
鍬
帥
鍬
鵬
剛
に
拡
襴
鰤
彩
輌
鰤
旧
舶
腋

電
電
東
北

１
１
１
０

仙

台

ク

自
衛
隊
東
北
　
５
１
１
４
　
気
仙
沼
協
会

仙
台
鉄
道
　
２
１
１
１
　
自
衛
隊
東
北

電
電
東
北

ｏマ
ー
０

石
巻
日
和
ク

電
電
東
北

３
１
１
０

仙
台
鉄
道

▽
山
形
県
（鶴
岡
）

山
形
相
銀

１２
‐
‐
０

新
庄
球
友

▽
二
次
予
選
（福
島
）
▽
一回
戦

源
囃
側
醐
　
Ｏ 。
∞
‐ 。
４ 。
∞
２ 。
∞
Ｏ 。
Ｘ 。
一７ 。

（東
）
波
部
勝
、
石
黒
、
藤
沢
―
深
井
、
波
部

勇
（清
）
小
林
、
高
橋
―
吉
楽

嶋
耀
様
銚
　
∞
∞
∞
‐‐
０２
‐０
∞
∞
∞
一２３

（電
）
伊
藤
、
佐
藤
友
、
杉
山
、
門
馬
、
小
野

木
―
門
屋
（山
）
鑓
水
、
佐
藤
忠
―
佐
竹

種
士
聯
釜
妬
　
０ １
０ ２
∞
０ １
０ ０
∞
０ ‐
∞
∞
一̈

（畠
）
伊
東
、
佐
藤
良
―
加
藤
、
千
葉
（福
）

石
本
―
槌
谷

▽
準
決
勝

龍
』
候
蹴
　
∞
∞
‐ 。
‐ 。
∞
∞
∞
Ｏ 。
Ｘ 。
一２ 。

（電
）
杉
山
、
伊
藤
、
小
野
本
―
若
生
（清
）

石
幡
―
吉
楽

籠
己
撮
性
妬
　
∞
０ ‐
∞
‐ 。
０ 。
∝
∞
Ю
０ ３
一２ ６

（富
）
池
田
、
中
谷
、
佐
藤
良
―
加
藤
（青
）

石
田
―
千
田

▽
第
一代
表
決
定
戦

湘
直
酵
唯
鰤
　
‐ 。
０ ‐
０ ２
Ю
∞
∝
∞
∞
∞
一２ ４

【評
】
富
士
鉄
は
二
回
、
柘
植
の
左
中
間
二
塁

打
と
男
聞
谷
の
三
遊
間
安
打
で
１
１
１
の
同
点

と
し
、
三
回
に
も
内
野
安
打
と
死
球
の
あ
と
長

谷
川
が
二
塁
手
の
左
を
破
っ
て
３
１
１
と
逆
転

し
た
。

四
回
要
清
峰
に
１
点
を
許
し
、
な
お
二
死
満

塁
の
ピ
ン
チ
と
な
っ
た
が
、
救
援
し
た
佐
藤

◇
…
北
海
道
…
◇

▽
一回
戦
（札
幌
）

雄
鞍
精
剛
穣
　
２ 。
０ 。
１ 。
∞
∞
∞
∞
¨
Ｘ 。
一８ 。

（住
）
簗
地
原
「
佐
藤
、
黒
川

（太
）
武
田
―
小
沢

皿
鵬
難
範
赫
　
∞
∞
∞
０ ３
∞
∞
Ｏ ０
０ ‐
０ ２
一〇 ６

（札
）
江
ロ
ー
武
山

（旭
）
栗
本
、
木
本
―
小
池

副
馴
麹
牲
　
０ ３
∞
‐ ０
∞
∞
５ 。
∞
∞
Ｘ 。
一６ ３

（旭
）
山
田
、
調
池
―
管
原

（住
）
及
川
、
小
林
紀
―
中
村

江
葺
製
郵
蘭
　
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∝
∞
‐ 。

∞
∞
一‐ ‐

（王
）
青
木
、
宮
崎
―
桐
木

（畠
）
道
治
、
村
井
、
斉
田
―
工
藤

意
湖
刻
力
″
　
∞
∞
∞
Ю
Ｏ 。
ｍ
０ ５
‐ ３
一２‐２

（大
）
野
原
、
和
田
、
桑
原
―
長
屋

（洋
）
加
藤
―
高
橋
、
砂
日
、
長
本

脳聖
鮮
∞譴
鵠
∝
”
ｏ‐蒻

（拓
）
三
浦
、
日
中
―
杉
村

（北
）
渡
辺
―
広
田

州
藤
渤
幣
鋼
　
∞
∞
‐７
０１
０３
‐０
∞
∞
０。
一２‐‐

（電
）
角
館
、
日
原
、
斎
藤
―
山
本

（小
）
柴
田
、
佐
々
木
、
渡
辺
―
浅
井
、

葛
西

馴
耐
搬
唯
赫
　
Ｏ。
∞
∞
∞
‐。
∞
∞
∞
Ｘ。
一７。

（釧
）
斎
藤
上
古
田
（羽
）
樋
日
、
真

崎
、
内
司
―
岡
庭

▽
一回
戦
再
試
合

策
埠
鋭
鰺
耐
　
∞
∞
‐。
∞
３。
∞
Ｏ。
∞
Ｘ。
一４。

（三
）
山
崎
、
青
木
、
宮
崎
、
青
山
―
桐

▽
準
麻
沖
躁
田
（畠
）
斎
田
―
工
藤

郡
鴇
権
麒
鰤
　
０‐
∞
‐。
∞
∞
０‐
釧
０‐
∞
一‐４

（札
）
本
間
、
江
ロ
ー
木
村
、
武
山
（太
）

武
田
―
小
沢

“
世
録
墾
報
　
∞
∞
Ｏ。
０‐
０。
０‐
∞
∞
０２
一〇４

（畠
）
道
治
―
工
藤
（住
）
小
林
紀
―
言
井

龍
醇
新
”
∞
”
∞
∞”
面

（拓
）
田
中
―
杉
村
（大
）
野
原
、
桑
高
―

長
屋

理
嶼
船
雌
　
０ ‐
∞
∞
‐ 。
３ 。
∞
∞
０ ‐
Ｘ 。
一４ ２

（電
）
斎
藤
、
日
原
―
山
本
（羽
）
阿
部
、

真
崎
―
岡
庭

▽
準
決
勝

熱
翻
銀
螢
肺
　
０ ‐
∞
２ 。
∞
∞
∞
∞
Ｏ 。
Ｘ 。
一２ ‐

（札
）
江
ロ
ー
武
山
（富
）
道
治
、
村
井
―

工
藤

筋
雌
厳
姉

０ ‐
０ 。
２ 。
∞
∞
∞
∞
∞
和
一２ ‐

（拓
）
後
藤
、
日
中
、
三
浦
―
杉
村
（羽
）

内
司
、
真
崎
―
岡
庭

▽
第
一代
表
決
定
戦

嘲
毅

融

８８

８８

慇

”

ｘｏ
憂

【評
】
畠
士
鉄
打
線
は
活
発
で
、
羽
幌
の
投
手

陣
を
打
ち
く
だ
い
た
。
羽
幌
の
先
発
内
司
は
よ

▽
本
塁
打
　
松
本
（斎
田
）
▽
三
塁
打
　
青
柳
▽
二
塁
打
　
岡
村
、
日
中
、
村
井
▽
四
球
　
羽
１
冨

３
▽
三
振
　
羽
５
富
２
▽
失
策
　
羽
１

く
投
げ
た
が
、
あ
と
を
う
け
た
エ
ー
ス
真
崎
が

悪
く
、
肝
心
な
と
こ
ろ
で
痛
打
を
浴
び
て
は
敗

戦
も
や
む
を
え
な
か
っ
た
。
畠
■
鉄
の
斎
田
は

七
回
ま
で
羽
幌
を
４
安
打
散
発
に
押
え
て
い
た

が
、
八
回
松
本
の
代
打
ホ
ー
マ
ー
を
含
む
３
安

打
を
集
中
さ
れ
て
２
点
を
失
い
、
村
井
の
救
援

を
受
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（山
本
展
）

▽
敗
者
一回
戦

勧
醐
撥
鼈
柿
　
∞
‐ 。
∞
∞
‐ 。
０ ２
２ 。
∞
Ю
一４ ２

（札
）
江
ロ
ー
武
山

（拓
）
田
中
―
杉
村

▽
第
二
代
表
決
定
戦

瑯
¨
晟
断

‐ 。
０ 。
０ 。
Ｏ Ｏ
∞
∞
∞
“
∞
一‐ ４

【評
】
拓
銀
は
１
点
を
先
行
さ
れ
た
フヽ
え
、

中
心
打
者
が
振
る
わ
ず
、
阿
部
の
好
投
に
苦
し

ん
だ
。
し
か
し
七
回
ま
で
の
田
中
、
八
回
か
ら

の
三
浦
両
投
手
が
力
投
し
て
羽
幌
を
１
点
に
押

え
、
八
回
疲
れ
の
出
た
阿
部
か
ら
連
続
四
球
を

行
■
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
り
、
そ
の
あ
と
阿
部
と

救
援
の
真
崎
両
投
手
に
３
安
打
を
あ
ぴ
せ
、
一

挙
４
点
を
奪
っ
て
逆
転
勝
ち
し
た
。（山

本
展
）

◇
…
東
北
…
◇

▽
岩
手
県
（盛
岡
）

野
　
田
　
玉
　
川
９
１
１
川
　
尻
　
漁
　
業

岩

手

銀

行
７

６
福

高

ク

小
野
田
セ
メ
ン
ト
ー４
‐
‐
岩
　
手
　
県
　
庁

岩
手
ト

ョ
タ
９
１
０
釜
　
石
　
大
　
洋

富
士
鉄
釜
石
♀

１
日

通

盛

岡

花
巻
球
友
ク
６
１
１
水

沢

駒

形

富
士
鉄
釜
石
１
１
０
花
巻
球
友
ク

盛
　
岡
　
鉄
　
道
１０
１
１
野
　
田
　
玉
　
川

小
野
田
セ
メ
ン
ト
５
１
３
岩
　
手
　
銀
　
行

岩
手
ト

ョ
タ
ー０
１
２

一　
戸
　
桜
　
陵

富
士
鉄
釜
石
１

２
盛

岡

鉄

道

岩
手
ト

ヨ
タ
６
１
５
小
野
田
セ
メ
ン
ト

富
士
欽
釜
石
１６
‐
０
岩
手
ト
ココ
タ

▽
秋
田
県
（秋
田
八
橋
）

由
利
正
宗

葉
　
権

東
京
電
化

東
北
肥
料

６
１
１
４

金

照

ク

秋
田
鉄
道
局
　
１８
１
１
３
　
秋
田
経
大
ク

東
北
肥
料

７
１
１
１

由
利
正
宗

秋
田
鉄
道
局

３
１
１
０

秋
田
相
銀

東
北
肥
料

２
１
１
１

秋
田
鉄
道
局

▽
宮
城
県
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（仙
台
）
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▽
本
塁
打
　
相
川
（伊
東
）
▽
二
塁
打
　
柘
植
、
加
藤
清
、
白
間
、
斎
藤

良
投
手
が
好
投
し
て
危
機
を
悦
し
、
以
後
は

清
峰
に
反
撃
の
ス
キ
を
与
え
な
か
っ
た
。

（堀
）

▽
第
二
代
表
決
定
一回
戦

籠
純
標
凱

∝
¨
∝
∝
∝
∞
Ｈ
一‐‐３

（七
ロ
コ
ー
ル
ド
）

（電
）
佐
藤
友
―
門
屋
、
前
田

（青
）
柿
崎
、
千
葉
重
、
石
田
―
千
田

▽
第
二
代
表
決
定
戦

断
鄭
帥
鰤

∞
∞
∞
∞
∞
∞
∝
∞
∞
一∞

【評
】
清
峰
は
七
回
相
川
が
無
死
で
遊
撃
内
野

安
打
に
出
て
バ
ン
ト
で
二
進
、
二
死
後
新
井
が

２
１
２
か
ら
低
め
を
う
ま
く
打
っ
て
右
越
え
二

塁
打
し
決
勝
の
１
点
を
あ
げ
た
。
清
峰
の
エ
ー

ス
石
幡
は
急
に
右
肩
の
故
障
で
投
球
で
き
な
く

な
り
、
小
林
監
督
が
自
ら
急
造
投
手
と
し
て
投

げ
つ
づ
け
、
人
、
九
回
の
ピ
ン
チ
も
切
り
抜
け

完
封
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（堀
）

◇
…
北
関
東
…
◇

▽
茨
城
県
（日
立
会
瀬
）

日
鉱
日
立
　
Ｈ
ｌ
ｌ

水
戸
鉄
道
局

日
立
製
作
所
　
１６
‐
０
　
全
　
水
　
一戸

水
戸
鉄
道
局
　
６
１
５
　
全
　
水
　
一戸

日
鉱
日
立
　
７
１
６

日
立
製
作
所

▽
群
馬
県
（高
崎
）

高
崎
鉄
道
局
　
５
１
４

富
士
重
工

▽
栃
木
県
（足
利
）

全

鹿

沼

２
１
１

全
宇
都
富

全

足

利

６
１
２

宇
大
Ｏ
Ｂ

宇
大
Ｏ
Ｒ
一
３
１
１

全
宇
都
富

全
　
鹿
　
沼
　
６
１
５

全
　
足
　
利

◇
第
二
次
予
選
（高
崎
）
▽
一
回
戦

凱
戸
麟
道
溺
　
∝
∝
Ｏ ０
２ ‐
∞
０ ２
∞
０ １
０ ２
一２‐３

（蘭
）
川
崎
、
小
松
崎
―
遠
藤
（鹿
）
上

沢
、
沼
、
小
菅
、
今
井
―
常
盤

暗亀
確
認
％
銘
銘
Юあ

（富
）
大
召
、
一重
、
前
原
、
佐
久
間
、
伊

藤
―
諸
星
（日
）
松
井
―
作
道

錦
崎
路
道
肺
　
＝
∞
∝
∞
∞
０ ‐
‐ ‐
∝
一２‐３

（八
回
コ
ー
ル
ド
）

（高
）
田
中
尚
、
深
沢
、
増
淵
―
田
中
健

（足
）
川
田
、
古
田
―
須
田

貯鍔
嗜
”
鵠
∞
能̈
聖
∞

（七
回
コ
ー
ル
ド
）

（宇
）
島
村
、
秋
元
―
山
田
（日
）
高
木
、

口
上
、
簾
内
、
石
田
―
長
島
、
榎
本

▽
準
決
勝

臥
坪
鍛
籠
肺
　
‐。
０‐
∞
‐。
３。
０。
∞
Ю
Ｘ。
一６‐

（水
）
川
崎
―
遠
藤
、
鈴
木
美
今日
）
波

辺
、
猪
尾
―
作
道

哺
鰤
搬
鼈
姉
　
∞
‐。
∞
∞
∞
∞
Ｏ。
∞
Ｘ。
一‐。

（高
）
深
沢
、
増
淵
Ｆ
田
中
健
（日
）
石
田

―
長
島

▽
決
勝

＝
螺
饗
佃
醸
∞
２。
∞
∞
Ｏ。
∞
∞
０２
０３
一２５

【評
】
日
製
は
二
回
、
日
鉱
の
先
発
高
木
を
攻

め
、
一死
中
前
打
の
脇
村
を
お
い
て
代
田
が
右

翼
に
２
ラ
ン
・ホ
ー
ム
ラ
ン
し
て
先
行
し
た
。

日
鉱
は
七
回
ま
で
日
製
松
井
に
押
・ζ
られ
て
わ

ず
か
１
安
打
、
走
者
二
人
と
い
う
有
様
だ
った

が
、
八
回
先
頭
の
青
木
が
三
遊
間
に
二
本
目
の

安
打
を
放
ち
、
続
く
井
出
が
同
点
２
ラ
ン
を
左

翼
に
た
た
き
込
ん
で
追
い
つ
い
た
。

勢
い
づ
い
た
日
鉱
は
九
回
、
渡
辺
、
森
川
、
沢

本
の
連
続
長
短
打
で
勝
ち
越
し
点
を
あ
げ
た
。

さ
ら
に
リ
リ
ー
フ
し
た
猪
尾
か
ら
青
木
の
左
犠

飛
、
井
出
の
左
前
打
を
奪
って
ダ
メ
押
し
点
を

あ
げ
、
石
日
の
好
投
で
日
製
打
線
を
押
え
て
快

勝
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（石
川
四
）
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◇
…
南
関
東
…
◇

▽
埼
玉
県
（大
富
）

本
国
技
研

１３
‐
‐
３

全

大

富

全

所

沢

４
１

３

全

川

越

岩
崎
電
気

３
１
１
０

バ
イ
オ
ニ
ア

パ
イ
オ
ニ
ア
　
ー０
１
１
０
　
全
　
川
　
越

日
本
瀬
運

３
１
１
２

本
田
技
研

岩
崎
電
気

１２
‐
‐
‐

全

所

沢

全

大

宮

６
１

０

全

所

沢

本
国
技
研

？́
１
１

バ
イ
オ
ニ
ア

本
国
技
研

５
１
１
１

全

大

富

日
本
通
運

６
１
１
２

岩
崎
電
気

▽
都
下
リ
ー
グ
戦
（府
中
）

テ
ィ
ア
ッ
ク

６
１
１
２

東
芝
府
中

林

建

設

Ｈ
１

７

全

調

布

全

府

中

１０
１

０

全

調

布

林
　
建
　
設
　
４
１
１
２
　
テ
ィ
ア
ッ
ク

林

建

設

６
１

０

全

府

中

東
芝
府
中

１２
‐
‐
０

全

調

布

テ
ィ
ア
ッ
ク
　
Ｈ
Ｉ
１
１
　
全
　
調
　
布

東
芝
府
中

６
１
１
４

全

府

中

東
芝
府
中

６
１
１
４

林

建

設

テ
ィ
ア
ッ
ク
　
６
１
１
１
　
全

府
　
中

東
芝
府
中

４
１
０

テ
ィ
ア
ッ
ク

林
　
建
　
設
　
２
１
１
１
　
テ
ィ
ア
ッ
ク

林

建

設

１
１
１
０

東
芝
府
中

（リ
ッ
カ
ー
ミ
シ
ン
は
推
薦
）

▽
千
葉
県
り
‥
グ
戦
（千
葉
）

川
崎
製
鉄

３
１
１
２

千
葉
鉄
道
局

電
電
関
東

５
１
１
０

千
案
鉄
道
局

電
電
関
東

６
１
１
２

川
崎
製
鉄

▽
神
奈
川
県
下
（横
浜
）

全

大

和

８
１

５

全

相

模

全
　
大
　
和
　
７
１
１
４
　
平
塚
鱗
友
ク

日
産
自
動
車

５
１
１
０

横
浜
ゴ
ム

目
産
自
動
車
　
１８
‐
‐
０
　
全
　
大
　
和

◇
第
二
次
予
選
（大
富
）
▽
一回
戦

酷
動
醜
輸

∞
０ ‐
∞
Ｏ 。
Ｏ 。
∞
０ ‐
２ 。
∞
１ 。
一３ ２

（岩
）
近
藤
、
渡
部
―
篠
沢

（関
）
森
山
、
長
谷
―
渡
辺

▽
二
回
戦

琳
産
餞
動
軽
　
２ 。
”
３ 。
∞
∞
∝
３ 。
∞
Ｘ 。
一‐０‐

（林
）
宇
田
川
、
塩
野
、
前
田
―
田
村

（日
）
古
川
、斎
藤
、柳
川
、
秋
場
―
永
井
、

山
村

棟
畦
郎
碑

∞
∞
∞
Ｏ 。
‐ 。
２ 。
０ ‐
∞
Ю
一３ ‐

（東
）
牛
草
、
蝦
名
―
河
合

（本
）
長
縄
、
石
川
―
金
子

胆
嚇
鰤
鋼

∞
０ ‐
釧
０ ２
‐ ７
∞
∝
０ ２
一４‐５

（日
）
田
中
、
小
林
、
佐
藤
―
荒
井
、
稲
垣

（川
）
伊
藤
、
石
井
―
田
中

燿
燿
加
嗅

∞
∞
∞
‐ 。
∝
∞
∞
∞
０ ‐
一‐ ３

（電
）
森
山
―
渡
辺
（り
）
黒
木
、
平
山
、

石
井
―
小
辻
、
長
谷
川

▽
敗
者
一回
戦

稽
歯畔
嘔
錨
　
∞
∞
０ ‐
”
０ ‐
∞
∞
０ ‐
∞
一‐ ３

（岩
）
波
部
―
篠
沢

（林
）
坂
本
―
田
村

▽
同
二
回
戦

順
陀
鰤
紳
　
∞
∞
０ ‐
‐ 。
０ 。
∞
３ 。
２ 。
Ｘ 。
一６ ‐

（東
）
蝦
名
、
牛
専
、
山
田
―
河
合
、
伊
藤

（川
）
富
永
―
田
中

味
喘
旭
嗅
　
０ ‐
‐ 。
∞
∞
Ｏ 。
０ ２
‐ ３
‐ ０
‐ ３
一４ ９

（岩
）
渡
部
、
近
藤
、
大
西
―
山
梨
、
篠
沢

（り
）
政
山
、
佐
田
、
平
山
、
宮
原
、
石
井
栄

―
小
辻

▽
三
回
戦

臨
恥
曜
鯛
棘
　
∞
２ 。
∞
２ Ｃ
ｌ ２
Ю
０ １
∞
Ｘ 。
一６ ３
ン

（電
）
長
谷
、
森
山
、
横
山
、
栗
原
、
中
村
ト

渡
辺
、
松
田
（日
）
柳
川
、
秋
葉
―
永
井
、

山
村

和
麻
競
腿
　
∞
∞
０ ４
０ ３
∞
∞
∞
Ｏ Ｏ
∞
一〇 ７

（日
）
田
中
、
佐
藤
―
荒
井
（本
）
長
縄
、
石

川
、
大
塚
、
田
島
―
金
子
、
石
綿

▽
敗
者
三
回
戦

馴
軸
幽
難
　
３ 。
∞
１ 。
０ ‐
‐ 。
∞
‐ 。
‐ 。
Ｘ ‐
一７ ２

（川
）
伊
藤
、
富
永
、
石
川
―
田
中
、
越
川

（電
）
横
山
―
渡
辺
、
三
好

本
田
技
研

３ 。
∞
２ ‐
０ ２
０ ０
０ ｌ
Ю
‐ ３
∞
∞
∞
∞
Ｏ 。
０ ２
一７ ９

岩
崎
電
気

（本
）
長
細
、
石
川
、
日
島
―
金
子
（岩
）
波

部
、
近
藤
―
篠
沢

石
川
宋
田技ｇ
ノ
ー
ヒ
ッ

ト
ノ
ー
ラ
ン

【大
宮
】
五
口
、
大
富
市
で
行
な
わ
れ
た
都
市

対
抗
野
球
の
南
関
東
予
選
、
電
電
関
東
対
本
田

技
研
で
本
田
技
研
の
石
川
芳
雄
投
手
（バ
イ
オ

ニ
ア
か
ら
の
補
強
選
手
）
は
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー

ラ
ン
グ
ー
ム
を
樹
立
し
た
。
許
し
た
走
者
は
一

失
策
、
二
つ
の
四
球
の
二
人
。

▽
敗
者
四
回
戦

相
畷
躙
腋

‐ 。
０ 。
２ 。
Ю
∞
∞
∞
‐ 。
Ｘ 。
一５ 。

（電
）
横
山
、
森
山
―
松
田
、
渡
辺

（本
）
石
川
―
金
子

▽
四
回
戦

田
』
嘔
孵
輯
　
０ ‐
‐ 。
∞
０ ３
０ １
∞
Ю
Ｏ ‐
０ ‐
一２ ７

（通
）
佐
藤
、
日
中
―
荒
井

（産
）
柳
川
、
吉
川
、
秋
場
、
上
野
―
永

井
、
山
村

看 ″aルο

主要 製 品
綿 。毛・ 絹 。化繊・ナイロン
高分子・加 工 品 。食 品・化粧 品
ア クセサ リー

繊維製品から化粧品まで 世界でただひとつ 総合の業をつくるた稟ギ■  鐘 淵 紡 積 株 式 書 祗

一′２＼魚
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▽
敗
者
五
回
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
二
回
戦

略
』
饉
要
朝
　
‐ 。
∞
∞
∞
∞
‐ 。
０ ‐
４ 。
Ｘ ‐
一６ ２
　
　
石
川
島
播
磨

（本
）
田
島
、
大
塚
、
長
細
―
金
子

（口
）
柳
川
、
吉
川
―
永
井
、
山
村

▽
代
表
決
定
戦

印
産 十重
孵
韓
　
∞
０ ３
∞
∞
∞
０ １
∞
ｉ 。
∝
一‐ ５

【評
】
日
通
は
田
中
の
投
打
に
わ
た
る
活
躍
で

楽
勝
し
た
。
三
回
、
日
通
は
竹
之
内
、
武
田
の

安
打
と
敵
失
で
一死

一
、
三
塁
、
山
本
の
議

飛
、
口
中
の
左
越
え
安
打
、
中
継
悪
投
で
３
点

を
先
取
し
た
。
田
中
投
手
の
速
球
に
国
産
打
者

は
振
り
遅
れ
、
仲
が
八
回
左
翼
本
塁
打
し
て
ゼ

ロ
敗
を
ま
ぬ
が
れ
た
。　
　
　
　
（石
川
泰
）

◇
…
東
京
…
◇

▽
一回
戦
（神
富
）

郡
恥
ご
譜
勝
∞
３ 。
∞
　
∞
４ ‐
∞
　
∞
３ 。
Ｘ ‐
一１０２

（日
）
陰
山
、
堀
田
―
飯
島
、
中
村
一

（有
）
秋
元
、
石
上
、
草
間
、
斎
田
―
大
友

離
島
断
東
難
０ ‐
∞
∞
　
∞
∞
Ｈ
　
Ｏ ‐
０ 。
∞
一‐ ３

（篤
）
木
内
、
山
田
幸
、
吉
田
―
大
野
正

（高
）
鈴
木
―
関
根

煉
　
　
霧
‐ 。
∞
∞
　
∞
Ｏ 。
０ ‐
　
∞
∞
Ю
一２ ‐

（東
）
飯
田
―
含
持

（丸
）
篠
原
、
池
上
―
井
川
、
井
上

期
競
雄
姉
Ｏ 。
”
３ 。
　
０ 。
∞
∞

∞
∞
Ｘ 。
一∞

（明
）
笠
谷
、
青
木
―
上
田
、
中
沢

（東
）
高
橋
、
小
室
、
池
谷
―
秋
山

５。∞∞　Ｏ。２。∞　Ｏ。∞Ｘ。一７。

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

（石
）
斎
田
、
秋
元
、
草
間
、
石
上
卜
大
友

（サ
）
菫
原
、
角
谷
―
田
中

唾
口棄
な
熊
Ｏ。
Ｏ。
∞
　
∞
０。
∞
　
∞
∞
３２
一３２

（鷺
）
西
田
―
大
野
止

（電
）
竹
ノ
下
、
鈴
木
博
、
市
川
、
下
田
―

峯
田
、
船
田

丸
　

３ ‐
』
ィ
∞
０ ‐
∞
０ ‐
∞
∞
∞
∞
∞
一
５ ５

熊

谷

組

（引
き
分
け
）

（丸
）
池
上
、
佐
藤
、
篠
原
「
井
上
、
井
川

（熊
）
藤
津
、
岡
部
、
大
櫃
、
細
木
―
河
野

松
田
、
大
山

▽
二
回
戦
（神
富
）

納
井
箱
貨
駆
　
‐ ０
０ １
∞
０ 。
２ 。
１ 。
∞
Ｈ
Ｘ 。
一５ ２

（丸
）
篠
原
、
佐
藤
―
井
川
、
井
上
（熊
）

大
極
―
河
野

錬
正 吉饂
ノ
感
　
∞
∞
‐ 。
３ 。
∞
Ｏ 。
１ 。
０ ‐
Ｘ 。
一５ ‐

（東
）
池
谷
、
高
橋
、
小
室
―
秋
山
、
日
原

（立
）
中
川
、
川
俣
、
後
藤
―
藤
岡
、
市
原

▽
第
一
代
表
準
決
勝

鎌
正
齢
成
釧
　
”
∞
”
∞
∞
∞
‐ 。
”
Ｏ 。
一‐ ５

（熊
）
島
津
―
河
野
（立
）
後
藤
、
吉
原
、

山
田
、
中
川
―
籐
岡

酎
ッ
蘇
口
虻
‐
妙
∞
∞
２。
０。
０。
∞
∞
∞
Ｏ〇
一２。

（サ
）
角
原
、
角
谷
―
田
中
（嘔
）
伊
藤
、

竹
ノ
下
―
船
田

▽
敗
者
一回
戦

確
川
麟
播
鯛
　
∞
２。
０‐
０５
∞
‐Ｏ
Ｈ
∞
∞
一４７

（鷺
）
吉
田
、
大
島
、
西
田
、
木
内
―
大
野

（石
）
秋
元
、
石
上
、
草
間
、
斎
田
―
大
友

煉
京
ガ
嫁

∞
０２
∞
∞
００
０‐
∞
∞
∞
一〇３

（東
）
高
橋
、
池
谷
―
秋
山
（丸
）
篠
原
、

池
上
、
佐
藤
―
井
川
、
井
上

▽
第
二
代
表
決
定
一回
戦

世紹
腋騨
腱器
ヽ
銘
％
ｘ。万

即.どT嶋 熙

癬0西 濃 運

▽
三
振
　
働
３
▼
四
球
　
電
２
熊
４

（立
）
中
川
、
山
田
、
川
俣
―
藤
岡
、
浜
田
　
　
代
さ
せ
て
こ
れ
に
対
抗
し
た
。
投
手
陣
の
健
闘

（サ
）
角
谷
―
田
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
無
得
点
の
ま
ま
延
長
戦
に
は
い
った
が
、
打

﹇
轟
一
摯
』
中
一
中
∞
∞
∞
∞
ＯＯ
Ｏ。
∞
‐。
一Ю
　
　
一
一
鴻
¨
一
一
一
一
¨
一
一
¨
¨
¨
〕
は
一
一

【評
】
好
ゲ
ー
ム
だ
った
。
熊
谷
組
の
藤
津
は
　
　
あ
げ
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
最
高
の
ビ
ッチ
ン
グ
。
電
謳
も
左
　
　
　
熊
谷
組
で
は
藤
津
の
健
闘
と
こ
れ
を
盛
り
た

の
竹
ノ
下
と
右
の
鈴
木
博
を
目
ま
ぐ
る
し
く
交
　
　
　
て
た
バ
ッ
ク
の
好
守
が
勝
因
と
な
った
。

｀中国一
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電
電
は
後
半
一回
こ
と
に
投
手
を
か
え
る
な
ど

秘
術
を
つ
く
し
て
必
死
の
防
戦
だ
っ
た
が
、
主

力
の
打
者
が
振
る
わ
ず
、
投
手
の
力
投
に
む
く

い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
　
　
（松
尾
）

▽
第
三
代
表
決
定
二
回
戦

鎮
諒
り
醸
∞
∞
∞
Ｏ 。
∞
∞
∞
‐ 。
０ ２
一‐ ２

（ガ
）
池
谷
―
秋
山

（鷺
）
西
日
、
木
内
、
吉
田
―
大
野
正

▽
第
二
代
表
決
定
戦

聯
ッ
研
□
虻
‐
凱
０ ‐
∞
‐ ‐
∞
∝
Ю
∞
∞
∝
一２ ４

【評
】
サ
ッ
ポ
ロ
の
先
制
攻
撃
は
あ
ざ
や
か
だ

っ
た
。
ト
ッ
プ
の
俊
足
榎
本
が
ヒ
ッ
ト
に
で
る

と
す
ぐ
さ
ま
二
盗
、
北
野
、
加
藤
の
好
打
で
早

く
も
１
点
。
わ
ず
か
Ｈ
球
で
電
電
の
先
発
市
Ⅲ

投
手
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
。
三
回
に
も
ヒ
ッ

ト
の
加
藤
が
二
盗
し
た
あ
と
、
日
中
が
す
か
さ

ず
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
し
て
１
点
。
五
回
に
も

田
中
の
三
塁
打
で
加
点
す
る
鋭
い
攻
撃
ぶ
り
だ

っ
た
。
さ
ら
に
九
回
に
は
加
藤
の
目
の
さ
め
る

よ
う
な
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
で
て
サ
ッ
ポ
ロ
の
快
勝

と
な
っ
た
。

榎
本
（慶
大
出
）
ら
の
新
顔
が
は
い
っ
て
機
　
　
　
一にれ
に
対
し
て
電
電
の
竹
ノ
下
投
手
は
大
き

動
力
を
増
し
、
と
く
に
上
位
打
線
は
す
ば
ら
し
　
　
　
な
リ
ー
ド
に
守
ら
れ
て
の
び
の
び
と
投
げ
、

▽
二
塁
打
　
船
田
、
日
中
（サ
）
▽
三
振
　
サ
５
電
２
▽
四
球
　
サ
４
▽
犠
打
　
サ
２
電
１
▽
盗

塁
　
サ
３
電
１
　
▽
残
塁
　
サ
Ю
電
３
▽
失
策
　
サ
ー

点
３
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
２
０
１
０
０
０
２
０
１
１
１
０
０
０

打
４
４
４
２
３
１
４
４
２
３
１
０
０
０

管
田
野
藤
浦
根
内
保
離
丸
曽
野
原
井
川

乳

眸
防
錮
蜻
鍛

縫

胸
躍

鑑

▽
三
塁
打
　
山
田
▽
二
塁
打
　
久
保
、
山
田
、
佐
藤
、
石
原
▽
三
振
　
鋼
豊
石
３
▽
四
球
　
鋼
４
石

３
▽
失
策
　
石
１
（枝
松
）

電
電
は
三
回
失
策
に
乗
じ
て
１
点
。
六
回
に

は
福
岡
、
日
中
の
ヒ
ッ
ト
で
１
点
差
に
迫
っ
た

が
、
そ
れ
が
精
い
っ
ば
い
だ
っ
た
。
（松
尾
）

▽
第
二
代
表
決
定
戦

魏
麹
煉
疎

０ ４
０ １
∞
∞
∞
∞
∞
０ 。
∞
一〇 ５

【評
】
勝
敗
は
一
回
の
電
電
の
猛
攻
で
決
ま
っ

た
。
ト
ッ
プ
の
福
岡
か
ら
二
つ
の
バ
ン
ト
を
は

さ
ん
で
、
５
安
打
を
つ
る
べ
打
ち
と
い
う
鋭
い

攻
撃
。
ガ
ス
の
先
発
高
橋
は
雨
上
が
り
の
柔
か

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ふ
ん
ば
り
が
き
か
ず
、
高
め

に
タ
マ
が
集
ま
っ
て
打
た
れ
た
。
キ
ズ
が
深
く

な
ら
な
い
う
ち
に
早
く
エ
ー
ス
の
池
谷
に
切
り

替
え
る
べ
き
だ
っ
た
。

カ
ー
プ
、
速
球
と
も
切
れ
が
よ
く
、
ガ
ス
は

反
撃
の
糸
口
さ
え
つ
か
め
ず
完
敗
し
た
。

（松
尾
）

◇
…
横
　
　
浜
…
◇

▽
一回
戦
（横
浜
）

鏡
浜
漏
島
墾
　
‐ ０
２ 。
１ ‐
∞
∞
Ｏ 。
‐ 。
∝
Ｘ 。
一５ ３
ヽ

（高
）
笠
間
、
久
保
、
吉
沢
―
中
村

（金
）
米
沢
、
日
中
―
内
田

釧
大耗
硼
須
　
∞
∝
Ｏ 。
∞
０ ４
０ ３
∞
一〇１１

（鋼
）
阿
曽
、
塚
本
―
久
保
、
奈
良

（金
）
田
中
、
武
田
、
大
城
―
内
田
、
佐
野

¨
妬
¨
ル

一
　
¨
¨
¨
¨
¨

０ ‐
¨
¨

Ｏ 。
一〇 ３

（力
）
神
日
、
前
―
広
瀬
、
含
田

（ク
）
五
来
、
奥
村
、
森
原
、
小
野
寺
―
丹

羽
▽
代
表
決
定
一
回
戦
（横
浜
）

●
鋼
管
１
勝

田
林
師
帥
　
∞
∞
∞
‐ ２
∞
∝
∞
∞
Ю
一６ ４

（石
）
友
歳
、
立
石
、
福
田
―
広
瀬

（鋼
）
阿
曽
、
前
川
、
松
井
、
塚
本
―
久
保

奈
良

▽
代
表
決
定
二
回
戦

②
鋼
管
２
勝

田
林
硼
籠
　
Ｏ 。
∞
０ ‐
０ 。
０ 。
０ 。
釧
２ 。
１ ３
一３ ５

【評
】
鋼
管
は
阿
曽
投
手
が
七
回
ま
で
日
石
に

2ドアセダンデラックス

71ag■′「1召¬′『 〈2ド7HY
52万 円 :
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57
二
塁
を
踏
ま
せ
ぬ
好
投
を
つ
づ
け
て
い
た
が
、

人
回
日
石
の
代
打
石
原
に
二
走
者
を
置
い
て
二

塁
打
を
浴
び
同
点
に
さ
れ
た
。
日
石
は
こ
の
回

な
お
逆
転
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
が
、
広
瀬
、

今
西
と
主
力
打
者
が
凡
退
し
た
。
九
回
鋼
管
は

吉
丸
、
西
野
と
連
安
打
、
山
田
が
右
越
し
に
殊

勲
の
三
塁
打
を
放
ち
、
野
手
の
悪
送
球
で
自
ら

も
生
還
、
日
石
を
引
き
離
し
た
。

そ
の
裏
、
枝
松
、
栗
橋
、
前
日
の
安
打
で
日

石
は
１
点
を
返
し
た
が
及
ば
な
か
っ
た
。

（鈴
木
）

◇
…
川
崎
市
…
◇

▽
リ
ー
ク
戦
（川
崎
）

に
縦
恒
一
∞
０ 。
０ ２
０ ０
∞
０ ２
‐ ０
０ ０
∞
一‐ ４

（三
十́
中
野
、
山
ロ
ー
鈴
木
（い
）
佐
伯
、

山
崎
、
荻
野
―
杉
山
、
渋
川

期
ロ
ム
ビ
″
∞
∞
∞
Ｈ
∞
∞
釧
∞
∞
一‐ ２

（コ
）
近
藤
―
保
垣
（東
）
熊
谷
、
相
原
、

西
本
―
松
岡
、
清
水

工
睦
頌
巨
ア
∞
∞
２ 。
３ 。
０ 。
１ 。
”
Ю
Ｘ ｌ
一９ ‐

舎
一）
神
原
、
山
口
、
下
田
―
鈴
木
（コ
）

虎
若
―
保
垣
、
北
田

妙
す
か
　
∞
６ 。
∞
∞
∞
０ ‐
０ ‐
０ 。
Ｘ Ｏ
一６ ２

（い
）
荻
野
、
佐
伯
、
山
崎
、
柳
田
―
渋

川
、
杉
山
（東
）
熊
谷
、
松
島
、
西
本
―
松

岡

恥
口
封
ビ
摯
　
Ю
∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ｏ。
Ю
一‐。

難
菱
重
れ
∞
∞
∞
¨
∞
¨
¨
０‐
Ю
一６‐

舎
一）
中
野
、
山
口
、
神
原
―
鈴
木
（東
）

熊
谷
―
松
岡

◇
…
関
　
東
…
◇

▽
準
決
勝

（川
崎
、
横
浜
、
南
北
関
東
第
二
代
表
決
定
戦
）

田
麟
暉
鯛
軸
　
¨
∞
∞
‐ ２
∞
∞
∞
∞
Ｘ 。
一６ ２

（石
）
藤
、
立
石
、
友
歳
、
福
田
―
広
瀬
（自
）

柳
川
―
永
井

腋
立
製
作
薩
　
∞
∞
∞
∞
∞
０ ２
”
∞
∞
一‐ ２

（東
）
熊
谷
、
西
本
―
松
岡
（日
）
松
井
、
猪

尾
―
作
道

▽
決
勝
（神
富
）

販
産
自
動
乾
　
０ ３
０ １
‐ ０
∞
∝
∞
∞
∞
∞
一‐ ５

【評
】
東
芝
は
一回
永
淵
の
安
打
と
四
球
の
あ

と
、
伊
東
の
内
野
安
打
で
満
塁
、
西
岡
の
犠

飛
、
重
盗
、
春
原
の
中
前
ヘ
ポ
ト
リ
と
落
ち
る

テ
キ
サ
ス
安
打
が
あ
っ
て
３
点
、
二
回
に
も
柴

の
テ
キ
サ
ス
安
打
が
出
て
加
点
し
た
。

日
産
は
三
回
１
点
、
四
回
に
も
一
死
二
、
三
塁

と
反
撃
機
を
迎
え
た
が
、
山
村
の
二
塁
後
方
の

飛
球
を
好
捕
さ
れ
て
併
殺
に
あ
い
万
事
休
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
尾
）

◇
…
山
　
静
…
◇

▽
三
振
い
４
コ
２
▽
四
球
　
コ
ー
▽
談
打
　
コ
２
▽
残
塁
コ
５
い
２
▽
併
殺
　
い
１
▽
１
時
間
４７
分

▽
静
岡
県
（静
岡
）

大
　
昭
　
和
　
１０
１
１
３

日
本
軽
金
属
１０
１
１０

河
合

楽

器

４
１

３

日

本
楽

器

６
１

１

大
　
昭
　
和

６
１
１
０

日
　
軽
　
金

６
１
１
０

河
合

楽
器

１２
‐

０

清
水
ク
ラ
フ

′―
１
３

静
甲
い
す
ゞ

５
１
１
０

大
昭
和
Ｏ
Ｂ

ｏ♀
１
５

大
　
昭
　
和
　
１
１
１
０

日
本
軽
金
属
　
３
１
１
２

静
甲
い
す
ゞ

１０
１
１
０

大
昭
和
Ｏ
Ｂ

ｏ♀
１
５

日

本
楽

器

９
１

４

河

合
楽

器

１６
‐

‐

▽
山
梨
県
（甲
じ

全

韮

崎

１６
‐

４

全

櫛

形

Ｈ
１

８

全

韮

崎

５
１

２

▽
第
二
次
予
選

▽
り
‥
グ
戦
（静
岡
）

富
士
ク
ラ
ブ

大
昭
和
Ｏ
Ｂ

清
水
ク
ラ
ブ

東

レ

三
島

金
指

造

船

静
甲
い
す
ゞ

湾
水
金
港
ク

富
士
ク
ラ
ブ

東

レ

三

島

清
水
ク
ラ
フ

日

本

楽

器

河
合

楽

器

金
指

造

船

清
水
金
港
ク

静
甲
い
す
ゞ

大
昭
和
Ｏ
Ｂ

全 桂 塩

櫛
`山
フ

形 フ ク

鋼
給
摯
疇
　
∞
∞
∞
０ ３
∞
∝
∞
∝
∞
一〇 ８

（河
）
阿
部
、
根
木
、
宮
下
―
小
島
（全
）

岡
野
、
灰
野
―
石
原

臥
大和
策
枷
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∝
一“

（大
）
金
沢
―
中
村
（日
）
古
城
―
井
口

釦
　
察
　
幡
　
∞
∝
∞
∞
∞
０４
∞
∝
∝
一∞

（日
）
児
玉
、
加
藤
、
岩
崎
、
坂
田
―
高
旧

柏
原
、
勝
又
（韮
）
宇
津
江
、
柳
本
、
岡
部

―
石
原

藤
邸
枷
蟄
都
　
Ю
∞
∞
∞
∞
∞
∞
‐。
Ｘ。
一２。

（大
）
金
沢
―
中
村
（河
）
富
下
―
小
島

5人 乗

0洲赫―
77Frrr7

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
２
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０

打
４
４
３
２
１
３
３
３
１
１
１
０
１
１
１
０

ヾ
　
　
所
　
貫
藤
田
谷
山
野
野
野
田
木
崎
励
藤

け
　
鴎
８
罐
細
神
静
蹴
ル
仲
輌
臓
脚
陥
山
町
剛

ネ洋工業伴八盲
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腱豪
獅
‐。％
露
３。Ｘ‐面

（七
回
コ
ー
ル
ド
）

（韮
）
荻
野
、
宇
津
江
、
柳
本
、
岡
野
Ｔ
石

原
（日
）
岡
部
、
仲
子
、
宮
崎
―
松
永

加≫
識
∞８８
８８
８８
器
ｏｏ面

（延
長
十
回
、
日
没
引
き
分
け
再
試
合
）

（日
）
坂
田
、
児
玉
―
高
田
、
柏
原
（河
）

阿
部
―
小
島

摯
昭
鋼
製
嚇
　
∞
０ １
∞
∞
０ ‐
０ ‐
０ ３
０ ０
０ ２
一〇 ８

（昭
）
大
石
、
渡
辺
、
宮
崎
、
大
森
、
伊

藤
―
中
村
、
山
崎
善

（韮
）
岡
野
、
灰
野
、
宇
津
江
―
一色
原

田
大醗
桑
識
　
∞
∞
‐ 。
０ ‐
∞
∞
０ ２
０ ２
０ １
一‐ ６

（軽
）
児
玉
、
坂
田
―
柏
原

（楽
）
古
城
、
生
函
目
、
仲
子
―
井
口

印罐
鑑
∞認
８８
∞ｏｏ銘
而

（河
）
宮
下
、
根
木
―
小
島

（日
）
坂
ロ
ー
相
原

加
鉢
懇
器
∞
２。
∞
∞
∞
０‐
２。
０。
Ｘ。
一９‐

含
ｅ
恵
索
仲
鷲

告
閾目
ご
笠
、
宮

崎
、
岡
部
―
井
口
、
松
永

（河
）
富
下
、
阿
部
―
小
島

腎
電
釧
”
０２
８８
∞
８８
∞面

（大
）
金
沢
―
中
村
（日
）
坂
田
、
加
藤
、

全
暴
塾崎
、塁
キ
‐柏原

回罐
鑑
８８
∞都
ｏ２８８
ｏｏ両

（河
）
阿
部
―
小
島

隊
鄭
卸
　
∞
∞
‐。
∞
∞
∞
Ｏ。
０‐
∞
０‐
一‐２

【評
】
日
軽
金
が
四
投
手
の
継
投
で
先
取
点
を

守
り
、
大
昭
和
が
攻
め
あ
ぐ
ん
だ
の
で
、
ま
た

三
チ
ー
ム
の
同
率
に
な
り
そ
う
な
形
勢
だ
っ

た
。
し
か
し
大
昭
和
は
八
回
、
一死
満
塁
か
ら

内
野
ヨ
ロ
で
同
点
と
し
、
延
長
十
回
、
二
死
後

安
打
し
た
尾
関
を
山
崎
征
が
左
越
え
三
塁
打
し

て
か
え
し
、
決
勝
点
を
あ
げ
た
。
二
代
表
の
順

位
決
定
は
十
日
、
河
合
楽
器
と
大
昭
和
の
間
で

争
わ
れ
る
が
、
七
連
戦
に
も
め
げ
ず
波
乱
の
立

役
者
と
な
った
日
軽
金
の
奮
闘
は
見
事
だ
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鈴
木
）

▽
一、
二
位
決
定
戦

藤
唖

都

盟

調

器

西

【評
】
四
回
、大
昭
和
は
尾
関
の
二
塁
打
、高
島

の
中
前
安
打
で
一死
一、
三
塁
。
中
村
の
犠
飛

金
沢
、
加
藤
の
好
打
で
一挙
３
点
を
あ
げ
た
。

そ
の
表
、
河
合
も
久
米
の
２
点
本
塁
打
で
１
点

差
に
迫
った
が
、
そ
の
後
両
軍
投
手
の
好
投
で

乗
ず
る
ス
キ
が
な
か
っ
た
。
　
　
　
（山
田
）

◇
…
信
越
…
◇

▽
長
野
県
敗
者
戦
（長
野
）

電
電
信
越

１
１
１
０

長
野
鉄
道

４
１
１
２

長
野
電
鉄

７
１
１
４

ヤ

シ

カ

４
１

２

三
協
精
機

４
１
１
１

電
電
信
越

６
１
１
２

ヤ

シ

カ

７
１

１

▽
富
山
県
り
‥
グ
戦
（富
山
）

日
本
カ
ー
バ
イ
ト
　
３
１
１
２

倉

レ

富

山

Ｈ
１

２

日
本
カ
ー
バ
イ
ト
　
９
１
１
２

▽
新
潟
県

新
潟
地
震
の
災
害
の
た
め
中
止
。
電
気
化
学
が

推
薦
出
場
。

▽
第
二
次
予
選

ヱ
回戦
貧
３

眼
本
婦
‥
鍵
イ
隆
∞
‐ 。
∞
３。
１ 。
１。
∞
∞
ＸＯ
一∞

（長
）
清
水
、
山
崎
、
松
下
―
九
山
、
荒
井

（日
）
酒
井
正
高ヽ
瀬
、森
内
―
浦
島
、
野
―――

籠
燿
鮪
崚
０２
∞
∞
０２
∞
∞
∞
∞
０３
一〇７

（電
）
富
上
、
大
河
原
―
向
林

（倉
）
渡
辺
、
大
島
、
浜
田
―
山
野

鑽
どッ
化
勤
Ю
∞
∞
∞
０２
‐０
‐０
∞
Ｘ。
一３２

（ヤ
）
武
田
、
守
田
、
中
島
―
中
村

（電
）
河
内
、
美
川
―
西
尾

▽
準
決
勝

肛
本
妨
―
稀
イ
餞
Ｏ。
０‐
０２
∞
∞
‐０
∞
∞
∞
一‐３

（三
）
荻
原
■
吉
田
好

（日
）
森
内
、
酒
井
正
、
高
瀬
１
浦
島

醜
魏
雌
靱
０‐
∞
∞
∞
０。
０‐
∞
‐ 。
‐ 。
０。
一２２

（延
長
十
回
日
没
引
き
分
け
）

（電
電
）
富
上
、
大
河
原
■
向
林

（電
化
）
美
川
、
河
内
、
望
月
―
西
尾

▽
準
決
勝
再
試
合

理
銀
確
輌
∞
０。
‐ 。
∞
０５
Ｈ
０２
０１
０〇
一２９

（電
電
）
富
上
―
向
林
（電
化
）
美
川
、
望

月
、
河
内
、
松
本
、
合
橋
、
西
田
―
西
尾

▽
決
勝

鮮
動
麟
麟
∞
‐。
∞
０３
∞
∞
∞
∞
‐２
一２５

【評
】
四
回
、
三
協
の
逆
転
は
み
ご
と
だ
っ

た
。
口
火
を
切
った
の
は
戸
田
の
左
葉
線
二
塁

打
。
そ
れ
ま
で
の
三
協
は
大
河
原
の
外
角
球
を

や
た
ら
に
ふ
り
ま
わ
し
て
チ
ャン
ス
が
な
か
っ

た
か
ら
、
価
千
金
の
一撃
だ
った
。
走
者
二
、

三
塁
か
ら
苦
田
勇
が
敬
遠
さ
れ
て
満
塁
、
出
野

が
外
角
球
を
合
わ
せ
て
一塁
右
を
破
る
二
塁
打

て
２
点
、
吉
田
好
の
ス
ク
イ
ズ
で
３
点
目
を
あ

げ
、
九
回
に
も
荻
原
、
光
沢
の
長
打
で
だ
め
押

し
の
２
点
を
あ
げ
た
。

電
電
は
三
回
橋
本
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
１
点
を
先

取
し
た
が
、
後
半
は
荻
原
に
押
え
ら
れ
て
九
回

の
反
撃
も
遅
か
った
。

（中
村
）

◇
‥
名
古
屋
‥
◇

▽
一回
戦
（熱
田
）

日
産
名
古
屋２ 。

０ ２
‐ ０
２ 。
１ 。
∞
∞
∞
Ｘ 。
一６ ２

三
菱
重
工
名
古
屋

（日
）
中
村
、
金
沢
、
日
畑
―
恵
木
、
日
中

忠
（一じ
鬼
頭
、
近
藤
―
山
本

▽
二
回
戦

蝶
野
穀
珈

３ 。
∞
∞
∞
∞
２ ‐
３ 。
∞
Ｘ 。
一８ ‐

（東
）
大
村
、
野
垣
―
大
山
（電
）谷
―
原
町

細
通
錦
古
鵬
　
∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ｏ 。
∞
∞
０ ３
一〇 ３

（日
）
西
村
―
成
田
（名
）
上
田
、
野
々
山

―
佐
藤

理
囲
タ
ツ
夢
　
∞
０ ‐
０ ‐
‐ 。
∞
‐ ２
∞
３ 。
Ｘ 。
一５ ４

（愛
）
光
岡
、
紀
藤
―
八
木
（東
）
永
友
―

古
橋

言+  339 5

三
協
精
機

ト
ウ
ト
ク

電
電
信
越

長
野
鉄
道

長
野
鉄
道

ト
ウ
ト
ク

長
野
電
鉄

倉
レ
畠
山

『
電
富
山

電
嘔
冨
山

▽
本
塁
打
　
久
米
▽
二
塁
打
　
玉
置
、
園
田
、
加
藤
、
尾
関
▽
三
振
　
大
７
河
３
▽
四
球
　
大
２

河
２
▽
失
策
　
大
１
河
１

大昭和 打安点

3藉  目138
畠基 渠:38
PRI‖  口 000
4高 島 100
3畠  山 310
3尾  関 220
8山崎征 431
7佐  野 511
品粟 饗 188
2山崎善 000
5今  村 310
63そ  藤 410
1金  沢 200
PHカロ  蔵腱1 0 o
lおそ 芝11 00
言+  39112
日経金 打安点
5味  沢 310
6風  間 400
4久保田 421
:肇  路

`88
7中  田 410
8測じ 沢 210
3蕎  薔 388
2柏 原 110
PH柳 内 110
PR泉  宮 000
1児  玉 000
1小 島 000
PH水 島 100
1岩  崎 10o
PII寺  尾 100
1坂  田 000
PHF等  力■1 0 0
言+  348 1

▽三塁打 山崎
征▽二塁打 久
保田▽三振 大
2日 1▽四球
大 4▽失策 日
2

▽
二
塁
打
　
戸
田
、
出
野
、
滝
尾
、
荻
原
、
光
沢
２
▽
失
策
　
一二１
嘔
２
▽
三
振
　
一二３
電
８
▽

四
球
　
一二２
電
１



期愛
権
１。８８
‐ｏ８８
ｏｏ∞聖
２。

（日
）
田
端
、
中
村
―
恵
木
、
田
中
忠

（東
）
福
知
、
野
垣
、
前
田
―
森
下

繭鰐
″
駆
盟
駆
而

（愛
）
紀
藤
、光
岡
―
八
木
（東
）
平
野
―
竹

内
、
鵜
飼

▽
三
回
戦

ヨ
魏
鯨
聯

∞
０ ‐
∞
∞
∞
∞
∞
０ ‐
‐ 。
一‐ ２

（東
）
谷
―
原
野
（三
）
鬼
頭
、
近
藤
―
山

本（電
）
谷
、
青
山
―
原
野
、
水
野
（日
）
野

村
―
成
田
、
加
藤

▽
敗
者
三
回
戦

難
‐″知ン
型
〉

‐ ０
∞
０ ‐
０ ‐
０ ‐
∞
¨
一‐‐３

（七
回
コ
ー
ル
ド
）

（愛
）
紀
藤
、
古
川
―
八
木
（東
）
前
田
、

野
垣
、
福
知
、
土
谷
、
大
村
―
森
下

難
』
鍾
辞
巨

３ 。
∽
∞
∞
∞
‐ 。
∞
∞
Ｘ 。
一４ 。

（三
）
門
日
、
近
藤
、
鬼
頭
―
山
本
（東
）

永
友
―
古
橋

▽
敗
者
四
回
戦

難
囲
警
ツ
ピ
　
‐ 。
Ю
∝
０ ‐
∞
∞
∞
∞
０ ‐
一２ ３

（マ
）
光
岡
―
八
木
（東
）
永
友
―
古
橋

▽
敗
者
四
回
戦

理プ
彩
”
０２
８８
∞
銘
ｏｌ百

（愛
）
光
岡
―
八
木

（電
）
谷
、
中
川
、
青
山
、
小
菅
―
原
野
、

水
野
、
小
出

▽
代
表
決
定
一回
戦

愛
知
マツ
ダｏ。８８

８８
ｏｌ部
ｏｏ
”
百

日
通
名
古
屋

（愛
）
光
岡
―
八
本
（日
）
西
村
Ｌ
成
田

▽
代
表
決
定
二
回
戦

睡
罰

γ

ｏ 。

腿

”

鴇

【評
】
三
十
五
年
以
来
優
勝
戦
ま
で
毎
年
進
出

し
な
が
ら
、
い
つ
も
青
獅
子
旗
を
の
が
し
て
い

た
マ
ツ
ダ
が
″敗
者
ソ
ー
ン
か
ら
は
絶
対
に
優

勝
チ
ー
ム
が
出
な
い
″
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
を
破

っ
て
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

マ
ツ
ダ
は
初
回
、
内
田
と
中
村
の
快
打
で
先
取

点
を
あ
げ
、
二
回
に
も
光
岡
と
内
田
の
連
続
安

打
で
加
点
、
さ
ら
に
八
回
光
岡
と
内
日
の
長
短

打
で
だ
め
押
し
点
を
あ
げ
た
。

一方
、日
通
は
二
回
、坪
内
と
大
田
の
短
長
打

で
１
点
を
返
し
、
完
敗
を
免
れ
た
も
の
の
、

攻
撃
が
単
調
で
追
加
点
を
は
ば
ま
れ
た
。

（津
地
）

◇
…
東
海
…
◇

▽
一
回
戦
（熱
田
）

動
雛
類
疎
　
‐ 。
∞
∞
７ ‐
∞
Ю
∞
¨
一‐‐‐

（八
回
コ
ー
ル
ド
・
ゲ
ー
ム
）

（丸
）
鳥
山
、
西
山
―
山
内
（三
）
多
田
―

岡
田

」
新
製
郡

‐ 。
∞
∞
∞
∞
Ｏ 。
∞
０ ‐
∞
３ ２
一４ ３

（王
）
野
田
、
富
岡
、
丹
下
―
犬
飼
（西
）

的
場
、
平
沼
、
松
村
―
猿
谷

朴
像蜘
・
洋

一釧
∞
¨
‐ ２
∞
∞
２ ２
∞
∞
０ １
一５ ６

（卜
）
岩
瀬
、
畠
中
、
苅
谷
、
山
田
―
樋
渡

（大
）
世
古
、
鶴
見
―
富
田

動
鴻
勁
備

∝
∞
‐ 。
∞
∞
∞
∞
０ ‐
３ 。
一４ ３

（川
）
間
富
―
吉
田
（東
）
水
谷
弟
可
小
森

公
▽
敗
者
一回
戦

執
識
藁
織
‐。
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ｘ。
一Ю

バ
丸
）
西
山
―
山
内

（王
）
丹
下
、
野
田
―
大
飼

麻
脇
続
融
∞
∞
∞
∞
２。
∞
２。
０。
Ｘ３
一４３

（大
）
市
岡
『
鶴
見
、
世
古
―
小
川

∩
じ
間
宮
―
吉
田

▽
準
決
勝

産
顧
豪
樋
∞
∞
∞
∞
０。
∞
∞
∞
０３
一〇３

（三
）
伊
藤
孝
―
岡
田

（西
）
松
村
―
猿
谷

瞑詳
詐
誌
８８
８８
銘
銘
高

（東
）
水
谷
弟
、
神
野
―
小
林

（卜
）
岩
瀬
―
樋
渡

▽
敗
者
二
回
戦

訓
鶴
鰤
瞭
∞
∞
∞
∞
∞
∞
０‐
０。
０‐
一〇２

（川
）
間
富
―
吉
田

（三
）
野
田
、
宙
岡
―
犬
飼
、
本
戸

繭
魏
藝
鰤
∞
０ ‐
∞
∞
∞
∞
∞
０ ２
０ １
一〇 ７

（西
）
平
沼
―
大
馬
、
独
谷

（東
）
神
野
１
小
林
垣

▽
敗
者
三
回
戦

順
駆
緯
鰤

∞
∞
∞
∝
∞
叱
０ ‐
２ ‐
∞
一２ ５

（西
）
的
場
、
平
沢
―
猿
谷
、
大
馬

∩
∪
間
富
―
古
田
、
江
上

▽
勝
者
四
回
戦

（三
）
伊
藤
孝
―
岡
田

（卜
）
山
田
、
岩
瀬
、
畠
中
、
苅
谷
―
樋
波

▽
敗
者
五
回
戦

た
め
、
五
日
に
再
代
表
決
定
戦
を
行
な
う
）

▽
代
表
決
定
二
回
戦

¨
籐
鞍
輌
　
∞
０ ‐
∞
Ю
Ю
∞
∞
∞
Ｘ 。
一２ ‐

【評
】
西
濃
は
四
回
、
四
球
の
武
田
が
二
盗
、

捕
手
の
送
球
が
そ
れ
る
間
に
三
進
、
横
関
の
中

前
安
打
で
同
点
。
五
回
に
は
四
球
の
出
口
を
お

い
て
藤
岡
が
左
翼
線
い
っ
ぱ
い
に
二
塁
打
し
て

勝
ち
越
し
点
を
奪
っ
た
。

二
重
は
二
回
、
尾
崎
と
島
中
の
連
続
ヒ
ッ
ト

と
益
井
の
バ
ン
ト
で
一死
二
、
三
塁
と
し
た

あ
と
岡
田
の
左
犠
飛
て
先
取
点
を
あ
げ
た

が
、
そ
の
あ
と
は
西
濃
の
松
村
に
押
え
ら
れ

て
豊
二好機をのがした。　
　
（津地
）

◇
…
東
海
・
名
古
屋
…
◇

▽
第
二
代
表
決
定
戦
（中
日
）
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83    888
98    拝8200     ｀00
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59
マツダ 打安点
,窯  田333
9中  村 21 19池  原 200
,架  13888
7末 森 100
2八 木 400
6井  上 2105浜  口 300
1光  岡 320
計  3173

日 通 打安点
5=そ  藤 410
1缶 雷,18
:暴谷側178
9生  田 300
9井  上 000
T奨 雷:3♀
2成  田 300
1西 村 300
言+ 328 1

▽ 二塁打 太 口
光 岡▽四球  マ
1▽三振 マ 2
日 3▽失策 マ
1日 1

二 重 打安点
4横  山 400
6方i jl14 0 0
3浜  □ 300
7尾  崎 420
9島  中 410
8益  井 200
2岡  田 201
1伊藤孝 300
5山 下 300

言+  293 1
西 濃 打安点
8出  □ 300
6藤  l岡 41 1
4柴 垣 420
9正  ヽ 田 310
3本  多 300
7想賞 1襲 311
5出 井 300
2猿 谷 300
1松  村 300
言+ 2952

▽二塁打 藤岡
尾崎、柴垣▽四
球 三 1西 2▽
三振 三 2西 4
▽盗塁 西 1▽
犠打 三 1▽失
策 =2西 1

晒諜
酢
♂
品
％
∞
８８
∞両
　
距装
爵
８８
ｏｏ
８８
ｏ２
∞”
冨

（西
）
松
村
ｌ
猿
谷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【評
】
伊
藤
孝
、
西
村
の
投
げ
合
い
て
前
半
は

（卜
）
畠
中
、
山
田
、
岩
瀬
―
樋
波
　
　
　
　
　
互
い
に
三
塁
を
踏
ま
せ
な
か
っ
た
。
だ
が
西
村

は
後
半
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
乱
れ
た
。
六
回
、
三

▽
代
表
決
定
一回
戦

重
交
通
は
先
頭
の
島
中
が
死
球
、
益
井
が
右
前

に
顧
酸
輌
　
∞
‐ 。
∞
‐ 。
∞
０ ２
∞
∞
‐ ０
一３ ２
　
　
安
打
、
伊
藤
孝
の
投
ゴ
ロ
で
一死
二
、
三
塁
と

（三
）
伊
藤
孝
―
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
あ
と
、
岡
田
が
左
犠
飛
を
あ
げ
て
先
制
、

（西
）
平
沼
、
的
場
―
大
馬
、
猿
馬
、
猿
谷
　
　
続
く
山
下
の
中
前
安
打
で
加
点
、
最
終
回
に
も

（敗
者
ソ
ー
ン
か
ら
の
西
濃
運
輸
が
勝
っ
た
　
　
３
短
長
打
で
ダ
メ
押
し
点
を
あ
げ
た
。
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▽二塁打 松 田
▽大策  松 1山
1▽三振 松 3
山 4▽四球 松
2
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日
通
は
伊
藤
孝
の
好
投
に
押
え
ら
れ
、
４
安

打
を
散
発
し
た
だ
け
て
、
得
意
の
逆
転
機
を

つ
か
め
ず
完
敗
し
た
。　
　
　
　
（津
地
）

◇
…
北
陸
…
◇

▽
石
川
県
リ
ー
グ
戦
（金
沢
）

電
電
北
陸

１８
‐
‐
１

小
松
製
作
所

電
電
北
陸

３
１
１
１

専
売
金
沢

専
売
金
沢

６
１
１
３

小
松
製
生
前

▽
第
二
次
予
選

▽
準
決
勝
（福
井
）

取
”
棧
げ
　
∞
∞
∞
∞
２ 。
０ 。
０ 。
∞
Ｘ Ｏ
一２ 。

（東
）
岸
本
、
水
原
、
小
坂
―
占
部
、
佐
藤

（電
）
大
垣
―
北
村
、
新
合

駐
聾
♂
蒻
　
２ 。
４ 。
１ 。
１ 。
∞
３ ２
Ｘ Ｏ
一‐‐２

（七
回
コ
ー
ル
ド
）

（福
）
上
国
、
山
田
、
東
出
―
海
道
（専
）

倉
西
―
宮
本

▽
決

勝

褻
駕
銚
地
　
０ ４
∞
∞
２ ‐
∞
０ ‐
∞
Ｏ 。
０ ３
一２ ９

◇
…
近
　
畿
…
◇

▽
兵
庫
県
敗
者
復
活
（姫
路
）

鐘
化
カ
ネ
カ
ロ
ン
８
１
１
２
播
州
電
機

山
陽
特
殊
製
鋼
５
１
１
０
　
石
川
島
播
磨

畠
土
鉄
広
畑
　
３
１
１
２
鐘
化
カ
ネ
カ
ロ
ン

葡
量
霧
磨

３
１
１
１

播
州
電
機

鐘
化
カ
ネ
カ
ロ
ン
Ｈ
１
１
０
播
州
『
機

▽
京
都
府
（福
知
山
）

福
知
山
鉄
道
　
７
１
１
１
　
舞
鶴
　
重
工

福
知
山
鉄
道
　
４
ｒ
１
０
　
舞
鶴
　
重
工

▽
第
二
次
予
選

▽
一
回
戦
（姫
路
）

相
下 士議
町
割
　
∞
∞
∞
‐ 。
”
∞
∞
Ｏ 。
Ｘ 。
一３ 。

（畠
）
大
工
、
川
島
、
高
岡
―
鈴
江
、
樋
口

（松
）
加
藤
、
佐
藤
―
深
田

な
毎
岨
詳
細
　
２ 。
∞
２ 。
１ 。
２ 。
∞
∞
１ 。
Ｘ 。
一８ 。

（大
）
坊
、
岡
崎
、
米
谷
―
森
、
石
井

（福
）
海
老
名
―
小
西

碑
晦
瞬
酔
醸
　
∝
０ ‐
∞
∞
０ ３
∞
０ ３
∞
０ １
一〇 ９

（天
）
中
世
―
藤
井

（石
）
上
岡
、
竹
内
、
中
山
―
藪
内

卸
儡
ノ
翡
娩
♂
麹
∞
Ｏ 。
∞
Ｏ 。
∞
Ｏ 。
∞
Ｏ 。
０ ‐
一０ ‐

（山
）
米
村
―
松
田

、

（鐘
）
丸
野
、
加
藤
―
谷
脇

▽
敗
者
一
回
戦

獣
爆
罐
酵
岬
　
∞
∞
∞
‐ 。
∞
∞
∞
３ 。
Ｘ 。
一４ 。

（大
）
米
谷
―
森

（畠
）
高
岡
―
鈴
江
、
種
口

▽
準
決
勝

崚
際
特
雑
鑓
‐ 。
２ 。
０ 。
　
∞
２ 。
３ 。
　
∞
∞
Ｘ 。
一８ 。

（天
）
中
世
、
幸
寺
、
岡
本
、
細
川
―
藤
井

（山
）
富
城
、
福
塚
、
矢
島
―
松
田

福
知
山
鉄
道
局

‐ 。
０ 。
∞
　
∞
０ 。
∞
　
０ ‐
∞
∞
　
∞
Ю
一２ ‐

松

下

電

器

（福
）
荒
砂
―
小
西

（松
）
安
達
、
加
藤
利
―
深
田

」
継
薩
巨
　
∞
∞
Ｏ 。
∝
∞
∞
∞
∞
∞
一０ ‐

（三
）
島
原
「
清
水

（辻
）
杉
浦
、
重
松
―
西
本
、
後
藤

▽
敗
者
二
回
戦

鯨
　
﹈
　
″
　
∞
Ю
∞
∞
∞
∞
∞
‐ 。
Ｘ 。
一２ 。

（京
）
堀
―
木
谷
（蒼
）
北
岡
―
岩
本

諮
安
襲
作
確
　
０ ‐
∞
０ ３
０ １
∞
∞
∞
¨
０ ‐
一２ ６

（高
）
鈴
江
―
大
野

（平
）
松
岡
、
長
谷
川
―
森
脇

▽
四
回
戦

知
鉢
ン
野
句
ル
　
∞
¨
¨
∝
∞
∞
‐ 。
一９ ２

（七
回
コ
ー
ル
ド
）

（日
）
安
藤
、
松
本
―
越
田

（市
）
武
村
―
福
島
、
服
部

▽
敗
者
三
回
戦

鮪
　
矯
　
蝶
　
３ 。
１ 。
∞
∞
∞
０ ‐
∞
∞
Ｘ 。
一４ ‐

企
局
）
鈴
江
―
大
野

（大
）
天
竹
、
森
岡
、
本
村
―
浅
原

晴
太取
河
彰
　
０ ３
‐ ０
∞
ω
２ 。
∞
∞
７ 。
Ｘ 。
一１０５

（蒼
）
大
久
保
、
北
岡
―
岩
本
（日
）
井
内

田
、
松
井
―
山
本
、
佐
野

▽
決
勝
リ
ー
グ

鯨
釧
飾
摯
画
　
Ｏ 。
６ 。
∞
１ 。
０ 。
∞
４ ２
２ 。
Ｘ 。
一１３２

（京
）
武
村
、
雨
森
、
小
泉
―
福
島

（三
）
泉
―
清
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

鋼
未輝
莉
蝶
　
∞
∞
０ ‐
０ ‐
‐ 。
∞
∞
∞
０ ‐
一‐ ３

（日
）
増
田
、
松
井
―
山
本
、
佐
野

（全
）
天
竹
―
浅
原

笠
甕遅
「
矩
　
∞
Ｏ 。
∞
∞
∞
‐ 。
∞
Ю
Ю
一２ 。

（
三
）
錦
部
、
加
藤
―
清
水

電 電 打安点
8入  江 541
6清  水 410
g絵本栞:3そ
9武  田 522
4竹村貞 3 0 0
2新  蔵 410
5岡  本 410
1大 垣 410
言+  37149

専 売 打安点
8酒  井 400
3久  保 400
6F署  瀬 420
2日  本 410
9高  LL14 2 0
5藤  田 301
7村  田 421
4中 坪 420
1港  崎 300
PHE日「口lJ1 0 0

言+  359 2
V本塁打 武田
源本▽二塁打
松本邦 2、 中坪
▽四球 電 1▽
三振 電 1専 2
▽失策 電 1

▽
敗
者
一
回
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（福
）
荒
砂
―
小
西
（鐘
）
加
藤
―
谷
脇

石
川
島
播
磨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
第
二
代
表
決
定
戦

∞
∞
∞
２ 。
５ 。
∞
∞
∞
Ｘ 。
一７ 。
　
　
雄
化
動
ネ
助
口
秒
‐ ０
０ ‐
２ 。
∞
０ ‐
∞
∞
∞
Ｘ 。
一３ ２

鐘
化
カ
ネ
カ
ロ
ン

◇
…
京
　
　
都
…
◇

（石
）
中
山
、
上
岡
―
藪
内

▽
一回
戦
（西
京
極
）

（鐘
）
加
藤
、
原
―
谷
脇
、
岡
久

企魚
Ш
昌
播
磨
は
失
格
）　
　
証
』
藁
評
紅
　
∞
０ ‐
０ ２
い
釧
∝
∞
一∝

▽
敗
者
二
回
戦

富

士
鉄
広
畑

∞
０ ‐
‐ 。
　
∞
∞
０ 。
　
‐ 。
‐ 。
Ｘ 。
一３ ‐

鐘
化
カ
ネ
カ
ロ
ン

（富
）
大
エ
ー
鈴
江
、
樋
口

（鐘
）
丸
野
、
加
藤
‐谷
脇

天
鉄

八
尾

∞
∞
Ｏ 。
　
∞
∞
∞
　
∞
∞
∞
　
‐ 。
一‐ 。

福
知
山
鉄
道
局

（八
）
細
川
、
中
瀬
―
藤
井

（福
）
海
老
名
―
小
西

▽
第
一代
表
決
定
戦

岨
際
牲
婚
鑓
∞
２ 。
０ 。
　
∞
∝
∞
　
∞
∞
Ｘ 。
一２ ‐

▽
敗
者
三
回
戦

福
知
山
鉄
道
局∞

Ю
∞
　
”
∞
∞
　
∞
∞
Ｘ 。
一２ 。

鐘
化
カ
ネ
カ
ロ
ン

（七
回
コ
ー
ル
ド
）

（三
）
錦
辺
―
清
水
（高
）
堀
、
宮
武
―
大
野

難
　
枷
　
″
∞
∞
∞
∞
∞
∞
０‐
Ю
∞
０‐
一‐２

（京
）
堀
―
森
永
（柴
）
安
見
―
清
水
、
盛
山

晴
本
睦
イ
ン
ン
　
３２
２。
∞
∞
１。
∞
∞
∞
一９２

（八
回
コ
ー
ル
ド
）

（蒼
）
北
岡
、
白
藤
―
岩
本
（日
）
中
島
―

越
田

走
義維
菫
矩
　
∞
０‐
∞
０２
∞
∝
０１
一〇９

（三
）
堀
内
―
清
水
（京
）
伊
川
―
木
谷

呼
相
四
作
輌
ン
　
０‐
∞
Ю
∞
∞
∞
∞
∞
‐。
一２‐

（平
）
長
谷
川
―
森
脇
（日
）
松
本
―
越
田

敗
者
復
活
戦
は
紫
郊
ク
ラ
フ
の
棄
権
で
高
島

屋
京
都
の
不
戦
勝
。

▽
三
回
戦
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（大
）
森
岡
、
天
竹
―
浅
原

刺
縁
輝
♂
藤
　
∞
∞
０ ２
０ １
０ ３
¨
∞
∝
∞
一２ ９

（日
）
井
内
田
、
土
橋
―
山
本
、
佐
野

（市
）
武
村
、
小
泉
、
雨
森
―
福
島
、
眼

部
、
宮
前

（日
）
永
田
、
松
田
、
滝
内
―
野
俣

駄
副
お
り
霧
　
∞
∞
¨
∞
釧
∞
∞
∞
Ю
一４ ‐

（マ
）
新
島
、
北
川
、
山
本
、
池
中
―
高
見

（電
）
永
田
、
前
川
―
西
山
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
敗
者
三
回
戦

姉
魔
♂
趣
０ ‐
∞
∞
¨
∞
∞
∞
∝
∞
∞
∞
０ ‐
一２ ３

（高
）
寺
前
、
坂
上
―
村
尾
（池
）
三
好
Ｉ
田

口
、
尾
林

承
直
マ
ン
な
〃
２ 。
１ ２
∞
Ю
∞
∞
３ 。
０ ２
Ｘ ｌ
一７ ５

（ダ
）
筈
谷
、
松
田
、
坂
本
、
梅
田
―
寺
下
、

松
本
（マ
）
新
島
、
森
川
―
高
見

▽
準
決
勝

畦
鍵
ぜ
輸
　
∞
∝
∞
２ ‐
Ю
∞
∞
Ｏ 。
０ ‐
Ю
一４ ３

（鐘
）
加
藤
、
川
上
、
足
立
―
岩
本
（電
）
吉

本
―
西
山

唯
萩
釜
確
　
２ 。
∞
∞
２ 。
∞
∞
∞
∞
Ｘ 。
一∞

（住
）
中
尾
、
清
沢
、
宮
崎
、
宮
本
―
浜
本

（日
〓
局
畑
―
植
田

臥
孤
Ｐ
リ
ジ
　
０ ‐
∞
∞
Ю
ω
２ 。
”
Ю
Ｘ 。
一‐８‐

（マ
）
池
中
、
北
川
、
森
川
、
新
島
、
村
上
―

高
見
、
森
口
（熱
）
長
日
、
若
木
―
野
俣
、
鈴

木哺
大酪
無
軽
　
‐２
∝
∞
０１
∞
∞
‐。
∞
Ｘ。
一８５

全昌
）
坂
上
、
寺
前
―
村
尾
、
池
田
（日
）

滝
内
、
長
田
、
上
田
、
若
木
―
野
沢

錐
よ
に
続
　
０ ‐
０ 。
”
∞
‐ 。
∞
Ю
∞
‐ 。
一３ ２

（住
）
清
沢
―
浜
本
（鐘
）
足
立
、川
上
貞
、

加
藤
―
岩
本
、
日
村

▽
決
勝

日
本
生
命
１
０
０
０
０
０
０
０
０

電
電
近
畿
○
０
１
０
０
０
０
０
０％

夢

【秤
】
高
畑
、士日本
両
投
手
が
ア
ウ
ト
ｏカ
ー

プ
を
決
め
ダ
マ
と
し
た
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
投
げ

合
っ
た
。

九
回
を
終
わ
っ
て
両
投
手
の
投
球
数
は
吉
本
が

百
二
十
二
球
、
高
畑
が
九
十
七
球
、
こ
の
数
子

が
示
す
よ
う
に
試
合
は
日
生
が
押
し
ま
く
っ
て

い
た
。

一
回
山
下
、
長
野
の
安
打
で
先
制
し
た
日
生

は
、
四
、
七
、
九
回
に
も
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん

だ
が
、
あ
と
一押
し
の
力
に
欠
け
た
。
七
回
は

植
田
、
小
森
の
長
短
打
で
無
死
二
、
三
塁
だ
っ

た
の
に
、
高
畑
の
浅
い
中
飛
で
植
田
が
本
塁
ヘ

突
っ
込
み
併
殺
さ
れ
た
の
が
痛
か
っ
た
。

電
電
は
三
回
、
左
前
安
打
の
橋
本
が
捕
手
の

け
ん
制
悪
投
で
二
進
す
る
と
、
す
か
さ
ず
古

本
の
右
前
適
時
打
が
出
て
同
点
と
し
た
。

延
長
十
一
回
、
電
電
は
吉
本
の
四
球
か
ら
二
死

満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
、
中
村
忠
が
２
１

１
か
ら
右
前
に
殊
勲
打
し
て
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し

た
。

▽
敗
者
四
回
戦

嘘
札
鰹
輸
２ 。
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ю
一̈

住
友
金
属

２
１
１
１

高

島

屋

▽
二
回
戦

知
林
確
姉
∞
０ ２
∞
∞
∞
Ю
∞
‐ 。
∞
∞
∞
０ ‐
一２ ３

（日
）
高
畑
―
植
田
（ダ
）
梅
田
―
寺
下

畦
札
押
輸
　
∞
∞
∞
∞
∞
∞
ｍ
Ｏ ‐
∞
一ｏ ２

（鐘
）
足
立
―
岩
本
（熱
）
若
木
、
滝
内
―
野

俣
、
鈴
木

▽
敷
者
一回
戦

日 生 打安点
6山  下 510

“
糟  谷 300
42兵 野 500
9長  野 41 1
73)二  藤 5 2 0
2植  田 510
8小  森 330
1高  畑 300
5「事をヨ多ヨ1 00
甲 缶 薔 |♀ 8

言ヤ 369 1
電 電 打安点
8尾  崎 510
4道  田 510
2西  山 510
5浜  □ 510
3中村忠 4 1 1
9■雪本すする3 1 0
7,キ  」L2 0 0
7庄 司 200
6橋  本 410
1吉  本 321
言+ 3892

▽ 二塁打 道田・
小森▽四球  日
4電 2▽三振
日 3電 7▽失策
日 2電 1

(ベースボ ックス付 )
ИrラくY 3,000

,マハ =Lク トロン
日本楽器製造株式会社

 ◎

ヤマハの音です一新しい楽器です
美しい音を創って70余年。楽器つ

くりに優れたキャリアと伝統を誇
るヤマハのスタッフが開発したエ

レクトーン。B-3型は新しいア

イデアをフルに生かしたホームタ

イプのエレクトーンです。どなた

にでも楽しくやさしく演奏できる

うえに、お求めやすい価格で人気
を集めている (家庭楽器)です一
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（鐘
）
足
立
、
川
上
―
田
村

（日
）
長
田
―
野
俣

▽
第
二
代
表
決
定
戦

田
林
難
輸

∝
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
釧
一∝

【
評
】
一回
、
日
生
は
二
死
後
浜
野
が
三
遊
間

安
打
、
つ
づ
く
長
野
は
有
中
間
に
二
塁
打
を
飛

ば
し
て
先
取
点
を
あ
げ
、
九
回
に
は
長
野
会
心

の
一撃
が
左
翼
ス
タ
ン
ド
に
飛
び
込
ん
で
、
熱

学
反
撃
の
望
み
を
う
ち
く
だ
い
た
。

高
畑
、
長
野
両
投
手
は
よ
く
投
げ
、
と
く
に

高
畑
は
直
球
に
の
び
が
あ
り
、
熱
学
を
岸
の

安
打
（
二
回
）
１
本
に
押
え
た
。
（岡
田
）

柱
嵯
慶
巨
　
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
い
一０ ‐

（三
）
磯
野
―
高
野
（小
）
海
津
―
土
井

榊
百 戸
ま
り
確
　
∞
∞
∞
３ 。
∞
∞
∞
∞
Ю
一∞

（マ
）
大
賀
、
川
辺
―
細
田
、
橋
合
、
小
林

（銀
）
中
山
―
今
東

枷
瑯
藝
距
　
２ ‐
∞
∞
ｍ
Ｏ 。
∞
∝
∞
Ю
一７ ２

（川
）徳
弘
、都
出
、自
石
、若
松
―
玉
手
、松
田

（神
）
木
村
―
大
塩

▽
敗
者
一回
戦

雌
噸
彙
錘
　
∞
∞
∞
∞
Ю
Ｏ 。
‐ 。
∞
Ю
一̈

（篠
）
大
国
―
木
谷

（川
）
稲
田
―
加
司
、
五
十
住

◇
…
神
戸
市
…
◇

▽
敗
者
二
回
戦

▽
一
回
戦
（神
戸
）

い
い
節
雌

∞
∝
∝
∞
∞
∞
∞
∞
釧
一〇 ６
　
中
断
禦
洒
　
∞
∞
∞
０ ２
∞
∞
∞
∝
∞
一“

（神
）
梶
原
―
大
塩

（小
）
若
林
―
土
井

（篠
）
大
国
―
問
押
、
木
谷

榊
百 戸鰭
吻
躍
　
∞
∞
∞
∞
¨
∞
∞
∞
０ ５
一２ ５

（マ
）
大
賀
、
―――
辺
―
細
田
、
橋
倉

（鋼
）
大
村
、
梶
原
―
大
塩

脚
頗
験
節
　
∞
∞
∞
∞
∞
釧
∞
∞
Ｈ
一‐ ２

（神
）
高
谷
―
今
東

（川
）
都
出
、
徳
弘
―
玉
手

▽
二
回
戦

馴
菱
重
瑕
　
∞
∞
Ｏ 。
∞
∞
∞
¨
∞
Ｘ 。
一Ю

（川
）
稲
田
―
加
司
、
五
十
住

（三
）
磯
野
、
大
坪
―
一尚
野

〔５３０５３２３‐２４‐３５２０５００５００４２０３０〇一３９‐２７一嗜４‐０００００００３００４００４‐０２００１００‐００３‐０１００‐００００００００‐００ｍｆＯｏｏｏｏ‐００‐０００００ｍ‐‐ｏ一３‐４０

合
レ
岡
山

８
１
１
２

一三
菱
水
島

岡
山
鉄
道

３
１
１
１

一三
井
造
船

▽
広
島
県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（広
島
）

専
売
広
島

９
１
１
２

自

衛

隊

帝
人
三
原

６
１
１
５

東
洋
工
業

三
菱
三
原

６
１
１
１

一三
菱
広
島

電
電
中
国

５
１
１
０

国
鉄
中
国

専
売
広
島

１
１
１
０

広
島
マ
ツ
ダ

専
売
広
島

２
１
１
１

帝
人
三
原

三
菱
三
原

４
１
１
０

電
電
中
国

三
菱
三
原

１０
１
１
１

専
売
広
島

▽
山
口
県
リ
ー
グ
戦
　
　
　
　
　
　
（徳
山
）

山
門
鉄
工
所
　
６
１
１
３
　
航
空
自
衛
隊

人
幡
製
鉄
光
　
４
１
１
３
　
東
洋
紡
岩
国

東
洋
紡
岩
国

７
１
１
６

帝
人
岩
国

人
幡
製
鉄
光
　
８
１
１
３
　
航
空
自
衛
隊

山
門
鉄
工
所
　
３
１
１
２
　
八
幡
製
鉄
光

帝
人
岩
国

３
１
１
２

航
空
自
衛
隊

山
門
鉄
工
所

３
１
１
１
　
帝
人
岩
国

東
洋
紡
岩
国
　
３
１
１
１
　
航
空
自
衛
隊

▽
島
根
県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
江
）

山
陰
合
銀

９
１
１
５

松

江

ク

大
江
ク
ラ
フ

ー０
１
１
４

山
陰
合
銀

▽
第
二
次
予
選

▽
一
回
戦
（岡
山
）

時̈『̈̈̈
¨̈̈̈
一̈”

生
　
　
　
　
　
　
　
　
須
一計

日帥贈袖嫌賑髄獅跡幅錦一

覆

・
菱
電
ユ
林
』
∞
∞
∞
０ 。
∞
∞
∞
２ 。
Ｘ 。
一５ 。

（三
）
栢
野
、
渡
部
―
小
野
田
、
生
田
（電
）

河
本
―
谷
本

獅
れ
鍾
軒
跡
　
３ ‐
∞
∞
１ ２
０ １
０ １
０ ２
∞
∞
一４ ７

（帝
）
富
田
、
坂
井
、
浜
田
―
山
際
（米
）
山

本
、
福
井
―
渡
辺

難
れ
純
型
ｍ
　
ｏ ‐
ｏ 。
ｏ ４
０ １
∞
∝
∝
一〇 ９

（七
回
コ
ー
ル
ド
）

（倉
）
串
畑
―
竹
中
、
小
林
（東
）
安
藤
、
松

井
、
木
村
―
防
川

▽
ニ
ー‐■
戦

鮮
議
電
中 工宝
販
∞
∞
∞
∞
∞
∞
０ ２
∞
∞
一〇 ２

（三
）
伊
藤
―
根
津
（電
）
河
本
、
磯
田
―
谷

本
、
的
川

榊
爛
録
誕
厠
　
∞
∞
∞
∝
∞
∞
０ ‐
∞
∞
一〇 ２

（山
）
高
木
―
有
村
（帝
）
浜
田
、
坂
井
、
塩

谷
―
山
際

鉄
」
畔
嵯
　
３ 。
０ 。
６ 。
Ю
∞
∞
Ｘ 。
一‐０。

（七
回
コ
ー
ル
ド
）

（大
）
小
田
川
、
中
村
―
祝
部
（岡
）
高
中
―

小
林

鳩
」
雌
針
遇
　
¨
∞
∞
‐ ‐
∞
Ｏ 。
Ｏ 。
∞
Ｘ 。
一６ ‐

（広
）森
、
山
田
、
佐
藤
―
繁
田
、
沖
本
（光
）

清
水
―
杉
浦

▼
準
決
勝

鳩
幡‐ン」
が
刑
　
∝
“
∞
∝
∞
∞
Ｏ 。
０ ‐
∞
一〇 ８

（川
）
稲
田
、
桜
井
―
五
十
住
、
加
司

伸
瀬
≫
リ
ビ
　
∞
Ю
∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ｘ 。
一”

（マ
）
川
辺
、
大
賀
―
細
日
、
橋
台

（小
）
若
林
―
土
井
、
橋
爪

▽
敗
者
三
回
戦

仲
岬
幽
錮
　
∞
∞
∞
∞
”
∞
∞
‐ 。
Ю
一２ 。

（神
）
木
村
―
大
塩

（小
）
若
林
―
土
井

神 三 ▽

曇菫需
行 工

霙  §§
;::::
ゲ OOOO1 0oOO
ム ーーV OO

（三
）
磯
野
―
高
野

（神
Ｘ
員
合
―
今
東

権
肇
犠
Ｊ
「
伸
∝
“
∞
∞
∝
０ ‐
∞
∞
０ ‐
一〇 ７

（三
）
磯
野
、
柏
―
高
野

（神
）
高
谷
、
中
山
―
△′東

▽
敗
者
四
回
戦

神
戸
銀
行
　
○
○
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

小
西
酒
造
　
○
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
一∞

（延
長
１８
回
日
没
引
き
分
け
）

（神
）
高
谷
―
今
東

（小
）
若
林
、
海
津
―
土
井

▽
敗
者
四
回
戦

仲
岬
醸
断
釧
∞
Ｈ
∞
‐ 。
０ 。
∞
∞
∞
∞
‐ 。
一３ ２

（神
）
中
山
、
高
谷
―
今
東

（小
）
若
林
―
土
井

▽
代
表
決
定
一回
戦

権
素
唯
が
つ
炉
Ю
‐ 。
∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ю
一２ 。

（三
）
磯
野
―
高
野

（小
）
海
準
―
土
井

▽
代
表
決
定
戦

卦
麺
動
塾
Ю
∞
∞
∞
∞
０ ‐
∞
∞
∞
∞
Ю
一２ ‐

◇
…
…
中
国
…
…
◇

▽
岡
山
県
リ
ー
グ
戦
　
　
　
　
　
　
（岡
山
）

倉
レ
岡
山

Ю
Ｉ
１
３

一三
井
造
船

三
菱
水
島

２
１
１
１

岡
山
鉄
道

三
菱
水
島

３
１
１
２

一三
井
造
船

倉
レ
岡
山

９
１
１
２

岡
山
鉄
道

▽
二
塁
打
　
稲
見
２
、
津
田
、
森
▽
四
球
　
倉
２
幡
４
▽
三
振
　
倉
２
幡
８
▽
矢
策
　
幡
３
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点
０
３
０
０
０
０
１
０
０
０
０

安
４
１
０
１
０
２
１
１
０
０
１

珀
榔
廊
燭
燭
局
茄
鹿
郁
廂
祀
相

出猜鋼臓睛鋒州秋課標帥哺

▽
本
塁
打
　
河
原
▽
三
塁
打
　
小
橋
▽
四
球
　
山
２
菱
６
▽
三
振
　
山
９
菱
３
▽
大
策
　
山
２

菱
２

山
門
鉄
工
所

三
菱
重
正
三
原

OO01
0。 0000100000
00000003
14

▽
決
勝

崚
肛
鈍
が
刑
　
∞
∞
∞
釧
∞
Ｏ 。
∞
∞
０ ２
一〇 ３

（倉
）
日
本
、
高
中
―
小
林
（山
）
山
南
、

高
木
―
有
村

（倉
レ
は
第
一代
表
、
山
門
鉄
工
所
が
第
二

代
表
）◇

…
四
　
国
…
◇

▽
愛
媛
県
り
‥
グ
戦
（松
山
）

愛
媛
相
銀

５
１
１
３

東
レ
愛
媛

電
電
四
国

３
１
１
０

伊
予
銀
行

井
関
農
機

４
１
１
３

倉
レ
西
条

電
電
四
国

９
１
１
１

井
関
農
機

倉
レ
西
条

６
１
１
３

愛
媛
相
銀

東
レ
愛
媛

６
１
１
４

伊
予
銀
行

東
レ
愛
媛

１４
‐
‐
１
合
レ
西
条

伊
予
銀
行

２
１
１
０

井
関
農
機

電
」，電
四
国

４
１
１
４

愛
媛
相
銀

伊
予
銀
行

２
１
１
１

倉
レ
西
条

電
電
四
国

７
１
１
０

東
レ
愛
媛

愛
媛
相
銀

５
１
０

井
閑
農
機

愛
媛
相
銀

４
１
１３

伊
予
銀
行

井
関
農
機

７
１
１
東
レ
愛
媛

電
電
四
国

（放
棄
試
合
）
　
レ
西
条

▽
徳
島
県
リ
ー
グ
戦
（徳
島
）

阿
波
商
銀

６
１
１
３

徳
島
相
銀

徳
一島
ク
ラ
フ
３
１
１
２

阿
波
商
銀

（四
）
中
内
、
亀
井
、
橋
本
―
氏
康
　
　
　
　
　
　
（一０
高
崎
、
山
崎
―
木
之
下
、
井
田
（八
）

（愛
）
槍
垣
、
松
影
―
矢
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
、
米
村
―
窒
山

▽
高
知
県
敗
者
復
活
（高
知
）

高
知
相
銀

２
１
１
１
高
知
県
交
通

四
国
銀
行

２
１
１
１
土
佐
電
鉄

高
知
相
銀
Ｈ
Ｉ
１
２
高
知
県
交
通

四
国
銀
行

１２
‐
‐
４
高
知
相
銀

四
国
銀
行

６
１
１
２

高
知
相
銀

▽
第
二
次
予
選

▽
一回
戦
（松
山
）

徊
錮
褪
鋤

０９
‐０
∞
００
‐ 。
０３
∞
∞
０１
一２‐３

（四
）
磯
崎
、佐
々
茶
森
下
、日
崎
―
三
宅
、

森
谷（徳

）
高
木
、
鈴
江
―
井
崎
、
若
田

臨
蜘
哺
瞼
　
∞
５。
∞
∞
１。
∞
∞
２。
Ｘ。
一８。

舎
ワ
板
倉
、
下
村
Ｔ
石
口
、
西
内

（電
）
天
野
、
山
下
、
今
村
、
西
条
、
渡
辺

―
檜
田

和
期
擬
断
　
‐。
∞
∞
０‐
∞
３。
∞
∞
Ｘ。
一４‐

眈
韓蜘
四
彫
　
Ｏ 。
∞
‐ 。
∞
０ ‐
∞
∞
０ 。
３ ２
一４ ３

（徳
）
吉
山
、
亀
田
―
村
上

（国
）
河
端
、
岩
井
、
自
石
―
田
中

▽
準
決
勝

哺
醜
馴
加
　
‐ 。
∞
∞
∞
‐ 。
０ 。
∞
∞
Ｘ 。
一２ 。

（霜
）
一四
条
、
山
下
、
天
野
、
渡
辺
―
檎
田

（四
）
佐
々
木
―
三
宅

鯛
聯
枷
銅
　
０ ３
∞
∞
∞
Ｏ Ｏ
‐ ３
∞
∞
０ ２
一‐ ８

（国
）
白
石
、
河
端
―
滝
野
、
田
中

（愛
）
松
本
勲
、
康
、
松
影
、
檜
垣
、
大
西

酬
麹
哺
助
　
０４
∞
∞
０２
∞
３。
∞
∞
∞
一３６

【評
】
電
力
は
、
一回
岩
崎
が
三
塁
ゴ
ロ
悪
投

で
一挙
二
塁
を
占
め
る
と
、
須
藤
が
左
前
安
打

し
て
一、
三
塁
、
網
野
の
二
塁
ゴ
ロ
野
選
で
１

点
の
あ
と
、
島
谷
、
三
宅
が
左
前
へ
快
打
し
て

こ
の
回
４
点
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
四
回
二
死
後

か
ら
重
盗
と
須
藤
の
三
塁
打
で
２
点
を
加
え

た
。
国
鉄
は
六
回
松
野
の
方
翼
３
ラ
ン
で
反
撃

し
た
が
、
及
ば
な
か
った
。

「な時、梶野　　　　　　　　　　　　熟載ν崎”５‐２。０。∞∞∞‐。一８‐

綸跨
稲
０２肥
％
‐８
ｘｏ冨

（ク
）
木
村
、
福
永
、
永
野
―
南
園
、
江
崎

（製
）
手
島
、
二
重
野
、
米
村
―
丸
尾

Ｍ
臨
だ
ヂ
甦
０ ２
∞
∞
０ １
‐ 。
∞
∞
∞
０ ２
一‐ ５

（八
）
米
村
―
丸
尾
、
柳
沢
（ク
）
福
永
、

坂
ロ
ー
南
園

雄
は
好
”
如
∞
０ ‐
０ ２
０ １
０ １
∞
０ ‐
∝
一〇 ７

（八
回
コ
ー
ル
ド
）

（三
）
山
崎
、
後
藤
―
井
田
（ク
）
永
野
―

江
崎
、
南
園

（七
回
コ
ー
ル
ド
）

（八
）
福
永
、
長
野
―
江
崎
、
南
園
（三
）

江
藤
―
井
田

熟
魏
燿
雌
∞
∞
０４
‐０
∞
∞
‐ 。
∝
０５
一２‐‐

【評
】
平
野
―
高
橋
の
投
げ
合
い
と
な
った

が
、
人
幡
製
鉄
は
三
回
、
宮
添
が
古
海
の
三
塁

打
か
ら
迎
え
た
二
死
満
塁
に
左
前
に
快
打
、
先

制
点
を
た
た
き
出
し
た
。
つ
づ
い
て
瀬
藤
、
安

西
が
安
打
、
一挙
４
点
を
奪
った
。
三
菱
化
成

は
四
回
、
七
回
に
各
１
点
を
返
し
た
が
、
人
回

手
痛
い
手
フ
ー
が
出
て
八
幡
製
鉄
に
決
定
的
な

２
点
を
追
加
さ
れ
た
ｏ　
　
　
　
　
（三
井
）

◇
…
九
　
州
…
◇

◇
大
分
県
（大
分
）

大
分
鉄
道

３
１
１
１

日
鉱
佐
賀
関

◇
長
隋
県
（佐
世
保
）

三
菱
造
船
長
崎
　
３
１
１
２
　
松
島
大
島

◇
第
二
次
予
選

▽
一回
戦
（熊
本
）

雛
記
８８
器
銘
％
∞両

（松
）
江
藤
―
塗
木

（大
）
三
浦
、
長
田
、
板
井
Ｌ
田
日
、
庭
瀬

三
菱
重
工
長
崎

日
一
姉
『
」
納
『
Ｏ 。
０ ‐
∞
‐ 。
∞
∞
∞
‐ 。
一２ ‐

（長
）
小
坂
―
谷
平

（佐
）
佐
野
―
湯
野

▽
二
回
戦

麟
児 」曜
拝
』

∞
‐ 。
∞
∞
∞
‐ 。
∞
∞
Ｘ 。
一２ 。

（大
）
森
、
井
上
昭
―
塗
木

（鹿
）
米
盛
―
陶
山

馴鰹
稲
∞３。∞
８８
ｏｏ％
聖
４。

含
じ
青
武
、
中
村
―
上
野

（電
）
伊
達
―
大
田
黒

▽
敗
者
一回
戦

矩
亀
罐
岬
肛
　
３ 。
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ｘ 。
一３ 。

（三
）
平
日
、
萩
野
―
谷
平

徳
島
相
銀

５
１
１
４

徳
島
相
銀

３
１
１
２

徳
島
ク
ラ
フ
Ю
Ｉ
１
３

▽
香
川
県
リ
ー
グ
戦
（高
松
）

百
十
四
銀
行
　
３
１
１
１

国
鉄
四
国

２
１
１
０

国
鉄
四
国

８
１
１
０

四
国
電
力

６
１
１
２

大
合
工
業

２
１
１
０

国
鉄
四
国

５
１
１
０

四
国
電
力

７
１
１
１

四
国
電
力

８
１
１
０

徳
島
ク
ラ
ブ

阿
波
商
銀

阿
波
商
銀

大
合
工
業

四
国
電
力

大
倉
工
業

百
十
四
銀
行

四
国
『
力

百
十
四
銀
行

大
倉
工
業

百
十
四
銀
行
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電 電 打安点
6飽  本 210
8床  次 300
4山  村 400
5嗜コ 原 421
3安河内 411
7浜  Ei3 1 0
9村  岡 310
2大田昇毬 00
1 fF 達 310
言1 2972

鹿 鉄 打安点
6鈴  ラベ310
4横  |11400
5橋  元 310
3大  i隼1300
7おt 田 400
89将焉  |コ 3 0 0
2髯宅 ユ1200
2 あ本 100
1米  盛 300
9横  村 100
PR烈栄  月邑0 0 0
8脇  元 000
.1  272 0

▽四球 電 2鹿
5▽三振 電 1

鹿 7▽蛛 鹿
4

（大
）
高
瀬
―
富
瀬

晴
鍵
ば
び
鵬
　
∞
∞
∞
Ｏ 。
∞
∞
０ ３
‐ ３
∞
一‐ ６

（大
）
江
藤
―
盗
木

（佐
）
佐
野
、
村
脇
―
湯
野
、
モ
利
詢

▽
〓
回
戦

腱
』
ぽ
酔
酬
　
∞
釧
釧
∞
∞
∞
∞
∞
∞
一∞

（電
）
外
木
場
、
広
門
―
大
田
黒

（鹿
）
米
盛
、
三
浦
、
和
田
―
陶
山

▽
敗
者
二
回
戦

輝
鑓
♂
び
鵬
　
Ю
∞
Ю
∞
∞
∞
∞
∞
∞
一̈

（松
）
江
藤
―
治
木
（大
）
高
瀬
―
庭
瀬

臥
助
轟
鑓
び
崩
　
∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ю
∞
Ю
一‐ 。

（大
）
三
浦
草
、
長
田
―
延
瀬
（鹿
）
米
盛

―
陶
山

▽
決
勝

醜
児
．鰺
鵡
ピ
馴
　
∞
∝
０ ２
∞
∞
∞
∞
∞
∞
一∞

◇
…
沖
縄
…
◇

▽
第
一次
リ
ー
ク
戦
（部
覇
）

琉
球
煙
草

４
１
１
０

琉
球
嘔
蘭

琉
球
煙
草

５
１
１
３

琉
球
石
油

琉
球
電
電

３
１
１
１

琉
球
煙
草

琉
球
一石
油

４
１
１
３

琉
球
石
油

２
１
１
０

琉
球
電
電

３
１
１
２

（２
勝
２
敗
で
三
者
同
率
）

▽
決
勝
リ
ー
グ

琉
球
電
電

２
１
１
１

琉
球
石
油

３
１
１
２

琉
球
煙
草

５
１
１
２

沖
縄
は
琉
球
煙
草

▽
再
決
勝
リ
ー
グ

赫
対
縣
動

∞
∞
Ｏ 。
Ю
∞
∞
‐ ３
∞
Ｘ ｌ
一５ ４

（石
薯
口
項、
宮
田
悌
、
伊
地
―
松
田
（煙
）

鶏
数
、
又
吉
、
長
嶺
、
福
原
―
嵩
原

獅
琳
噸
醇

∞
∞
Ｏ 。
ｍ
∞
∞
∞
ｏ ‐
ｏ ２
一〇 ４

【評
】
琉
煙
は
四
回
嵩
原
の
タ
イ
ム
リ
ー
で

先
取
点
を
あ
け
、
人
口
に
も
伊
礼
の
好
打

で
加
点
。
九
回
に
は
４
安
打
集
中
と
、
胸
の

す
く
よ
う
な
健
棒
を
み
せ
て
快
勝
し
た
。

電
鶴
も
後
半
か
な
り
の
好
打
を
放
っ
て
い
た

が
、
カ
ー
プ
を
打
つ
工
大
が
み
ら
れ
ず
、
肝
心

の
と
こ
ろ
で
打
て
な
か
っ
た
。
琉
球
煙
草
で
は

三
、
四
番
の
中
心
打
者
の
好
打
が
光
っ
て
い
た

し
、
嘉
数
―
補
元
の
投
手
リ
レ
ー
の
成
功
も
見

逃
せ
な
い
勝
因
。　
　
　
　
　
　
　
（松
尾
）

煙
２
電
９
▽
四
球
　
煙
１

▽
三
塁
打
　
屋
畠
祖
▽
失
策
　
電
２
▽
三
振

流 流 琉
球 球 球
石 電 煙
油 電 草

琉 琉 琉
球 球 球
石 煙 電
油 草 電

札幌、仙台、北関東、東京土木、東京建築
名古屋、大阪、広島、四国、福岡

取締役会長  牧  田 甚  一
取締役社長  熊 谷 大 三 郎
取締役副社長  時  岡 収  次

本 社  東京都新宿区筑土八幡町22番地
電話 東京 (260)2111大代表

株式会社 台
ハ
」〓しヽ 谷 組

土木、建築 設計、施工

支 店
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優 勝 の 大 昭 和 ナ イ ン は 山 県 監 督 を 胴 上 げ して 大 喜 び

65

大
昭
和
に
輝
く
黒
鷲
旗

尾
関
、サ
ヨ
ナ
ラ
・ホ
ー
マ
ー

叫
一腱
筆

‐‐‥‐‐‐‐‐‐，　
の
が
剣
年
霧
毒
峰
』
鰤
絲
産 ″卿

型
一≡
≡
「　
対
抗
野
球
大
会
は
十
月
二
十
一

列
韓
到

・・
　̈
相
い
ら
後
楽
園
球
場
で
行
な
わ

牲
Ξ
三
」
　
連
日
好
天
気
に
め
ぐ
ま
れ
、

¨
一和
一
　̈
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
た
が
結
局

型
・Ξ
ョ
「　
紙
・
パ
ル
プ
部
門
代
表
の
大
昭

岬
一辞
牛
」
「
﹈
は
「
集
け
﹈
輝
蒙
嚇
輝
ラ

坪
警
一

　̈
眸

｛
¨
一
中
中
¨
一
一
一
輪
一

岬
一醸
肇
¨
　
い
い
は
印
印
』
融
に
い
」
欅
瑠

Ｊ
一一‥
ヨ
　̈
準
優
勝
の
富
士
製
鉄
と
最
高
殊

勲
選
手
尾
関
一
塁
手
ら
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
わ
た

さ
れ
た
。

な
お
優
勝
チ
ー
ム
大
昭
和
は
四
十
年
五
月
に

韓
国
野
球
協
会
の
招
き
で
韓
国
へ
遠
征
す
る
。

▽
第

一
日

８
月
３‐
日
）

◇
…
一回
戦
…
◇

鐘
化
カ
ネ
カ
ロ
ン
（化
学
工
業
）

∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
‐ 。
一Ю

日
立
製
作
所
（電
気
・
機
械
）

【評
】

開
幕
戦
で
あ
ざ
や
か
な
サ
ヨ
ナ
ラ
・

ホ
ー
マ
ー
が
飛
び
出
し
た
。
延
長
１２
回
２
１
２

四
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

三
２
０
０
０
１
１
２
１
０
２
０
０

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
０
０
０
０

打
２
１
４
４
５
４
４
３
１
４
２
１

化
田
橋
脇
村
本
田
塚
田
野
脇

堤
藤

鐘
紳
幅
皓
仲
蹄
術
隔
錆
脳
冶
‐
剛

か
ら
の
五
球
日
、
真
ん
中
に
入
る
カ
ー
プ
を
た

た
い
た
代
日
の
パ
ッ
ト
が
一せ
ん
す
る
と
、
打

球
は
ラ
イ
ナ
ー
と
な
っ
て
左
翼
中
段
ス
タ
ン
ド

に
突
き
さ
さ
っ
た
。

お
ど
り
あ
か
っ
て
喜
ぶ
日
立
ベ
ン
チ
に
迎
え

ら
れ
た
代
田
は
、
自
分
で
も
―‐，レ
ら
れ
な
い
と

い
っ
た
お
も
も
ち
。

こ
れ
ま
で
カ
ー
プ
に
弱
か
っ
た
代
日
の
打
∵

開
眼
で
日
立
の
勝
利
は
ひ
ら
か
れ
た
し

鐘
化
は
先
発
に
ベ
テ
ラ
ン
堤
（積
水
化
学
か

ら
補
強
）
を
立
て
た
が
、
外
角
ぎ
り
ぎ
り
に
き

ま
る
得
意
の
速
球
が
、
思
う
よ
う
に
決
ま
ら
ず

好
調
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

七
回
一死
後
、
嵯
峨
野
、
代
田
に
連
続
安
打

さ
れ
て
Ｋ
Ｏ
。
加
藤
の
救
援
を
よ
ざ
な
く
し
た

の
が
、
針
化
の
誤
算
。
そ
の
受
も
、
□
立
に
毎

回
走
者
を
許
し
て
は
い
た
が
、
決
定
打
を
与
え

ず
な
ん
と
か
均
衡
を
保
っ
て
い
た
。

日
立
の
先
発
、
猪
に
は
五
回
ま
で
１
四
球
だ

け
の
快
投
を
見
せ
て
い
た
が
、
大
事
を
と
っ
て

六
回
か
ら
エ
ー
ス
の
松
井
を
送
る
慎
重
ぶ
り
。

鐘
化
の
打
力
は
さ
っ
ば
り
で
内
野
女
打
一
本
を

ふ
く
む
わ
ず
か
の
３
安
打
だ
け
。
松
井
の
横
手

か
ら
の
速
球
に
手
を
焼
き
、
９
三
振
を
記
録
、

三
塁
を
踏
め
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
代
日
の
一
撃
は
見
事
な
も
の

で
、
早
朝
試
合
の
眠
気
ざ
ま
し
に
は
格
好
の
パ

ン
チ
だ
っ
た
。

（稲
　
葉
）

全

国

鉄
（国

鉄
）

ｍ
０ １
∞
∞
‐ ２
∝
∞
∞
∞
一‐ ７

全
自
衛
隊
（営
業
公
社
）

【評
】
全
国
鉄
は
球
威
の
な
い
金
自
衛
隊
の

三
投
手
を
打
ち
ま
く
り
、
二
本
塁
打
、
五
つ

の
二
塁
打
を
言
む
１３
安
打
の
猛
攻
で
自
衛
隊

を
圧
倒
し
た
。

国
鉄
は
す
べ
り
だ
し
青
木
の
四
球
、
敵
失
、
大

西
賢
の
四
球
で
一死
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
作

り
、
小
林
の
石
犠
飛
て
先
取
点
を
あ
げ
た
。
こ

の
あ
と
は
全
く
国
鉄
の
ベ
ー
ス
。
自
衛
隊
は
投

手
陣
が
打
ち
ま
く
ら
れ
た
う
え
、
打
線
が
さ
っ

ば
り
で
、
そ
れ
ほ
ど
威
力
が
あ
る
と
も
思
え
な

い
国
鉄
の
自
石
、
飯
田
向
投
手
に
三
振
１２
を
奪

わ
れ
、
２
安
打
し
か
放
で
な
か
っ
た
。

五
回
敵
大
に
恵
ま
れ
て
１
点
を
返
し
た
の
が

精
い
っ
ば
い
。
守
備
力
は
い
い
の
だ
が
、
投

手
力
、
打
力
が
弱
過
ぎ
た
。
　
（山
本
展
）

大
昭
和
製
紙
（紙
・
バ
ル
プ
）

∞
∞
∞
∞
０ ２
０ １
０ １
０ ３
‐ ０
一‐ ７

三
菱
重
工
名
古
屋
（産
業
機
械
）

【評
】
大
昭
和
の
金
沢
、
三
菱
の
鬼
頭
両
投

手
の
投
げ
合
い
で
前
半
は
静
か
な
投
手
戦
だ

っ
た
が
、
後
半
は
一変
し
て
大
昭
和
の
一
方

的
な
試
合
連
び
に
な
っ
た
。

五
回
、
大
昭
和
は
先
頭
の
今
村
が
遊
撃
内
野
安

打
、
倉
本
は
捕
邪
飛
に
倒
れ
た
が
、
今
村
は
二

盗
に
成
功
、
安
藤
が
有
前
に
適
時
打
し
て
先
取
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言「 2821124
▽本塁打藤原 (石田 )

渡 部 (石田 )▽二塁
打大西 (賢 )!11条 、
日中、曽根、4ヽ林
▽犠打 国 3(小 林
白石 渡ヽ部 )自 1(中
村 )▽盗塁 国 2(青
木、小林 )▽残塁
国 8 自 5▽ 失策
国 l(渡部 )白 1(渡
辺 )▽暴投 石 田▽
011殺  国 l i12▽ 2
Hi間 35分 ▽審半」 高
)1、鈴木 、飯 Lu 山広

京  本
ガ  生

四
２
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０

三
〇
〇
〇
１
０
１
０
０
０
０
０
０

点
０
０
０
１
１
２
０
０
０
１
０
２

安
０
１
１
２
２
１
１
１
１
１
０
２

打
３
５
５
４
４
５
２
１
２
１
０
３

無
ド

一
一
靡

¨
薇

¨
﹇

点
を
あ
げ
、
さ
ら
に
敵
失
、
四
球
で
一
死
満

塁
。
米
倉
の
右
犠
飛
で
２
点
を
先
制
し
た
。

大
昭
利
は
こ
の
あ
と
も
活
発
に
攻
め
つ
つ

け
、
八
回
に
は
佐
野
、
倉
本
の
内
野
安
打
で

鬼
頭
投
手
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
。

大
昭
和
の
金
沢
投
手
は
好
調
。
ス
ピ
ー
ド
も

あ
り
、
重
い
タ
マ
を
び
し
び
し
き
め
て
三
菱
に

つ
け
こ
む
す
き
を
与
え
ず
、
六
回
ま
で
き
れ
い

に
二
人
ず
つ
完
封
。
三
菱
は
七
回
二
死
後
、
伊

藤
が
有
前
に
飛
ば
し
た
の
が
初
安
打
、
九
回
武

田
が
左
中
間
に
三
塁
打
、
つ
つ
く
小
林
の
中
前

打
で
１
点
を
返
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。（山

本
展
）

四
２
１
０
０
０
０
０
０
０
０

三
〇
〇
〇
〇
１
１
０
１
０
０

４
四̈
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
１
０

２
讐
一１
１
０
１
０
０
０
３
１
１
１
０
０
１
１
０
１
０
０
０

７
点̈
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３５‐３
一隊
３ ‐
２ ０
２ ０
３ ０
０ ０
１ ０
０ ０
４ ０
３ ０
１ ０
２ ０
１ ０
０ ０
‐ ０
‐ ０
３ ‐
１ ０
０ ０
０ ０
０ ０

計
一一
¨
中
一
﹈
¨
¨
﹈
一
¨
¨
¨
¨
﹈
¨
¨
¨
¨
一
﹈
一

Ｌ
ｉ
ｌ
鐘
纂
置

０
¨
　

¨
　

　

ｌ

…

羽

幌

炭

破
（炭

　

鉱
）

一
　
ｏ
ド
」
」
…
…
…
…
電

電

公

社
（電
信
電
話
）

富
士
鉄
　̈
　
　
　
６
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」
日
本
鉱
業
日
立
（金
属
鉱
工
業
）

・…
電

気

化

学
（化
学
肥
料
）

―
―
富
　
士
　
製
　
鉄
（鉄
　
　
　
鋼
）

．‥
三
井
造
船
玉
野
（造
　
　
船
）

　̈
２＝
一‐
‐
具

石
油翁
　
じ

紙
　
¨

選

¨
　

　

　

　

ｏ
ｌ

…

…
…
愛
知
マ
ツ
ダ
（自

動

車
）

―

サ
ッ
ポ
ロ
ピ
ー
ル
（醸
造
食
品
）

…
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
（化
　
　
繊
）

―
上
日
本
通
運
浦
和
（鉄
道
運
輸
）

―
―
日
本
熱
学
工
業
（建
　
　
設
）

…
立
正
佼
成
会
（商
業
宗
教
）

…
・・三
菱
重
工
名
古
屋
（産
業
機
械
）

ｌ
ｌ
大
昭
和
製
紙
（紙
・
パ
ル
プ
）

蕪
一　
‐
７「
全
国
鉄
自
　
疹

　̈
　
一
　
Ｌ
…
…
全
陸
上
自
衛
隊
（宮
業
公
社
）

４
ド
ー

４ ‐
一　
　
０
一
‥
‥
鐘
化
カ
ネ
カ
ロ
ン
（化
学
工
業
）

▽
併
殺

三
１
▽
２
時
間
▽
審
判
　
平
光
、
浅
井
、
宮
沢
、
米
谷

▽
犠
打
　
立
１
（井
上
）
▽
盗
塁
　
立
２
（ム
山
、
金
）
熱
２
（角
田
、
山
田
）
▼
残
塁
　
立
６
熱

５
▽
失
策
・　
立
１
（中
島
）
熱
１
（井
上
）
▽
２
時
間
５５
分
▽
審
判
　
日
下
部
、
中
川
、加
雌
、大
田

▽
第
二
日
貧
月１日
）

立
正
佼
成
会
（商
業
・
百
貨
店
）

１ 。
∞
∞
２ 。
０ 。
∞
∞
０ ３
∞
∞
∞
０ ０
‐ 。
一４ ３

日
本
熱
学
（建
設
）

【評
】
熱
学
は
よ
く
戦
っ
た
。
立
ち
上
が
り

角
田
の
内
野
安
打
を
敵
失
で
得
点
に
結
び
つ

け
、
四
回
に
は
安
打
の
岸
を
一塁
に
置
い
て

野
俣
が
左
翼
本
塁
打
す
る
な
ど
堂
々
た
る
得

点
ぶ
り
で
立
正
を
圧
倒
し
た
。

立
正
は
長
田
投
手
の
力
投
に
七
日
ま
で
押
さ
え

ら
れ
て
い
た
が
、
八
回
中
前
安
打
の
森
田
を
大

西
の
左
前
安
打
で
還
し
、
続
く
金
が
中
堅
左
ヘ

ラ
ン
ニ
ン
グ
ｏ
ホ
ー
マ
ー
し
て
同
点
に
し
た
。

し
か
し
立
正
は
延
長
十
三
回
松
本
か
在
越
え
ホ

ー
マ
ー
し
て
初
陣
を
飾
っ
た
。
　
　
（稲
葉
）

羽
幌
炭
破
（炭
鉱
）

∞
∞
Ｏ 。
∞
Ю
Ｏ ‐
∞
∞
∞
∞
∞
一５ ‐

全
　
鐘
　
紡
（綿
紡
績
）

【評
】
羽
幌
の
先
発
樋
日
は
両
サ
イ
ド
に
早
い

タ
マ
を
決
め
て
力
投
、
鐘
紡
の
川
上
貞
も
速

球
に
カ
ー
プ
を
ま
し
え
て
緊
迫
し
た
投
手
戦

だ
っ
た
。

先
手
は
鐘
紡
が
と
っ
た
。
五
回
大
川
が
有
前

に
た
た
き
、
岩
本
が
四
球
を
選
ぶ
と
羽
幌
は
エ

ー
ス
真
崎
を
繰
り
出
し
た
。
真
崎
は
川
上
貞
を

三
振
に
打
ち
取
っ
た
が
、
鐘
紡
は
大
川
が
強
引

な
三
盗
に
成
功
、
海
老
原
が
右
犠
飛
を
打
ち
あ

げ
て
１
点
を
も
ぎ
取
っ
た
。
川
上
の
好
投
か
ら

み
て
、
こ
れ
て
鐘
紡
の
ベ
ー
ス
か
と
思
わ
れ
た

が
そ
の
川
上
が
六
回
に
く
ず
れ
た
。
一
死
後
、

岡
村
、
上
田
に
連
続
四
球
を
与
え
た
の
が
つ
ま

ず
き
て
、
西
矢
を
遊
飛
に
し
り
ぞ
け
た
も
の

の
、
深
井
に
左
前
安
打
を
計
し
て
試
合
は
振
り

出
し
に
も
と
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
立
ち
な
お
っ
た
川
上
、
切
れ
の

よ
い
ピ
ッ
チ
ン
グ
を
続
け
る
真
崎
画
投
手
の

力
投
で
両
軍
と
も
テ
キ
ン
ス
が
つ
か
め
ず
、

延
長
戦
に
は
い
っ
た
。

延
長
十
一回
の
要
、
鮮
刹
は
先
頭
の
川
上
宣
か

三
遊
間
を
破
り
、
当
た
っ
て
い
る
石
川
が
三
畢

級
を
破
る
二
塁
打
を
放
っ
て
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

言+ 303 1 60
▽三塁打 武田▽餞
打 大 4▽盗塁 大
7▽残塁 大 8三 2
▽失策 三 4(恩田、
植村、山本、湾水 )

第 14回 日 本 産 業 対 抗 野 球 大 会 成 績

１
．．‐
――
日
立
製
作
所
（電
気
機
械
）

を
つ
か
ん
だ
。
羽
幌
は
大
野
を
歩
か
せ
て
満
塁
　
　
を
左
翼
席
へ
満
早
サ
ョ
ナ
ラ
・
ホ
ー
マ
ー
し
て

策
を
と
り
、
大
川
を
遊
コ
ロ
に
打
ち
取
っ
た
　
　
車
紡
は
劇
的
な
勝
利
を
つ
か
ん
だ
。（山
本
展
）

が
、
続
く
岩
本
か
１
１
１
後
の
高
日
の
絶
好
球

命
（金
　
　
融
）

ス
（電
力
ｏ
ガ
ス
）

恩
植
松
山
清
坂
武
鬼
錦
小
鈴

４
３
３
２
２
８
８
１
ｌ
ＰＨ
ＰＲ
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羽 幌 打安点三四
5上  国 40021
9西 矢 51000
4深  井 51110
8島  津 40010
2松  本 21000
2岡 庭 10000
7貞  弘 41000
3石  井 00000
3中 川 200211
3西  垣 20000
1樋  口 10000
1真  ll● 30010
6宇  野 10000
6岡  村 20001

◇
…
二
回
戦
…
◇

東
レ
滋
賀
（化
学
繊
維
）

∞
∞
２ 。
０ ‐
∞
∞
∞
Ｘ 。
一２ ‐

日
通
浦
和
（鉄
道
運
輸
）

（八
回
日
没
コ
ー
ル
ド
）

【評
】
日
通
は
三
回
先
頭
の
戸
塚
が
四
球
、

荒
井
の
バ
ン
ト
で
二
進
、
田
中
の
左
前
打
で

一死
一、
三
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
と
、

近
藤
が
右
犠
飛
を
あ
げ
て
ま
ず
１
点
を
先
取

し
た
。
本
塁
返
球
の
間
に
一
塁
走
者
の
田
中

が
す
ば
や
く
二
進
し
た
あ
と
、
小
堀
が
き
れ

い
に
右
前
に
適
時
打
し
て
こ
の
回
２
点
を
あ

げ
た
。
こ
の
あ
た
り
全
く
う
ま
い
日
通
の
攻

め
ぶ
り
だ
っ
た
。

こ
の
あ
と
東
レ
の
二
番
手
甲
畑
の
好
投
に
全
然

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
め
な
か
っ
た
が
、
日
中
、
佐

藤
と
好
投
手
を
も
つ
だ
け
に
、
日
通
の
ペ
ー
ス

だ
っ
た
。

東
レ
は
四
回
に
二
死
後
か
ら
占
部
の
安
打
、
佐

藤
の
四
球
に
続
い
て
金
山
が
右
前
快
打
し
て
１

点
を
返
し
た
が
、
こ
こ
で
出
て
き
た
佐
藤
に
押

え
ら
れ
、
反
撃
の
足
が
か
り
が
つ
か
め
な
か
っ

た
。東

レ
は
敵
に
倍
す
る
７
安
打
を
放
ち
、
優
勝

候
補
の
日
通
を
い
い
と
こ
ろ
ま
で
押
し
込
み

な
が
ら
、
あ
と
ひ
と
押
し
が
な
く
、
敗
れ
た

の
は
残
念
だ
っ
た
ろ
う
。
　
　
（山
本
展
）

▽
第
二
日

→
υ日
）

東
京
ガ
ス
（電
力
・ガ
ス
）

∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
０ ‐
一０ ‐

日
本
生
命
（金
融
）

【評
】
「ど
う
も
あ
か
ん
。
後
楽
園
で
は
不

思
議
と
本
塁
打
を
打
た
れ
る
」
と
日
生
の
藤
江

監
督
は
ニ
ガ
虫
を
つ
ぶ
し
て
い
た
。

投
手
の
高
畑
も
確
か
に
悪
か
っ
た
。
ス
ピ
ー

ド
は
あ
っ
て
も
切
れ
が
鈍
く
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
苦
し
む
。
五
回
に
は
無
死
秋
山
に
右
翼
線
安

打
さ
れ
、
大
橋
の
バ
ン
ト
が
投
手
の
頭
を
越
す

ん
制
に
刺
さ
れ
、
続
く
川
日
、
松
崎
の
連
打
を

フ
イ
に
し
た
。
人
口
に
も
角
原
に
か
わ
っ
た
角

谷
を
四
球
と
三
塁
ゴ
ロ
失
で
無
死
一
、
二
塁
と

攻
め
な
が
ら
決
定
打
が
出
す
完
封
さ
れ
た
。
マ

ン
ダ
は
力
を
持
っ
て
い
る
の
に
試
合
運
び
の
ま

ず
さ
が
大
き
く
災
い
し
て
い
た
。
　
（木
吉
）

日
本
石
油
（石
油
）

０ ‐
０ ‐
∞
∞
∞
∞
∞
∞
０ ２
一〇 ４

三
井
造
船
傘
船
）

【評
】
日
石
は
三
井
の
機
野
投
手
の
好
投
に

あ
っ
て
持
ち
前
の
豪
快
な
打
棒
の
サ
エ
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
渡
辺
が
力
投
し
て
三
井

を
押
え
、
打
線
も
す
べ
り
出
し
に
う
ま
く
点

を
取
っ
て
楽
勝
し
た
。

日
石
は
一回
、
先
頭
の
石
原
が
一
塁
左
に
内
野

安
打
し
て
二
盗
、
摘
逸
で
三
進
し
た
あ
と
、
浜

村
の
遊
ゴ
ロ
で
１
点
を
先
取
し
た
。
二
回
に
も

二
死
か
ら
３
安
打
を
つ
ら
ね
て
１
点
を
追
加
し

た
。議

野
は
こ
の
あ
た
り
、
タ
マ
を
そ
ろ
え
す
ぎ

た
感
じ
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
立
ち
直
り
、
三
回

か
ら
八
国
ま
で
二
走
者
に
し
か
二
塁
を
許
さ

な
か
っ
た
。

日
石
は
九
回
代
わ
っ
た
本
村
、
加
門
両
投
手
か

ら
３
四
球
、
１
安
打
で
ダ
メ
押
し
点
を
加
え

た
。
日
石
の
渡
辺
投
手
は
左
腕
か
ら
の
カ
ー
プ

と
速
球
が
よ
く
、
六
回
の
無
死
一
、
二
塁
、
九

回
の
二
死
満
塁
の
ビ
ン
チ
以
外
は
三
井
打
線
に

つ
け
込
む
ス
キ
を
与
え
な
か
っ
た
。
山
本
展
）

▽
本
塁
打
　
岩
本
（真
崎
）
▽
二
塁
打
岩
本
、
石
川
▽
犠
打
　
羽
１
（松
本
）鐘
２
（海
老
原
、

本
郷
）
▽
盗
塁
　
鐘
３
（本
郷
、
石
川
、
大
川
）
▽
残
塁
　
羽
５
鍾
８
▽
失
策
　
羽
１
（松
本
ヽ́

鐘
２
（海
老
原
、
石
川
）
▽
２
時
間
４２
分
▽
審
判
　
首
、
大
谷
、
本
村
、
長
持

渋
い
安
打
。
こ
の
ピ
ン
チ
に
秋
山
は
欲
張
っ
て

二
塁
を
オ
ー
バ
ー
・
ラ
ン
、
東
京
ガ
ス
が
自
ら

好
機
の
芽
を
つ
ぶ
し
て
く
れ
て
助
か
っ
た
が
、

こ
う
し
た
ガ
ス
の
拙
攻
で
か
え
っ
て
日
生
ベ
ン

チ
は
高
畑
を
代
え
そ
こ
な
っ
た
よ
う
だ
。

そ
し
て
十
回
無
死
伊
藤
に
ワ
ン
・
ボ
ー
ル
の

あ
と
外
角
に
投
し
た
ス
ト
レ
ー
ト
が
手
元
狂
っ

て
真
ん
中
に
寄
っ
た
。
こ
れ
を
伊
藤
が
う
ま
く

石
翼
に
持
っ
て
い
き
、
決
勝
点
と
し
た
。
そ
れ

に
し
て
も
大
会
三
日
間
の
第
一
戦
が
い
ず
れ
も

延
長
戦
（今
大
会
四
試
合
目
）
か
ら
本
塁
打
で

勝
負
が
決
ま
る
と
い
う
珍
事
が
続
き
、
一昨
年

の
本
大
会
優
勝
、
そ
し
て
優
勝
候
補
の
一角
と

み
ら
れ
て
い
た
日
生
が
、
寝
首
を
か
か
れ
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。

一
、
三
回
の
三
塁
を
含
め
て
四
た
び
得
点
圏

に
走
者
を
送
り
な
か
ら
、
ガ
ス
の
池
谷
か
ら
決

定
打
が
奪
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
練
習

不
足
と
い
う
よ
り
も
気
力
の
問
題
と
い
え
よ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（稲
栗
）

愛
知
マ
ツ
ダ
（自
動
車
）

∞
∞
∞
∞
２ 。
０ 。
∞
∞
Ｘ 。
一̈

サ
ッ
ボ
ロ
ピ
‥
ル
（醸
造
・
食
品
）

【評
】
わ
ず
か
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に

し
て
勝
っ
た
ピ
ー
ル
は
さ
す
が
に
試
合
巧
者

だ
。

マ
ツ
ダ
は
立
ち
上
が
り
池
原
が
二
塁
打
、
バ
ン

ト
で
三
進
す
る
先
制
機
が
あ
っ
た
の
に
、
主
力

打
者
が
大
振
り
す
る
だ
け
で
一
発
が
出
な
か
っ

た
。

四
回
ま
で
２
安
打
散
発
だ
っ
た
ピ
ー
ル
は
、
五

回
小
宮
が
二
塁
打
、
古
回
の
適
時
打
で
先
制
。

角
原
の
バ
ン
ト
安
打
に
続
き
、
榎
本
が
右
翼
線

に
二
塁
打
を
放
ち
１
点
を
加
え
る
効
果
的
な
攻

撃
。
マ
ツ
ダ
は
五
回
一
死
一
塁
、
六
回
に
も
代

打
勝
又
が
一死
か
ら
安
打
に
生
き
る
な
ど
よ
く

攻
め
て
い
た
が
、
ピ
ー
ル
の
堅
守
に
と
も
に
併

殺
を
喫
し
た
。

マ
ツ
ダ
は
七
回
一
死
で
安
打
の
手
島
が
投
手
け

四
１
０
１
１
１
０
０
０
１

三
〇
１
０
０
１
０
０
０
０

点
２
０
０
１
０
０
１
０
０

安
２
０
１
０
０
０
１
１
１

打
４
５
３
３
２
４
４
４
３

油
原
田
松
村
瀬
橋
住
丸
辺

石
　
　
　
　
　
　
十

本
石
幕
枝
浜
広
栗
五
松
波

日
８
６
４
７
２
３
９
５
１

５
一四
〇
〇
〇
２
１
０
０
１
１
０
０
２
０
０
０

２
讐
一１
２
０
１
０
３
０
１
０
０
０
０
１
０
０

６４一嫌一

言1 364 1 72
全鐘紡 打安点三四
4海老原 40100
8福  島 41001
7本  郷 30001
5'‖上宣 5 1 0 1 0
6石  ′1153000
9大  野 4101 1
3大  ∫l151020
2岩  本 42411
1,‖■貞 200 12
言+  369 5 6 6

計  317230
▽二塁打池原、小富
榎本▽犠打マ 1(手
島 )▽盗塁サ 2▽残
塁マ 3サ 5▽大策サ
1(古 口)▽併殺サ
3▽ 2時間 0分

計  356021
▽本塁打 伊藤 (高
畑 )▽二塁打 浜野
2▽犠打 東 2 日
0▽盗塁 両 0▽残
塁 東 4 日 6▽失
策  両 0▽併殺 両0▽ 2時間 13分▽審
半り 米てヽ ラ尽日、細
∫‖、南

３２
一打
４
２
２
２
３
４
４
２
０
３
１
０
１
０
０

計
一獅
一
¨
呻
一
幸
』
時
一
¨
軸
コ
﹇
¨
﹇
﹈

三̈
９
４
４
８
５
２
３
７
ＰＨ
６
円
ｌ
ＰＨ
ｌ
ｌ

Y予勒 督

盗焉
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電気化学打安点三四
4江  崎 40000
4日  田 00000
892雪  尾 4 0 0 0 0
9嶋  本 00000
7藤  木 40010
5小 淵 41000
3天  本 41000
9松  本 00000
8服  部 32000
6米  国 31 100
2岩  下 30000
1河  内 20000
PI‐l西  日 11000
1望  月 00000
言+  326 1 1 0

▽
第
四
日
（４日）

▽
‥
二
回
戦
…
△

電
気花
学
（化
学肥料
）

∞
０ ‐
０ 。
∞
∞
２ 。
∞
∞
Ｘ 。
一２ ‐

富
　
士

鉄
（鉄
鋼
）

【評
】
富
士
鉄
は
先
発
清
沢
（住
友
金
属
か
ら

補
強
）
の
で
き
が
芳
し
く
な
く
、
二
回
電
化
に

１
点
を
先
行
さ
れ
て
苦
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
こ
の
回
電
化
は
小
淵
が
左
前
打
し
、
一死

後
服
部
が
中
堅
右
に
安
打
し
て
一
、
三
塁
。
次

の
米
田
は
強
い
当
た
り
の
ニ
ゴ
ロ
、
こ
れ
を
二

塁
手
岡
島
が
バ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
を
あ
せ
っ
て
は

し
く
間
に
小
淵
生
還
。
電
化
ナ
イ
ン
は
気
合
い

十
分
で
、
立
ち
上
が
り
に
出
バ
ナ
を
く
じ
い
た

の
は
見
事
だ
っ
た
。
投
げ
る
河
内
は
長
身
を
利

し
て
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
速

球
、
ド
ロ
ッ
プ
を
び
し
び
し
決
め
て
小
気
味
の

よ
い
ピ
ッ
チ
ン
ク
だ
。

富
士
鉄
打
線
は
、
前
半
そ
の
河
内
に
毎
回
安

打
し
な
が
ら
二
死
か
ら
の
″単
発
″
で
残
塁
を

操
り
返
す
だ
け
。
と
こ
ろ
が
河
内
は
、
六
回

無
死
、
有
田
に
有
雲
越
え
二
塁
打
さ
れ
て
ペ
ー

ス
が
乱
れ
た
。
続
く
青
柳
に
ス
ト
レ
ー
ト
の
四

球
、
佐
藤
に
は
二
塁
前
に
バ
ン
ト
安
打
さ
れ
て

無
死
満
塁
。
四
球
村
浜
の
一
塁
ゴ
ロ
を
天
本
が

フ
ァ
ン
プ
ル
し
て
有
田
が
生
遺
。
代
打
坂
佐
井

の
遊
ゴ
ロ
で
巧
走
よ
く
、
青
柳
が
逆
転
の
ホ
ー

ム
を
け
っ
た
。

電
化
は
四
回
か
ら
の
二
番
手
大
工
の
変
化
球

3村  浜 42100
5安  戸 20000
PH坂佐井 10100
5柘 植 11000
2工  藤 30011
1清  沢 00000
PH高屋敷 10010
1大  工 20010
4岡 島 31000

富 士 鉄 打 安 点 三 四
6宮  地 41000
7有  田 41000
8青  柳 31001
9佐  藤 31020
H9Zヨ  Eヨ 1 1 0 0 0

計  329252
▽三塁打富地▽二塁
打村浜 、有田▽ 盗塁
電 o富 1▽欠策電 0
畠 1(岡島 )▽ 1時
間 45分▽審判米谷、
大田、大谷、牧 口

に
手
を
焼
い
て
い
た
が
、
七
回
一死
二
、
三
塁
　
　
が
、
電
電
の
強
打
線
を
七
回
ま
で
３
安
打
に
押

の
絶
好
機
を
築
い
た
。
し
か
し
後
続
打
者
が
大
　
　
え
た
の
は
立
派
な
も
の
。
ド
ロ
ッ
プ
が
い
い
の

工
の
力
投
に
あ
っ
て
も
の
に
で
き
な
か
っ
た
の
　
　
で
、
横
の
ゆ
さ
ぶ
り
を
身
に
つ
け
た
ら
す
ば
ら

が
痛
く
善
戦
む
な
し
く
敗
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
し
い
。

電
化
は
エ
ー
ス
の
平
野
（大
洋
）
を
欠
き
Ｐ
　
　
日
鉱
は
打
線
も
好
調
で
三
回
３
安
打
で
１
点
、

Ｌ
か
ら
河
内
、
静
甲
い
す
ゞ
か
ら
望
月
を
移
籍
　
　
四
回
に
は
古
山
の
安
打
を
足
場
に
、
榎
本
の
犠

し
て
投
手
力
の
強
化
を
は
か
っ
た
が
、
練
習
不
　
　
飛
で
１
点
を
あ
げ
た
あ
た
り
、
ム
ダ
の
な
い
攻

足
の
せ
い
か
投
打
と
も
実
力
を
出
し
切
れ
な
か
　
　
め
ぶ
り
だ
っ
た
。
電
電
に
追
い
つ
か
れ
る
と
、

っ
た
よ
う
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
（稲
葉
）
　

七
回
す
ぐ
に
先
頭
の
高
田
が
左
翼
に
本
塁
打
し

電
電
公
社
（電
信
電
話
）　
　
　
　
　
　
　
　
で
引
き
離
し
、
代
打
岩
崎
の
安
打
、
宮
坂
四
球

∞
∞
Ｈ
‐ 。
∞
０ ‐
４ 。
０ 。
Ｘ ‐
一６ ３
　
　
詢
訪
棄
庁
講
州
¨
﹈
﹇
繊
講
章
跡
制
峰
集
¨
´

日
本
鉱
業
（金
属
鉱
工
業
）　
　
　
　
　
　
　
浴
び
せ
て
ヽ
計
４
点
を
あ
げ
勝
負
を
つ
け
た
。

全

国

鉄
国
参

∞
‐ 。
∞
‐ 。
‐ 。
∞
∞
‐ ２
Ｘ Ｏ
一４ ２

日
立
製
作
所
（電
気
機
械
）

【評
】
野
球
は
い
く
ら
打
っ
て
も
、
チ
ャ
ン

ス
に
打
た
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
見
本
の

よ
う
な
試
合
。

国
鉄
は
無
死
で
走
者
を
出
す
こ
と
五
皮
、
得
点

圏
に
七
皮
も
走
者
を
出
し
た
の
に
、
点
に
結
び

つ
い
た
の
は
一
度
だ
け
と
い
う
決
定
打
不
足
が

た
た
っ
て
僣
敗
し
た
。

日
立
は
二
回
、
四
球
の
佐
々
本
が
二
盗
、
二
者

三
振
の
二
死
か
ら
鶴
田
が
三
遊
間
を
破
っ
て
先

制
、
四
回
に
は
鐘
化
戦
で
サ
ヨ
ナ
ラ
本
塁
打
を

放
っ
た
代
田
が
二
本
目
の
本
塁
打
を
左
翼
に
た

た
き
込
ん
で
加
点
し
た
。

国
鉄
は
一
、
二
、
四
回
、
先
頭
打
者
が
安
打

と
四
球
で
生
き
た
の
に
モ
ノ
に
で
き
ず
、
六

回
に
は
無
死
安
打
の
大
西
昭
が
中
条
の
三
振

四
１
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０

三
１
０
０
０
２
０
１
０
０
０
１
１
０

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
０
２
２
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０

打
４
４
３
４
２
４
４
３
１
０
３
１
０

一
中
』
¨
﹇
﹈
け
舜
融
¨
一
枠
¨
﹇

マ
２
時
間
５５
分
▽
審
判
　
大
谷
、
大
田
、
日
下
部
、
新
谷

四
〇
〇
〇
〇
〇
１
０
０
０
０
０
０
０
１

三
〇
１
０
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０

鯨２‐１０２３００２００００‐Ｈ００‐０００００１０００

¨̈翻̈搬翻̈̈̈
¨̈̈

▽
本
塁
打
　
高
田
（市
川
）
▽
三
塁
打
　
尾
崎
、
黒
崎
▽
二
塁
打
　
渡
辺
（日
）
▽
犠
打
　
電
１

（渡
辺
）
日
２
（
小
野
田
、
榎
本
）
▽
盗
塁
　
嘔
２
（入
江
、
尾
崎
）
日
３
（森
川
、
青
木
、
古

山
）
▽
残
塁
　
電
６
日
５
▽
大
策
　
電
１
（尾
崎
）
▽
併
殺
　
電
１
▽
２
時
間
４０
分
▽
審
判
　
営

大
谷
、
松
本
、
米
谷

‐０６４２一『００００３‐００００００‐０００００００‐‐‐０‐０００００‐‐００‐００００‐０００‐０００００‐００００００‐００００００００００〇一７３３３

卸一一̈繹̈酬̈剛醐̈̈
¨̈一詢 ▽

本
塁
打
　
一代
田
（自
石
）
▽
二
塁
打
　
一士
琢
、
中
条
▽
犠
打
　
国
２
（大
西
昭
、
自
石
）
日
２

（木
沢
、
松
井
）
▽
盗
塁
　
日
２
（木
沢
、
佐
々
木
）
▽
残
塁
国
６
日
４
▽
失
策
一
国
１
（藤

原
）
日
２
（鶴
田
２
）
▽
２
時
間
２５
分
▽
審
判
　
勝
田
、
日
下
部
、
鈴
木
、
塩
谷

言+  346 1 3 3
▽儀打 熱 1(井上 )
大 2(山 崎征、金沢 )
▽盗塁 大 2(山 崎
IE、 安藤 )▽残塁
熱 7大 10▽失策 熱
1  (フトフトす)

髯 裸
=で

さラ甲
5麺 昭 21001
9中  条 42120
7大西賢 40000
PR大  谷 00000
7曽  根 00000
8小  林 41000
3藤  原 41000
2細 l‖ 31000
2田  中 10000
1白  石 10000
PH咸

“
  D可 1 1 0 0 0

1飯  田 00000
PH層,  フヽ 1 0 0 0 0
4波  部 30010
計  318152

日 立 打安点=四
:奈  渇 83888
8岩  井 40000
5嵯峨野 40020
3腐 奮々,1186

:嘗  喜:!|||
i覆計算ill:|

の
と
き
に
二
盗
失
敗
し
て
併
殺
さ
れ
る
な
ど

拙
攻
が
目
立
っ
た
。

日
立
は
五
回
、
二
塁
打
の
手
塚
が
三
進
す
る
と

手
が
た
く
ス
ク
イ
ズ
で
加
点
し
た
。
国
鉄
は
八

回
一
死
か
ら
中
条
が
有
翼
線
二
塁
打
で
四
球
の

人
山
昭
を
か
え
し
、
な
お
も
遊
ゴ
ロ
失
で
１
点

差
に
迫
っ
た
。
し
か
し
試
全
均
者
の
日
立
は
そ

の
裏
、
佐
々
木
の
適
時
打
で
ダ
メ
押
し
の
１
点

を
あ
げ
て
逃
げ
た
。　
　
　
　
　
　
（末
吉
）

▽
第
五
日
（５３

▽
…
二
回
戦
…
△

日
本
熱
学
（建
設
）

∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
‐ 。
一‐ 。

大
昭
利
製
紙
（紙
・
バ
ル
プ
）

【評
】
金
沢
、
長
田
の
投
手
戦
に
終
始
し
た

が
、
延
長
十
回
大
昭
和
は
、
こ
の
回
か
ら
長

田
に
代
わ
っ
た
滝
内
を
攻
め
安
藤
が
四
球
、

一一一晰̈̈̈
制̈̈̈̈



金
沢
の
バ
ン
ト
は
野
選
と
な
っ
て
無
死
一
、

二
塁
。
山
崎
が
バ
ン
ト
で
送
り
、
加
藤
が
敬

還
さ
れ
た
満
塁
に
阿
井
は
２
１
２
か
ら
ス
ク

イ
ズ
を
決
め
て
決
勝
点
を
あ
げ
辛
勝
し
た
。

日
本
熱
学
は
チ
ー
ム
結
成
二
年
目
と
は
思
え
な

い
キ
ビ
キ
ビ
し
た
攻
守
で
前
半
は
大
昭
和
を
圧

し
て
い
た
。
と
く
に
四
回
員
志
、
本
村
の
安
打

と
井
上
の
四
球
で
一
死
満
塁
の
先
制
機
を
迎

え
、
岸
が
ね
ば
っ
て
中
前
に
テ
キ
サ
ス
打
を
放

っ
た
の
に
、
三
塁
走
者
貴
志
が
タ
ッ
チ
・
ア
ッ

プ
し
て
か
ら
本
塁
を
つ
く
と
い
う
判
断
の
悪
い

走
塁
で
本
塁
に
刺
さ
れ
た
の
が
倍
し
ま
れ
る
。

（末
吉
）

東
京
ガ
ス
（電
力
・
ガ
ス
）

∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ю
∞
Ｘ 。
一Ю

全
　
鐘
　
紡
（綿
紡
績
）

【評
】
鐘
紡
は
三
回
、
梅
本
が
三
振
ふ
り
に
げ

で
生
き
、
バ
ン
ト
で
二
進
、
本
郷
の
三
塁
ゴ
ロ

失
で
一死
一、
三
塁
と
な
っ
た
が
、
本
郷
が
二

盗
を
試
み
た
と
き
二
塁
た
者
の
梅
本
が
ガ
ス
の

ト
リ
ッ
ク
・
プ
レ
ー
に
か
か
っ
て
刺
さ
れ
、
福

島
の
二
塁
左
を
破
り
そ
う
な
当
た
り
を
沼
上
の

好
守
に
は
ば
ま
れ
て
先
制
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
鐘
紡
は
七
日
、
安
打
の
石
川
が
バ
ン
ト
で

二
進
、
打
者
吉
田
の
と
き
三
盗
し
、
捕
手
の
悪

送
球
で
一気
に
か
え
り
、
辛
く
も
決
勝
点
を
あ

げ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（末
吉
）

▽
…
準
々
決
勝
…
△

サ
ッ
木
ロ
ビ
‥
ル
（醸
造
・
食
品
）

２ ‐
∞
０ ‐
∞
０ ３
∞
∞
０ １
０ ‐
一７ ７

日
通
浦
和
（鉄
道
上
崖
∪（日

没
引
き
分
け
）

【評
】
サ
ッ
ボ
ロ
が
高
橋
の
三
塁
打
で
１
点

を
先
取
す
る
と
、
日
通
は
村
木
の
２
点
本
塁

打
で
す
ぐ
リ
ー
ド
を
奪
い
返
し
た
。

し
か
し
三
回
、
サ
ッ
ボ
ロ
の
日
中
に
三
塁
打
を

あ
び
て
同
点
と
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
田
中
投
手

を
救
援
し
た
佐
藤
も
一
本
調
子
で
五
回
に
は
４

安
打
を
浴
ひ
て
３
点
を
失
い
日
通
は
あ
ぶ
な
か

っ
た
。
六
回
、
近
藤
の
安
打
か
ら
日
通
は
反
撃

に
出
て
サ
ッ
ボ
ロ
の
投
手
陣
を
打
ち
ま
く
り
、

永
野
の
２
点
本
塁
打
、
武
田
の
３
点
本
塁
打
な

ど
こ
の
回
長
短
５
安
打
を
集
め
て
逆
転
し
た
。

と
こ
ろ
が
人
、
九
回
サ
ッ
ポ
ロ
の
追
撃
で
同

点
に
持
ち
込
ま
れ
、
日
没
引
き
分
け
と
な
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鈴
木
）

▽
第
六
日

（６
こ

▽
…
準
々
決
勝
…
△

日
通
浦
利
（鉄
道
・
運
輸
）

０ ０
∞
∞
０ ３
∞
０ １
∞
０ ２
∞
一〇 ６

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
（酸
造
・
食
品
）

【評
】
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
に
は
砂
ぼ
こ
り
が
舞

う
。
試
合
は
前
日
の
打
撃
戦
と
は
打
っ
て
変
わ

っ
た
よ
う
な
田
中
―
角
谷
の
投
手
戦
で
は
し
ま

っ
た
。

試
合
開
始
か
ら
４５
分
日
通
が
四
回
の
攻
撃
の

時
、
そ
れ
ま
で
寒
々
と
空
を
お
お
っ
て
い
た
雲

が
散
っ
て
太
陽
が
は
じ
め
て
顔
を
出
し
た
。
そ

れ
が
合
図
の
よ
う
に
こ
の
回
日
通
は
、
一
死
後

永
野
の
右
前
安
打
を
足
場
に
３
本
の
シ
ン
グ
ル

・
ヒ
ッ
ト
、
エ
ン
ド
ラ
ン
、
さ
ら
に
は
重
盗
を

成
功
さ
せ
る
速
攻
で
３
点
を
も
ぎ
と
り
、
主
導

権
を
握
っ
た
。

永
野
は
右
前
へ
決
打
す
る
と
四
番
村
木
と
の

エ
ン
ド
・
ラ
ン
が
ド
ン
ピ
シ
ャ
リ
き
ま
っ
て
一

死
一、
三
塁
。
続
く
竹
之
内
は
三
ゴ
ロ
、
ボ
ー

ル
は
５
１
４
１
３
と
渡
っ
た
が
、
竹
之
内
の
足

日
通
は
六
回
に
も
一死
後
か
ら
投
ゴ
ロ
失
で

出
た
村
本
が
、
二
盗
す
る
と
竹
之
内
の
投
手
強

襲
安
打
で
三
進
、
武
田
の
バ
ン
ト
で
生
選
し
て

手
堅
く
加
点
、
勝
利
を
不
動
の
も
の
と
し
た
。

一
方
、
サ
ッ
ボ
ロ
は
得
意
の
機
動
力
を
生
か

し
て
日
通
内
野
陣
を
か
き
回
し
に
か
か
っ
た

が
、
一
回
は
高
橋
、
二
回
に
は
加
藤
、
高
橋
と

い
っ
た
三
、
四
番
が
田
中
に
か
わ
さ
れ
て
決
定

打
が
出
な
い
。
こ
と
に
三
回
無
死
で
角
谷
が
風

に
よ
る
幸
運
な
安
打
で
出
塁
し
た
あ
と
、
ト
ッ

プ
の
榎
本
が
初
球
を
三
塁
線
へ
こ
ろ
が
し
無
死

走
者
一
、
二
塁
。
幸
運
が
幸
連
を
呼
ん
だ
先
制

点
の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
が
、
続
く
北
野
の
バ
ン

ト
が
投
手
の
好
判
断
の
た
め
角
谷
が
三
封
さ

れ
、
得
点
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
の
は
い
た
か

（豊
島
）

日
立
製
作
所
（電
気
・
機
械
）

２ 。
∞
Ｈ
ｌ 。
０ 。
∞
０ ３
‐ Ｏ
Ｘ Ｏ
一５ ４

大
昭
利
製
紙
（紙
・
パ
ル
プ
）

【秤
】
大
昭
利
は
初
回
、
ト
ッ
プ
の
安
藤
が

い
き
な
り
本
塁
打
し
三
、
四
回
に
も
中
心
打

者
の
活
曜
で
加
点
し
リ
ー
ド
を
奪
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
日
立
は
、
六
回
ま
で
３
併
殺
で
チ

ャ
ン
ス
の
芽
を
つ
み
と
ら
れ
る
不
運
さ
だ
っ

た
。
し
か
し
七
回
代
打
岩
井
と
中
野
の
安
打
か

ら
反
撃
し
、
併
殺
を
あ
せ
っ
た
遊
撃
手
の
悪
投

と
暴
投
で
３
点
を
捨
っ
た
。

こ
れ
で
４
１
４
の
同
点
と
な
り
、
試
合
は
自
熱

し
た
が
、
打
力
に
や
や
ま
さ
る
大
昭
和
は
八
回

69

冒来
製
爽
=す

♂〒甲
7中 野 31012
5屯差峨里予5 1 0 1 0
4佐々木 41 1 1 1
3代  田 30021
9鈴  木 43000
6鶴  田 41010
3撃  顔 :8888
1猪  尾 10000
1松  井 10000
PH岩  井 11000
1熊  谷 10000
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計 253040
▽犠 打 鐘 2(川 上
足立 )▽盗塁 鐘 2
楽塀言`(哀出しV香
管しY壽暑53ダ↓馨
聾、議普、山川、長

▽
本
塁
打
　
村
木
（渡
辺
）永
野
（渡
辺
）武
田
（角
原
）▽
三
塁
打
　
高
橋
、
田
中
（サ
）▽
犠
打
　
サ

２
（加
藤
、武
井
）日
１
（山
本
）▽
盗
塁
　
サ
３
（榎
本
、
北
野
、加
藤
）▽
失
策
　
サ
ー
（古
口
）日
２

（近
藤
、
竹
之
内
）▽
残
塁
　
サ
６
日
２
▽
２
時
間
５４
分
▽
審
判
　
浅
井
、
南
、
若
埜

富
沢

が
一隣
早
く
一
塁
ベ
ー
ス
を
け
っ
て
い
た
。
続
　
　
っ
た
。

く
武
田
は
三
遊
間
を
抜
き
、
永
野
生
還
し
て
ま
　
　
　
そ
し
て
日
通
に
先
取
点
を
許
し
て
か
ら
は
、

ず
１
点
。
打
者
戸
塚
の
初
球
の
時
、
日
通
ベ
ン
　
　
ま
る
で
気
の
抜
け
た
ビ
ー
ル
の
よ
う
な
攻
撃
ぶ

チ
は
重
盗
の
サ
イ
ン
、
こ
れ
が
サ
ッ
ボ
ロ
守
備
　
　
り
。
結
局
田
中
の
好
投
と
日
遁
打
線
の
猛
打

陣
の
虚
を
あ
ざ
や
か
に
つ
い
て
走
者
一、
三
　
　
（１５
安
打
＝
今
大
会
最
多
）
の
前
に
い
い
と
こ

塁
。
一戸
塚
は
３
球
目
角
谷
の
速
球
を
中
前
へ
持
　
　
ろ
な
く
敗
れ
去
っ
た
。

っ
て
い
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
日
通
は
こ
れ
で
通
算
３‐
連
勝
。

計  36101 64
大昭和 打安点三四
6らそ llK5 1 1 0 0
9加  藤 42100
8山崎征 41000
3尾  関 42210
7佐  野 30010
7米  倉 10010
5今  村 32001
4倉 本 21010
4高  島 21100
2山崎善 41000
1大  森 20010
1伊  藤 00000
PHヨE  龍里1 0 0 0 0
1三  田 00000
1金  沢 11000
言卜 3612551

▽本塁打 安藤 (猪
尾 )▽三塁打 今村
▽二塁打 今村、本
沢▽盗塁 日 1(本
沢 )大 3(加 藤、尾
関、今村 )▽大策 日
3(佐 々木、代 日、
鶴田)大 2(安 藤、
高島 )▽残塁 日 9大
8▽併殺  日 1大 3
▽ 暴 投  大 森、三
田▽ 2時間46分▽審
fll 大谷、大田、勝
田 、塩谷
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今
村
の
ラ
イ
ト
・
フ
ェ
ン
ス
に
当
た
る
三
塁

打
と
高
島
の
有
前
安
打
で
決
勝
点
を
あ
げ
た
。

こ
の
今
村
の
一打
は
フ
ァ
ウ
ル
か
フ
ェ
ア
か
で

約
二
十
分
間
も
も
め
る
と
い
う
き
わ
と
い
も

の
。
前
半
に
お
け
る
再
三
の
選
機
や
痛
い
と
こ

ろ
で
の
大
策
な
ど
日
立
に
と
っ
て
は
全
く
不
通

だ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
　
尾
）

▽
第
七
日

？
３

▽
‥
準
々
決
勝
…
△

日
本
石
油
（石
油
）

∞
∞
∞
∞
∞
釧
∞
‐ 。
∞
２ ‐
一３ ２

富
士
製
鉄
（鉄
鋼
）

【評
】
　
ｌ
ｌ
ｌ
の
ス
コ
ア
で
今
大
会
六
度
目

の
延
長
に
入
っ
た
。

十
回
表
、
日
石
は
庭
士
鉄
の
二
人
目
清
沢
に

二
死
か
ら
枝
松
が
有
翼
線
に
二
塁
打
、
続
く
浜

村
も
や
や
前
進
守
備
の
右
翼
手
佐
藤
の
頭
上
を

わ
ず
か
に
越
え
る
連
続
二
塁
打
で
枝
松
が
〃こ

れ
て
勝
っ
た
〃
と
ば
か
り
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
ホ

ー
ム
を
踏
ん
だ
。

と
こ
ろ
が
こ
の
１
点
の
ハ
ン
デ
に
追
い
込
ま

れ
た
富
士
鉄
が
、
そ
の
要
ア
ッ
気
な
く
２
点
の

″拾
い
物
″
し
、
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
て
し
ま
っ

た
。こ

の
回
九
回
か
ら
渡
辺
を
救
援
し
て
い
た
福

田
に
、
無
死
、
岡
島
が
四
球
、
そ
し
て
宮
地
が

遊
撃
後
方
に
打
っ
た
。
ま
る
で
当
た
り
そ
こ
ね

の
フ
ラ
フ
ラ
球
が
サ
ヨ
ナ
ラ
の
き
っ
か
け
に
な

っ
た
。

こ
の
テ
キ
サ
ス
打
を
治
っ
た
左
翼
手
石
原
が

三
塁
に
走
る
岡
島
を
み
て
送
っ
た
球
が
三
塁
側

富
士
鉄
ベ
ン
チ
前
ま
で
こ
ろ
が
る
悪
送
球
。
岡

島
が
ホ
ー
ム
に
走
る
。
ベ
ン
チ
前
で
カ
バ
ー
の

福
田
が
本
塁
に
送
球
、
こ
れ
が
ま
た
悪
投
で
打

っ
た
宮
地
も
三
塁
へ
、急
拠
日
石
は
藤
が
救
援
。

一
死
を
と
っ
た
あ
と
満
呈
策
を
と
っ
た
が
、
次

の
村
浜
に
は
１
１
３
か
ら
押
し
出
し
の
四
球
で

サ
ヨ
ナ
ラ
。

結
局
富
士
鉄
は
六
回
エ
ー
ス
大
工
が
打
た
れ

て
１
点
を
計
し
て
劣
勢
に
ま
わ
り
な
が
ら
も
八

回
、
そ
れ
ま
で
好
投
の
渡
辺
か
ら
安
打
、
敵
失

で
き
ず
い
た
好
機
を
執
よ
う
に
食
い
下
が
り
、

青
柳
の
犠
飛
で
同
点
に
し
た
″闘
志
″
こ
れ
が

最
後
に
〃球
神
″
が
富
士
鉄
に
ツ
キ
を
与
え
て

く
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。　
　
　
　
（中
沢
）

全
　
鐘
　
紡
（綿
紡
績
）

∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
一〇 ３

日
　
　
　
鉱
（金
属
鉱
工
業
）

【評
】
四
回
海
老
原
、
石
川
が
連
続
安
打
レ

な
か
ら
走
塁
の
失
敗
で
大
死
し
た
全
鐘
紡
は

五
回
、
ラ
ッ
キ
ー
な
決
勝
点
を
拾
っ
た
。

一
死
後
、
平
島
が
遊
ゴ
ロ
失
で
生
き
、
岩
本
死

球
。
ｌｌｌ
鉱
は
投
手
を
策
内
に
代
え
た
が
、
本
郷

死
球
で
両
塁
。
続
く
海
老
原
も
四
球
を
選
ん
で

四
１
１
０
１
１
０
０
０
１
０

三
１
０
１
２
０
０
０
０
１
０

点
０
１
２
０
０
０
０
０
０
０

安
０
２
２
０
２
０
０
０
０
１

打
３
３
４
３
３
４
２
２
３
４

動
『
一
﹇
時
中
『
時
疇
一
咋

５
一四
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

５
讐
一〇
１
０
１
０
０
１
０
２
０
１
０
０
０
２

７ ３
一嫌
‐ ０
０ ０
０ ０
０ ０
２ ０
２ ０
１ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０
０ ０

﹇
一̈

¨
¨
¨
﹇
則

¨
¨
躙

¨
顆

¨

士
鉄
は
死
球
、
四
球
と
遊
ゴ
ロ
で
一、
二
塁
。

こ
こ
で
鐘
紡
は
左
腕
の
川
上
を
救
援
に
た
て
、

当
た
っ
て
い
る
左
の
有
田
と
勝
負
に
出
た
が
、

有
田
は
２
１
３
径
の
カ
ー
プ
を
左
前
に
殊
勲
打

を
は
な
ち
、
富
士
鉄
は
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
た
。

富
士
鉄
の
勝
因
は
五
回
か
ら
救
援
し
、
以
後
鐘

紡
打
線
を
１
安
打
に
押
え
た
大
工
の
力
投
に
お

う
と
こ
ろ
が
多
い
。　
　
　
　
　
（末
　
吉
）

▽
…
決
勝
…
△

全
富
士
製
鉄
（鉄
鋼
）

∞
∞
Ю
Ｏ ‐
０ ‐
∞
∞
‐ 。
‐ 。
一３ ２

大
昭
和
製
紙
（紙
・
パ
ル
プ
）

【評
】
決
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し
い
好
試
合
だ
っ

た
。

金
沢
、
大
工
画
エ
ー
ス
の
対
戦
で
ス
タ
ー
ト

し
、
富
士
欽
が
二
回
佐
藤
の
内
野
安
打
、
村
浜

の
左
前
安
打
で
迎
え
た
一
死
二
、
三
塁
の
先
制

機
を
逸
す
る
と
、
大
昭
利
は
三
回
倉
本
が
有
前

に
富
士
鉄
の
拙
守
に
よ
る
テ
キ
サ
ス
安
打
を
放

ち
、
バ
ン
ト
で
進
ん
だ
あ
と
安
藤
が
投
手
強
襲

安
打
し
て
一
、
三
塁
と
な
り
、
加
藤
の
遊
ゴ
ロ

で
１
点
を
先
取
し
た
。
前
半
金
沢
を
鋭
く
打
ち勝 田、松本、南、渡辺

３
▽
＞
塁
≫
上
＞
▽
　
谷

４
２
立
盗
Ｆ
川
２
８
判
新

７‐
枷
∝
ド
ヽ 安К
申
福
霧
田、

３４
打
鐘
麟
訓
鏡
Ж
鐘
け
ヽ 太

計
理
打
１
２
雉
邁
燿
躙
瑯
沢

▽
犠
富
富
▽
宣
▽
２
日
宮

▼
三
塁
打
　
有
田
▽
二
塁
打
　
枝
松
、
浜
村
▽
犠
打
　
目
１
富
４
▽
盗
塁
　
ロ
ー
宮
―
∵
大
策

日
４
（石
原
、枝
松
、今
西
、福
田
）
自
１
（岡
島
）
▽
２
時
間
“
分
Ｖ
審
判
　
膀
田
、南
、首
、大
田

０
大
▽
暴
‐９
大

８
▽
Ｄ
▽
間
ヽ

０
山
川
５
時
光
谷

６
古
森
日
２
平
新

３２
　
＜
６
▽
　
ヽ

打
１
鐘
内
判
藤

計
塁
目
　
簾
審
加

落
策
燿
投
Ｎ
欲

代
走
福
島
を
押
し
出
し
て
１
点
。
さ
ら
に
石
川
　
　
”て
の
後
、
大
昭
和
は
日
通
佐
藤
投
手
の
速
球
に

の
三
ゴ
ロ
は
野
手
の
前
で
大
き
く
は
ね
あ
が
る
　
　
手
を
焼
い
て
い
た
が
六
回
一死
後
、
山
崎
が
右

イ
レ
ギ
ー
フ
ー
・
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
て
二
者
が
か
　
　
一出
安
打
し
て
二
盗
、
尾
関
は
〓一振
に
倒
れ
た

え
っ
て
の
計
３
点
は
も
う
け
も
の
だ
っ
た
。　
　
　
が
、
山
崎
が
三
盗
、
佐
野
二
塁
左
の
内
野
安
打

簾
内
は
本
郷
を
２
１
１
と
追
い
込
ん
だ
四
球
　
　
で
２
点
目
を
あ
げ
た
。

日
に
暴
投
し
て
か
ら
に
わ
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
　
　
　
金
沢
投
手
は
シ
リ
上
か
り
に
調
子
を
あ
げ
、

ル
を
乱
し
、
連
続
四
球
を
呈
し
、
若
さ
を
暴
　
　
　
九
回
武
田
に
本
塁
打
を
打
た
れ
た
だ
け
て
、

露
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぶ
な
げ
な
く
投
げ
き
っ
た
。
（山
本
展
）

日
鉱
は
二
回
、
古
山
、
高
田
が
連
安
打
し
な
が

ら
、
あ
と
が
統
か
ず
、
四
回
に
は
左
中
間
を
破

っ
た
高
畑
が
一
塁
ベ
ー
ス
を
踏
ま
ず
に
８
１
６

１
３
と
転
送
さ
れ
て
ア
ウ
ト
に
な
り
、
古
山
の

二
塁
打
を
ム
ダ
に
し
て
し
ま
っ
た
。

全
鐘
紡
の
川
上
投
手
は
リ
ー
ド
し
て
か
ら
高
め

の
直
球
を
ラ
ま
く
使
い
、
は
や
る
日
鉱
打
者
に

悪
球
を
打
た
せ
、
８
三
振
、
無
四
球
と
完
封
し

た
の
は
み
ご
と
だ
っ
た
。　
　
　
（石
川
四
）

▽
第
八
日

→
日
）

◇
…
準
決
勝
…
◇

大
昭
和
製
紙
（紙
・
パ
ル
プ
ｏ
新
聞
通
信
）

∞
∞
∝
∞
∞
０ ‐
∞
∞
‐ ２
一‐ ４

日
本
通
運
（鉄
道
運
輸
）

【評
】
こ
と
し
五
月
以
来
三
十
一
連
勝
と
勝

ち
つ
つ
け
、
夏
の
都
市
対
抗
に
も
優
勝
し
た

日
通
だ
が
、
大
昭
和
の
粘
り
の
あ
る
攻
撃
を

支
え
き
れ
な
か
っ
た
。

大
昭
利
は
三
回
、
先
頭
の
倉
本
が
左
前
安
打
、

金
沢
の
バ
ン
ト
で
二
進
し
た
あ
と
暴
投
で
三

進
、
安
藤
の
有
前
安
打
で
先
制
点
を
あ
げ
た
。

全
　
鐘
　
紡
（綿
紡
績
）

Ｏ 。
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ю
一‐ 。

全
富
士
製
鉄
（鉄
鋼
）

【評
】
足
立
と
五
回
か
ら
救
援
し
た
大
工
の

力
投
で
無
得
点
の
ま
ま
延
長
戦
に
な
っ
た
。

十
回
鐘
紡
が
二
死
な
か
ら
得
点
圏
に
走
者
を
送

っ
た
好
機
を
の
が
し
た
の
に
対
し
、
そ
の
要
富

四
〇
〇
〇
１
０
１
０
０
０

三
１
０
１
２
２
０
０
０
０

点
１
０
０
０
１
０
０
１
１

安
１
１
１
０
１
１
０
２
１

打
５
４
４
３
４
３
４
４
３

『
﹈
酪
ｍ
『
中
﹇
『
﹇
中
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(秋)

(空|
(を
(飾
(つ
(た
(十
(七)

(本)

(の )

(ア )

(l)
(チ)

71
込
ん
で
い
た
富
士
鉄
も
四
日
、
内
野
安
打
の
佐

藤
が
村
浜
の
三
塁
ゴ
ロ
で
二
進
後
、
安
戸
が
快

打
し
て
同
点
に
も
ち
こ
ん
だ
。

連
投
の
金
沢
が
反
労
気
味
で
球
威
不
足
と
み

た
大
昭
利
ベ
ン
チ
は
、
五
回
か
ら
大
森
を
起

用
し
た
が
、
富
士
鉄
は
そ
の
代
わ
リ
バ
ナ
に

二
死
か
ら
有
田
、
青
柳
が
連
続
大
策
で
一、

二
望
の
好
機
を
始
い
、
続
く
佐
藤
の
遊
ゴ
ロ

を
遊
撃
手
が
遍
す
る
大
昭
和
の
守
備
の
乱
れ

に
乗
し
り
―
ド
を
奪
っ
た
。

大
昭
和
は
大
工
の
ス
ロ
ー
カ
ー
プ
、
シ
ュ
ー
ト

な
ど
変
化
球
に
押
え
ら
れ
、
四
回
以
後
は
チ
ャ

ン
ス
が
つ
か
め
ず
苦
戦
し
て
い
た
が
、
人
回
一

死
後
、
倉
本
が
左
翼
に
殊
勲
の
同
点
本
塁
打
を

た
た
き
込
み
、
九
回
先
頭
の
尾
関
が
１
１
１
か

失
１
０
０
０
０
０
０
０
０

盗
０
０
０
０
０
１
０
０
０

犠
０
１
０
０
０
１
０
０
０

球
０
０
０
０
０
０
０
０
０

振
１
１
１
０
０
０
２
０
０

点
０
０
０
０
０
１
０
０
０

安
２
０
０
２
１
１
０
０
０

得
０
１
０
１
０
０
０
０
０

打
４
３
４
４
４
３
４
４
４

鉄
地
田
柳
藤
浜
戸
藤
工
島

ら
右
翼
ス
タ
ン
ド
に
サ
ヨ
ナ
ラ
本
塁
打
し
劇
的

な
優
勝
を
飾
っ
た
。

富
士
飲
は
大
Ｉ
が
後
半
疲
れ
て
き
た
の
だ
か
ら

清
沢
、
高
岡
あ
た
り
を
救
援
に
た
て
る
べ
き
だ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（末
吉
）

抜
大
会
と
な
ら
ん
で
社
会
人
野
球
の
三
大
大
会

の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
春
は
新
し

い
メ
ン
パ
ー
で
張
り
切
っ
て
い
る
し
、
夏
は
も

ち
ろ
ん
日
本
選
手
権
大
会
を
兼
ね
て
い
る
だ
け

に
大
変
だ
。
し
か
し
産
業
対
抗
は
い
く
ら
″秋

の
大
会
″
と
い
わ
れ
て
も
開
催
が
う
す
ら
寒
い

十
一
月
。
何
と
な
く
力
が
人
ら
な
い
の
も
当
然

で
あ
る
。

だ
か
ら
試
合
内
容
も
案
外
平
凡
で
、
ス
ム
ー

ズ
に
す
う
っ
と
終
わ
る
こ
と
が
多
い
。
も
う
一

つ
盛
り
上
が
ら
な
い
さ
び
し
さ
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
が
、
こ
ん
と
は
な
か
な
か
と
う
し
て
、
か

な
り
力
の
人
っ
た
好
ゲ
ー
ム
が
つ
つ
い
た
。

最
初
に
も
い
っ
た
と
お
り
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
で

始
ま
り
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
終
わ
っ
た
大
会
で
、

合
計
十
七
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
と
び
出
し
た
の

も
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
ホ
ー
ム
ラ

ン
が
サ
ヨ
ナ
ラ
で
あ
っ
た
り
、
逆
転
の
一
打
で

あ
っ
た
り
、
ま
た
起
死
回
生
の
価
千
金
と
い
っ

た
よ
う
な
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。

大
会
第
二
日
目
に
は
全
鐘
紡
の
岩
本
捕
手
が

そ
の
決
勝
・
サ
ヨ
ナ
ラ
・
ホ
ー
マ
ー
の
上
に

〃満
塁
″
と
い
う
文
字
ま
で
加
え
て
羽
幌
炭
薇

最
高
殊
勲
賞
に
　
¨

尾
関
（大
昭Ｕ
　
一

【個人賞】▽最高殊勲選手賞　尾関
¨

達
三
一
塁
手
（大
昭
和
）▽
敢
闘
賞
　
大
工

勝
投
手
（富
士
鉄
）
▽
首
位
打
者
賞
　
一月

塚
博
分
野
芋
（日
通
＝
打
数
９
、
安
打

４
、
打
率
０
・
４
４
４
）
▽
打
撃
賞
　
武

田
弘
司
外
野
手
（日
通
＝
打
数
１４
ヽ
安
打

６
、
打
率
Ｏ
ｏ
４
２
９
）

【大
会
優
秀
選
手
】
▽
投
手
　
金
沢
（大

昭
和
）
足
立
（鐘
紡
）
川
上
（鏡
紡
）
高

岡
、
大
工
兌
晶
士
鉄
）
長
田
（日
本
熱

学
）
池
谷
（東
京
ガ
ス
）

▽
捕
手
　
岩
本
（鐘
紡
）工
藤
（富
士
鉄
）

▽
一塁
手
　
尾
関
（大
昭
和
）
代
田
（日

製
）
古
山
（日
鉱
）

▽
二
塁
手
　
倉
本
（大
昭
和
）
永
野
（日

通
）
枝
松
（日
石
）

▽
三
塁
手
　
今
村
（大
昭
和
）
安
戸
（畠

士
鉄
）

▽
遊
撃
手
　
安
藤
（大
昭
和
）
宮
地
（富

士
鉄
）
一負
川
（鐘
紡
）

▽
外
野
手
　
戸
塚
、
武
田
（日
通
）
木
沢

（日
製
）
梗
本
（サ
ッ
ポ
ロ
ピ
ー
ル
）

を
破
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
満
塁
サ
ヨ
ナ
ラ
・

ホ
ー
マ
ー
は
大
会
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ

る
。
他
の
社
会
人
の
大
き
な
大
会
に
も
い
ま
だ

例
の
な
い
こ
と
だ
。

ま
た
延
長
戦
が
七
ゲ
ー
ム
も
あ
っ
た
。
そ
れ

響確
髪
昼

▽
残
塁
富
７
大
４
▽
併
殺
畠
１
（宮
地
―
岡
島
）▽
２
時
間
１５
分
▽
審
判
平
光
、
勝
田
、大
谷
、日
下
部

１
点
差
と
延
長
の
接
戦

面白い大会だ
った。これほ

曇̈一．一　２調珈封﹇摯̈出．ぃロホ飼〔

一（漂出　』くっ」し】いけ開疇輝も一制章

がキ
Ъ範
袢
鮎
梅

し
駐
貯
戦
も
そ
う
だ
つた
。九
回
裏
大
昭
和
の

雄硼た曜寿「が″い“▼）ウおいいいい

を摯勁江邦・たれ出車か“ず始まり、そし

」洵旧″″最．ぃ引』̈け章誅あしっけ計孵

れけのっは粋対抗は夏の都市対抗と春の選

【全富士鉄一大昭和】九回裏、大昭和無死、尾関右越えサヨナラホーマー してナインに迎えられる
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に
１
点
差
の
試
合
が
実
に
十
ゲ
ー
ム
で
あ
る
．

引
き
分
け
再
ゲ
ー
ム
が
あ
っ
た
か
ら
大
会
の
ゲ

ー
ム
数
は
塑
ゲ
ー
ム
。
そ
の
う
ち
の
約
半
分
が

１
点
差
、
三
分
の
一
が
延
長
戦
だ
っ
た
わ
け

だ
。い
か
に
接
戦
だ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

元
大
和
の
主
力
選
手
加
入

優
勝
し
た
大
昭
和
は
金
沢
投
手
が
健
投
し
た

し
、
ま
た
打
力
も
比
較
的
ム
ラ
な
く
打
っ
た
。

そ
れ
に
山
県
監
督
の
積
極
攻
撃
が
図
に
当
た
っ

て
い
た
。
山
県
監
督
は
気
の
強
い
性
格
の
持
ｉ

で
あ
り
、
と
く
に
機
動
力
を
生
か
す
戦
法
が
つ

ま
い
。
し
か
し
肝
心
の
選
手
が
な
か
な
か
こ
の

″山
県
野
球
″
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
〕

と
く
に
こ
と
し
は
大
和
証
券
野
球
部
の
解
散

に
よ
り
、
加
藤
、
尾
関
、
含
木
、
今
村
、
三
田

な
ど
大
利
の
主
力
を
ど
っ
と
入
社
さ
せ
た
。
そ

の
人
た
ち
が
や
っ
と
″山
県
野
球
″
に
な
じ
ん

で
き
た
と
い
え
る
。

優
勝
し
た
夜
、
所
用
で
大
昭
和
の
宿
舎
〃洋

平
館
″
に
立
ち
寄
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
山
県
監
愕

産̈
業
野
球
年
次
優
勝
チ
ー
ム
一

一２７２６”鶴２‐回鍋洲吻訛ギ針一離畔副料奮
の
部
屋
に
早
大
の
石
井
監
督
、
立
大
の
芹
沢
監

督
が
き
て
い
た
の
で
、
つ
い
話
し
込
ん
だ
が
、

そ
の
と
き
山
県
監
督
は
、

「こ
ん
ど
は
い
わ
ゆ
る
石
井
式
で
や
っ
た
ん

だ
」と

笑
っ
て
い
た
し
い
ま
ま
で
の
山
県
監
督
は

か
な
リ
ゲ
ー
ム
に
も
き
び
し
く
チ
ー
ム
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
。
シ
ー
ズ
ン
前
の
オ
ー
プ
ン
戦
で

立
大
と
対
戦
し
た
と
き
、
ボ
ー
ン
・
ヘ
ッ
ド
し

た
選
手
を
試
合
中
に
ど
な
り
つ
け
た
そ
う
だ
。

そ
れ
を
み
て
立
大
の
選
手
も
ま
た
若
い
ス
ボ
ー

ツ
・
ラ
イ
タ
ー
も
び
っ
く
り
し
た
と
い
う
こ
と

だ
。し

か
し
こ
ん
ど
は
、
い
わ
ゆ
る
石
井
ム
ー
ド

で
う
ま
く
選
手
を
ひ
っ
ば
っ
て
い
っ
た
そ
う

だ
。
そ
れ
に
尾
関
な
ど
は
石
井
監
督
か
ら
直
接

打
法
の
コ
ー
チ
を
受
け
た
。
事
実
、
見
違
え
る

よ
う
に
よ
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

前
記
大
和
証
券
か
ら
移
籍
し
た
選
手
の
活
躍

が
あ
ま
り
に
も
日
ざ
ま
し
か
っ
た
の
で
、
も
と

大
和
の
野
球
部
の
世
話
を
し
て
い
た
同
社
の
女

子
社
員
の
小
田
さ
ん
な
ど
は
、

「大
昭
和
の
優
勝
と
い
う
よ
り
、
私
の
と
こ
ろ

の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
み
た
い
」

と
喜
ん
で
い
た
。

エ
ー
ス
の
金
沢
は
実
に
よ
く
力
投
し
、
ほ
ん

と
は
最
高
殊
勲
蛍
は
彼
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
風
邪
を
ひ
い
て
ヒ
ツ

を
痛
め
、
最
任
の
決
崎
の
と
き
に
は
、
さ
す
が

の
枝
も
腕
か
し
び
れ
て
投
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
五
日
か
ら
か
わ
っ
た
が
、

「い
つ
も
な
ら
投
手
を
か
・え
る
生
き
、
何
か
ま

だ
投
げ
た
い
よ
う
な
日
ぶ
り
を
す
る
。
し
か
ソ

き
ょ
つ
は
さ
っ
さ
と
――
分
で
降
り
て
い
っ
た

よ
ほ
ど
痛
か
っ
た
に
進
い
な
い
」

と
山
県
監
軒
も
、
同
情
し
て
い
た
。

補
強
て
固
め
た
富
士
鉄

富
士
欽
も
よ
く
や
っ
た
。
富
士
鉄
は
室
面
、

釜
石
、
広
畑
と
三
チ
ー
ム
が
あ
り
、
こ
の
中
で

室
関
が
優
勝
し
て
鉄
鋼
大
会
に
出
場
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
ん
ど
は
清
沢
、
宮
地
を
住
友

金
属
、
佐
藤
を
鋼
管
、
有
田
を
八
幡
か
ら
補
強

し
た
。
文
字
ど
お
り
″全
鉄
鋼
チ
ー
ム
″
だ
。

だ
か
ら
陣
容
は
充
実
し
て
い
た
。
ベ
テ
ラ
ン
大

工
の
妙
投
が
光
っ
た
。

春
以
来
、
都
市
対
抗
の
優
勝
も
含
め
て
３‐
連

勝
を
つ
つ
け
で
き
た
日
通
も
、
佐
藤
、
日
中
両

投
手
に
、
夏
ほ
と
の
精
彩
が
な
か
っ
た
。
大
昭

和
の
金
沢
に
お
さ
え
ら
れ
借
敗
し
て
い
る
。

進
出
し
て
き
た
自
衛
隊

こ
の
ほ
か
初
出
場
の
全
自
衛
隊
、
日
本
熱
学

の
浩
躍
が
話
題
と
な
っ
た
。
自
衛
隊
は
こ
と
し

て
二
年
目
だ
か
、
今
度
の
テ
ー
ム
は
北
部
、
東

北
の
合
併
革
で
あ
り
、
甲
子
口
に
出
場
し
た
人

も
二
、
二
人
は
い
る
。
こ
の
ほ
か
東
部
、
中
部

西
部
に
も
チ
ー
ム
が
あ
り
、
自
衛
隊
だ
け
の
全

国
大
会
も
や
っ
て
い
る
。

日
本
熟
学
も
チ
ー
ム
結
成
二
年
目
だ
が
、
社

長
か
昔
野
球
の
選
手
で
あ
っ
た
だ
け
に
熱
心

だ
。
夏
の
予
選
で
鐘
紡
を
破
り
、
こ
の
建
設
部

門
予
選
て
も
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
熊
谷
組
に
勝

ち
、
初
代
表
の
栄
冠
を
つ
か
ん
だ
。
こ
れ
ら
新

興
勢
力
の
活
躍
が
大
い
に
行
風
を
吹
き
込
ん
だ

の
も
よ
か
っ
た
。

日
本
石
油
、
全
■
朽
、
日
正
製
作
所
は
僣
敗

組
．
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一応
味
の
あ
る
試
合

を
ネ
せ
て
、
秋
の
大
会
を
飾
っ
た
と
い
え
よ

う

（松
尾
俊
治
）

一２８
年
第
３
回
熊

一２９
年
第
４
回
大

３̈０
年
第
５
回
ト

３̈‐
年
第
６
回
熊

３̈２
年
第
７
回
九

３３
年
第
８
回
日

譴
年
第
９
回
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
（化
　
　
繊
／

３５
年
第
Ю
回
日

本

鋼
管
（鉄
　
　
洲
三

３６
年
第
Ｈ
回
熊
　
谷
　
組
（建
　
　
一一
Ｘ

釘
年
第
１２
回
口

木
生

命
（金
　
　
融
Ｙ

３８
年
第
１３
回
熊
　
谷
　
組
（建
　
　
設
二

３９
年
第
１４
回
大
昭
和
製
紙
（紙
・
パ
ル
フ
】

谷
　
組
（建
　
設
Ｙ

昭
和
製
紙
（紙
・バ
ル
プ
Ｙ

キ
　
コ（産
業
機
械
Ｙ

谷
　
組
（建
　
　
設
Ｙ

善

石
油
（石
　
　
油
Ｙ

鉄

一一
瀬
（炭
　
鉱
Ｙ

日本 熱 学 工 業 株 式 会 社

大阪事業本部 大阪市北区万才町50            電話大代表 (312)8671
東京事業本部 東京都新宿区三栄町 18番地          電話大代表 (341)7171
名 古屋事業部 名古屋市中区城代町 7番地         電話 (23)3520・ 4690
門 真 事 務 所 大阪府門真市 1006番地           電話大代表 (991)1lol内 線592
京 滋 事 業 部 京都市上京区千本通 り丸太町上ル南小山町 888蘭話 (84)5664
下 関 事 業 部 下関市大和町33大和 ビル         電話 (66)0876
金 沢 事 業 部 金沢市木町 74番地            電話 (52)5743
新 潟 事 業 部 新潟市東万代町796           電話 (4)1689

取締役社長 牛 田
社  大阪市北区フ」ォ町50

正 郎
伺日高

=ブ
くFヽフ更 (312)8671
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荻
野
健
投
、東
芝
を
一蹴

言+  255 2 5 3
編覆露3≦菫尋竪]ヽ
滋醤卜喜|:撃語塾

優勝のいす ゞチーム主将に大 口輪族が授与された

い
す
ヽ
‐８
年
ぶ
り
優
勝

“選
抜
東
京
大
会
＝

シ
ー
ズ
ン
開
幕
を
飾
る
第
十
九
回
選
抜
社
会

人
野
球
東
京
大
会
は
、
二
月
一日
か
ら
神
宮
球

場
に
２２
チ
‐
ム
を
集
め
て
行
な
わ
れ
た
。

大
会
は
第
一
日
か
ら
大
昭
和
、
熊
谷
組
ら
の

強
豪
が
敗
れ
る
な
ど
、
波
乱
に
畠
ん
だ
好
ゲ
ー

ム
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
結
局
い
す
ゞ
自
動
車
と
前

回
優
勝
の
東
芝
の
川
崎
同
士
で
優
勝
が
争
わ
れ

た
。
い
す
ゞ
が
荻
野
投
手
の
健
投
で
快
勝
、
第

一回
以
来
十
八
年
ぶ
り
の
優
勝
を
と
げ
た
。

試
合
終
了
後
の
開
会
式
で
大
日
輪
旗
が
い
す

ゞ
亀
田
主
将
の
手
に
わ
た
り
、
総
理
本
臣
杯
、

東
京
都
知
事
杯
な
ど
数
々
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
い

す
ゞ
に
お
く
ら
れ
た
。
な
お
東
芝
に
は
準
優
勝

到０‐０‐０００‐００‐００‐０００００００‐０００００００〇一‐５一悧‐００００‐０‐００‐ＯＨ００００２０００

の
楯
が
お
く
ら
れ
た
＾

熊
谷
敗
る

▽
第
一日
→
月１こ

◇
…
一　
回
　
戦
…
◇

妹
酬
鰤
燿
郊
Ｏ 。
‐ 。
∞
∞
∞
∞
Ю
∞
Ю
一２ 。

【評
】
立
正
は
二
回
、
平
井
の
ヒ
ッ
ト
・
エ

ン
ド
ニ
フ
ン
と
藤
岡
の
ス
ク
イ
ズ
で
１
点
、
七

回
に
も
平
井
の
二
塁
打
と
ス
ク
イ
ズ
で
加
点

し
た
。

大
昭
和
は
立
正
、
中
川
投
手
の
下
手
投
げ
を
打

ち
あ
ぐ
み
、
七
回
、
山
崎
の
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
は

じ
め
て
反
撃
機
を
迎
え
た
が
、
玉
置
の
好
打
は

右
翼
正
面
の
ラ
イ
ナ
ー
と
な
り
、
本
塁
を
つ
い

た
高
島
も
併
殺
さ
れ
て
一聯
に
チ
ャ
ン
ス
を
失

っ
た
。
中
川
投
手
の
変
化
球
を
無
造
作
に
攻
め

て
い
た
の
が
敗
閃
だ
っ
た
。
　
　
　
（松
尾
）

維
一一
鰤
∞
∞
∞
０ ‐
０ ‐
∞
∞
０ ‐
∞
一〇 ３

【評
】
投
打
に
上
回
っ
た
鐘
紡
が
一
方
的
に

勝
っ
た
。

鐘
紡
は
四
回
ト
ッ
プ
の
本
郷
、
菅
の
ヒ
ッ
ト
・

エ
ン
ド
・
ラ
ン
で
無
死
一
、
三
塁
と
し
、
大
野

の
中
犠
飛
で
先
行
。
五
回
に
は
大
策
で
三
進
し

た
岩
本
を
本
郷
の
右
前
適
時
打
て
か
え
し
て
加

点
、
人
回
に
も
四
球
、
二
盗
の
大
野
を
代
打
梅

本
の
左
前
打
て
か
え
し
、
ダ
メ
押
し
し
た
。
熊

谷
は
速
球
、
カ
ー
プ
を
う
ま
く
散
ら
せ
る
加
藤

に
押
さ
れ
、
４
安
打
故
発
、
走
者
を
二
塁
に
進

め
た
の
は
二
回
の
一
度
だ
け
だ
っ
た
。（山

下
照
）

電
　
電

　
（ （ 四｝（
げ
∞
∞
∞
Ｏ Ｏ
∞
∞
０ ３
一３ ６

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア

【評
】
延
長
十
回
電
電
は
コ
ロ
ム
ピ
ア
虎
若

投
手
を
一気
に
打
ち
く
ず
し
て
大
敵
を
か
わ

し
た
。

電
電
は
こ
の
回
バ
ン
ト
の
増
田ヽ
を
檜
田
が
送

り
、
続
く
天
野
が
三
塁
線
を
抜
い
て
１
点
、
さ

ら
に
長
井
が
左
翼
に
た
た
き
こ
ん
で
２
点
を
追

加
し
た
。

試
合
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
が
二
口
に
２
点
を
あ
げ
て

先
行
し
た
が
、
三
国
に
手
痛
い
連
大
が
出
て
逆
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転
さ
れ
た
。
こ
の
回
電
電
が
増
田
、
檎
田
が

連
安
打
し
た
あ
と
、
渡
辺
が
バ
ン
ト
、
虎
若
か

野
手
の
い
な
い
三
塁
へ
送
球
し
て
二
者
生
還
、

赤
尾
に
左
中
間
に
長
打
さ
れ
て
逆
怯
。

コ
ロ
ム
ピ
ア
は
三
国
に
１
点
を
返
し
た
も
の

の
、
電
電
の
渡
辺
、
天
野
の
好
継
投
に
か
わ

さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（山
本
展
）

▽
第
二
日
（２日
）

珀
無
類
紅
　
∞
∞
∞
∞
０ ２
∞
∞
∝
∞
一４ ７

【評
】
富
士
重
工
は
先
手
々
々
と
攻
め
た
て

て
強
敵
を
倒
し
た
。

富
士
は
二
回
一死
後
、
鈴
木
、
横
田
が
安
打
、

小
池
が
右
中
間
三
塁
打
し
て
先
制
の
２
点
を
あ

げ
、　
一
重
も
三
塁
線
を
破
っ
て
一挙
に
３
点
を

あ
げ
た
。
さ
ら
に
五
回
、
二
人
目
の
吉
竹
を
攻

め
、　
一死
満
塁
に
諸
星
の
適
時
打
で
２
点
を
加

え
６
点
を
リ
ー
ド
し
た
。

こ
れ
に
対
し
河
合
は
六
回
富
士
の
一重
、
大

沼
両
投
手
に
長
短
打
を
集
中
し
て
１
点
差
に

つ
め
寄
っ
た
。

こ
れ
て
河
合
は
自
信
を
と
り
も
と
し
、
富
士
に

い
す
ヾ

０

一
７

６一【‥……‥‥‥‐‐‐―――１２‐一３

第十九回選抜社会人野球東京大会組み合わせ

言+ 326 05 1
▽本塁打 田貫 (加
藤 )▽三塁打 渋りl:
▽二 塁 II久 保 田
晴、斎藤、所▽犠打
レヽ 2(佐 イ白2)V盗
塁 い 1(渡辺 )▽
失策 い 1(加藤 )
日 1(風 扁1)▽審半U
平光、飯田、長持、
力Π
"褻

)

▽
盗
塁
　
河
台
２
（細
井
、
小
島
）
▽
大
策
　
畠
±
２
（野
中
２
）
河
合
１
（久
米
）
▽
審
判

米
谷
、
渡
辺
、
初
岡
、大谷

い
村
ぶ
魏
『
購
∞
∞
０ ‐
∞
∞
０ ２
０ ２
∞
‐ ０
一‐ ５

【評
】
い
す
ゞ
は
三
回
懸
比
四
球
の
河
野
を

バ
ン
ト
で
送
っ
た
あ
と
先
頭
の
所
が
左
前
二

塁
打
し
て
先
取
点
を
あ
げ
た
。

日
軽
金
先
発
、
左
の
坂
田
は
制
球
力
が
い
ま
一

忠
だ
。
ス
ト
ラ
イ
ク
を
取
ろ
う
と
タ
マ
を
そ
ろ

え
る
と
こ
ろ
を
ね
ら
わ
れ
た
。
い
す
ゞ
は
六
回

に
も
一死
満
塁
と
し
、
日
軽
金
二
人
目
の
児
玉

に
左
の
代
打
野
見
山
が
一、
二
塁
間
を
抜
い
て

２
点
を
加
え
、
七
日
に
も
巨
漢
田
貫
が
四
人
目

の
加
藤
に
大
き
く
左
越
え
２
点
本
塁
打
し
て
試

合
を
一方
的
に
し
た
。

日
怪
金
は
渡
辺
（巨
人
）
の
抜
け
た
穴
が

大
き
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（山
本
照
）

▽
第
〓一
日

（Ｑυ日
）

◇
…
二
　
回
　
戦
…
◇

東
芝
、
貫
録
勝
ち

様
下
電
躍
　
∞
∞
∞
∞
０ ２
Ю
¨
０ １
∝
一‐ ６

【評
】
前
年
優
勝
の
東
芝
が
貫
録
を
み
せ
、

相
原
の
好
投
と
ム
ラ
の
な
い
打
線
で
快
勝
し

た
。

立
ち
上
が
り
か
ら
押
し
て
い
た
東
芝
は
五
回
、

球
威
の
な
い
佐
藤
を
攻
め
て
松
岡
、
相
原
の
長

短
打
で
無
死
二
、
三
塁
と
し
、
永
淵
の
犠
飛
で

１
点
。
二
死
か
ら
西
岡
も
内
野
安
打
し
て
加

点
。
七
日
に
は
和
泉
の
犠
飛
と
敵
矢
で
試
合
を

自
分
の
ベ
ー
ス
に
乗
せ
、
八
、
九
回
に
も
敵
失

は
あ
せ
り
の
色
が
み
え
た
が
、
畠
士
は
河
合
の

三
番
手
宮
下
投
手
の
タ
マ
の
決
ま
ら
な
い
の
に

乗
し
て
八
回
、
２
四
球
に
横
田
、
小
池
の
連
打

で
２
点
を
あ
げ
、
河
合
を
ふ
り
き
っ
た
。
富
士

の
先
発
一
重
の
好
投
と
、
チ
ャ
ン
ス
に
好
打
し

て
打
点
３
を
あ
げ
た
小
池
の
健
聞
が
光
っ
た
。

（山
本
展
）

難
ル
加
釉
　
∞
∞
∞
０ ２
∞
０ ３
‐ １
∞
０ １
一‐ ７

【評
】
倉
レ
は
四
度
の
チ
ャ
ン
ス
を
う
ま
く

得
点
に
結
び
つ
け
て
楽
勝
し
た
。
特
に
稲
見

田
日
の

一
、
二
番
の
快
打
好
走
が
め
だ
っ

た
。

四
回
な
ど
は
三
塁
強
襲
ヒ
ッ
ト
の
稲
見
が
つ
ぎ

の
一
球
目
に
二
盗
し
、
つ
つ
く
田
日
の
タ
イ
ム

リ
ー
・
ヒ
ッ
ト
で
ホ
ー
ム
イ
ン
す
る
と
い
う
速

攻
ぶ
り
だ
っ
た
。
六
回
に
は
代
打
内
升
の
タ
イ

ム
リ
ー
・
ヒ
ッ
ト
が
大
き
く
き
い
た
。

東
京
ガ
ス
は
前
半
、
串
畑
を
打
ち
あ
ぐ
み
、

や
っ
と
七
回
代
わ
っ
た
新
入
戸
井
（関
学
）

か
ら
沼
上
の
ヒ
ッ
ト
で
１
点
を
ば
ん
回
、
な

お
チ
ャ
ン
ス
が
つ
つ
い
た
が
、
そ
の
あ
と
拙

走
な
ど
が
あ
っ
て
最
少
得
点
に
と
ど
ま
っ

た
。
（松
尾
）

▽
失
策
　
ガ
３
（沼
上
２
、
劇
川
）
▽
審
判
　
勝
日
、
塩
谷
、
大
谷
、
大
田

４
田
合
海
稲

１
田
打
１
１

２８
　
稀
”
鞘

計
勤
卿
”
路

落
日、Ｋ
Ｄ
励
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四
２
０
２
１
０
０
０
０
０
０
０
０

三
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
１
０
１
０

点
１
０
１
１
０
１
０
０
０
０
０
０

安
０
１
１
１
２
０
１
１
１
１
０
０

打
２
５
２
４
４
０
４
４
４
３
１
０

韓
¨
疇
疇
¨
珈

中
』
『
は

い

▽
大
策
　
東
１
（春
原
）
松
４
（西
山
、
小
林
、
深
田
２
）
▽
審
判
　
米
谷
、
諸
星
、
南
、
初
岡

▽
盗
塁
　
鐘
１
（梅
本
）
立
６
（渡
辺
、
黒
江
４
、
日
野
）
▽
失
策
　
立
１
（黒
江
）
▽
審
判

平
光
、
南
、
塩
谷
、
日
下
部

な
ど
で
１
点
ず
つ
加
え
た
。

松
下
は
担
原
の
伸
び
の
あ
る
速
球
と
切
れ
の

よ
い
カ
ー
プ
に
手
こ
ず
り
、
六
回
に
安
打
、

敵
失
、
暴
投
で
三
進
の
深
田
を
神
吉
の
中
前

安
打
で
返
し
た
１
点
だ
け
。
松
下
は
高
価
な

失
策
で
傷
を
深
く
し
た
。　
　
（山
本
照
）

規
組
動
馴

∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
０２
０〇
一〇２

【評
】
電
電
九
州
の
強
引
な
作
戦
に
大
和
は

足
を
す
く
わ
れ
た
。

試
合
は
全
く
の
投
手
戦
。
電
嘔
の
新
人
、
外
木

場
（出
水
高
）
も
よ
く
投
げ
た
し
、
大
和
の
三

日
も
力
投
し
た
。
そ
し
て
八
回
、
電
電
は
村
岡

が
無
死
四
球
に
出
る
と
、
す
ぐ
二
盗
。
こ
れ
て

動
揺
し
た
三
日
投
手
か
ら
盛
谷
も
四
球
を
選

四
〇
〇
１
０
１
１
０
１
０
０

に
０ ０
０ ０
０ ０
０ ２
０ １
０ ２
０ １
０ ０
０ ０
０ ‐

び
、
つ
づ
い
て
強
引
な
重
盗
に
成
功
。
こ
こ
で

大
和
は
エ
ー
ス
小
弓
場
を
送
った
が
、
ス
ク
イ

ズ
を
警
戒
し
す
ぎ
て
三
塁
へ
け
ん
制
悪
投
。
二

人
の
走
者
が
ホ
ー
ム
イ
ン
し
て
電
電
は
２
点
捨

った
。

た
だ
一度
の
チ
ャ
ン
ス
を
強
気
な
作
戦
で
モ

ノ
に
し
た
電
電
の
幸
運
な
勝
利
だ
が
、
十
八

オ
の
新
人
、
外
木
場
の
力
投
は
全
く
見
事
だ

った
。

大
和
は
前
半
、
何
度
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
な
が

ら
外
木
場
の
ド
ロ
ッ
プ
を
打
ち
あ
ぐ
み
、
あ
と

一本
の
決
定
打
が
ど
う
し
て
も
奪
え
ず
、
結

局
、
電
電
の
ペ
ー
ス
に
巻
き
込
ま
れ
た
。（松

尾
）

本
堤

一藤

リ
ッ
カ
ー
、
堤
に
苦
汁

副
炒
働
『
∞
∞
∞
２ 。
∞
∞
∞
∞
Ю
一２ 。

【評
】
積
水
化
学
は
う
ま
い
点
の
と
り
方
で

先
取
点
を
あ
げ
、
堤
の
好
投
で
そ
の
ま
ま
逃

げ
切
っ
た
。

積
水
は
四
回
萩
原
は
中
前
安
打
、
長
谷
川
の
一

塁
け
ん
制
を
ベ
ー
ス
カ
バ
ー
に
は
い
っ
た
二
塁

手
が
後
逸
し
て
二
進
。
南
が
三
遊
間
を
抜
き
、

萩
原
は
一た
ん
三
塁
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
二
進

す
る
南
を
み
て
捕
手
が
二
塁
へ
悪
送
球
す
る
間

に
生
還
し
て
先
制
点
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
南
は

長
の
一塁
ゴ
ロ
で
三
進
し
た
あ
と
、
中
国
の
三

塁
ゴ
ロ
で
、
ス
タ
ー
ト
よ
く
本
塁
へ
飛
び
込
み

１
点
を
追
加
し
た
。
堤
は
タ
マ
に
威
力
は
な
か

っ
た
が
、
て
い
ね
い
な
投
球
で
、
低
目
を
実
め

て
リ
ッ
カ
ー
の
打
線
を
か
わ
し
、
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
勝
ち
を
飾
っ
た
。

リ
ッ
カ
ー
は
三
人
の
投
手
を
繰
り
出
し
て
、

積
水
の
打
線
を
最
小
限
に
押
え
て
攻
撃
に
専

念
し
た
が
、
打
線
が
堤
の
外
角
い
っ
ば
い
に

決
ま
る
タ
マ
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
、
二
回
の
二

死
一、
三
塁
の
チ
ャン
ス
の
ほ
か
は
、
二
塁

を
ふ
む
も
の
一人
で
、
策
の
施
し
よ
う
が
な

≦
評
し
た。　
　
　
（山本展）

▽
第
四
日
Ｔ
じ

近
藤
、
４
安
打
完
封

継
〓．獅
艶
ざ
鹸
‐。
∞
２。
∞
∞
１。
‐。
∞
Ｘ。
一５。

【評
】
新
三
菱
は
中
心
打
者
の
好
打
で
着
実
に

得
点
を
重
ね
、
近
藤
の
力
投
で
岩
崎
電
気
に
楽

勝
し
た
。

新
三
菱
は
立
ち
上
が
り
四
球
の
川
端
を
敵
失
と

武
田
の
右
飛
で
二
塁
に
進
め
た
あ
と
、
伊
藤
の

中
前
打
で
迎
え
入
れ
て
先
取
点
を
あ
げ
、
三
回

に
も
武
田
、
伊
藤
、
花
井
の
安
打
を
集
中
し
て

２
点
を
追
加
し
、
試
合
を
決
め
た
。

新
三
菱
の
近
藤
投
手
は
速
球
に
威
力
が
あ
り
、

岩
崎
の
中
心
打
者
の
不
振
に
も
救
わ
れ
て
完

投
、
シ
ャ
ッ
ト
・ア
ウ
ト
勝
ち
を
飾
った
。

岩
崎
は
中
心
打
者
に
気
力
が
な
く
、
４
安
打

を
散
発
し
た
だ
け
で
三
塁
を
踏
め
な
か
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
本
展
）

▽
第
五
日
（６日
）

暴

輛

斃

盟

悶

万

【評
】
日
生
の
高
畑
盤
十
は
立
ち
上
が
り
投
ゴ

ロ
を
一塁
へ
悪
送
球
し
た
あ
と
、
枝
松
に
打
ち

込
ま
れ
、
つ
づ
く
内
野
ゴ
ロ
で
１
点
を
失
っ

た
。
し
か
し
二
回
か
ら
よ
く
立
ち
直
り
、
カ
ー

プ
を
生
か
し
て
日
石
の
強
打
線
を
押
え
た
。
三

回
日
生
は
植
田
の
左
中
間
二
塁
打
か
ら
反
撃
に

出
て
、
投
手
の
二
塁
け
ん
制
悪
送
球
、
山
田
の

三
塁
ゴ
ロ
本
塁
悪
送
球
な
ど
日
石
の
守
備
障
の

不
手
ぎ
わ
に
乗
じ
て
同
点
と
し
た
。
こ
の
あ
と

山
田
が
二
盗
、
捕
手
の
悪
送
球
で
三
進
。
山
下

の
右
前
安
打
て
日
生
が
勝
越
し
点
を
あ
げ
た
。

失
策
に
よ
る
得
点
の
奪
い
合
い
て
勝
敗
が
決

ま
り
、
好
勝
負
を
予
想
さ
れ
た
試
合
に
し
て

は
や
や
物
足
り
な
か
った
。
雨
で
二
日
も
試

合
が
の
ひ
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。（鈴

木
）

四
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
１
０
０
０
０
０

〓
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
０
０
１
０
０
０
１
１
１
１
０
０
０
０
０

翻

傲

膨

▽三塁打 岩本▽二
塁打 春原、相原▽
犠打 東 4(永淵、和
泉、塩原、伊東 )松 1

(西山)▽盗塁 東 4
(柴、和泉、西岡 2)

¥鶴Z下房
具〔濁奮顆 璃藝

一
‐ ０ ０ ‐
‐ ０ ０ ０
‐ ０ ０ ３
０ ０ ２ ‐
０ ０ ０ ０
０ ０ ０ ０
‐ ０ ０ ‐
０ ０ ０ ０
０ ０ ‐ ０
０ ０ ‐ ０
０ ０ ０ ‐
０ ０ ０ ０
０ ０ ０ ０
０ ０ ０ ０
０ ０ ０ 〇

一

蓬
剛鶴
魏
断
財
畑罰
評

Ｔ
鯛
催
籟
帥曜

験
編
鐸
衿寡
曜
陥荊鶴
盟

▽
失
策
岩
２
（蔵
本
渋
谷
）
新
０
▽
審
判
　
米
谷
、
奮
、
大
田
、
小
野

PH治  田 10010
言+  345 0 8 3

▽二塁打 今村▽犠
打 両 0▽盗塁 電
亀采ヂ,論綬 用お
▽失策 電 2(山村、
盛谷 )大 1(小弓場 )
▽審判 郷司、本村、
中 Il卜 中込

計
化̈水̈

萩
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立全
正
佼鏡
成
会紡
011100
110001
000000
24

【評
】
接
戦
だ
っ
た
が
全
鐘
紡
デ‐、攻
守
に
一

日
の
長
を
み
せ
て
勝
っ
た
。

鐘
紡
は
一回
、
本
郷
が
初
球
を
い
き
な
り
有
翼

線
に
二
塁
打
、
つ
づ
く
菅
の
適
時
打
で
す
ば
や

く
先
取
点
を
あ
げ
、
二
回
に
は
四
球
の
大
川
を

石
川
の
バ
ン
ト
、
川
上
賞
の
二
塁
ゴ
ロ
で
三
進

さ
せ
岩
本
の
遊
ゴ
ロ
失
で
１
点
を
追
加
。
四
回

に
も
二
塁
打
の
石
川
が
川
上
寅
の
三
塁
ゴ
ロ
で

三
進
、
岩
本
の
左
犠
飛
で
か
え
っ
て
１
点
。

こ
れ
に
対
し
立
正
は
二
回
、
右
前
打
の
黒
江
が

す
ば
や
く
二
盗
、
田
野
の
三
遊
間
安
打
で
生
還

し
て
１
点
を
返
し
、
四
回
に
も
無
死
満
塁
の
チ

ャ
ン
ス
に
平
井
の
遊
ゴ
ロ
で
１
点
を
加
え
た

が
、
後
続
の
二
人
が
三
振
に
倒
れ
て
追
加
点
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
立
正
は
こ
の

あ
と
も
五
同
か
ら
人
口
ま
で
毎
日
先
”
打
者
を

出
塁
さ
せ
た
が
、
あ
と
が
つ
づ
か
ず
、
善
戦
し

た
も
の
の
鐘
紡
を
抜
け
な
か
っ
た
．（山
本
展
）

▽
第
六
日
→
じ

一重
が
完
封

醜
艶
剛
珀
　
∞
∞
∞
¨
∞
∞
∞
∞
Ю
一２ 。

【評
】
富
士
重
工
は
四
回
、
中
心
打
者
”
連

打
で
２
点
を
あ
げ
、
一重
投
手
の
好
投
で
そ

の
ま
ま
嘔
市
四
国
を
押
し
切
っ
た
。

富
士
一重
工
は
四
回
一死
後
、
諸
星
が
市
前
安

打
、
つ
づ
く
鈴
木
と
の
ヒ
ッ
ト
・
エ
ン
ド
・
ラ

四
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
１
０
０
０
０

一二
〇
〇
１
１
１
１
０
０
０
０
０
１

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
０
１
１
０
０
１
２
０
０
０
０
０

打
４
４
４
４
３
３
３
２
１
０
１
１

電
井
城
尾
町
浦
田
石
田
辺
川
野
野

電
帳
端
跡
鋒
¨
彿
に
加
曜
剛
辮
は

ン
が
成
功
、
打
っ
た
鈴
木
も
送
球
の
間
に
二
進

し
て
二
、
三
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
、
横
田

の
左
中
間
二
塁
打
で
２
点
を
あ
げ
た
。

電
電
の
先
発
、
渡
辺
投
手
は
、
初
回
に
四
球
を

連
発
す
る
な
ど
不
安
定
で
、
四
回
タ
マ
を
そ
ろ

え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
打
ち
込
ま
れ
た
。
電

電
は
こ
の
あ
と
投
手
を
堀
川
、
天
野
と
継
い
で

出
十
重
工
の
打
線
を
押
え
、
反
撃
の
機
会
を
ね

ら
っ
た
が
、
一重
投
手
の
力
投
に
二
塁
を
踏
む

者
一人
だ
け
で
敗
れ
た
。

一重
投
手
は
左
腕
か
ら
の
速
球
と
カ
ー
フ
の

配
合
が
よ
く
、
落
ち
着
い
た
投
球
ぶ
り
で
、

電
電
四
国
を
５
安
打
の
散
発
に
押
え
、
シ
ャ

ッ
ト
・
ア
ウ
ト
勝
ち
を
飾
っ
た
。（山

本
展
）

い

す

ゞ

打

ち

勝

つ

か
―́鯖
円
崚
　
２ ４
Ю
∞
∞
∞
∞
∞
∝
∞
一７ ９

【評
】
両
Ｔ
の
安
打
合
わ
せ
て
困
本
と
い
う

乱
戦
だ
っ
た
．

い
す
ゞ
は
立
ち
上
が
り
３
四
死
球
に
３
安
打
を

集
め
て
一挙
に
４
点
を
あ
げ
倉
レ
の
機
先
を
制

し
た
。
こ
れ
に
対
し
倉
レ
は
一回
い
す
ゞ
の
先

発
、
佐
伯
の
タ
マ
の
決
ま
ら
な
い
の
に
乗
じ
て

二
死
後
か
ら
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
り
、
中

村
洋
の
適
時
打
で
２
点
を
返
し
、
二
回
に
も
１

点
を
加
え
た
。

い
す
ゞ
は
五
回
合
レ
の
二
番
手
畑
を
攻
め
て
二

死
後
か
Ｌ
渋
川
が
三
塁
ゴ
ロ
失
で
出
塁
、
杉
山

の
二
塁
打
を
は
さ
む
３
連
打
を
浴
び
せ
て
３
点

を
あ
げ
試
合
を
決
め
た
か
と
思
わ
せ
た
。

し
か
し
、
し
ぶ
と
い
倉
レ
は
六
回
、
い
す
ゞ
の

▽
審
判
　
大
谷
、
飯
田
、
坂
本
、
長
持

四
〇
１
１
１
１
０
１
０
１

一二
２
１
２
０
１
２
０
１
０

点
１
０
０
０
０
０
０
０
０

女
１
１
１
０
０
０
１
０
２

打
７
６
６
５
５
６
５
６
５

工
枝
川
井
星
本
田
池
‐‥１．
沼

重士
〓一「
桜
諸
鈴
横
小
野
大

富
８
４
９
２
７
５
３
６
１

▽
第
七
日
Ｔ
こ

鐘
紡
、痛
い
失
策

▽
…
準
々
決
勝
…
△
（日
没
コ
ー
ル
ド
）

錬
鐘
続
∞
∞
∞
∞
∞
Ｏ 。
０ ４
０ ３
一〇 ７

【評
】
大
き
い
三
塁
手
の
失
策
だ
っ
た
。
七

回
二
死
満
塁
で
東
芝
の
柴
の
三
塁
ゴ
ロ
を
、

代
わ
っ
た
ば
か
り
の
鐘
紡
川
上
宣
が
フ
ァ
ン

プ
ル
、
そ
れ
ま
で
互
角
の
投
手
戦
が
こ
の
１

点
で
い
っ
ぺ
ん
に
吹
き
と
ん
だ
。

気
落
ち
し
た
足
立
撃
芋
に
和
泉
が
左
翼
三
塁
打

を
あ
び
せ
て
東
芝
は
一挙
に
勝
利
を
決
め
た
。

鐘
紡
が
ピ
ン
チ
を
招
い
た
の
も
、
直
接
得
点
と

な
っ
た
の
も
守
備
陣
の
不
手
ぎ
わ
ハ生ら
だ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
東
芝
は
二
つ
の
巧
妙
な
バ

ン
ト
で
七
回
の
勝
機
を
う
ま
く
つ
か
ん
だ
。
こ

れ
と
鐘
紡
の
打
力
を
う
ま
く
か
わ
し
た
相
原
投

手
の
慎
重
な
ピ
ッ
チ
ン
グ
が
勝
因
と
な
っ
た
。

（松
尾
）

▽
第
八
日
Ｔ
日）

【評
】
大
沼
、
外
木
場
向
投
手
の
力
投
で
、

両
軍
と
も
打
線
が
さ
え
ず
０
１
０
の
ま
ま
延

長
戦
に
は
い
り
、
十
五
回
表
富
士
重
工
が
決

勝
点
を
あ
げ
て
三
時
間
十
九
分
に
わ
た
る
熱

戦
に
終
止
符
を
う
っ
た
。

こ
の
回
、
富
士
は
先
頭
の
小
池
が
二
塁
前
に
巧

妙
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
バ
ン
ト
し
て
出
塁
、
野
中

の
バ
ン
ト
は
小
池
を
二
封
し
た
が
、
大
召
が
有

前
打
し
て
一死
一
、
二
塁
、
つ
づ
く
三
枝
が
２

１
１
後
の
外
角
球
を
左
前
に
流
し
て
貴
重
な
１

点
を
あ
げ
た
。

大
沼
は
十
五
回
を
投
げ
ぬ
い
て
許
し
た
安
打

が
５
本
。
打
っ
て
も
２
安
打
を
た
た
き
、
投

打
に
わ
た
っ
て
勝
利
の
立
役
者
と
な
っ
た
。

電
電
九
州
の
外
木
場
も
バ
ネ
の
き
い
た
投
法

で
、
速
球
と
大
小
二
種
類
の
カ
ー
プ
を
投
げ
分

け
て
快
投
し
、
十
五
回
つ
い
に
疲
労
か
ら
タ
マ

の
伸
び
を
失
い
大
沼
、
三
枝
に
打
た
れ
た
が
、

非
力
な
パ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
の
力
投
は
印
象
的

だ
った
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
本
展
）

積
水
、
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち

‐
漸
Ｆ
犠
椰
ヽ
軽
Ю
”
∞
∞
∝
∞
＝
∞
∞
一５ ４

【評
】
積
水
の
あ
ざ
や
か
な
逆
転
勝
利
だ
っ

言+ 305051
富 士 打安点三 L7L

8三  伎 30011
4稲  jl14 0 0 2 0
91妥  リト20002
21i峰  '■ 33001
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言「  505040
▽ 二 塁 打  浜 田 ▽ 犠
打  電 1(外 木 場 )
▽ 盗 塁  富 1(稲川 )
電 1(飽 本 )▽ 失 策
富 2(4ヽ池 、 野 中 )
電 2(山 村 、 安 河 内 )

贔 弓‖Tぢ守〒甲6 多そ 51010
:碧  喬138987春 原41000
45異  栗3iさ 8892松  岡 20001
出禦 昌78888
T暴 重♀♀888

計  318424
デ占諏為甘市憲〒甲
8大菅野Zも 81も
晶美 昴198も 84石  ∫I120001

i[上塁:||!|
甲摘 森も8888
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岩 本 、松 岡 )鐘 1(営 )
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新三菱 打安点三四
6 HI 端 42110
6鈴 木 10000
8三  井 00000
8坂  東 20010
8武  田 32000
9伊藤盛 30001
3武  内 31100
7花  井 40000
4恩  田 41010
5湯  浅 30000
2山  本 41110
1鬼  頭 31000
1近  藤 10010
計  358351

積水イヒ学打安点三四
8萩 原 41000

２
２

南
長

▽
三
塁
打
　
堀
田
▽
二
塁
打
　
山
本
、
武
田
、
思
田
▽
犠
打
　
一二２
（武
内
、
湯
浅
）
積
３
（南
、

長
、
中
国
）
▽
盗
塁
向
０
▽
大
策
　
一二２
（恩
田
、
湯
浅
）
積
５
（瀬
戸
口
２
、
池
野
２
、
巣
山
）

▽
審
判
　
郷
司
、
浅
井
、
初
岡
、
大
田

た
。
八
回
ま
で
積
水
は
全
く
不
運
。
攻
め

て
は
三
つ
の
併
殺
で
チ
ャ
ン
ス
の
芽
を
つ
み

と
ら
れ
、
守
って
は
風
に
よ
る
ヒ
ッ
ト
や
失

策
が
出
■
試
合
終
了
直
前
ま
で
４
１
２
と
敗

色
は
濃
か
った
。

し
か
し
積
水
は
最
後
ま
で
試
合
を
捨
て
な
か
っ

た
。
九
回
上
国
が
四
球
、
瀬
戸
口
は
内
野
ヒ
ッ

ト
で
最
後
の
反
撃
機
を
迎
え
た
。
二
塁
走
者
が

投
手
の
け
ん
制
に
刺
さ
れ
、
こ
れ
も
ダ
メ
か
と

思
わ
れ
た
の
に
、
池
野
三
ゴ
ロ
失
と
つ
づ
い
た

あ
と
、
堀
田
が
起
死
回
生
の
三
塁
打
を
左
中
間

に
放
って
同
点
と
し
、
代
打
前
川
の
ス
ク
イ
ズ

バ
ン
ト
で
決
勝
点
を
あ
げ
た
。

お
そ
る
べ
き
積
水
の
ね
ば
り
強
さ
と
い
う
ほ

か
は
な
い
。
こ
れ
も
昨
夏
の
都
市
対
抗
優
勝

と
い
う
自
信
が
大
き
く
も
の
を
い
った
の
だ

ろ
う
。
今
大
会
随
一の
球
趣
を
盛
り
上
げ
た

好
試
合
だ
った
。　
　
　
　
　
　
（松
尾
）

士
枝
川
井
星
木
井
田
池
中
重
召

富
に
蠅
際
痛
商
殖
強
訟
鍛
け
欧

田
田
口
野
田

南
長
　
　
戸

中
上
瀬
池
堀

▽
三
塁
打
　
上
国
▽
二
塁
打
　
中
田
▽
犠
打
　
い
４
（亀
田
、
角
田
２
、
佐
伯
）
積
１
（長
）
▽
盗

塁
い
１
（所
）
積
１
（南
）
▽
大
策
い
２
（角
日
、
佐
伯
）積
１
（巣
山
）▽
審
判
　
菅
、山
本
、中
川
、

諸
星

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
西
岡
が
三
遊
間
を
破
る
殊
勲
打
を
放
って

77
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渡 辺 ▽ 犠 打 い 1(亀
目tマ籍員し実ぽ増2(山 下、植田)

最年 優勝
1(21)いすゞ自動暉
2(22)金港 クラフ
3 (23)愛 知 産 業
4(24)小口工作所
5(25)全 藤 倉
6(26)日 本 生 命
7 (27)ノヽ囀雪望Ц受失
8(23)大昭和製紙
9 (29)」と  奎雲  系ち
10(30)日 本 生 命
11(31)鹿児島鉄道
12(32)カネカ ロン
13(33)日 ,本 鋼 管
14(34)日 本 生 命
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▽
審
判
　
平
光
、
諸
星
、
渡
辺
、
中
川

7中  田 30110
3上  田 31001
5瀬戸 □ 43010
6池  野 41 100
2堀  田 43200
1 り是 20000
PHl萎   プド1 0 0 0 0
1巣  山 00000
PH塙可  ∫|11 1 1 0 0

▽
第
九
日
６
３

▽
…
準
々
決
勝
■・△

い

・・・
す
む
麟
『
鉾
∞
∞
‐ 。
∞
∞
∞
０ ４
∞
∞
一‐ ４

【評
】
い
す
ゞ
自
動
車
は
投
打
に
日
本
生
命

を
上
回
る
力
を
発
揮
し
て
快
勝
し
た
。

い
す
ゞ
の
荻
野
投
手
は
左
腕
か
ら
の
速
球
に
、

シ
ュ
ー
ト
、
カ
ー
プ
を
う
ま
く
配
合
し
て
日
生

打
線
を
お
さ
え
、
三
回
植
口
に
打
ち
ご
ろ
の
タ

マ
を
投
け
て
左
翼
席
へ
た
た
き
こ
ま
れ
た
ほ
か

は
あ
ぶ
な
け
な
く
投
げ
き
っ
た
。
い
す
ゞ
の
打

線
は
六
回
ま
で
再
三
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
な
が

ら
決
定
打
が
出
ず
苦
し
ん
で
い
た
が
、
七
回
河

野
の
代
打
盛
谷
の
右
前
安
打
、
荻
野
、
所
四
球

で
一死
満
塁
の
あ
と
、
三
番
渡
辺
が
１
１
０
後

の
内
角
低
め
の
タ
マ
を
左
中
間
三
塁
打
し
、
中

継
に
は
い
っ
た
遊
撃
手
の
悪
送
球
も
あ
っ
て
波

辺
も
生
還
、
一挙
４
点
を
奪
い
試
合
を
き
め

日
生
は
荻
野
が
ま
っ
た
く
打
て
ず
、
植
田
の

本
塁
打
で
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
は
ま
ぬ
が
れ
た

も
の
の
、
２
安
打
の
貧
攻
で
完
敗
し
た
。

（山
本
展
）

▽
第
十
日
貧
日）

▽
…
準
決
勝
…
△

藤
士
重
撃
　
∞
２ 。
∞
∞
∞
∞
∝
∝
０ ３
一２ ６

【評
】
東
芝
は
さ
す
が
に
試
合
が
う
ま
い
。

前
半
左
腕
一重
を
打
ち
あ
ぐ
ん
で
苦
戦
し
た

が
、
後
半
の
反
撃
機
を
た
く
な
に
つ
か
ん
で

逆
転
に
成
功
し
た
。

東
芝
は
七
回
、
無
死
ヒ
ッ
ト
に
出
た
西
岡
は
春

原
の
三
ゴ
ロ
で
一挙
三
塁
へ
好
走
。
こ
れ
が
一

塁
手
の
悪
投
を
よ
ん
で
１
点
。
人
回
に
は
安
打

の
松
岡
を
バ
ン
ト
で
送
り
、
永
淵
が
初
球
を
ね

ら
い
右
前
安
打
し
て
同
点
。
し
か
も
柴
と
の
あ

ぎ
や
か
な
ヒ
ッ
ト
エ
ン
ド
ラ
ン
が
成
功
し
た
あ

いす ゞ 打安点三四
9亀  田 401208 月斤 41100
3渋  ‖130011
7田  貫 31001
5角  田 21000
2杉  山 40010
4河  野 31111
6中  野 41000
1佐  I自 21010
PH/」ヽ 山 10000
1荻  野 00000
計  306863

積 水 打安点三四
8萩  原 40020

言+  30105 3 3

計  262225
▽儀 打 東 1(西本 )
畠 1(横田)▽盗塁
両 0▽失策 富 3(桜
井、横 田、小池 )▽
審半u 平光、坂本、
大 田、本村

４̈‐０‐０側榔‐ｏｏｏｏ̈剛２００００１０００〇一

決
勝
点
を
あ
げ
た
。

富
士
は
左
腕
一重
が
力
投
し
た
が
七
回
ご
ろ

か
ら
球
威
が
落
ち
て
き
た
だ
け
に
、
投
手
交

代
の
時
機
が
遅
れ
た
感
じ
で
あ
る
。
（松
尾
）

い
す
ゞ
逃
げ
切
る

訃基
喝
誌
”
”
％
％
憂

【評
】
い
す
ゞ
は
佐
伯
投
手
の
力
投
て
積
水

に
快
勝
し
た
。
佐
伯
は
左
腕
か
りの
大
き
く

割
れ
る
カ
ー
プ
を
う
ま
く
決
め
て
、
積
水
の

強
打
線
を
ひ
ね
り
崩
利
の
原
動
力
と
な
っ

た
。
ま
た
守
備
陣
も
併
殺
３
を
記
録
、
佐
伯

を
助
け
て
い
た
。

い
す
ゞ
は
三
回
表
無
死
満
塁
の
チ
ャン
ス
を
つ

か
み
な
が
ら
、
亀
田
の
中
犠
飛
で
１
点
を
得
た

嶺
藤讀射臓嘉〓雄難
縦肇
（鮮

¨
す
ゞ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

帯聯
者永趾
鰊
｛霙
¨

“
＝
試
３
、
打
９
、
安
５
、
点
１
、
塁
打
¨

６
、
打
率
五
割
五
分
六
雇

▽
打
撃
賞

角
田
吉
則
三
塁
手
（い
す

ゞ
）
＝
試
５
、
打
１８
ヽ
安
９
、
点
４
、
塁

打
１３
ヽ
打
率
五
割

計  316261

準優勝

10-4藤 倉 電 線
11--10    //
9-3淀 川 鐘 紡
13-4大 洋 漁 業

大昭和製紙
東 京 ガ ス
日 本 生 命
日 鉄 二 瀬
大昭和製紙
日 鉄 二 瀬

2-0日 本 石 油
6-1 日立製作所
3-1盛 岡 鉄 道
7-2丸 善 石 油

1 堤  10000
田前  J‖ 10000
1巣  山 00000
PH榊 原 10010
1山  口 000004-1

6-5
3-2
10-3
5-2
5-0
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だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
五
、
六
国
に
も
積
水

の
エ
ー
ス
堤
投
手
を
攻
め
て
、
小
刻
み
に
得
点

を
重
ね
、
強
敵
を
退
け
た
。

積
水
は
七
回
に
１
点
を
返
し
た
が
、
こ
の
ほ
か

は
佐
伯
の
力
投
に
打
線
が
沈
黙
、
最
終
回
奮
起

し
て
、
こ
の
回
か
ら
登
場
し
た
荻
野
投
手
を
攻

め
、
二
死
後
か
ら
中
日
の
安
打
、
つ
づ
く
上
田

の
右
中
間
三
塁
打
で
１
点
差
に
追
い
上
け
、
さ

ら
に
一打
同
点
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
づ
け
た
が
、

瀬
戸
口
が
遊
ゴ
ロ
に
倒
れ
て
、
む
な
し
か
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
本
展
）

▽
最
終
日
の
じ

い
す
ゞ
が
猛
打

▽
…
…
…
決
勝
…
…
…
△

崚
　
す
　
灌
　
Ｏ 。
∞
∞
∞
∞
Ю
∞
∞
Ю
一Ю

【評
】
決
勝
戦
で
こ
ん
な
に
ス
コ
ア
が
開
く

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
は
ず
み

か
ら
、
い
す
ヾ
は
猛
打
を
呼
ん
で
大
勝
し
た
。

三
回
一
死
二
塁
で
荻
野
が
一
、
二
塁
間
を
破
る

ヒ
ッ
ト
。
本
塁
を
つ
い
た
走
者
杉
山
は
き
わ
ど

い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
が
、
捕
手
が
返
球
を
後

逸
し
て
い
す
ヾ
は
１
点
を
あ
げ
た
。

こ
の
先
取
点
に
東
芝
の
相
原
は
気
落
ち
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
の
所
に
高
め
の
絶
好
球
を
投

げ
て
有
翼
三
塁
打
を
浴
び
、
河
野
に
も
四
球
を

与
え
て
降
板
し
た
。

逆
に
い
す
ヾ
は
勢
い
に
乗
っ
た
よ
う
に
打
ち
ま

く
り
、
代
わ
っ
た
松
島
に
も
田
貫
、
角
田
と
好

打
を
た
た
み
か
け
て
一挙
６
点
を
奪
っ
た
。
好

球
を
積
極
的
に
ね
ら
い
打
っ
た
い
す
ヾ
の
胸
の

す
く
よ
う
な
攻
撃
ぶ
り
だ
っ
た
。
こ
の
大
量
点

に
守
ら
れ
て
荻
野
投
手
も
好
投
、
カ
ー
プ
、
シ

ュ
ー
ト
を
巧
み
に
投
け
分
け
て
東
之
の
打
力
を

か
わ
し
た
。
コ
ー
ナ
ー
ワ
ー
ク
の
う
ま
さ
と
低

め
を
つ
い
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
よ
さ
が
日
立
っ

た
、東

と
は
豊
富
な
投
手
陣
を
持
一
て
い
た
か
、

こ
の
日
は
ム
キ
に
な
っ
て
リ
キ
ん
で
投
け
て

い
た
感
じ
だ
っ
た
〕

い
す
ゞ
の
優
勝
は
荻
野
の
投
打
に
わ
た
る
活
躍

ギ
大
き
い
．
ム
野
は
昨
年
ま
で
打
撃
を
買
わ
れ

て
外
野
手
を
つ
と
め
て
い
た
。
投
手
障
に
人
か

少
な
い
た
め
、
今
春
か
ら
マ
ウ
ン
ド
に
返
り
咲

い
た
の
だ
か
、
全
く
よ
く
投
い
た
も
の
だ
．
ま

【東芝一いす 】ヾ三回要、いす ゞ一死走者二塁、打者荻
野の右前打で二塁走者杉山ホームイン、主審郷司

◆
日本新薬

1義IIttliせつけないて」
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▽
二
塁
打
　
所
、
角
田
▽
二
黎
打
　
伊
東
▽
残
塁
　
東
６
い
６
▽
併
殺
　
東
１
（０
柴
―
岩
本
―
両

岡
）
▽
１
時
間
４９
分
▼
審
判
　
郷
司
、
勝
田
、
太
田
、
真
田

た
攻
撃
も
チ
ャ
ン
ス
と
み
る
と
積
極
的
に
打
っ　
　
の
勝
利
と
い
え
よ
う
。　
　
　
　
　
（松
尾
一

て
出
る
な
ど
ソ
ツ
が
な
か
っ
た
。
い
す
ゞ
会
心

″緑
の
球
宴
〃
第
十
人
ロ
ベ

ー
プ
ル
ー
ス
杯
争
奪
社
会
人
野

球
大
会
は
五
月
一日
か
ら
富
山

県
営
球
場
で
行
な
わ
れ
た
。

富
山
て
こ
の
大
会
が
開
催
さ

れ
る
の
は
こ
れ
て
三
度
日
の
こ

と
。
中
部
連
盟
、
富
山
支
部
各

役
員
、
毎
日
新
聞
社
富
山
支
局

の
努
力
で
大
会
は
か
な
り
盛
況

の
う
ち
に
行
な
わ
れ
た
が
、
日

本
石
油
が
〃殺
人
打
線
″
の
威
力
を
発
揮
し
て

日
本
生
命
な
ど
を
お
さ
え
第
十
回
大
会
（昭
和

三
十
一年
）
以
来
八
年
ぶ
り
、
三
度
国
の
優
勝

を
飾
っ
た
。

な
お
試
合
終
了
後
開
Ｔ宏
式
に
移
り
、
日
井
大

会
副
会
長
（中
部
社
会
人
野
球
連
盟
副
会
長
）

か
ら
日
石
の
枝
松
主
将
に
栄
え
の
ベ
ー
プ
ル

ス
杯
、
日
本
社
会
人
野
球
協
会
長
杯
を
青
山
本

部
委
員
、
中
連
杯
を
福
田
畠
山
県
社
会
人
野
球

協
会
支
部
長
、
つ
い
で
新
村
畠
山
県
総
務
課
長

か
ら
富
山
県
知
事
杯
、
さ
ら
に
稲
本
毎
日
新
聞

富
山
支
局
長
か
ら
優
勝
楯
が
贈
ら
れ
た
。
続
い

て
準
優
勝
の
日
生
チ
ー
ム
に
は
中
連
杯
、
富
山

¨
蝉
鰊
時
中
瘍
り
¨
一
一
﹈
鯰
讐
一
￥
﹈
中
榊

八
愛
八
鐘
全
八
八
大
日
日
熊
八
ロ
ト
三
全
大
日

年
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
年

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
口
口
□
回
回
回
口
回

１
２
３
４
５
６
７
８
９
‐Ｏ
Ｈ
ｐ
ｌ３
■
６
郎
‐７
‐８

優
勝
チ
ー
ム
一覧
表

市
長
杯
が
贈
ら
れ
た
。

▽
第
一日
→
月１３

◇
…
一回
戦
…
◇

印
鉢
輌
勤
∞
∝
∞
∞
∞
∞
∝
∞
∞
一〇 ３

【評
】
日
石
は
二
回
栗
橋
、傲
田
、浜
村
の
３
安

打
な
ど
で
２
点
を
先
取
し
た
。
そ
の
間
３
盗
早

を
お
り
込
む
な
ど
日
石
は
相
変
わ
ら
ず
よ
く
走

る
。
こ
の
速
攻
に
電
化
は
浮
足
立
っ
て
し
ま
い

守
備
の
乱
れ
が
出
た
の
は
痛
か
っ
た
。
日
石
は

七
回
に
も
浜
村
の
三
塁
打
な
ど
で
１
点
を
加
え

て
押
し
切
っ
た
。
こ
の
と
き
も
内
野
の
凡
失
が

た
た
っ
て
い
る
。
守
備
の
破
た
ん
が
投
手
の
足

を
ひ
っ
ば
っ
た
形
だ
っ
た
。
電
化
の
河
内
投
手

は
立
ち
上
が
り
二
人
の
打
者
を
三
振
に
打
ち
と

る
な
ど
ス
タ
ー
ト
は
上
々
、
か
な
り
よ
い
ピ
ッ

チ
ン
グ
を
み
せ
て
い
た
だ
け
に
、
バ
ッ
ク
が
も

鐙 霧 TT
4石  田 5208新  野 311
2浦 島 4009 林  320
PRDtt  ξ■0 0 0
9酒井清 1 00
?霧井歪138
:豪  翌198

＝
日
― ‐
― ‐
― ‐
― ‐
日
― ‐
却

降

は

飾

，　
　
　
　
　
　
　
仙
命
欽
道
管
理
局

北
陸
銀
行
（辞
退
）

‐ ‐
‐４． ‐‐‐ ‐
‐ ‐
‐ ‐
‐ ‐
― ‐
― ‐
― ‐
― ‐
― ‐
在
菱

一． 造
珈
広
鵡

＝
引
引
―
―
‐
‐
‐
ぃ
す
ゞ
自
動
車

に
け
由
同
――
鳴
罐
籠
縮

‐‐国Ｈ‐‐‐‐‐‐―‐―‐―‐―‐―‐Ｈ却』障岬醐

Λ
Ｉ
「

―

―

―

電

電

富

山

‐に
―
口目
目
＝
伸
‐夕紳徊陣

‐
ｏｌ「
―
―
‐―
‐
‐
―
電
電
北
海
道

‐
‐‐一‐
‐
‐
‐
‐
‐
―
―
―
合
　
レ
　
畠
　
山

Ｈ
日

‐
⊥
‐

―

‐
３． ０

‐ ‐

‐ ― ‐

一

一

砕

嶼

言「 36114トヨタ打安点
9藉 讐:|も
6染  琶

'3も8築  奄,7♀
9底  製39♀
1曇 機

'♀

♀
言+ 299 5

▽三塁打 菰原
▽二塁打 本江
赤尾、稲吉▽失
策  日力 1▽三
振  日 6卜 2▽
四球  日 1卜 4

っ
と
よ
く
守
っ
て
こ
の
力
投
を
盛
り
立
て
て
い

れ
ば
、
日
石
を
苦
し
め
て
い
た
に
違
い
な
い
。

日
石
の
福
田
投
手
は
二
回
の
リ
ー
ド
に
気
を
よ

く
し
て
の
び
の
び
と
投
け
、
電
化
に
未
ず
る
す

き
を
与
え
な
か
っ
た
。
投
打
と
も
日
石
の
順
当

の
勝
利
。
（松
尾
）

ト
ヨ
タ
、
さ
よ
な
ら

日
本
カ
ー
バ

】
い

‐ ‐
０ ２
∞
Ｈ
２ 。
０ 。
１ 。
一５ ４

ト
ヨ
タ
自
動
車

【評
】
迫
う
も
の
の
強
味
を
み
せ
た
ト
ョ
タ
が

九
回
要
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
決
じ
た
。
六
回
か
ら

畠
中
を
救
援
し
た
岩
瀬
が
一死
一
、
二
塁
に
走

者
を
置
い
て
方
翼
線
に
文
句
の
な
い
勝
敗
決
定

の
痛
打
を
浴
び
せ
た
も
の
だ
。
日
力
は
前
半
か

ら
常
に
リ
ー
ド
を
保
っ
て
六
回
ま
で
Ю
安
打
と

押
し
ま
く
っ
て
い
た
か
ら
借
し
み
て
も
あ
ま
り

あ
る
敗
戦
だ
。
結
局
酒
井
正
か
ら
高
瀬
へ
つ
な

い
だ
投
手
力
が
、
し
り
あ
が
り
に
地
力
を
出
し

て
き
た
ト
ヨ
ク
の
反
攻
を
押
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
だ
か
ら
、
投
手
力
の
養
成
が
急
務
と
み
た

い
。
左
腕
の
酒
井
正
は
外
角
の
シ
ュ
ー
ト
と
直

球
で
六
回
ま
で
５
安
打
に
押
え
２
点
差
の
リ
ー

ド
を
保
っ
て
力
投
し
て
い
た
が
、
カ
ー
プ
と
右

打
者
の
内
角
低
め
を
つ
く
速
球
が
甘
く
、
ス
タ

ミ
ナ
を
き
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
七
回

赤
尾
、
鈴
木
に
長
短
打
さ
れ
、
代
わ
っ
た
高
瀬

が
駁
飛
さ
れ
て
同
点
と
追
い
込
ま
れ
た
。
雨
中

戦
で
か
な
り
投
け
に
く
か
っ
た
が
、
条
件
は
相

手
も
同
じ
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
の
救
援
し
た
岩
瀬

は
大
き
な
モ
ー
シ
ョ
ン
で
ロ
カ
の
打
者
を
幻
惑

日本社会人野球協会会報

日
石
、三
た
び
優
勝

長
打
力
で
日
生
を
破
る

ベープルース杯
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し
た
が
、
ス
ピ
ー
ド
は
さ
し
て
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
六
回
継
投
し
た
一死
二
、
三
塁
の
好
機

に
日
力
が
ダ
メ
を
押
せ
な
か
っ
た
の
が
あ
と
あ

と
に
響
い
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
（手
塚
）

打
力
不
振
の
河
合

楽
器
敗
れ
る

鶏
邸
撫
篭
獅
　
∞
∞
∞
∞
Ｏ 。
∞
∝
∞
∞
一い

【評
】
両
軍
の
経
過
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
。
六
回

ま
で
の
打
数
、
安
打
と
も
同
数
だ
っ
た
し
、
高

崎
は
走
者
を
出
し
て
は
二
盗
失
敗
、
河
合
は
け

ん
制
で
ア
ウ
ト
に
な
る
な
ど
同
じ
よ
う
な
走
墨

の
失
敗
で
逸
機
し
て
い
た
。
た
ま
に
二
塁
へ
進

ん
で
も
二
塁
ラ
イ
ナ
ー
で
と
も
に
併
殺
さ
れ
る

有
様
だ
っ
た
。
高
崎
の
決
勝
点
は
七
回
吉
日
英

が
無
死
で
有
興
二
塁
打
し
て
勝
機
を
切
り
ひ
ら

き
、
森
の
右
前
安
打
で
あ
げ
た
も
の
。
こ
れ
に

対
し
て
河
合
は
最
後
ま
で
左
腕
深
沢
の
タ
マ
を

打
つ
く
ふ
う
が
み
ら
れ
ず
、
い
た
ず
ら
に
大
振

り
し
、
ポ
ン
ポ
ン
と
フ
ラ
イ
を
打
ち
あ
げ
る
粗

雑
な
攻
め
ぶ
り
だ
っ
た
。
打
球
２９
個
中
ゴ
ロ
は

わ
ず
か
５
個
が
打
力
不
振
を
物
語
っ
て
い
る
。

結
局
三
塁
を
踏
む
も
の
な
し
て
敗
れ
た
。（松

尾
）

点
１
０
１
３
０
０
０
０
０
２

安
１
０
０
１
１
１
１
１
０
１

打
３
０
４
５
５
４
３
３
２
３

需制申申脚時螺

ョ
５
４
４５
３
９
７
８
６
２
１

▽
第
二
日
→
層
白
）

倉
レ
富
山
の
″若
さ
″

◇
…
二
回
戦
‥
◇

飩
‐′電罰
恥
雌
　
∞
∞
∝
∞
”
∞
‐。
∞
０５
一‐ ８

【評
】
電
電
の
斎
藤
は
打
た
れ
て
も
ペ
ー
ス
を

く
ず
さ
な
い
。
一、
二
回
２
安
打
ず
つ
打
た
れ

た
が
急
所
を
得
意
の
シ
ュー
ト
と
ア
ウ
ド
ロ
で

巧
み
に
押
え
た
。
倉
レ
が
も
う
一つ
地
力
を
養

って
お
れ
ば
先
行
し
得
た
だ
ろ
う
が
う
ま
く
か

わ
さ
れ
て
先
制
機
を
握
れ
な
か
った
。
一方
倉

レ
の
本
島
は
立
ち
上
が
り
斎
藤
よ
り
球
威
が
あ

った
が
三
回
先
頭
の
松
尾
弟
を
歩
か
せ
バ
ン
ド

で
二
進
を
許
し
た
あ
と
、
ト
ッ
プ
の
岡
に
遊
撃

左
に
適
時
打
さ
れ
た
。
遊
撃
手
が
二
塁
走
者
の

け
ん
制
に
は
い
った
時
に
は
投
手
が
投
球
し
た

た
め
、
あ
い
た
遊
撃
へ
打
た
れ
て
安
打
と
な
っ

た
も
の
。
こ
う
し
た
時
は
浜
田
が
プ
レ
ー
ト
を

は
ず
す
か
遊
撃
手
が
早
急
に
元
の
位
置
へ
も
ど

ら
ね
ば
空
巣
に
ね
ら
わ
れ
や
す
い
。
コ
ン
ビ
の

練
習
不
足
と
い
う
よ
り
ほ
か
な
い
が
、
五
回
に

も
三
塁
手
の
悪
送
球
が
投
手
の
足
を
引
っ張
っ

て
む
ざ
む
ざ
と
点
を
与
え
、
斎
藤
の
テ
キ
サ
ス

で
３
１
０
と
さ
れ
た
。
こ
れ
て
勝
負
あ
っ
た
よ

う
な
も
の
で
若
い
浜
田
を
盛
り
立
て
え
な
か
っ

た
。
そ
の
後
二
投
手
を
つ
ぎ
込
ん
で
防
戦
し
た
　
　
す
る
に
は
あ
と
一息
の
猛
練
習
が
必
要
だ
。

が
九
回
高
野
に
満
塁
三
塁
打
さ
れ
る
な
ど
５
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（手
塚
）

を
献
■
す
る
し
ま
つ
。
七
回
死
球
の
押
し
出
し

て
か
ろ
う
じ
て
１
点
取
っ
た
が
電
電
の
域
に
達

大
昭
和
も
退
く

日鉱
初
延
長
て
サ
ヨ
ナ
ラ

大
昭
和
製
紙

０ ‐
∞
∞
∞
２ 。
１ ２
Ｈ
∞
∞
‐ ０
一５ ４

日
鉱
佐
賀
関
　
　
　
　
　
　
（延
長
１０
回
）

【評
】
違
い
つ
追
わ
れ
つ
の
好
ゲ
ー
ム
だ
っ

た
。
日
鉱
が
五
回
毛
利
詢
、佐
野
卑
Ⅲ
川の
ヒ
ッ

ト
で
そ
れ
ま
で
の
劣
勢
を
は
ね
返
す
と
、
大
昭

苦
し
い
練
習
訓
練
に
文
句
も
い
わ
ず
に
つ

い
て
い
っ
た
。
そ
の
努
力
が
大
き
く
実
っ

た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
教
え
る
人
の
真
剣
な
努
力
と
教

わ
る
選
手
の
忠
実
な
努
力
が
一つ
に
結
ば
れ

た
と
い
う
事
で
あ
る
。
社
会
人
野
球
協
会
傘

下
の
チ
ー
ム
に
も
こ
の
よ
う
な
名
監
督
と
選

手
の
結
び
つ
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
数
多
く
あ

る
が
、
こ
の
際
選
手
諸
君
に
ぜ

ひ
教
わ
る
者
の
努
力
を
真
剣
に

考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
の

蔵
　

ざ
髪

裏

電

嵌
鰈

脇

努
力
を
忘
れ
、
人
を
の
み
批
判

す
る
者
の
多
い
最
近
の
世
相
は
野
球
界
に
だ

け
は
流
行
さ
せ
た
く
な
い
。
ま
ず
自
分
の
立

場
を
正
確
に
認
識
し
チ
ー
ム
の
た
め
に
、
そ

し
て
自
分
自
身
の
た
め
に
人
に
倍
す
る
苦
労

を
す
る
と
い
う
気
持
ち
を
お
互
い
に
持
ち
た

い
も
の
だ
。
山
中
鹿
之
助
で
は
な
い
が
あ
ら

ゆ
る
苦
労
藪
難
を
自
分
に
与
え
給
え
と
神
に

願
っ
た
、
そ
う
い
っ
た
気
持
ち
を
持
て
る
選

手
の
多
く
出
る
事
を
祈
って
や
ま
な
い
。

計  35134
▽二塁打 今日、
中村、富山▽失
策 大 6 ▽三
振大 5日 5▽四
球大 2日 4

苦
労
を
し
よ
う
〃

一九
六
四
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョン
・ゲ
ー
ム
に
参
加
、

そ
れ
も
極
め
て
盛
大
表
に
終
了
し
た
し
、
都

市
対
抗
野
球
も
近
来
に
な
い
成
功
襄
に
終
わ

った
。

ま
た
海
外
への
進
出
″
　
世
界
的
野
球
界

への
進
出
も
青
木
会
長
の
積
極
的
な
ご
活
躍

に
よ
って
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
南
米
遠
征

の
見
込
み
も
た
ち
、
ま
た
一九

六
六
年
に
は
ハ
ワ
イ
で
待
望
の

世
界
選
手
権
大
会
も
挙
行
さ
れ

る
こ
と
が
確
実
と
な
り
、
誠
に

社
会
人
野
球
も
め
て
た
し
、
め

て
た
し
と
い
う
年
だ
った
と
い

え
よ
う
。

し
か
し
一方
、
チ
ー
ム
の
強
化
は
大
事
な

こ
と
だ
と
思
う
。
せ
っ
か
く
世
界
的
に
進
出

出
来
て
も
出
場
チ
ー
ム
が
強
く
な
く
て
は
な

る
ま
い
。
チ
ー
ム
の
強
化
が
要
求
さ
れ
る
の

は
当
然
だ
。

産
業
界
で
は
人
造
り
と
い
う
言
葉
が
盛
ん

に
い
わ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
教
育
界
も
そ
の

必
要
を
痛
感
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で

あ
る
。

わ
れ
わ
れ
社
会
人
野
球
も
ベ
ー
ス
ポ
ー
ル

を
通
じ
て
人
造
り
を
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
一
段
の
努
力

が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
？

最
近
は
ニ
チ
ボ
ー
の
大
松
さ
ん
、
ま
た
は

レ
ス
リ
ン
グ
の
八
田
さ
ん
が
名
監
督
、
人
造

り
の
名
人
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い

〓
…
警

土

井

寿

る
。
も
ち
ろ
ん
両
氏
は
そ
の
道
の
ベ
テ
ラ
ン

で
あ
り
、
選
手
指
導
の
達
人
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
事
な
こ
と

は
、
指
導
さ
れ
る
選
手
が
み
ん
な
一
つ
の
目

的
の
た
め
に
専
心
努
力
し
た
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
選
手
が
監
督
の
指
導
に
忠
実
で
あ
る

こ
と
が
、
や
が
て
は
勝
利
に
つ
な
が
る
も
の

だ
と
い
う
強
い
信
念
を
持
ち
つ
づ
け
、
日
夜



日本社会人野球協会会報81
和
も
す
ぐ
さ
ま
六
回
畠
山
、
合
本
の
タ
イ
ム
リ

ー
で
逆
転
し
た
。
し
か
し
こ
の
リ
ー
ド
を
エ
ー

ス
金
沢
を
送
っ
て
大
昭
和
は
守
り
き
ろ
う
と
し

た
が
、
こ
の
作
戦
が
か
え
コ
ｃ
要
日
に
出
た
の

は
皮
肉
。
す
な
わ
ち
金
沢
は
六
回
、
今
回
、
毛

利
詢
、
佐
藤
に
打
た
れ
、
七
日
に
も
岩
崎
に
タ

イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
を
浴
び
る
あ
り
さ
ま
。
こ
の

金
沢
の
不
調
で
大
昭
和
は
リ
ー
ド
し
て
も
す
ぐ

取
り
返
さ
れ
全
く
の
占
戦
と
な
っ
た
。
金
沢
を

打
ち
込
ん
で
意
気
上
が
っ
た
日
鉱
は
延
長
に
は

い
っ
て
も
押
し
ぎ
み
、
そ
し
て
十
回
ヒ
ッ
ト
の

毛
利
竜
を
二
塁
に
置
い
て
佐
野
が
有
前
へ
決
勝

打
を
放
コ
ｃ
日
鉱
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
利
と
な
っ
た
ゥ

日
鉱
の
後
半
の
反
撃
ぶ
り
は
全
く
み
ご
と
で
あ

り
、
こ
の
気
力
に
大
昭
和
は
圧
倒
さ
れ
た
と
い

っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
に
し
て
も
大
昭
和
の
打
力

を
う
ま
く
か
わ
し
た
佐
野
は
打
っ
て
も
３
安

打
、
し
か
も
決
勝
打
を
放
つ
と
い
う
す
ば
ら
し

い
活
躍
ぶ
り
だ
っ
た
。　
　
　
　
　
（松
尾
）

事
菱
造．に
広
脚

∞
∞
∝

０ ２
∞
∞
Ｏ Ｏ
∞
‐ 。
一‐ ４

（ｕ
ｍ
ふ
双
刷
　

‐
Ю
ケ
噂

で 一縞
猜
の
は
れ

―
ム
ラ
ン
が
飛
び
出
し
た
。
２
１
２
の
ま
ま
大

会
二
度
目
の
延
長
戦
に
持
ち
込
ん
だ
。
十
回
裏

日
生
は
一死
後
四
球
盗
塁
の
山
下
を
二
塁
に
置

い
て
、
打
者
は
こ
れ
ま
で
２
打
点
を
あ
げ
て
い

る
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
イ
四
番
浜
野
、
三
協
荻
原
投

手
の
ま
ん
中
高
目
の
速
球
を
は
っ
し
と
た
た
け

点
１
０
０
０
０
１
０
１
０
０
１
０
〇
一４

一̈脚蛛̈̈̈
¨̈̈一卸富重▽大策

不
１
三
１
▽
三
振
不
２
三
ｌ
▽
四
球
不
２
三

０
旨
〔０
０
２
２
０
０
０
０
０
０
０

３
一安
１
０
１
４
０
０
０
０
２
０
２

¨
一̈
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨

▽
三
塁
打
富
重
▽
二
塁
打
消
水
、
中
島
、

２

ば
レ
フ
ト
オ
ー
バ
ー
の
サ
ヨ
ナ
ラ
・ホ
ー
ム

ラ
ン
と
な
り
、
浜
野
は
ナ
イ
ン
総
出
の
歓
迎
攻

め
。
４
打
点
全
部
を
か
せ
い
て
こ
の
日
の
ヒ
ー

ロ
ー
と
な
っ
た
Ｄ

Ｏ
‥
日
午
応
援
の
た
め
冨
山
支
社
の
社
員
、
外

交
員
ら
女
性
を
主
と
し
た
約
二
百
人
が
詰
め
か

け
自
い
野
球
帽
、
自
手
袋
、
自
シ
ャ
ツ
姿
の
鍛

冶
邦
雄
さ
ん
を
り
―
ダ
ー
に
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
吹

き
鳴
ら
し
た
り
、
社
歌
の
コ
ー
ラ
ス
や
三
二
七

『
華
章
水
一
一
い
「
い
は
睦
趣
計
】
「
蒙
「
一

コ
顔
で
帰
っ
て
行
っ
た
。

〇
…
ホ
ー
マ
ー
は
出
だ
す
と
続
く
も
の
で
第
二

試
合
日
石
―
東
レ
の
一回
表
、
ま
た
ま
た
日
石

の
広
「
が
大
会
二
号
２
ラ
ン
を
た
た
き
出
し
、

ス
タ
ン
ド
の
観
客
は
「こ
れ
で
ベ
ー
プ
・
ル
ー

ス
杯
大
会
ら
し
く
な
っ
て
き
た
」
と
大
喜
び
。

０
…
本
大
会
か
ら
球
場
記
録
室
に
イ
ン
タ
可
ホ

ー
ン
が
お
目
見
え
、
こ
れ
ま
で
ス
コ
ア
・
ボ
ー

ド
と
の
連
絡
は
い
ち
い
ち
手
動
電
話
に
た
よ
っ

て
い
た
の
が
、
ボ
タ
ン
一
つ
て
通
話
Ｏ
Ｋ
と
な

リ
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
ス
コ
ア
・
ブ
ッ
ク
さ
ら
に
ア

ウ
ト
・
カ
ウ
ン
ト
や
ボ
ー
ル
、
ス
ト
ラ
イ
ク
、

の
電
灯
点
減
と
、
一
人
三
役
に
忙
殺
さ
れ
る
記

録
員
の
能
率
向
上
に
一
役
買
っ
て
い
た
。

〇
…
三
協
対
日
生
の
人
回
表
、
三
協
は
一死
走

者
二
、
三
塁
の
と
き
、
五
番
村
上
の
三
ゴ
ロ
で

三
塁
か
ら
遠
山
が
ホ
ー
ム
を
つ
き
、
タ
ッ
チ
・

ア
ウ
ト
と
な
っ
た
が
、
こ
の
と
き
日
生
の
植
田

捕
手
が
ス
パ
イ
ク
さ
れ
、
オ
太
も
も
に
約
一
過

間
の
ケ
ガ
を
し
た
。

浜
野
の
ひ
と
り
舞
台

▽
第
二
日
（３じ

三協
精
機
０
０
２

日
本
生
命
１
０
１

【評
】
苦
戦
し
た
日
生
だ
っ
た
が
延
長
十
回
、

二
塁
に
た
者
を
置
き
浜
野
か
１
１
０
後
の
好
球

を
左
賀
に
決
勝
の
２
点
ホ
ー
マ
ー
し
や
っ
と
三

協
を
振
り
切
っ
た
。
あ
さ
や
か
な
ホ
ー
ム
ラ
ン

で
あ
り
会
心
の
当
た
り
で
あ
っ
た
。
浜
野
は
こ

れ
で
味
方
の
４
点
を
一人
で
た
た
き
出
し
た

か
・、そ
れ
ま
で
の
日
生
の
攻
撃
は
不
振
だ
っ

た
。
特
に
三
協
の
衣
原
が
外
角
低
日
に
カ
ー
プ

と
直
球
を
集
め
た
の
で
同
生
の
打
者
は
意
外
に

手
こ
ず
っ
た
。
そ
れ
で
も
立
ち
上
が
り
山
下
の

二
塁
打
を
浜
野
の
犠
飛
て
か
え
し
出
ば
な
を

た
た
い
た
と
き
は
荻
原
を
つ
ぶ
す
好
機
で
あ
っ

た
が
四
、
五
番
が
簡
単
に
打
っ
て
荻
原
を
立
ち

ビ
ら
せ
た
の
は
ま
ず
い
。

三
協
も
三
回
二
死
一
、
二
塁
の
好
機
に
出
野
、

戸
日
の
三
、
四
番
が
初
球
攻
撃
を
か
け
一
度
は

工
輸
し
た
が
、
そ
の
要
浜
野
に
高
日
の
カ
ー
プ

を
左
前
適
時
打
さ
れ
て
同
点
、
高
畑
、
荻
原
の

陣
ヨ 」婢
』
ヂ
軸
Ю
∞
∞
∞
∞
Ｏ 。
Ｏ 。
∞
Ｘ 。
一∞

【評
】
電
電
は
ト
ョ
タ
の
エ
ー
ス
岩
瀬
に
３
安

打
で
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
た
。
二
塁
を
路
ん

だ
の
が
六
回
安
打
に
出
て
、
二
盗
し
た
尾
崎
一

人
と
い
う
貧
攻
で
あ
っ
て
み
れ
ば
こ
れ
も
致
し

方
な
い
。
岩
瀬
は
や
や
三
塁
側
へ
左
足
を
踏
み

出
し
て
か
ら
、
外
角
を
ね
ら
う
投
法
で
丁
寧
に

外
角
ヘ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
が
、
３
安
打
と
い

う
の
は
お
粗
末
過
ぎ
る
。

一方
の
ト
ヨ
タ
は
一
回
併
殺
を
ね
ら
っ
て
間
に

合
わ
ぬ
一
塁
へ
高
投
し
た
杉
本
の
悪
投
で
一
挙

（七
回
コ
ー
ル
ド
）

【評
】
日
石
の
打
力
は
い
ま
絶
好
調
、
七
回
ま

で
に
全
員
安
打
の
１４
本
を
記
録
し
て
大
勝
レ

た
。
と
く
に
今
杏
入
社
し
た
新
入
浜
村
（慶

大
）
広
瀬
（法
大
）
の
活
鷹
が
日
立
っ
た
。
浜

村
は
一回
い
き
な
り
右
中
間
へ
三
塁
打
、
広
瀬

は
同
じ
一口
安
打
の
五
十
Ｌ
を
置
い
て
左
翼
ス

タ
ン
ド
に
ラ
イ
ナ
ー
の
２
点
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

ち
込
ん
で
い
る
。

一回
口
石
は
こ
の
よ
う
に
Ю
球
で
３
点
、
以
後

は
勢
い
に
乗
っ
て
毎
日
の
よ
う
に
好
打
を
浴
び

せ
た
。
前
田
、
栗
橋
ら
の
新
鋭
も
鋭
い
ス
イ
ン

グ
を
見
せ
て
い
た
し
、
ベ
テ
ラ
ン
の
今
西
も
三

塁
打
と
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
つ
相
変
わ
ら
ず
の
胸

の
す
く
よ
う
な
健
棒
ぶ
り
だ
っ
た
。

東
レ
は
頼
む
西
川
投
手
の
不
調
が
大
き
く
響
い

た
。
球
威
も
な
か
っ
た
し
配
球
が
悪
く
、
打
者

の
打
ち
よ
い
コ
ー
ス
に
タ
マ
が
集
ま
っ
て
打
た

れ
て
い
た
。
攻
撃
の
方
も
い
い
当
た
り
が
野
手

の
工
口
を
つ
く
と
い
う
不
連
続
き
で
完
敗
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
　
尾
）

○○
○○OO
OOOO20
42

電 打安点
田 300
田 100
〕■400
永 400
坂 300
「11300
本 300
田 300
山奇310
平 320

電
4池
PHiti
8釉予
7景」
3高
9`鳥
6杉
1テ=f
2尾
5'F

投
手
戦
に
か
わ
っ
て
延
長
に
は
い
っ
た
が
、
二
　
　
一一進
し
た
稲
吉
が
、
大
島
の
つ
ま
っ
た
中
前
適

協
は
五
番
以
下
の
下
位
打
者
が
弱
く
人
口
無
死
　
　
時
打
で
あ
っ
さ
り
先
行
、
五
国
に
は
安
打
の
二

一、二
塁
に
戸
田
に
バ
ン
ト
さ
せ
て
逸
機
し
た
．　
走
者
を
置
い
て
池
野
が
左
前
へ
つ
ま
り
気
味
に

五
番
以
下
が
企
く
打
て
な
い
の
だ
か
ら
四
番
の
　
　
適
時
打
し
て
２
点
、
さ
ら
に
大
島
も
右
賀
線
ヘ

一戸
田
に
強
打
さ
せ
て
み
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、　
　
二
塁
打
を
つ
ら
ね
３
点
を
奪
い
快
勝
し
た
。

な動』い中̈働釧請鎮餞赤和効『筆蘇い　　　日石、　全吉員中鼻側て＋金勝

電
電
の打
季
ふる
わず
　
　
刺麻瀬翻
‐３８８
ｏ３％
望
‐１１

二十  31104
▽二塁打 岩瀬
大島▽失策 電
1卜 0▽三振
電 3 卜4▽四球
[目 0卜 3
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高 崎 打安点
5Jヒ  本∫3 1 0
8吉田正 410
6青  木 400
7亡f田 奨 31 12田中健 411

1嚢 套:ll
菅箸 弊lll
l  言+ 3372
▽本塁打 盛谷
▽二塁打

‐ 田員
北村ヽ吉田英、
吉田正▽失策
レヽ 1ヽアニ三櫛反レ` 0
高 1▽四球い 1

局 2

い
す
ゞ
自
動
車

∝
∞
∝
∞
∞
‐ 。
”
∝
２ ‐
∞
∞
∞
一５ ５

高
崎
鉄
道
局

（日
没
引
き
分
け
）

▽
第
四
日
Ｔ
３

【再
試
合
】

訃
耐
卜
鴨
『
陣
‐ ２
∞
∞
０ １
∞
Ю
∞
∞
∞
一２ ３

【秤
】
い
す
ゞ
の
一
回
の
先
制
攻
撃
は
見
事
だ

っ
た
。
ま
ず
ト
ッ
プ
の
亀
田
が
ヒ
ッ
ト
、
四
球

て
一
死
一、
二
塁
と
し
た
あ
と
あ
ざ
や
か
な
重

盗
、
こ
れ
が
大
き
く
き
い
て
田
員
の
レ
フ
ト
線

タ
イ
ム
リ
ー
で
２
点
を
先
取
し
た
。
こ
の
先
取

点
と
四
回
の
盛
谷
の
ホ
ー
マ
ー
は
連
投
の
佐
伯

投
手
を
元
気
つ
け
た
。
佐
伯
は
一、
六
回
に
各

１
点
を
奪
わ
れ
た
が
、
こ
の
ほ
か
は
よ
く
引
き

し
め
て
力
投
を
続
け
た
。
高
崎
は
一回
北
村
、

古
日
英
の
二
塁
打
で
１
点
、
大
国
に
は
吉
田
正

の
二
塁
打
と
田
中
健
の
ラ
イ
ト
練
ヒ
ッ
ト
で
１

点
差
に
週
っ
た
が
、
そ
の
あ
と
投
ゴ
ロ
で
併
殺

嘲講は中議』　　　七回ｒ甥漁独地％

を
喫
し
た
の
は
痛
か
っ
た
。
両
軍
の
実
力
は
全

く
伯
仲
で
あ
り
二
日
間
に
わ
た
っ
た
熱
戦
は
、

見
ご
た
え
が
あ
っ
た
。
高
崎
は
借
敗
し
た
も
の

の
中
心
打
者
の
打
力
は
か
な
り
の
も
の
が
あ

り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
よ
う
。（松

尾
）

◇
‥
準
々
決
勝
…
◇

ｍ
鵠
鉦
ご
齢
∞
∞
∞
∞
∞
∞
“
０ ‐
∞
一〇 ５

【評
】
七
回
の
代
打
適
中
か
ら
日
生
の
打
力
が

一挙
に
保
発
し
た
。
そ
れ
ま
で
丹
念
に
外
角
低

め
に
カ
ー
プ
と
直
球
を
投
げ
て
い
た
仙
鉄
細
谷

に
限
界
が
き
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
回
の
先
頭
の

相
谷
が
ス
ト
レ
ー
ト
の
四
球
で
歩
き
バ
ン
ト
で

二
進
し
た
二
死
後
、
佐
藤
も
四
球
で
一、
二
塁

と
な
り
、
こ
こ
で
日
生
は
思
い
切
り
よ
く
好
投

し
て
い
た
小
弓
場
（元
大
和
証
券
エ
ー
ス
）
に

代
打
植
田
を
起
用
し
た
。
控
え
に
高
畑
が
い
る

数
味
か
ら
思
い
切
っ
て
勝
負
に
出
ら
れ
た
わ
け

だ
。
植
田
は
会
心
の
当
た
り
で
左
翼
線
に
二
塁

打
す
る
積
極
打
法
を
見
せ
て
均
衡
を
破
っ
た
。

こ
れ
に
勢
い
を
得
て
小
森
も
高
め
球
を
中
前
打

し
て
２
点
、
山
下
も
中
越
え
大
二
塁
打
し
て
一

挙
に
４
点
を
奪
い
勝
負
を
決
め
た
。

高
畑
、
小
弓
場
の
二
枚
看
板
を
投
手
力
に
備
え

た
だ
け
日
生
に
ゆ
と
り
が
あ
る
。
こ
の
日
の
小

弓
場
は
外
角
低
め
に
正
確
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

披
露
し
て
六
口
ま
で
１
安
打
に
押
え
た
。
仙
鉄

は
こ
の
外
角
球
に
よ
く
ミ
ー
ト
し
て
き
た
が
、

正
面
を
つ
い
て
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
。
日
生

は
４
点
を
取
っ
て
か
ら
浜
野
が
相
手
の
虚
を
つ

い
で
あ
ざ
や
か
な
二
盗
を
見
せ
、
つ
ぎ
の
安
打

で
得
点
す
る
な
ど
「頭
の
野
球
」
を
や
り
だ
し

た
が
、
こ
う
い
う
プ
レ
ー
こ
そ
日
生
が
長
く
待

３７‐４３
棚
郭
枠
¨
瑯

打
打
浜
２
５
１

計
塁
塁

電ヽ
電
電

三
三
井
　
２
４

▽
▽
松
策
日
日

望
し
て
い
た
も
の
で
貴
重
な
意
欲
の
あ
ら
わ
れ

だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（手
塚
）

佐
々
木
、
好
投
実
ら
ず

日
　
本
　
石

∞
¨
∞
∞
∞
∞
Ю
Ю
‐ ２
一３ ４

題
電

北

海

道

【評
】
日
石
は
二
回
一
死
二
、
三
塁
の
チ
ャ
ン

ス
で
藤
が
中
前
ヘ
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
し
て
２

点
を
先
取
し
た
。
し
か
し
四
回
か
ら
代
わ
っ
た

佐
々
木
投
手
の
好
投
に
あ
っ
て
そ
れ
以
後
な
か

な
か
追
加
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
佐
々
本
は
内
外
角
の
低
日
に
タ
マ
を
集
め

ほ
と
ん
ど
内
野
ゴ
ロ
に
打
ち
と
る
と
い
う
す
ば

ら
し
い
力
投
ぶ
り
だ
っ
た
。
こ
の
佐
々
本
の
好

投
に
電
電
も
ふ
る
い
立
ち
後
半
は
毎
回
の
よ
う

に
好
打
し
て
日
石
を
脅
し
た
。
そ
し
て
七
日
佐

々
木
、
松
尾
弟
の
ヒ
ッ
ト
で
１
点
、
人
口
に
は

内
野
安
打
の
々
田
が
二
盗
し
た
あ
と
山
本
が
中

前
へ
好
打
し
て
つ
い
に
同
点
と
し
た
。
し
か
し

さ
す
が
に
日
石
で
あ
る
。
九
回
福
田
、
浜
村
と

連
続
長
短
打
し
五
十
住
の
好
打
で
２
点
を
リ
ー

ド
し
て
押
し
切
っ
た
。
日
石
の
底
力
の
勝
利
と

い
っ
て
よ
い
。
電
電
は
最
終
回
に
も
四
球
と
高

野
、
松
井
の
ヒ
ッ
ト
で
１
点
を
ば
ん
回
、
最
後

ま
で
く
い
下
が
る
ね
ば
り
を
み
せ
た
が
、
松
井

の
ヒ
ッ
ト
を
中
堅
手
が
ハ
ン
ブ
ル
す
る
間
に
一

塁
か
ら
高
野
も
一挙
本
塁
を
つ
い
て
普
し
く
も

ア
ウ
ト
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
最
後
ま
で

日
石
を
苦
し
め
た
電
電
の
善
戦
は
称
質
さ
れ
よ

つ̈
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
尾
）

▽
第
五
日

→
じ

日
鉱
佐
賀
関

ト
ヨ
タ
自
動
車

∞
。 ‐
∞
∞
∞
∞

０ ‐
∞
０ 。
一〇 ２

い
す
ゞ
自
動
車∞

Ю
∞
∝
∞
∞
∞
Ю
∞
‐ 。
一３ ２

不
　
二
　
越

▽
本
塁
打
　
渡
辺
（増
淵
）
▽
三
塁
打
　
吉
田
英
、
角
田
▽
二
塁
打
　
田
員
、
北
村
▽
三
振
い
３
高

７
▽
四
球
い
５
高
５
▽
失
策
い
１
高
３

▽
二
塁
打
　
角
田
、
沢
井
、
小
林
、
和
旧
▽
失
策
　
い
１
▽
三
振
　
い
１
不
５
▽
四
球
　
い
６
不
２

言+  2920
▽二塁打浜野、
植田、山下▽失
策  日 2▽振 3
球 6▽振 3球 0
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日 石 打安点
8らモ  オ寸6 1 1
3吾十攘82ち7今  西 31 16村  橋 521
&寄 雪233
出嚢 ヨ188
?笠 碧ZI♀

言+ 441812

影亀[「「
1不 霜li!
1畿弓梁388
胃宗黒166

言+ 3593
▽三塁打 前 田
広瀬、長野 、栗
橋、植 田▽二塁
打 立石、浜村、
松 力K、  機 、 フヽ
瀬 、 栗 橋 ▽ 犠 打
石 1生 1

▽
本
塁
打
　
植
田
▽
三
塁
打
　
近
藤
▽
二
塁
打
　
横
田
▽
三
振
不
６
日
１
▽
四
毬
（
１
日
６

田鋳ぼ炒帥　∝０。∞∞釧∞‐。０。０４一‐８

不
二
越
涙
の
む

∞∞∞∞∞∞２‐∞Ｈ一３２

【評
】
不
二
越
は
奮
戦
し
た
が
九
回
要
つ
い
に

戻
を
の
ん
だ
。
近
藤
の
放
っ
た
右
中
間
三
塁
打

に
つ
く
小
森
の
三
遊
間
内
野
安
打
で
幕
に
な
っ

た
が
、
二
死
の
と
た
ん
場
ま
で
も
つ
れ
て
い
っ

て
延
長
戦
の
望
み
を
つ
な
が
せ
た
あ
た
り
、
観

衆
を
わ
き
立
た
せ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
両
軍
秘

術
を
尽
し
て
の
応
酬
だ
っ
た
。
宮
袋
の
好
投
で

六
回
ま
で
３
安
打
し
か
打
で
な
か
っ
た
日
生

は
、
リ
ー
ド
を
許
す
ま
い
と
し
て
好
投
の
小
弓

場
を
七
回
高
畑
に
代
え
た
が
、
横
田
に
二
塁
打

さ
れ
て
不
二
越
が
先
行
、
そ
の
裏
日
生
も
代
打

の
切
り
ふ
だ
植
田
を
二
死
二
塁
に
起
用
し
て
勝

負
に
出
る
と
、
こ
れ
が
逆
転
の
左
越
え
２
ラ
ン

・
ホ
ー
マ
ー
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
日
生
は
逃
げ

込
み
に
懸
命
と
な
っ
た
が
、
九
回
不
二
越
は
二

大
か
ら
同
点
と
し
た
。
そ
の
用
兵
、
肉
薄
ぶ
り

日不
本 _
生 ~
命 越

▽
失
策
　
石
１
（今
西
）
生
３
（山
下
、
浜
野
、
近
藤
）
▽
残
塁
　
石
Ｈ
生
５
▽
併
殺
　
生
２

◇
…
準
　
決
　
勝
…
◇

は
な
か
な
か
栗
断
で
日
生
も
防
戦
に
曜
起
と
な

っ
た
が
、
そ
の
要
、
地
力
を
出
し
、
近
藤
が
有

中
間
三
塁
打
し
て
勝
利
へ
の
ク
サ
ビ
を
打
ち
込

ん
だ
。
不
二
越
も
日
生
も
と
も
に
勝
て
る
チ
ャ

ン
ス
は
他
に
あ
っ
た
が
、
走
塁
が
も
う
一
つ
て

あ
っ
た
の
と
バ
ン
ト
が
的
確
で
な
か
っ
た
た
め

決
め
手
を
欠
い
た
の
は
僣
し
ま
れ
る
。
し
か

し
、
自
熱
し
た
好
試
合
で
あ
っ
た
。
た
だ
熱
狂

し
た
フ
ァ
ン
が
ジ
ュ
ー
ス
ビ
ン
を
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
投
げ
込
ん
で
後
味
の
悪
さ
を
残
し
た
の
は
い

た
だ
け
な
い
。
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
な
い
フ
ェ
ア

回
園
蝙
靱

（日
石
）

▽
首
位
打
者
賞
＝
広
瀬
幸
司
捕
一士
（日
石
）

２２
打
数
、
１０
安
打
、
塁
打
２０
、
打
点
６
、

打
率
４
割
５
分
４
回

▽
致
闘
賞
＝
浜
野
正
之
助
内
野
手
（日
生
）

な
お
打
数
不
足
な
か
ら
５
割
７
踵
を
打

った
不
二
越
、
小
林
選
手
に
打
撃
賞
が
贈

ら
れ
た
。

な
声
援
こ
そ
の
ぞ
ま
し
い
も
の
だ
。

（手
塚
）

▽
‥
決
　
　
勝
…
△

日
本
石
油

日
本
生
命

【評
』
日
石
の
″殺
人
打
線
〃
が
爆
発
し
た
。

‐８
安
打
、
し
か
も
長
打
８
本
と
胸
の
オ
４く
よ

う
な
健
棒
を
発
揮
し
て
快
勝
し
た
。
と
く
に
四

回
は
立
石
の
二
塁
打
か
ら
浜
村
、
五
十
住
、
広

瀬
、
今
西
と
長
短
打
５
本
を
連
発
す
る
と
い
う

す
さ
ま
し
さ
だ
っ
た
。
い
′゙
り
日
生
の
高
畑
投

手
が
不
調
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
恐
る
べ
き
打

練
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

と
く
に
新
入
広
瀬
（法
大
）
浜
村
（慶
大
）

の
二
人
の
活
躍
は
目
ざ
ま
し
か
っ
た
。
二
人
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昭
和
二
十
四
年
に
結
成
さ
れ
た
社
会
人
野
　
　
　
ち
ょ
う
と
こ
の
こ
ろ
、
去
る
十
二
月
三
日
　
　
で
す
が
、
プ
ラ
ン
デ
ー
ジ
ー
Ｏ
Ｃ
会
長
と
の
　
Ш

球
協
会
も
、
第
十
七
年
目
の
新
年
を
迎
え
ま
　
　
に
熱
海
で
開
催
さ
れ
た
全
国
理
事
会
で
、
青
　
　
歓
談
内
容
か
ら
み
て
も
、
前
途
は
遠
い
よ
う
　
Ш

し
た
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
幾
多
の
苦
難
　
　
木
会
長
が
ご
挨
拶
の
中
で
の
べ
ら
れ
た
世
界
　
　
な
こ
の
と
き
に
、
世
界
大
会
の
希
望
が
生
ま
　
Ш

時
代
の
思
い
出
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
と
同
時
　
　
大
会
の
構
想
は
、
ま
さ
に
グ
ッ
ド
・
タ
イ
ミ
　
　
れ
て
き
た
こ
と
は
誠
に
ご
同
慶
に
堪
え
な
い
　
Ш

に
忘
れ
得
な
い
嬉
し
さ
、
懐
し
さ
も
思
い
だ
　
　
ン
グ
と
申
し
あ
げ
て
歓
迎
し
、
何
は
お
い
て
　
　
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ш

さ
れ
て
参
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
、
そ
の
実
現
に
努
力
を
い
た
し
た
い
と
覚
　
　
　
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
明
年
は
都
市
対
抗
の
　
呻

協
会
創
設
以
来
、
文
字
と
お
り
の
粉
骨
砕
　
　
語
の
程
を
き
め
た
次
第
で
す
。
過
去
に
お
い
　
　
優
勝
チ
ー
ム
を
中
南
米
諸
国
へ
遠
征
さ
せ
る
　
帥

身
、
今
日
の
協
会
の
基
礎
を
お
つ
く
り
に
な
　
　
て
三
回
開
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
の
世
界
大
会
　
　
計
画
が
着
々
進
ん
で
お
り
、
そ
の
実
現
も
間
　
‐‐‐‐‐

っ
た
宮
原
初
代
会
長
も
、
野
球
の
神
様
と
ま
　
　
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
厚
い
友
情
と
多
大
の
儀
　
　
違
い
な
く
、　
一
九
六
五
年
と
一
九
六
六
年
は
　
Ш

で
の
代
名
詞
で
賛
え
ら
れ
た
小
野
副
会
長
も
　
　
性
の
も
と
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
　
　
社
会
人
野
球
協
ズ家
に
と
っ
て
、
前
代
未
間
の
　
‐‐‐‐‐‐

ま
た
大
御
所
的
な
存
在
で
あ
っ
た
桜
井
弥
一　
　
時
は
組
織
も
不
充
分
で
経
費
も
殆
が
寄
附
で
　
　
に
し
い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　
Ш

ば需謀　希望と目的へ前進　　　一洒轍燕鸞

錫
瑾
箋
　
　
　
　
常鐘
事
本
田
竹
蔵
　
噸解
誇
」儒

・　
で
は
活
達
気
鋭
の
青
木
会
長
の
ご
指
導
の
も
　
　
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
模
様
で
、
中
断
さ
れ
た
　
　
と
き
め
か
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
¨

一　
と
で
、
そ
の
基
盤
を
ま
す
ま
す
強
固
に
か
た
　
　
原
因
も
そ
の
辺
に
あ
った
も
の
と
推
察
さ
れ
　
　
　
こ
の
よ
う
な
隆
盛
ム
ー
ド
の
際
は
な
お
さ
　
Ш

一　
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
し
か
し
今
回
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　
　
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
の
常
に
心
し
な
く
で
は
な
　
剛

一　
　
い
ま
さ
ら
申
し
の
べる
ま
で
も
な
ノく、
協
　
　
て
集
ま
ら
れ
た
各
国
の
代
表
者
を
、
青
木
会
　
　
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
前
記
の
世
界
大
　
剛

一　
会
の
使
命
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
わ
　
　
長
自
ら
招
待
さ
れ
て
懇
談
し
、
大
方
の
質
同
　
　
会
の
如
き
企
画
は
ア
マ
チ
ュア
の
分
野
に
お
　
Ш

一　
れ
わ
れ
の
企
画
す
る
事
業
を
隆
盛
な
ら
し
む
　
　
を
得
て
一応
の
構
想
が
ま
と
ま
った
の
で
あ
　
　
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
最
　
剛

一　
る
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
希
望
は
、
よ
り
高
　
　
り
ま
し
て
、
一九
六
六
年
に
ハ
ワ
イ
で
第
一　
　
終
的
に
は
ア
マ
チ
ュア
・リ
ズ
ム
の
確
立
を
　
Ш

一　
度
な
も
の
に
推
し
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
　
　
回
大
会
を
開
催
す
る
旨
が
公
表
さ
れ
た
の
で
　
　
よ
り
厳
粛
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
意
議
　
Ш

一　
ん
。
都
市
対
抗
や
各
種
公
認
大
会
は
現
状
で
　
　
あ
り
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ック
に
野
球
の
　
　
を
存
し
な
く
な
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
ｍ

一　
満
足
す
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
か
。
も
っと
幅
　
　
デ
レ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・グ
ー
ム
を
行
な
い
ま
し
　
　
　
会
員
諸
君
、
協
会
の
一員
と
し
て
、
こ
の
　
ｍ

一　
広
′ヽ
、
内
容
の
充
実
を
は
か
る
べ
き
だ
と
の
　
　
た
所
以
も
次
期
メ
キ
シ
ョ
大
会
へ正
式
種
目
　
　
鐸
か
し
い
希
望
と
目
的
に
向
か
って
勇
往
運
　
Ш

一　
声
も
間
か
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
参
加
し
た
い
準
備
工
作
で
あ
った
の
　
　
進
い
た
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
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と
も
毎
ゲ
ー
ム
、
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
を
皮

ち
、
確
か
に
日
石
の
新
威
力
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
栗
橋
、
前
田
の
若
手
が
伸
び
て

き
た
の
も
心
強
い
。

日
生
は
エ
ー
ス
の
高
畑
の
不
調
が
た
た
っ
た
。

こ
の
日
は
大
敗
し
た
が
、
テ
ー
ム
に
粘
り
が
出

て
き
た
感
じ
。

な
お
、
今
大
会
で
は
地
元
の
不
二
越
を
は
じ

め
日
鉱
佐
賀
関
、
高
崎
鉄
道
、
電
電
北
海
道

の
新
鋭
チ
ー
ム
の
活
躍
か
め
だ
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
チ
ー
ム
の
健
闘
で
内
容
の
充
実
し

た
好
ゲ
ー
ム
が
多
か
っ
た
。
（松
尾
）

言「  361451

躙水 原國山 岸
【電】301050

振球痰盗残併
【東】521262

投
。
８‐
球
目
を
彦
田
に
三
遊
間
安
打
を
許
し
た

あ
と
、
最
終
回
徳
連
に
左
中
間
二
塁
打
さ
れ
た

２
本
だ
け
で
完
封
勝
ち
し
た
。

印
』
が
絶
∞
Ｏ 。
¨
∞
∞
∞
∞
∞
Ю
一̈

口
通
は
三
回
二
死
後
、
三
塁
強
奎
安
打
の
山

本
を
竜
山
の
左
越
え
二
塁
打
で
還
し
、
村
木
の

中
越
え
三
塁
打
で
竜
山
も
迎
え
て
２
点
を
奪
っ

た
。
そ
の
後
は
児
玉
、
小
泉
、
加
藤
の
好
リ
レ

ー
に
追
加
点
を
は
ば
ま
れ
て
い
た
が
、
四
回
か

ら
登
板
し
た
件
い
が
会
心
の
ビ
ッ
チ
ン
グ
を
見

せ
て
い
た
の
で
少
し
の
不
安
も
感
じ
ら
れ
な

い
。
佐
曝
は
ま
た
一―‐‐―
り
大
き
く
な
り
、
ウ
エ

ー
ト
を
十
分
に
乗
せ
て
の
速
球
と
落
ち
る
球
に

威
力
が
あ
っ
た
）
本
人
は
「六
分
程
度
の
で

き
一
と
い
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
本
当
だ
と
し

矢
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０

点
０
１
０
１
０
５
０
２
０
０
２
０

安
０
３
０
２
２
３
１
４
２
１
１
２

打
０
５
１
６
６
６
４
５
３
２
５
５

器
山
門
内
田
予
野
辺
米
田
井
島
部

楽
　
ス

合
岸
佐
堀
養
向
谷
波
久
園
細
小
阿

河
７
７
Ｈ７
４
９
８
６
３
５
５
２
１

▽
木
塁
打
　
久
米
（磯
田
）
谷
野
（河
本
）
▽
三
墨
打
　
小
島
、
谷
野
▽
二
塁
打
　
同
部
、
徳
連

日
通
浦
和
が
初
優
勝

決勝
佐
藤
、田
中
で
積
水
か
わ
す

（盟
遷
）
定
ど
お
り
二
十
七
日
決
勝
戦
が

▽
第
一日
の
じ

▽
一回
戦

競
匹
輝
鞭
　
∞
４ 。
∞
“
釧
∞
∞
‐ 。
Ｘ 。
一‐０５

前
年
度
優
勝
の
東
レ
は
三
回
ま
で
に
三
塁
打

３
、
二
塁
打
２
本
を
ふ
く
む
９
安
打
９
打
点

失
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０

占
い０
０
０
０
１
１
２
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
１
１
１
２
３
２
１
２
０
０
０
０
０
０
０
１
０

打
３
２
４
４
４
４
４
４
３
０
０
１
０
０
１
１
１

越
沢
本
谷
沢
上
田
林
旧
田
鶉
田
佐
岸
野
島
瀬
林

信電
三
橋
渋
深
富
原
平
角
樋
魚
飯
伊
山
浦
藤
柳
向

電
７
８
８７
９
３
２
４
６
５
１
ｌ
Ⅲ
ｌ
ｌ
ＰＨ
ｌ
剛

大
昭
和
も
軽
く
王
子
を
下
す

行
な
わ
れ
た
。
決
勝
戦
は
日
通
―
積
水
の
間
で

争
わ
れ
た
が
、
日
通
が
、
竹
之
内
の
ホ
ー
ム
ラ

ン
な
ど
ふ
く
む
１３
安
打
を
放
っ
て
４
１
２
で
快

勝
、
初
優
勝
を
遂
げ
た
。

な
お
最
高
殊
勲
選
手
に
佐
藤
昭
投
手
（日

通
）
が
選
ば
れ
た
。

と
、
全
く
ム
ダ
が
な
い
。

と
こ
ろ
が
二
年
連
続
最
高
殊
勲
賞
に
卸
い
て

い
る
先
発
西
川
（旧
姓
水
橋
）
は
四
口
に
ポ
ー

ル
が
上
ず
り
長
短
連
続
５
安
打
を
喫
し
て
４
点

を
奪
わ
れ
た
。
五
日
か
ら
登
板
の
水
原
も
富
上

に
適
時
打
さ
れ
て
１
点
の
追
加
を
許
し
た
か
大

一５２３０５‐００５２‐０̈２０００３‐００２‐２０‐０００４２‐０４２２０３‐‐０一３７‐３‐００ｍ」ヽ青木、瀬

一〔﹇５金‐‐‐̈̈一「『９岸．本̈̈一計̈̈
一『

量
点
が
も
の
を
い
っ
た
。

電
電
も
安
打
数
で
は
東
レ
を
上
回
っ
て
い
た

が
、
く
り
出
し
た
投
手
の
う
ち
柳
瀬
を
除
く
四

投
手
が
、
い
ず
れ
も
悪
く
火
に
油
を
そ
そ
ぐ
結

果
と
な
り
、
東
レ
に
全
員
安
打
（先
発
メ
ン
バ

ー
）
の
記
録
を
与
え
た
。

矩
昨
祗
鰹
編
３ ２
∞
∞
Ю
Ю
∞
∞
∞
Ю
一５ ２

大
昭
和
の
先
発
渡
辺
は
バ
ッ
ク
に
足
を
引
っ

張
ら
れ
て
初
口
に
２
点
を
失
っ
た
が
、
そ
の
要

す
か
さ
ず
逆
転
し
た
ｃ

佐
野
、
玉
置
の
ヒ
ッ
ト
エ
ン
ド
ラ
ン
に
よ
る

一死
一、
三
塁
の
あ
と
、
山
崎
の
中
前
々
打
と

二
死
満
塁
か
ら
中
村
の
死
球
で
押
し
出
し
、
な

お
も
高
島
の
内
野
ゴ
ロ
で
３
点
を
あ
げ
た
。

大
昭
和
は
四
、
五
回
に
も
米
倉
、
高
島
の
適

時
打
で
そ
れ
ぞ
れ
１
点
を
加
え
た
。

立
ち
上
が
り
気
を
吐
い
て
い
た
王
子
も
、
二

回
か
ら
は
金
沢
の
速
球
と
シ
ュ
ー
ト
を
打
ち
あ

ぐ
み
、
３
安
打
散
発
に
終
わ
っ
た
っ

▽
二
回
戦

割
酷
軽
略
∞
∞
∞
０ ２
∞
∝
∞
∞
０ ９
一̈

春
の
県
下
大
会
で
優
勝
し
た
河
合
は
投
打
と

も
先
調
を
思
わ
せ
る
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ

た
。
２‐
安
打
、
谷
野
の
５
打
点
が
光
っ
た
。
四

回
久
米
が
１
１
０
後
の
真
ん
中
か
ら
内
角
へ
入

る
好
球
を
有
翼
場
外
に
２
点
本
塁
打
、
最
終
回

に
は
谷
野
の
有
翼
線
３
点
本
塁
打
な
ど
打
者
１３

人
８
安
打
と
大
量
９
点
を
加
え
る
一方
的
な
勝

負
と
な
っ
た
。

投
手
阿
部
は
シ
ュ
ー
ト
と
カ
ー
フ
を
こ
ま
か

く
投
け
分
け
て
七
日

一死
ま
で
無
安
打
の
快

▽
三
塁
打
村
木
▼
二
塁
打
近
帳
、
高
田
、
竜
山

日本社会人野球協会会報

東
ン
事
全
員
安
打
曇
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た
ら
好
調
時
の
ビ
ッ
チ
ン
グ
が
大
い
に
楽
し
め
　
　
る
．

電
化
、熊
谷
を
大
破

河
内
が
３
安
打
に
お
さ
え
る

佐
々
木
、
矢
島
、
藤
枝
、
□
岡
部
國
吉
川

▽
第
二
日
翁
じ

▽
二
回
戦

電
気
化
学

０
６
０

熊
　
谷
　
組
　
○
○
○

電
化
は
二
回
無
死
連
続
５
安
打
を
ふ
く
む
打

者
一
巡
の
７
安
打
て
大
量
６
点
を
奪
っ
た
。
熊

谷
の
エ
ー
ス
藤
津
は
２
ス
ト
ラ
イ
ク
を
取
り
な

が
ら
き
め
球
に
欠
け
て
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
回
７
安
打
の
う
ち
五
本

ま
で
が
ポ
テ
ン
・
ヒ
ツ
ト
と
い
う
不
運
に
泣
い

た
。
こ
の
大
量
失
点
に
も
め
げ
ず
熊
谷
は
し
つ

よ
う
に
住
い
下
が
っ
た
が
、
練
習
不
足
に
よ
る

も
の
か
河
内
の
カ
ー
プ
か
ら
決
定
打
を
奪
え
ず

９
残
塁
を
記
録
す
る
番
狂
わ
せ
と
な
っ
た
。
電

化
は
エ
ー
ス
平
野
（現
大
洋
）
を
失
っ
て
投
手

陣
の
弱
体
を
思
わ
せ
た
が
、
こ
の
１
勝
で
河
内

が
自
信
を
つ
け
た
の
は
大
き
な
福
音
と
な
ろ

（稲
葉
）

一つ
。

醐
本
励
―
酪
イ
軒
∞
‐ 。
‐ 。
∞
∞
∞
Ю
∞
Ю
一６ 。

西
濃
は
二
回
武
田
が
０
１
２
後
の
好
球
を
の

が
さ
ず
、
左
中
間
１１５
房
は
ゆ
う
に
あ
る
先
制
ホ

ー
マ
ー
し
て
優
位
に
立
っ
た
。
三
回
に
は
新
人

柴
垣
の
安
打
と
２
四
球
か
ら
二
死
満
呈
の
あ
と

本
多
の
死
球
で
押
し
出
し
。
終
盤
七
、
人
口
に

は
久
保
回
、
本
多
の
適
時
打
で
４
点
を
加
え

た
。
こ
の
り
―
ド
点
で
松
村
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
は

さ
え
た
。
速
球
に
加
え
て
制
球
力
が
よ
く
（１

四
球
）
４
安
打
散
発
の
完
封
勝
ち
。

静
脚
秒
町
斡
　
∞
０ ‐
∞
∞
２ ‐
∞
∞
Ю
Ю
一６ ２

前
半
は
い
す
ゞ
の
ベ
ー
ス
だ
っ
た
。
二
回
に

石
川
の
通
時
打
、
五
国
に
連
続
２
本
の
三
塁
打

で
一時
は
１
１
０
と
優
位
に
立
っ
た
。
し
か
し

中
盤
以
後
は
さ
す
が

″昨
夏
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

失
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
０

点
０
１
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
１
２
３
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１

打
５
５
３
２
３
３
４
３
２
０
１
１
２

産
島
口
井

仲
崎
田
井
可
藤
川

森
川
島

日
好
酬
仲
辟
蹴
師
林
蛾
麟
脚

ＰＨ
嗜
は

▽
二
塁
打
松
本
、
中
井
、
松
永
２
、

ン
″
積
水
ら
し
い
う
ま
い
試
合
運
び
を
見
せ
て

ア
ッ
サ
リ
逆
転
し
た
。

積
水
は
五
回
中
国
の
左
前
二
塁
打
を
足
場
に

上
日
の
二
塁
強
性
、
四
球
か
ら
無
死
満
塁
の
あ

と
堀
田
、
萩
原
の
押
し
出
し
て
労
せ
ず
し
て
同

点
と
し
た
。
以
後
エ
ー
ス
堤
を
送
リ
マ
イ
・
ペ

ー
ス
。

そ
し
て
六
回
堀
田
、
藤
本
の
適
時
打
で
３
点

を
加
え
大
勢
を
決
し
た
。

積
水
は
中
田
が
チ
ャ
ン
ス
・
メ
ー
カ
ー
と
な

り
、
下
位
の
堀
田
、
藤
本
の
有
効
打
で
迎
え
入

れ
る
相
変
わ
ら
ず
の
う
ま
い
試
合
運
び
だ
っ

た
。▽

第
二
日
２
３

▽
二回戦

東
レ

滋

賀
Ｏ
０
３
　
２
１
０

０
０
０
　
１
０
１

サ
ッ
木
ロ
ピ
ー
ル

（八
ロ
コ
ー
ル
ド
）

一
年
間
の
休
部
か
ら
復
活
し
た
サ
ッ
ポ
ロ
ビ

印
癖
聯
『
獅
２ ２
い
∞
∞
Ю
∞
０ ‐
∞
¨
一５ ４

今
大
会
屈
指
の
好
試
合
と
い
え
よ
う
。
両
チ

ー
ム
と
も
″切
り
札
″
と
な
る
投
手
が
な
く
、

国
産
が
４
１
３
と
リ
ー
ド
し
て
迎
え
た
最
終

回
、
日
楽
は
代
打
藤
枝
が
左
越
え
二
塁
打
、
一

死
後
松
本
も
右
前
安
打
、
矢
野
が
敬
遠
で
歩
い

て
満
塁
。
こ
の
間
に
投
手
の
け
ん
制
恐
投
が
あ

る
な
ど
、
リ
ー
ド
し
て
い
た
日
産
が
追
わ
れ
る

立
場
と
な
っ
て
か
え
っ
て
浮
き
足
だ
っ
て
い

た
。満

塁
か
ら
岡
本
が
０
１
２
後
の
好
球
を
三
塁

手
右
を
痛
烈
に
破
る
殊
勲
打
し
て
日
楽
の
見
事

な
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。
　
　
（稲
薬
四
郎
）

―
ル
は
は
じ
め
て
の
公
認
大
会
出
場
。
夏
の
実

力
打
診
の
う
え
か
ら
興
味
を
持
た
れ
た
が
、
投

手
力
が
弱
く
八
回
コ
ー
ル
ド
の
大
敗
を
喫
し

た
。東

レ
は
二
回
を
除
く
毎
回
安
打
。
三
回
は
合

田
の
甲
越
え
三
塁
打
な
ど
で
３
点
。
四
回
に
は

伊
藤
の
適
時
打
で
２
点
と
肪
負
を
決
定
づ
け

た
。
サ
ッ
ボ
ロ
は
四
、
六
日
に
い
ず
れ
も
一凸
橋

の
適
時
打
で
計
２
点
を
返
し
た
が
、
こ
れ
と
て

も
投
手
西
川
か
四
回
二
の
腕
に
死
球
を
受
け
て

ピ
ッ
チ
ン
グ
に
狂
い
が
生
じ
た
か
ら
で
、
投
打

と
も
練
召
不
足
を
思
わ
せ
た
。

東
レ
は
終
盤
の
七
、
人
口
に
も
１０
安
打
７
点

の
ダ
メ
押
し
点
を
あ
げ
三
連
覇
へ
大
き
く
前
進

し
た
。

短
晦
暉
蠣
齢
５ ‐
∞
∞
３ 。
∞
∝
¨
一‐２２

（七
回
コ
ー
ル
ド
）

実
力
的
に
格
段
の
差
が
あ
り
、
大
昭
和
は
エ

ー
ス
金
沢
を
温
存
し
て
若
手
投
手
を
起
用
し
た

が
、
打
力
が
こ
れ
を
強
力
に
援
護
し
て
か
っ
こ

う
の
練
習
台
と
な
っ
た
。
金
指
は
初
回
川
島
の

ニ
ゴ
ロ
失
、
バ
ン
ト
の
あ
と
沢
入
の
一
塁
線
を

抜
く
二
塁
打
で
１
点
を
先
取
し
た
の
も
ツ
カ
の

間
、
そ
の
要
大
量
点
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

大
昭
和
は
初
回
長
短
３
安
打
と
３
死
球
か
ら
５

点
。
四
回
に
は
佐
野
の
左
翼
３
点
本
塁
打
、
七

回
に
は
一死
後
、
長
短
４
安
打
で
４
点
を
加
え

七
回
一死
後
コ
ー
ル
ド
と
な
っ
た
。

▽
準
々
決
勝

輌
給
藤
稲
∞
Ю
Ю
∞
Ｏ 。
Ю
∞
∞
Ｘ 。
一３ 。

二
回
戦
で
２
本
塁
打
な
ど
２‐
安
打
を
放
っ
た

河
合
も
、
日
通
佐
藤
に
押
え
ら
れ
完
敗
し
た
。

日
遍
は
二
回
に
小
川
、
竹
之
内
の
安
打
と
盗

塁
、
捕
手
の
け
ん
制
悪
投
を
織
り
ま
ぜ
て
１

点
。
三
国
に
は
中
越
え
三
塁
打
の
田
中
を
中
村

の
ス
ク
イ
ズ
で
迎
え
入
れ
て
２
点
を
リ
ー
ド
し

た
。こ

の
リ
ー
ド
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
通
先

発
の
田
中
は
不
安
定
。
四
回
一死
満
塁
の
ビ
ン

チ
で
佐
藤
に
マ
ウ
ン
ド
を
ゆ
ず
っ
た
。
佐
麟
は

こ
の
窮
地
を
園
田
を
シ
ュ
ー
ト
で
三
邪
飛
、
小

島
を
三
振
に
切
っ
て
取
る
好
投
を
見
せ
た
。
以

東
レ
、大
昭
和
と
も
圧
勝

○○OOOO
OOOO02
08

言+  279 5 2

:粟:番号巻碁拳:

畷
河
内
　
國
藤
津
▽
二
塁
打
　
河
野

0502
213
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号当
打

▽
本
塁
打
合
田
（大
島
）
▽
三
塁
打
合
日
、
岩
本
▽
二
塁
打
伊
藤
、
松
村
、
加
藤
、
岩
本
２
、
前
田

北
野
、
金
山
　
圏
西
川
□
角
原

２‐一鹸１０３０００００００２０００００３２‐０００００００００‐０

４
安̈
１
２
０
１
０
２
０
１
３
１
０
０
０
０
２

乖一瑠欄̈̈
躙̈綱囲躙

佐
野
（岩
崎
正
）
▽
三
塁
打
　
中
村
金
、
川
日
、
高
島
▽
二
塁
打
　
沢
入
、
富
山
、
高

▽
三
塁
打
田
中
▽
二
塁
打
園
田
、
佐
久
間
圏
佐
藤
販
阿
部

後
必
死
に
食
い
下
が
る
河
合
を
４
安
打
散
発
に

押
え
微
動
だ
も
し
な
か
った
。
こ
れ
で
日
通
は

▽
第
四
日
（２５日）

▽
準
々
決
勝

煉
昭‐′祀
鰈
敵
一
∞
∞
∞
‐。
∞
‐。
３。
０４
ＸＯ
一５４

昨
年
の
決
勝
カ
ー
ド
。

東
レ
は
エ
ー
ス
西
川
が
前
日
の
死
球
以
来
ど

第
九
回
大
会
以
来
三
年
ぶ
り
で
準
決
勝
に
進
出

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（稲
葉
　
四
郎
）

う
も
本
調
子
で
な
い
。
三
回
半
ば
か
ら
水
原
の

救
援
を
仰
い
だ
。
そ
の
水
原
に
大
昭
和
は
四
、

六
回
と
も
に
中
村
の
適
時
打
て
２
点
。
五
回
に

は
三
人
目
の
投
手
山
尾
か
ら
二
死
後
畠
山
の
左

翼
３
点
本
塁
打
で
５
１
０
と
リ
ー
ド
し
た
。

東
レ
は
八
回
よ
う
や
く
金
沢
を
と
ら
え
島

金
沢
鋤力
投
、東
ン
下
す

新
人
富
山
、殊
勲
の
３
ラ
ン

言+ 3013112
圏大森  国大石

:霙:舎巻寺巻辞
▽
本
塁
打
　
畠
山
（山
尾
）▽
三
塁
打
　
合
田
▽
二
塁
打
　
中
村
、
金
沢
、
伊
藤
　
圏
金
沢

▽
本
塁
打
武
田
（松
本
）
▽
二
塁
打
天
本
、
出
井
、
伊
沢
、
武
田
圏
的
場
國
河
内

終
回
の
決
勝
点
も
遊
撃
失
か
ら
生
き
た
颯
田
が

バ
ン
ト
で
送
ら
れ
、
本
田
の
中
前
安
打
で
よ
う

や
く
も
の
に
し
た
も
の
で
あ
った
。

得
点
に
こ
そ
な
ら
な
か
った
が
、
後
半
は
日

楽
が
堤
を
積
極
的
に
攻
め
、
三
度
得
点
圏
に
送

者
を
送
った
が
、
や
は
り
大
き
な
大
会
の
場
数

を
ふ
ん
で
い
る
堤
の
う
ま
さ
に
一月
す
か
し
を
食

わ
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
（稲
葉
　
四
郎
）

日通
決
勝
ス
ク
イ
ズ

▽
第
五
日
倉背
じ

中
部
社
会
人
野
球
連
盟
主
催
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ

ッ
ポ
ン
新
聞
社
後
援
、
第
十
二
回
選
抜
社
会
人

野
球
静
岡
大
会
五
日
目
の
二
十
六
日
は
、
午
前

九
時
か
ら
沼
津
市
営
球
場
で
、
準
決
膀
日
本
通

運
―
大
昭
和
製
紙
の
試
合
が
行
な
わ
れ
、
延
長

十
一回
２
１
１
で
日
本
通
運
が
勝
ち
決
勝
戦
に

進
出
し
た
。

な
お
準
決
勝
第
二
試
合
は
降
雨
順
延
。

▽
準
決
勝

却
鴎
稽
脚
鰤
∞
∞
‐ 。
∞
∞
∞
０ ‐
∞
∞
∞
０ ‐
一‐ ２

日
通
の
佐
藤
、
大
昭
和
の
金
沢
両
エ
ー
ス
と

言+  33106 0
【電】541371

振球犠盗残併
【西】620340 彎【大】fTです菅T

村
、
伊
藤
、
青
木
、
合
日
の
長
短
４
安
打
で
、

４
点
を
返
し
そ
の
差
１
点
と
違
い
あ
げ
た
が
、

あ
と
一発
が
出
ず
１
点
差
に
泣
い
た
。

大
昭
和
は
体
養
十
分
の
金
沢
の
力
投
と
新
人

畠
山
の
価
千
金
の
３
点
本
塁
打
で
昨
年
の
優
勝

戦
を
雪
辱
し
た
。

西
濃
、再
度
の
逆
転

醜
飾
靴
鱒
　
∞
０３
∞
４。
∞
０２
‐０
２。
Ｘ。
一７５

電
化
は
再
度
の
先
行
も
む
な
し
く
終
盤
幽
濃

の
執
よ
う
な
食
い
下
が
り
に
あ
って
逆
転
負
け

し
た
。

電
化
は
下
位
打
者
の
適
時
打
で
先
手
先
手
と

優
位
に
立
って
い
た
が
、
西
濃
も
す
ぐ
違
っか

け
る
好
試
合
。

八
回
蔵
田
の
３
点
本
塁
打
と
敵
失
で
４
点
。

七
回
伊
沢
の
右
翼
線
二
塁
打
で
５
１
５
の
振
り

出
し
に
も
と
し
、
八
回
ま
た
も
武
田
の
殊
勲
打

で
勝
ち
越
し
た
。

こ
れ
で
武
田
は
二
試
合
で
５
打
点
を
記
録
す

る
大
活
躍
。

電
化
は
外
野
手
の
弱
同
が
大
災
い
と
な
って

い
た
。

晴
林
靴
粋
∞
０‐
∞
∞
∞
‐。
０。
∞
∝
一‐２

積
水
も
六
回
に
代
打
苅
和
に
同
点
本
塁
打
さ

れ
て
か
ら
は
気
分
的
に
あ
せ
り
が
出
た
の
か
、

攻
撃
が
チ
ク
ハ
ク
だ
った
。
特
に
八
回
無
死
瀬

一Ｆ
口
が
左
中
間
二
塁
打
し
た
が
、
南
の
強
攻
策

で
ダ
ブ
ら
れ
る
な
ど
、
い
つ
も
の
足
て
か
き
ま

わ
す

積
水
野
球
は
見
ら
れ
な
か
た

最

品殊
=す
奢容6中  村 5100

:景 基:|||7武  田 2000
V房之喬Z668
爆百il!l
l佐  藤 4000
言+ 397 2 0

大昭和 打安点失
9'Il 口 42005佐  野 5210
:吾崎歴8688
]詈 喜]|||
PH村 瀬 1100
1金  沢 3000
T婁 轟 1989

計  4Hl1 2
▽二塁打安藤
□佐藤四金沢
【日】111161

振球犠盗残併
【大】6302100

▽
本
塁
打
　
苅
和
（巣
山
）
▽
二
塁
打
　
池
野
、
萩
原
２
、
瀬
戸
口
　
圏
堤
回
岡
部

[習:参番中参巻辛
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日通浦和 4-2積 水化学

27日  (決lII戦 )

日 通 打得安点振球犠盗失9山  本 501020000
6新  井 000000000
64近  藤 402001011
4竜  山 402010010
6中  村 100000000
3村  木 412021000
8小  銅 301000201
7武  田 300010000
田 永  野 100000000
7戸 塚 looolo00o
5竹 之内 532100000
2荒  井 502110ooo
l 佐  藤 300000000
1田  中 101000000

も
要
所
を
押
え
る
力
投
で
大
会
初
の
延
長
戦
と

な
っ
た
。
大
昭
和
が
言一回
に
左
前
テ
キ
サ
ス

（二
塁
打
）
の
安
藤
を
佐
野
が
適
時
打
し
て
先

制
点
を
も
の
に
し
た
が
、
日
通
も
七
回
代
打
戸

塚
の
中
前
安
打
で
同
点
と
な
っ
た
。

横
な
ぐ
り
の
風
と
時
々
見
舞
ラ
小
雨
で
佐
藤

は
得
意
の
カ
ー
ブ
、
金
沢
は
シ
ュ
ー
ト
が
思
ラ

よ
う
に
決
ま
ら
な
い
。

延
長
十
一回
日
通
は
、
山
本
が
三
遊
間
を
襲

っ
た
。
遊
撃
安
藤
が
よ
く
止
め
た
が
、
一
塁
ヘ

悪
投
し
て
二
進
、
中
村
の
遊
撃
強
襲
安
打
で
無

死
一、
三
塁
。
近
藤
が
２
１
１
か
ら
意
表
を
つ

く
ス
ク
イ
ズ
を
決
め
て
勝
ち
越
し
点
と
し
た
。

大
昭
和
も
佐
藤
を
積
極
的
に
攻
め
九
回
二
死

一
、
二
塁
の
好
機
も
打
者
金
沢
で
生
か
せ
な

い
。
十
一回
裏
に
は
二
死
後
一、
二
塁
と
好
機

を
迎
え
、
代
打
村
瀬
が
右
前
安
打
し
た
が
、
三

塁
コ
ー
チ
が
本
塁
突
人
を
制
止
す
る
消
極
さ
か

ら
み
す
み
す
同
点
機
を
逸
し
た
の
は
僣
し
ま
れ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（稲
業
　
四
郎
）

▽
第
六
日

（２７
３

中
部
社
会
人
野
球
連
盟
主
催
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ

ッ
ポ
ン
新
聞
社
後
援
の
第
十
二
回
選
抜
社
会
人

野
球
静
岡
大
会
最
終
日
の
二
十
七
日
は
、
午
前

十
時
な
ら
沼
津
市
営
球
場
で
準
決
勝
残
り
一
試

合
に
引
き
続
き
決
勝
戦
が
行
な
わ
れ
た
。

中
止
池

▽
決
勝

細
赫
鋪
『

∞
０‐
∞
∞
０２
２。
∞
∞
０‐
一２４

日
通
は
昨
夏
の
最
高
殊
勲
選
手
で
あ
る
堤
を

打
ち
込
ん
で
堂
々
の
初
優
勝
を
と
げ
た
。
堤
は

こ
の
試
合
に
備
え
て
準
決
勝
戦
の
登
板
を
さ
し

控
え
て
は
い
た
が
、
立
ち
上
が
り
か
ら
球
が
走

ら
な
い
。
得
意
の
ア
ウ
ト
・
コ
ー
ス
に
沈
む
球

が
う
わ
ず
っ
て
い
た
。

二
回
に
一
死
後
竹
之
内
、
荒
井
と
連
安
打
、

そ
の
あ
と
佐
藤
の
一打
は
ニ
ゴ
ロ
の
併
殺
打
か

と
思
わ
れ
た
が
、
こ
れ
を
南
が
ト
ン
ネ
ル
し
て

日
通
は
１
点
を
拾
っ
た
。
五
回
に
も
中
前
安
打

の
村
本
を
バ
ン
ト
で
送
り
、
竹
之
内
の
三
ゴ
ロ

は
ま
た
も
大
策
を
呼
ん
で
１
点
、
次
い
で
荒
井

の
左
翼
線
二
塁
打
が
出
て
こ
の
回
２
点
を
加
え

た
。好

投
手
堤
に
五
回
ま
で
毎
回
安
打
の
１０
本
、

さ
す
が
の
堤
も
球
数
が
多
く
、
五
回
を
終
わ
っ

て
８９
球
ｏ
六
回
か
ら
巣
山
の
救
援
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。

一
方
、
日
通
の
佐
藤
は
五
回
一死
ま
で
ノ
ー

・
ヒ
ッ
ト
。
六
回
冒
に
左
一削
安
打
さ
ア
、
中

田
の
投
ゴ
ロ
で
佐
藤
が
二
封
を
は
か
っ
て
二
塁

に
投
げ
た
球
が
中
前
へ
抜
け
て
（二
塁
手
の
大

策
）
無
死
一、
三
塁
。
こ
の
あ
と
上
田
の
中
犠

飛
と
長
の
中
前
適
時
打
で
２
点
を
返
し
、
そ
の

差
１
点
と
し
た
。

後
半
に
当
た
り
が
出
て
き
て
い
た
だ
け
に
、

積
水
の
反
撃
が
期
待
さ
れ
た
が
、
六
回
な
か
ば

か
ら
救
援
し
た
田
中
の
速
球
に
反
撃
を
断
た
れ

た
。日

適
は
最
終
回
二
死
後
、
竹
之
内
の
大
会
９

本
目
の
本
塁
打
が
と
び
出
し
て
引
き
離
し
、
優

勝
を
決
定
つ
け
た
。

【個
人
賞
】
▽
最
高
殊
勲
選
手
　
佐
藤
昭
投

手
（日
通
）

▽
首
位
打
者
賃
　
武
田
保
外
野
手
（西
濃
Ｈ
ｌ２

打
席
、
８
打
数
５
安
打
、
５
打
点
、
六
割
二
分

五
厘
）

▽
敢
闘
賞
　
巣
山
幸
男
投
手
（積
水
）

▽
優
秀
監
督
賞
　
稲
架
誠
治
（日
通
）
浜
田
一

男
（積
水
）

▽
準
決
勝

櫛
爆
健
ｈ
　
Ｏ 。
０ ‐
∞
∞
∞
∞
２ 。
０ 。
Ｘ 。
一２ ‐

言+  404132 8 2 2 2 2
積  水 打得安点振球犠盗失
8あて 原 4000010005瀬 戸口 400020002
PH 羽中 腸買1 0 0 0 1 0 0 0 04 南  4120000017中  国 310001000

:! [[[lilr:

=a=
Srrrrtrrrttti
Iilil[IIg

=I+l=7rilrIIE
:ulrlrlnBi'ea!
=r8=ittrrrrrrttE
!l [ [rl tlE=*=1t8.=
; I IIil ilti
J[[Irl[!

=x=-=rrrurrr,rri
llIIlIIrL

=m=iil 1ilil [ ll;
:!lllllllllll!

=x=irrrrrrrtrE
!rlrll[ilrE
=a==iIl=irrrrrrrrrrri

3上  田 301100101
6池  野 301000100
9 長  40 1000002颯  田 3010010001 堤  000000100
田 本  田 000001000
PR鈴  木 0000000001巣  山 100010000
PH tt j‖ 100000000

言+  312 6 2 4 4 3 0 4
▽本塁打竹之内 (巣山)▽二
塁打荒井、上田
□佐藤 國堤
佐  藤  5%回 %41420
田  中  3%回 1323000
堤   5回  27103130

巣  山  4回  173 5 1 1 1
▽残塁 日13積 9▽盗塁死竜 山
▽ 2時間 44分▽審判隋 本、太
田、皆川、酒沢

四
国
は
一回
タ
マ
に
の
び
を
か
く
藤
津
を
痛

打
、
無
死
一、
二
塁
か
ら
須
藤
が
中
越
二
塁
打

し
て
２
点
を
先
行
、
三
回
に
も
吉
川
の
二
塁
打

で
藤
津
を
Ｋ
Ｏ
し
た
。
勢
い
づ
い
た
四
国
は
四

回
に
も
二
死
か
ら
安
打
、
大
策
で
三
進
の
大
津

を
鈴
江
の
中
前
打
で
な
え
し
て
す
っ
か
り
調
子

づ
い
た
。

熊
谷
は
一回
二
死
か
ら
古
田
、
伊
東
の
長
短
打

で
１
点
を
あ
げ
た
が
、
そ
の
後
は
四
国
先
発
ロ

崎
の
カ
ー
プ
に
か
わ
さ
れ
た
。
大
回
失
策
で
１

点
を
か
え
し
な
お
一死
一
、
三
塁
と
し
た
反
撃

▽
二
塁
打
＝
須
藤
、
古
田
、
吉
川
▽
犠
打
＝
四
２
▽
盗
塁
＝
四
１
▽
失
策
＝
四
３
（島
谷
、
三
宅

大
津
）
▽
残
塁
＝
四
８
　
熊
５
▽
併
殺
＝
四
１
▽
２
時
間
２９
分

日本社会人野球協会会報

日
石
に
初
の
栄
冠

第
四
回
選
抜
社
会
人
野
球
大
阪
大
会
は
五
月

二
十
五
日
か
ら
、
大
阪
の
日
生
球
場
で
行
な
わ

れ
連
日
好
ゲ
ー
ム
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。
決
勝
は

ベ
ー
プ
ル
ー
ス
杯
で
優
勝
し
た
日
本
色
油
と
、

◇
第
一日
→
規
冒
）

熊
谷
、
一回
戦
て
敗
る

▽
一回戦

見
事
な
速
攻
、積
水
下
す

前
年
の
都
市
対
抗
チ
ャン
ピ
オ
ン
積
水
化
学
の

優
勝
候
補
同
士
の
間
で
争
わ
れ
た
が
、
日
石
が

立
ち
上
が
り
を
よ
く
真
め
、
友
歳
投
手
の
好
投

で
決
勝
、
初
優
勝
を
飾
った
。

融
同龍
電
勘
　
‐２
００
０１
０‐
０。
１。
∞
∞
∞
一２４

熊
谷
は
投
打
と
も
に
ま
だ
不
振
で
、
四
国
電

力
に
す
っ
か
り
圧
倒
さ
れ
た
。

１

四̈
〇
〇
〇
〇
〇
〇
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
２

４
一三
〇
〇
１
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
１
１
０
０
０
４
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▽
本
塁
打
＝
武
田
（岡
本
）
山
本
企Ｐ
井
）
▽
二
塁
打
＝
鬼
頭
、
伊
藤
盛
、
植
村
▽
嘘
打
＝
新

１
▽
盗
塁
＝
新
２
▽
残
塁
＝
含
１０
新
４
Ｖ
失
策
＝
倉
３
（田
日
、
津
田
、
戸
井
）新
４
（川
端

２
、
恩
田
、
湯
浅
）
▽
逸
球
＝
山
本
Ｖ
併
殺
＝
倉
１
▽
２
時
間
“
分

機
も
大
西
が
遊
ゴ
ロ
で
ダ
フ
ら
れ
た
。
そ
し
て
　
　
合
レ
先
発
の
岡
本
を
し
り
ぞ
け
た
。
四
回
に
も

八
回
一死
一、
二
塁
の
三
度
目
の
好
機
も
代
わ
　
　
鬼
頭
、
鈴
木
の
長
短
打
で
加
点
し
た
新
三
菱

っ
た
佐
々
木
の
速
球
に
か
わ
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
は
、
五
回
決
定
的
な
４
点
を
加
え
た
。
合
レ
の

減
〓‐″
鶴
ピ
帥
ｍ
Ｏ。
∞
Ю
∞
∞
‐３
ｍ
Ｘ２
一‐０７
　
　
　
け
寿
癬
に
は
癖
鰤
）
醐
が
嶼
瘤
一 伊
郡
鞠
蒙
勁
勢

含
レ
は
や
は
り
投
手
陣
が
弱
か
っ
た
。
こ
の
　
　
づ
く
好
機
に
山
本
が
左
越
え
３
ラ
ン
ホ
ー
マ
ー

た
め
中
盤
新
三
菱
に
大
量
得
点
を
許
し
、
後
　
　
し
て
戸
井
を
く
ず
し
た
。
戸
井
は
シ
ュー
ト
も

半
の
追
い
こ
み
も
お
よ
ば
な
か
った
。　
　
　
　
切
れ
ず
、
カ
ー
プ
も
あ
ま
か
った
。

新
三
菱
は
三
回
武
田
の
右
越
え
３
点
本
塁
打
で
　
　
　
倉
レ
は
七
日
の
無
死
満
塁
に
大
策
な
ど
で
３

０
１
２
　
日
　
石

|:寺暑[=∃

第三回全国選抜社会人野球大阪大会

8-5
組 4-
り〔

生
電
　
関
製

本
国
谷

電
幡

1日
2四
3熊
47.tr

5ノヽ

15珠〔
16=こ
17松
18河
19`ざ

5-9

ゑ
戸
属
会

”『金制
砂三友正

日
新
住
立

源
東
電
楽

鐘

レ
電
下
合

言+ 361392 1

点
、
八
日
に
も
１
点
を
か
え
し
て
な
お
一死

満
塁
と
し
な
が
ら
あ
と
一発
か
な
く
、
九
回

に
も
３
安
打
と
大
策
で
２
点
を
か
え
し
た

が
、
中
盤
に
受
け
た
傷
が
大
き
く
、
ば
ん
回

酵
訂
靱
器
∞
∞
∞
∞
∞
∝
４ ‐
０ ‐
Ю
一４ ３

活
気
の
あ
る
好
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
。
前
半
は
松

下
が
圧
倒
、
加
藤
も
快
調
の
ビ
ッ
チ
ン
グ
だ

っ
た
し
、
六
国
に
は
小
林
、
松
業
の
ヒ
ッ
ト

と
重
盗
で
１
点
、
七
日
に
も
加
藤
の
三
塁
打

で
加
点
す
る
な
ど
優
勢
に
試
合
を
進
め
た
。

と
こ
ろ
が
好
投
し
て
い
た
加
藤
は
七
日
に
は
い

る
と
気
負
い
過
ぎ
た
た
め
か
、
ビ
ッ
チ
ン
グ
が

単
調
に
な
っ
て
打
ち
込
ま
れ
た
。
久
米
、
谷
野

に
連
続
二
塁
打
さ
れ
た
あ
と
岡
田
、
小
島
に
打

た
れ
て
降
板
。
同
点
と
し
た
河
合
は
代
わ
っ
た

佐
藤
に
宮
下
が
中
越
え
三
塁
打
を
浴
び
せ
て
勝

ち
越
し
点
を
あ
け
た
。

河
合
は
唯
一度
の
チ
ャ
ン
ス
″ラ
ッ
キ
ー
・

セ
プ
ン
〃
を
も
の
に
し
て
快
膀
、
松
下
は
人

―‐‐―
深
川
の
タ
イ
ム
リ
ー
・
ヒ
ッ
ト
で
な
お
―

点
■
に
つ
め
よ
っ
た
か
及
は
な
か
っ
た
。

松
下
と
し
て
〓
七
日
２
１
０
上
り
―
ド
し
た
あ

と
ス
ク
イ
ズ
失
敗
し
て
追
加
点
織
を
逸
し
た
り

か
僣
し
ま
れ
る
．　
　
　
　
　
　
　
（松
尾

◇
第
二
日
２
日
）

▽
二
回
戦

で
き
な
か
っ
た
。

放
っ
た
ヒ
ッ
ト
は
と
も
に
１３
本
だ
が
、
２
本
塁

打
を
ふ
く
む
５
長
打
が
新
三
菱
に
は
よ
く
き
い

た
。
（山
本
照
）

酪
鋼
製
難
　
∞
Ｏ ‐
∞
∞
０ ‐
Ю
∞
∞
∞
一‐ ２

こ
う
い
っ
た
実
力
互
角
の
ゲ
ー
ム
で
は
バ
ン
ト

の
巧
拙
が
大
き
く
左
右
す
る
。
宮
添
の
ホ
ー
ム

ラ
ン
で
先
行
し
た
人
幡
は
五
回
無
死
安
西
の
ヒ

ッ
ト
を
バ
ン
ト
で
い
か
し
、
石
黒
の
タ
イ
ム
リ

ー
で
な
お
１
点
を
加
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
電
電
は
三
、
人
回
の
チ
ャ
ン

川
０
０
０
０
０
０
０
０
０

三
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

■
１
０
０
０
１
０
０
０
０

安
１
１
２
０
２
１
２
０
０

打
４
４
４
４
４
４
３
３
３

幡
黒
川
田
田
添
田
西
野
谷

八
晰
蹴
祐
炉
嗜
蹴
″
呼
は

ス
で
バ
ン
ト
を
失
敗
し
た
の
が
た
た
っ
た
。

六
回
末
古
、
金
丸
の
ヒ
ッ
ト
で
無
死
一、
三

塁
と
絶
好
の
反
撃
機
を
む
か
え
た
が
、
あ
と

一
本
の
決
定
打
が
出
ず
、
併
殺
く
ず
れ
で
１

点
を
ば
ん
回
し
た
の
み
に
と
と
ま
っ
た
。

八
幡
に
と
っ
て
は
シ
ュ
ー
ト
、
カ
ー
プ
を
内
外

角
低
め
に
決
め
て
老
練
森
山
に
投
げ
勝
っ
た
新

鋭
平
野
の
好
投
が
大
き
な
勝
囚
。
　
（松
尾
）

燿
施
鑓
響
鍛
　
∞
∝
∞
∞
∝
Ю
∞
∞
∞
一‐ ３

電
電
は
二
口
失
策
と
連
安
打
で
無
死
洞
塁
の
絶

好
機
を
迎
え
た
。
と
こ
ろ
が
池
西
の
ニ
ゴ
ロ
で

二
塁
走
者
が
本
封
、
二
黎
吉
村
邦
が
投
手
の
け

ん
制
に
刺
さ
れ
て
二
死
一
、
三
塁
、
一
塁
の
池

西
が
一
、
二
塁
に
は
さ
ま
れ
る
間
に
中
村
が
選

っ
て
や
っ
と
１
点
を
あ
げ
た
。
そ
こ
ら
あ
た
り

試
合
巧
者
の
電
電
ら
し
か
ら
ぬ
試
合
運
び
だ
っ

た
が
、
五
日
無
死
池
西
の
二
塁
打
に
始
ま
る
４

長
短
打
で
２
点
を
加
え
、
拓
銀
先
発
の
田
中
を

選
け
た
。

拓
銀
は
六
回
稲
川
、
牧
羽
の
連
安
打
と
続
く

四
１
０
０
０
１
１
０
１
１
０
０
０
０
０
０
０
５

一
四
〇
〇
〇
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１

三
１
０
０
０
２
３
１
１
１
１
０
０
０
０
１
０
１１

¨
一二〇
〇
１
０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
３

，１、‐０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
２

一
点
０
０
０
０
０
１
０
０
０
１
０
０
２
４

一
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
一

一一
一
¨
¨
¨
一
¨
¨
¨
¨
¨
一
¨
¨
¨
詢

▽
三
塁
打
＝
加
藤
利
、
宮
下
▽
二
塁
打
＝
久
米
、
谷
野
▽
蟹
打
＝
松
２
▽
盗
塁
＝
松
３
▽
失
策
＝

松
１
（浜
口
）
河
２
（川
内
、
岡
田
）
▽
残
塁
＝
松
１０
河
３
▽
２
時
間
３３
分

▽
二
塁
打
＝
池
西
▽
犠
打
――
北
１
▽
盗
塁
＝
電
１
▽
残
墾
＝
各
８
▽
失
策
＝
電
１
（尾
崎
）
北
３

（西
村
、
小
桐
、
北
条
）
▽
併
殺
＝
電
１
▽
２
時
間
２０
分
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八
木
沼
の
中
犠
飛
で
１
点
を
か
え
し
た
だ

け
。
七
回
か
ら
登
板
の
永
日
の
軟
投
に
反
撃

の
気
勢
を
そ
が
れ
た
。
投
打
と
も
に
電
電
が

一
日
の
長
を
み
せ
た
。　
　
　
（山
本
照
）

晰
√
酵
中
顔
　
‐ 。
Ю
∞
Ю
＝
∞
∞
Ю
Ｘ ２
一５ ３

日
石
の
打
力
は
す
ば
ら
し
い
。
新
三
菱
の
磯
野

が
外
角
低
め
に
速
球
、
イ
ン
シ
ュ
ー
ト
を
う
ま

く
投
げ
分
け
て
い
た
が
、
鮮
や
か
に
打
ち
分
け

た
好
打
ぶ
り
は
さ
す
が
だ
。
一回
二
死
後
広
瀬

が
左
越
え
二
早
打
し
て
出
る
と
今
西
、
枝
松
が

巧
み
に
右
に
安
打
し
て
１
点
、
二
口
に
も
前
田

が
左
中
間
二
塁
打
す
る
と
村
橋
が
三
遊
間
通
時

打
、
四
口
に
も
３
安
打
集
中
で
有
々
引
き
は
な

し
た
。
磯
野
の
力
投
が
な
け
れ
ば
差
は
も
っ
と

開
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
日
石
も
投
手
力
が
も

う
一
つ
と
い
う
印
象
を
残
し
た
。
こ
の
日
は
友

歳
が
高
め
に
タ
マ
が
浮
き
が
ち
で
五
口
磯
野
、

山
村
の
長
短
打
と
川
村
の
犠
飛
で
１
点
、
六

回
か
ら
代
わ
っ
た
に
決
藤
は
立
ち
あ
が
り
は
よ

か
っ
た
が
、
九
回
代
打
の
森
川
、
吉
岡
に
長
短

打
を
浴
び
山
村
、
川
村
に
も
遍
打
さ
れ
て
２
点

を
失
っ
た
。
急
に
立
石
が
救
援
に
立
つ
ピ
ン
チ

と
な
り
、
二
死
満
塁
で
一
打
同
点
と
押
さ
れ
た

が
、
山
本
三
振
に
打
ち
と
っ
て
逃
げ
込
ん
だ
。

（手
塚
）

住
金
大
敗

雄
』
厳
炉
馨
　
３ 。
∞
２ 。
”
¨
Ю
Ю
一∞

（七
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

立
正
は
す
ば
ら
し
い
攻
、
守
、
走
を
見
せ
て
文

字
ど
お
り
一
方
的
に
勝
っ
た
。
一回
先
頭
渡
辺

か
ら
の
５
連
続
長
短
打
で
３
点
を
あ
げ
た
。
立

正
は
三
、
四
、
五
回
に
も
住
金
の
エ
ー
ス
清
沢

を
も
の
の
見
事
に
打
ち
崩
し
て
大
量
点
を
あ
げ

た
。
四
回
な
ど
は
５
長
短
打
で
４
点
、
五
回
は

藤
山
、
平
井
の
連
打
で
清
沢
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト

し
た
。
こ
こ
ま
で
で
早
く
も
先
発
の
全
員
が

安
打
を
記
録
し
た
ほ
ど
。
立
ｌＥ
は
バ
ン
ト
も
う

▽
三
塁
打
　
畑
▽
二
県
一打
　
す
辺
２
、
黒
江
２
、
藤
山
、
辺
津
▽
審
打
　
立
３
▼
盗
塁
　
住
１

立
５
▽
残
塁
　
住
Ю
　
立
３
▽
失
策
　
住
２
（織
茂
、
宮
崎
）
立
―
（渡
辺
）
▼
暴
投
　
後
藤
〕

逸
球
　
藤
岡
▽
併
殺
　
住
１
▽
２
時
間
１０
分

﹈
２ ０ ０ ‐
１ ０ ０ ０

¨
‐ ‐ ０ ‐
２ ‐ ０ ０
０ ０ ０ ０
０ ０ ０ ０
０ ０ ０ ０
０ ０ ０ ０
０ ０ ‐ ０
０ ０ ０ ０
‐ ０ ０ ０
２ ０ ０ ０
０ ０ ‐ ０
２ ０ ０ ‐

一̈
一『

２ ０ ０ ‐
２ ‐ ０ ‐
２ ４ ０ ０
２ ‐ ０ ‐
２ ‐ ０ ‐
０ ０ ‐ ０

¨

一
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
¨
一 詢
一一
¨
¨
¨
¨
¨
¨
一

▽
本
塁
打
　
古
田
へ山
尾
）
▽
三
塁
打
　
黒
田
▽
二
塁
打
　
吉
田
、
箱
崎
、
伊
藤
、
門
田
▽
犠
打
　
　
貫
録
を
加
え
た
積
水
が
六
回
池
野
、
藤
本
の
新

東
３
（伊
藤
、
佐
藤
、
西
川
）
電
２
（後
藤
２
）
▽
盗
塁
　
東
３
（青
木
２
、
松
村
）
電
１
（箱
　
　
人
コ
ン
ピ
が
活
躍
し
て
１
点
、
萩
原
も
右
中
間

崎
）
▼
失
策
　
東
―
（伊
藤
）電
２
（菊
地
２
）▽
残
塁
　
束
Ｈ
電
６
▽
併
殺
　
東
２
▽
３
時
間
５
分
　
　
一一塁
打
し
て
こ
の
回
２
点
を
リ
ー
ド
し
た
。

ま
く
足
も
早
い
う
え
、
打
撃
も
住
金
投
手
陣
の
　
　
　
左
賀
へ
３
点
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
っ
て
東
レ
の
　
　
　
双
方
１０
安
打
を
放
っ
て
互
角
に
せ
り
合
っ
た

不
で
き
を
制
引
い
て
も
鋭
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
と
と
め
を
刺
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
昨
夏
の
ヒ
ー
ロ
ー
、
左
腕
堤
の
コ
ン
ト

に
金
は
ま
っ
た
く
精
形
が
な
く
五
回
ま
で
１
　
　
東
レ
で
営
し
ま
れ
る
の
は
六
回
の
拙
走
二
死
満
　
　
　
ロ
ー
ル
が
も
の
を
い
っ
て
投
げ
勝
っ
た
。

安
打
、
立
正
の
二
線
級
投
手
に
六
回
は
一死
　
　
早
で
伊
藤
が
中
越
え
へ
長
打
し
、
当
然
３
点
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（手
　
塚
）

一一一一一一一̈﹈一切満望（と」ないち　　̈』一一一け一̈一」中一̈一砕一一一　　廻̈̈一̈　^^の』中中（̈」̈一一ЮЮ一８５

諄

北
快
勝
　

馨

や
つ｝鏃

一 尾一

つよた打聯

讚
蜀

辮

蝶哺
鶴
ル８８
３２Ｙ
２２”
ＸＯ而
　
肺蒙
詐
酔％
敵

投
手
力
が
弱
か
っ
た
た
め
追
い
つ
追
わ
れ
つ
　
　
　
▽
盗
塁
　
四
―
（鈴
江
）
目
２
（浜
野
、
小
森
）
▽
失
策
　
四
６
（鈴
江
、
藤
沢
、
島
谷
２
、

の
乱
打
乱
撃
戦
と
な
っ
て
電
電
が
ま
さ
り
、　
　
　
吉
川
、
日
崎
）
日
３
（山
下
、
小
森
、
一昌
須
賀
）
▽
残
塁
　
四
９
日
１０
▽
２
時
間
解
分

東
レ
が
苦
心
さ
ん
た
ん
し
て
リ
ー
ド
を
奪
っ　
　
四
〇
〇
１
０
０
０
１
１
＾

積  ブくFi^安 I ti三四
8萩 尻τ43100
5,頂アゴL] 1 0 0 0 3
4 籠ゴ 50010
7「1■  F日 42311
3L 田 40010
9池 野 31001
91)| ||110010
6;籐  ′ヾ 41 100
2■li 田 00000
2上  平 43000
1 堤  30021

計  3310566
発斤三三宮盲 才」争

=′
|ミ ]三 !7Ll
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8武  田 30010
8坂 東 00100
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▽三塁打
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試
合
は
四
電
佐
々
本
、
目
生
機
円
の
両
若
手
速

球
派
の
投
げ
合
い
て
始
ま
り
日
生
が
二
回
高
須

賀
の
見
亭
な
左
翼
ホ
ー
マ
ー
で
先
手
を
と
っ

た
。
日
生
は
糟
谷
、
近
藤
、
植
日
、
小
森
が
、

う
ま
く
右
翼
に
ね
ら
い
打
ち
、
守
備
の
不
手
ぎ

わ
も
重
な
っ
て
三
回
４
点
を
加
え
た
。
四
電
は

四
回
三
宅
、
佐
々
本
が
四
死
球
で
無
死
一、
二

塁
と
す
る
と
上
位
打
線
が
こ
れ
に
続
い
て
機
田

を
Ｋ
Ｏ
、
高
畑
に
も
須
藤
、
島
谷
が
長
短
打
し

て
同
点
と
し
た
。
し
か
し
そ
の
裏
佐
々
本
が
ま

た
日
生
に
打
ち
こ
ま
れ
左
腕
日
崎
の
救
援
も
む

な
し
く
２
点
を
奪
わ
れ
た
の
が
こ
た
え
た
。

（岡
田
）

‐５
安
打
で
河
合
を
撃
破

根
木
が
出
て
も
、
右
打
者
が
ふ
る
い
、
人
回
岩

本
の
左
越
え
２
ラ
ン
で
死
命
を
制
し
た
。
勝
因

は
３
ホ
ー
マ
ー
を
ふ
く
む
１５
安
打
の
猛
攻
だ

が
、
川
上
貞
の
あ
ざ
や
か
な
救
援
が
光
っ
た
。

（手
　
塚
）

植
田
決
勝
ホ
ー
マ
ー

◇
第
四
日
翁
日
）

▽
準
々
決
勝

臥
秘
製
織

∞
∞
∞
∞
４。
０‐
１３
００
ＸＯ
一５４

優
勝
候
補
の
一つ
に
し
て
は
う
す
ら
寒
い
日

四
２
０
０
２
０
０
０
０
１
０
１
０

〓
０
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０

点
０
２
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０

安
１
１
１
２
０
１
２
０
０
０
０
０

打
２
５
５
３
４
５
４
２
０
１
３
０

幡
黒
川
田
田
添
田
西
野
藤
村
谷
海

八
妬
蜂
賄
炉
嵯
鋒
な
評
鰤
隊
銀
姉

言+  348 4 2 6

:讐  全:!|!|3近  藤 31000
3示  黒3388♀
1讐 罵ら9888
7船  沓78888

計  294211
▽本塁打 松川 (高
畑)植田 (米村 )▽
二塁打 石黒、高畑
▽較打  ノヽ 2、 日 1

▽残塁  ノヽ H、 日 2

尋合薄昌ムメ
浜野 )｀

鐘
紡
３
ホ
ー
マ
ー

驚
〈路
薪
揃
　
∞
∞
３ ‐
０ ‐
２ ２
０ ３
∞
０ ２
∞
一５ ９

両
軍
の
長
打
力
が
爆
発
、
違
い
つ
追
わ
れ
つ
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
試
合
が
展
開
さ
れ
た
。
鐘
紡

が
三
回
大
野
の
適
時
打
で
先
行
す
る
と
、
河
合

は
そ
の
製
久
米
、
谷
野
ら
の
連
続
３
長
短
打
で

３
点
を
と
っ
て
逆
転
、
鏡
紡
は
四
、
五
回
、
本

郷
が
２
打
席
連
続
ホ
ー
マ
ー
を
右
合
フ
イ
ナ
ー

で
打
ち
返
し
、
一
人
で
３
打
点
を
あ
げ
て
ま

た
逆
転
、
し
か
し
河
合
も
五
日
喪
久
米
が
右
越

え
２
ラ
ン
し
て
す
か
さ
ず
ひ
っ
く
り
返
し
た
の

で
、
ス
タ
ン
ド
は
あ
っ
気
に
と
ら
れ
た
。

だ
が
鐘
紡
は
ね
ば
り
強
い
。
六
回
こ
ま
か
く

実
め
た
あ
と
三
塁
失
に
つ
ぐ
連
続
安
打
の
あ

と
、
大
野
が
中
堅
右
へ
適
時
三
塁
打
し
こ
の

回
３
点
を
奪
っ
て
再
び
逆
転
し
た
。

河
合
は
五
回
な
か
ば
か
ら
救
援
に
出
た
左
腕
川

上
貞
の
軽
快
な
ピ
ッ
チ
ン
グ
に
、
主
軸
の
左
打

者
が
押
え
ら
れ
た
の
に
対
し
、
鐘
紡
は
友
腕
の

生
の
勝
ち
っ
ぷ
り
だ
っ
た
。

日
生
の
先
発
磯
田
２
五
回
ま
で
三
度
の
ピ
ン
チ

を
無
事
に
切
り
抜
け
た
あ
た
り
は
幸
運
が
手
伝

っ
て
も
い
た
。
ツ
キ
と
い
え
ば
五
回
の
４
点
も

全
く
ラ
ッ
キ
ー
な
要
素
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
。

こ
の
回
一死
後
近
藤
、
植
田
の
連
安
打
と
死
球

て
満
塁
と
し
た
日
生
は
、
高
畑
の
遊
ゴ
ロ
を
遊

撃
手
が
本
塁
に
悪
送
球
し
て
先
取
点
を
あ
げ
、

つ
づ
く
松
永
の
ニ
ゴ
ロ
が
ま
た
も
二
塁
手
の
本

塁
低
投
を
誘
っ
て
捨
い
も
の
の
２
点
を
追
加
、

な
お
一
、
三
塁
と
つ
づ
く
好
機
に
、
山
下
が
中

儀
飛
を
打
っ
て
計
４
点
が
日
生
の
ふ
と
こ
ろ
に

こ
ろ
が
り
こ
ん
だ
。
し
か
し
日
生
二
人
目
の
投

手
高
畑
は
し
め
く
く
る
ど
こ
ろ
か
火
つ
け
役
。

六
、
七
回
に
八
幡
の
左
打
者
に
痛
打
を
浴
び
、

松
川
の
２
点
本
塁
打
を
ふ
く
む
５
安
打
で
た
ち

ま
ち
追
い
つ
か
れ
た
。

だ
が
一
度
、
目
を
か
け
た
球
神
は
な
お
日
生

を
見
は
な
さ
な
い
。
七
回
無
死
植
田
が
左
越
え

ホ
ー
マ
ー
、
こ
れ
が
決
勝
点
と
な
っ
て
逃
げ
込

健

。

（奈
良
井
）

″オJベレット■00)‖Ⅲ発売
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積
水
、一一枚
腰
発
揮

ｍ
麒
訛
縛

Ｏ 。
２ 。
１ ３
∞
∞
¨
釧
０ ‐
‐ ２
一６ ７

地
力
の
つ
い
た
積
水
は
め
っ
き
り
粘
っ
こ
く

な
っ
た
。
少
々
受
け
身
に
回
っ
て
も
浮
足
立

っ
た
り
は
し
な
い
。

二
回
守
備
の
乱
れ
か
ら
近
電
に
２
点
の
先
行
を

許
し
た
積
水
は
、
三
回
表
二
死
満
塁
の
反
撃
機

に
四
番
の
中
田
が
前
日
同
様
走
者
一掃
の
長
打

を
中
越
え
に
放
ち
は
や
ば
や
と
逆
転
に
成
功
し

た
。
だ
が
積
水
投
手
陣
中
の
成
長
株
、
巣
山
は

球
は
速
い
が
投
球
は
ま
だ
若
い
。
三
回
長
打
を

き
っ
か
け
に
近
電
に
追
い
つ
か
れ
た
あ
と
、
大

回
に
は
浜
日
の
本
塁
打
を
含
む
３
本
の
長
短
打

と
ス
ク
イ
ズ
で
再
び
２
点
を
先
行
さ
れ
た
。

し
か
し
積
水
は
焦
ら
な
い
。
七
回
は
代
打
長

の
本
塁
打
、
八
回
は
政
失
で
各
１
点
を
あ
げ

て
形
勢
を
互
角
に
引
き
戻
し
た
あ
げ
く
、
九

回
に
は
二
死
後
、
萩
原
の
巧
妙
な
セ
ー
フ
テ

イ
・
バ
ン
ト
安
打
を
足
場
に
瀬
戸
日
、
南
が

連
続
長
短
打
を
た
た
み
か
け
て
逆
に
２
点
を

リ
ー
ド
。
九
回
豪
の
近
電
の
食
い
下
が
り
を

橋
本
の
本
塁
打
一
本
に
食
い
と
め
て
勝
っ

た
。
近
電
の
善
戦
は
た
た
え
ら
れ
る
が
積
水

の
二
枚
腰
を
崩
す
に
は
わ
ず
か
に
力
不
足
だ

っ
た
。

（奈
良
井
）

日
石
は
こ
の
リ
ー
ド
に
気
を
よ
く
し
て
の
び
の

ひ
と
打
ち
ま
く
り
、
村
橋
、
今
西
な
ど
の
活
躍

で
、
着
々
と
加
点
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
立
正

鍋
口鑓
界
繊
　
Ｏ。
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
‐。
一‐。

鐘
紡
は
全
く
の
苦
戦
だ
った
。
前
日
す
ご
い

破
壊
力
を
誇
示
し
た
の
に
、
こ
の
日
は
電
電

東
北
の
横
手
投
げ
伊
藤
幸
の
好
投
に
す
っか

り
手
を
や
い
た
。
八
回
ま
で
３
安
打
と
い
う

沈
黙
ぶ
り
。
伊
藤
幸
は
気
力
充
実
の
う
え
外

角
低
め
へ
す
ば
ら
し
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

示
し
、
高
め
の
タ
マ
は
ホ
ッ
プ
し
、
適
度
に

シ
ュ
ー
ト
を
投
げ
ま
ぜ
、
カ
ー
フ
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
も
よ
か
った
。

一方
鐘
紡
の
足
立
も
外
角
へ
の
速
球
と
シ
ュ
ー

ト
で
し
り
上
が
り
の
力
投
を
み
せ
て
五
回
以
降

積 水 打安点三四8萩  原 42011
5瀬戸 口 42101
4 膏5 52100
7中  田 41311
3上  田 40010
9池  野 30001
9前  '|100000
6藤  本 40010
2上  平 41010
1巣  山 21010
PH  f尋   1 1 1 0 0
1山  口 10000

▽
本
塁
打
　
浜
口
（巣
山
）
長
（前
川
）
橋
本
（山
口
）
▽
二
塁
打
　
中
国
、
西
山
、
池
西
英
、

南
▽
犠
打
　
近
２
▽
盗
塁
　
積
４
▽
残
塁
　
積
６
近
６
▽
失
策
　
積
２
（萩
原
、南
）
近
３
（浜

口
２
、
橋
本
）
▽
２
時
間
５９
分

▽
本
塁
打
　
今
西
（後
藤
）
▽
二
塁
打
　
平
井
、
村
橋
▽
犠
打
　
日
１
▽
盗
塁
　
立
１
▽
失
策

立
２
（黒
江
、
畑
）
▽
残
塁
　
日
４
立
７
▽
併
殺
　
立
３
▽
２
時
間
２‐
分

白
０
１

匹
０
２

三
８
７

安
４
７

回
１０
％

立
幸藤

足
伊

▽
二
塁
打
　
吉
日
、
岩
本
▽
儀
打
　
電
１
▽
盗
塁
　
鐘
２
▽
残
塁
　
電
４
鐘
７

足
に
お
ば
れ
た
立
正
　
　
　
　
は
ゃ
鷺
ぢ
気
味
で
、
一回
４
安
打
を
連
発
し

押
醗
匡
孵
勲
　
‐３
‐０
∞
０１
０２
０１
００
∞
∞
一２７
　
　
裁
「
は
申
¨
討
い
「
は
れ
い
」
﹇
韓
¨
』
﹈
姜

両
チ
ー
ム
と
も
打
力
は
す
こ
ぶ
る
快
調
で
、　
　
ぼ
れ
た
感
じ
だ
っ
た
。
（松
尾
）

翻
己
認
廃̈
競瞥
難
事
睦
　
大
野
サ
ヨ
ナ
ラ
打

は大きく試合を左右した。　
　
　
　
　
　
　
　
鐘
紡
、
延
長
て
勝
つ

言+  36106 6 4
近 電 打安点三四
8尾 崎 30002
4道  田 51000
2西  山 51010
5浜  口 41100
7「F村忠 3 1 1 0 0
79[E  E■ 1 0 0 0 0
9吉村邦 30000
7井 上 10010
3えじ21夢(3 1 0 1 0
6橋 本 31200
1吉  本 11100
1前  J‖ 20010
1永  田 11000
PR長  井 00000

言+  358 5 4 2

十
日
ま
で
１
安
打
に
押
え
て
譲
ら
ず
投
手
戦
を

く
り
ひ
ろ
け
た
。
し
か
し
地
力
の
あ
る
鐘
紡
は

十
回
一死
後
岩
本
か
三
塁
線
突
破
の
二
塁
打
に

出
て
二
死
の
あ
と
、
大
野
が
こ
の
日
３
本
目
の

安
打
を
中
前
に
テ
キ
サ
ス
安
打
し
て
代
走
細
田

を
迎
え
入
れ
て
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
た
。

電
電
の
善
戦
は
あ
っ
ば
れ
だ
っ
た
が
鐘
紡
は

大
当
た
り
し
た
つ
ぎ
の
グ
ー
ム
に
も
っ
と
標

重
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
。

（手
塚
）

油 を切 ら さな い …
いつ、どんなときにも《,由 をJ刀 らさない》。
・                テーマ

きょうも、 EI本の
すみずみへ “貴重
な石
'Hl"が

進 ば″し
ています。全肛150
カ所の油槽所へ…
3,000に のぼる日石
サー ビス・ ステー
ションハ、̈ '。

日本石油 では‖寺計
の油か らジェッ ト
機 の燃料 まで、 ど
んなときにもお役
にたて るよう400
種類以上 の製品 を
用意 してお ります。

日 富 洒 瘤
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◇
第
五
日
の
こ

今
西
が
サ
ヨ
ナ
ラ

▽
準
決
勝

畦
　
鐘
　
励
∞
３ 。
∞
∞
∞
∞
０ ２
Ю
∝
‐ ０
一５ ４

富
山
の
べ
杯
大
会
で
す
っ
か
り
一
本
だ
ち
し
た

日
石
の
福
田
は
、
自
信
に
み
ち
た
投
球
で
六
回

ま
で
鐘
紡
を
２
安
打
、１
四
球
に
押
え
込
ん
だ
ｃ

鐘
紡
は
こ
の
ほ
か
４
本
の
ヒ
ッ
ト
性
の
当
た
り

が
出
た
が
、
枝
松
、
和
日
、
栗
橋
ら
の
好
守
に

押
え
ら
れ
て
羽
が
い
じ
め
に
さ
れ
た
格
好
、
ど

う
し
よ
う
ち
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
間
日
石
は
二
回
先
発
の
加
藤
を
つ
か
ま

え
、
無
死
枝
松
が
左
越
え
２
ラ
ン
ホ
ー
マ
ー

し
て
先
制
、
な
お
二
死
後
四
球
に
つ
づ
く
福

田
、
和
田
の
長
短
打
で
３
点
を
奪
っ
た
。
し

か
し
鐘
紡
も
三
回
か
ら
救
援
に
出
た
左
腕
―――

上
貞
が
日
石
を
ピ
タ
リ
と
押
え
た
。

勢
い
を
得
た
鐘
紡
は
よ
う
や
く
七
日
二
死
一
、

二
塁
と
し
、
川
上
貞
が
初
球
高
め
を
左
中
間
へ

適
時
二
塁
打
し
て
１
点
差
と
迫
っ
た
。
日
石
も

八
回
す
か
さ
ず
広
瀬
が
左
中
間
三
塁
打
し
て
離

し
、
こ
れ
が
ダ
メ
押
し
点
と
な
る
か
に
み
え
た

が
、
鐘
紡
も
九
回
石
川
が
方
越
え
２
点
ホ
ー
マ

ー
し
て
一挙
に
同
点
、
試
合
は
日
熱
し
た
。

と
こ
ろ
が
日
石
は
延
長
十
回
裏
藤
の
安
打
で

好
投
の
川
上
貞
を
あ
き
ら
め
さ
せ
、
代
わ
っ

た
足
立
に
和
国
が
右
翼
線
テ
キ
サ
ス
安
打
し

て
一
、
三
塁
．
絶
対
絶
命
と
な
っ
た
鐘
結
は

満
塁
策
を
と
っ
た
が
、
一死
後
今
西
に
左
中

間
へ
快
打
さ
れ
て
日
石
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
と

な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（手
　
塚
）

日
生
、
逆
転
機
逸
す

師
　
銚
０ ‐
∞
∞
Ｏ 。
∞
Ю
∝
∝
∞
一‐ ４

一回
積
水
は
萩
原
が
四
球
、
瀬
戸
□
と
の
ヒ
）

卜
・
エ
ン
ド
・
ラ
ン
が
成
功
し
て
た
ち
ま
な

一、
三
塁
と
し
一円
の
ニ
ゴ
ロ
で
先
取
点
を
あ
け

た
。
そ
の
後
試
合
は
投
手
戦
と
な
り
、
引
き
し

ま
っ
た
攻
防
が
続
い
た
。
高
畑
は
カ
ー
プ
を
つ

ま
く
使
っ
て
こ
こ
数
日
の
う
ち
で
一番
い
い
で

き
だ
っ
た
。
二
回
か
ら
六
回
ま
で
走
者
を
一人

も
出
さ
な
か
っ
た
あ
た
り
快
副
そ
の
も
の
。
一

方
、
巣
山
は
直
球
に
ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
鋭
い
カ

ー
プ
を
決
め
ダ
マ
に
使
っ
た
。
前
半
日
生
は
三

度
得
点
間
に
走
者
を
進
め
た
が
、
そ
の
つ
ど
栗

山
に
た
ち
切
ら
れ
た
。

六
回
Ｈ
生
は
山
下
、
浜
野
が
四
球
を
選
ん
で

４
度
日
の
チ
ャ
ン
ス
。
長
野
は
１
１
０
後
の

高
め
シ
ュ
ー
ト
を
中
前
に
た
た
い
て
同
点
と

し
た
。
日
生
は
な
お
一死
一
、
二
塁
。
し
か

し
こ
こ
で
一気
に
逆
転
で
き
な
か
っ
た
の
は

取
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
失
敗
だ
っ
た
。

積
水
は
七
日
中
田
が
方
前
安
打
に
出
て
上
回
の

５
球
日
に
二
盗
し
た
。
そ
し
て
上
田
は
二
つ
フ

ァ
ウ
ル
で
粘
っ
た
あ
と
見
事
に
中
前
適
時
打
、

友
歳
、積
水
を
完
封

を
迎
え
た
か
、
友
歳
は
中
田
を
三
ゴ
ロ
併
殺
に

う
ち
と
っ
て
最
一局
殊
勲
選
手
の
栄
に
輝
い
た
。

巣
山
も
そ
の
後
は
よ
く
立
ち
な
お
り
、
人
回
ま

で
無
得
点
に
封
じ
、
友
歳
と
み
ご
と
な
投
手
戦

を
澳
じ
た
が
、
バ
ッ
ク
の
打
力
が
友
歳
を
崩
せ

ず
、
む
く
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
進
境

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
（手
塚
）

友
歳
に
最
高
殊
勲
賞

試
合
終
了
後
閉
会
式
が
行
な
わ
れ
、
優
勝
し

た
日
本
石
油
に
連
獅
子
族
が
授
与
さ
れ
た
。

ま
た
本
夫
Ｔ云
を
通
じ
て
活
躍
の
め
ざ
ま
し
か

っ
た
日
本
石
油
友
歳
投
手
に
最
高
殊
勲
賞
が

ま
た
好
投
空
し
く
敗
れ
た
積
水
化
学
栄
山
投

手
に
は
政
闘
賞
が
贈
ら
れ
た
。
受
賞
選
手
つ

ぎ
の
と
お
り
。

▽
最
高
殊
動
賞
＝
友
妓
克
彦
投
手
（日
本
石
油
）

▽
敢
闘
賞
＝
巣
山
幸
男
投
手
（積
水
化
学
）

▽
首
位
打
者
賞
＝
大
野
に
彦
外
野
手
（全
鐘
紡
）

３
試
合
、
１４
打
数
、
８
安
打
、
４
打
点
、
打
率

５
割
７
分
１
厘

【優
秀
選
手
】
投
手
＝
友
歳
（日
石
）
巣
山

（積
水
）
高
畑
（日
本
生
命
）
川
上
貞
（全
鐘

紡
）
捕
手
＝
広
瀬
（日
石
）
岩
本
（全
鐘
紡
）

門
屋
（電
電
東
北
）
植
田
（日
本
生
命
）
一
塁

手
＝
上
田
（積
水
）
久
米
（河
合
楽
器
）
二
塁

手
＝
枝
松
（日
石
）
三
塁
手
＝
川
上
宣
（全
鐘

紡
）
瀬
戸
口
（積
水
）
遊
撃
手
＝
村
橋
（日

石
）
黒
江
（立
正
佼
成
）
外
野
芋
＝
今
西
、
和

田
（日
石
）
中
日
、
萩
原
（積
水
）
大
野
、
本

郷
（全
鐘
紡
）

◇
最
終
日
翁
こ

▽
優
勝
戦

稲
絲
輛
勲
∝
∝
∞
∞
∞
∞
∞
Ｏ 。
∞
一∝

日
石
は
立
ち
上
が
り
連
投
の
巣
山
を
う
ま
く
と

ら
え
た
。
打
球
を
足
に
あ
て
た
た
め
エ
ー
ス
堤

を
温
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
積
水
は
、

投
手
面
で
日
石
よ
り
不
利
と
な
ら
れ
て
い
た

が
、
こ
の
ス
キ
を
目
石
は
定
石
ど
お
り
に
う
ま

く
つ
い
て
、
有
利
に
試
合
を
運
ん
だ
。
先
頭
の

和
国
が
三
塁
線
を
ぬ
く
二
塁
打
に
出
る
と
、
五

十
住
も
右
翼
頭
上
を
オ
ー
バ
ー
す
る
二
塁
打
を

放
っ
て
、
１
点
を
先
取
。
い
ず
れ
も
２
ス
ト
ラ

イ
ク
後
の
巣
山
の
速
球
を
打
ち
分
け
た
。
二
回

に
も
枝
松
が
遊
撃
左
を
お
そ
っ
た
あ
と
ボ
ー
ク

な
ど
で
二
死
三
進
、
村
橋
の
遊
撃
内
野
安
打
で

加
点
し
た
。

積
水
も

一日
要
四
球
、
バ
ン
ト
安
打
で
無
死

一
、
二
塁
１‥
す
る
好
機
が
あ
っ
た
が
、
南
が
バ

ン
ト
の
か
ま
え
を
し
た
と
き
、
二
塁
走
者
萩
原

の
離
塁
か
大
き
く
は
さ
ま
れ
か
け
て
三
盗
に
失

敗
、
な
お
二
死
一
、
二
塁
と
チ
ャ
ン
ス
が
続
い

た
が
、
上
国
の
一
塁
内
野
安
打
の
と
き
、
瀬
戸

口
が
一一塁
か
ら
一挙
本
聖
を
つ
い
て
刺
さ
れ

た
。
こ
の
２
点
の
リ
ー
ド
を
背
負
っ
た
日
石

は
、
友
歳
が
シ
リ
上
が
り
に
好
投
し
、
積
水
に

つ
け
こ
む
ス
キ
を
与
え
な
か
っ
た
。
と
く
に
中

軸
打
者
の
中
国
に
は
、
徹
底
的
に
外
角
を
え
ぐ

り
、
低
め
の
速
球
と
、
鋭
い
カ
ー
プ
で
は
じ
め

の
３
打
席
連
続
３
三
振
に
ほ
う
む
っ
た
ほ
か
、

鋭
い
シ
ュ
ー
ト
を
投
け
ま
ぜ
て
絶
妙
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
み
せ
た
。
二
回
か
ら
八
回
ま
で
１
安

打
、
１
四
球
と
押
え
ら
れ
て
は
、
積
木
も
ほ
ど

こ
す
術
が
な
か
っ
た
）
よ
う
や
く
九
回
瀬
戸

口
、南
の
連
安
打
で
無
死
一
公
一塁
の
チ
ャ
ン
ス

Ｖ
本
塁
打
　
枝
松
（加
雌
）
石
川
（福
田
）
▽
三
塁
打
　
広
瀬
▽
二
塁
打
　
和
国
、
川
上
真
、
栗
橋

Ｖ
盗
埋
　
鍾
―
▽
残
塁
　
鐘
７
日
６
Ｖ
併
殺
　
鐘
１
▽
２
時
間
４３
分

▽
三
単
一打
　
浜
野
▽
二
塁
打
　
瀬
戸
日
、
植
田
▽
犠
打
　
日
２
（糟
合
、
長
野
）
▽
盗
塁
　
積
１

（中
田
）
▽
残
塁
　
積
５
日
７
▽
失
策
　
積
１
（馴
田
）
目
２
（浜
野
、
植
日
）
▽
併
殺
　
日
１

▽
２
時
間
詢
分

長
の
ニ
ゴ
ロ
が
野
一子
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
る
オ
マ
　
　
常
に
積
極
明
だ
。
と
く
に
ベ
ー
ス
・
ラ
ン
ニ
ン

ケ
ま
で
つ
い
て
こ
の
回
２
点
を
あ
げ
た
。
チ
ャ　
　
グ
の
機
敏
さ
が
光
っ
た
）
（岡
田
）

ン
ス
を
つ
か
ん
だ
と
き
の
積
水
の
文
め
日
は
非

３
五
▽
▽
▽
ク
ー

自
０
２
０

▽
十
残
失
暴
巣
積
　
友
巣
山
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電 電 打安点
5辺  原 430
閣石  井 110
4岡  田 000
8由  島 300
8谷  本 100
9福  岡 420
45太  田 421
7,台 へ浩 300
2船  田 412
3田  中 300
6高  橋 410
1ダrノ T4 1 0
言+  35113

日 鉱 打安点
8太  田 400
4南i ‖1400
5橋  本 31 0
3岩  崎 300
9今  回 300
7暉  野 300
2毛利 デ]300
6古  田 300
1吉  武 100
PH深  江 100
1佐  野 110
言1  292 0

電
電
同
士
で
決
勝
争
う

広 く見やすい針 もと、洋裁作業がい っそう楽 しくなる最高級直線縫いミシン

東
京
、九
州
を
破
る

⌒選
抜
九
州
大
会
）

第
十
八
回
選
抜
社
会
人
野
球
九
州
大
会
は
参

加
十
三
チ
ー
ム
（招
待
４
、
九
州
９
）
に
よ
っ

て
四
月
十
四
日
か
ら
五
日
間
に
わ
た
っ
て
北
九

州
市
八
幡
区
大
谷
球
場
で
行
な
わ
れ
た
。

前
年
優
勝
の
日
鉱
佐
賀
関
、
準
優
勝
の
大
分

鉄
道
局
が
一
回
戦
で
早
く
も
姿
を
消
し
た
の
を

は
じ
め
、
名
門
八
幡
製
鉄
が
野
球
部
始
ま
っ
て

以
来
は
じ
め
て
コ
ー
ル
ド
負
け
す
る
な
ど
、
つ

ぎ
つ
ぎ
と
波
乱
が
起
こ
り
、
決
勝
戦
は
東
京
―

九
州
の
電
電
同
士
で
争
わ
れ
た
。
初
出
場
の
電

電
東
京
は
竹
ノ
下
投
手
の
決
投
も
あ
っ
て
シ
リ

上
が
り
に
調
子
を
あ
げ
、
人
幡
を
倒
し
て
勢
い

に
乗
っ
た
電
電
九
州
を
３
１
１
で
破
り
優
勝
を

か
っ
さ
ら
っ
た
。

¨
表

彰

選

手
¨

▽
最
優
秀
選
手
賞
　
竹
ノ
下
寿
雄
投
手
（電
電

東
京
）

▽
敢
闘
賞
　
伊
達
義
城
投
手
（電
電
九
州
）

▽
監
督
賞
　
大
神
田
正
俊
監
督
（電
電
東
京
）

▽
一回
戦

▽
一回
戦

織
上
自
痢
隊
西
郷
２ 。
Ｈ
２ 。
１０。
１ ０
‐ Ｏ
Ｘ ｌ
一‐７２

（七
回
コ
ー
ル
ド
・
ゲ
ー
ム
）

▽
三
塁
打
中
村
、渡
辺
▽
二
塁
打
田
部
井
２
、山

崎
２
、野
上
２
０
戸
崎
、
福
田
▽
三
振
白
７
ヤ
ー

▽
四
球
自
０
ヤ
Ｈ
▽
失
策
ヤ
塁
（野
上
、桐
２
）

朧
姉
に
解
鹸
　
０ ‐
∞
∞
∞
∞
∞
∞
０ ２
∞
一∞

▽
三
振
　
電
３
日
５
▽
四
球
　
電
２
日
０
▽
失

策
　
電
―
（高
橋
）
日
１
（陣
野
）

【評
】
ＦＩ
鉱
は
東
京
の
竹
ノ
下
投
手
に
全
然
手

が
出
な
か
っ
た
。
左
腕
投
手
が
ニ
ガ
手
と
い
っ

て
も
わ
ず
か
２
安
打
と
は
意
外
だ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
東
京
は
、
小
型
だ
が
攻
守
に
キ
ビ
キ
ビ

し
た
と
こ
ろ
を
み
せ
、
堅
実
な
試
合
連
び
を
み

せ
て
い
た
の
は
日
鉱
と
対
照
的
だ
っ
た
。
初
回

福
岡
、
大
田
の
主
軸
で
先
制
点
を
た
た
き
出
し

た
東
京
は
、
人
回
も
こ
の
二
人
の
快
打
で
ダ
メ

押
し
点
を
あ
げ
る
な
ど
、
竹
ノ
下
投
手
の
好
投

も
あ
っ
て
一方
的
に
１１
鉱
を
倒
し
た
。（玉

井
）

【評
】
ヤ
シ
カ
は
自
衛
隊
の
四
投
手
に
１８
安
打

を
あ
び
せ
て
大
勝
し
た
。
自
衛
隊
の
投
手
は
い

ず
れ
も
腕
先
き
て
投
げ
る
も
の
ば
か
り
。
だ
か

ら
投
球
に
仲
び
が
な
く
単
調
で
打
た
れ
や
す

い
。
ヤ
シ
カ
の
打
者
か
打
撃
練
習
で
も
や
っ
て

い
る
よ
う
に
打
ち
ま
く
っ
た
の
も
そ
う
し
た
欠

陥
が
あ
る
か
ら
だ
。
投
手
陣
が
不
安
定
だ
と
、

攻
撃
に
ま
で
響
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
自
衛
隊

第
１８
回
選
抜
九
州
大
会

電

九

州

門
鉄
工
所

三
菱
長
崎
造
船

鉱
佐
賀
関

電

東

京

且４．■
ア
に

Ｌ
■̈
』

乳
ノヽ ブヽ  本公

幡 分 下

製 鉄 電

鉄 道 器

《新発売》

リリ知ロニみみ
本社・東京餞座 /全国7001所 にひろがるサービス綱・ 10カ 年保証
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松  下 打安点
6神  吉 510
3西  山 310
3浜  口 1 00
9Zそ  田 411
7松  葉 31 1
7F訂  田 210
8下  田 510
4/」  ヽ 林 410
2シK 田 310

一一　摯̈　崚̈“一勧藁は“靴和輝莉裁影

一蝿
れ蒙
酔
要
しか”馴譜
猪権̈
赫知素櫂
っ甑
〓̈れは麓

一ヽ　
た
。
と
き
に
は
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
　
対
す
る
理
解
に
預
か
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ

一一　
ス
ポ
ー
ツ
何
で
も
…
…
電

一一　
　
腎
・・…
…
…
モ
ッ
ト
ー
は
フ
ェ
ア
プ
レ
ド

一一　
の
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
指
導
し
た
り
、
ま
た
交
　
り
ま
す
。

一
驀

卿
帥
誇

飩

藤

彩

亦

稀

驀

ル
４

囃
苓

一一　
だ
が
た
め
に
、
大
変
喜
ば
れ
た
と
聞
か
さ
れ
　
の
名
を
辱
か
し
め
な
い
よ
う
、
正
々
堂
々
と

一一　
素
れ
家
に
¨
“
』
”
『
載
“
´
申
或
開
辞
¨
　
『
ホ
エ ぁ
“
″
”

‐ ‐
¨
静
ｒ
訪
罐
江
〓
は
め
“

一一　
ま
郭
枠
野
球
部
は
昭
和
３‐
年
創
立
以
来
わ
ず
　
素
誨
師
舞
裁
測
素
¨
岸
節
、
選
手
の
士
気
を

一ヽ　
か
９
年
で
あ
り
ま
す
が
、
古
節
実
って
こ
こ
　
　
社
長
は
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
は
水
泳
、
釣
、
ゴ

層

鰐

婦

饉

狗

鰐

投
「
妊

″役
編
廠
須

鐸

霧

ば

れ
対
す
る
理
解
は
深
い
よ
う
で
す
。
若
い
者
に

は
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
和
―
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
、
練
磨
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
を
引
き
合
い
に

出
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
さ
を
た
え
ず
強
調

さ
れ
て
い
ま
す
。
業
務
面
で
も
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
シ
ッ
プ
を
吸
収
す
る
よ
う
常
々
説
い
て
お

ら
れ
ま
す
。

わ
が
社
に
お
い
て
は
毎
年
社
内
の
リ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、野
球
、
相
撲
、卓
球
な

ど
の
大
会
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
社
員
の
健
康
、
福
祉
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ

精
神
を
人
生
に
反
映
さ
せ
て
、
立
派
な
人
格

を
形
成
し
、
さ
ら
に
は
社
会
に
寄
与
せ
し
め

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
社
長
の
考
え
に
よ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
社
長
の
こ
の
意
を
体
し
、
こ

と
し
も
大
い
に
活
躍
し
、
都
市
対
抗
に
は
連

続
優
勝
の
偉
業
を
打
ち
立
て
た
い
と
、
全
員

が
は
り
き
っ
て
お
り
ま
す
。

（日
本
遍
連
野
球
部
長
　
田
所
　
芳
蔵
）

は
な
に
を
お
い
て
も
ま
ず
投
手
陣
を
強
化
し
な
　
　
って
も
互
角
に
戦
え
な
い
だ
ろ
う
。

く
て
は
な
ら
な
い
。
で
な
け
れ
ば
い
つ
ま
で
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（浦
山
）

″

燃
鉾
鍵
齢
　
釧
２３
∞
０１
０２
∞
‐０
∞
∞
一３７
　
　
鰯
秦
¨
神
け
は
配
峰
味
¨
い
輌
凛
】
い
え っ
は
中

▽
三
塁
打
下
田
▽
二
塁
打
小
林
、
平
林
、
渡
辺
　
　
いＬと
は
な
い
が
、
こ
れ
で
は
投
手
が
か
わ
い
そ

弘
、
大
島
▽
三
振
松
３
大
２
▽
四
球
松
４
大
４
　
　
う
だ
。
こ
の
点
松
下
は
足
で
か
き
回
す
積
極
的

▽
大
策
松
１
（松
葉
）
大
３
（大
島
、
平
林
、　
　
戦
法
で
分
鉄
守
備
陣
を
か
き
回
し
た
。
ま
た
四

出
田
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
の
ビ
ン
チ
で
若
い
中
村
を
佐
藤
に
切
り
替
え

【評
】
分
鉄
が
前
半
失
っ
た
点
の
う
ち
５
点
は
　
　
た
投
手
交
代
も
適
切
で
分
鉄
の
反
撃
を
断
つ
原

エ
ラ
ー
が
因
と
な
った
も
の
。
ま
た
女
壁
国
で
　
　
因
と
な
った
。

も
一、
四
回
と
二
度
に
わ
た
る
無
死
満
塁
の
好
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（玉
井
）

5'II 村 200
5東  島 000
1中村征 101
1佐  藤 200

言+  3583
分 鉄 打安点
8出  口 420
5脇  ′l1410
9師I 部 2009平  ‖1210
3大  島 510
7三浦敦 411
64'「  る本4 1 0
2庭  瀬 200
2田  □ 200
4出  田 100
46渡辺弘 2 1 0
1板  井 320
1玉そ 日ヨ1 1 0

言+ 36111

岬
籠
動
馴
　
∞
∞
Ｏ。
０５
∞
∞
‐１
２。
∞
一３６
　
　
は
中
″
い
詢
「
妙
¨
”
は
”
利
】
か
な
〕
睾
響

▽
三
塁
打
中
原
、
伊
達
、
松
永
▽
二
塁
打
安
河
　
　
込
ま
れ
た
が
山
門
か
ら
三
振
１４
個
を
奪
った
の

内
、
山
村
、
松
本
▽
三
振
電
５
山
１４
▽
四
球
電
　
　
は
新
人
と
し
て
は
り
っば
な
も
の
だ
。
山
門
は

０
山
２
▽
失
策
電
３
（中
原
３
）　
　
　
　
　
　
　
頼
み
の
山
南
投
手
が
四
回
電
電
に
大
量
点
を
奪

【評
】
電
電
の
左
腕
伊
達
は
小
身
な
が
ら
ス
　
　
わ
れ
て
戦
意
を
な
く
し
た
。

ピ
ー
ド
が
あ
り
、
カ
ー
プ
の
切
れ
も
鋭
く
正
確
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▽
三
塁
打
浜
田
、
林
▽
二
塁
打
藤
野
▽
三
振
鹿

１
松
１
▽
四
球
艶
２
松
１
▽
失
策
鹿
１
（大
隅
）

【評
】
鹿
鉄
は
先
発
投
手
の
誤
算
か
ら
奪
わ
れ

た
初
回
の
大
量
点
を
ジ
リ
ジ
リ
と
追
い
あ
げ

て
、
１
点
芳
ま
で
つ
め
た
が
、
も
う
一
歩
の
押

し
が
足
ら
な
か
っ
た
。

大
島
は
初
回
徳
留
投
手
に
４
本
の
長
短
打
を

あ
び
せ
、
威
勢
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

が
、
米
盛
投
手
に
代
わ
っ
て
か
ら
は
打
棒
が
の

び
ず
鹿
鉄
の
追
撃
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
し
か
し

パ
ッ
ク
が
よ
く
江
藤
投
手
を
盛
り
立
て
て
再
三

ピ
ン
チ
を
脱
し
僅
か
な
差
で
逃
け
込
ん
だ
。

（玉
井
）

一九
六
四
年
度
の
シ
ー
ズ
ン
も
日
本
連
運
　
持
を
押
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

チ
ー
ム
の
比
国
遠
征
を
最
後
に
幕
が
お
ろ
さ
　
　
そ
の
希
望
が
開
け
て
き
つ
つ
あ
る
の
だ
。

れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
…

ふ
っ
か
え
っ
て
見
れ
ば
、
こ
と
し
は
社
会
　
・も

人
野
球
が
新
生
面
に
大
き
く
第
一歩
を
踏
み
　
　
私
は
一九
五
六
年
に
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
に

を
完
全
に
魅
了
し
て
し
ま
っ
た
。
私
も
そ
の

ト
リ
コ
に
な
っ
た
一人
で
、
日
本
代
表
の
活

躍
を
祈
り
、
各
国
選
手
の
美
技
に
拍
手
を
送

る
と
同
時
に
、
ス
ホ
ー
ツ
マ
ン
な
れ
ば
だ
れ

で
も
持
っ
た
で
あ
ろ
う
「選
手
と
し
て
出
場

で
き
た
ら
…
…
」
と
い
う
う
ら
や
ま
し
い
気

好
機
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

き
た
る
べ
き
晴
れ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正

式
種
日
と
し
て
の
参
加
を
夢
見
て
、
ま
た
そ

の
日
を
期
し
て
練
磨
、
精
進
を
重
ね
よ
う
で

は
な
い
か
…
…
。

（元
日
石
監
督
）

マ   三
菱

シ   長力
:§籍
000200
110000
0002
57

鹿 鉄 打安点
5橋  元 310
8横  山 41o
9橘  田 300
3大  隅 421
7浜  田 410
4谷  山 300
PH呵声  ∫151 o o
2陶  山 31 1
1徳  留 000
1米  盛 320
PH  あ木  1 l o
6鈴  木 201
PH横  村 loo

言+  329 3
大 島 打安点
5藤  野 430
4育i 田 31 1
9ゴヒ  J買 4 1 0
7井上佐 3 0 0
3西  LL14 2 2
6/」  ヽ 宮 301
8谷  平 400
1江  藤 310
2塗  木 300

言+  318 4

三 菱 打安点 化 成 打安点
6飯  島 410 6真  田 420
7佐  藤 410 9山  下 200
8遣菖  チキ0 0 0  PHE日  月F1 0 08 慕晨 200 9安 運3o oo
87吉  ‐●・163 1  8串  間 4 1 0
9松  本 551  7平  井 410
3日ヨ 中 611 2木 之下 400
2谷  平 632 5田  籠 310
4満  上 612 1高  崎 421
1平  日日100 4蒲  生 411
1/」  ヽ 坂 400 3後  藤 310
5小 侯 410 計 3392
…… .訂.…■ 19.子  …蓄 …饉

¨
野妄黒

ヤシカ 打安点 5辺  原 400
6田部井 410 4岡  田 000
6野  上 631 7鈴 木浩 320
2中  村 411 9福  岡 422
9梅  E日 4 1 1  45大   田 3 0 0
4 桐  400 8大  楽 200
5'紆

`K'こ
4 2 2  PHイを  フア1 0 0

3戸 崎 400 8谷  本 110
PH金  子 1 0 0  2船   田 4 1 0
3高  橋 000 3日 ]I卜 310
1中  島 210 6高 橋 300
1藤  間 100 1鈴 木博 200
1武  田 2 1 0  PH金   井 1 1 1
7山  崎 510 1竹 ノ下 000

計  4H15   計  3183

▽
二
回
戦

臨
畷
難
勅
　
∞
０ ‐
∞
∞
∞
‐ 。
０ ‐
０ 。
Ｘ 。
一４ ２

▽
三
塁
打
福
岡
、
日
籠
▽
二
塁
打
真
田
、
高
崎

▽
三
振
三
４
電
３
▽
四
球
三
２
電
２
▽
大
策
三

５
（串
間
２
、
日
籠
３
）

【評
】
化
成
は
東
京
を
上
回
る
打
力
を
示
し
な

が
ら
ま
ず
試
合
運
び
に
敗
れ
た
。
初
回
の
失
点

も
福
岡
の
左
中
間
三
塁
打
は
あ
っ
た
が
、
失
策

が
な
け
れ
ば
３
点
も
や
ら
ず
に
す
ん
で
い
た
は

ず
だ
。

ま
た
暴
走
で
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ
し
た
り
、
肝

心
な
と
こ
ろ
で
打
者
が
悪
球
に
手
を
出
す
な
ど

粗
雑
な
プ
レ
ー
が
め
だ
ち
、
せ
っ
か
く
の
打
力

を
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

東
京
の
先
発
鈴
木
博
は
再
三
ピ
ン
チ
を
招
き

な
が
ら
も
、
化
成
の
拙
攻
に
救
わ
れ
て
―
点
を

許
し
た
だ
け
で
大
回
ま
で
投
げ
抜
い
た
。
六
回

の
製
、
二
死
二
塁
て
金
井
の
代
打
起
用
が
成
功

し
て
１
点
を
加
え
た
と
こ
ろ
で
、
七
回
か
ら
バ

ト
ン
を
左
腕
竹
ノ
下
に
ゆ
ず
り
化
成
に
１
点
を

返
さ
れ
た
が
２
点
の
リ
ー
ド
を
守
って
勝
っ

た
。
（三
井
）

▽
三
塁
打
梅
田
、
中
島
▽
二
塁
打
田
部
井
、
小

俣
、
吉
武
、谷
平
、野
上
▽
三
振
三
７
ヤ
４
▽
四

球
三
３
ヤ
６
▽
失
策
〓
２
（田
中
、
溝
上
）
ヤ

ー
（斎
藤
寛
）

【評
】
延
長
十
一回
、
二
死
一、
三
塁
で
谷
平

が
殊
勲
の
左
越
え
二
塁
打
を
放
っ
て
造
船
が
逆

転
勝
ち
に
成
功
し
た
。

造
船
は
先
発
平
田
投
手
の
不
調
か
ら
不
利
な

戦
い
と
な
り
な
が
ら
も
よ
く
こ
れ
を
返
し
た
。

ヤ
シ
カ
は
左
、
右
、
左
と
二
人
の
投
手
を
つ
な

い
だ
が
、
造
船
の
気
力
に
負
け
て
防
ぎ
き
れ
な

か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三
井
）

松
下
　
電
器
○
０
１
０
０
０
０
０
０

八
幡
　
製
鉄
０
０
０
０
０
１
０
０
０

∞
Ｏ 。
∞
∞
０ 。
∞
∞
Ｏ 。
０ 。
一「

（延
長
十
八
回
引
き
分
け
）

▽
三
塁
打
西
山
、
有
田
▽
二
塁
打
神
吉
２
▽
〓

振
松
１２
八
３
▽
四
球
松
６
八
５
▽
失
策
松
３

（小
林
２
、
深
田
）
八
１
（民
谷
）

【評
】
三
年
連
続
顔
合
わ
せ
の
こ
の
カ
ー
ド

は
い
つ
も
接
戦
だ
。
試
合
は
松
下
が
ま
ず
先

行
、
立
ち
上
が
り
か
ら
堅
く
な
っ
て
い
た
八
幡

NKKは 、製鉄・ 造船
プラン トの 3つ の部P句

を もつ、世 界 でもユニ
ー クな製鉄会社 です。
そのすぐれた技術 と製
品は、世界から高 く評
価され、産業と暮らし
をきずく、たくましぃ
原動力になってぃます

○日套.瑠管
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の
左
腕
二
重
野
に
、
三
回
四
球
の
西
山
を
一暴

に
置
い
て
神
古
が
方
翼
線
に
二
塁
打
を
浴
び
せ

て
１
点
を
先
取
し
た
。
東
島
も
四
球
を
選
ん
で

無
死
一、
二
塁
と
攻
め
た
が
後
縣
の
救
援
で
径

統
を
断
た
れ
た
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
追
い
討
ち

を
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
痛
か
っ
た
が
、
そ

れ
以
上
に
僣
し
ま
れ
た
の
は
五
回
無
死
で
西
山

の
三
塁
打
を
も
の
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

神
吉
四
球
の
あ
と
東
島
の
ス
ク
イ
ズ
が
失
敗
と

な
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
回
に
松
下
が
加
点
し

て
お
れ
ば
、
中
村
を
リ
リ
ー
フ
し
た
佐
藤
が
好

調
で
あ
っ
た
だ
け
に
延
長
に
持
ち
込
ま
ず
に
す

点
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
３
０
０
１
０
０
０
１
１
０
０
１

打
６
１
１
４
５
７
７
７
５
１
６
１

下
吉
島
葉
村
田
田
田
林
田
村
藤
山

▽
二
回
戦
再
試
合

松
下
電
器

八
幡
製
鉄

▽
三
塁
打
有
田
▽
二
塁
打
宮
添
、
平
野
▽
三
振

松
４
八
１
▽
四
球
松
２
八
６

【評
】
松
下
は
投
手
起
用
を
あ
や
ま
っ
た
。

こ
の
た
め
試
合
は
予
想
に
反
し
八
幡
の
ワ
ン
サ

イ
ド
と
な
っ
た
。
松
下
の
中
村
投
手
は
前
日
も

先
発
に
立
ち
調
子
は
よ
く
な
か
っ
た
。

松
下
の
ベ
ン
チ
と
し
て
は
、
若
い
中
村
に
い

ま
一
度
登
板
さ
せ
て
自
信
を
つ
け
さ
せ
よ
う
と

し
た
の
だ
ろ
う
が
、
中
村
は
皮
労
が
抜
け
ず
球

威
に
乏
し
か
っ
た
。

八
幡
は
こ
の
中
村
の
立
ち
上
が
り
を
鋭
く
攻

め
石
黒
、
有
田
、
宮
添
の
三
長
短
打
で
２
点
を

先
取
、
代
わ
っ
た
下
手
投
げ
の
安
達
か
ら
も
二

回
松
川
の
タ
イ
ム
リ
ー
・
ヒ
ッ
ト
で
２
点
を
加

え
た
。

ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。

人
幡
の
後
修
は
こ
の
ビ
ン
チ
を
脱
し
て
か
ら

見
進
え
る
よ
う
な
ピ
ッ
チ
ン
グ
と
な
り
、
松
下

の
攻
撃
を
ピ
タ
リ
と
押
え
て
い
っ
た
。
こ
の
力

投
に
こ
た
え
て
八
幡
攻
撃
陣
は
奮
起
し
、
大
国

石
黒
が
内
野
安
打
に
出
た
の
を
き
っ
か
け
に
松

川
の
バ
ン
ト
と
有
国
の
内
野
安
打
で
一死
一
、

三
塁
の
好
機
を
つ
く
り
安
西
の
遊
ゴ
ロ
で
タ
イ

に
持
ち
込
ん
だ
。
そ
の
後
は
八
幡
か
押
し
気
味

で
あ
っ
た
が
決
定
打
が
出
ず
引
き
分
け
と
な
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三
井
）

▽
三
振
電
０
松
３
▽
四
球
電
３
松
０
▽
失
策
松

３
企
‐１１ｊ
田
、
江
藤
、
塗
木
）

【評
】
嘔
電
は
二
日
一死
後
、
浜
田
が
左
前

安
打
し
た
の
を
中
原
が
有
中
間
三
祟
打
て
か
え

し
、
さ
ら
に
ス
ク
イ
ズ
の
追
加
点
を
ね
ら
っ
た

が
失
敗
、
１
点
に
と
と
ま
っ
た
。

電
電
は
そ
の
後
本
島
の
江
藤
投
手
を
打
ち
あ

ぐ
ん
で
苦
戦
し
た
。
し
か
し
本
局
に
電
電
の
左

腕
広
円
を
打
ち
込
む
だ
け
の
打
力
が
な
か
っ
た

の
で
、
嘔
電
が
優
位
を
保
ち
八
回
力
投
す
る
江

藤
を
攻
略
し
て
大
島
の
追
撃
を
断
っ
た
。（三

井
）

曰1  567 1

ヒ́
回
コ
|

ル
ド

ゲ
l

ム

20
78
000000
20
70

松
6神
5昇こ
PH本公
5,||
9ラ賛
8下
7高
4/」ヽ
2深
1中
1佐
3西

八  幡 JJ安点
8石  黒 820
9鵞  ヽ ‖1710
7イ子 田 740
2瀬  1筆 200
2=そ  lL14 0 1
3戸  田 620
5松  田 620
4Eヨ  添 300
PH中村正 1 00
4有  働 300
1二重野 100
1後  藤 500
6民  谷 600

言+  5911 1

電 電 打安点
6飽  本 530
8床  ひこ400
4山  村 532
9村  岡 300
9大  草 100
3つ欠漁F′]420
7浜  田 532
5中  原 41 1
2大田黒 301
12,  Fヨ 4 0 0
言+  38126

さ
ら
に
三
人
目
の
左
腕
坂
本
に
も
三
回
、
平

野
、
民
谷
、
石
黒
が
痛
打
を
つ
ら
ね
て
加
点
す

る
な
ど
、　
序
盤
戦
で
早
く
も
勝
敗
は
決
ま
っ

た
。人

幡
の
平
野
投
手
が
松
下
を
３
安
打
完
封
に

押
え
る
好
投
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
味

方
の
大
量
点
で
心
に
ゆ
と
り
が
持
て
た
か
ら

だ
。
平
野
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
は
鋭
さ
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
カ
ー
プ
の
切
れ
が
よ
く
、
シ
ュ

ー
ト
を
織
り
ま
ぜ
た
ゆ
さ
ぶ
り
投
法
で
松
下
を

自
分
の
ベ
ー
ス
に
巻
き
込
ん
だ
。
　
（三
井
）

櫂
駆
効
酬
　
∞
０ ‐
∞
∞
∞
∞
∞
“
０ ２
一∝

▽
三
塁
打
中
原
▽
二
塁
打
飽
本
、
山
村
、
藤
野

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
０
０
０
１
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０

打
４
２
１
３
３
３
２
３
０
１
１
１
０
２

下
古
島
村
田
田
田
林
田
村
達
本
葉
副
山

松
帥
触
釧
殴
椰
箱
い
麻
呻
眩
版
Ｍ
蜘
瓢

一４２０３００１００３００１００３００３‐０３‐０３０００００２００ｍ２００１０〇一３０４０

島
嚢
原
浦
上
野
山
宮
田
平
田
藤

森
木
島
一計

寺競
蓼
鴨
給
鍮
胚
続

▽
準
決
勝

三
菱
長
崎
造
船

電
電

東

京

▽
二
塁
打
森
、
弦
本
、
鈴
木
浩
▽
三
振
三
１
電

２
▽
四
球
三
３
電
２
▽
失
策
三
２
（飯
島
、
谷

平
）
電
１
（竹
ノ
下
）

【評
】
東
京
は
延
長
十
一回
表
、
１
点
を
失

120000
100000
000000
21
43

住友金属工業株式会祗
社
　
社

本
　
支

大 阪 市 東 区 北 浜 5丁 目 15番 地

東京都千代田区丸ノ内1～ 8(新住友ビル内)
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＞
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多
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＞
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‘
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５

多

多

´
ゝ
≧

′́
′

い
な
が
ら
も
そ
の
裏
、
逆
転
に
成
功
し
た
。
一

死
後
か
ら
福
岡
が
三
塁
左
を
破
り
太
田
が
右
前

打
し
て
ヽ
三
塁
、鈴
木
浩
は
２
球
ロ
カ
ー
プ
を

三
塁
左
に
適
時
打
し
て
同
点
に
持
ち
込
ん
だ
。

こ
こ
で
代
打
石
井
に
対
し
て
三
菱
は
満
塁
策

を
と
っ
た
が
、
由
島
の
ゆ
る
い
一ゴ
ロ
で
三
塁

走
者
の
大
田
が
ス
タ
ー
ト
よ
く
本
塁
を
お
と
し

い
れ
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
た
。　
　
・

三
菱
の
小
坂
投
手
は
終
始
力
投
を
つ
づ
け
束

京
打
線
を
悩
ま
し
つ
づ
け
た
が
、
十
一
回
味
方

が
勝
ち
越
し
点
を
あ
げ
て
ほ
っ
と
し
た
気
の
ゆ

る
み
を
東
京
に
つ
か
れ
倍
し
い
試
合
を
逃
が
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（浦
山
）

疇２００２００４００４３‐４‐０４‐‐４００００００００‐００４‐２０００２‐０２００３０〇一３６７４

藝』̈﹈̈̈疇時わ̈̈時̈疇い輻一計

▽
準
決
勝

八
幡
製
鉄

電
電
九
り‐―‐‐

200000
001010
30
70

【評
】
電
電
九
州
は
立
ち
上
が
り
う
ま
く
攻

め
た
。
ト
ッ
プ
の
飽
本
が
右
前
打
、
床
次
も
外

角
球
を
巧
み
に
有
前
へ
流
し
て
得
点
機
を
つ
く

っ
た
。
人
幡
後
雌
投
手
の
投
球
が
う
わ
ず
っ
て

い
た
の
を
ね
ら
い
打
っ
た
う
ま
い
打
法
だ
っ

た
。
こ
の
あ
と
八
幡
に
二
つ
の
失
策
が
出
て
九

州
は
拾
い
も
の
の
２
点
を
先
取
し
た
。

人
幡
は
こ
の
つ
ま
ず
き
が
大
敗
の
原
因
と
な

4都の大丸へ。ノ

薄ユ狙烈蓄
螂ユ〓^
﹇

お買物は
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の
ま
ま
ビ
ュン
ピ
ュン
投
け
て
八
幡
を
手
玉
に

と
った
。
そ
し
て
五
回
自
か
ら
右
翼
へ豪
快
な
　
　
　
▽
決
　
　
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
も
す
る
ど
い
。
し
か
し
決
勝
と
い
う
重
荷
に

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
か
っ飛
ば
し
て
勝
利
を
決
定
的
　
　
電
電
東
京
　
Ｏ
０
１
日
∞
∞
∞
∞
０‐
一‐３
　
　
罐
継
％
た
た
め
か
、
立
ち
上
が
り
か
ら
力
ん
で

な
も
の
に
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燿
電
九
州
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ

八
幡
は
六
回
の
一死
一、
三
塁
の
チ
ャ
ン
ス
　
　
▽
三
塁
打
辺
原
、
竹
ノ
下
▽
二
塁
打
田
中
、
太
　
　
　
いＬの
た
め
タ
マ
が
浮
き
気
味
で
不
安
定
。

も
代
打
が
伊
達
を
打
ち
込
め
ず
、
最
後
ま
で
反
　
　
田
▽
三
振
東
４
九
２
▽
四
球
東
５
九
４
▽
失
策
　
　
一、
一一回
は
無
難
に
切
り
抜
け
た
も
の
の
、
三

撃
機
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
か
った
。
八
幡
　
　
東
１
（太
田
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
二
死
後
、
由
島
を
死
球
に
出
し
た
あ
と
、
辺

は
昭
和
二
年
チ
ー
ム
結
成
以
来
、
初
め
て
得
点
　
　
　
【評
】
九
州
は
春
の
東
京
大
会
で
活
躍
し
た
　
　
原
に
２
１
１
か
ら
投
げ
た
高
め
の
外
角
球
を
右

差
に
よ
る
コ
ー
ル
ド
・ゲ
ー
ム
負
け
と
い
う
汚
　
　
話
題
の
ル
ー
キ
ー
、
外
木
場
投
手
が
登
板
し
　
　
中
間
三
塁
打
さ
れ
て
東
京
に
先
行
を
許
し
た
。

点
を
球
史
に
残
し
て
し
ま
った
。
　
（玉
井
）　
　
た
。
そ
の
速
球
は
ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
、
ド
ロ
ッ　
　
四
回
も
一死
二
塁
で
田
中
に
初
球
の
高
め
を
右

貪
徒
睾
鰺
　
盪
一

¨̈　
温
い
コ
タ
ツ
の
中
で
傾
け
る
酒
の
味
は
忘
れ
　
北
地
区
は
範
囲
も
広
い
、
登
録
チ
ー
ム
数
も
　
け
で
、
い
ま
に
し
て
思
え
ば
本
当
に
無
情
の

¨
¨
一
一
義
一
一
¨
一
器
中
瘍
は
商

・ 人 中
¨
崚
¨
」
）
﹈
﹈
い
靡
崚
昨
』
」
鰤
嶋
時
い
時
¨
』
」
疇
」
崚
一
け

¨
毎 ュ 思

¨
一
け
｝

¨
を
」

け
け
】

颯

鰤

一 く も で
一
Ｔ

口

＝

鋼

趾

≧

鰊

¨
一
慾

一̈　
う
な
れ
は
、
酒
の
天
下
の
到
来
と
い
う
わ
け
　
人
気
が
な
い
と
ま
ま
子
扱
い
さ
れ
た
。
実
に
　
　
いＬれ
で
東
北
の
青
獅
子
旗
争
い
は
一段
と

¨̈　
だ
。
左
党
バ
ン
ザ
イ
。
酒
好
き
の
球
界
同
人
　
心
外
の
至
り
で
あ
る
が
、
三
十
五
回
を
記
念
　
面
白
く
な
り
ま
し
た
。
四
十
年
の
東
北
球
界

一̈
よ
、
思
い
切
り
痛
飲
し
よ
う
で
は
な
い
か
。　
し
て
ニ
チ
ー
ム
出
場
を
認
め
ら
れ
、
品
の
良
　
も
い
よ
い
よ
希
望
と
楽
し
み
が
い
っば
い
に

一̈
き
ら
い
な
人
は
よ
し
た
方
が
す
べ
て
に
お
い
　
い
洗
練
さ
れ
た
チ
ー
ム
を
送
ろ
う
と
初
め
て
　
な
り
ま
し
た
。

¨̈
て
よ
い
よ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敗
者
復
活
戦
を
採
用
し
た
こ
と
で
し
た
。　
　
　
わ
れ
わ
れ
東
北
地
区
の
当
事
者
も
大
い
に

一一　
　
さ
て
三
十
九
年
度
の
東
北
社
会
人
野
球
界
　
　
雨
で
一日
順
延
す
る
な
ど
皆
さ
ん
に
迷
惑
　
は
り
切
り
ま
す
が
、
全
国
の
み
な
さ
ん
、
東

一̈　
を
ふ
り
か
え
って
見
る
と
、
嬉
し
い
こ
と
が
　
を
か
け
ま
し
た
が
、
運
営
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
　
北
あ
って
の
全
国
大
会
で
す
か
ら
、
と
う
か

一̈　
悲
し
い
こ
と
よ
り
多
か
った
と
思
う
。
ま
ず
　
き
ま
し
た
。
私
ど
も
経
営
面
で
は
ち
ょ
っび
　
か
わ
い
が
って
く
だ
さ
い
。

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ず ′

東 京 打安点
8日ヨ 島 310
521『 R311
9准百 1岡 300
4メて 田 210
7鈴ブヽ Ii3 0 0
3田  申 411
2花  方 400
〕広  浙こ1 00
PH谷  本 1 0 0
1竹ノ¬F210
6岡  田 301
nt  295 3

九 州 打安点
6飽  本 400
8床  次 410
4山  村 420
9村  岡 301
3安河内 300
7浜  田 100
5中  原 200
2大田黒 1 00
PH里予  '11 0 0
2白  神 000
1外木場 100
1伊  達 200
言+ 263 1

中
間
二
塁
打
さ
れ
て
追
加
点
を
奪
わ
れ
た
。

四
回
妻
九
州
は
床
次
、
山
村
の
安
打
で
一死

一、
三
塁
と
反
撃
の
機
会
を
つ
く
り
、
村
岡
が

投
手
の
足
も
と
を
抜
く
安
打
性
の
当
た
り
を
放

っ
た
が
、
遊
撃
手
の
美
技
に
は
ば
ま
れ
て
１
点

に
と
ど
ま
っ
た
の
は
不
運
だ
っ
た
。

東
京
の
先
発
、
広
沢
投
手
は
長
身
の
速
球
派

た
が
、
タ
マ
す
じ
が
素
直
で
ね
ら
わ
れ
や
す

い
。九

州
の
打
者
が
一巡
し
て
打
ち
込
ま
れ
た
と

こ
ろ
で
ベ
ン
チ
は
五
回
か
ら
好
調
の
竹
ノ
下
に

切
り
替
え
た
。
九
州
の
打
者
が
左
投
手
に
弱
い

一口
を
考
え
る
と
、
こ
の
継
投
は
時
機
を
得
た
も

の
で
あ
っ
た
。
九
州
は
外
木
場
に
立
ち
直
り
の

気
配
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
六
回
な
ば
か

か
ら
前
試
合
で
好
投
し
た
伊
達
を
繰
り
出
し
て

追
撃
に
総
力
を
注
い
だ
。
そ
し
て
七
回
、
無
死

で
山
村
が
右
前
安
打
し
て
反
撃
の
足
が
か
り
を

つ
く
っ
た
が
、
村
岡
の
バ
ン
ト
失
敗
て
併
殺
に

あ
い
、
さ
ら
に
敵
失
と
四
球
で
迎
え
た
一
打
同

点
機
も
、
一塁
走
者
が
投
手
の
け
ん
制
球
に
刺

さ
れ
て
つ
ぶ
し
た
。

こ
の
拙
爽
で
九
州
は
勝
運
か
ら
見
放
さ
れ
最

終
回
、
東
京
に
決
定
的
な
１
点
を
追
加
さ
れ

た
。
東
京
は
強
力
で
は
な
い
が
攻
守
よ
く
ま
と

ま
っ
て
い
た
。
総
合
力
を
結
集
し
て
九
州
チ
ー

ム
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
倒
し
た
。
と
く
に
そ
の
推
進

力
と
な
っ
て
全
試
合
に
活
躍
し
た
竹
ノ
下
投
手

の
健
投
は
あ
っ
ば
れ
で
あ
っ
た
。

（玉
井
）

８
■

遺

，

大
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町
７

下
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全
鐘
紡
が
連
覇

決勝
地
元
倉
ン
を
圧
倒

（選
抜
岡
山
大
会
）

第
八
回
選
抜
社
会
人
野
球
岡
山
大
会
は
五
月
二

日
か
ら
岡
山
市
の
県
営
球
場
で
行
な
わ
れ
た
。

前
年
度
の
優
勝
全
鐘
紡
が
地
元
の
雄
倉
敷
レ
イ

ヨ
ン
を
破
つて
二
年
連
続
優
勝
を
と
げ
た
。

▽
第
一日
（５月２日）

◇
…
一
回
戦
…
◇

摯
率鋭
獣
繊
　
３ 。
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ｘ 。
一３ 。

【評
】
総
合
力
に
ま
さ
る
鐘
紡
が
順
当
に
員
録

勝
ち
し
た
。
一回
鐘
紡
は
米
鉄
先
発
左
腕
福
井

の
制
球
難
と
内
野
失
に
つ
け
込
ん
で
先
行
し

た
。
先
頭
の
大
野
四
球
、
遊
失
に
続
い
た
菅
の

盗
塁
悪
送
球
の
間
に
大
野
生
還
。
本
郷
の
左
前

安
打
と
川
上
宣
四
球
で
無
死
満
塁
と
英
め
つ

け
、
続
く
平
島
の
右
前
適
時
打
で
早
く
も
３

点
。
な
お
無
死
二
、
三
塁
と
し
な
が
ら
加
点
で

き
な
か
った
。　
″こ
れ
は
簡
単
に
い
け
る
″
と

い
う
気
の
ゆ
る
み
が
以
後
の
攻
撃
に
て
た
。

鐘
紡
は
二
、
三
回
に
も
得
点
圏
に
走
者
を
置
き

な
が
ら
攻
撃
が
ラ
フ
に
な
り
、
さ
し
て
威
力
の

あ
る
と
は
思
え
な
い
福
井
と
六
回
か
ら
救
援
の

山
本
か
ら
追
加
点
を
奪
え
な
か
った
の
は
ふ
が

い
な
い
。

米
鉄
は
鐘
紡
先
発
足
立
の
シ
ュー
ト
と
カ
ー
プ

の
ゆ
さ
ぶ
り
に
あ
って
六
回
ま
で
３
安
打
散

発
。
救
援
の
川
上
貞
、
加
藤
に
も
押
え
ら
れ
て

二
塁
も
踏
め
ず
箋
敗
し
た
。
（山
本
照
）

帥
罐

嗜

醐
品

‐ 。
８ ８

∞
∞
”

蔓

【評
】
両
チ
ー
ム
立
ち
上
が
り
に
そ
れ
ぞ
れ
１

点
と
っ
て
互
角
の
ス
タ
ー
ト
。
電
電
が
三
回
に

徳
連
の
犠
飛
で
リ
ー
ド
を
奪
っ
た
。
電
電
の
２

点
は
い
ず
れ
も
三
原
が
足
を
い
か
し
、
徳
連
が

打
っ
て
返
し
た
も
の
。
そ
の
ま
ま
押
し
切
っ
て

お
れ
ば
電
電
は
こ
の
二
人
で
勝
っ
た
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ね
ば
る
山
陽
は
最
終
回

二
死
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
、
二
塁
走
者

の
伊
田
が
う
ま
く
走
っ
て
遊
撃
を
誤
ら
せ
同
点

に
持
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
要
投
手
起
用
を

誤
っ
て
二
番
手
矢
島
投
手
に
代
打
を
送
り
、
小

原
投
手
を
使
っ
た
の
が
悪
く
、
小
原
投
手
は
代

わ
り
ば
な
を
当
た
っ
て
い
る
徳
連
に
二
塁
打
さ

れ
た
あ
と
二
死
満
塁
の
ビ
ン
チ
を
背
負
い
、

岡
下
に
左
前
に
た
た
か
れ
て
さ
よ
な
ら
負
け
し

た
。
山
陽
は
再
三
得
点
機
を
つ
か
ん
だ
が
、
ど

う
し
て
も
点
が
取
れ
ず
、
七
回
の
一
死
三
塁
の

絶
好
機
も
リ
リ
ー
フ
し
た
磯
田
投
手
に
カ
ー
プ

で
封
じ
ら
れ
る
な
ど
１２
残
塁
が
示
す
よ
う
に
も

う
ひ
と
押
し
が
足
り
な
か
っ
た
。
　
（横
山
）

矩
舞
雄
辞
麟
　
Ｈ
Ｏ ‐
０ ‐
∞
∞
Ｏ 。
‐ 。
”
Ｘ 。
一４ ３

【評
】
３
１
１
と
リ
ー
ド
さ
れ
た
大
分
は
七
、

八
回
つ
い
に
加
門
を
捕
え
逆
転
勝
ち
し
た
。
二

回
以
後
毎
回
の
よ
う
に
走
者
を
出
し
な
が
ら
悪

球
に
手
を
出
し
て
加
門
を
く
ず
せ
な
か
っ
た
大

分
は
、
七
回
無
死
脇
川
が
二
塁
打
し
て
反
撃
の

口
火
を
切
っ
た
。
続
く
出
回
の
安
打
で
脇
川
を

選
し
差
１
点
と
つ
め
よ
り
な
お
一
死
満
塁
。

と
こ
ろ
が
田
日
の
中
飛
で
三
塁
の
庭
瀬
の
離

塁
が
一
瞬
早
く
、
ア
ピ
ー
ル
ア
ウ
ト
と
な

り
、
こ
の
回
１
点
に
と
と
ま
っ
た
。
回
が
つ

ま
っ
て
い
る
だ
け
に
大
分
に
と
っ
て
こ
れ
が

致
命
傷
に
な
る
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
大
分

は
八
回
二
死
か
ら
出
田
を
二
塁
に
置
き
、
脇

川
の
中
前
安
打
に
つ
く
出
日
の
左
翼
線
二
塁

打
で
逆
転
し
た
。

三
井
は
序
盤
に
大
分
先
発
本
下
の
乱
調
に
つ
け

込
ん
で
着
々
加
点
し
た
が
、
加
門
に
未
練
を
持

ち
過
ぎ
た
の
が
命
取
り
と
な
っ
た
。
大
分
の
逆

転
勝
ち
に
は
三
回
か
ら
救
援
、
し
り
上
が
り
の

好
投
で
三
井
の
追
加
点
を
３
安
打
の
１
点
に
押

え
た
板
井
の
活
躍
も
見
の
が
せ
な
い
。（山

本
熙
）
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友
金
属

１
１
１
１
１
白

本

通

運

１
１
１
米
子
鉄
道

鐘
　
紡

0

藁墾裏
器 所  道

[ill」l]][
章箋:套 唇ill
Lll l富 城 200

:∬晃昇|||
奎鼎
安庭
¨
管喬

冒7墓 莞888
難:曇 暑|||
山  98徳  連 3 22
ム
'各

果3ら 8

5塵塁≧塾 `    言+  298 3

全 鐘紡

稲
見
⌒腑
一初
ホ
ー
マ
ー

山門
鉄
工
見
事
な
勝
ち
っ
ぷ
り

▽
第
二
日
→
こ

帥綱酵矩獅　０２∞∞∞∞∞∝Ｈ̈
一３５

【評
】
山
門
は
み
ご
と
な
勝
ち
っ
ぷ
り
を
み

せ
た
。
相
撲
で
い
え
ば
土
俵
中
央
で
の
あ
び
せ

倒
し
、
昨
年
準
優
勝
の
日
楽
も
顔
色
が
な
か
っ

た
。
山
門
は
一回
早
く
も
日
楽
先
発
、
左
の
古

城
を
と
ら
え
た
。
一死
後
有
村
、
安
永
の
連
安

打
で
一
、
三
塁
、
河
原
四
球
で
満
塁
の
絶
好
機

に
続
く
松
本
は
左
翼
線
に
痛
打
し
て
２
点
を
あ

げ
た
。
勢
い
を
え
た
山
門
は
七
回
に
も
二
人
目

の
岡
部
か
ら
勝
負
を
決
定
ず
け
る
２
点
を
奪
っ

た
。
そ
れ
も
一死
後
安
打
の
中
村
を
バ
ン
ト
で

送
っ
た
策
が
図
に
当
た
っ
た
。
有
村
が
左
す
み

へ
二
塁
打
し
て
３
点
日
、
有
村
も
安
永
の
ニ
ゴ

ロ
を
野
手
が
一
塁
に
悪
送
球
す
る
間
に
還
っ
て

４
点
目
、
八
回
に
も
意
表
を
つ
く
松
本
の
三
盗

が
捕
手
の
悪
送
球
を
さ
そ
っ
て
だ
め
押
し
点
を

加
え
た
。
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【二
塁
打
】岡
本
、
有
村
、
栗
原
【儀
打
】山
２
、
日
１
【盗
塁
】山
１
、
日
２
【併
殺
】山
２

日
楽
は
た
ん
ね
ん
に
タ
マ
を
故
ら
せ
る
山
円
中
　
　
　
て
い
た
。
（山
本
照
）

﹈
鳳
痔
一
局
嶼
”
つ も
一
は
時
∝
け
剌
味
蒙
日
摯
　
　
　
哺
ル
嗣
鋤
　
∞
∞
０ ‐
０ ２
釧
∞
釧
一̈

１
点
、
九
回
に
も
二
死
二
、
三
塁
か
ら
西
山
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（７
回
コ
ー
ル
ド
）

中
前
安
打
で
２
点
を
あ
げ
た
が
、
立
ち
上
が
り
　
　
【評
】
力
の
差
を
ま
ざ
ま
ざ
と
み
せ
つ
け
た
試

の
痛
手
が
ひ
び
い
て
大
勢
を
く
つ
が
え
す
ま
で
　
　
合
だ
っ
た
。
合
レ
は
六
回
を
除
い
て
毎
回
得
点

に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
重
ね
た
。
防
戦
一方
の
阿
波
は
手
の
ほ
ど
こ

山
門
殊
勲
の
要
に
中
村
を
つ
ま
く
リ
ー
ド
し
　
　
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
倉
レ
は
一回
ト
ッ
プ
稲

た
有
村
捕
手
と
栗
原
遊
撃
手
の
好
守
が
光
っ　
　
見
の
中
前
打
を
皮
切
り
に
し
て
、
こ
中の
回
打

初の延長
鐘
紡
、押
し
切
る

者
九
人
を
繰
り
出
し
内
升
の
満
塁
た
者
一掃
の

三
塁
打
な
ど
で
５
点
を
取
っ
た
。
勝
負
は
も
う

こ
れ
で
つ
い
た
と
い
え
る
ほ
ど
、
み
ご
と
な
速

攻
、
二
回
に
も
３
点
を
追
加
し
た
が
、
三
回
に

稲
見
が
左
中
間
の
痛
打
を
俊
足
を
生
か
し
て
大

会
初
ホ
ー
マ
ー
（ラ
ン
ニ
ン
グ
）
四
回
に
は
中

村
洋
が
左
糞
席
に
た
た
き
込
む
な
ど
打
線
は
当

た
り
に
当
た
っ
た
。

阿
疲
は
立
ち
あ
が
り
の
大
点
で
す
っ
か
り
堅

◇
…
二
回
戦
…
◇

畦
鐘
赫
　
∞
∞
∞
∞
∞
∞
‐ 。
∞
０ ‐
∝
一‐ ２

（延
長
十
回
）

【評
】
投
手
が
よ
い
と
試
合
は
ぐ
っ
と
ひ
き
し

ま
る
。こ
の
試
合
は
前
半
戦
＝
指
の
好
取
組
。鐘

紡
が
加
藤
、
日
通
が
佐
藤
と
と
も
に
主
戦
を
立

て
た
た
め
試
合
は
か
っ
ぷ
り
四
つ
の
投
手
戦
と

な
っ
た
。
前
半
は
鐘
紡
が
押
し
た
が
痛
烈
な
当

た
り
が
野
手
の
正
面
を
つ
く
不
連
も
あ
っ
て
得

点
に
な
ら
な
か
っ
た
。
飾
紡
は
五
四
一死
二
塁

の
初
の
得
点
機
を
の
が
す
と
日
通
も
そ
の
要
、

く
な
っ
た
。

佐
々
、
伊
丹
、
益
田
三
投
手
を
繰
り
出
し
て
防

戦
に
つ
と
め
た
が
力
不
足
、
打
線
も
さ
し
て
成

力
の
あ
る
と
は
思
え
な
い
倉
レ
串
畑
、
藤
原
投

手
に
散
発
の
５
安
打
に
完
封
。
稲
見
、
田
国
の

俊
足
コ
ン
ピ
が
塁
に
出
た
と
き
の
倉
レ
は
、
機

動
力
に
富
ん
で
い
る
だ
け
に
試
合
運
び
も
い
ち

だ
ん
と
精
彩
が
加
わ
っ
て
く
る
。

（横
山
）

安
打
の
竜
山
が
二
盗
、
村
木
が
三
振
し
た
二
死

後
、
小
堀
が
さ
ん
ざ
ん
粘
り
十
球
日
に
竜
山
が

三
盗
し
た
。
ふ
い
を
つ
か
れ
た
捕
手
岩
本
の
送

球
が
外
野
合
野
つ
ぷ
間
に
竜
山
が
か
え
っ
た
。

佐
藤
が
し
り
上
か
り
に
好
投
し
て
い
た
だ
け

に
、
日
通
が
こ
の
ま
ま
逃
げ
切
る
か
と
思
わ

れ
た
九
回
、
鐘
紡
は
ツ
キ
を
呼
び
戻
し
た
。

ゴ
ー
ル
寸
前
堅
く
な
っ
た
佐
藤
か
ら
こ
の
回
先

頭
の
奮
が
四
球
に
出
て
二
盗
、
本
郷
は
う
ま
い

投
前
バ
ン
ト
安
打
し
て
一
、
三
塁
、
川
上
遊
失

と
続
い
て
無
死
満
塁
、
続
く
梅
本
が
押
し
出
し

村
木
が
無
死
初
安
打
、
戸
塚
の
四
球
な
ど
で
二
　
　
の
四
球
で
同
点
（日
通
投
手
田
中
と
な
る
）な
お

死
二
、
三
塁
と
し
た
が
あ
と
が
な
く
勝
負
は
１
　
　
無
死
満
塁
と
攻
め
つ
け
た
が
、
一
気
に
逆
転
と

点
を
争
っ
て
後
半
戦
に
は
い
っ
た
。
そ
し
て
七
　
　
い
う
ベ
ン
チ
の
強
政
策
が
実
ら
ず
試
合
は
大
会

回
つ
い
に
日
通
が
均
衡
を
破
っ
た
。
無
死
内
野
　
　
初
の
延
長
に
も
つ
れ
込
ん
だ
。
そ
し
て
十
回
球

【本
塁
打
】
稲
見
、中
村
洋
【三
塁
打
】
内
升
、大
森
【
二
塁
打
】
小
林
、黒
木
、津
田
【餞
打
】
合

２
、
阿
０
【盗
塁
】倉
４
、
阿
０
【併
殺
】倉
２
、
阿
０
【残
塁
】
倉
７
、
阿
５
【失
策
】
倉
３
、阿
３

Ａ
髪
二
企
業
年
金
Ψ

が
楽
し
い
一生
を
お
約
束
し
ま
す

企 業 に最 もマ ッチ した
年 金 プ ラ ン を専 門家 が
設 計 い た します 。
ご不JナΠ くだ さ 。ヽ 。
●お問合わせは……
明治生命・企業年金相談室

東 京・ メLの 内
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雪
一塁
打
】
平
島
【犠
打
】
全
２
、
日
１
【盗
塁
】
全
２
、

全
８
、
日
５
【失
策
】
全
１
、
日
３

運
は
鐘
紡
に
味
方
し
た
。
無
死
遊
撃
不
規
則
安

打
の
足
立
を
送
り
、
続
く
菅
は
遊
ゴ
ロ
、
こ
れ

を
野
手
が
走
者
を
刺
そ
う
と
三
塁
に
悪
送
球
す

る
間
に
足
立
が
か
え
っ
て
決
勝
点
と
し
た
。

（山
本
照
）

▽
第
二
日

Ｔ
こ

規
分 饉に
ど
嗣
　
‐ ０
∞
Ю
∞
∞
∞
Ю
∞
Ю
一∞

【評
】
大
分
は
左
腕
長
田
が
好
投
し
て
快
勝
し

た
。
大
分
は
一
口
．１‐―に
力
が
は
い
り
過
ぎ
て
球

道
が
乱
れ
る
電
電
の
先
発
、
左
の
海
保
の
立
ち

上
が
り
を
捕
え
一
死
一
、
三
塁
か
ら
阿
部
の
三

塁
内
野
安
打
で
先
行
。
三
口
に
も
一
死
一、
三

塁
か
ら
田
口
が
ス
ク
イ
ズ
バ
ン
ト
を
き
め
て
加

点
し
た
。
そ
し
て
七
国
に
は
電
電
二
人
目
の
河

本
か
ら
大
島
が
左
越
え
二
罫
打
し
て
安
打
に
出

て
二
盗
の
出
口
を
か
え
し
て
ダ
メ
を
押
し
た
。

電
電
は
制
球
力
よ
く
低
め
に
カ
ー
プ
と
直
球
を

配
す
る
長
田
を
打
て
ず
、
六
回
四
死
球
と
重
盗

で
迎
え
た
一
死
二
、
三
塁
の
好
機
に
あ
と
一発

が
な
く
完
敗
し
た
。
電
電
は
投
手
の
起
用
を
誤

っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
長
田
に
３
安

打
散
発
に
押
え
込
ま
れ
て
は
と
う
て
い
勝
ち
め

が
な
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
（山
本
照
）

岬
帥
録
職
茄
　
∞
∞
０ ２
∞
∞
∞
０ ４
０ ０
∞
一３ ６

【評
】
岡
鉄
岡
本
投
手
は
ス
ピ
ー
ド
は
あ
っ
た

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
足
、
こ
の
た
め
持
ち
味
の

内
、
外
角
を
ゆ
さ
ぶ
る
う
ま
い
投
球
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
制
球
難
が
山
門
打
者

を
ま
と
わ
せ
か
え
っ
て
成
功
し
た
。
先
手
は
岡

鉄
が
と
っ
た
。
一
、
二
回
ト
ッ
プ
打
者
が
安
打

し
て
望
に
出
た
が
点
が
と
れ
な
い
。
三
回
や
っ

と
三
度
目
の
正
直
で
得
点
に
結
び
つ
い
た
。
こ

の
回
ト
ッ
プ
岩
本
が
三
遊
間
を
破
っ
た
。
手
堅

く
バ
ン
ト
で
二
進
、
日
原
が
右
翼
へ
三
塁
打
を

放
っ
て
先
制
点
、
二
死
後
片
山
も
中
前
に
は
じ

い
て
２
点
目
を
あ
げ
た
。
一方
、
山
門
は
四
回

一
死
後
か
ら
満
塁
の
反
撃
機
を
つ
か
ん
だ
。
重

光
の
右
前
安
打
で
三
塁
か
ら
河
原
還
り
、
二
塁

走
者
松
本
は
三
本
間
に
は
さ
ま
れ
た
が
ホ
ー
ム

イ
ン
、
こ
の
と
き
タ
ッ
チ
を
め
ぐ
っ
て
エ
キ
サ

イ
ト
し
た
。
山
門
は
こ
の
あ
と
ス
ク
イ
ズ
で
３

点
目
を
加
え
て
逆
転
に
成
功
し
た
。
後
手
に
回

っ
た
岡
鉄
は
七
回
山
門
の
二
番
手
、
中
村
投
手

を
捕
え
た
。
当
た
っ
て
い
る
岩
本
の
二
塁
打
か

ら
得
点
の
間
を
開
き
敵
失
も
織
り
混
ぜ
て
こ
の

回
決
定
的
な
４
点
を
あ
げ
た
。
山
門
に
僣
し
ま

【評
】
こ
の
大
会
後
半
戦
カ
ー
ド
で
接
戦
を
予

想
さ
れ
た
が
、
住
金
期
待
の
左
腕
清
沢
攻
略
の

き
め
手
を
つ
か
め
な
か
っ
た
倉
レ
は
、
五
回
や

や
球
に
の
ひ
を
失
っ
て
き
た
清
沢
を
鋭
く
た
た

い
た
。
右
前
安
打
し
た
先
頭
の
内
升
を
送
る
た

め
合
田
が
投
前
バ
ン
ト
、
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
取

っ
た
清
沢
が
二
塁
へ
悪
送
球
し
て
無
死
一
、
二

塁
、
続
く
小
林
は
２
１
１
と
追
い
込
ま
れ
な
が

ら
、
切
れ
の
悪
い
カ
ー
プ
を
右
中
間
に
三
塁
打

し
て
２
点
、
一死
か
ら
稲
見
が
投
前
に
う
ま
い

ス
ク
イ
ズ
・
バ
ン
ト
を
決
め
て
ｇ
点
目
を
あ
げ

た
。
自
信
を
得
た
倉
レ
は
七
回
に
も
二
死
か
ら

岡
本
ニ
ゴ
ロ
失
（代
走
黒
本
）稲
見
も
中
前
安
打

し
て
好
機
を
延
ば
し
た
後
、
日
日
も
中
前
に
適

時
打
し
て
加
点
、
勝
敗
を
決
め
た
。
住
金
は
合

レ
先
発
の
岡
本
に
も
手
こ
ず
っ
た
。
下
手
か
ら

小
さ
い
カ
ー
フ
と
シ
ュ
ー
ト
を
内
外
角
に
散
ら

し
て
ゆ
さ
ぶ
る
岡
本
に
す
っ
か
リ
タ
イ
ミ
ン
グ

を
狂
わ
さ
れ
た
。
安
打
を
放
ち
な
が
ら
も
好
機

に
一
発
が
出
ず
八
回
か
ら
救
援
の
串
畑
に
も
か

わ
さ
れ
て
完
敗
の
う
き
目
を
み
た
。
（山
本
照
）

機
会
あ
る
こ
と
に
声
を
大
に
し
て
ま
ず
当
支

部
か
ら
率
先
し
て
自
粛
す
る
よ
う
要
望
し
て

き
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
い
ま

だ
満
足
の
出
来
る
「チ
ー
ム
」
ば
か
り
で
は

な
い
。
支
部
長
と
し
て
の
私
の
力
が
足
り
な

い
こ
と
を
恥
ず
る
の
み
で
あ
る
。

社
会
人
野
球
の
品
位
に
関
す
る
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
規
約
分
ｃん
な
規

約
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
残
念
）
が
実
行
さ
れ
な

い
と
い
う
事
実
が
平
気
で
看

一　
　
　
　
過
さ
れ
る
こ
と
に
問
題
が
あ

る
の
で
、
あ
え
て
再
び
一文

を
草
し
た
わ
け
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
本
会
報
は
各
「チ
ー
ム
」
の
責

任
者
各
位
に
も
読
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
と

思
わ
れ
る
が
、
自

「チ
ー
ム
」
の
試
合
を

「ネ
ッ
ト
」
裏
で
ご
観
戦
の
際
、
幾
分
で
も

参
考
に
願
え
れ
ば
、
筆
者
望
外
の
喜
び
で
あ

る
。

山 打安点
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日
２
【併
殺
】
全
１
、
日
１
【残
塁
】　
　
‐ 【）一峰
Ｍ
】
日
原
【二
塁
打
】
岩
本
【犠
打
】
岡
３
、
山
２

３
【残
塁
】
岡
７
、
山
５
【失
策
】
岡
３
、
山
２

れ
る
の
は
一回
有
村
、
安
永
の
連
打
で
一死

一、
三
塁
の
先
制
機
を
つ
か
め
る
の
に
有
村
が

三
塁
オ
ー
パ
ー
ラ
ン
し
て
刺
さ
れ
、
岡
本
投
手

が
制
球
に
苦
し
ん
で
い
た
だ
け
に
も
っ
た
い
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（横
山
）

最
近
「ベ
ン
チ
」
で
ヤ
ジ
の
応
酬
が
ま
す

ま
す
盛
ん
の
よ
う
で
あ
る
。
売
り
言
葉
に
買

い
言
葉
、
ま
さ
に
舌
戦
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し

い
様
相
を
呈
し
て
き
た
。

余
り
に
静
か
な
「
ベ
ン
チ
」
も
試
合
を
引

き
立
た
せ
る
演
出
効
果
に
欠
け
る
が
、
そ
こ

ら
の
け
じ
め
が
、
む
ず
か
し
い
の
で
あ
ろ

ユン。

倉住
レ友
岡金
山鷹
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「ベ
ン
チ
ウ
ォ
ー
マ
ー
」

が
試
合
に
参
加
で
き
る
の
は

口
よ
り
他
に
方
法
が
な
い
。

黙
って
お
れ
ば
熱
意
が
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

大
い
に
「ハ
ッ
ス
ル
」
す
る
こ
と
に
な
る
。

試
合
を
活
気
づ
け
、
味
方
を
有
利
に
導
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
結
構
と
い
わ
ぎ
る
を
得

な
い
。

た
だ
こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
現
状
の
「
ベ

ン
チ
」
が
、
自
軍
の
選
手
を
激
励
す
る
声
援

が
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
ず
、
十
中
人
九
相
手
方

の
ヤ
ジ
に
終
始
し
て
、
し
か
も
個
人
攻
撃
が

そ
の
大
部
分
を
占
め
る
と
あ
っ
て
は
黙
っ
て

お
れ
な
い
の
で
あ
る
。

中
に
は
実
際
間
く
に
耐
え
な
い
野
卑
な
言

動
も
し
ば
し
ば
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

が
高
等
の
教
育
を
受
け
て
、
立
派
な
会
社
の

「
マ
ー
ク
」
を
胸
に
つ
け
た
選
手
か
と
、
情

け
な
く
思
わ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

神
奈
川
県
支
部
長
　
ノ‐、
す　
牛
ェ　
一尿
　
泄
い

野
卑
な
個
人
攻
撃
は
厳
禁
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
規
約
違
反
行
為
が
平
然
と
行
な
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
、
審
判
員
は
注
意

す
”？
」と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
な
か
な

か
実
行
は
む
ず
か
し
い
。

私
は
二
、
三
年
前
の
会
報
で
も
一蓄
え
た
記

憶
が
あ
り
、
ま
た
支
部
の
会
合
の
際
に
も
、
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【本
塁
打
】
本
郷
（板
木
）
【二
塁
打
】
阿
部
、
大
野
【犠
打
】
鐘
２
、
大
１
【盗
塁
】
鐘
６
【失

策
】
大
２
【残
塁
】
鐘
９
、
大
８
【併
殺
】
鏡
１

【評
】
倉
レ
は
戸
井
の
好
投
と
津
日
の
２
点
本

塁
打
を
ふ
く
む
長
打
力
で
岡
鉄
局
を
組
み
ふ
せ

た
。
合
レ
は
一回
一死
か
ら
田
口
二
畢
打
、
大
　
　
越
に
大
き
く
本
塁
打
し
て
早
く
も
２
点
を
あ
げ
　
　
が
裏
目
に
出
て
加
点
で
き
な
か
った
。
し
か
し

森
は
左
飛
で
二
死
と
な
った
あ
と
、
つ
つ
く
津
　
　
た
。
そ
し
て
四
口
に
は
２
安
打
四
球
で
一死
満
　
　
七
回
や
や
疲
れ
の
見
え
た
小
野
投
手
に
一死
か

田
は
高
め
カ
ー
プ
の
ボ
ー
ル
と
思
え
る
球
を
左
　
　
塁
の
加
点
機
を
迎
え
な
か
ら
ベ
ン
チ
の
強
攻
策
　
　
ら
稲
見
、
日
日
の
快
足
コ
ン
ピ
が
連
続
二
塁
打

●
〓
〓

〓
●

二
〓
〓
〓
●

二

〓
〓

〓
●

二
〓
〓

〓
●

〓

〓

〓

〓

●
〓
〓
〓
〓

●

〓
〓

〓
〓
●

二
〓
〓
〓

●
１

〓

〓
〓

●

〓
二
〓
〓

●
二

〓

〓
〓

●

二

二
〓
〓
０

■

〓
〓

〓

●
ニ
ニ

〓
〓

●
〓

〓

〓

¨

　̈・・・・抜群の勝負強さ……瓦　一編顆凸剖癬一

‐‐‐，０・．‐　
ッ
…
…
…
社
員
の
マ
ス
コ
ッ
ト
に
野
求
　
り篠
殺
』錦
慶
縦
諺
詳
者

　̈
＝
不
　
事
業
の
足
跡
を
残
さ
れ
て
お
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
バ
ス
、ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、ベ
ー
　
　
現
在
五
十
七
才
と
お
若
く
、
ま
た
健
康
を

‐，。　
れ
、
愛
好
さ
れ
て
い
る
か
が
お
判
り
と
思
　
一一

川　
う
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　̈
　
明
朗
活
達
に
し
て
親
し
み
深
く
、
し
か
も

▽
第
四
日
→
日）

◇
…
準
決
勝
…
◇

難
分
類
道
闘
　
∞
Ｏ 。
０ ４
∞
∞
∞
２ ‐
０ ‐
０ ‐
一２ ７

【評
】
鐘
紡
は
三
回
一
挙
４
点
を
あ
げ
た
。
初

回
か
ら
得
点
圏
に
走
者
を
出
し
て
い
た
鐘
紡
は

こ
の
回
無
死
福
島
が
中
前
安
打
し
て
二
盗
、
吉

田
が
送
っ
て
一
死
二
塁
と
し
た
あ
と
本
郷
は
１

１
０
後
の
肩
日
か
ら
は
い
る
緩
い
カ
ー
プ
を
有

越
に
２
点
本
塁
打
。
な
お
連
続
四
球
で
出
た
川

上
宣
、
梅
本
が
代
わ
っ
た
ば
か
り
の
長
田
投
手

の
一
球
目
に
重
盗
、
こ
れ
を
捕
手
が
二
塁
へ
悪

送
球
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
中
堅
手
も
三
塁
ヘ

悪
返
球
す
る
ダ
ブ
ル
エ
ラ
ー
を
誘
い
二
人
と
も

還
っ
た
。
鐘
紡
は
七
回
川
上
宣
の
適
時
打
で
１

点
、
人
、
九
回
に
も
二
人
目
の
三
浦
章
に
長
短

５
安
打
を
集
め
て
加
藤
投
手
を
く
り
出
し
て
し

め
く
く
っ
た
。
敗
れ
た
と
は
い
え
大
分
も
よ
く

や
っ
た
。
四
回
ま
で
得
点
圏
に
走
者
を
三
度
送

り
六
回
に
は
二
死
な
が
ら
一、
三
塁
と
し
た
が

適
当
に
荒
れ
る
左
腕
川
上
貞
に
日
先
を
か
わ
さ

れ
た
。
し
か
し
七
回
二
死
一、
二
塁
の
五
度
目

の
好
機
に
阿
部
が
右
中
間
二
塁
打
し
て
２
点
を

返
し
た
が
、
頼
み
の
投
手
陣
が
打
ち
込
ま
れ
て

は
施
す
ス
ベ
が
な
か
っ
た
。
鐘
紡
で
は
本
郷
の

巧
打
と
、
４
盗
塁
を
マ
ー
ク
し
攻
守
走
に
三
拍

子
そ
ろ
っ
た
川
上
宣
の
活
躍
が
光
っ
て
い
た
。

（山
本
照
）
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嫌２０００００００２０１０１２００００‐０００００００００

打
４
４
４
４
４
４
３
０
１
３
０
１２
０

一中̈﹈̈中﹈﹈中』〔『中「中

み
せ
た
。
２
点
を
先
行
さ
れ
た
二
回
裏
、
無
死

平
島
の
二
塁
打
に
続
い
て
西
村
も
安
打
し
て

倉
レ
先
発
左
の
佐
賀
を
退
け
た
。
こ
こ
で
倉
レ

は
主
戦
格
の
串
畑
を
出
し
た
が
、
全
鐘
紡
は
石

川
が
送
って
一死
二
、
三
塁
、
続
く
岩
本
の
三

遊
間
適
時
打
で
ま
ず
１
点
、
足
立
の
遊
ゴ
ロ
併

殺
く
ず
れ
の
間
に
西
村
も
遺
って
同
点
。
な
お

大
野
以
下
が
３
安
打
を
集
中
し
て
こ
の
回
３
点

を
あ
げ
、
た
ち
ま
ち
逆
転
し
た
。

勢
い
に
の
る
全
鏡
紡
は
、
三
回
に
も
敵
失
で
、

七
回
に
は
川
上
宣
、
平
島
の
長
短
打
で
無
死

二
、
三
塁
と
し
、
大
川
が
中
前
に
２
点
適
時
打

し
て
勝
利
を
か
っ
ち
り
握
った
。

倉
レ
は
二
回
先
頭
の
中
村
洋
二
塁
打
、
内
升
も

中
前
打
し
て
無
死
二
、
三
塁
と
し
た
あ
と
、
続

く
合
田
が
０
１
３
か
ら
中
前
安
打
し
て
２
点
を

先
取
し
た
。
し
か
し
三
回
か
ら
は
逆
転
に
気
を

よ
く
し
て
シ
ュ
ー
ト
と
カ
ー
プ
を
内
外
角
に
散

ら
す
ベ
テ
ラ
ン
足
立
の
ゆ
さ
ぶ
り
に
、
す
っ
か

り
気
勢
を
そ
が
れ
て
し
ま
っ
た
。

一選
抜
伊
勢
大
会
一

第
十
三
回
伊
勢
神
宮
奉
贅
選
抜
社
会
人
野
球

足
立
は
こ
の
試
合
無
四
球
、
一
方
の
合
レ
は
佐

賀
が
学
生
時
代
（関
大
）
か
ら
の
悪
い
癖
を
出

し
て
乱
れ
、
頼
み
の
串
畑
も
打
棒
好
調
の
鐘
紡

に
集
中
打
さ
れ
て
は
勝
ち
目
が
な
か
っ
た
。
投

打
に
圧
倒
し
た
鐘
紡
の
順
当
な
連
勝
だ
っ
た
。

（山
本
照
）

大
会
は
十
月
二
十
五
日
か
り
一一日
間
伊
勢
市
営

球
場
で
行
な
わ
れ
た
。

選
抜
の
１０
チ
ー
ム
が
出
場
、
準
決
勝
は
愛
知

の
慎
重
な
投
球
ぶ
り
が
あ
っ
た
。
と
も
に
体
　
‐・・．‥

力
に
は
恵
ま
れ
て
は
い
な
い
が
一
球
々
々
た

ん
ね
ん
に
投
け
て
相
手
チ
ー
ム
を
た
じ
た
じ

と
さ
せ
た
。
米
大
リ
ー
ク
で
は
「考
え
ず
に

た
だ
力
ま
か
せ
に
投
け
る
の
は
本
当
の
ビ
ッ

チ
ャ
ー
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
の
ス

ロ
ー
ワ
ー
（タ
マ
投
げ
屋
）
に
過
ぎ
な
い
」

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
で
非
力
を

頭
脳
的
な
投
球
で
カ
バ
ー
し
た
両
投
手
の
働

き
は
ビ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
の
好
例
を
見
せ
た

と
も
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
嘔
電
中
国
の
四
番

徳
連
の
好
打
ぶ
り
も
印
象
に
残
っ
た
。

〇
…
最
後
に
審
判
に
対
す
る
抗
議
に
つ
い

て
ひ
と
こ
と
。
不
審
な
点
を
間
い
た
だ
し
抗

議
す
る
の
は
よ
い
が
、
認
め
ら
れ
た
者
以
外

の
も
の
ま
で
し
つ
こ
く
審
判
に
な
り
み
つ
く

の
は
ど
う
か
と
思
う
。
審
判
も
人
間
で
あ
　
‥・・．．

り
、
と
っ
さ
の
場
合
思
い
違
い
、
見
間
違
い
　
・〓・．．

も
あ
る
。
プ
ロ
野
球
の
悪
い
ク
セ
だ
け
は
見
　

，〓‘．‘

習
っ
て
ほ
し
く
な
い
も
の
だ
。
ア
マ
チ
ュ
ア
　
・，‐．‐

野
球
な
の
だ
か
ら
…
…
。
　
（山
本
照
彦
）

・・・‥〓

し
て
ダ
メ
を
押
し
た
。
岡
山
は
戸
井
の
慎
重
な

投
球
に
安
打
が
続
か
ず
、
三
回
一死
岩
本
の
安

打
に
つ
ぐ
北
村
の
右
翼
線
安
打
で
一度
は
一死

一
、
三
塁
と
し
た
好
機
も
、
北
村
が
判
断
悪
く

一
塁
を
飛
び
出
し
て
刺
さ
れ
、
岩
本
も
次
打
者

の
と
き
捕
手
が
タ
マ
を
う
し
ろ
へ
そ
ら
す
間
に

本
塁
を
つ
い
た
が
刺
さ
れ
た
の
は
僣
し
か
っ

た
。
そ
れ
に
し
て
も
岡
鉄
先
発
の
小
野
は
よ
く

投
げ
た
。
さ
し
て
ス
ピ
ー
ド
は
な
い
が
た
ん
ね

ん
に
カ
ー
プ
と
直
球
を
散
ら
し
て
強
打
合
レ
を

一ゝ
Ｌず
ら
せ
た
投
球
は
あ
っば
れ
だ
った
。

（山
本
照
）

◇
…
決
勝
‥
◇

鎗
‥́鋭
円
榊
　
∞
３２
‐０
∞
∞
∞
２。
”
Ｘ。
一７２

【本
塁
打
】
津
田
（倉
）
口
一塁
打
】
日
口

２
、
稲
見
（以
上
倉
）

【評
】
全
鐘
紡
が
文
句
の
な
い
勝
ち
ぶ
り
を

・・．．．〓‐．‥
評
Ⅲ̈
類
鯉
燿
螺
毅
晴
製
醍
誦
躍
穀
醒
岬
期
　
国資軸はい跡
認
腺
購
蒙なＦ

‐・・・．‥．‐〓．織
苓
く
」盗
鶉
いけみ
牲
飛愁議
駐
摯割一荼
晰
鱚
貰
雉

・‐．．‥．〓．ｉ‐晰
鰤鯰
趾
躁
舞
勿鉤
婚̈
魏
舞輝
利
辟
叩
爾
髭
西
娘

・・‐．　
好
天
に
恵
ま
れ
た
（池
田
立
人
中
国
連
盟
理
　
　
を
軸
と
す
る
上
下
さ
フ
の
な
い
打
線
だ
っ　
　
も
よ
く
や
った
が
、
投
手
陣
が
非
力
だ
った

蝙̈
鯰̈
閂
﹇和澱
投
打
と
も
に
好
調
唯

¨
蜆

珈

隕

不

鑢

競

　

　

陥
レ

投

手

力

が

い

ま

一
歩

，・〓〓．　
分
鉄
道
管
理
局
を
一し
ゅ
う
し
た
余
勢
を
か
　
　
た
。
と
く
に
本
郷
は
出
色
の
新
人
で
対
大
分
　
　
た
め
倍
し
く
も
全
鐘
紡
に
連
勝
を
許
し
て
し

・・．〓．　
って
倉
レ
期
待
の
佐
賀
、
串
畑
両
投
手
に
長
　
　
戦
に
は
三
回
先
制
の
右
越
え
２
フ
ン
を
放
っ　
　
ま
った
。
投
手
陣
の
再
建
が
名
門
合
レ
岡
山

¨
短
１４
安
打
を
浴
び
せ
、
べ
一‘
フ
ン
足
立
投
手
　
　
た
の
を
は
じ
め
勝
負
強
い
巧
打
を
見
せ
た
。　
　
の
今
後
の
課
題
だ
ろ
う
。

‐‐‐．‥　
の
好
投
も
あ
って
全
く
あ
ぶ
な
気
な
く
勝
っ　
　
そ
れ
に
川
上
宣
の
三
拍
子
そ
ろ
った
活
躍
も
　
　
〇
…
こ
の
ほ
か
印
象
に
残
った
の
は
非
力
と

・‐‥．．　
た
。
投
手
陣
は
最
高
殊
勲
選
手
賞
を
獲
得
し
　
　
見
事
だ
った
。
対
大
分
戦
の
４
盗
塁
を
含
む
　
　
思
わ
れ
た
岡
山
鉄
道
管
理
局
と
、
一回
戦
に

・‘〓．〓　
た
足
立
を
は
じ
め
こ
の
と
こ
ろ
進
境
著
し
い
　
　
合
計
７
盗
塁
を
マ
ー
ク
し
た
の
は
四
番
打
者
　
　
昨
年
準
優
勝
の
日
本
楽
器
を
下
し
た
山
門
鉄

　̈
巨
漢
加
藤
と
左
腕
川
上
貞
が
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ン
　
　
で
あ
る
だ
け
に
余
計
目
立
った
し
、
ほ
め
ら
　
　
工
所
の
活
躍
ぶ
り
だ
った
。
こ
の
か
げ
に
は

‐・〓〓，　
チ
の
期
待
と
お
り
の
働
き
を
し
た
。
と
く
に
　
　
れ
て
よ
い
。　
′打
つ
だ
け
′
が
四
番
バ
ッ
タ
　
　
山
門
に
中
村
、
岡
鉄
局
に
小
野
と
い
う
投
手

優勝 した全鐘紡チーム

三
重
交
通
が
優
勝

マ
ツ
グ
の
主
軸
ま
っ
た
く
不
振
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マ
ツ
ダ
が
初
回
の
速
真
で
日
本
鋼
管
に
３
１
０

で
快
勝
、
二
重
交
逝
は
八
回
決
勝
の
２
点
を
あ

げ
て
昨
年
優
勝
の
住
友
金
属
を
破
った
。
愛
知

マ
ツ
ダ
ー
ニ
重
交
通
の
決
勝
戦
は
三
重
交
通
が

五
回
辻
岡
の
左
翼
決
勝
本
塁
打
で
１
１
０
と
勝

ち
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

▽
一回
戦

瞑
ヨ‐´″
』
輯
﹈
∞
∝
∝
∞
∞
０ ‐
ω
‐ 。
‐ 。
一２ ６

【評
】
　
シ
ー
ズ
ン
後
半
か
ら
好
調
の
波
に

乗
っ
た
束
レ
打
線
は
相
変
わ
ら
ず
快
調
で
ム
ラ

な
く
打
っ
て
楽
勝
し
た
。
ト
ヨ
タ
の
先
発
畠
中

は
球
威
が
な
く
、
二
回
東
レ
は
中
川
が
逆
風
を

突
い
て
左
翼
に
先
制
ホ
ー
マ
ー
を
飛
ば
し
、
三

回
に
は
小
沢
の
左
前
打
で
二
走
者
を
迎
え
入
れ

み
こ
と
に
機
先
を
制
し
た
。

ト
ヨ
タ
は
四
回
か
ら
エ
ー
ス
岩
瀬
を
救
援
さ

せ
た
が
、
勢
づ
い
た
東
レ
打
線
を
か
わ
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

東
レ
は
六
回
代
打
松
本
の
適
時
打
で
１
点
、
七

回
に
は
攪
上
の
中
前
打
と
小
沢
の
ニ
ゴ
ロ
で
２

点
を
加
え
た
。

ト
ヨ
タ
打
線
は
低
め
に
変
化
球
が
決
ま
る
前

日
の
好
調
な
ピ
ッ
チ
ン
グ
に
バ
ッ
ト
が
合
わ

ず
、
七
回
ま
で
３
安
打
を
散
発
し
た
だ
け
で
全

く
精
彩
が
な
か
っ
た
。
ト
ヨ
タ
は
、
後
半
じ
っ

く
り
と
攻
め
、
八
、
九
回
に
連
安
打
し
て
２
点

を
返
し
た
が
、
反
撃
が
お
そ
過
ぎ
た
。

，
，
，
，
７
，
，
′
′
‥
′
′，
，
，
′
，
‘
′
●１
，
，
‥
′
，
，
′夕
，
‘
，
′
′
，
●，
１
，
，
，
，
，
●１
１
，
，
′
子
′
●１
１
，
‘
′
；
′
′，
“
”
％
“
″
″
４
嗜
嗜
”
″
″
″
”
”
”
”
％
“
″
″
名
“
Ｉ
“
″
″
″
”ご

野
螂
詢
け
』
諄
」
“
い
麻
「
い
中
悧
部
鋼
暉
　
　
麻
樺
帥
」
″
川
権
れ
築
し
ヽ っ
」
け
叡
癬
は
「
　
　

て
」
的
れ
欧
籠
時
婦
﹈
』
籍
を 一け
咽
¨
い

子 っ
　
一一

て
お
っ
た
。
夏
の
大
会
を
前
に
し
て
、
こ
と
　
　
い
た
。
人
の
持
味
、
長
所
を
い
か
す
こ
と
を
　
　
園
に
駒
を
進
め
た
。
昭
和
十
七
年
の
夏
の
大
　
一ヽ

れ
な
¨
一
】
勁
け
”
】
【
い
章
置
」
つ 、
″
¨
　
　
林
勁
」
帥
け
薦
「
お
』
れ
て
役
権
れ
崚
い
一
　
　
肇
螂
柳
“
沖
章
い
年
“
“
ｍ
に
峰
卸
¨
約
ビ
　
一一

蒙
ゆ
中
い
年
猜
」
彰
誅
れ
て
（
れ
ち っ
け
れ
に
　
　
却
颯
』
嚇
”
計
び 一〕
醐
申
姉
紺
に
い
輸
」
な
　
　
け
に
い
略
坤
鍛
燿
喫
「
﹈
¨
権
刹
紳
礫
）
は
　
一一

し
て
療
養
せ
よ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
　
　
た
る
よ
う
に
な
っ
た
ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
は
京
玉
商
業
に
４
１
３
、
水
戸
商
業
に
１
　
一̈

¨
暉
動
醸
篠
罐
¨
“
凝
ち
﹇
「
ま
峰
一
稀
い
　
　
　

ク
ラ
ウ
ゎ
Ｈ
「
的
「
い
わ
レ
‐
を
み
て
も
　
　
８ ‐
１ ０
¨
動
﹇
坤
癬
」

‐ ２
畑
劉
¨
岬
際
坤
辞
改
　
一一

三
十
五
才
の
青
二
才
で
、
こ
の
若
さ
で
身
体
　
　
じ
っ
と
プ
レ
ー
を
見
て
い
る
こ
と
が
多
く
　
　
と
が
で
き
た
。
小
川
正
太
郎
氏
の
概
評
の
な
　
い一

に
御
酢
”
い

で っ
一
帥
燎
印
き
は
は
螂
嘲
“
〔
　
　
は
い
ば
け
は
中
」
は
譲
“
¨
ほ
い
」
あ
つ じ
れ
　
　
い
に
」 「輸
颯
つ の
榔
¨
”
瞳
（
ｍ
御
珈
っ
い
て
　
一一

な
い
と
思
い
込
ん
で
、　
一
つ
思
い
切
っ
て
、　
　
き
た
。
五
尺
二
寸
ノヽ
ゴリ
い
し
か
な
い
浜
松
由
　
　
　
　
　
　
〇
―
―
〇
―
―
〇
　
　
　
　
　
　
　
¨̈

自
分
に
あ
た
え
ら
れ
た
食
事
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
田
周
茂
氏
、
村
上
彦
次
氏
、
谷
　
一ヽ

』
輝
」
、

初 っ
は
け
た
な
印
”
”
”
質
一
薫
“
　
　
螂
】
（
輩
載
申
一
〓
確
時
″
潮
刊
¨
い
動
鶉
　
　
叡
味
動
な
い
Ⅷ
蜘
嘲
緒
【
け
ゆ
職
口
藤
知
﹇
　
一一

邸
革
舞
摩
て
釧
憚
』
」
』
出
“
章
蔽
い
な
が
　
　
一
一
暉
魏
整
い
「
昨
静
¨
裁
”
“
輩
¨
鋒
熱
　
　
嶽
¨
筆
﹈
敏
し 一“
¨
喘
漸
岬
い
電
﹈
』
“
﹇
　
一一

る
と
、
大
根
の
味
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
味
と
、
そ
　
　
に
は
、
ス
ト
ラ
イ
ク
の
範
囲
か
狭
い
の
だ
か
　
　
し
て
、
種
々
の
人
生
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
　
一ヽ

の
も
の
の
中
円
い
∝
隊
睦
い
か
っ
て
き
た
。　

　
』
¨
籠
静
一
い

た っ
】
Ｘ
絲
中
箋
】
庫
規
勁
駆
　
　
ぃ
た
こ
と

い
』
的
い
は
い
輌
み
で
あ
る
。　

　
い

あ
る
夏
の
夕
景
、
う
す
晴
く
な
っ
た
こ
ろ
　
　
り
は
打
者
と
し
て
君
の
方
が
い
い
と
い
う
こ
　
　
　
今
に
し
て
思
え
ば
、
あ
の
と
き
、
あ
の
療
　
一̈

銀
は
酬
あ
げ
研
〓
前
¶
し
て
決
か
と
め
ど
な
　
　
け
な
彙
』
】
凛
障
¨
め
ピ
昭
聾
串
“
奉
刹
議
　
　
峰
」
哺
〔
』
い
¨
魔
轟
Ｔ
痺
暴
野
物
は
岸
¨
　
一一

（当
時
私
は
母
校
の
先
生
で
あ
り
、
野
球
監
　
　
で
に
考
え
も
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
な
物
の
見
　
　
か
？
病
気
も
ま
た
人
生
勉
強
の
チ
ャ
ン
ス
で
　
一ヽ

辞
な
い
一
゛
は
中
に
』
』
〕
」
¨
ば
」
黎
一
　
　
方

貯
辞
】
動
¨
章
薩
“
は
”
彙
』

と っ
け
舞

力
　
　
ゅ
一
一
凝
¨
吟
に
し
て
自
分
を
恥
じ
て
い
る

　
一一

せ
て
く
れ
て
い
た
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
、
自
分
に
自
信
を
も
つ
傾
向
が
出
来
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨̈

疑

匡

智

喝

待

随

一
″″″ 隆

鶴

嬌

魏

曜

【
¨
好

・″ｉｌ

＾̈
・″̈ｉｌ

″̈″・″ｉｌ

″″̈″̈‥

篠

交回
一

通

|¬283
日
通
名
古
屋

電
電
東
海

住
友
金
属

二
重
交
通

三
協
精
機

愛
知
マ
ツ
ダ

大
協
石
油

日
本
鋼
管

東
レ
愛
知

ト
ヨ
タ
自
動
車
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【評
】
逆
転
勝
利
の
多
い
日
通
は
こ
の
試
合

で
も
ど
た
ん
場
で
タ
イ
に
し
て
延
長
戦
に
持
ち

込
み
、
み
ご
と
な
逆
伝
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
し

た
。電

電
の
中
川
と
口
通
の
伊
藤
の
両
左
腕
が
と

も
に
好
投
、
し
か
も
両
チ
ー
ム
の
守
備
は
堅
く

好
試
合
と
な
っ
た
。

電
電
は
、
四
回
、
大
田
が
左
中
間
に
２
ラ
ン

ホ
ー
マ
ー
し
て
均
衡
を
破
っ
た
。
し
か
し
再
三

一一一ヽ一一， 一

一一一一凛̈
一一一

一一一一̈一一一・義

の
好
機
を
逃
か
し
た
日
適
も
八
日
、
林
が
方
翼
　
　
十
回
、
日
通
は
安
藤
が
左
翼
線
二
塁
打
、
林

に
本
塁
打
し
て
追
い
す
が
り
九
回
に
は
四
球
、　
　
が
死
球
、
生
田
が
遊
ゴ
ロ
で
一死
二
、
三
塁
の

二
盗
の
丹
羽
を
お
い
て
壇
田
が
適
時
打
し
反
撃
　
　
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
、
武
内
が
深
い
左
犠
飛
を
あ

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
て
安
藤
を
迎
え
入
れ
た
。

嘔
悩
は
後
半
も
救
援
の
長
嶋
投
手
に
よ
く
食

い
下
が
っ
た
が
、
好
機
に
一発
が
出
な
か
っ

た
。
日
逝
は
継
投
策
が
成
功
し
、
後
半
ほ
ど
バ

ッ
ト
が
よ
く
振
れ
て
粘
り
勝
ち
し
た
。

▽
二
回
戦

煙
副
顎
り
″
　
∝
∝
∞
∞
Ю
Ю
∞
０ ‐
∞
一２ ５

【評
】
実
力
か
ら
見
て
マ
ツ
グ
の
楽
勝
が
予

想
さ
れ
だ
。
だ
が
マ
ツ
ダ
打
線
は
前
半
不
振
、

し
か
も
バ
ッ
テ
リ
ー
の
呼
吸
が
合
わ
ず
最
後
ま

で
大
協
の
ね
ば
り
っ
こ
い
反
撃
に
あ
っ
て
も
た

つ
い
た
。

マ
ツ
グ
は
初
回
、
中
村
が
左
中
間
に
先
制
の

２
ラ
ン
ｏ
ホ
ー
マ
ー
を
と
ば
し
二
国
に
は
池
原

の
犠
飛
と
勝
叉
の
適
時
打
で
２
点
を
重
ね
た
。

マ
ツ
ダ
は
三
回
以
後
、
鶴
見
投
手
の
ハ
ー
フ

ス
ピ
ー
ド
の
変
化
球
を
打
て
ず
八
回
中
村
、
末

森
の
安
打
で
よ
う
や
く
１
点
を
加
え
た
。

大
協
は
五
回
、
竹
内
、
小
川
か
先
発
の
黒
木

に
連
打
を
あ
び
せ
八
木
捕
手
の
逸
球
で
１
点
を

か
え
し
た
。
さ
ら
に
六
日
に
も
井
畑
、
宮
村
が

連
打
し
た
あ
と
国
井
捕
手
の
二
塁
け
ん
制
悪
投

で
１
点
を
加
え
た
。
大
協
は
優
勝
候
補
の
マ
ツ

ダ
を
相
手
に
キ
ビ
キ
ビ
し
た
好
ブ
レ
ー
を
続
け

た
．

○○
○○
○○
○○
○○
○○
2000XO
20

三
協
精
機

三
重
交
通

【評
】
三
協
の
荻
野
、
三
交
の
多
田
か
と
も

に
好
投
し
た
た
め
試
合
は
大
国
ま
で
は
両
軍
合

わ
せ
て
６
安
打
を
散
発
し
た
だ
け
だ
っ
た
ｃ

し
か
し
波
乱
は
七
日
に
訪
れ
た
。
三
交
は
一

死
後
岡
田
が
左
中
間
に
痛
烈
な
三
塁
打
を
主
ば

し
て
口
火
を
切
り
、
多
田
の
代
打
益
井
も
右
中

間
突
破
の
三
塁
打
を
打
っ
て
岡
円
を
迎
え
入
れ

た
〕
続
く
荒
川
も
方
前
打
し
て
決
勝
の
２
点
を

違41書式合 大会議合LC tよ

全国rlこ でし現金にかた
られづ《ホタリタ≫の
OKチェックをご利用T
さ 、ヽ

OKチェック をどうぞ

なわり誌イ善円 全匡n32ケら
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あ
げ
た
。
六
回
ま
で
荻
野
の
力
投
て
２
安
打
に

押
え
ら
れ
て
い
た
三
交
打
線
だ
っ
た
が
、
よ
う

や
く
球
速
が
衰
え
た
荻
野
に
初
球
攻
撃
を
か
け

み
ご
と
勝
利
を
に
ぎ
っ
た
。

三
協
は
毎
回
の
よ
う
に
走
者
を
出
し
な
か
ら

後
続
が
な
く
先
制
機
を
の
が
し
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
終
盤
も
多
田
を
リ
リ
ー
フ
に
伊
藤
孝
の
巧

妙
な
ビ
ッ
チ
ン
グ
に
か
わ
さ
な
で
先
敗
、
抽
攻

で
１０
残
塁
を
記
録
し
た
。

▽
三
塁
打
岡
田
、
益
井
▽
二
塁
打
古
田
勇
、
山
田
、
鈴
木
▽
盗
塁
交
１
（荒
川
）
▽
残
塁
協
１０
、

交
６
▽
大
策
協
３
（戸
田
２
、
佐
野
）
▽
２
時
間
２０
分

瞭
ル
睦
酬
　
∞
∞
∞
¨
∞
∞
∞
∞
Ｘ 。
一２ 。
　
悧
的
卿
Ⅷ
凱
動
中
〔
脚
繭
洵
鍵
は
申
】
輌
商
珀

【評
】
日
鋼
は
四
国
回
球
難
に
あ
え
ぐ
東
レ
先
　
　
盗
、
続
く
竹
内
の
中
犠
飛
で
田
浦
が
生
還
し
て

発
投
手
野
垣
を
と
ら
え
決
勝
の
２
点
を
あ
げ
東
　
　
試
合
の
主
導
権
を
に
ぎ
っ
た
。

レ
の
通
撃
を
ふ
り
切
っ
て
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
勝
　
　
　
東
レ
も
日
鋼
の
エ
ー
ス
阿
曽
を
積
極
的
に
せ

ち
し
た
。
日
鋼
打
線
は
立
ち
上
が
リ
ア
ン
ダ
ー
　
　
め
四
回
以
後
は
毎
回
走
者
を
出
し
て
食
い
下
が

ス
ロ
ー
で
ホ
ッ
プ
す
る
野
垣
を
打
て
な
か
っ
　
　
っ
た
が
好
機
に
一発
が
出
な
か
っ
た
。

た
。
だ
が
野
垣
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
あ
ま
く
、

呻　
　
世
紀
の
祭
典
東
京
オ
リ
ン
ピ
ック
を
頂
点
　
　
　
四
十
年
度
は
お
そ
ら
く
三
十
九
年
度
を
下
　
　
で
は
な
い
だ
ろ
か
。
加
盟
チ
ー
ム
が
た
と
え
　
ｍ

中　
と
し
て
、
三
十
九
年
度
は
文
字
ど
お
リ
ス
ポ
　
　
回
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
思
う
。
さ
ら
に
　
　
百
に
な
って
も
よ
い
、
良
質
の
も
の
さ
え
残
　
‘‐，．

岬　
―
ツ
に
明
け
暮
れ
た
年
で
あ
った
。
全
く
あ
　
　
も
う
一つ
支
部
の
傘
下
一卜
の
って
活
動
し
て
　
　
れ
ば
良
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
最
早
　
鰤

中　
わ
た
だ
し
い
さ
な
か
に
、
第
二
十
五
回
記
念
　
　
い
る
チ
ー
ム
で
、　
一支
部
に
つ
い
て
わ
ず
か
　
　
全
国
的
な
組
織
と
は
い
え
な
く
な
る
。　
　
　
‐，・‐‐

ｗ　
大
会
を
迎
え
た
都
市
対
抗
野
球
も
、
創
設
以
　
　
一二チ
ー
ム
以
内
と
い
う
支
部
か
四
十
八
支
部
　
　
　
幸
い
一時
案
と
し
て
出
て
い
た
会
費
の
値
　
ｍ

﹈
来
最
高
の
入
場
料
収
入
を
記
録
し
て
大
成
功
　
　
中
二
十
二
支
部
も
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
げ
も
一応
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
った
　
，・〓‐

ｒ　
だ
った
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
今
　
　
　
し
か
し
こ
う
し
た
底
辺
の
弱
体
化
と
は
関
　
　
が
、
も
し
四
十
年
度
か
ら
実
施
す
れ
ば
お
そ
　
ｉ‐‐．

　̈
回
は
と
く
に
関
東
地
区
の
四
チ
ー
ム
が
勝
ち
　
　
係
な
く
協
会
は
前
誉
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
青
　
　
ら
く
ま
た
相
当
数
の
チ
ー
ム
が
脱
落
す
る
こ
　
。・‐‐‐

岬
残
り
、
黒
獅
子
族
を
争
う
結
果
と
な
った
こ
　
　
木
会
長
の
お
話
の
よ
う
に
協
会
は
大
き
く
世
　
　
と
で
あ
ろ
う
。
協
会
の
運
営
費
は
会
費
で
賄
　
‐‐・‘，

Ⅶ
と
が
、
大
会
を
盛
り上
げ
る
大
き
な
要
素
に
　
　
界
の
協
会
に
躍
進
す
べ
く
一段
一段
よ
り
高
　
う
べ
き
で
あ
り
、
会
員
と
し
て
当
然
の
義
務
　
。‐‐‥‐

﹈
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
こ
れ
が
他
　
　
所
に
昇
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
結
構
な
　
　
で
あ
る
。
運
営
費
が
不
足
す
れ
ば
会
費
の
値
　
‐‐・‘‥，

Ш　
の
地
区
の
チ
ー
ム
が
勝
ち
残
っ
て
い
た
と
す
　
　
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
当
然
そ
う
で
あ
る
べ
き
　
　
上
げ
は
止
む
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
だ
　
ｍ

『　
る
と
、
栗
し
て
と
ん
な
こ
と
に
な
って
い
た
　
　
で
あ
ろ
う
。
日
本
社
会
人
野
球
協
会
が
全
世
　
　
単
に
会
費
だ
け
の
値
上
げ
で
す
む
わ
け
で
は
　
‐・‘‥

Ш　
か
わ
か
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
従
っ　
　
界
の
ア
マ
チ
ュア
野
球
界
を
リ
ー
ド
し
、
そ
　
　
な
い
。
用
具
代
も
値
上
り
、
交
通
費
な
ど
も
　
Ш

Ｔ　
て
こ
の
大
会
の
成
功
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
く
な
る
不
況
ム
ー
ド
　
・・‐，

鑢̈
詠饉
刹
（翻
Ｉ刑
Ｉの
Ｉ畑
Ｉ劇
）　
　
樹̈郷諄
妊
‘‐・・‐‐‐‐‐‐‥

ｍ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
　
　
　
／
‐
、
　
　
ノ
ー
ヽ
　
　
ノ
ー
ヽ
　
　
／
１
ヽ
　
　
／
１
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
に
節
減
さ
れ
る
。
こ
　
ｍ

あ

０。

　

　

　

　

五

十

嵐

義

臣

う
董

誓

‘‐・・‐

山　
　
申
す
ま
で
も
な
く
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
な
い
チ
ー
ム
は
脱
落
　
¨

中
会
人
野
球
界
は
経
済
界
の
変
動
に
よ
って
大
　
　
の
頂
点
に
立
つ
こ
と
を
理
想
と
し
て
い
る
　
　
し
て
い
く
以
外
に
道
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。　
‐，・〓

叫
き
く
左
右
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
　
　
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
の
よ
う
な
負
　
　
　
一一チ
ボ
ー
の
大
松
監
督
式
に
（オ
レ
に
つ
　
‥‐・．，

﹈
る
。
不
況
ム
ー
ド
の
浸
透
し
て
き
た
四
十
年
　
　
弱
な
組
織
を
踏
み
台
に
し
て
果
し
て
本
当
の
　
　
い
て
こ
い
、
こ
れ
な
い
も
の
は
去
れ
）
の
考
　
，・・‐‥

　̈
度
を
迎
え
て
、
そ
の
影
響
が
ど
の
よ
う
に
現
　
　
躍
進
が
出
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
階
段
を
昇
　
　
・え方
は
チ
ー
ム
の
内
部
で
な
ら
当
然
の
こ
と
　
‐‐・．，

『　
わ
れ
て
く
る
か
、
ま
こ
と
に
憂
慮
に
耐
え
な
　
　
る
に
し
て
も
土
台
が
弱
体
で
は
不
安
で
は
な
　
　
で
あ
ろ
う
が
、
大
組
織
の
中
で
は
適
用
し
な
　
・・‐‐

”　
い
も
の
が
あ
る
。
い
ま
に
協
会
の
加
盟
チ
ー
　
　
ぃ
の
だ
ろ
う
か
。
協
会
と
し
て
も
こ
こ
ら
あ
　
　
い
の
で
は
な
い
か
。
や
は
り
つ
い
て
く
る
よ
　
‐‐・‘

「　
ム
数
の
上
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
　
　
た
り
で
思
ぃ
切
った
対
策
を
た
て
、
底
辺
の
　
　
フヽに
仕
向
け
て
や
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
　
Ⅲ

﹈
し
て
い
る
か
と
み
る
と
左
表
の
と
お
り
で
あ
　
　
地
固
め
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
　
　
た
こ
と
は
当
然
末
端
組
織
の
指
導
者
が
考
え
　
・・・‐．

咄　
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
べ
き
で
あ
る
と
割
り
切
って
い
て
も
よ
い
　
Ш

中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
固
な
組
織
の
上
に
あ
って
こ
そ
本
当
の
　
　
も
の
で
あ
ろ
う
…
が
。
企
業
の
倒
産
が
続
出
　
，，‐．．

Ш　
　
　
　
加
盟
チ
ー
ム
　
休
止
チ
ー
ム
　
計
　
　
　
力
を
全
世
界
に
示
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
　
　
し
て
い
る
と
い
う
あ
わ
た
だ
し
い
師
走
の
職
　
山

Ｔ　
３７
年
度
　
一二
一〇
　
　
一六
　
　
　
一壬
〓
ハ　
　
る
。
も
ち
ろ
ん
加
盟
チ
ー
ム
数
は
問
題
で
は
　
　
場
の
一隅
で
感
じ
た
ま
ま
を
。　
　
　
　
　
　
‘‐・．

叩　
３８
年
度
　
一〓
ハ八
　
　
一六
　
　
　
二
八
四
　
　
な
い
。
要
は
質
の
問
題
で
あ
る
。
量
が
あ
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
師

呻　
３９
年
度
　
一一四
五
　
　
一人
　
　
　
一〓
舎
一　
　
て
こ
そ
始
め
て
良
質
な
も
の
が
得
ら
れ
る
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐・・‐

三 協 打安点三四
8佐  野 30010
8飯  塚 loo10
四 内  藤 10000
1菫

田
露 368♀ |
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PH弁熙  ′,l o o l o
l荻 野 31000
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四
〇
〇
〇
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０

三
１
０
０
１
２
２
０
０
１
０
１
１
０

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

安
１
０
１
１
０
１
０
１
０
０
０
０
０

打
観
犯
剌
螂
翔

り‐‐３
圏
配
相
調
ヽ
馴
醜

レ
稲
松
清
攪
小
中
後
塩
大
岡
森
野
前

東
８
８
４
３
７
９
５
５
田
６
２
１
１

唯
島
雀
評
酢
　
Ｏ。
‐。
∞
Ｏ。
０‐
０‐
∞
０‐
０。
一‐３

【秤
】
住
友
打
線
は
中
盤
か
ら
精
彩
を
見
せ

た
。
五
回
中
前
打
の
辺
津
が
浜
本
の
遊
ゴ
ロ
失

で
二
進
す
る
間
に
辺
津
が
か
え
って
同
点
、
勢

い
づ
い
た
住
金
は
六
回
に
も
二
死
後
中
前
打
し

て
二
盗
の
高
松
が
織
茂
の
浅
い
中
前
打
で
生
還

２
四̈
〇
１
０
０
１
１
１
０
０

９
讐
一１
０
０
０
０
０
０
０
０

３‐５〇
一〔
﹈

３‐０
４‐０
４‐‐
３００
３００
１‐‐
３００
３００

ユ
鋼
鏑

忘
鋼

製

崚

日̈
８
６
７
５
３
４
９
２
１

４
川
▽

ヽ
Ｄ
▽

殺ヽ
間

５ ２ ‐
日、 中
い
嘘
嗽
¨
”
勅
¨

２８
山
１
く
１
７
ぐ
田
１

打
日
３
東
日
４
前
東

計
塁
打
日
＞
塁
東
ヽ
ヽ

」
瀦
盤
ｍ
議
知
観
田
拗

し
て
逆
転
し
た
。

日
通
は
二
回
、
堀
田
の
タ
イ
ム
リ
ー
ニ
塁
打

で
１
点
を
先
行
、
清
沢
投
手
を
よ
く
攻
め
住
金

と
同
数
の
安
打
を
打
った
。

し
か
し
せ
っか
く
の
追
加
点
機
も
清
沢
の
巧

み
な
け
ん
制
と
堅
い
バ
ッ
ク
の
守
り
に
は
ば
ま

れ
僣
し
い
一戦
を
落
と
し
た
。



▽
盗
塁
住
３
（宮
地
２
、
高
松
）
）
残
望
住
６
、
日
７
▼
失
策
住
１
（辺
津
）
日
１
（太
田
）

▽
準
決
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
票
一か
ら
、
川
口
が
中
前
に
適
時
打
し
て
１
点
、

曜
悧
ト
ワ
幣
　
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
一〇 ３
　
　
¨
的
は
麻
味
が
左
翼
に
２
ラ
ン
ホ
ー
マ
ー
を

【評
】
マ
ツ
ダ
は
初
―‐‐―
あ
ぎ
や
か
な
速
攻
て
　
　
　
目
鋼
は
小
刻
み
な
継
投
で
マ
ツ
ダ
の
追
加
点

３
点
を
奪
っ
て
機
先
を
制
し
、
新
鋭
古
川
と
工
　
　
一で
は
ば
み
毎
回
の
よ
う
に
走
者
を
出
し
六
イ
ン

ー
ス
光
岡
の
好
継
投
で
日
鋼
打
線
の
反
撃
を
ふ
　
　
ニ
ン
グ
に
ト
ッ
プ
打
者
が
出
塁
さ
せ
な
が
ら
後

り
切
っ
て
完
封
勝
利
を
飾
っ
た
ぃ
日
鋼
の
先
発
　
　
続
が
な
く
、
９
残
塁
で
完
敗
し
た
。

松
井
は
球
威
が
な
く
、
マ
ツ
ダ
は
初
回
二
死
二

107
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日本社会人野球協会会報
▽
本
塁
打
末
森
（松
井
）
▽
三
年
打
井
上
Ｖ
二
塁
打
田
浦
、
竹
内
Ｖ
犠
打
日
１
（宇
野
）
▽
残
塁
日

８
、
マ
９
▽
失
策
目
２
（宇
野
２
）
▼
併
殺
マ
ー
▽
２
時
間
１５
分

か
ら
好
た
し
て
生
還
、
２
点
目
を
奪
っ
た
。
三

交
は
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
着
実
に
も
の
に
し
昨

年
優
勝
の
住
金
に
完
封
勝
ち
し
た
の
は
み
ご
と

だ
っ
た
。

三 佳
重 友
交 金
通 属

○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○○20X0
20

【評
】
八
回
の
攻
防
が
勝
敗
を
分
け
た
。
互

い
に
無
得
点
の
ま
ま
迎
え
た
こ
の
回
、
住
金
は

一死
後
、
富
地
が
四
球
を
選
ん
で
二
、
三
盗
し

チ
マ
ン
ス
を
に
ぎ
っ
た
か
、
伊
藤
の
力
投
に
後

統
を
断
た
れ
た
。
そ
の
要
、
三
交
は
伊
藤
が
腹

に
死
球
を
受
け
荒
川
の
バ
ン
ド
で
二
進
し
た
あ

と
、
横
山
の
中
前
適
時
打
で
生
理
し
て
均
衡
を

破
っ
た
。
さ
ら
に
浜
口
に
代
わ
っ
た
ば
か
り
の

小
野
原
二
塁
手
の
大
策
を
誘
っ
て
横
山
も
二
塁

四
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０

三
〇
１
０
１
２
０
０
０
０
０

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

女
１
０
０
０
０
０
０
１
１
１

２

四̈
〇
１
０
０
０
０
０
０
１
０

４
¨
三
〇
１
０
０
２
０
０
０
０
１

０

点̈
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０

一
一一
一
¨
¨
¨
醐

¨
鵬

¨

¨
三
８
４
３
７
９
５
５
２
１
６

▽
決
勝
戦

摯
副
≒
詢
酵́
　
∞
∞
∞
∞
Ю
∞
∞
∞
Ю
一Ю

【評
】
東
海
北
陸
社
会
人
の
＾
秋
大
会
で
工

圧
を
わ
け
合
っ
た
両
チ
ー
ム
の
対
嗜
は
決
勝
戦

に
ふ
さ
わ
し
い
力
の
こ
も
っ
た
好
試
合
と
な
っ

た
。
三
交
は
五
回
、
注
岡
が
方
翼
ボ
ー
ル
ぎ
わ

に
と
ば
し
た
ソ
ロ
ホ
ー
マ
ー
を
守
り
き
っ
て
初

優
勝
を
と
け
た
ぃ

マ
ツ
グ
の
紀
藤
投
手
は
鈍
く
落
ち
る
ド
ロ
ッ

プ
を
武
器
に
好
投
、
四
回
ま
で
二
交
打
線
を
２

安
打
に
押
え
た
。
だ
が
中
盤
で
待
球
主
義
の
三

交
打
線
に
食
い
さ
か
ら
れ
五
同
ト
ッ
プ
の
新
人

辻
岡
に
フ
ル
カ
ウ
ン
ト
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
を
投

げ
て
ホ
ー
マ
ー
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

一方
、
三
交
の
多
田
投
手
は
連
投
の
疲
れ
も

み
せ
ず
好
投
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
よ
い
変
化
球

で
強
打
の
マ
ツ
ダ
打
線
を
５
安
打
に
押
え
た
。

エ
ン
ジ
ン
の
か
か
り
が
お
そ
か
っ
た
二
交
の

攻
撃
は
注
岡
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
活
気
づ
き
、
追

加
点
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
後
半
は
何
回
安

打
し
て
押
せ
押
せ
ム
ー
ド
を
つ
づ
け
た
。
マ
ツ

ダ
は
五
回
ま
で
毎
日
得
点
間
に
ｔ
者
を
出
し
な

が
ら
二
交
の
好
守
に
は
ば
ま
れ
後
半
は
無
安
打

で
反
撃
の
チ
ャ
ン
ス
も
な
く
完
敗
。
（津
地
ピ

【表
彰
選
手
】

▽
最
優
秀
婆
芋
賞
　
多
田
万
馬
投
手
（三
重
交

通
）
▽
敢
闘
賞
　
　
紀
藤
住
投
手
（愛
知
マ
ツ

ダ
）
▽
首
位
打
者
賞
　
生
田
欣
浴
内
野
手
（日

通
名
古
屋
）
８
打
数
、
４
安
打
、
打
率
５
割

マツダ |「安 ,li三 1711
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三 交 打安点三「 18東  田 41000
4お表 ,上141000
3お1  日 3 0 0 0 0
7尾 「●30000
9,嗜: |li3 1 0 0 0
5 itt「刊31 1 10
5111 下 00000
2「
'II 1113 1 0 0 01:多  |‖ 31010
6荒  ∫|130020

1:「  296 1 4 0
▽本塁打辻岡 (紀雌 )
▽盗塁マ 1(肪又 )

▽残塁マ 6、 三 4▽
併殺マ 1、 三 1▽ 2
時間 0分



□
□
□
□
□
□
□

ス
ポ
‥
ツ
ニ
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ポ
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新
聞
社
代
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取
締
役
　
　
堂
Ｈ　
　
　
一不

義
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
は
１７
の
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
、
と
私
は
、
会
う
人
ご
と

に
い
っ
て
い
る
。
い
や
１６
だ
つ
た
よ
、
と
い

う
人
に
す
る
説
明
は
こ
う
だ
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
始
ま
る
前
に
、
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
日
米
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球

を
、
神
宮
を
初
め
各
地
で
開
催
し
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
見
ら
れ
な
い
人
た
ち
に
、　
″オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ニ
ア
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・

ゲ
ー
ム
′
を
通
じ
て
、
ム
ー
ド
だ
け
で
も
味

わ
っ
て
も
ら
っ
た
着
想
。
そ
し
て
、
こ
の
ゲ

ー
ム
は
開
会
式
の
翌
日
、
神
宮
球
場
に
五
万

の
大
観
衆
を
集
め
る
結
果
と
な
っ
て
現
わ

れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ド
を
高
め
た
功

績
…
…
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
金
メ
ダ
ル
級
で
は

な
い
か
―
―
と
。

金
メ
ダ
ル
で
思
い
出
す
の
は
、
故
宮
原
清

氏
が
野
球
殿
堂
入
り
し
た
こ
と
だ
。
第
一回

早
慶
戦
の
慶
大
主
将
と
い
う
か
ら
、
古
い
人

だ
が
、
三
十
八
年
十
月
に
亡
く
な
っ
て
か
ら

も
う
一年
三
ヵ
月
も
た
つ
の
に
、
ま
だ
き
の

う
の
こ
と
の
よ
う
に
、
記
憶
に
新
し
い
人

だ
。
い
つ
ま
で
も
殿
堂
に
、
金
メ
グ
ル
の
よ

う
に
光
を
放
つ
だ
ろ
う
。

年
は
あ
け
た
。
ス
ポ
ー
ツ
界
も
新
し
い
方

向
へ
進
み
始
め
た
。　
一九
六
五
年
の
ア
マ
チ

ェ
ア
球
界
も
、
メ
キ
シ
ョ
ｏ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

参
加
へ
の
基
礎
づ
く
り
と
い
う
大
き
な
目
標

が
あ
る
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、

全
世
界
の
う
ち
二
十
六
ヵ
国
以
上
が
や
っ
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
な
い
と
、
参
加
で
き
な

い
。
幸
い
野
球
は
す
で
に
二
十
七
ヵ
国
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
普
及
さ

せ
、
全
世
界
に
″野
球
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ヘ
″
の
声
を
上
げ
さ
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

過
日
、
東
京
で
、
世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球

会
議
が
ひ
ら
か
れ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
世
界
選
手

権
の
開
催
が
内
定
し
た
の
は
、
そ
の
点
で
意

義
が
あ
っ
た
。
第
一回
は
来
年
米
国
で
や
る

ら
し
い
が
、
日
本
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
協
力
推

進
し
、
そ
れ
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
、

努
力
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
ア
マ
球
界
は
、
米
国
の
そ
れ
に
負

け
な
い
層
の
厚
さ
と
実
力
を
持
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の

場
へ
持
ち
込

ま
な
い
て
は

な
い
。
社
会

一昴
　
　
　
人
野
球
協
会

の
青
木
均
一

会
長
も
そ
れ
を
い
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
私
も

同
感
で
あ
る
。

強
い
か
ら
、
金
メ
グ
ル
を
と
れ
る
か
ら
、

と
い
っ
た
単
純
な
理
由
だ
け
で
な
く
、
野
球

が
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
繁
栄
、
存
続
し

て
い
く
う
え
に
も
日
本
は
中
心
と
な
っ
て
活

動
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
と
し
が
、

そ
の
手
は
じ
め
の
年
。
私
は
そ
う
考
え
て

い
る
。

一東
＝
西
＝
対
＝
抗
一

▽
第
一日
（５
月
２６
日
　
西
京
極
）

峰
」於
哺
０。
∞
‐。
‐。
０。
‐。
∞
５。
Ю
一８。

（大
）
天
竹
、
森
岡
、
野
上
―
浅
原
、
山
川

（り
）
石
井
―
長
谷
川
【本
塁
打
】
塙
（り
）

螂
秩
〆
轍
０４
∞
０２
Ю
０１
∞
０２
一‐９

（六
回
コ
ー
ル
ド
）

（熊
）
藤
津
、
西
黒
―
松
田
、
河
野
（辻
）
杉

浦
―
西
本
【本
塁
打
】
伊
東
、原
田
（以
上
熊
）

（２６
日
　
川
重
）

押
酵
瀾
董
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
一〇 ３

（日
）
阿
曽
―
久
保
（小
）
海
津
―
土
井

サ
ッ
ボ
ロ
ピ
ー
ル

２ 。
∞
１ 。
０ ‐
‐ 。
‐ ‐
２ 。
１ 。
Ｘ 。
一８ ２

神

戸

製

鋼

（サ
）
渡
辺
、
角
原
、
角
谷
―
日
中
（神
）
木

村
―
大
塩
【本
塁
打
】
加
藤
（サ
）
中
止
、
本

村
（神
）

（２６
日
　
富
士
鉄
広
畑
）

雌
際
罐
好
鋼
　
∞
∞
∞
∞
∞
∞
２ 。
∞
Ｘ 。
一７ 。

（三
）
高
崎
、
江
藤
―
木
下
（山
）
福
塚
、
太

田
―
松
田
【三
塁
打
】
平
井
（三
）
西
山
（山
）

【二
塁
打
】
木
下
公
一し
井
村
（山
）

理
』
だ
ピ
峠
　
‐ 。
∞
Ｏ 。
０ ‐
∞
¨
∞
∞
０ ３
一３ ４

大 阪 市福 島区上 IE島 南 :丁 目71番 地
TEL大 腋 (458'0001(大代表)

′ヽ 勧

“

レJ7-」「
口がファミリーカーのすべてです′

水冷4直。 800cc.5人乗り乗用車

大顔グ″θり積称ゴ雪″
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（電
）
伊
藤
、
鈴
木
、
竹
之
下
―
峰
田
、
花
方

（富
）
ｊｌｌ
島
、
大
エ
ー
鈴
江
【本
塁
打
】
大
田

（電
）
【三
塁
打
】
村
浜
（宙
）
福
岡
（電
）

Ｔ
一塁
打
】
土
井
、
鈴
江
（富
）
田
中
、
太

田
、
鈴
木
（電
）

▽
第
二
日
　
　
　
（２７
日
　
一品
士
鉄
広
畑
）

電
　
電
　
東

¨
Ｏ Ｏ
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
一∞

鐘
化
カ
ネ
カ
ロ
ン

（東
）
市
川
―
船
田
、
花
方
（鐘
）
加
藤
―
谷

脇在
臓
晰
評
動
　
‐ 。
Ю
‐ 。
３ ２
∞
∞
∞
∞
Ｘ ‐
一６ ３

（三
）
後
藤
、
江
藤
―
木
下
（石
）
中
山
、
上

岡
―
薮
内

（２７
日
　
西
京
極
）

鳴
痢
加
暉

∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ю
一３ 。

（辻
）
重
松
―
西
本
（り
）
政
山
―
小
辻

維
　
欲
　
戯
　
‐ ‐
∞
∞
∞
∞
∞
∞
¨
Ｘ 。
一６ ‐

（大
）
森
岡
、
天
竹
―
山
川
、
浅
原
（熊
）
細

本
―
河
野

（”
日
　
川
重
）

（日
）
松
井
、
塚
本
―
奈
良
、
久
保
（播
）
安

達
、
国
定
―
富
田
【本
塁
打
】
竹
内
、
山
田

（鋼
）

購
﹈
猷
即
　
∞
∞
“
０ ‐
∝
ω
‐ ２
一‐１４

（七
回
コ
ー
ル
ド
・
ゲ
ー
ム
）

（サ
）
渡
辺
―
田
中
（川
）
徳
弘
、
都
出
、
若

松
―
玉
手
【本
塁
打
】
渡
辺
、
高
橋
（サ
）

▽
第
二
日
　
　
　
　
　
（２８
日
　
西
京
極
）

（鋼
）
前
川
―
久
保
（熱
）
若
木
、
長
田
―
野

俣
、
鈴
木

凛
摯
棘
鯨

０ ‐
０ 。
∞
∝
∞
０ ３
０ ３
一〇 ８

（七
回
コ
ー
ル
ド
・
ゲ
ー
ム
）

（電
）
林
日
、
広
沢
―
小
保
方
、
花
方
（相
）

岩
崎
、
山
下
―
揚
野
【本
塁
打
】
大
楽
（電
）

（２８
日

川
重
）

（三
）
江
藤
、
後
藤
―
木
之
下
（神
）
木
村
―

大
塩
【本
塁
打
】
高
山
（神
）

こ
の
試
合
で
神
戸
製
鋼
の
木
村
勇
投
手
（県

立
西
富
高
出
、
二
十
二
才
）
が
七
回
コ
ー
ル

ド
・
ゲ
ー
ム
（七
回
以
降
７
点
差
以
上
）
な

が
ら
完
全
試
合
（参
考
）
を
記
録
し
た
。
投

球
数
８０
、
三
振
９
、
外
飛
５
、
内
飛
４
、
内

ゴ
ロ
３

（電
）
長
谷
―
松
田
（小
）
平
井
、
若
林
、
海

津
―
橋
詰
【本
塁
打
】
黒
崎
２
（電
）

（２８
日
　
一品士
鉄
広
畑
）

Ш
駐
ぽ
鵜
野
卸
∞
∞
２ 。
∞
Ю
Ю
∞
Ю
Ｘ ‐
一５ ‐

（り
）
石
井
、
佐
日
、
宮
原
―
長
谷
川
（山
）

米
村
、
宮
城
―
松
田

帥
二
ぽ
鰤
ぼ
岬
∞
∞
∞
∞
∞
∞
Ю
∞
Ｘ 。
一Ю

（サ
）
渡
辺
、
南
原
―
田
中
（畠
）
高
岡
―
鈴

江▽
第
四
日
　
　
　
　
　
　
（２９
日
　
西
京
極
）

鯨
調
飾
粋
輌
　
∞
∞
∞
‐ 。
∞
∞
∞
¨
Ｘ ‐
一５ ‐

（京
）
雨
森
、
武
村
、
小
泉
‐福
島

（電
）
下
田
―
船
田

（薬
）
松
井
―
山
本
（鋼
）
阿
曽
、
松
井
―
久

保

（２９
日
　
富
士
鉄
広
畑
）

討
』
」
ぼ
郎
　
Ｏ 。
Ｏ 。
∞
∞
０ ３
∞
∞
∞
∞
一∞

（サ
）
門
谷
、
角
原
―
田
中
（石
）
上
岡
―
藪

内副
ッ
ヵ

佃
　
‐ 。
０ 。
∞
∝
∞
∞
∞
０ ‐
‐ 。
一２ ２

（引
分
け
）

（り
）
黒
木
―
小
辻
（鐘
）
九
野
、
加
藤
、
津

田
―
谷
脇
、
岡
久

（２９
日
　
川
重
）

矩
阪
一夢
花
炒
劾
∞
∞
¨
‐ 。
∞
∞
¨
＝
Ｘ 。
一６ ‐

（三
）
山
崎
―
木
下
（大
）
梅
田
―
寺
下
【本

塁
打
】
高
垣
（大
）

朧
に
動
疎
　
‐ 。
∞
∞
０ ２
∞
Ю
∞
釧
０ ２
一２ ５

（電
）
森
山
、
長
谷
―
渡
辺
（川
）
若
松
、
都

出
―
松
日
、
玉
出
【本
塁
打
】
高
田
２
（川
）

▽
第
五
日
　
　
　
　
　
（３０
日
　
西
京
極
）

矩
』
寸
”
効
　
∞
∞
Ю
∞
０ 。
０ 。
∞
∞
Ｘ 。
一Ю

（三
）
後
籐
、
山
崎
―
木
之
下
（大
）
池
中
、

新
島
卜
高
見

綱
乳
夢
縁
ｒ
印
∞
∞
∞
∝
∞
∞
∞
釧
∞
一３ ４

（サ
）
渡
辺
、
角
原
―
田
中
（新
）
近
藤
―
山

本晰
Ｆ
酔
岬
中
　
Ю
∞
２ ‐
∞
４ 。
∞
∞
∞
Ю
一７ ‐

播 日
りl111本
電 銅
気 管

⌒ 21
七 〇 2
回 08

1§ :
・ 00
イ214
ム

4ヽ 1颯

西電
酒関
造東

020000
001000
010001
14

神 三
戸 菱
製 化
鋼 成

⌒ ○ ○
七 10
回 30

1§§
・ X0
イ面
ム

日日
本本
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学管

○○OOOO
02
82
000100
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管 薬

OO1300
000000
010011
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″五
輪
参
加
″胸
張
る
選
手

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
十
月
十
一日
神

宮
球
場
で
日
米
野
球
戦
が
行
な
わ
れ
た
。
試
合
に
先
立
っ
て
午
前
十
時
か
ら

入
場
式
が
行
な
わ
れ
、
安
川
第
五
郎
０
０
Ｃ
会
長
の
歓
迎
の
言
葉
な
ど
が

あ
り
、
午
前
十
一時
東
都
知
事
の
始
球
式
で
全
米
軍
対
全
日
本
学
生
及
び
全

日
本
社
会
人
野
球
選
抜
軍
の
ニ
ゲ
ー
ム
が
行
な
わ
れ
た
。
試
合
は
結
局
全
米

軍
は
学
生
選
抜
軍
と
引
分
け
、
社
会
人
野
球
選
抜
軍
に
は
完
勝
、
１
勝
１
引

分
け
と
い
う
成
績
に
終
わ
った
。
こ
の
ニ
ゲ
ー
ム
を
中
心
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
行
な
わ
れ
た
日
米
野
球
戦
の
話
題
を
あ
れ
こ
れ
紹
介
し
て

み
よ
う
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

l10日本社会人野球協会会報

(日 )

(米)

(対)

(抗)

(野)

(球 )

(観)

(戦)

(言己)

神
宮
に
つ
め
か
け
た
五
万
フ
ァ
ン

冷̈
遇
さ
れ
た
日
米
野
球
一

ま
ず
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
野
球
の
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
い
て
み
よ
う
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
日
米
の
野
球
の

紹
介
が
簡
単
に
出
て
い
る
。
い
ま
さ
ら
日
米
野

球
史
を
こ
こ
に
書
く
ま
で
も
な
い
の
で
、
そ
れ

は
も
ち
ろ
ん
省
略
す
る
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
ち
ょ

っ
と
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
よ
る
と
大
会
は
十
五

種
日
以
上
の
正
式
競
技
と
二
種
日
の
公
開
競
技

を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
第
二
十

二
条
に
「プ
ロ
グ
ラ
ム
中
に
二
種
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
も
国
技
の
一種
と
、外
来
競
技
一種
と
す
る
」

と
あ
る
。

国
技
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
国
に
生
ま
れ
、
廿
か

ら
今
日
ま
で
つ
つ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も

の
。
外
来
競
技
の
一種
と
は
外
国
で
生
ま
れ
た

競
技
で
、
日
本
に
渡
っ
て
以
来
、
非
常
な
発
展

を
と
げ
、
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の

だ
。
そ
う
な
る
と
同
本
で
は
も
ち
ろ
ん
野
球
が

第
一
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
―
―
″デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
″
と

い
う
言
某
だ
が
、
辞
書
に
は
示
威
運
動
と
し
か

出
て
い
な
い
。

し
か
し
″ワ
ッ
シ
ョ
イ
〃　
″ワ
ッ
シ
ョ
イ
″

と
騒
ぎ
た
て
る
も
の
で
は
な
い
。
人
気
の
あ
る

競
技
を
加
え
て
、
い
わ
ゆ
る
″景
気
つ
け
″
と

国
ノ
ｒ
ン
イ
エ
　
ン
／

．
ノ
ス
　
ャ

ツ
レ

．
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い
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

公
開
競
技
だ
か
ら
正
式
種
目
の
よ
う
に
選
手

権
を
争
う
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
メ
ダ

ル
の
授
与
も
国
旗
の
掲
揚
も
な
い
。

こ
の
規
定
が
き
め
ら
れ
た
の
は
、
第
人
ロ
パ

リ
大
会
翌
年
の
一九
二
五
年
。
し
か
し
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
は
一九
〇
八
年
の

第
四
回
大
会
（ロ
ン
ド
ン
）
に
カ
ナ
ダ
の
競
技

ラ
ク
ロ
ス
（先
に
綱
の
つ
い
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
で

タ
マ
を
と
り
合
う
競
技
）
が
登
場
し
た
例
も
あ

り
、
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

ベ
ル
リ
ン
大
会
か
ら
正
式
種
目
に
な
っ
た
カ

ヌ
ー
も
、
一九
二
四
年
の
パ
リ
大
会
で
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
初
登
場
し
た
も
の

だ
。一九

三
二
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
で
は
ア

メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
行
な
わ
れ
、
つ

ぎ
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
（
一九
二
六
年
）
で
は
グ

ラ
イ
ダ
ー
が
加
え
ら
れ
、
ナ
チ
ズ
ム
を
強
調
し

す
ぎ
て
各
国
の
不
評
を
買
っ
た
。
こ
れ
な
ど
は

極
端
に
す
ぎ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
も
メ
ル
ボ
ル
ン
大
会
な
ど
で
で
も
行

な
わ
れ
た
が
、正
式
競
技
の
カ
ゲ
に
か
く
れ
て
、

い
ず
れ
に
し
て
も
パ
ッ
と
し
な
か
っ
た
。
前
回

の
ロ
ー
マ
十
分云
で
は
全
く
行
な
わ
れ
な
か
っ

一に。日
本
で
は
野
球
が
さ
か
ん
で
あ
り
、
ア
マ
チ

ュ
ア
の
野
球
に
も
人
気
が
あ
る
。
そ
う
い
う
点

で
野
球
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
日

本
百
来
の
武
道
、
こ
れ
は
Ｉ
式
種
日
と
な
っ
た

柔
道
と
あ
わ
せ
て
日
本
色
を
世
界
に
誇
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

ル
一こ
ろ
が
日
本
の
新
聞
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
な

ど
も
正
式
種
目
に
は
大
会
前
か
ら
血
ま
な
こ
に

な
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
を
追
い
な
か
ら
、
こ
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
と
意
外
に
冷
た

く
、
ほ
と
ん
ど
前
景
気
の
よ
う
な
記
事
も
出
な

か
っ
た
よ
つ
だ
ゥ

私
自
身
新
聞
記
者
で
あ
り
、
ま
た
こ
ん
ど
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
野
球
で
は
役
員
に

選
ば
れ
て
い
た
の
で
、
野
球
に
も
少
し
は
ス
ペ

ー
ス
を
も
ら
い
た
い
と
デ
ス
ク
に
相
談
す
る

と「そ
う
ね
。
な
る
べ
く
簡
単
に
、
３０
‐
４０
行
ぐ

ら
い
て
い
い
よ
」

と
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
だ
。

そ
れ
で
も
ア
メ
リ
カ
・
チ
ー
ム
の
練
習
を
見

て
一応
同
チ
ー
ム
の
紹
介
な
ど
を
か
ね
一上
予
想

を
書
い
た
。
他
の
新
聞
よ
り
は
少
し
は
く
わ
し

く
出
て
い
た
よ
う
だ
が
、
冷
遇
さ
れ
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
不
足
で
は
い
ま
ま
で
の
大

会
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
同
し
よ
う

に
、
正
式
種
目
の
蔭
に
か
く
れ
て
パ
ッ
と
し
な

い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
心
配
さ
れ
た
が
、
ア

メ
リ
カ
・
テ
ー
ム
の
真
面
目
な
練
習
や
態
度
を

み
て
、
そ
の
心
配
は
吹
っ
と
ん
で
し
ま
っ
た
。

当
日
の
神
宮
球
場
は
約
五
万
近
い
観
衆
が
集

ま
っ
た
。
も
っ
と
当
日
売
り
の
切
符
を
用
意
す

れ
ば
満
員
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
ど
う
せ
行
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っ
て
も
切
符
は
な
い
だ
ろ
う
と
あ
き
ら
め
て
い

た
人
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

も
ち
ろ
ん
外
野
席
を
小
、
中
学
生
や
高
校
生

の
団
体
に
開
放
し
た
の
で
、
こ
れ
だ
け
の
人
が

集
ま
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
も
っ
と
ア
メ
リ

カ
・
チ
ー
ム
の
紹
介
な
ど
を
し
て
Ｐ
Ｒ
が
十
分

で
き
た
ら
、
野
球
好
き
の
日
本
人
だ
け
に
、
も

っ
と
盛
況
を
き
わ
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。

全̈
米
軍
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
一

こ
ん
ど
来
日
し
た
全
米
選
抜
軍
は
、
な
か
な

か
の
強
カ
チ
ー
ム
で
あ
る
。
一勝
一引
き
分
け

の
成
績
だ
っ
た
が
、
一
人
々
々
の
個
人
の
実
力

は
か
な
り
の
も
の
を
持
っ
て
い
た
。

全
米
選
抜
軍
と
い
っ
て
も
実
際
は
学
生
の
オ

ー
ル
ス
タ
ー
・
チ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。

そ
し
て
各
地
か
ら
優
秀
選
手
を
集
め
て
編
成
さ

れ
て
い
る
。
戦
後
一九
四
七
年
か
ら
各
大
学
対

抗
試
合
の
総
元
締
で
あ
る
全
米
大
学
競
技
連
盟

が
後
援
し
て
、
全
米
大
学
選
手
権
大
会
が
開
催

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
と
し
の
チ
ー

ム
は
そ
の
大
会
に
出
場
し
た
人
地
区
の
代
表
チ

ー
ム
の
中
か
ら
選
抜
し
て
つ
く
ら
れ
た
チ
ー
ム

だ
と
聞
い
て
い
た
。

し
か
し
実
際
に
選
手
に
聞
い
て
み
る
と
全
米

的
な
も
の
で
は
な
く
、
四
、
五
の
地
区
に
わ
か

れ
て
、
た
と
え
ば
″西
部
選
手
権
″　
″北
部
選

手
椎
″
と
い
う
も
の
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
か
ら

選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

面
白
い
こ
と
は
大
学
の
″オ
ー
ル
・
ア
メ
リ

カ
ン
・
チ
ー
ム
〃
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
日
本
で
い
う
″ベ
ス
ト
・
ナ
イ
ン
″
の
よ

う
な
も
の
で
、
プ
ロ
の
ス
カ
ウ
ト
が
選
ぶ
と
い

一つ
。事

実
、
第
一戦
の
学
生
選
抜
軍
と
の
ゲ
ー
ム

で
、
五
回
か
ら
三
イ
ン
ニ
ン
グ
投
げ
た
ウ
オ
ル

ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
ン
投
手
（南
加
大
）
は
ス
カ

ウ
ト
の
つ
く
っ
た
″全
米
学
生
オ
ー
ル
・
ス
タ

ー
の
右
腕
投
手
″
に
選
ば
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
。

メ
ン
パ
ー
の
半
分
ぐ
ら
い
は
プ
ロ
か
ら
狙
わ
れ

て
い
る
選
手
と
の
こ
と
で
あ
る
。

実
際
練
習
を
み
て
、
そ
の
パ
ン
チ
の
強
さ
に

び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
た
。
と
く
に
四
番
の
マ
イ

ク
・
エ
プ
ス
タ
イ
ン
は
打
球
の
半
分
以
上
が
オ

ー
バ
ー
・
フ
ェ
ン
ス
す
る
。
そ
れ
も
場
外
へ
と

い
う
豪
快
さ
。

「こ
れ
で
は
ボ
ー
ル
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り

な
い
よ
」

と
係
の
人
が
こ
ぼ
し
て
い
た
ほ
ど
だ
。

左
打
ち
で
丸
顔
、
プ
ん
ぐ
り
と
し
た
体
つ

き
は
″ベ
ー
プ
・
ル
ー
ス
〃
と
似
て
い
る
の
も

た
の
も
し
い
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
選
手
で
も
あ
り
、
現
在
加
州
私
大
で
法
律
を

専
攻
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
野
球
よ
り

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
プ
ロ
ヘ
入
っ
て
学
資
を
か
せ

ぎ
大
学
院
に
進
み
た
い
と
い
っ
て
い
た
。

そ
う
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
選
手
は
学
生
と
し

て
実
に
立
派
で
あ
る
。
東
京
に
着
い
て
か
ら

も
、
あ
ま
り
外
出
せ
ず
、
ホ
テ
ル
で
勉
強
し
て

い
る
時
間
の
方
が
多
か
っ
た
。
外
野
手
の
ボ
ブ

・
カ
ル
プ
ロ
ム
（オ
ー
ガ
ス
タ
大
学
）
は
会
計

学
の
本
を
十
一冊
も
持
っ
て
き
て
猛
勉
を
つ
つ

け
て
い
る
。
成
績
は
″オ
ー
ル
Ａ
″
と
の
こ
と

で
、
チ
ー
ム
随

一
の
秀
オ
と
い
う
評
判
だ
っ

た
。話

は
横
道
に
そ
れ
た
が
、
練
習
を
み
て
ま
ず

マ
イ
ク
・
エ
プ
ス
タ
イ
ン
の
強
打
に
た
ま
げ
、

そ
し
て
内
野
手
の
巧
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

と
く
に
遊
撃
手
の
ジ
ム
・
ボ
ピ
ッ
カ
（イ
リ
ノ

イ
大
）
の
出
足
の
す
ば
ら
し
さ
、
グ
ラ
ブ
さ
ば

き
、
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
の
美
し
さ
な
ど
全
て
驚
嘆

し
た
。
こ
ん
な
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
巧
い
人

は
、
日
本
の
プ
ロ
野
球
に
も
い
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

ま
た
監
督
の
ロ
ッ
ド
ニ
アド
ー
。
こ
の
人
は

ア
メ
リ
カ
球
界
で
は
有
名
な
人
で
あ
る
。
ド
ジ

ャ
ー
ス
の
コ
ー
チ
と
し
て
手
腕
を
大
い
に
ふ
る

っ
た
人
だ
。
愛
き
ょ
う
が
よ
く
て
、
私
の
質
問

に
も
気
持
よ
く
答
え
て
く
れ
た
。
コ
ー
チ
の
リ

ー
・
エ
イ
ル
プ
ラ
ッ
ト
も
カ
プ
ス
の
コ
ー
チ
を

し
て
い
た
人
と
聞
い
て
い
る
。

と
に
か
く
練
習
を
み
て
こ
れ
は
″強
力
な
チ

ー
ム
″
と
い
う
印
象
を
う
け
た
。
日
本
の
チ
ー

ム
は
お
そ
ら
く
歯
が
た
つ
ま
い
と
新
間
に
も
書

い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
投
手
陣
が
ど
の
程
度
投
げ
ら
れ
る

か
疑
‐―１１
を
持
っ
て
い
た
。
な
る
ほ
ど
、
い
ず
れ

も
一人
五
考
以
上
は
あ
る
と
い
う
大
型
投
手
ば

か
り
だ
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
い
。
こ
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
不
安
が
感
じ
ら
れ
た
。

選
手
た
ち
が
、
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加

で
き
た
と
い
う
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
し
か
も

練
習
態
度
も
い
ま
ま
で
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
の

テ
ー
ム
に
見
ら
れ
な
い
真
剣
さ
が
う
か
か
わ
れ

た
の
で
、
日
本
チ
ー
ム
も
よ
ほ
ど
思
い
切
っ
た

手
を
う
た
な
い
と
大
敗
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

実
際
思
っ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

＝一本語暮日害＝〓…・・・・・・．…

し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
緊
張
し
す
ぎ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
に
大
き
な
球
場
に
あ
れ
だ
け
の

観
衆
が
集
っ
た
の
だ
か
ら
堅
く
な
っ
た
の
は
事

実
で
あ
る
。
第
一
戦
の
日
本
大
学
チ
ー
ム
戦
な

ど
、
実
力
の
半
分
の
力
さ
え
み
せ
な
か
っ
た
と

い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

そ
れ
て
も
一回
、
ト
ッ
プ
・
パ
ッ
タ
ー
の
フ

ィ
ッ
ツ
モ
ー
リ
ス
が
左
中
間
の
一
番
深
い
と
こ

”わ
へ
い
き
な
リ
ホ
ー
ム
ラ
ン
し
た
の
に
は
ド
ギ
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モ
を
ぬ
か
れ
た
。
四
〇
〇
浮
は
飛
ん
だ
で
あ
ろ

ノ^。私
の
予
想
ど
お
り
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に

な
る
わ
い
と
思
っ
た
が
、
二
、
三
番
の
レ
フ
ト

ヘ
の
大
き
な
フ
ラ
イ
は
幸
い
に
し
て
神
宮
球
場

が
広
い
た
め
左
翼
手
に
好
捕
さ
れ
て
、
木
原
投

手
を
立
ち
直
ら
せ
た
。

そ
れ
に
本
原
は
ご
存
知
の
と
お
り
の
下
手
投

げ
投
手
。
こ
う
い
っ
た
タ
イ
プ
の
投
手
は
ア
メ

リ
カ
に
は
少
な
い
。
こ
の
変
則
型
の
ピ
ッ
チ
ャ

ー
に
す
っ
か
リ
ア
メ
リ
カ
ｏ
チ
ー
ム
は
ベ
ー
ス

を
崩
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
二
回
か
ら
全

く
沈
黙
、
名
シ
ョ
ー
ト
と
私
が
絶
讃
し
た
ボ
ピ

ッ
カ
な
ど
は
木
一原
の
下
手
投
げ
の
速
球
に
恐

れ
た
の
か
、
腰
が
逃
げ
て
三
振
ば
か
り
と
い
う

有
様
だ
っ
た
。

こ
の
選
手
は
″ク
ロ
ー
プ
マ
ン
″
の
ニ
ッ
ク

・
ネ
ー
ム
を
持
つ
中
部
米
国
学
生
球
界
き
っ
て

の
シ
ョ
ー
ト
で
、
今
春
の
リ
ー
ク
戦
で
は
〇
・

三
七
〇
の
高
打
率
と
７
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

っ
て
い
る
人
だ
。
打
て
な
い
人
で
は
な
い
が
、

木
原
の
よ
う
な
投
げ
方
を
さ
れ
る
と
、
ど
う
し

て
も
腰
が
逃
げ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
先
発
の
ボ
ス
ワ
ー
ス
投
手
が
緊
張
し

す
ぎ
て
一
回
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
乱
し
、
末

次
に
ラ
イ
ト
・
ヒ
ッ
ト
さ
れ
た
あ
と
、
３
四
球

を
連
発
す
る
と
い
う
乱
副
さ
で
、
す
ぐ
さ
ま
同

点
と
さ
れ
た
の
に
、
チ
ー
ム
全
体
が
浮
き
足
立

全
米
学
生
軍
に
学
ぶ
も
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
試
合
の
た
め
、
来
日
し
た
全
米
学
生
軍
と

行
を
と
も
に
し
て
、
最
も
感
心
し
た
こ
と

は
、
そ
の
強
力
な
団
結
と
責
任
感
で
あ
り
ま

す
。
全
米
各
大
学
の
最
優
秀
選
手
を
急
退
集

め
て
短
期
間
で
手
定
の
如
く
動
か
し
た
デ
ド

ー
監
督
以
下
各
コ
ー
チ
の
手
腕
は
実
に
見
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
選
手
各
自
の
態
度
は
使
範
的
で
、
自

分
は
チ
ー
ム
の
一員
で
あ
り
、
野
球
は
九
人

の
力
を
集
結
し
て
初
め
て
勝
て
る
と
い
う
チ

ー
ム
意
識
に
徹
し
て
い
た
点
は
、
民
主
々
義

教
育
の
徹
底
し
た
結
果
で
し
ょ
う
。

た
様
子
だ
か
ら
本
国
は
禁
酒
に
し
ま
す
」
と

一言
伝
達
し
た
だ
け
て
、
一人
と
し
て
ア
ル

コ
ー
ル
を
口
に
す
る
者
が
い
な
か
っ
た
の

に
は
驚
き
ま
し
た
。
監
督
、
コ
ー
チ
そ
の
他

の
随
行
員
は
お
い
し
そ
う
に
飲
ん
で
い
て

も
、
だ
れ
一人
不
平
を
い
う
選
手
が
い
な
か

っ
た
。

二
、
大
阪
ま
で
の
遠
征
途
中
、
各
所
で
盛

大
な
る
歓
迎
を
受
け
、
試
合
前
夜
は
禁
酒
が

発
令
さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
な
が
ら
、
主
催

三
、
大
阪
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ヘ
の
出
発
時
間

が
九
時
と
前
夜
伝
達
さ
れ
、
調
朝
九
時
五
分

前
に
バ
ス
内
の
人
員
を
点
検
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
日
、
登
板
予
定
の
投
手
の
顔
が
見

え
な
い
。
九
時
ジ
ャ
ス
ト
に
監
督
が
バ
ス
の

出
発
を
命
じ
た
の
で
、
小
生
あ
わ
て
て
バ
ス

を
停
め
、も
う
一人
足
り
な
い
の
で
、少
し
待

っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
。
団
長
は
「そ
の

必
要
は
な
い
。
集
合
時
間
に
遅
れ
た
選
手
は

自
分
で
タ
ク
シ
ー
を
拾
っ
て
く
れ
ば
良
い
」

分
日
米
親
善
の
目
的
を
栗
た
し
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

各
選
手
は
異
口
同
音
に
日
本
遠
征
軍
の
一

員
に
選
抜
さ
れ
た
こ
と
を
喜
び
、
初
め
は
学

業
に
空
白
が
生
ず
る
こ
と
を
心
配
し
た
も
の

の
、
日
本
に
来
て
い
か
に
そ
れ
が
勉
強
に
な

っ
た
か
を
思
う
と
、
一学
期
、
あ
る
い
は
一

年
を
犠
牲
に
し
て
も
価
値
が
あ
っ
た
と
喜
ん

で
も
ら
っ
た
こ
と
は
、
主
催
者
側
の
準
備
万

端
、
そ
の
他
の
苦
労
も
１００
笥
甲
斐
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

先
日
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
の
某
大
学
野
球

コ
ー
チ
、
フ
ェ
ー
リ
ス
氏
か
ら
の
手
紙
に
よ

り
ま
す
と
、
一月
中
旬
、
全
米
大
学
野
球
コ

ー
チ
会
議
の
席
上
、
日
本
遠
征
の
報
告
が
あ

り
、
デ
ド
ー
監
督
は
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球

連
盟
に
対
し
賞
賛
を
倍
し
ま
な
か
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
国
際
親
善
試
合
の
効
巣
が
惑
す

ま
す
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
全
く
嘔
し
い

次
第
で
あ
り
ま
す
。

一九
六
五
年
を
飛
躍
の
年
と
し
て
わ
が
社

会
人
野
球
も
数
々
の
チ
ー
ム
を
外
国
に
送
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
遠
征
先
の
国
の
人
た

ち
に
何
か
見
習
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
何
も

の
か
を
残
し
て
帰
っ
て
き
て
頂
き
た
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ボ
ス
ワ
ー
ス
は
ホ
ー
プ
大
の
エ
ー
ス
で
、
春

の
り
―
グ
戦
に
は
７
勝
１
敗
と
い
う
成
績
で
、

タ
マ
は
速
い
し
、
い
い
ド
ロ
ッ
プ
を
持
っ
て
い

一に。五
回
か
ら
リ
リ
ー
フ
に
出
た
の
が
さ
き
ほ
ど

紹
介
し
た
ピ
ー
タ
ー
ス
ン
。
こ
の
人
は
春
の
リ

ー
ク
で
実
に
１７
勝
３
敗
と
い
う
成
績
、
そ
れ
以

後
行
な
わ
れ
た
サ
マ
ー
・リ
ー
グ
（日
本
の
都

市
対
抗
の
よ
う
に
夏
体
み
中
、
故
郷
へ
帰
っ
て

そ
の
土
地
の
チ
ー
ム
に
参
加
）
に
５
勝
０
敗
と

い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を
残
し
て
い
る
だ
け

に
、
さ
す
が
に
美
し
い
フ
ォ
ー
ム
を
し
て
い

た
。し

か
し
立
ち
土
が
り
が
悪
く
、
大
田
に
右
前

ヒ
ッ
ト
さ
れ
、
バ
ン
ト
と
末
次
の
中
飛
で
三
進

さ
せ
た
あ
と
、
自
ら
暴
投
を
演
じ
て
１
点
を
献

上
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
泰
投
は
サ
イ
ン
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

広
野
に
対
し
て
２
１
０
と
追
い
込
み
な
か
ら
、

ウ
ェ
ス
ト
・
ポ
ー
ル
が
高
く
い
き
す
ぎ
て
捕
手

が
と
れ
な
か
っ
た
。
す
ぐ
つ
ぎ
の
タ
マ
は
左
打

者
の
内
角
い
っ
ぱ
い
、
す
ば
ら
し
い
速
球
を
投

げ
込
ん
で
、
広
野
を
三
振
に
う
ち
と
っ
て
い

る
。
こ
の
タ
マ
の
威
力
な
ど
、
や
は
り
日
本
投

手
に
見
ら
れ
な
い
球
威
が
感
じ
ら
れ
た
。

と
に
か
く
米
チ
ー
ム
と
し
て
は
学
生
選
抜
軍

と
の
一戦
は
最
低
の
試
合
で
あ
っ
た
ろ
う
。
本

原
の
魔
球
（彼
ら
に
は
そ
う
見
え
た
か
も
し
れ

な
い
）
で
す
っ
か
り
お
か
し
く
な
り
、
つ
つ
い

て
登
場
し
た
駒
大
の
エ
ー
ス
盛
田
に
も
七
回
三

人
で
か
た
つ
け
ら
れ
、
人
回
か
ら
出
た
学
生
軍

の
看
板
投
手
渡
辺
（慶
大
）
に
も
、
い
き
な
り

二
人
が
連
続
三
振
す
る
ほ
ど
の
不
甲
斐
な
さ
で

あ
っ
た
。

や
っ
と
九
回
学
生
軍
に
つ
ま
ら
ぬ
大
策
が
続

出
し
て
同
点
に
こ
ぎ
つ
け
た
が
、
引
き
分
け
か

打
…
…
チ
ー
ム
・プ

者
側
の
折
角
の
ご
好
意
を
無
に
し
て
は
と
、

私
は
監
督
に
交
渉
し
て
ピ
ー
ル
一本
だ
け
許

可
す
る
よ
う
に
取
計
ら
っ
た
こ
と
が
再
三
あ

り
ま
し
た
。
監
督
も
非
常
に
協
力
的
で
「で

は
ビ
ー
ル
一本
」
と
許
可
し
て
く
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
一本
の
徹
底
振
り
は
見
習
う
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
場
合
は
、
飲
ま
ぬ

人
は
飲
む
人
に
回
し
て
や
る
習
慣
が
あ
り
ま

す
が
、
彼
ら
は
絶
対
に
回
さ
な
い
。
一本
と

い
う
の
は
各
人
一本
―′か
瞑
む
資
格
が
な
い

と
見
て
い
る
。

レ
ー
に
徹
し
き
る

と
い
っ
て
待
た
ず
に
出
発
し
て
し
ま
っ
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
十
分
ほ
ど
遅
れ
て
か
け
つ
け

た
同
選
手
の
団
長
に
対
す
る
謝
罪
の
立
派
な

こ
と
、
こ
の
選
手
が
何
千
万
円
の
契
約
金
で

メ
イ
ジ
ャ
ー
・リ
ー
ク
チ
ー
ム
か
ら
勧
誘
さ

れ
て
い
る
の
か
と
疑
わ
れ
る
ほ
と
、
弁
解
す

る
で
な
く
、
た
だ
遅
刻
し
た
こ
と
を
謝
罪
し

て
い
た
。

紙
面
の
都
合
上
以
上
二
、
三
の
例
を
あ
け

た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
の
紳
士
的
な
行

動
は
至
る
所
で
好
感
を
持
た
れ
、
彼
等
は
十
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精
い
っ
ぱ
い
と
い
う
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
中

親
善
グ
ー
ム
だ
か
ら
、
引
き
分
け
て
メ
デ
タ

シ
メヽ
デ
タ
シ
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、そ
の

片
鱗
を
み
せ
て
く
れ
た
の
は
一回
の
不
―
ム
ラ

ン
だ
け
と
い
う
物
足
り
な
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

彼
ら
も
若
い
選
手
ば
か
り
だ
か
ら
、
こ
れ
だ

け
の
大
観
衆
Ｌ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
ふ
ん
国

気
で
、
墜
く
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

一社
会
人
は
完
敗
だ
っ

第
ニ
ゲ
ー
ム
の
社
会
人
選
抜
軍
の
と
き
に

は
、
い
く
ら
か
落
着
き
を
と
り
も
ど
し
た
よ
う

だ
。
第
一戦
と
く
ら
べ
る
と
、
か
な
り
の
び
の

ひ
と
プ
レ
ー
し
て
い
た
。

と
く
に
登
板
し
た
チ
ャ
ッ
ク
・
ド
プ
ス
ン
は

身
長
一九
〇
％
に
近
い
よ
う
な
大
男
で
、
そ
の

長
■

′、つ
重
く
て
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
速
球
を
ビ

シ
ビ
シ
と
き
め
つ
け
て
い
た
。
カ
ン
サ
ス
大
て

今
春
６
勝
２
敗
の
成
績
と
い
う
こ
と
だ
が
、
デ

ド
ー
監
督
も
彼
に
一番
期
待
を
か
け
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

前
半
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
や
は
り
悩
ん
で
い

た
が
、
同
を
追
う
ご
と
に
調
子
を
あ
げ
て
い
っ

た
。ま

た
こ
の
チ
ー
ム
の
看
板
で
あ
る
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
・ト
リ
オ
の
真
価
を
四
回
に
初
め
て
発

揮
し
て
く
れ
た
。
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の
中
前
ヒ
ッ

ト
に
つ
つ
い
て
エ
プ
ス
タ
イ
ン
が
右
越
え
二
塁

打
、
こ
れ
は
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
高
い
タ
マ
を
強

引
に
ひ
っ
ば
た
い
た
も
の
で
、
打
っ
た
瞬
間

″ホ
ー
ム
ラ
ン
″
と
叫
ん
だ
ほ
と
の
豪
快
な
一

打
だ
っ
た
。
も
う
ち
ょ
っ
と
と
い
う
と
こ
ろ
で

ス
タ
ン
ド
に
入
ら
な
か
っ
た
が
、
神
宮
球
場
以

外
な
ら
当
然
ホ
ー
ム
ラ
ン
だ
っ
た
。
と
に
か
く

こ
れ
で
二
、
三
塁
と
な
っ
た
あ
と
、
ホ
ロ
ウ
ェ

ル
が
左
前
へ
痛
打
し
て
二
人
を
迎
え
一人
れ
た
。

エ
プ
ス
タ
イ
ン
の
二
塁
打
の
よ
う
に
、
広
い

神
富
球
場
で
な
け
れ
ば
五
、
六
本
の
ホ
ー
ム
ラ

ン
は
出
た
で
あ
ろ
う
。
エ
プ
ス
タ
イ
ン
は
九
回

に
も
ラ
イ
ト
・
フ
ェ
ン
ス
す
れ
す
れ
で
好
捕
さ

れ
た
か
ら
、
他
の
球
場
な
ら
２
ホ
ー
マ
ー
を
記

録
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

こ
の
ゲ
ー
ム
を
や
る
前
の
打
ち
合
わ
せ
で

は
、
プ
ロ
と
同
じ
く
ラ
ッ
キ
ー

・
ソ
ー
ン
を
設
け
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
に
、
ど
う
し
た
手

違
い
か
ら
か
、
こ
の
ロ
ラ
ッ
キ

ー
・
ソ
ー
ン
が
つ
け
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
ラ
ッ
キ
ー
・
ソ
ー

ン
が
あ
れ
ば
６
１
０
か
、
７
１

０
と
、
も
っ
と
社
会
人
チ
ー
ム

は
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。

ま
た
学
生
軍
も
同
点
引
き
分

け
と
い
う
試
合
に
は
な
っ
て
い

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
社
会
人
チ
ー
ム
も
善

戦
し
た
が
、
と
に
か
く
相
手
の

ド
プ
ス
ン
の
タ
マ
が
速
い
の
で

打
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
て
も
前

半
は
四
球
で
さ
か
ん
に
走
者
を

塁
上
に
送
っ
た
が
、
こ
こ
と
い

う
と
き
に
は
ド
プ
ス
ン
に
し
め

つ
け
ら
れ
た
。

と
く
に
四
、
五
回
は
無
死
出

塁
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
だ
け

に
僣
し
ま
れ
る
。
四
回
は
一
死

一、
二
塁
、
五
回
は
無
死
一
、

二
塁
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た

か
ら
絶
好
の
反
撃
機
だ
っ
た
。

四
回
は
代
打
に
武
田
を
送
っ

た
が
、
こ
れ
が
不
運
に
も
球
威

に
押
さ
れ
て
投
手
の
頭
を
こ
す

よ
う
な
当
た
り
損
な
い
の
小
フ

ラ
イ
。
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
と
っ

た
二
塁
手
が
ま
ず
二
塁
ベ
ー
ス

を
踏
み
、
二
塁
走
者
が
フ
ラ
イ

と
思
っ
て
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た

と
こ
ろ
を
二
、
三
塁
間
に
き
ょ

う
殺
さ
れ
併
殺
と
い
う
不
運
。

川
崎
重
工
業
の
球
場
は
古
い
。
神
戸
市
東
灘

区
魚
崎
町
横
屋
―
―
阪
神
電
童
の
″青
木
″
―

μ魚
崎
′
の
間
に
戦
前
か
ら
あ
っ
た
が
、
現
在

の
野
球
場
が
で
き
■
か
った
の
は
昭
和
三
十
三
年
十
一月
二
十
日
、
第
二
期
工
事
と
し
て

球
技
場
、
室
内
競
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
完
成
し
た
の
は
三
十
五
年
五
月
十
二
日
で
あ

る
。
敷
地
面
積
は
全
部
で
三
一、
〇
九
一平
方
ン
（九
四
〇
五
坪
）

‐野‐国
図
鼈
鯛
距阪
聟
舗
発
艶
硝
ギ
聾
製
ノ、でコ

研
（三
八
〇
嫁
）

（二
九
〇
縁
）

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
六
段
の
ス
タ
ン

ド
が
あ
り
千
二
百
人
の
観
客
が
収
容
で
き
　
ゝ

ラ
イ
ト
ま
で
八
八
・
二
九
ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
民
　
る
。
だ
か
ら
社

一一　峰」け申ゅ葎【榊

轟̈一赫轟一̈一中乖
ｍ　一一一̈一̈一）

川
　
シ
ャワ
ー室
、
電
気

一羅夢鐸夢

り
、
ス
コア
ボ
ー
ル

ド
も
鉄
骨
造
り
の
三
階
建
と
い
う
す
ば

ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
全
面
芝
生
の
球
技
場
そ
れ

に
軽
重
鉄
骨
造
り
の
室
内
競
技
場
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
球
場
付
近
に
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
立
派
な
ス
タ
ン
ド
を
持
っ
て

い
る
。

（写
真
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

:た

運動場
体育館
野球場 etc

スポーツ照明に"―

J7fタ ン 2
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帰国後
大
リ
ー
グ
入
り
も

一つ
の
大
き
な
夢
で
あ
る
。

米
国
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち

五
回
の
無
死
一、
二
塁
は
打
者
が
三
番
田
浦

だ
っ
た
だ
け
に
打
た
せ
て
み
る
と
面
白
い
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
バ
ン
ト
は
失
敗
し
て
三
封
、
つ
つ

く
佐
藤
（鉦
）
も
死
球
で
一
死
満
塁
と
な
お
つ

つ
い
て
、
こ
こ
で
代
打
に
永
野
、
宮
脇
を
送
っ

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
人
も
ド
プ
ス
ン
の
剛

球
に
全
く
手
が
出
ず
、
連
続
三
振
に
う
ち
と
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。

代
打
、
投
手
交
代
と
都
市
対
抗
で
は
見
事
な

朱
配
を
ふ
る
っ
た
稲
葉
監
督
も
、
こ
の
日
は
ど

う
も
カ
ン
が
狂
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
田
浦
に
強

攻
さ
せ
な
か
っ
た
の
も
稲
栞
監
督
ら
し
か
ら
ぬ

消
極
さ
だ
っ
た
し
、
ま
た
代
打
の
使
い
方
も
裏

目
に
出
て
い
た
よ
う
だ
。

そ
う
い
つ
ま
で
も
勝
運
が
つ
つ
く
も
の
で
は

な
い
し
、
カ
ン
の
い
い
稲
薬
監
督
に
も
こ
の
よ

う
に
つ
い
て
な
い
日
も
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
い
か
に
こ
の
日
運
が
あ
っ
て
も
全

米
軍
に
は
勝
目
が
な
か
っ
た
。

第
一戦
の
よ
う
に
堅
く
な
っ
て
い
た
ら
話
は

別
だ
が
、
第
二
戦
に
は
相
手
が
だ
い
ぶ
落
着
い

て
い
た
か
ら
、
や
は
り
実
力
の
差
と
い
う
ほ
か

な
か
っ
た
。

一将
来
は
正
式
種
目
に
一

全
米
選
抜
軍
は
内
野
手
が
巧
妙
な
プ
レ
ー
を

み
せ
て
く
れ
た
が
、
全
体
的
に
み
る
と
、
や
は

り
力
で
押
し
て
く
る
チ
ー
ム
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
荒
さ
が
あ
り
、
四
番
の
エ
プ
ス

タ
イ
ン
に
し
て
も
変
化
球
に
は
や
は
り
も
ろ
い

と
い
う
弱
点
が
み
ら
れ
た
。
だ
か
ら
ち
ょ
っと

形
の
変
わ
った
ピ
ッチ
ャ
ー
や
カ
ー
プ
投
手
に

は
苦
戦
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
あ
と
沼
津
、
浜
松
、
名
古
屋
、
大
阪
な

ど
を
転
戦
、
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
や
愛
知
大
学

リ
ー
ク
選
抜
軍
、
関
四
大
学
選
抜
軍
、
そ
れ
に

最
終
戦
の
十
月
二
十
五
日
に
は
浦
和
で
日
本
通

運
と
も
対
戦
し
た
。

荒
け
ず
り
で
未
完
成
な
選
手
の
多
い
チ
ー
ム

だ
が
、
全
米
か
ら
選
び
出
さ
れ
た
学
生
選
手
だ

け
に
、
ど
こ
へ
い
っ
て
も
莫
一山
目
に
プ
レ
ー
し

て
い
た
。
そ
の
点
で
は
い
ま
ま
で
来
日
し
た
ア

メ
リ
カ
・
チ
ー
ム
の
中
で
は
一番
で
あ
ろ
う
。

こ
ん
と
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
一
つ

の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
世
界
野
球
機
構
を
つ
く
り

出
そ
う
と
い
う
話
が
具
体
的
に
出
て
き
て
い

る
。
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
の
世
界
選
手
権
大
会
の

開
催
も
夢
で
は
な
い
。
近
い
う
ち
に
、
か
な
ら

ず
実
現
で
き
る
と
信
し
て
い
る
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
入
場
式
で
安
川

第
五
郎
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
会
長
は
歓

東
京
オ
リ
ン
ピ
ック
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
、
米
国
か
ら
学
生
を
主
体
と
し
た

ア
マ
チ
ュア
野
球
チ
ー
ム
が
来
日
し
た
。

約
二
十
日
間
、
彼
ら
の
来
日
か
ら
帰
国
す
る

ま
で
、
彼
ら
と
同
宿
す
る
機
会
を
得
た
の
は
、

私
に
と
って
非
常
に
深
い
思
い
出
と
な
った
。

実
際
に
お
け
る
野
球
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

試
合
も
終
了
し
、
結
果
も
出
て
い
る
か
ら
、
こ

こ
で
は
は
ぶ
か
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
以
外
の

面
か
ら
、
米
国
チ
ー
ム
を
ふ
り
か
え
って
み
よ

一つ
。実

際
に
来
日
す
る
前
か
ら
私
が
面
識
が
あ
っ

た
の
は
、
私
の
母
校
オ
ハ
イ
オ
大
の
所
属
す
る

ミ
ッ
ド
ウ
エ
ス
ト
・
リ
ー
ク
か
ら
選
ば
れ
た
シ

ャ
ン
・
フ
ィ
ッ
ツ
モ
ー
リ
ス
中
堅
手
だ
け
で
、

あ
と
は
み
な
初
対
面
の
連
中
。
し
か
し
米
国
人

特
有
の
気
や
す
さ
は
初
日
か
ら
親
友
の
意
気
で

あ
っ
た
。

ま
ず
第
一に
感
し
た
の
は
学
生
チ
ー
ム
ら
し

迎
の
言
葉
と
し
て

「将
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
な
る

こ
と
を
望
み
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

野
球
の
世
界
機
構
が
で
き
あ
が
れ
ば
、
い
ず

れ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
、
こ
ん
と
は
堂
々
と
正

式
種
目
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な

い
。そ

の
と
き
に
は
書
き
に
書
き
ま
く
っ
て
や
ろ

う
と
思
う
し
、　
″金
メ
ダ
ル
″
を
目
指
し
て

そ
れ
こ
そ
野
球
関
係
者
は
、
大
さ
わ
ぎ
す
る
こ

と
だ
ろ
う
。

い
と
い
う
だ
け
で
、
か
な
ら
ず
し
も
最
強
チ
ー

ム
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
と
い
う
と
変
な

表
現
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
米
国
チ
ー
ム
が

で
き
あ
が
る
ま
で
に
は
デ
ド
ー
監
督
、
フ
ェリ

ー
ン
グ
・
コ
ー
チ
も
大
分
苦
心
し
た
よ
う
で
あ

る
。実

際
は
米
国
の
ア
マ
チ
ュア
野
球
は
日
本
の

ア
マ
チ
ュア
野
球
と
違
って
そ
の
組
織
か
ら
い

って
も
ま
こ
と
に
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
お
ま
け

に
学
生
野
球
の
シ
ー
ズ
ン
は
第
一セ
メ
ス
タ
Ｆ

の
う
ち
の
四
月
か
ら
六
月
ま
で
で
、
七
月
に
な

れ
ば
サ
マ
ー
バ
ケ
ー
シ
ョン
、
こ
れ
ら
の
学
生

は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
か
ら
い
わ
ゆ
る
ノ
ン
プ

ロ
の
リ
ー
ク
で
プ
レ
ー
を
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
ま
た
百
数
十
も
あ
り
、
こ
の
点
に
お

い
て
は
日
本
社
会
人
野
球
の
組
織
た
る
や
た
い

し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
って
選
手
は
学

生
野
球
の
、
そ
し
て
ノ
ン
プ
ロ
・リ
ー
ク
の
あ

ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
集
め
約
五
〇
名
の
璽
秀
な
選

一九
六
四
年
度
も
六
三
年
度
に
お
と
ら
ず

奎

か
ら社
〈（人
、
大
学
チ
ー
ム
な
側
休い

て
来
島
し
て
沖
細
球
界
を
刺
激
し
、
心
技
両

面
に
い
い
み
や
げ
を
残
し
て
帰
った
。

た
だ
残
念
な
こ
と
は
せ
っか
く
協
会
や
九

州
連
盟
の
み
な
さ
ん
の
特
別
な
お
は
か
ら
い

て
ふ
ま
せ
て
も
ら
った
夏
の
後
楽
園
大
会

で
、
沖
縄
代
表
の
蒟
球
煙
草
が
中
国
地
区
代

表
の
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
に
１２
‐
０
で
大
敗
を
喫

し
た
こ
と
だ
。

も
ち
ろ
ん
実
力
差
に
よ
る
敗
北
で
あ
った

こ
と
は
認
め
る
が
、
大
会
の
ふ
ん
い
き
に
の

ま
れ
て
選
手
が
あ
が
って
し
ま
い
、
十
分
に

力
を
発
揮
で
き
な
か
った
の
も
原
因
と
い
え

よ
う
。
大
敗
で
は
あ
った
が
、
い
ろ
い
ろ
な

面
で

―
ム
も
来
島
、
奥
武
山
球
場
で
大
観
衆
を
集

め
て
熱
戦
を
展
開
、
早
慶
戦
の
ふ
ん
い
き
を

沖
縄
の
ボ
ー
ル
フ
ァ
ン
に
満
喫
さ
せ
た
。

ロ
ー
カ
ル
の
大
会
で
は
二
月
に
春
の
社
会

人
軟
式
、
準
硬
式
大
会
（
一二
八
チ
ー
ム
参

加
）
夏
の
軟
式
、
準
硬
式
大
会
（
一四
〇

チ
ー
ム
）
秋
の
大
会
（
一二
一チ
ー
ム
）
も

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
、
十
月
の
全
流
球
社
会

人
選
手
権
も
富
古
島
か
ら
宮
古
製
糖
、
八
重

山
か
ら
大
浜
実
業
ク
ラ
フ
が
出
場
、
本
島
の

姉
球
電
電
、
琉
球
石
油
、
琉
球
煙
重を
加

え
、
五
チ
ー
ム
で
選
手
権
が
争
わ
れ
蒟
球
電

電
が
初
優
勝
し
た
。

ま
た
中
学
校
野
球
も
春
と
秋
の
大
会
の
主

催
ｏ後
援
、
ほ
か
石
川
市
で
開
か
れ
る
中
部

国
　
場
　
幸
　
輝

地
区

大
会

の
め

ん
と

う
も

見
て
い
る
の
で
な
か
な
か
に
し
い
。

ま
た
夏
の
都
市
対
抗
後
楽
園
大
会
出
場
の

ほ
か
八
月
に
は
社
会
人
の
準
硬
式
チ
ー
ム

（オ
ー
ル
沖
縄
を
編
成
）
が
近
畿
地
区
大
学

軟
式
連
盟
を
中
心
に
し
た
全
国
地
区
連
盟
の

パ
ック
ア
ッ
プ
で
関
西
遠
征
を
実
現
、
大

阪
、
神
戸
、
京
都
で
八
試
合
を
行
な
い
、
１

勝
６
敗
１
分
け
の
成
績
を
あ
げ
た
。

九
月
に
佐
賀
市
で
開
か
れ
た
秋
の
第
四
回

九
州
選
手
権
に
は
琉
球
石
油
チ
ー
ム
が
参
加

し
た
が
、
力
戦
お
よ
ば
ず
佐
賀
の
自
衛
隊
チ

ー
ム
に
７
１
１
で
敗
退
し
た
。

こ
と
し
は
本
土
と
の
ひ
ん
ば
ん
な
交
流
の

割
に
、
も
り
あ
が
り
は
見
ら
れ
な
か
った

が
、
後
楽
園
の
檜
舞
台
を
踏
ん
だ
と
い
う
意

味
で
は
記
念
す
べ
き
年
だ
った
。

灌
刺
激
さ
れ
る
沖
細
球
界

動
中
　
　
　
　
　
　
沖
縄
野
球
連
盟
理
事
長

った
と
思
う
。

本
土
か
ら
は
三
月
十
一日
に
阪
神
リ
ー
ク

の
桃
山
学
院
大
学
（監
督
竹
内
愛
一氏
）
が

親
善
試
合
で
来
島
（３
勝
１
敗
）
し
た
の
を

皮
切
り
に
、
四
月
下
旬
に
は
九
州
の
名
門
八

幡
製
鉄
（団
長
三
上
七
郎
』
）
も
来
島
し
て

沖
縄
の
社
会
人
、
米
軍
チ
ー
ム
と
四
試
合
を

行
な
い
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
レ
ー
を
披

露
、
全
勝
し
た
。

硬
式
チ
ー
ム
に
つ
い
で
九
月
に
初
め
て
軟

式
の
鹿
児
島
信
用
金
庫
（監
督
佐
藤
重
雄

氏
）
（３
勝
１
敗
１
分
け
）
が
来
島
、
那
覇

と
石
川
で
五
ゲ
ー
ム
を
行
な
った
。
十
一月

に
は
東
海
地
区
大
学
選
抜
（団
長
中
西
栄
作

氏
）
の
準
硬
式
チ
ー
ム
も
来
島
、
名
護
、
石

川
、
那
覇
で
五
ゲ
ー
ム
を
行
な
い
全
勝
し

た
。
そ
の
ほ
か
十
二
月
に
は
オ
ー
ル
早
慶
チ



投
手
は
日
本
が
上

手
を
ビ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
ま
だ
プ
ロ
と
の
契
約

を
し
て
い
な
い
選
手
の
中
で
、
今
度
は
人
物
本

位
の
選
択
を
行
な
い
、
チ
ー
ム
を
つ
く
り
あ
げ

た
と
の
事
で
あ
る
。

ク
ラ
ウ
ン
ド
の
マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

風
俗
習
慣
の
運
ラ
日
本
で
不
自
由
な
顔
も
み
せ

ず
、
楽
し
そ
う
に
毎
日
を
送
っ
て
い
た
。
各
地

を
転
戦
し
て
、
種
々
沢
山
な
記
念
品
を
も
ら
っ

た
が
、
た
と
え
セ
ン
ス
一本
で
も
、
荷
物
の
オ

ー
バ
ー
・
チ
ャ
ー
ジ
を
払
っ
て
ま
で
大
切
に
持

ち
帰
っ
た
り
、
選
抜
チ
ー
ム
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
、
言
葉
ず
か
い
な
と
か

ら
も
米
国
学
生
の
代
表
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
米
国
の
学
生
と
は

ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
事
を
十
分
に

知
っ
た
上
で
の
ほ
め
言
葉
で
、
こ
れ
だ
け
の
結

果
を
出
し
得
た
の
は
デ
ド
ー
監
督
、
そ
し
て
そ

れ
を
助
け
た
コ
ー
チ
連
中
の
努
力
の
結
果
で
あ

０́
。そ

れ
で
は
、
デ
ド
ー
監
督
と
は
ど
う
い
う
男

で
あ
ろ
う
か
。
一
日
に
い
っ
て
米
国
流
の
親
分

で
あ
る
。
彼
は
そ
の
一
言
々
々
に
コ
ー
チ
連
中

は
も
と
よ
り
、
選
手
一人
々
々
に
不
平
に
い
わ

せ
ぬ
魅
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
等
の

在
日
中
に
は
、
実
際
に
コ
ー
チ
連
中
が
知
ら
な

い
で
解
決
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
こ
れ
は
選
手
自
身
の
立
派
さ
か
ら
も
い
え

る
が
、
こ
こ
ま
で
つ
く
り
あ
げ
た
デ
ド
ー
氏
の

オ
も
た
い
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
一般
的
な

米
国
人
の
長
所
を
百
ど
、
野
球
と
そ
れ
に
伴
な

う
諸
事
に
生
か
し
て
い
る
。
そ
れ
は
人
と
の
必

要
以
上
の
ま
さ
つ
を
さ
け
る
と
い
う
、
良
い
意

味
で
の
処
世
術
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

試
合
中
で
も
、
日
常
生
活
で
も
常
に
人
の
和

を
第
一
に
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て

知
将
ス
テ
ン
グ
ル
も
一日
お
い
て
い
る
と
い
う

球
識
を
織
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼

の
さ
い
配
に̈
は
、
フ
ェ
リ
ン
グ
、
エ
ジ
ェ
リ

ー
、
グ
リ
コ
フ
の
コ
ー
チ
連
も
全
面
的
に
協
力

を
僣
し
ま
な
か
っ
た
。
ま
た
彼
は
こ
れ
を
生
か

し
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
運
輸
会
社
を
経
営
し
て

い
る
企
業
マ
ン
で
も
あ
る
。

今
回
の
来
日
は
料
済
的
な
面
で
も
選
手
の
個

人
負
担
も
あ
っ
た
と
い
う
事
で
数
人
の
選
手
は

直
接
郷
里
に
は
帰
ら
ず
、
デ
ド
ー
氏
の
世
話
で

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
日
下
ア
ル
バ
イ
ト
に
は
げ

み
、
借
金
の
返
済
に
つ
と
め
て
い
る
と
の
事
で

あ
る
。

帰
国
し
た
選
手
連
中
は
、
ま
だ
日
本
で
の
思

い
出
さ
め
や
ら
ぬ
所
ら
し
い
が
、
各
人
か
ら
の

た
よ
り
に
よ
る
と
、
四
番
打
者
エ
プ
ス
タ
イ
ン

は
大
リ
ー
グ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ッ
ツ
ヘ
、

神
宮
で
第
一打
席
に
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
フ

ィ
ッ
ツ
モ
ー
リ
ス
は
五
万
が
で
ボ
ル
チ
モ
ア
・

オ
リ
オ
ー
ル
ズ
と
契
約
、
大
リ
ー
ク
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
変
わ
り
者
は
外
野
手
の

カ
ラ
プ
ロ
ー
ム
、
帰
国
後
の
試
験
で
公
認
会
計

士
に
パ
ス
し
た
と
か
、
ま
た
捕
手
兼
外
野
手
の

ホ
ロ
ウ
エ
ル
は
陸
軍
か
ら
赤
紙
が
来
て
く
さ
っ

て
い
る
と
の
こ
と
、
異
色
選
手
と
し
て
来
日
し

た
ハ
ワ
イ
海
兵
隊
の
ダ
ラ
ー
捕
手
は
兵
役
が
解

け
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
大
学
院
に
復
帰
、
い

ず
れ
に
し
て
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
来
日
し

た
と
い
う
こ
と
は
彼
ら
の
青
春
の
大
切
な
一
ペ

ー
ジ
を
作
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

基
本
に
忠
実
な
守
備

力
感
十
分
、打
撃
は
脅
威
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⑪

師
ツ 対
獅
∝
輩
訪
れ
な
い
曜
ば
か
ヨ ォ
刀
）

ゲ
ー
ム
に
全
米
選
抜
チ
ー
ム
と
対
戦
で
き
た
こ

と
は
、
千
歳
一遇
の
幸
運
で
あ
っ
た
。

輛

嗅
御
〔
対
岬
行

‐よ 一Ｍ
力
却
″
螂
物
は
「

封
さ
れ
て
３
１
０
と
完
敗
に
終
わ
っ
た
が
、

二
十
五
日
浦
和
に
お
け
る
日
通
単
独
の
オ
ー
プ

ン
戦
で
は
３
１
２
で
雪
辱
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
二
試
合
を
通
じ
米
国
チ
ー
ム
に
つ

い
て
多
少
感
じ
た
こ
と
を
お
話
し
た
い
と
思

フヽ
。０

熱
け
月
ヽ
ゆ
権
跡
雌
な
逢
﹈
〔
難
権
以

し
た
も
の
で
、
監
督
以
下
十
三
名
、
補
強
は
七

名
、
都
市
対
抗
に
活
躍
し
た
数
十
名
の
候
補
選

手
か
ら
よ
り
す
ぐ
ら
れ
た
選
手
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
そ
の
監
督
に
推
さ
れ
た
私
は
、
ま
っ
た

く
の
光
栄
に
浴
し
た
わ
け
で
あ
る
。

い
一
勧
〓
﹈
つ し
確
味
姉
裁
い
強
彙
称
裁
卸
辞

抜
で
は
な
か
っ
た
と
、
あ
と
で
聞
い
た
が
、
団

長
の
フ
ェ
ー
リ
ン
グ
氏
は
米
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア

・
チ
ー
ム
と
し
て
は
最
強
の
チ
ー
ム
で
あ
る
と

誇
っ
て
い
た
。

い
一
が
引
翡
権
聾
雌
嘲
』
嘱
押
漱
舜
秘
爆
』

の
中
を
行
っ
た
り
来
た
り
、
ま
さ
に
ダ
ッ
ク
の

よ
う
に
ガ
ア
ガ
ア
ど
な
り
故
ら
し
て
い
る
よ
う

で
あ
っ
た
。
二
人
の
コ
ー
チ
か
つ
い
て
い
た

が
分
業
的
で
、
指
揮
は
全
く
監
督
一
人
で
、
選

手
も
実
に
よ
く
そ
の
指
示
に
従
い
守
備
位
置
を

東京都千代田区大手町2丁目4番地
(新大手町ビル)
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変
え
て
い
た
。
イ
ン
ニ
ン
グ
途
中
で
絶
対
に
リ

リ
ー
フ
を
送
ら
な
い
主
義
だ
そ
う
で
あ
る
が
、

第
二
試
合
で
は
確
か
に
送
っ
た
と
記
憶
し
て
い

る
の
で
真
偽
の
■
は
わ
か
ら
な
い
。
対
日
本
学

生
選
抜
戦
で
ボ
ー
ル
を
連
投
す
る
投
手
を
交
代

さ
せ
な
か
っ
た
あ
た
り
、
あ
る
い
は
と
思
う
ふ

し
も
あ
る
。
サ
イ
ン
は
大
体
わ
れ
わ
れ
が
使
っ

て
い
る
も
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
見

た
。
ヒ
ッ
ト
エ
ン
ド
ラ
ン
は
二
、
三
度
行
な
っ

た
が
案
外
走
る
と
い
う
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

①

時
漱
噺
“
ポ
知
紺
脚
「
％
唖
市
ゆ
は
申

く
。
エ
ー
ス
は
ド
プ
ス
ン
投
手
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
う
が
球
は
重
く
ス
ピ
ー
ド
も
あ
っ
た
ｃ

企
員
ス
ピ
ー
ド
が
あ
る
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
か

っ
た
が
、
何
ぶ
ん
に
も
角
吃
が
あ
る
か
ら
打
ち

づ
ら
そ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
ま
か
い
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
至
っ
て
は
日
本
の
投
手
の
方
が
上

だ
と
思
う
。

①

』
ゆ
檸
い
″
η
ル
や
「
”
群
哺
鳳

一 と
、

も
二
つ
も
低
く
思
っ
て
い
る
よ
う
で
、
わ
れ
わ

れ
が
な
ん
ら
疑
わ
な
い
高
Ｈ
の
ス
ト
ラ
イ
ク
に

彼
等
は
し
ば
し
ば
不
＝
顔
を
見
せ
た
。
ル
ー
ル

ブ
ッ
ク
を
よ
く
読
め
と
い
い
た
か
っ
た
。

ｏ

”

謎
盛

譴

“
舞

る
。
試
合
内
容
は
別
と
し
て
、
な
ん
と
し
て
も

勝
つ
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、
待
球
主
義
を
と
れ

ば
、
も
っ
と
チ
ャ
ン
ス
は
つ
く
れ
た
か
も
し
れ

な
い
。
な
か
な
か
や
る
わ
い
と
思
っ
た
こ
と

は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
を
切

る
と
、フ
ァ
ー
ス
ト
と
ベ
ン
チ
が
大
声
で
叫
ぶ

ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
ア
ウ
ト
コ
ー
ス
に
は
ず
す
。
こ

の
コ
ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ま
き
に
は
感
心
し

た
。
寄
せ
集
め
の
チ
ー
ム
で
は
な
か
な
か
で
き

な
い
プ
レ
ー
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
は

エ
ン
ド
ラ
ン
に
見
事
失
敗
し
た
。

⑭

時
誕
Ψ
帽
野
軒
繰
押
豚
蹂
彰

る
。
こ
れ
が
力
一ば
い
振
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
ス
イ
ン
グ
た
る
や
ま
さ
に
脅
威
で
あ
っ

た
。
力
感
あ
ふ
れ
る
ス
イ
ン
グ
は
魅
力
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
が
、
な
に
ぶ
ん
に
も
力
に
頼
り
す

ぎ
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
あ
の
力
の
何
む
か
を

削
っ
て
ミ
ー
ト
に
力
を
そ
そ
げ
ば
、
手
に
負
え

な
い
打
者
が
誕
生
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
を
見
て
い
て
思
う
こ
と
は
、
体
力

の
相
連
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
見
せ
る
野

球
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
野
球
か
ら
発
達
し
た
米
国

の
野
球
と
、
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
発
達
進
歩
し
た

日
本
の
野
球
と
の
生
い
立
ち
の
相
違
が
、
打
法

に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ハ
ワ
イ
の
朝
日
軍
あ
た
り
は
日
本
的
で
、

力
感
の
点
で
は
全
然
進
っ
て
い
た
。

０

〓
い
な
と 一剛
江
動
向
象
摯
い
け
∝
薮
“

打
者
は
少
い
。
カ
ー
プ
に
弱
く
低
目
は
強
い
と

は
い
え
な
か
っ
た
。
案
外
の
盲
点
は
ス
ピ
ー
ド

の
あ
る
高
日
に
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
高
目
は

こ
わ
い
と
考
え
て
い
た
が
、
ベ
ル
ト
辺
か
あ
る

い
は
そ
れ
よ
り
少
し
高
目
が
危
険
区
域
で
、
ス

ピ
ー
ド
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
高
目
は
空

振
り
が
多
か
っ
た
。
上
下
に
ゆ
さ
ぶ
る
こ
と
が

有
効
で
、
少
々
位
の
シ
ュ
ー
ト
は
適
用
し
な

い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
ト
ッ
プ
打
者
の
フ
ィ
ッ

ツ
モ
ー
リ
ス
、
捕
手
の
ス
ア
レ
ズ
は
シ
ュ
ア
ー

な
打
者
で
あ
っ
た
ｃ

Ｏ

な
け
鰤
け
¨
』
“
一
卸
卿
一
藁
御
凛
鍵

見
ば
え
は
し
な
い
が
正
確
で
あ
っ
た
。
と
く
に

外
野
手
の
強
肩
は
見
事
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ

の
大
い
に
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
イ

ン
ニ
ン
グ
の
交
代
時
に
ブ
ル
ペ
ン
で
体
ん
で
い

る
投
手
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
が
、

何
か
考
え
の
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
シ
ョ

ー
ト
の
ボ
ピ
ッ
カ
の
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は

と
く
に
水
際
立
っ
て
い
た
。
バ
ン
ト
の
守
備
体

勢
も
な
か
な
か
よ
く
、
投
手
を
中
心
に
フ
ァ
ス

卜
、
サ
ー
ド
と
、
二
人
の
大
男
が
ワ
ッ
と
出
て

こ
ら
れ
る
と
、
ボ
ー
ル
の
コ
ロ
が
る
余
地
が
実

に
小
さ
く
感
じ
た
。

一巾
一
承
康
あ
い
¨
籠
鎌
↑
お
¨
『
勁
動
“
中

打
に
し
よ
う
と
す
る
心
掛
け
は
見
習
う
も
の
が

あ
っ
た
。
外
野
手
は
そ
れ
を
常
に
頭
に
直
い
て

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
走
者
も
走
る

に
は
走
る
が
判
断
よ
く
走
る
と
い
う
の
で
は
な

か
っ
た
。
暴
走
気
味
の
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
れ

惣 タワ″riタダン″/
彦  J
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が
た
ま
た
ま
成
功
し
て
、
米
国
チ
ー
ム
は
ベ
ー

ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
う
ま
い
と
い
う
評
と
な
っ
た

こ
と
も
あ
ろ
う
。

の

い
“
一
勧
置
¨
」
が
は
¨
に
一
卸
け
¨

い
と
判
断
す
る
と
失
敗
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
に

関
連
し
て
前
に
も
＝
い
た
よ
う
に
盗
手
、
エ
ン

ド
ラ
ン
は
案
外
や
っ
て
こ
な
い
の
に
奇
異
を
感

じ
た
。

ω

た
一
し

い
集
¨
」
御
帝
賽
『
い
】
林
配
「
』

ム
と
対
戦
す
る
に
あ
た
っ
て
、
多
少
な
り
と
も

参
考
に
な
れ
ば
望
外
の
喜
ひ
で
あ
る
。

（筆
者
は
日
通
監
督
ヽ

重
盗
で
決
勝

▽
第
二
戦
（６
ロ
　
マ
ニ
ラ
リ
サ
ー
ル
球
場
）

川
ン ＋ｒ
臨
ぶ
凛
ｏ 。
∞
∝
∞
∞
∞
∞
Ｏ 。
∞
一０ ‐

第
二
戦
口
、
気
候
の
変
化
に
も
少
し
な
れ
た

感
じ
の
ナ
イ
ン
は
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
に
も

は
り
き
っ
た
と
こ
ろ
を
み
せ
て
い
た
。

試
合
は
日
週
田
中
と
カ
ン
ル
ー
バ
ン
の
コ
デ

ィ
ラ
ー
デ
レ
オ
ン
の
継
投
の
投
手
戦
と
な
っ
た

速
球
を
真
ッ
向
か
ら
こ
き
み
よ
く
投
げ
込
む
田

▽
第
二
戦
（８
ロ
　
マ
ニ
ラ
リ
サ
ー
ル
球
場
）

日
本
通
運

　
　

∝
∞
∞
∝
０ ５
０ ２
∞
Ｈ
Ｏ 〇
一‐‐‐

ラ
ン
ド
レ
シ
ス
タ
ー
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ニ
戦
日
ま
で
は
投
手
王
国
日
瀬
の
感
し
き
り

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
試
合
に
お
い
て
、
バ
ッ
タ

ー
も
比
国
野
球
に
お
手
本
を
見
せ
た
試
合
で
あ

っ
た
。
一回
近
藤
が
ヒ
ッ
ト
で
出
て
足
で
か
き

ま
わ
し
先
取
点
。
五
回
に
は
中
村
の
二
塁
打
を

含
む
三
本
の
ヒ
ッ
ト
と
４
四
球
で
打
者
一巡
、

５
点
を
う
ば
い
エ
ー
ス
の
ト
リ
ロ
を
マ
ウ
ン
ド

か
ら
下
し
、
さ
ら
に
代
わ
っ
た
ピ
ン
ガ
か
ら
も

六
回
に
２
点
、
人
口
に
１
点
を
追
加
し
、
勝
利

を
き
め
た
。

一
方
ラ
ン
ド
レ
ジ
ス
タ
ー
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

小
林
、
梅
原
の
速
球
と
カ
ー
プ
に
七
日
ま
で
散

発
３
安
打
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
が
、
人
ロ
ア

ナ
ン
グ
の
二
黎
打
ｔ́́
一ヒ
ッ
ト
で
１
点
を
う
ば
い

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
を
ま
ぬ
か
れ
た
。

中
に
対
し
カ
ン
ル
ー
バ
ン
の
二
投
手
は
落
ち
る

ボ
ー
ル
を
う
ま
く
使
っ
て
日
通
の
打
者
を
か
わ

し
て
い
た
。

三
回
ト
ッ
プ
荒
井
が
レ
フ
ト
に
ヒ
ッ
ト
し
、

横
に
そ
ら
し
て
い
る
間
に
二
塁
に
進
ん
だ
。
田

中
、
山
本
が
凡
退
、
し
か
し
二
死
か
ら
中
村
レ

フ
ト
前
に
流
し
打
ち
で
一
、
三
塁
。
バ
ッ
タ
ー

竹
之
内
の
時
、
ダ
ブ
ル
ス
チ
ー
ル
が
成
功
し
、

貴
重
な
１
点
を
あ
げ
た
。
こ
の
一
度
の
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
し
た
日
通
は
田
中
の
好
投
と
相
ま
っ

て
１
対
０
と
辛
勝
し
、
二
戦
二
勝
し
た
。

▽
第
四
戦
（１０
日
　
マ
ニ
ラ
リ
サ
ー
ル
球
場
）

刀
ィ
嚇
ピ
劾
陸
鞭
∞
∝
∞
∝
∞
０‐
∞
∞
∞
一“

第
四
戦
日
は
主
力
の
村
木
選
手
が
疲
労
と
下

痢
で
体
場
し
た
が
、
小
林
、
佐
藤
、
田
中
の
力

投
で
危
な
げ
な
く
勝
利
を
お
さ
め
た
。

安
１
０
１
２
２
１
１
０
０
０
０
０
１
０

打
闘
制
枷
嶋
和
剛
聯
規

」」‐‐
□
剛
犯
湘
熙

通

之

二
回
目
通
は
二
つ
の
エ
ラ
ー
で
一、
二
塁
と

し
山
本
、
荒
丼
の
連
安
打
て
２
点
を
先
取
し

た
。
四
回
に
も
竜
山
、
山
本
の
連
安
打
で
１
点

と
こ
き
ざ
み
に
加
点
し
た
。

一方
フ
ィ
リ
ピ
ン
陸
軍
は
小
林
、
佐
藤
、
田

中
の
継
投
に
２
安
打
を
う
ば
っ
た
だ
け
、
三
振

‐４
を
喫
し
た
。

チ
ャ
ン
ス
は
七
回
一死
か
ら
ゴ
ン
ザ
レ
ス
が

ヒ
ッ
ト
で
出
て
コ
ス
タ
ン
が
四
球
、
一死
一
、

二
塁
と
し
反
撃
の
手
が
か
り
か
と
見
ら
れ
た
が

八
、
九
番
が
連
続
三
振
で
た
お
れ
、
反
撃
の
目

を
つ
ぶ
し
た
。
こ
の
日
も
日
通
の
投
手
陣
は
三

塁
を
踏
ま
せ
な
い
と
い
う
会
心
の
ビ
ッ
チ
ン
グ

ぶ
り
だ
っ
た
。

２‐
安
打
２２
点

▽
第
五
戦
（Ｈ
日
　
米
軍
基
地
）

細
淋
％
騨
∞
∞
‐ ２
０ １
∞
”
”
∞
０ ３
一‐２２

第
五
戦
目
は
米
海
軍
基
地
ま
で
片
道
三
時
間

半
、
バ
ス
旅
行
さ
な
が
ら
の
遠
征
で
苦
戦
を
予

想
さ
れ
た
が
、
２２
対
‐
と
大
勝
し
た
。

こ
の
基
地
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
線
に
直
接
関
係
し
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言+    315
▽二塁打デ ィアス
▽三振 日 4比 5
▽四死球 日 3比 0
▽失策 日 1比 2

|:「     312
▽三振 口 4比 14▽四
死球 日 4比 3▽失策
日 3比 3

日本社会人野球協会会報
極 日
東 本
大 通
学 逼

OO0100
010000
000000
02

日   通  打安
9」4   本 30
6中    村 21
4竹  /_ 内 30
7武    田 40
3本寸      /1t4 0
5近    藤 30
8/」  ヽ  jli3 0
2荒    井 21
1田    中 30

言+   282
カンルー′` ン打安
4カ バ レ ロ 41
8F・ ラモス 30
2カスタロネ 30
2テ イ エ ロ 10
3マサナ ンス 40
15コ デ イラ 30
7ラく ここ ホ 30
6ソフラ ン グ 30
"ROラ

■lス 20
9セ ン テ ロ 10
PHハナ リガン 10
1デ レ オ ン 11

言+    349
言+    292

5震襲暑:孔等3ラン ドレシ 打安
5カ セ レ ス 41
917マラグイ ト4

'49ビ
 ラ  ーー4

3フ ロ レ ス 4
616ピ  ン ガ 30
8モ  rr ル 30
4ラ  モ  ス 1 0
6413カ セ レス 20
72ア ナ ン グ 3 1
171ト  リ ロ 20

言1   305
▽三塁打竹之内
▽二塁子]■押村、 ア
ナング▽三振 日 3
比 7▽四死球 日H
比 1▽失策 日0比4

日
通
６
勝
１
敗

諦籍
最
優
秀
投
手
に
佐
藤

（日
通
の
比
国
遠
征
）

都
市
対
抗
優
勝
の
日
本
通
迎
野
球
部
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
野
球
協
会
の
招
き
で
十
二
月
〓一日
出

発
。
十
日
間
比
国
に
滞
在
中
七
試
合
を
行
な
い

六
勝
一敗
の
成
績
で
十
六
日
岬
国
し
た
。

▽
第
一戦
（５
ロ
　
マ
ニ
ラ
リ
サ
ー
ル
球
場
）

日
比
親
善
野
球
第
一戦
は
五
日
午
後
２
時
か

ら
リ
サ
ー
ル
球
場
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
。
ま

ず
お
と
ろ
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
輸
球
式
の
一球

が
一
ス
ト
ラ
イ
ク
と
と
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
日
本
に
ア
ジ
ア
大
会
の
時
、
審
判
と
し
て

安
０
２
１
２
１
０
２
１
１
１
０

打和“贖幽相‐‐‐‐幌嘔曖曖雌

通

之

日
山
中
竹
武
村
竜
近
小
稲
深
佐

Ｈ
　
安
０
１
１
１
１
０
１
０
０

％

打
４
４
４
４
３
３
３
３
３

計
　
一
¨
″
¨
″
¨
一
一
”
一

米
た
こ
と
の
あ
る
デ
ィ
サ
ー
主
審
の
独
特
な
）

ャ
ン
プ
ジ
ャ
ッ
ジ
に
も
目
を
み
は
ら
さ
れ
た
。

試
合
は
二
回
エ
ラ
ー
で
出
た
村
木
を
近
藤
、

小
堀
の
あ
ざ
や
か
な
連
打
で
む
か
え
い
れ
、
先

制
点
を
あ
げ
た
。
四
回
に
も
ヒ
ッ
ト
２
本
と
四

球
で
１
点
。
し
か
し
そ
れ
以
後
は
立
ち
な
お
っ

た
今
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
・
チ

ー
ム
、
極
東
大
エ
ー
ス
の
マ
リ
キ
ー
ト
の
力
投

で
加
点
で
き
な
か
っ
た
。

一方
極
東
大
学
は
日
通
エ
ー
ス
佐
藤
の
速
球

と
カ
ー
プ
に
手
が
出
ず
、
散
発
５
安
打
に
お
さ

え
ら
れ
得
点
出
来
な
か
っ
た
。

日
通
は
遠
征
の
疲
れ
も
み
せ
ず
、
き
び
き
び

と
し
た
プ
レ
ー
で
約
五
千
人
の
観
衆
か
ら
さ
か

ん
な
拍
手
を
あ
び
第
一戦
を
飾
っ
た
。



逆
転
も
パ
ー

▽
第
六
戦
（１２
日
　
マ
ニ
ラ
リ
サ
ー
ル
球
場
）

加
ン ニ於
喘
げ
４
　
０ ‐
∞
∞
∞
∞
２ 。
∞
一２ ‐

カ
ン
ル
ー
バ
ン
と
は
第
二
戦
に
対
戦
し
１
対

０
と
苦
戦
し
て
い
る
。
一回
の
表
日
通
は
エ
ー

ス
、
コ
デ
ゴ
フ
の
立
ち
あ
が
り
を
攻
め
一番
近

藤
が
四
球
、
バ
ン
ト
で
送
っ
た
あ
と
村
木
が
、

１
ス
ト
ラ
イ
ク
ー
ボ
ー
ル
か
ら
セ
ン
タ
ー
前
に

ヒ
ッ
ト
し
先
制
点
を
あ
げ
た
。
し
か
し
二
回
か

ら
立
ち
な
お
っ
た
ョ
ア
ィ
ラ
を
打
ち
く
ず
す
Ｌ

と
が
で
き
ず
、
七
回
ま
で
散
発
４
本
に
お
さ

え
ら
れ
た
。

一方
カ
ン
ル
ー
バ
ン
は
先
発
生
藤
の
速
球
と

カ
ー
フ
に
手
こ
ず
り
無
得
点
。
し
か
し
大
回
代

わ
っ
た
ば
か
り
の
田
中
を
攻
め
た
て
ピ
ン
チ
ヒ

ッ
タ
ー
、
セ
ン
テ
ロ
が
セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ット
、

続
く
カ
バ
レ
ロ
が
エ
ラ
ー
で
生
き
二
、
三
塁
。

二
死
後
４
番
カ
デ
ネ
ラ
が
田
中
の
速
球
を
う
ま

く
う
ち
か
え
し
有
中
間
を
破
る
二
塁
打
で
二
者

を
迎
え
入
れ
逆
転
に
成
功
し
た
。
こ
の
間
三
回

と
五
回
に
二
度
の
ス
コ
ー
ル
が
あ
り
、
二
時
間

余
中
断
、
八
回
表
日
通
は
必
死
に
反
撃
し
２
点

を
加
え
逆
転
に
成
功
し
た
か
に
見
え
た
が
、
カ

ン
ル
ー
バ
ン
・チ
ー
ム
は
日
没
を
理
由
に
表
を

終
了
し
た
だ
け
で
引
き
上
り
て
し
ま
い
、
七
回

コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
と
な
り
一敗
を
喫
し
た
。

安
１
０
０
１
１
１
０
０
１
０
０

打
２
２
１
２
３
３
３
３
３
２
１

藤
村
内
山
本
田
堀
本
井
藤
中

通
　
　
之

l18日本社会人野球協会会報
て
い
る
所
で
あ
る
。
試
合
は
日
通
が
一回
打
者

‐５
人
を
送
り
６
安
打
４
四
死
球
で
９
点
を
先

取
、
以
後
も
攻
撃
の
手
を
ゆ
る
め
ず
、
２‐
安
打

２２
点
を
あ
げ
猛
打
ぶ
り
を
発
揮
し
た
。
一方
米

海
軍
は
家
族
の
さ
か
ん
な
声
援
を
う
け
た
が
、

三
回
四
球
で
出
た
ボ
ッ
ツ
が
ス
チ
ー
ル
と
エ
ラ

ー
で
還
っ
た
１
点
に
と
と
ま
っ
た
。

５
安
０
１
０
１
１
０
１
１
０
１

２５
打
３
３
３
３
３
３
３
３
１
２

ン
ロ
ス
ス
ラ
ホ
ス
ン
ネ
ン
ロ

計
”
″

Ｆ ・ ラ モ
一

コ デ イ ネ
・

Ｒ ・ ラ モ
・
一
¨
一

カ
４
８
３
１
７
５
６
２
９
９

正
面
に
飛
ぶ
不
運
も
あ
って
以
後
加
点
で
き

ず
、
９
対
２
の
ス
コ
ア
で
最
終
戦
を
終
了
し

た
。
試
合
後
終
了
後
、
表
賞
式
が
あ
り
最
優
秀

投
手
に
佐
藤
、
首
位
打
者
に
村
木
、
打
撃
賞
竹

之
内
、
美
技
賞
中
村
、
盗
塁
王
山
本
が
そ
れ
ぞ

れ
選
ば
れ
た
。

安
３
０
１
５
３
０
４
１
２
０
２
０

打
離
敵
榔
所
団
鵬
嶼
朽
贖
郵
榊
熙

通

之

日
近
初
中
竹
武
小
竜
山
深
稲
小
梅

５
３
６
４
７
８
３５
９
２
２
１
１

５０打覆
潟魏
鷲
彎

計【・クノ、初リイリロ”ムツ”

米
パ
ス
フ
ウ
ク
ハシ
ボ
ボ

４
６
３

２
８‐
９
５

７
‐８‐

師
走
が
く
る
と
心
が
重
く
な
る
。
僣
金
で

首
が
ま
わ
ら
な
い
の
に
ポ
ー
ナ
ス
が
少
な
い

の
も
そ
の
理
由
の
一
つ
だ
が
、
借
金
な
ん
か

よ
り
も
っ
と
め
ん
と
う
く
さ
い
も
の
が
私
を

待
ち
か
ま
え
て
い
る
か
ら
だ
。

ル
ー
ル
委
員
会
―
―
こ
ん
な
い
や
な
も
の

は
こ
の
世
の
中
に
め
っ
た
に
な
い
。
そ
の
く

せ
、
こ
れ
が
す
ま
な
い
と
年
を
越
せ
な
い
の

だ
が
ら
や
っ
か
い
だ
。

あ
れ
は
い
つ
の
年
だ
った
か
、
は
っき
り

お
ぼ
え
て
は
い
な
い
が
、
正
月
早
々
か
ら
民

く
、
ひ
と
か
ど
の
理
く
つ
を
な
ら
べ
る
よ
う

に
な
った
の
だ
か
ら
自
分
で
も
お
ど
ろ
い
て

い
る
。″回

は
ワ
ザ
ワ
イ
の
も
と
″
と
い
う
け
れ

ど
も
、
書
記
の
領
域
を
お
こ
が
ま
し
く
も
越

え
て
、
な
に
か
と
意
見
を
の
べ
た
り
し
た
の

が
い
け
な
か
った
の
だ
。

「ア
イ
ツ
は
書
く
し
、
し
ゃ
べ
る
し
、
便

利
だ
か笙り
委
員
に
し
て
お
こ
う
」
お
そ

ら
く
私
を
書
記
に
ひ
っば
り
だ
し
た
小
川
正

太
郎
先
輩
あ
た
り
の
才
覚
だ
った
の
だ
ろ

っ
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
今
日
ま
で
お
つ
き
合
い
願

っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
高
笑
い
の
久
保
田

さ
ん
の
ほ
か
、
坪
井
忠
郎
さ
ん
、
成
田
理
助

さ
ん
、
そ
れ
と
小
川
さ
ん
だ
。
あ
と
は
い

ろ
い
ろ
な
人
が
入
れ
か
わ
り
立
ち
か
わ
り
、

委
員
会
の
仕
事
に
協
力
し
て
く
だ
さ
って

い
る
。

そ
う
い
う
人
た
ち
の
中
に
は
、
久
保
田
さ

ん
の
高
笑
い
事
件
な
ど
、
遠
い
昔
の
つ
く
り

話
み
た
い
に
き
こ
え
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

言+   261
▽三塁打竜 山、竹
之内▽二塁打竹之
内 2、 近藤、武田
▽三振 日 9米 H▽
四死球 日H米 3▽
失策 日 3米 6

8津
4竹4竜3村
g飛
9山
子覆
1日

計    276
▽二塁打近藤、武
田、 コデ イネラ▽
一振 日 1比 6▽四
死球 日 1比 0▽失
策 日 2比 0

村
木
大
当
り
　
回豪
攀
嗜５
に炒
鱚

安
１
０
１
２
３
２
１
１
１
０
１
１
０
０

打
３
０
４
５
５
５
３
３
２
２
２
３
１
０

通
藤
岡
村
内
木
田
堀
林
本
垣
田
中
山
藤

之

日
逝
詢
帥
“
師
願
い
掛
帥
獅
審
田
隅
唯

▽
第
七
戦
（１３
日
　
マ
ニ
ラ
リ
サ
ー
ル
球
場
）

剛
難
麺
犠

∞
∞
∞
０５
‐ ０
∞
‐３
０１
∞
一２９

フ
ィ
リ
ピ
ン
遠
征
最
終
戦
に
ふ
さ
わ
し
く
活

発
な
打
撃
を
見
せ
た
。
日
通
は
四
回
好
投
し
て

い
る
カ
バ
ン
グ
を
と
ら
え
、
竹
之
内
の
レ
フ
ト

ス
タ
ン
ド
に
飛
び
込
む
遠
征
１
号
ホ
ー
マ
ー
を

始
め
２
二
塁
打
を
ふ
く
む
５
安
打
で
５
点
を
先

取
、
優
位
に
た
った
。
代
わ
っ
た
マ
リ
キ
ー
ト

か
ら
も
七
回
３
安
打
と
四
球
で
３
点
、
人
回
に

も
ヒ
ッ
ト
で
出
た
中
村
を
今
日
の
当
た
り
屋
竹

之
内
が
二
塁
打
で
還
し
１
点
を
追
加
し
た
。

一方
極
東
大
学
は
四
回
ま
で
田
中
の
速
球
に

手
が
出
な
か
った
が
、
五
回
に
入
り
、
ル
ガ
イ

が
二
塁
打
て
出
る
と
、
す
か
さ
ず
デ
ィ
ア
ス
が

還
し
、
観
衆
の
興
奮
を
盛
り
上
げ
、
さ
ら
に
七

３８‐４一確４‐４‐４０４０４２３‐４２４‐１０３０

計一時̈一ジヤビェリレ″̈一一一一一

マニラ遠征記

言+   358
▽本塁打 竹之内
▽二塁打 近藤、
武田、竹之内、ルゲ

壬獲り否?昆祐▽
四死球  日 4比 1

▽失策  日 1比 0

親
善
の
大
恩
人
、ト
ニ
ー

国
境
越
え
て
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー

あ
わ
た
だ
し
い
師
走
の
東

京
を
三
日
に
出
発
し
て
マ
ニ

ラ
に
向
か
っ
た
。
寒
い
東
京

か
ら
四
時
間
半
で
署
い
マ
ニ

﹈

一
一
一
制

窃

一
一
¨
一

て
い
る
。
今
度
の
一行
は
夏

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
日

本
通
運
チ
ー
ム
で
、
平
均
年

令
が
二
十
一才
と
い
う
若
さ

が
売
り
物
だ
っ
た
が
、
さ
す
が
に
気
候
の
激
変

に
は
ま
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
マ
〓
フ
滞
在
の

十
二
日
間
を
振
り
返
っ
て
、
そ
の
印
象
を
つ
つ

っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
第
一目
的
で
あ
っ
た
親
善
試
合
の
方
は

六
勝
一敗
で
ま
あ
ま
あ
の
成
績
で
あ
っ
た
。
こ

の
数
年
間
、
毎
年
の
よ
う
に
日
本
チ
ー
ム
を
迎

え
て
い
る
が
、
技
術
的
に
は
彼
我
の
差
は
大
分

離
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
昨
年
末
に
は

第
六
回
の
ア
ジ
ア
野
球
大
会
を
主
催
す
る
の
だ

か
ら
、
な
か
な
か
意
欲
的
で
あ
っ
て
、
京
城
で

の
大
会
当
時
に
ノゝ
り
べ
た
ら
随
分
強
く
な
っ
て

い
た
。

そ
れ
に
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
若
手
選
手
が
台
頭

し
て
き
た
の
で
、
明
年
あ
た
り
に
は
選
手
層
も

入
れ
替
わ
っ
て
強
力
な
テ
ー
ム
に
な
る
だ
ろ

一つ
。野

球
熱
が
呼
び
戻
っ
て
き
た
の
か
日
本
チ
ー

ム
が
く
る
こ
と
に
年
々
観
客
の
入
り
が
よ
く
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
初
日
の
土
曜
日
は
セ
レ

モ
ニ
ー
が
あ
る
の
で
、
客
の
入
り
も
上
々
で
約

一万
人
、
日
通
チ
ー
ム
の
行
進
や
態
度
も
堂
々

と
し
て
い
て
立
派
だ
っ
た
。
団
長
役
で
あ
っ
た

私
は
大
渓
君
の
勧
め
で
心
爾
強
く
も
プ
ロ
ー
ク
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ビ
こ
の
や
っ
か
い
な
シ
ロ
モ
ノ
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
も
あ
っ
た
ほ
ど
だ
。

あ
の
と
き
は
、
議
論
フ
ッ
ト
ウ
し
て
み
ん

な
頭
が
カ
ッ
カ
し
た
り
し
た
の
で
、
つ
め
た

い
空
気
で
も
と
ド
テ
ラ
で
ぶ
ら
り
と
宿
の
外

に
出
た
と
こ
ろ
、
駅
伝
競
走
の
ラ
ン
ナ
ー
が

坂
道
を
登
っ
て
い
く
の
に
出
く
わ
し
た
。

正
月
名
物
の
箱
根
駅
伝

の
初
日
で
、
わ
れ
わ
れ
は

小
涌
谷
の
あ
る
宿
で
ル
ー

ル
を
ひ
ね
り
ま
わ
し
て
い

た
の
だ
っ
た
。

下
界
は
ト
ソ
気
分
で
浮
か
れ
て
い
る
と
い

う
の
に
、
な
ん
の
因
果
で
い
ま
時
分
、
や
れ

ボ
ー
ク
だ
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
だ
と
愚
に
も

つ
か
ぬ
こ
と
で
時
間
を
つ
ぶ
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
、
す
っ
か
リ
ユ
ウ
ウ
ツ
に
な
っ
た
こ

と
を
思
い
出
す
。

こ
の
と
き
、
夜
お
そ
く
宿
の
湯
に
つ
か
り

な
が
ら
「オ
レ
は
い
っ
た
い
、
ど
う
い
う
き

っ
か
け
で
ル
ー
ル
委
員
な
ん
か
に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
」
と
考
え
こ
ん
で
し
ま
っ
た
も
の

だ
。こ

の
世
界
に
首
を
つ
っ
こ
ん
だ
の
は
、
野

球
の
ル
ー
ル
が
今
日
の
形
体
の
よ
う
に
新

し
く
書
き
か
え
ら
れ
た
年
か
ら
だ
っ
た
。
正

確
に
い
え
ば
一九
五
一年
の
春
か
ら
で
あ
る

型　
が
、
そ
れ
も
ル
ー
ル
委
員
と
い
う
よ
り
は
ル

硼　
―
ル
委
員
会
の
書
記
と
い
う
形
で
斯
界
の
権

　̈
威
者
諸
氏
と
同
席
す
る
栄
に
浴
し
た
に
す
ぎ

　̈
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
円
前
の
小
僧
よ
ろ
し

中・・・‘〓一一一・一・・●一一一^̈一・^一一一̈一・
・一一一̈一一・・・一一〓̈，，一一一一一一一・
一一̈̈̈一一・‘一一一一一一一・
・一一一一一一・

ン
な
英
語
で
挨
拶
を
や
っ
た
が
、
冷
汗
も
の
だ

っ
た
。
後
で
選
手
た
ち
に
問
い
た
ら
心
配
で
汗

だ
く
だ
く
だ
っ
た
と
冷
や
か
さ
れ
た
。

日
本
で
も
お
な
し
み
の
ト
ニ
ー
・
パ
ラ
レ
ヤ

ス
氏
（現
在
警
察
署
長
）
が
コ
ー
チ
し
て
い
る 〃ユ

ウ
ウ
ツ
〃な
季
節

つヽ
。事

実
、
い
ま
で
も
書
記
と
委
員
と
い
う
私

の
役
日
は
つ
づ
い
て
い
る
。
奇
特
な
人
で
も

い
て
「私
が
か
わ
り
ま
し
ま
つ
か
」
と
申
し

出
て
く
れ
る
ま
で
は
私
の
役
柄
は
か
わ
り
そ

う
も
な
い
。

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
れ
は
た
し
か

ビ
ッ
チ
ン
グ
・ポ
ジ
シ
ョン
と
い
う
こ
と
ば

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
意
味
に
つ
い
て
の
討
論
だ

った
と
思
う
が
、
あ
る
日
の
夕
刻
に
こ
の
議

論
が
は
じ
ま
った
。
委
員
の
久
保
田
高
行
さ

ん
が
な
に
か
の
所
要
で
東
京
へ
帰
る
こ
と
に

な
った
。
熱
海
の
さ
る
所
で
ひ
ら
か
れ
て
い

た
年
末
の
委
員
会
で
の
こ
と
で
あ
った
。

翌
朝
十
時
す
ぎ
だ
った
か
、
久
保
田
さ
ん

が
東
京
か
ら
ま
た
帰
って
こ
ら
れ
た
。
と
こ

ろ
が
委
員
会
の
議
題
は
久
保
田
さ
ん
が
前
夜

そ
の
宿
を
た
った
と
き
の
ビ
ッチ
ン
グ
・ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
解
釈
か
ら
一歩
も
前
進
し
て
い

な
か
った
。
一委
員
が
一人
抜
け
た
か
ら
休
憩

し
て
い
た
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
か
っ

た
。
ほ
と
ん
と
徹
夜
に
ち
か
い
状
態
で
こ
の

問
題
を
討
議
し
て
い
た
の
だ
った
。

「な
ん
だ
。
ま
だ
同
じ
こ
と
を
や
って
る

の
か
」
久
保
田
さ
ん
は
例
の
大
声
で
こ
う
い

う
と
、
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
と
高
笑
い
し
た
も
の
だ

新
し
い
委
員
の
人
が
活
発
な
意
見
を
吐
い

た
り
し
て
い
る
の
を
み
て
い
る
と
、
私
は
音

の
自
分
の
姿
を
思
い
出
す
。
最
近
で
は
真
田

幸
一君
な
ど
な
か
な
か
の
論
客
だ
と
思
っ
て

い
る
。
こ
の
真
田
君
は
私
の
後
輩
で
は
あ
る

し
、
私
が
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
書
記
と
委

員
と
い
う
役
柄
を
う
け
持
っ
て
ほ
し
い
と
考

だ
。
真
田
君
は
婦
人
科
の
お
医
者
さ
ん
な
の

で
あ
る
。

私
み
た
い
に
ル
ー
ル
を
研
究
す
る
こ
と
そ

の
も
の
が
、
野
球
記
者
と
い
う
仕
事
に
そ
の

ま
ま
役
に
立
つ
と
い
う
職
業
で
は
な
い
の

だ
。そ

ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
私
は
ま
だ
ま

だ
当
分
現
在
の
役
割
り
か
ら
解
放
さ
れ
そ
う

も
な
い
気
が
す
る
。
そ
う
し
た
暮
れ
に
な
る

と
ユ
ウ
ウ
ツ
に
な
り
、
年
が
あ
け
て
も
二
月

に
規
則
書
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
は
、
ウ
ツ
ウ

ツ
と
し
て
楽
し
ま
ぬ
口
を
過
さ
ね
ば
な
ら
な

―
―
―
ル
ー
ル
委
員
会
十
五
年

い
と
い
う
状
態
を
く
り
返
す
こ
と
に
な
る
の
　
い

だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

こ
れ
て
「ル
ー
ル
な
ら
だ
れ
に
も
負
け
な
　
¨

い
ぞ
」
と
い
う
自
信
が
つ
か
な
か
った
と
し
　
剌

た
ら
全
く
バ
カ
み
た
い
な
話
だ
。
（毎
日
新
　
・・，‐‥‐‐

間
社
運
動
部
、
日
本
野
球
規
則
委
員
会
委
　
¨

員
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，ｔ‐‐‐‐‐，，

極
東
大
学
の
チ
ー
ム
は
今
年
の
マ
ニ
ラ
湾
選
手

権
保
持
者
だ
が
、
こ
の
チ
ー
ム
に
は
過
去
の
ア

シ
ア
大
会
で
も
顔
な
じ
み
の
強
打
者
、
ル
ガ

イ
、
パ
グ
シ
シ
ヤ
ン
、
そ
し
て
デ
ィ
ヤ
ス
捕
手

ら
が
い
る
。
彼
ら
は
わ
れ
わ
れ
の
到
着
以
来
、

毎
日
の
よ
う
に
ホ
テ
ル
に
き
て
い
る
い
る
と
面

倒
を
見
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も
日
本
チ

ー
ム
か
ら
技
術
面
で
何
か
を
学
ひ
と
る
う
と
し

て
コ
ー
チ
を
せ
が
み
討
論
し
合
っ
た
。
そ
の
結

果
、
い
っ
そ
う
の
こ
と
試
合
の
当
日
、
球
場
で

適確 と快速 と
野球のペースと同じように
輸送の仕事も三拍子に/

安 全・確 実・快 速

湖
日

配０¨
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本
チ
ー
ム
の
練
習
時
間
に
一
緒
に
練
習
を
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
対
極
東
大
学
の
試

合
日
を
除
い
て
毎
日
わ
れ
わ
れ
と
一緒
に
練
習

し
た
。

パ
ラ
レ
ヤ
ス
氏
も
心
よ
く
了
解
し
て
、
日
比

の
合
同
練
習
風
景
が
試
合
開
始
ま
で
見
ら
れ
た

が
、
は
た
で
見
て
い
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景

で
あ
っ
た
。
こ
の
有
様
を
ス
タ
ン
ド
で
見
て
い

た
フ
ァ
ン
た
ち
も
大
変
喜
ん
で
い
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
パ
ギ
ヤ
夫
人
の
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
の
投
手
た
ち
も
練
習
に
加
わ
る
こ
と
に
な

り
、
稲
葉
監
督
の
親
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
っ

と
聞
き
入
っ
て
い
た
。
き
っ
と
彼
等
の
中
か
ら

近
い
将
来
に
日
本
チ
ー
ム
を
脅
や
か
す
投
手
や

打
者
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
今
度
の
旅
行
で
良
い
こ

と
を
し
た
と
思
っ
た
の
は
、
比
国
協
会
の
依
頼

で
ス
ー
ビ
イ
ク
湾
の
米
軍
基
地
で
米
軍
と
試
合

を
し
た
こ
と
で
あ
る
。
マ
ニ
ラ
市
か
ら
バ
ス
で

相
当
な
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
三
時
間
半
も
か
か

る
遠
方
の
た
め
、
朝
八
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
、

夜
の
九
時
半
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
た
ま
ま
、
パ

ス
の
中
で
眠
っ
て
帰
る
と
い
う
強
行
軍
だ
っ

た
。
し
か
も
、
こ
の
試
合
の
た
め
に
、
帰
国
前

の
四
日
間
は
、
連
続
試
合
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
な
っ
て
体
養
目
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た

が
、
良
い
思
い
出
に
な
っ
て
残
っ
て
い
る
。

目
下
、
騒
が
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
内
戦
の
前

線
基
地
で
あ
る
こ
こ
で
は
初
め
て
日
本
人
チ
ー

ム
を
迎
え
て
の
試
合
、
し
か
も
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

・
チ
ー
ム
だ
と
い
う
こ
と
で
、
基
地
の
一果
士
や

家
族
た
ち
が
大
勢
押
し
か
け
て
き
た
。
試
合
は

わ
が
方
が
ハ
ッ
ス
ル
し
て
大
勝
し
た
が
楽
し
い

ふ
ん
い
気
だ
っ
た
。
あ
る
婦
人
は
最
近
日
本
か

ら
き
た
ば
か
り
だ
が
、
中
堅
を
守
っ
て
い
る

自
分
の
子
供
を
ど
う
思
う
か
と
話
し
か
け
て
き

た
。ま

た
あ
る
長
身
の
投
手
を
良
い
素
質
を
持
っ

て
い
る
と
ほ
め
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
の
血
を
受
け
た
両
親
が
さ
も
嬉
し
そ
う
な

顔
を
し
て
握
手
を
求
め
て
き
た
。
そ
し
て
な
か

な
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
立
ち
去
ろ
う
と
し
な
い
。

み
や
げ
に
持
っ
て
き
た
ラ
イ
タ
ー
を
や
っ
た
ら

と
で
も
喜
ん
で
、
わ
れ
わ
れ
が
基
地
の
食
堂
で

夕
食
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
ま
た
ま
た
や

っ
て
き
て
選
手
た
ち
に
配
っ
て
く
れ
と
い
っ
て

煙
草
を
た
く
さ
ん
く
れ
た
。
バ
ス
が
基
地
を
出

る
と
き
に
、
い
つ
ま
で
も
手
を
振
っ
て
見
送
っ

て
く
れ
た
が
、
彼
ら
な
い
兵
士
た
ち
は
も
う
べ

ト
ナ
ム
に
行
っ
て
い
る
か
も
畑
れ
な
い
。

南
国
の
コ
コ
ナ
ツ
椰
子
や
マ
ニ
ラ
湾
の
美
し

い
夕
焼
け
を
眺
め
て
、
日
洒
の
行
い
選
手
諸
君

は
随
分
り
し
が
っ
て
い
た
が
、
カ
ン
ル
ー
バ
ン

の
砂
精
会
社
に
遊
び
に

，
っ
た
時
も
、
試
合
の

疲
れ
を
忘
れ
て
大
い
に
は
し
ゃ
い
て
い
た
。

こ
〓
〓
〓
〓
Ｆ
〓
・
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露
吻
鰈
鐵
鶉
絣
騨
鉾
匈̈
醜
箋
暉
¨

全
個所
は
″せ
Ш

便
　
は静羅﹇鵬
¨

に
あ
り
、
歩
い
て
　
ｍ

数
分
と
い
う
便
利
さ
だ
。
左
右
両
翼
ま
で
　
ｗ

８８
研
ヽ
中
堅
ま
で
塑
ン
の
広
さ
だ
。　
　
　
中

写
真
は
大
通
り
に
面
し
た
便
利
な
グ
ラ

『

ウ
ン
ド
全
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
ト
ニ
ー
の
自
宅
に

招
待
さ
れ
た
夜
は
本
当
に
楽
し
く
、
踊
り
ま
く

っ
た
も
の
だ
。

極
東
大
学
の
選
手
た
ち
や
野
球
協
ズ家
の
人
々

や
ト
ニ
ー
の
友
人
た
ち
が
大
勢
き
て
い
た
が
、

賑
や
か
な
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
っ
た
。

宴
た
け
な
わ
に
な
っ
た
時
、
鳴
り
響
く
ツ
イ

ス
ト
や
サ
ー
フ
ィ
ン
の
音
楽
の
中
で
歌
い
ま
く

り
踊
り
ま
く
っ
た
。
ま
る
で
そ
こ
に
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
、
日
本
人
の
国
籍
を
は
な
れ
て
、
単
に

野
球
を
愛
好
す
る
同
士
と
し
て
、
一
つ
の
渦
の

中
に
溶
け
込
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
な
騒
ぎ
が
あ

っ
一た。

元
来
熱
圧
的
に
騒
き
ま
く
る
の
が
好
き
な
国

民
だ
か
ら
、
今
Ｌ
の
わ
れ
わ
れ
一行
が
一緒
に

な
っ
て
遊
び
ま
く
っ
た
の
が
と
で
も
気
に
入
っ

た
ら
し
い
。
こ
ん
な
に
愉
快
に
溶
け
合
っ
て
遊

ん
だ
の
は
初
め
て
だ
と
い
っ
て
喜
ん
で
い
た
。

そ
の
中
に
、
か
つ
て
日
本
軍
の
た
め
に
父
親
を

殺
さ
れ
て
一
時
は
日
不
人
と
見
た
』
殺
し
て
や

ろ
う
と
思
っ
て
大
い
に
グ
レ
た
瞥
１１‥ｆ
も
い
た
。

彼
は
比
国
の
伸
大
な
野
球
人
で
あ
り
、
日
本

ひ
い
き
の
パ
ラ
レ
ヤ
ス
の
説
得
て
、
そ
の
部
下

と
な
っ
た
。
戦
後
、
年
々
や
っ
て
く
る
日
本
チ

ー
ム
に
接
し
て
い
る
中
に
序
々
に
な
か
ら
落
着

き
を
取
り
戻
し
て
き
た
と
い
っ
て
い
た
。
し
か

し
日
本
人
は
ず
る
い
か
ら
ど
う
し
て
も
本
心
か

ら
打
ち
と
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
今
夜
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
オ
レ
は
日
本
人
に
対
す
る
考
え
を
変

え
る
よ
。
本
当
に
愉
快
な
夜
だ
っ
た
と
い
っ
て

肩
を
抱
き
合
っ
た
も
の
だ
。

ま
た
ト
ニ
ー
の
世
話
で
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
た
ち
も
き
て
お
り
、

彼
女
た
ち
は
ち
ゃ
ん
と
夜
の
九
時
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
我
が
家
に
帰
っ
て
行
っ
た
が
、
そ
の
翌
日

か
ら
毎
日
観
客
席
の
最
前
列
で
日
本
チ
ー
ム
を

声
援
し
て
く
れ
た
彼
女
た
ち
は
、
ま
た
サ
ヨ
ナ

ラ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
く
れ

と
い
っ
て
や
っ
て
き
た
が
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
習

っ
た
″幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
″
の
歌
を
タ

△〓　らわレな。

円
出
費
さ
れ
て
い
る
。

宮原清前・̈・̈躍̈一珈̈一一
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カ
ロ
グ
語
で
斉
唱
し
て
く
れ
た
が
、
と
で
も
楽

し
い
も
の
だ
っ
た
。

十
二
日
間
は
長
い
よ
う
で
短
い
旅
行
だ
っ

た
。
し
か
し
い
つ
も
わ
れ
わ
れ
に
精
一杯
の
誠

意
と
友
情
で
何
か
ら
何
ま
で
の
世
話
を
し
て
ど
、

れ
た
パ
ラ
レ
ヤ
ス
氏
の
好
意
に
対
し
て
は
、
い

く
ら
感
謝
の
言
葉
を
の
べ
て
も
足
り
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
パ
ギ
ヤ
夫
人
も
本
当
に

よ
く
世
話
を
し
て
く
れ
た
。
日
本
に
は
毎
年
の

よ
う
に
や
っ
て
こ
ら
れ
る
こ
の
二
人
が
い
る
限

十
二
月
二
日

（じ待
ち
に
待
っ
た
出
発
の

朝
、
小
学
生
の
逮
足
の

よ
う
に
、
昨
夜
は
眠
れ

な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど

の
選
手
が
未
経
験
な
の

で
、種
々
の
手
続
き
、準

備
に
は
テ
ン
テ
コ
舞
い

し
な
が
ら
も
、
ど
う
や

ら
用
意
が
整
っ
て
協
会

関
係
者
、
会
社
関
係
者

の
激
励
と
ご
親
切
な
こ

ま
ご
ま
と
し
た
こ
注
意
を
受
け
、
同
僚
、
家
族

等
多
数
に
見
送
ら
れ
て
、
定
刻
よ
り
十
分
遅
れ

の
十
一時
四
十
分
ス
イ
ス
航
究
の
新
型
ジ
ェ
ッ

ト
機
が
す
べ
る
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

羽
田
を
後
に
し
て
、
途
中
太
平
洋
上
を
飛
ぶ

こ
と
四
時
間
余
、
ほ
と
ん
ど
雲
の
上
、
単
調
な

外
の
景
色
に
、
皆
う
と
う
と
と
舟
を
こ
ぐ
。
機

内
は
思
っ
た
よ
り
０
れ
も
少
な
く
快
適
な
空

の
旅
、
機
内
で
時
差
一時
間
の
差
を
直
す
。

脚卜
鵡
窮
罐
銅
物
‐々週

り
は
安
心
し
て
お
委
せ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
二
人
の
心
が
、
野
球
を
通
し
て
日
本
と

比
国
の
友
好
を
よ
り
一
層
強
く
固
め
て
い
こ
う

と
す
る
考
え
が
、
や
が
で
多
く
の
人
々
に
し
み

わ
た
っ
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
信
し
て
疑
わ
な
い
。

協
会
理
事
待
遇
、
技
術
委
員
、

同
氏
は
マ
ニ
ラ
遠
征
日
通
チ
‥

ム
の
回
長
と
し
て
渡
比
し
た

十
五
時
マ
〓
フ
上
空
到
着
、
天
候
は
晏
、
雲

間
か
ら
見
た
地
上
の
景
色
で
は
、
日
本
と
あ
ま

り
変
わ
っ
た
感
じ
は
な
い
が
緑
が
多
く
暖
か
そ

つヽ
。
い
よ
い
よ
着
陸
、
窓
外
の
風
景
を
見
て
、

南
国
に
つ
い
た
と
笑
感
が
わ
い
て
き
た
が
、
そ

れ
に
し
て
も
わ
ず
か
四
時
間
で
、
日
本
は
オ
ー

パ
ー
の
生
活
、
マ
〓
フ
は
半
袖
シ
ャ
ツ

一枚

だ
。
機
外
に
出
た
ら
な
る
ほ
と
ム
ー
ッ
と
熱
気

が
わ
い
て
き
た
。
気
温
二
十
八
度
と
あ
と
で
わ

か
っ
た
が
、
赤
、
黄
、
色
と
り
と
り
の
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
や
ら
、
バ
ロ
ン
（麻
と
バ
ナ
ナ
の
繊
維
て

作
ら
れ
、
刺
繍
の
入
っ
た
シ
ャ
ツ
で
公
式
席
場

に
着
て
も
よ
い
物
）
を
着
た
関
係
者
が
出
迎
え

て
く
れ
、
サ
ン
パ
ギ
ー
タ
の
南
国
香
り
強
烈
な

レ
イ
を
、
ス
ペ
イ
ン
系
美
人
？
に
か
け
て
も
ら

い
欲
迎
さ
れ
た
。
空
港
の
建
物
は
大
分
羽
田
よ

り
お
ち
、
ホ
テ
ル
ま
で
の
途
中
シ
ー
プ
を
改
造

し
た
よ
う
な
車
と
、
そ
れ
に
乗
っ
て
い
る
市

民
。
よ
ご
れ
た
色
の
バ
ス
や
、
服
装
か
ら
判
断

す
る
か
ぎ
り
で
は
、
そ
う
豊
か
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

ホ
テ
ル
に
は
、
１１
本
字
で
″新
年
オ
メ
デ
ト

ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
″　
″メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
″
と

書
か
れ
、
歓
迎
の
気
持
を
表
し
て
く
れ
、
夕
食

に
も
日
本
の
歌
を
数
多
く
歌
っ
て
く
れ
た
り
演

奏
し
て
く
れ
た
。

非
常
に
署
い
の
で
、
水
を
飲
み
た
い
の
だ

が
、
出
発
の
際
、
水
だ
け
は
飲
む
な
と
皆
か
ら

も
い
わ
れ
て
き
た
の
で
、
コ
ー
ラ
ー
と
、
カ
ラ

マ
ン
ジ
ー
（キ
ン
カ
ン
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、

レ
モ
ン
の
よ
う
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
）
ジ
ュ

ー
ス
を
飲
む
。

料
理
は
、
ニ
ン
ニ
ク
を
使
っ
た
、
油
気
の
多

い
も
の
で
、
選
手
達
は
か
な
り
よ
く
食
べ
た
。

夕
食
後
、
荷
物
の
整
理
、
当
地
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
そ
の
他
、
種
々
の
注
意
を
関
係
者
か
ら
受

け
第
一
夜
の
床
に
つ
く
。

十
二
月
四
日
僕
晴
三十８

午
前
中
は
自
由
行
動
。
午
後
二
時
か
ら
リ
サ

ー
ル
球
場
に
て
練
習
、
ホ
テ
ル
か
ら
極
東
大
学

の
パ
ス
に
の
っ
て
五
分
、
古
い
建
物
だ
が
、
な

か
な
か
立
派
で
、
芝
生
が
美
し
い
。
こ
の
球
場

の
外
野
の
フ
ェ
ン
ス
に
野
球
殿
堂
入
り
さ
れ
た

中
島
治
康
氏
の
名
前
が
あ
る
と
問
い
て
い
た
の

で
早
速
見
に
行
く
。
当
球
場
で
場
外
ホ
ー
マ
ー

を
放
っ
た
人
の
名
前
と
日
付
が
ず
ら
り
と
記
入

さ
れ
て
い
る
。
件
大
な
球
聖
ル
ー
・ゲ
ー
リ
ッ

ク
ら
と
肩
を
な
ら
べ
て
、
中
島
氏
の
名
を
発
見

し
た
時
は
大
先
輩
の
功
績
に
敬
意
を
表
す
と
と

も
に
、
異
国
の
球
場
に
来
て
数
多
く
の
ア
メ
リ

カ
選
手
の
中
に
、
唯
一人
の
日
本
人
選
手
名
で

は
寂
し
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
中
島
氏
の
ホ
ー
ム

ラ
ン
は
価
値
の
あ
る
も
の
。
こ
の
球
場
で
の
あ

す
か
ら
の
ゲ
ー
ム
、
先
輩
に
負
け
ぬ
立
派
な
ゲ

ー
ム
を
や
ろ
う
と
、
し
ば
し
署
さ
も
忘
れ
て
、

羽
田
ま
で
送
り
に
み
え
、
種
々
の
注
意
を
受

け
、
頑
張
っ
て
こ
い
と
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た

中
島
氏
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
た
。

練
習
は
気
候
の
変
化
に
と
ま
ど
っ
た
よ
う

で
、パ
ッ
ト
の
振
り
が
に
ぶ
く
、竹
之
内
と
中
村

ぐ
ら
い
が
普
通
で
、あ
と
は
首
を
か
し
げ
て
も

う
一度
と
打
席
に
入
る
。
二
時
間
程
だ
が
、
ユ

ニ
ホ
ー
ム
は
汗
て
ひ
し
ょ
び
し
ょ
。
都
市
対
抗

の
よ
う
な
署
さ
だ
。
選
手
は
マ
ス
コ
ッ
ト
パ
ッ

ト
を
振
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
い
う
が
、
ベ
ン
チ

に
火
を
置
き
な
が
ら
の
練
習
か
ら
、
急
に
こ
の

暑
さ
で
は
無
理
な
い
だ
ろ
う
。
力
を
抜
い
て
大

振
り
し
な
い
よ
う
に
、
注
意
し
よ
う
と
話
し
合

ノ^。夕
食
は
協
会
幹
部
の
招
待
て
、
中
国
料
理
に

行
く
。
な
か
な
か
立
派
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
バ
ン

ド
が
つ
き
料
理
も
お
い
し
い
が
、
ラ
イ
ス
は
参

っ
た
。
フ
ォ
ー
ク
の
間
か
ら
ポ
ロ
ボ
ロ
落
ち
て

し
ま
い
、
パ
サ
パ
サ
。
こ
れ
か
ら
毎
日
こ
ん
な

米
か
と
思
う
と
う
ん
ざ
り
。
食
後
、
キ
ャ
バ
レ

ー
に
行
く
。
入
っ
た
と
た
ん
、
暗
く
し
ば
ら
く

の
間
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
。
客
席
に
つ
い
て
、
慣
れ

る
に
従
い
、
前
、
横
に
は
べ
る
美
人
に
目
が
開

く
。
ス
ペ
イ
ン
系
、
中
国
系
が
多
い
と
剛
い
た

が
、
日
本
人
と
同
じ
位
の
背
の
高
さ
で
、
や
や

小
さ
い
位
か
な
。
な
か
な
か
ス
タ
イ
ル
が
よ

く
、
色
は
黒
い
が
南
洋
じ
ゃ
美
人
、
足
は
ス
ラ

リ
と
細
く
美
し
い
。
ｉ
葉
は
通
じ
な
く
て
も
、

バ
ン
ド
の
演
奏
す
る
早
い
テ
ン
ポ
に
浮
か
れ
、

東
京
で
踊
っ
た
事
の
な
い
ツ
イ
ス
ト
や
マ
ッ
シ

ュ
ボ
テ
ト
を
、
団
長
も
監
唇
さ
ん
も
、
そ
こ
は

心
臓
の
万
で
カ
バ
ー
、
親
切
に
教
え
て
く
れ
る

美
人
ホ
ス
テ
ス
の
リ
ー
ド
の
手
前
、
三
十
分
位

延
々
と
続
く
ダ
ン
ス
に
も
途
中
で
や
め
ず
、
汗

ひ
っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が
ら
（内
心
は
早
く
バ

ン
ド
が
終
わ
ら
な
い
か
な
上
思
い
な
か
ら
）
楽

し
そ
う
に
踊
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
五
分
位
だ

か
ら
、　
一
つ
の
踊
り
と
し
た
ら
も
の
す
ご
く
長

い
。
足
が
棒
の
よ
う
に
な
っ
た
と
、
た
め
い
き

つ
き
な
が
ら
、
こ
れ
を
試
合
前
夜
に
選
手
に
や

ら
せ
た
ら
皮
れ
て
困
る
な
と
団
長
は
ニ
ガ
笑

い
。さ

て
時
間
も
十
時
ご
ろ
に
な
り
、
比
国
の
役

員
が
席
を
立
っ
た
の
で
、
ホ
テ
ル
に
帰
る
と
思

っ
た
ら
、
ま
た
違
ラ
ク
ラ
プ
に
連
れ
て
い
か

れ
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
す
試
合
が
あ
る
か
ら
と
い

っ
た
ら
、
マ
〓
フ
は
四
時
ま
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を

や
る
。
勿
論
バ
ー
、
キ
ャ
パ
レ
ー
も
そ
の
こ
ろ

ま
で
営
業
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
で
す
よ
と
商

単
に
ハ
ネ
ら
れ
る
。
結
局
一
時
ご
ろ
ホ
テ
ル
に

戻
っ
た
が
、
こ
の
国
の
人
々
は
、
葉
巻
と
ダ
ン

ス
、
音
楽
が
大
好
き
、　
一年
中
暑
い
中
で
働
く

か
ら
、
涼
し
い
夜
の
時
間
を
惜
し
み
エ
ン
ジ
ョ

イ
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

十
二
月
五
日
（曇
二十九５

い
よ
い
よ
第
一戦
、
マ
〓
フ
湾
リ
ー
グ
戦
て

優
勝
の
極
東
大
学
と
対
戦
。
ま
す
人
場
式
、
対

戦
す
る
四
テ
ー
ム
全
部
が
参
加
し
た
が
、
そ
の

ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
驚
い
た
。
戦
後
、
わ
れ
わ
れ
が

ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
な
い
こ
ろ
学
帽
を
野
球
帽
の
変

わ
り
に
し
た
り
し
た
時
代
の
よ
う
に
、
ユ
ニ
ホ

ー
ム
の
ネ
ー
ム
が
違
っ
た
り
、
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
、
帽
子
が
ま
ち
ま
ち
な
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て

い
る
。
戦
後
二
十
年
も
た
っ
た
今
日
に
お
い
て

だ
。　
ま
だ
ま
だ
マ
ニ
ラ
は
日
本
の
比
で
は
な

い
。
そ
れ
は
ユ
ニ
ホ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、
あ
と

に
別
な
面
で
も
出
て
く
る
。

こ
の
入
場
式
で
わ
れ
わ
れ
の
団
長
、
山
本
英

一郎
氏
の
あ
い
さ
つ
は
特
筆
す
べ
き
も
の
だ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
最
初
か
ら
英
語
が
と
び

出
し
た
。
最
初
だ
け
だ
ろ
う
、
そ
の
う
ち
日
本
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に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
流
れ
る

よ
う
な
？
　
ス
ピ
ー
チ
が
最
後
ま
で
続
い
た
の

に
ひ
っ
く
り
。
こ
れ
に
は
観
衆
が
大
喜
び
（途

中
し
ば
し
間
を
置
く
あ
た
り
な
か
な
か
の
演

出
、
人
に
よ
っ
て
は
次
が
出
て
こ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
、
わ
き
の
下
に
冷
汗
を
か
い
た
と
い

っ
て
い
た
が
）
戦
後
、
日
本
チ
ー
ム
が
数
多
く

訪
比
し
た
が
、
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
は
始
め
て

で
す
●ヽ

関
係
者
も
そ
の
学
識
の
豊
か
さ
に
敬

意
を
表
し
た
。

い
よ
い
よ
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
こ
の
始
球
式
は

日
本
で
、
見
ら
れ
な
い
比
国
式
。
ま
ず
役
員
が

マ
ウ
ン
ド
後
方
に
ぞ
ろ
ぞ
る
と
並
び
、
会
長
が

お
も
む
ろ
に
始
球
す
る
と
ス
ト
ラ
イ
ク
ノ
　
そ

し
て
こ
れ
は
本
当
に
ス
ト
ラ
イ
ク
と
打
者
は
カ

ウ
ン
ト
を
取
ら
れ
る
。
日
本
で
は
勿
論
カ
ウ
ン

ト
し
な
い
か
ら
、
ト
ッ
プ
の
山
本
は
ひ
っ
く
り

し
て
ベ
ン
チ
を
振
り
返
り
く、
ニ
ガ
笑
い
。
ゲ
ー

ム
は
力
が
わ
か
ら
な
い
け
と
、
優
勝
チ
ー
ム
と

の
対
戦
な
の
で
、
エ
ー
ス
佐
藤
の
登
板
、
問
題

な
く
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
、
２
対
０
で
第
一
戦
は

勝
つ
。

今
夜
も
ま
た
協
会
の
役
員
が
夕
食
を
招
待
す

る
と
や
っ
て
来
た
。
今
夜
は
ア
ジ
ア
連
盟
事
務

局
長
の
パ
キ
ア
夫
人
と
、
そ
の
事
務
局
員
二
人

の
レ
デ
ィ
ー
が
い
る
か
ら
、
早
く
帰
れ
る
と
思

っ
た
ら
さ
に
あ
ら
ず
、
オ
バ
チ
ャ
ー
ン
と
シ
リ

上
が
り
の
呼
び
名
で
、
わ
れ
わ
れ
が
呼
ぶ
ほ
ど

親
し
く
な
り
、
ま
た
毎
日
お
世
話
に
な
づ
た
パ

ギ
ア
夫
人
初
め
、
お
二
人
と
も
ス
コ
ッ
チ
を
ク

イ
ク
イ
ビ
ー
ル
の
よ
う
に
お
か
わ
り
は
す
る

し
、
五
十
才
と
思
え
ぬ
動
き
の
激
し
い
タ
ン
ス

ぶ
り
に
は
ひ
っ
く
り
。
こ
の
国
の
人
た
ち
の
夜

に
強
い
の
は
男
ば
か
り
で
な
く
、
女
性
も
し
か

り
、
そ
の
体
力
の
強
さ
を
ま
す
ま
す
発
揮
し
、

ビ
ー
ル
（ス
タ
イ
ニ
ー
の
よ
う
な
小
ビ
ン
に
入

っ
て
味
も
よ
く
、
な
か
な
か
い
け
る
）
を
チ
ピ

チ
ビ
飲
ん
で
る
監
督
、
古
谷
両
氏
を
オ
バ
チ
ャ

ー
ン
た
ち
は
ダ
ン
ス
に
誘
っ
て
は
飲
み
、
飲
ま

せ
、
ま
た
ダ
ン
ス
と
、　
こ
ち
ら
・は
ク
ロ
ッ
キ

ー
。
時
間
の
た
つ
の
が
早
い
こ
と
、
た
ち
ま
ち

十
二
時
、
そ
れ
か
ら
腹
が
へ
っ
た
ろ
う
か
ら
、

食
事
に
行
こ
う
と
そ
こ
で
ま
た
飲
み
か
つ
食

う
。
い
や
は
や
た
い
し
た
も
の
だ
。

十
二
月
六
日
（曇時々
晴
三十度）

朝
食
の
時
、
米
の
ま
ず
さ
が
我
慢
な
ら
ず
、

だ
れ
も
食
べ
な
い
。
最
初
の
こ
ろ
は
も
の
め
ず

ら
し
さ
で
マ
ニ
ラ
の
料
理
を
た
ら
ふ
く
た
べ
て

い
た
が
、
毎
日
続
く
と
そ
う
も
い
か
な
い
。
持

参
の
日
本
茶
、
ラ
め
ぼ
し
、
た
く
あ
ん
が
皆
を

喜
ば
す
。
の
り
は
食
べ
た
い
が
、
の
り
だ
け
で

は
日
に
入
ら
な
い
の
か
、
少
々
食
べ
た
だ
け
。

ス
ー
プ
と
パ
ン
、
あ
と
の
肉
料
理
は
大
部
分
が

残
す
よ
う
に
な
っ
た
。
暖
い
ご
飯
と
み
そ
汁
と

お
茶
つ
け
が
恋
し
く
な
っ
た
。

第
二
戦
は
カ
ン
ル
ー
バ
ン
砂
糖
会
社
。
１
対

０
で
勝
っ
た
が
ま
っ
た
く
の
苦
戦
。
田
中
、
佐

藤
で
押
え
た
か
ら
い
い
が
、
打
つ
方
は
全
然
打

て
な
い
。
そ
れ
は
昨
日
の
球
審
は
、
審
判
長
の

デ
ィ
サ
氏
で
、
彼
は
日
本
に
た
ひ
た
ひ
来
て
い

る
の
で
、
日
本
の
審
判
員
と
と
も
に
、
研
究
し

て
い
る
か
ら
、
な
か
な
か
ど
う
し
て
一流
の
審

判
。
し
か
も
動
作
も
大
き
く
は
っ
き
り
し
て
い

た
が
、
き
ょ
う
の
審
判
は
米
国
人
。
肩
か
ら
首

の
ハ
イ
ボ
ー
ル
が
ス
ト
ラ
イ
ク
、
低
め
は
と
ら

ず
、
日
中
の
生
命
で
あ
る
ア
ウ
ト
コ
ー
ス
の
ス

ピ
ー
ド
ポ
ー
ル
が
全
部
ポ
ー
ル
。
そ
の
か
わ

り
、
わ
れ
わ
れ
日
本
で
も
打
て
な
い
高
目
の
ボ

ー
ル
の
速
球
は
、
全
部
ス
ト
ラ
イ
ク
だ
か
ら
彼

も
そ
れ
を
の
み
込
ん
で
よ
く
投
げ
た
が
、
打
っ

方
は
大
根
切
り
で
打
た
な
い
と
と
と
か
な
い

し
、
振
ら
な
い
と
ス
ト
ラ
イ
ク
を
取
ら
れ
る
の

で
、
す
っ
か
リ
ベ
ー
ス
を
乱
し
、
何
で
も
振
ろ

う
と
無
理
を
す
る
か
ら
、
相
手
投
手
の
ス
ラ
イ

ダ
ー
、
速
球
の
ハ
イ
ポ
ー
ル
に
手
を
出
し
て
凡

退
、
最
少
得
点
で
辛
勝
。
こ
こ
で
中
村
遊
撃
手

の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
に
、
相
手
チ
ー
ム
は
も
ち

ろ
ん
、観
衆
か
ら
も
も
の
す
ご
い
拍
手
。し
か
も

彼
は
五
尺
五
寸
、
チ
ー
ム
で
一
番
小
さ
い
の
で

ゲ
ー
ム
終
了
後
は
大
変
な
人
気
。
戦
前
日
本
チ

ー
ム
が
来
た
時
、
中
村
と
い
う
大
変
上
手
な
選

手
が
い
た
が
、
彼
の
子
供
か
と
尋
ね
て
来
た
オ

ー
ル
ド
フ
ァ
ン
が
い
て
彼
を
驚
か
し
た
し
、
女

子
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
が

（あ
と
に
も
出
て
く
る
）
ナ
カ
ム
ー
ラ
、
ム
を

高
く
上
げ
る
独
特
の
発
音
で
、
球
場
玄
関
前
で

は
な
さ
ず
サ
イ
ン
を
ね
だ
っ
て
い
た
。

今
夜
は
極
東
大
学
の
監
督
で
あ
り
わ
れ
わ
れ

チ
ー
ム
の
た
め
、
一番
親
身
に
な
っ
て
世
話
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
協
会
役
員
の
パ
ラ
レ
ヤ

ス
氏
（マ
ニ
ラ
警
察
署
長
、
通
称
キ
ャ
プ
テ
ン

・
ト
ニ
ー
）
の
自
宅
に
全
員
招
待
さ
れ
た
。
七

時
に
彼
の
家
に
到
着
す
る
と
、
十
月
盛
大
に
行

な
わ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

の
レ
コ
ー
ド
で
わ
れ
わ
れ
を
歓
迎
し
て
く
れ
、

料
理
も
わ
れ
わ
れ
に
合
っ
た
大
き
な
焼
鳥
を
十

分
用
意
し
た
り
、
彼
の
心
か
ら
な
る
親
切
心
に

は
頭
が
さ
が
る
。
彼
と
パ
ギ
ア
夫
人
が
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
来
日
し
た
の
を
知
り
、
一度
夕
食

を
と
も
に
し
た
が
、
レ
コ
ー
ド
を
わ
ざ
わ
さ
持

ち
帰
っ
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

彼
の
夫
人
、
息
子
、
娘
さ
ん
ら
一家
総
出
、

そ
し
て
そ
の
友
人
た
ち
、
野
球
関
係
者
多
数
出

席
し
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
特
に
用
意
し
た
専

属
の
バ
ン
ド
、マ
手
フ
・ナ
ン
パ
ー
ワ
ン
と
い
わ

れ
る
ダ
ン
ス
の
ペ
ア
ー
な
ど
、
懐
し
い
荒
城
の

月
か
ら
黒
田
節
ま
で
飛
び
出
す
こ
ろ
は
、
す
っ

か
り
娘
さ
ん
や
、
そ
の
友
人
た
ち
と
仲
よ
く
な

リ
ダ
ン
ス
に
興
す
る
者
、
飲
む
者
、
踊
る
者
、

す
っか
り
彼
女
た
ち
と
打
ち
と
咳

会
話
こ

そ
、
お
互
に
無
理
し
て
い
る
が
、
そ
の
心
の
中

は
、
主
人
側
、
そ
し
て
招
か
れ
た
側
の
気
持
が

ぴ
った
り
と
あ
って
、
夜
の
ふ
け
る
の
も
忘
れ

て
大
変
な
騒
ぎ
。
あ
と
で
こ
れ
だ
け
心
を
開
い

て
気
持
よ
く
タ
ン
ス
に
興
し
た
り
、
ご
馳
走
を

す
っか
り
平
ら
げ
た
食
欲
ぶ
り
は
日
通
が
初
め

て
だ
。
今
日
ま
で
日
本
人
は
い
つ
も
片
隅
に
集

って
静
か
に
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
？

の
で
、
何
か
間
に
壁
が
あ
る
よ
う
で
、
打
ち
と

け
に
く
か
った
が
、
わ
れ
わ
れ
の
風
習
に
従
っ

て
慣
れ
な
い
パ
ー
テ
ィ
ー
な
の
に
ベ
ー
ス
を
合

わ
せ
て
く
れ
る
君
た
ち
と
会
って
、
オ
レ
は
日

本
人
に
対
す
る
考
え
方
を
変
え
た
。
あ
す
か
ら

必
ず
毎
日
応
援
に
行
く
。
今
夜
は
四
時
ま
で

帰
さ
な
い
ぞ
、
と
大
変
な
喜
ひ
よ
う
。
日
比
交

互
に
歌
った
り
、
最
後
は
わ
れ
わ
れ
の
「幸
せ

な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
こ
れ
を
選
手
に
教
え
て

も
ら
って
、
さ
っそ
く
覚
え
て
し
ま
った
。
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の
比
国
語
で
の
「手
を

た
た
こ
う
」
ま
で
と
び
出
し
、
四
時
ま
で
と
い

う
の
は
お
こ
と
わ
り
し
て
、
名
残
僣
し
そ
う

に
、
振
る
手
に
送
ら
れ
て
十
一時
に
バ
ス
に
乗

った
。
そ
の
後
、
娘
さ
ん
と
そ
の
友
人
の
若
い

人
た
ち
は
四
時
こ
ろ
ま
で
本
当
に
踊
った
そ
う

だ
か
ら
、
一緒
に
い
た
ら
殺
さ
れ
ち
ま
う
。

十
二
月
七
日
（雨後装
二十八度）

き
き
つ
は
ゲ
ー
ム
は
な
い
が
、
大
統
領
、
市

長
、
体
育
協
会
、
日
本
大
使
館
に
全
員
で
あ
い

さ
つ
回
り
し
、
リ
サ
ー
ル
の
銅
像
、
無
名
戦
士

の
墓
に
、
花
輪
を
さ
さ
げ
て
霊
を
慰
め
た
。
こ

の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
が
決
め
て
あ
る
と
思
った

ら
、
全
然
そ
う
で
な
く
、
当
日
だ
そ
う
で
、
突

然
、
大
統
領
や
市
長
の
家
へ
行
った
の
だ
か

ら
、
大
変
待
た
さ
れ
た
り
し
た
。
役
員
の
の
ん

き
さ
に
は
、
こ
ち
ら
で
想
像
出
来
な
い
こ
と
。

こ
の
無
名
戦
士
の
墓
で
起
き
た
出
来
事
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
三
七
万
の
ア
メ
リ
カ
軍

兵
士
の
霊
を
祭
って
あ
り
、
ち
り
一つ
落
ち
て

な
い
、
す
ば
ら
し
い
ク
リ
ー
ン
に
、
白
い
十
宇

が
整
然
と
列
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
中
央
に
ド

ー
ム
が
あ
り
、
大
理
石
の
堂
の
壁
に
ア
ル
フ
ァ

ベ
ット
順
で
、
戦
死
者
の
氏
名
、
出
身
地
、
年

代
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
大
東
亜
戦
争
の
激
戦
の

数
々
を
物
語
る
作
戦
図
が
色
分
け
さ
れ
て
描
か

れ
て
あ
る
。
特
に
十
九
年
か
ら
敗
色
濃
く
な

り
、
本
土
攻
撃
さ
れ
初
め
て
か
ら
終
戦
ま
で
の

こ
ま
か
い
説
明
図
、
沖
縄
作
戦
、
硫
黄
島
作
戦

等
々
、
私
の
学
生
時
代
に
知
った
見
る
も
無
惨

な
敗
戦
の
姿
を
、
大
本
営
発
表
で
な
い
、
ア
メ

リ
カ
軍
側
か
ら
の
戦
況
報
道
を
改
め
て
知
り
、

た
だ
感
無
量
。
当
時
軍
隊
に
い
た
監
督
、
古
谷

コ
ー
チ
は
途
中
で
バ
ス
に
帰
った
ほ
ど
。
こ
の

墓
を
訪
れ
た
の
は
五
時
ご
ろ
で
、
す
で
に
陽
は

傾
き
、
周
囲
は
薄
暗
く
な
って
い
た
。
そ
の

時
、
い
つ
も
わ
れ
わ
れ
と
行
動
を
と
も
に
し
て

い
る
新
聞
社
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
姿
が
果
え
な
い

の
に
気
が
付
い
た
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
片
隅
で

泣
い
て
い
る
彼
を
発
見
し
た
。
案
内
人
に
、
ど

う
し
た
と
聞
い
た
ら
、
彼
の
父
は
こ
の
戦
争
で

戦
死
し
た
が
、
と
こ
の
墓
に
ま
つ
って
あ
る
か

は
、
本
人
も
知
ら
な
い
し
、
政
府
も
教
え
て
く

れ
な
か
った
ら
し
い
。
ま
さ
か
こ
こ
に
名
が
刻

ま
れ
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
った
が
、
こ
こ
は

普
段
自
由
に
入
れ
る
所
で
な
く
、
き
ょう
皆
さ

ん
と
一緒
だ
か
ら
入
れ
て
も
ら
った
が
、
も
し
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や
と
思
っ
て
父
の
名
を
さ
が
し
た
ら
あ
っ
た
。

そ
れ
て
感
き
わ
ま
っ
て
声
を
出
し
て
泣
き
出
し

た
と
の
事
。
そ
こ
で
私
が
、
そ
う
か
、
そ
れ
は

知
ら
な
か
っ
た
。
い
や
僕
も
兄
が
ニ
ュ
ー
キ
ニ

ア
と
シ
ベ
リ
ヤ
で
、
二
人
戦
死
し
て
い
る
。
お

互
に
あ
の
戦
争
で
は
不
幸
が
あ
っ
た
。
い
ま
の

僕
は
そ
れ
を
連
命
と
あ
き
ら
め
て
い
る
。
君
も

が
っ
か
り
す
る
な
と
通
訳
に
話
し
て
も
ら
っ
た

が
（そ
の
通
訳
０
円
親
を
父
が
日
本
人
、
母
が

現
地
人
で
、
こ
の
戦
争
で
な
く
し
て
い
る
）
わ

か
っ
た
、
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
も
う
一度
こ

の
日
で
見
て
バ
ス
に
乗
る
か
ら
と
泣
き
な
が
ら

暗
く
な
っ
た
堂
の
中
を
走
る
彼
の
後
姿
を
見

て
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
を
憎
ん
で
い
る
で
あ
ろ

う
、
そ
の
気
持
を
察
し
、
戦
り
つ
を
覚
え
る
と

と
も
に
、
こ
の
様
な
悲
劇
、
否
こ
れ
以
上
の
残

酷
な
、
み
に
く
い
争
い
を
、
も
う
二
度
と
く
り

返
さ
ぬ
よ
う
戦
争
は
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
と

痛
感
し
、
三
七
万
の
戦
死
者
に
改
め
て
心
の
中

で
哀
悼
の
祈
り
を
さ
さ
げ
て
パ
ス
に
乗
っ
た
。

帰
り
の
パ
ス
は
暗
い
周
囲
と
、
彼
の
泣
く
声

に
ひ
っ
そ
り
と
し
て
、
ナ
イ
ン
は
す
っ
か
り
黙

っ
て
し
ま
い
、
静
か
に
マ
ニ
ラ
の
市
中
を
通
っ

て
ホ
テ
ル
に
帰
っ
た
。

羽
田
を
発
つ
と
き
、
私
の
父
は
ル
ソ
ン
島
で

戦
死
し
た
。
墓
地
が
あ
っ
た
ら
、
か
わ
り
に
た

の
む
と
い
わ
れ
、
日
本
人
戦
死
者
の
墓
が
無
い

か
と
尋
ね
た
所
、
近
く
こ
こ
に
作
る
予
定
だ
と

の
事
で
あ
っ
た
。
　
ヽ

十
二
月
八
日
（曇
時
々
雨
二十
八
度
）

午
前
中
買
い
物
に
行
く
。
な
か
な
か
街
に
出

て
行
く
機
会
が
な
い
の
で
、
堀
江
ガ
イ
ド
氏
に

案
内
し
て
も
ら
う
。
ア
メ
横
と
同
じ
て
、
商
札

と
お
り
買
う
と
損
す
る
。
商
品
は
日
本
の
方
が

ス
マ
ー
ト
。
し
か
し
、
値
段
は
輸
入
品
以
外
は

安
い
。
灘
の
銘
酒
菊
正
宗
が
千
人
百
円
で
、
サ

ン
ト
リ
ー
が
千
四
百
円
、
ス
コ
ッ
チ
が
千
五
百

円
か
ら
二
千
円
と
ま
り
。
酒
飲
み
は
喜
ぶ
。

第
二
戦
は
ラ
ン
ド
レ
ジ
ス
タ
ー
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
Ｈ
対
１
で
快
勝
。
ゲ
ー
ム
中
に
ス
コ
ー
ル

が
あ
り
、
一
時
中
断
す
る
も
、
小
降
り
に
な
る

と
観
衆
は
日
笛
を
鳴
ら
し
て
ゲ
ー
ム
を
始
め
ろ

と
騒
ぐ
。
結
局
ユ
ニ
ホ
ー
ム
か
ら
ス
パ
イ
ク

と
、
全
身
雨
と
ド
ロ
で
グ
ジ
ャ
グ
ジ
ャ
に
な
っ

て
ゲ
ー
ム
を
終
わ
る
。
日
本
な
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
も
よ
る
が
中
止
も
の
。

今
夜
も
ま
た
お
迎
え
。
こ
の
こ
ろ
は
役
員
が

招
待
に
く
る
の
を
そ
う
呼
び
、
暑
さ
や
環
境
の

変
化
で
疲
れ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
は
、
休
み
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
山
本
団
長
を
先
頭
に
、
に

ぎ
や
か
に
ホ
テ
ル
を
出
る
。
今
夜
は
レ
ス
ト
ラ

ン
ア
タ
ミ
。
こ
こ
は
日
本
食
で
（経
営
者
は
日

本
人
で
な
い
）
久
し
振
り
の
「さ
し
み
」
「大

根
の
つ
け
物
」
「み
そ
汁
」
「神
戸
牛
ビ
フ
テ

キ
」
に
食
欲
が
出
て
、
し
ば
し
東
京
の
レ
ス
ト

ラ
ン
と
間
違
え
た
。
こ
こ
で
テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
食
べ
て
て
、
団
長
が
、
そ
う
い
え
ば
、
テ
レ

ビ
見
た
の
初
め
て
だ
。
随
分
見
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
ほ
ど
普
及
し
て
い
な
い
の
だ
ね
。
ア
パ
ー

ト
、
住
宅
で
も
ア
ン
テ
ナ
が
見
当
た
ら
な
い
。

相
当
高
級
住
宅
か
、
一流
の
ホ
テ
ル
の
ロ
ピ
ー

に
し
か
な
い
よ
う
だ
と
話
し
あ
っ
た
。

十
二
月
九
日
侯
晴
三亡
麗
）

ゲ
ー
ム
が
な
い
日
な
の
で
、
前
夜
相
談
の
結

果
、
皆
温
泉
に
行
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
全
員

バ
ス
で
出
発
。
ホ
テ
ル
か
ら
約
二
時
間
半
で
ロ

ス
パ
ニ
ヨ
ス
温
泉
着
。
ホ
テ
ル
の
シ
ャ
ワ
ー

は
、
パ
ス
な
し
、
そ
の
う
え
湯
が
細
々
で
出
な

い
時
も
あ
り
、
六
日
も
フ
ロ
に
入
ら
な
い
か
ら

大
喜
び
。
と
こ
ろ
が
期
待
外
れ
も
甚
し
い
。
温

泉
と
い
う
の
は
名
ば
か
り
。
海
水
バ
ン
ツ
を
つ

け
な
い
と
入
れ
な
い
プ
ー
ル
が
一
つ
だ
け
。
石

ケ
ン
使
う
の
は
一
つ
し
か
な
い
シ
ャ
ワ
ー
だ
。

そ
れ
で
も
夏
の
気
分
を
も
う
一度
と
泳
い
だ
。

往
復
の
日
舎
の
風
景
は
な
か
な
か
よ
か
っ
た
が

年
三
回
収
穫
さ
れ
る
稲
は
、
田
植
を
し
て
い
る

な
と
見
て
い
る
と
、
次
の
部
落
で
は
刈
り
入

れ
だ
。
し
か
し
生
活
は
貧
し
そ
う
で
、
小
さ
な

家
具
な
ど
あ
ま
り
な
さ
そ
う
な
「ほ
っ
た
て
小

屋
」
風
な
家
が
多
く
、
の
ん
び
り
と
横
に
な
っ

て
る
大
き
な
水
牛
が
日
だ
つ
。
川
で
大
勢
の

「お
か
み
さ
ん
」
が
洗
た
く
し
て
い
る
の
を
見

た
が
、
洗
っ
た
も
の
は
、
そ
ば
の
事
の
上
に
は

す
。
そ
れ
ほ
ど
は
こ
り
が
な
く
、
気
持
よ
い
ほ

ど
空
気
が
き
れ
い
。
そ
し
て
帰
り
に
も
ま
だ
い

た
の
だ
か
ら
、
さ
し
つ
め
「川
喘
会
議
」
か

な
。
子
供
た
ち
を
泳
が
せ
な
が
ら
、
か
わ
く
の

を
待
ち
、
の
ん
び
り
と
一日
や
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

帰
り
道
カ
ン
ル
ー
バ
ン
の
工
場
を
見
学
。
広

大
な
砂
糖
き
び
の
畑
に
か
こ
ま
れ
た
工
場
は
、

社
宅
（役
付
者
で
家
賃
な
し
）
学
校
、
教
会
、

そ
の
他
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
、
プ
ー
ル
、
９
ホ
ー
ル

の
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
整
備
が
整
い
、
美
し
い
芝

生
、
数
知
れ
ぬ
花
、
花
、
工
場
と
い
う
よ
り
ち

ょ
っ
と
し
た
遊
園
地
、
も
ち
ろ
ん
野
球
場
も
あ

り
、
こ
れ
ま
た
緑
に
囲
ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
こ
こ
か
ら
遠
望
さ
れ
る
山
が
あ
っ

た
が
、
あ
の
山
ま
で
全
て
社
長
の
所
有
地
で
、

約
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
と
の
こ
と
。
し
か
し

そ
の
中
に
「ほ
っ
た
て
小
屋
」
風
の
民
家
が
列

を
な
し
て
い
る
の
を
見
て
、
貧
畠
の
差
が
如
何

に
は
げ
し
い
か
わ
か
る
。

十
二
月
十
日
（曇時々
曇
三十度）

第
四
戦
は
比
国
陸
軍
、
４
１
０
で
勝
ち
、
高

校
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
の
ゲ
ー
ム
。
や
は
り
軍
人

だ
。
フ
ァ
イ
ト
が
あ
り
、
整
然
と
し
て
気
持
ち

よ
い
チ
ー
ム
。
あ
ま
り
に
も
打
て
な
い
の
で
ゲ

ー
ム
終
了
後
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
ス
イ
ン
ク
で

し
ぼ
ら
れ
る
。
き
ょ
う
は
試
合
前
に
、
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
お
よ
び
極
東
大
学
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち

に
コ
ー
チ
を
依
頼
さ
れ
、
監
督
初
め
皆
で
教
え

る
。十

二
月
十
一日
侯
晴
三十ｇ

休
養
日
で
あ
っ
た
が
、
会
長
の
た
っ
て
の
頼

み
て
、
ス
ー
ビ
ッ
ク
ベ
イ
と
い
う
比
国
駐
在
米

海
軍
の
基
地
の
テ
ー
ム
と
対
戦
す
る
こ
と
に
な

り
、
七
時
半
出
発
、
背
中
が
木
で
、
ク
ッ
シ
ョ

ン
の
固
い
パ
ス
で
、
十
一
時
基
地
に
到
着
。
あ

す
に
も
ベ
ト
ナ
ム
に
飛
び
立
つ
も
の
も
チ
ー
ム

の
中
に
い
る
と
い
う
兵
隊
た
ち
と
、
２
１
１
で

ゲ
ー
ム
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
家
族
や
基
地
内

の
学
校
に
て
教
育
を
受
け
て
い
る
小
、
中
学
生

の
可
愛
い
ら
し
い
応
援
風
景
の
中
で
、
日
本
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
と
喜
ぶ

彼
ら
の
姿
（得
点
差
を
大
き
く
し
て
悪
か
っ
た

が
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
面
目
も
あ
り
）
本
当
に

一日
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
、
こ
れ
ら
の

若
者
が
あ
す
も
し
か
す
る
と
戦
争
に
参
加
す
る

の
か
と
は
信
し
ら
れ
ぬ
程
明
る
く
の
ん
び
り
し

た
風
景
。
時
々
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
飛
び
出
す
の

が
、
突
然
山
の
中
か
ら
出
て
来
る
よ
う
な
の
で

問
い
て
み
る
と
、
山
中
に
滑
走
路
が
あ
る
そ
う

で
、
す
っ
ぼ
り
山
の
中
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
が

こ
こ
に
飛
行
場
が
あ
る
の
か
な
と
、
さ
が
し
て

も
見
つ
か
ら
ぬ
わ
け
だ
。

帰
途
は
五
時
半
出
発
し
た
の
で
、
九
時
に
ホ

テ
ル
に
着
い
た
が
、
そ
の
途
中
、
例
の
「ほ
っ

た
て
小
屋
」
が
や
は
り
道
路
（こ
れ
だ
け
は
立

派
な
道
だ
）
の
間
側
に
見
ら
れ
た
が
、
電
気
が

な
く
、
ろ
う
そ
く
か
、
あ
る
い
は
灯
油
だ
”
日

本
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
ど♪らい
暗
い
。
道
は

立
派
で
ホ
コ
リ
が
た
た
ず
、
路
端
は
ク
リ
ー
ン

が
美
し
い
だ
け
に
、
ア
ン
パ
ラ
ン
ス
な
感
し
を

受
け
た
。
ま
た
基
地
の
周
囲
の
街
は
、
日
本
に

も
見
ら
れ
た
風
景
で
、
ア
メ
リ
カ
兵
に
「こ

び
」
を
売
る
風
景
「た
か
る
」
子
供
た
ち
、
戦

後
の
二
、
三
年
を
思
い
出
す
。

十
二
月
十
二
日
黛
後雨
二十八じ

再
び
カ
ン
ル
ー
バ
ン
と
対
戦
。
初
回
１
一忠を

先
取
し
て
、
す
ぐ
二
回
に
ス
コ
ー
ル
が
あ
り
、

一
時
間
ほ
ど
中
断
。
ま
た
四
回
に
ス
コ
ー
ル
で

も
う
グ
ー
ム
で
き
る
状
態
で
な
か
っ
た
が
再

開
。
六
回
に
エ
ラ
ー
が
出
て
初
め
て
相
手
に
２

点
先
取
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
七
回
表

日
も
落
ち
か
か
り
、
暗
く
な
っ
て
き
た
の
で
必

死
の
攻
撃
。
２
点
取
っ
て
逆
転
し
て
喜
ぶ
も
、

球
審
の
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
に
あ
っ
け
に
と
ら
れ
、

わ
れ
わ
れ
よ
り
も
観
衆
が
大
騒
ぎ
。
イ
ス
を

投
げ
る
や
ら
ヤ
ン
キ
ー
ゴ
ー
ホ
ー
ム
と
怒
る
や

ら
で
（球
審
は
米
国
人
）ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
説
明

も
通
ら
な
い
ほ
と
、
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
プ
レ

ー
ト
に
整
列
し
た
が
、
相
手
は
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト

の
宣
告
と
同
時
に
ベ
ン
チ
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に

素
早
く
帰
っ
た
の
で
、
観
衆
に
向
か
っ
て
日
本

式
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
引
上
げ
、
な
か
な
か
引

き
上
げ
ぬ
観
衆
の
た
め
わ
れ
わ
れ
は
練
習
の
サ

ー
ビ
ス
。
そ
の
こ
ろ
ま
で
明
る
か
っ
た
。

あ
と
で
通
訳
氏
の
話
し
に
よ
る
と
、
親
善
ゲ

ー
ム
に
あ
ん
な
こ
と
を
し
て
勝
つ
な
ん
で
比
国

の
恥
だ
。
遠
来
の
テ
ー
ム
に
申
し
訳
な
い
と
、

現
地
人
は
か
ん
か
ん
に
怒
っ
た
そ
う
だ
。
し
か

し
わ
れ
わ
れ
は
、
い
つ
も
応
援
に
き
て
く
れ
て

る
マ
ニ
ラ
在
住
の
日
本
人
二
世
の
方
々
に
は
、

お
粗
末
な
ゲ
ー
ム
に
な
り
、
期
待
に
反
し
た
プ
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ま……す
:ば

級…1

レ
ー
を
反
省
し
た
。

十

二
月
十
三
日

（曇

二
十
八
度
）

最
終
戦
は
極
東
大
学
。
き
の
う
の
敗
戦
も
あ
り

わ
れ
わ
れ
の
力
を
出
し
尽
く
そ
う
と
猛
打
を
発

揮
、
竹
之
内
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
も
飛
び
出
し
、
９

１
２
で
快
勝
、
観
衆
も
、
ま
た
日
本
人
応
援
団

も
満
足
さ
れ
た
よ
う
だ
。

試
合
終
了
後
、表
彬
式
。́
しヽ
て
夜
は
お
別
れ

パ
ー
テ
ィ
ー
を
ホ
テ
ル
の
食
堂
に
て
開
か
れ

た
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
、
山
本
団
長
の
計
ら

い
て
、
毎
日
日
本
側
ベ
ン
チ
上
の
最
前
列
で
応

援
し
て
く
れ
た
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
達

を
招
待
し
、
会
長
ほ
か
役
員
と
そ
の
家
族
た

ち
、
パ
ラ
レ
ヤ
ス
氏
の
部
下
、
わ
れ
わ
れ
が
到

着
し
た
日
か
ら
毎
昼
夜
陰
な
か
ら
守
っ
て
く
れ

た
、
ベ
ー
ル
を
ぬ
い
だ
私
服
の
秘
密
警
官
た
ち

（ボ
デ
ー
ガ
ー
ド
）
パ
ッ
ト
ボ
ー
イ
か
ら
運
転

手
ま
で
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
か
け
つ
け
、
お
み

や
げ
の
交
換
、
記
念
写
真
、
サ
イ
ン
な
ど
し
合

っ
て
、
カ
ン
パ
イ
（マ
ブ
ハ
イ
・
イ
エ
バ
ー
）

の
連
続
。
一応
ホ
タ
ル
の
光
を
皆
で
合
唱
し
て

子
供
や
婦
人
達
は
帰
宅
し
た
が
、
仲
良
し
に
な

っ
た
選
手
同
士
は
そ
の
後
も
も
つ
れ
る
よ
う
に

だ
き
あ
っ
て
ダ
ン
ス
し
た
り
、
イ
エ
パ
ー
、
イ

エ
バ
ー
と
大
声
を
あ
げ
て
コ
ッ
プ
の
ぶ
っ
つ
け

あ
い
。
ダ
ン
ス
も
日
本
の
炭
鉱
踊
り
を
か
え

た
も
の
。
日
本
選
手
も
比
国
人
も
区
別
な
し
、

国
境
を
越
え
て
、
同
じ
野
球
人
と
し
て
一
つ
の

心
に
と
け
、
夜
の
ふ
け
る
の
も
知
ら
な
い
。
ボ

ー
イ
た
ち
は
決
を
流
し
て
手
を
撮
り
、
ま
た
来

て
く
れ
、
と
査
度
も
幾
度
も
イ
エ
バ
ー
を
迪

発
、
帰
ろ
う
と
し
な
い
。
十
一日
間
は
ア
ッ
と

い
う
間
に
過
ぎ
る
ほ
ど
短
か
っ
た
が
、
そ
の
内

容
は
豊
富
。
マ
ニ
ラ
の
生
活
、
関
係
者
の
好

意
、
そ
の
他
、
忘
れ
れ
ぬ
ら
こ
と
ば
か
り
）
床

に
つ
い
て
親
善
の
役
目
を
反
省
し
て
み
で
、
山

本
団
長
以
下
全
員
、
そ
の
目
的
の
た
め
■
で
を

つ
く
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
あ
す
の
出
発
に
あ

た
っ
て
、
安
心
し
て
ね
む
り
に
つ
い
た
。

ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
こ
の
遠
征
て
一番

苦
労
さ
れ
た
の
は
、
山
本
団
長
、
通
訳
兼
務
の

大
渓
役
員
で
、
忙
し
い
体
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

選
手
の
面
倒
見
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
ご
古
労
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
、
無
事
期
菩
の
役
日
も
は
た
せ

た
も
の
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
）

終
わ
り
に
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・ト
ニ
ー
と
、
そ

の
部
下
、
パ
ギ
ア
去
人
と
役
員
た
ち
の
連
日
お

世
話
く
だ
さ
っ
た
好
意
、
こ
れ
か
ら
も
毎
年
ど

こ
か
の
テ
ー
ム
か
訪
比
す
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の

二
人
に
は
胸
を
聞
い
て
、
な
ん
で
も
話
し
て
よ

い
と
思
う
し
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
気
持
を
一番

よ
く
理
解
し
て
く
れ
る
親
日
家
で
あ
る
。
こ
の

二
人
か
い
ら
な
か
っ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
陸
に

上
が
っ
た
カ
ン
パ
だ
つ
た
ろ
う
と
、
想
像
で
き

る
。
二
人
の
幸
福
と
、
比
国
野
球
の
発
展
を
祈

り
、
わ
れ
わ
れ
は
マ
ニ
ラ
を
あ
と
に
し
た

ヽ
。

ち
、
各
国
も
ち
ま
わ
り
て
主
催
し
て
い
る
こ

と
、
こ
れ
ら
語
日
の
う
ち
で
、
最
近
最
も
強
い

の
か
＋
ュ
ー
バ
で
あ
り
、
つ
い
で
プ
エ
ル
ト
リ

コ
、
あ
と
メ
キ
シ
ヨ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
パ
ナ
マ

な
ど
は
ほ
ぼ
前
者
に
迫
る
実
力
を
持
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
．夕
・

友
好
要
に
会
見
を
終
わ
っ
て
新
聞
記
者
連
は

ひ
き
あ
げ
、
マ
ン
リ
ケ
氏
と
わ
れ
わ
れ
は
小
川

支
店
長
の
招
待
で

，
食
を
ご
地
走
に
な
っ
た
ｃ

新
聞
記
者
た
ち
の
前
に
お
け
る
マ
ン
リ
ケ
氏
の

言
動
と
、
新
聞
記
者
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
の

言
動
と
で
は
、
あ
る
程
度
の
相
遊
が
感
じ
ら
れ

た
。
記
者
た
ち
の
前
で
は
、
時
に
は
き
び
し
い

か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
百
辞
を
弄
し
た
マ
ン
リ

ケ
氏
も
、
わ
れ
わ
れ
と
だ
け
に
な
っ
た
と
き
は

純
ヽ
た
る
好
々
爺
と
化
し
て
い
た
。
こ
こ
ら
に

メ
キ
シ
コ
・
ス
ホ
ー
ツ
団
体
と
報
道
関
係
と
の

間
に
微
妙
な
空
気
が
存
在
す
る
こ
と
が
伺
わ
れ

た
。食

後
、
マ
ン
リ
ケ
氏
の
案
内
で
、
メ
キ
シ
ヨ

シ
テ
ィ
の
野
球
場
を
訪
れ
、
こ
こ
に
日
本
チ
ー

ム
を
お
迎
え
す
る
の
だ
と
い
わ
れ
た
。
球
場
は

完
備
し
た
も
の
で
、
外
野
は
後
楽
旧
よ
り
ち
ょ

っ
と
広
い
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。
野
球
場
視
案

と
同
‐―■
に
、
わ
れ
わ
れ
は
メ
キ
シ
ヨ
大
学
を
訪

れ
、
そ
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
場
を
見
た
。
大
学
の

校
合
も
立
派
と
思
っ
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
競
技

場
は
さ
ら
に
驚
歎
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

ヽ
収
容
力
十
一
万
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
日
四

に
は
広
く
石
畳
の
駐
車
場
を
持
ち
、
し
か
も
か

な
り
去
術
味
を
お
び
た
設
計
で
、
外
見
美
し
く

調
利
か
と
れ
、
如
何
に
も
立
派
な
競
技
場
と
感

じ
ら
れ
た
。
次
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て

は
、
こ
の
サ
ッ
カ
ー
研
技
場
が
そ
の
ま
ま
使
用

さ
れ
る
と
聞
か
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
余
り
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
メ
イ
ン
ｏ
ス
タ
ツ
ア
ム
を
建
設
中
と

昨
年
五
月
末
、
公
用
を
も
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
何
き
、
そ
の
後
、
機
会
を
得
て
中
南
米
を

ま
わ
り
、
各
地
の
野
球
界
を
祝
察
し
、
あ
わ
せ

て
日
本
チ
ー
ム
遠
征
の
下
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
以
下
は
各
地
野
球
団
体
代
表
者
と
の
交

渉
記
録
で
あ
る
。

班

嚢

嚢

， 〕銅

灘

え
、
川
瀬
理
事
を
汁
同
し
て
メ
キ
シ
コ
に
行
っ

た
の
か
六
月
十
日
だ
っ
た
ｃ
川
瀬
君
は
日
経
連

関
係
の
欧
米
祝
察
団
に
加
わ
っ
て
い
た
が
、
数

日
を
さ
い
て
メ
キ
シ
コ
野
球
界
と
の
技
触
の
た

め
に
、
私
に
同
行
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
ぅ

メ
キ
シ
コ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
連
帰
会
長
マ

ン
リ
ケ
氏
と
あ
ら
か
し
め
連
絡
ず
み
で
あ
っ
た

の
で
、
十
一日
午
前
、
三
井
物
産
メ
キ
シ
ヨ
文

店
に
お
い
て
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
〕
こ
の

と
き
は
、
同
市
ス
ポ
ー
ツ
関
係
新
聞
の
記
者

五
、
大
名
と
↓
一井
物
産
小
川
支
店
量
、な
ら
び

に
適
訳
に
当
た
っ
て
く
れ
た
物
産
社
員
岸
、
金

子
の
同
君
か
参
加
し
た
。

マ
ン
リ
ケ
氏
は
、
五
十
を
少
し
こ
す
と
思
わ

れ
る
宝
々
た
も
体
州
の
人
て
、
非
常
に
好
感
を

も
つ
態
皮
て
初
対
面
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
し

か
し
、
新
聞
記
者
語
君
も
ニ
ュ
ー
ス
待
ち
の
体

で
ひ
か
え
て
い
る
の
で
、
あ
い
さ
つ
を
済
ま
す

と
、
た
だ
ち
に
日
本
チ
ー
ム
の
メ
キ
シ
ヨ
遠
征

の
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
話
を
切
り
出
し

て
き
た
。
私
ど
も
は
、
メ
キ
シ
コ
と
の
交
歓
の

た
め
、
――
本
の
野
球
チ
ー
ム
を
■
一れ
て
き
た

い
。
そ
の
場
合
、
メ
キ
シ
コ
で
は
ど
ん
な
条
件

で
応
じ
ら
れ
る
か
を
買
し
た
の
に
対
し
て
、
マ

ン
リ
ケ
氏
は
、
中
両
米
の
国
際
試
合
の
慣
召
と

し
て
、
遠
征
テ
ー
ム
は
旅
費
も
ち
、
国
内
滞
在

費
一切
は
地
元
チ
ー
ム
も
ち
と
き
ま
っ
て
い

る
。
カ
リ
ブ
海
野
球
連
盟
で
も
こ
う
し
た
万
式

で
試
合
を
し
て
い
る
…
と
の
答
え
で
あ
っ
た
。

日
本
チ
ー
ム
遠
征
の
場
合
に
は
、
往
復
旅
費

が
非
常
に
か
か
る
の
で
、
そ
の
一部
を
メ
キ
シ

ヨ
に
お
い
て
負
担
す
る
万
法
は
な
い
か
と
い
う

問
い
に
対
し
て
は
、
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
と

断
わ
ら
れ
た
。
結
局
、
日
本
チ
ー
ム
が
往
復
の

旅
費
を
負
担
し
て
く
る
な
ら
ば
、
メ
キ
シ
ヨ
は

喜
ん
で
歓
迎
し
、数
試
合
を
行
な
い
、そ
の
間
の

経
費
一
切
は
メ
キ
シ
ョ
側
に
お
い
て
負
担
す
る

と
い
う
条
件
で
、
日
本
チ
ー
ム
を
受
け
入
れ
る

こ
と
に
な
り
、
最
終
的
に
は
い
ず
れ
日
本
側
よ

り
正
式
手
続
に
よ
る
甲
し
込
み
を
待
っ
て
決
定

す
る
こ
と
に
話
が
ま
と
ま
っ
た
。

こ
の
上
き
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
の

は
、
カ
リ
フ
海
治
岸
諸
国
で
年
次
大
会
を
持
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聞
い
て
、こ
れ
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
見
た
．基
礎

工
事
を
終
え
、
立
ち
上
か
り
の
建
設
に
か
か
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
、　
一
蹟
く
ら
い
ま
で
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
エ
事
か
す
ん
て
い
た
が
、
あ
と
は
ま

だ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
粒
立
て
中
で
あ
っ

た
。
一見
し
た
だ
け
で
、
見
ヽ
も
つ
き
か
ね
る

が
、
大
体
神
宮
の
メ
イ
ン
・
ス
タ
ツ
ア
ム
程
度

の
も
の
か
と
観
察
し
て
き
た
。

翌
ロ
マ
ン
リ
ケ
氏
の
好
意
で
、
市
の
は
ず
れ

に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。

，Ｌ
」に
は
、
周
囲
五
ま
の
自
動
車
競

技
場
が
あ
り
、
そ
れ
を
中
心
に
し
て
、
四
十
八

の
サ
ッ
カ
ー
競
技
場
、
二
十
人
の
野
球
悦
技

場
、
二
つ
の
水
泳
プ
ー
ル
、
そ
の
他
テ
ニ
ス
・

コ
ー
ト
、
パ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
コ
ー
ト
な
ど

が
あ
っ
た
。
実
に
見
事
な
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ

は
た
だ
う
ら
や
む
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
競
技
場
は
国
費
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
政

府
の
政
策
と
し
て
か
な
り
民
衆
の
気
持
ち
を
と

ら
え
る
た
め
の
意
図
が
あ
っ
た
と
ＩＩＩＩ
い
て
い
る

が
、
ど
う
い
う
動
機
で
あ
ろ
つ
と
、
こ
の
よ
・フ

な
世
界
に
冠
た
る
競
技
場
を
持
っ
た
こ
と
は
メ

キ
シ
コ
の
誇
り
で
あ
り
、
ま
た
メ
キ
シ
ヨ
市
民

の
誇
り
で
あ
ろ
う
。

メ
キ
シ
ョ
の
青
少
年
は
十
価
な
る
か
な
、
と

讀
辞
を
お
さ
え
え
な
か
っ
た
。

土
曜
、
日
曜
に
は
野
球
の
ナ
イ
タ
ー
が
あ
る

と
い
う
の
で
わ
れ
わ
れ
も
は
い
っ
て
み
た
。
あ

い
に
く
夜
冷
え
が
し
て
き
た
の
で
、
長
く
は
見

て
い
な
か
っ
た
が
、
土
地
の
セ
ミ
プ
ロ
・
チ
ー

ム
の
試
合
で
あ
っ
た
。
川
瀬
君
の
観
察
に
よ
る

と
、
日
本
の
プ
ロ
の
Ｒ
級
ク
ラ
ス
だ
ろ
う
と
い

つ
。
私
の
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
投
手
の
球
の
速

い
こ
と
、
打
球
の
遠
く
飛
ぶ
こ
と
は
相
当
な

一
，

４
一
´
一
ソ
春
″
一
一

メ
一
刻
封
悧
畑
江

て
、
川
瀬
君
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
、
私
は
プ
ラ

ジ
ル
ヘ
と
向
か
っ
た
。
途
中
パ
ナ
マ
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
を
経
由
し
、
プ
ラ
ツ
ル
に
入
り
、
ま
ず
リ

オ
・デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
若
い
た
。
早
速
国
付

大
使
に
面
会
し
、
日
本
野
球
チ
ー
ム
訪
伯
の
計

―――‐―
の
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
将
来
の
援
助
協
力
を

こ
う
た
。
つ
い
で
二
十
三
ロ
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
到

４１
ノ
、）。

も
の
だ
と
考
え
た
。
か
つ
て
巨
人
軍
が
当
地
を

訪
れ
て
完
敗
し
た
と
い
う
こ
と
を
聞
か
さ
れ

た
。
川
上
が
四
番
を
打
っ
て
い
た
当
時
だ
か

ら
、
そ
ん
な
弱
い
は
ず
は
な
い
が
、
一つそ
ら
く

″高
度
″
に
負
け
た
も
の
だ
ろ
う
。
メ
キ
シ
コ

市
は
海
技
二
千
三
百
ン
で
、
酸
素
が
稀
薄
で
、

わ
れ
わ
れ
で
も
階
段
を
の
ぼ
っ
た
り
す
る
と
そ

の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。
メ
キ
シ
コ
で
試
合
す

る
と
き
に
は
、
相
手
チ
ー
ム
の
強
さ
よ
り
も
、

日
本
チ
ー
ム
の
高
唾
順
応
が
で
き
る
か
ど
う
か

が
一番
大
き
な
問
題
だ
ろ
う
。

な
お
、
わ
れ
わ
れ
は
一夕
大
使
公
邸
に
招
待

さ
れ
て
日
本
食
の
饗
応
に
あ
ず
か
っ
た
。
そ
の

と
き
林
大
使
か
ら
メ
キ
シ
コ
の
国
を
あ
げ
て
の

歓
迎
に
あ
っ
た
皇
太
子
ご
夫
妻
の
訪
間
の
世
様

を
聞
き
、
ま
こ
と
に
う
れ
し
く
感
じ
た
も
の

だ
。皇
太
子
ご
夫
妾
の
人
気
は
、到
る
と
こ
ろ
で

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
と
メ
キ
シ
ョ
と
の

国
交
の
た
め
に
は
最
上
の
は
な
む
け
だ
っ
た
よ

う
に
思
う
。
わ
れ
わ
れ
も
野
球
を
通
じ
て
及
ば

ず
な
か
ら
腋
尾
に
付
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
た
も
の
だ
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
は
人
口
約
四
百
万
あ
り
、
南

米
で
最
も
活
気
の
あ
る
産
業
都
市
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
日
系
の
住
民
も
多
く
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

全
体
を
通
ず
る
と
五
十
六
万
人
に
達
す
る
と
聞

か
さ
れ
た
。
日
系
人
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
を
中
心

に
、
周
辺
各
地
に
枚
在
し
て
い
る
が
、
み
な
日

本
を
あ
こ
が
れ
、
と
く
に
野
球
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
つ
で
あ
る
。
ブ
ラ
ツ
ル
に
お
け
る
野
球
と

い
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
に

限
ら
れ
る
も
の
で
、
し
か
も
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の

野
球
熟
の
中
心
は
日
系
人
に
あ
る
わ
け
で
あ

る
。
現
仁
州
全
体
の
野
球
の
統
合
機
関
で
あ
・る

サ
ン
バ
ウ
ロ
州
野
球
連
盟
の
会
長
は
、
人
望
の

ｔ
つ
い
オ
リ
ン
ピ
オ
氏
一じ
あ
る
か
、
そ
の
役
員

の
し
く
は
日
■
人
で
あ
り
ヽ
ま
た
各
地
の
野
球

協
会
の
会
長
も
日
系
人
か
多
い
よ
つ
て
あ
る
。

一
言
に
し
て
い
う
と
、
プ
ラ
ツ
ル
の
野
球
は

日
本
人
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て

も
過
古
で
は
な
い
。
そ
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
に

関
す
る
限
り
野
球
熱
は
非
常
に
高
い
。
お
そ
ら

く
甲
雨
米
を
通
じ
て
一番
高
い
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
あ
る
■
Ｌ
の
技
術
水
準
に
達
し
て
い
る
野

球
チ
ー
ム
だ
け
で
も
、
百
四
十
を
越
す
と
い
わ

れ
て
い
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
肌
在
日
本
総
領
事
鶴
我
氏
も
非

常
な
野
球
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
野
球
の
支
持
者
で

あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
総
彼
小
館
の
職
員
諸

氏
も
野
球
の
支
持
者
が
多
か
っ
た
。
サ
ン
パ
ウ

ロ
州
体
育
大
臣
パ
デ
ィ
リ
ヤ
氏
も
野
球
の
理
解

者
で
あ
る
と
同
時
に
非
常
な
糊
国
家
だ
。
そ
の

後
パ
デ
ィ
リ
ヤ
氏
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

ブ
ラ
ツ
ル
代
表
と
し
て
来
１１
さ
れ
、
寸
暇
を

さ
い
て
私
ど
も
と
会
食
し
て
く
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
サ
ン
バ
ウ
ロ
州
に
関
す
る
限
り

は
、
官
民
と
も
に
野
球
の
受
好
家
の
集
り
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
つ̈
し
た
前
促
知
識
の
下

に
、
私
は
三
日
に
わ
た
っ
て
、
毎
日
野
球
協
会

役
員
諸
氏
と
会
合
し
、
歓
淡
し
、
会
食
す
る
機

会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
か
れ
ら
日
系
人
は

野
球
の
受
好
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
非
常
な
祖

日
の
受
＝
者
で
あ
り
、
私
は
毎
日
う
れ
し
い
感

激
の
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。
サ
ン
パ
ウ

ロ
野
球
協
会
は
、
日
本
社
会
人
チ
ー
ム
の
来
伯

を
心
か
ら
歓
迎
し
て
、
ぜ
ひ
至
急
実
現
す
る
こ

‐́́
｝を
｝
ん
だ
。

私
も
こ
れ
に
ハ
え
て
、
も
し
事
情
が
許
す
な

ら
ば
来
年
で
も
き
た
い
。
た
だ
日
本
か
ら
ブ
ラ

メ
キ
シ
ヨ
国
立
大
学
の
中
に
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ン
ア
ム

野
球
好
き
の
日
系
人
…
…
〓

…̈
…
…
…
社
会
人
チ
ー
ム
の
来
伯
を
熱
望
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寓倉奔鰭瀑呈

ジ
ル
ま
で
は
非
常
に
違
く
、
旅
費
が
か
さ
む
の

で
、
そ
の
一部
を
ブ
ラ
ツ
ル
で
負
担
し
て
く
れ

れ
ば
、
こ
の
実
現
は
容
易
に
な
る
日
を
こ
た
え

た
と
こ
ろ
、
日
本
チ
ー
ム
二
十
人
と
し
て
、
一

人
当
た
り
四
五
〇
ノ
支
出
す
る
こ
と
を
約
し
て

く
れ
た
。
か
れ
ら
と
し
て
も
、
州
全
体
に
わ
た

る
理
事
を
招
集
し
、
正
式
理
事
会
を
開
か
な
け

れ
ば
回
答
に
は
な
ら
な
い
わ
け
だ
が
、
オ
リ
ン

ピ
オ
氏
を
中
心
に
し
た
主
要
理
事
の
間
で
、
一

応
内
諾
の
形
で
返
事
を
し
て
く
れ
た
わ
け
で
あ

０́
。サ

ン
パ
ウ
ロ
は
十
月
に
な
る
と
雨
期
に
な
る

の
で
、
来
伯
は
そ
の
前
が
都
合
が
い
い
と
い
う

こ
と
を
聞
き
、
大
体
六
五
年
九
月
二
十
日
頃
東

京
を
発
っ
て
、
ベ
ル
ー
経
由
九
月
二
十
五
、
六

日
頃
サ
ン
パ
ウ
ロ
着
、
人
口
乃
至
十
日
滞
在
、

五
試
合
程
度
挙
行
と
い
う
段
取
り
で
中
し
合
わ

せ
を
し
た
。
在
伯
中
の
滞
在
費
は
全
部
ブ
ラ
ツ

ル
側
負
担
で
あ
る
こ
と
は
、
メ
キ
シ
コ
と
同
様

で
あ
る
。
私
か
ら
は
、
い
ず
れ
帰
朝
後
、
日
本

社
会
人
野
球
協
会
の
理
事
会
を
開
き
、
上
記
条

件
で
中
南
米
遠
征
を
き
め
、
正
式
に
文
書
を
以

て
申
し
入
れ
る
こ
と
を
告
げ
た
。

三
日
に
わ
た
っ
て
協
議
し
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
野

球
協
会
の
主
要
役
員
諸
氏
は
次
の
人
々
で
あ

０́
。会

長
　
オ
リ
ン
ピ
オ
・ダ
・
シ
ル
バ

西
　
イ
サ
オ
（弁
護
士
）

大
塚
　
　
実
（プ
ラ
ス
棉
、
専
務
）

藤
平
　
正
義
（プ
ラ
ジ
ル
豊
和
工
業

専
務
）

竹
中
　
正
（日
伯
文
化
協
会
理

事
）

横
田
　
守
正

田
中
　
繁
大

清
水
ル
イ
ス
（プ
ラ
ジ
ル
章
和
工
業

職
員
）

政
則

健
一
（鐘
紡
取
締
役
）

要
（歯
科
医
）

愛
児

正
ヨ
（南
米
銀
行
）

秀
一

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
は
数
年
前
、
早
大
野
球
部
が

遠
征
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
と
き
の
戦

績
を
見
る
と
、
日
本
チ
ー
ム
に
対
し
て
は
歯
が

立
た
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
補
強
を
続
け
る
と

と
も
に
、
地
元
優
秀
選
手
も
加
入
し
て
相
当
実

力
を
上
げ
て
き
て
は
い
る
と
思
う
が
、
お
そ
ら

く
日
本
の
都
市
対
抗
優
勝
チ
ー
ム
に
五
分
の
戦

い
を
挑
む
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
と
観
察
さ
れ

る
。
し
か
し
プ
ラ
ジ
ル
野
球
界
は
日
本
の
社
会

人
チ
ー
ム
の
来
伯
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
も
の

で
、
そ
の
勝
敗
は
二
の
次
に
考
え
て
い
る
よ
う

一ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
¨

六
月
二
十
六
日
午
後
二
時
ご
ろ
サ
ン
パ
ウ
ロ

飛
行
場
を
発
っ
て
、
約
二
時
間
で
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
首
府
フ
エ
ノ
ス
・ア
イ
レ
ス
に
到
着
し
た
。

ホ
テ
ル
に
着
く
と
同
時
に
、
た
だ
ち
に
大
使

館
に
田
中
大
使
を
訪
間
し
あ
い
さ
つ
し
た
。
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
は
ち
ょ
う
と
真
冬
で
、
か
な
り
寒

く
日
没
も
早
か
っ
た
。
三
井
支
店
の
連
絡
で
、

プ
市
在
住
の
野
球
関
係
者
十
名
が
、
大
使
館
別

室
に
夜
に
な
っ
た
の
も
構
わ
ず
に
待
っ
て
い
て

く
れ
た
。
そ
の
人
々
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

土
井
エ
ド
ア
ル
ド
（首
都
圏
野
球
連
盟

会
長
）

喜
田
　
正
雄

球
場
は
ナ
ッカ
ー
兼
用
…
…
・・・‥

一…
・
…
…
…
…
チ
‐
ム
は
各
人
種
の
混
合．．．．．．

だ
Ｇわ

れ
わ
れ
も
遠
征
す
る
と
き
に
は
、
こ
う
し

た
事
情
を
よ
く
頭
に
入
れ
て
、
友
好
試
合
を
展

開
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
ア
メ
リ
カ
本
国
の
米
人
チ
ー
ム
を
滞
同
し

て
、
国
際
試
合
を
観
蛍
し
て
も
ら
う
こ
と
も
一

案
で
あ
る
。
フ
ラ
ジ
ル
側
と
歓
談
の
際
に
も
し

ば
し
ば
こ
の
話
が
出
て
、
日
本
側
に
お
い
て
研

究
す
る
こ
と
を
約
し
て
き
た
。

総
領
事
館
が
非
常
に
熱
心
で
あ
り
、
か
つ
会

合
の
都
度
細
部
に
わ
た
っ
て
配
慮
し
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
は
感
謝
に
た
え
な
い
。
こ
の
件
に
つ

い
て
は
中
川
領
事
が
担
当
し
た
。
ま
た
海
外
商

社
、
と
く
に
三
井
物
産
が
加
藤
支
店
長
以
下
多

数
の
人
が
あ
っ
せ
ん
、
使
誼
の
労
を
と
ら
れ
た

こ
と
に
は
感
謝
す
る
。

佐
々
木
三
千
雄

稲
畠
　
孝
輔

肥
後
　
徹
意
（現
役
選
手
）

重
松
　
　
　
（　
〃
　
　
）

有
水
　
藤
雄

渡
辺
　
　
諒

藤
田
　
正
夫

西
本
　
四
郎
（在
亜
日
本
人
会
幹
事
）

な
お
、
連
絡
あ
っ
せ
ん
の
役
を
も
兼
ね
て
、

三
井
物
産
横
堀
治
雄
氏
も
列
席
し
た
。

私
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
野
球
連
盟
の
有
力
な

皆
さ
ん
に
面
会
す
る
こ
と
の
で
き
た
喜
ひ
と
、

日
本
社
会
人
野
球
協
会
と
し
て
中
両
米
遠
征
の

計
画
が
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
野
球

連
盟
か
ら
、
ぜ
ひ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
野
球
連
盟
の

皆
さ
ん
に
も
お
会
い
す
る
よ
う
す
す
め
ら
れ
て

当
地
に
参
っ
た
意
味
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
首

都
圏
野
球
連
盟
会
長
土
井
エ
ド
ア
ル
ド
氏
か
ら

歓
迎
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
そ
し
て

お
互
い
十
年
の
知
己
の
如
く
、
何
の
へ
だ
た
り

も
な
く
野
球
を
中
心
に
歓
談
し
た
。

結
論
的
に
い
う
と
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い

て
も
、
ぜ
ひ
日
本
チ
ー
ム
の
来
征
を
希
望
し

た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
は
、
プ
エ
ノ
ス
・
ア
イ

レ
ス
を
中
心
に
、
Ａ
ク
ラ
ス
と
見
ら
れ
る
チ
ー

ム
が
八
チ
ー
ム
あ
り
、
そ
の
他
全
国
的
に
見
る

と
き
に
は
相
当
数
に
達
す
る
が
、
そ
の
技
量
は

非
常
に
低
く
、
Ａ
ク
ラ
ス
と
い
え
ど
も
サ
ン
パ

ウ
ロ
・
チ
ー
ム
に
比
較
す
る
と
Ｃ
級
ぐ
ら
い
と

い
わ
れ
た
。
彼
ら
の
う
ち
に
も
日
本
の
都
市
対

抗
優
勝
チ
ー
ム
と
試
合
す
る
技
量
は
到
底
な
い

と
告
白
す
る
人
も
一、
二
い
た
が
、
と
も
か
く

日
本
チ
ー
ム
を
迎
え
て
教
え
を
乞
お
う
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
意
見
が
圧
倒
的
で
、
日
本
チ
ー
ム

の
来
征
に
は
非
常
な
熱
意
と
歓
迎
の
意
が
見
ら

れ
、
ラ
れ
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
有
名
な
穀
倉
地
帯
を
持

ち
、
牧
蓄
も
盛
ん
で
、
か
つ
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
食
糧
庫
と
い
わ
れ
、
国
民
の
所
得
も
非
常
に

高
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ブ
市
の
外
観
は
全
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
変
わ
り
な
く
、
街
路
に
紙
屑
一

つ
な
く
、
実
に
清
潔
な
感
じ
の
き
れ
い
な
街
で

あ
る
。
た
だ
ペ
ロ
ン
大
統
領
時
代
、
思
い
切
っ

た
社
会
主
義
政
策
を
と
り
、
そ
れ
が
こ
の
国
の

長
い
伝
統
を
破
り
、
階
級
意
識
を
目
覚
め
さ

せ
、結
果
的
に
は
資
本
の
海
外
逃
避
と
な
り
、国

民
生
活
水
準
の
低
下
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
日
系

人
も
比
較
的
少
な
く
、
野
球
は
専
ら
各
人
種
の

混
合
チ
ー
ム
の
よ
う
で
あ
る
。

野
球
場
の
有
無
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
翌
日
案

内
し
て
く
れ
た
が
、
こ
こ
は
サ
ッ
カ
ー
競
技
場

で
、
野
球
場
に
も
転
用
で
き
る
も
の
で
あ
る

が
、
自
分
の
見
た
と
こ
ろ
で
は
左
要
が
狭
く
、

公
式
競
技
場
と
し
て
は
不
満
足
な
も
の
と
思
っ

た
。
し
か
し
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
ま
す
ま
ず
我

慢
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
感
し
た
も
の
だ
。

「
Ｌこ
で
は
日
本
チ
ー
ム
が
ポ
ン
ポ
ン
、
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
」
と
失
っ

て
話
し
て
お
い
た
。
こ
の
点
、
プ
ラ
ツ
ル
は
大

分
ち
が
う
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
も
立
派
な
野
球
場

が
あ
る
か
、
各
地
区
に
も
い
た
る
と
こ
ろ
に
整

備
さ
れ
た
野
球
場
が
あ
る
。

日
本
チ
ー
ム
が
来
た
場
合
、
二
泊
一試
合
と

し
ま
し
ょ
う
か
、
と
い
う
私
の
話
に
対
し
て

は
、
是
非
二
試
合
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の

が
、
全
員
の
意
見
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
日
本
チ

ー
ム
が
来
る
と
な
れ
ば
、
か
な
り
観
客
も
動
員

で
き
る
だ
ろ
う
。
も
し
、
ア
メ
リ
カ
軍
と
滞
同

す
る
な
ら
ば
、
全
員
日
本
フ
ァ
ン
と
化
し
て
熱

狂
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
。

国
民
感
情
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
あ
ま
り
好

意
を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
に
受
け
取
れ
た
。

こ
こ
で
も
正
式
申
し
込
み
は
私
の
帰
朝
後
、

機
関
に
は
か
っ
て
お
送
り
す
る
か
ら
よ
ろ
し
く

た
の
む
と
い
う
こ
と
に
し
滞
在
費
一切
は
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
側
も
ち
と
き
め
、
愉
快
に
歓
談
を
終

わ
っ
た
。
た
だ
長
老
株
の
人
々
の
言
葉
に
よ
る

と
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
野
球
連
熙
は
資
力
も
乏
し

く
、
仮
り
に
日
本
チ
ー
ム
を
迎
え
て
も
立
派
な

ホ
テ
ル
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
知

れ
な
い
。場
合
に
よ
っ
て
は
、わ
れ
わ
れ
の
家
庭

に
客
と
な
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
か
と
い
う
質
問

が
あ
っ
た
の
で
、
喜
ん
で
お
客
に
な
り
ま
す
。

決
し
て
ぜ
い
た
く
な
こ
と
は
期
待
し
て
い
ま
せ

ん
…
…
と
お
答
え
し
て
お
い
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
に
お
け
る
同
胞
の
奮
聞
の
有
様
を
見
て
は
、

あ
ま
り
大
き
な
夢
を
抱
い
て
行
っ
て
は
い
け
な

い
と
思
う
。
そ
の
か
わ
り
日
本
チ
ー
ム
の
遠
征

は
日
系
人
の
士
気
を
高
場
し
、
日
本
と
ア
ル
ゼ



苦
難
の
日
本
移
民

霊小
一

〓
べ
〓

，
“
一
一
一
な
「
在
け
一
卸
″
舞
ッ

ア
ン
デ
ス
を
越
え
て
チ
リ
ー
に
入
り
、
首
都
サ

ン
チ
ア
ゴ
に
二
泊
し
た
。
チ
リ
ー
は
南
北
に
長

く
、
面
積
は
日
本
の
約
二
倍
あ
り
、
サ
ン
チ
ア

ゴ
付
近
は
気
候
も
か
な
り
日
本
に
近
く
、
魚
の

種
類
も
非
常
に
多
い
。
し
か
も
日
本
に
似
か
よ

い
、
日
本
人
が
生
活
す
る
な
ら
ば
恐
ら
く
南
米

の
極
楽
と
感
ず
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一旅

行
者
の
私
と
し
て
も
そ
の
感
を
深
く
し
た
。
金

山
大
使
か
ら
も
野
球
チ
ー
ム
来
征
を
希
望
さ
れ

た
が
、
チ
リ
ー
に
は
適
当
な
相
手
チ
ー
ム
が
な

い
か
ら
、
遺
憾
な
が
ら
今
回
は
計
画
か
ら
は
ぶ

く
と
同
寄
し
て
お
い
た
。サ
ン
チ
ア
ゴ
を
発
ち
、

ア
コ
ン
カ
グ
ア
の
雄
姿
を
有
に
見
、
ア
ン
デ
ス

連
山
の
自
峰
を
送
り
迎
え
し
つ
つ
、
ベ
ル
ー
に

入
り
、
三
十
日
午
前
中
に
リ
マ
に
若
い
た
。

ホ
テ
ル
・
ク
リ
コ
ン
に
落
ち
つ
き
、
翌
日
正

午
野
球
関
係
者
諸
対
と
会
食
し
た
。
三
井
物
産

橋
本
支
店
長
な
ら
び
に
三
菱
商
事
社
員
小
内
田

氏
も
列
席
し
た
。
ペ
ル
ー
野
球
関
係
者
は
一
世

及
び
二
世
で
、
元
老
格
の
一世
坂
田
氏
の
ほ

か
、
ウ
ニ
オ
ン
野
球
連
噂
会
長
ヨ
シ
カ
イ
氏
お

よ
び
モ
リ
オ
カ
氏
、
リ
マ
野
球
連
盟
会
長
マ
ル

イ
氏
、
そ
の
他
カ
ワ
シ
タ
氏
ら
で
あ
る
。
坂
田

氏
の
他
は
二
世
て
、
名
刺
は
す
べ
て
ロ
ー
マ
字

で
、
日
本
文
字
の
姓
名
は
知
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
多
分
す
で
に
消
滅
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

ベ
ル
ー
で
も
日
本
チ
ー
ム
を
招
へ
い
す
る
こ

と
の
熱
意
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
て
驚
ろ

物
か
ら
再
起
啄
琳
施
設
建
設

い
た
次
第
だ
。
ベ
ル
ー
、
と
く
に
リ
マ
市
周
辺

に
在
住
す
る
日
系
人
は
約
五
万
あ
り
、
日
系
人

を
中
心
に
し
て
い
く
つ
か
の
野
球
チ
ー
ム
を
編

成
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
技
量
は
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
中
間
く
ら
い
と
推
定

し
て
き
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
事
業
会
社
、

た
と
え
ば
鉱
山
な
ど
に
は
、
相
当
強
い
ア
メ
リ

カ
人
チ
ー
ム
が
で
き
て
い
る
と
も
聞
か
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
も
し
日
本
テ
ー
ム
が
こ
れ
ら
ア

メ
リ
カ
・
チ
ー
ム
と
リ
マ
市
に
お
い
て
試
合
す

る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
非
常
な
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ン
を
ま
き
お
こ
す
だ
ろ
う
と
も
い
わ
れ

」に。元
老
坂
田
氏
の
お
話
、
な
ら
び
に
会
長
諸
君

の
お
話
を
聞
く
に
及
ん
で
、
南
米
に
来
る
以
上

は
、
ベ
ル
ー
を
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え

た
。坂

田
氏
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
移
民
は
戦
時
非

常
な
苦
難
を
な
め
た
。
ど
う
や
ら
自
立
し
て
日

系
人
の
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
も
持
ち
、
立
派

な
プ
ー
ル
な
ど
を
持
っ
た
が
、
今
度
の
戦
争
が

始
ま
る
や
、
個
人
の
財
産
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

も
没
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
日
系
人
は

全
部
隔
離
さ
れ
て
悲
惨
な
生
活
を
送
っ
た
。
戦

い
終
わ
っ
て
再
び
自
由
を
得
た
が
、
彼
ら
は
無

一物
だ
っ
た
。
い
ま
だ
か
つ
て
負
け
た
こ
と
の

な
い
日
本
が
負
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
な

衝
撃
で
あ
っ
た
。
し
か
し
再
び
立
っ
て
ペ
ル
ー

で
日
本
人
の
息
を
吹
き
返
し
た
い
と
思
い
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ら
大
い
に
や
れ
る
と
考
え
た
。

そ
の
と
き
た
ま
た
ま
、
フ
ジ
ヤ
マ
の
飛
び
魚

こ
と
古
橋
君
や
橋
爪
君
が
競
泳
で
ア
メ
リ
カ
軍

を
撃
破
し
、
ベ
ル
ー
に
来
た
。
日
系
人
は
大
い

に
感
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
ア
メ
リ
カ
に
も
勝

て
る
と
い
う
こ
と
を
、
ベ
ル
ー
の
国
民
に
示
し

た
こ
と
を
再
ぶ
と
同
時
に
、
自
分
た
ち
の
手
で

ク
ラ
ウ
ン
ド
や
プ
ー
ル
を
作
り
、
再
ひ
日
本
の

ス
ポ
ー
ツ
を
盛
ん
な
ら
し
め
よ
う
と
し
た
。

ま
ず
皆
で
わ
ず
か
ず
つ
拠
金
し
て
、
リ
マ
市

内
に
あ
る
畠
豪
の
庭
園
の
一部
を
硬
り
つ
け
、

こ
こ
に
四
〇
〇
研
の
ト
ラ
ッ
ク
と
野
球
場
を
二

面
つ
く
っ
た
。
最
初
は
一世
た
ち
だ
け
で
自
ら

ツ
ル
ハ
シ
を
振
る
い
、
ク
ワ
を
と
っ
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
建
設
し
て
い
っ
た
。
や
や
形
が
で
き
る

に
及
ん
で
、
傍
観
し
て
い
た
二
世
達
も
協
力
す

る
こ
と
に
な
り
、
つ
い
に
完
成
し
た
も
の
だ
そ

う
だ
。
現
在
は
五
十
メ
公
式
プ
ー
ル
を
建
設
中

で
あ
る
と
聞
い
た
。
ヽ

坂
田
氏
は
明
治
三
十
年
生
ま
れ
で
、
私
と
一

つ
ち
が
い
で
あ
る
。
高
等
小
学
校
を
出
る
と
、

間
も
な
く
ペ
ル
ー
に
渡
っ
て
こ
ら
れ
、
青
年
、

壮
年
時
代
を
通
し
て
野
球
の
選
手
を
し
て
い
た

と
い
う
。
熱
烈
な
る
野
球
の
愛
好
者
で
あ
る
と

同
時
に
、
祖
国
に
対
す
る
愛
国
心
に
燃
え
て
い

る
人
だ
。
坂
田
氏
の
話
を
聞
き
、
実
際
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
立
っ
て
、
指
さ
さ
れ
る
施
設
を
見
て

は
、
私
と
い
え
ど
も
心
中
感
激
の
涙
の
出
る
の

を
お
さ
え
え
な
か
っ
た
。・

古
橋
君
た
ち
の
あ
と
、
最
近
は
三
笠
宮
殴
下

も
お
い
で
に
な
り
、
日
系
人
の
意
気
は
大
い
に

上
が
っ
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
三
笠
富

記
念
館
も
で
き
、
そ
の
前
に
立
派
な
プ
ー
ル
が

建
設
中
で
あ
る
。
選
手
の
更
衣
年
一な
ど
は
地
下

に
つ
く
り
、
ま
わ
り
は
タ
イ
ル
張
り
に
す
る
と

い
う
。
大
体
年
末
ま
で
先
成
と
１１１ｊ
い
た
が
、
で

き
上
が
れ
ば
さ
ぞ
豪
華
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

日
本
チ
ー
ム
遠
征
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
と
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
野
球

場
は
リ
マ
の
方
が
本
格
的
で
あ
る
。
日
本
チ
ー

ム
が
来
た
場
合
、
リ
マ
在
留
の
日
系
人
の
再
び

と
感
激
が
想
像
で
き
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

七
月
二
日
リ
マ
を
発
ち
、
コ
ロ
ン
ピ
ア
の
首

都
ボ
ゴ
タ
、
パ
ナ
マ
、
メ
キ
シ
ヨ
市
を
経
由
し

て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
着
い
た
。
さ
ら
に
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
、
ホ
ノ
ル
ル
を
経
由
し
て
、
七
月

八
日
羽
田
に
帰
着
し
た
。

材̈
緯
彙
籠
一
一
粘
降
畝
け
摯
け
「
』
拗
い
肺

末
開
催
の
理
事
会
で
承
認
、
可
決
さ
れ
た
の

で
、
そ
の
旨
、
文
書
を
以
て
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル

ー
、
プ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
各
代
表
者

に
あ
て
、
遠
征
の
際
の
条
件
、
予
定
日
程
等
を

含
め
て
連
絡
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
か
ら
は
八
月
十
八
日
付
お
よ
び
九
月
六

日
付
（ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
野
球
連
盟
ベ
ー
ナ
会

長
、メ
ト
ル
マ
書
記
連
名
）お
よ
び
十
一月
四
日

付
（在
亜
日
本
人
会
島
本
会
長
、
西
本
幹
事
連

名
）
で
、
ベ
ル
ー
か
ら
は
九
月
十
六
日
付
（リ

マ
・ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
リ
ー
ク
の
ム
ラ
イ
会

長
、
セ
サ
ル
、
レ
オ
ン
薔
記
連
名
）
で
、
ま
た

メ
キ
シ
コ
か
ら
は
十
一月
十
一日
付
（マ
ン
リ

ケ
会
長
名
）
で
、
い
ず
れ
も
当
方
の
提
案
を
受

諾
し
、
日
本
チ
ー
ム
を
歓
迎
す
る
旨
の
手
紙
を

受
け
取
っ
た
。
フ
ラ
ジ
ル
か
ら
は
、
九
月
二
十

日
付
聖
州
野
球
協
会
オ
リ
ン
ピ
オ
会
長
名
ξ

当
方
へ
の
謝
辞
と
と
も
に
、
「早
速
日
本
チ
ー

ム
招
聘
委
員
会
を
結
成
し
て
お
申
し
越
し
の
条

件
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
い
た
し
、
改
め
て
止
式
の

招
待
状
を
な
る
べ
く
早
く
お
送
り
申
し
上
げ
た

い
」
と
い
う
手
紙
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
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ン
チ
ン
の
親
善
に
資
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
“

会
社
よ
り
欧
米
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
五
月
三

十
ロ
バ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
で
羽
田
を
飛
び
立
ち

ま
し
た
。
同
日
、
青
木
会
長
も
世
界
電
力
会
議

の
た
め
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ク
シ
テ
ィ
ー
ヘ
Ｎ
ｏ
Ｗ

・
Ａ
で
立
た
れ
、
六
月
八
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

落
合
っ
て
お
供
を
し
て
中
南
米
諸
国
を
訪
れ
、

会
長
は
南
米
を
一周
、
私
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
旅

立
つ
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。
み
や
げ
話
に
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
メ
キ
シ
ョ
見
聞
記
を
書
い
て

協
会
報
の
責
を
果
そ
う
と
思
い
ま
す
。

メ
キ
シ
コ
で

メ
キ
シ
ヨ
シ
テ
ィ
ー
に
は
、
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ

ル
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
連
盟
が
あ
り
、
８
チ
ー
ム

が
年
々
、な
か
な
か
盛
ん
に
刷
を
争
っ
て
ま
す
。

球
場
も
後
楽
回
位
の
が
あ
っ
て
三
万
五
千
人

は
入
れ
る
で
し
ょ
う
。識
合
は
、週
三
回
〜
四
回

が
原
則
の
よ
う
で
す
。投
手
は
、非
常
に
良
い
の

が
一チ
ー
ム
に
二
、
二
人
は
い
る
よ
う
で
す
。

選
手
生
国
は
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、
キ
ュ
ー
パ
、
メ

わ
が
〃赤
ゲ
ット
〃

ア
メ
リ
カ
・
メ
キ
シ
コ
ｏ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
回
っ
て

常
任
理事
川
瀬

進
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キ
シ
コ
と
区
々
で
す
が
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に

大
リ
ー
ク
に
い
た
連
中
も
お
り
ま
す
。
強
さ

は
、
日
本
の
プ
ロ
と
良
い
勝
負
で
し
ょ
う
。
ア

マ
チ
ュ
ア
は
や
は
リ
プ
ロ
野
球
に
押
さ
れ
気
味

で
す
が
、
昨
年
十
月
に
は
メ
キ
シ
ョ
シ
テ
ィ
ー

で
カ
リ
ブ
・
リ
ー
グ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
あ
っ

た
は
ず
で
、
参
加
国
は
キ
ュ
ー
バ
、
プ
エ
ル
ト

リ
コ
、
メ
キ
シ
ヨ
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
グ
ァ

テ
マ
ラ
、
パ
ナ
マ
の
六
ヵ
国
。
と
こ
が
勝
っ
た

か
ま
だ
知
ら
せ
て
き
ま
せ
ん
。
こ
の
大
会
は
、

毎
年
こ
れ
等
の
国
の
ど
こ
か
で
行
な
う
そ
う
で

す
。
こ
の
外
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
毎
年
十
ヵ
国
く

ら
い
招
待
し
て
、
盛
大
な
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
カ
ラ
カ
ス
で
は
ア
マ
チ
ュ

ア
の
野
球
に
四
、
五
万
の
人
を
集
め
る
そ
う
で

す
。
日
本
に
次
い
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
野
球
は
、

ラ
テ
ン
・ア
メ
リ
カ
が
帯
ん
で
す
。メ
キ
シ
ヨ
で

驚
い
た
の
は
百
万
坪
も
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
立

派
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
備
で
す
。
蹴
球
場
六
十

余
り
、野
球
場
二
十
八
、こ
の
他
に
テ
ニ
ス
・
コ

ー
ト
、
プ
ー
ル
さ
ら
に
自
動
中
の
競
走
場
が
あ

り
ま
す
が
、
市
が
管
理
を
し
て
土
、
日
、
祭
日

に
市
民
に
貸
与
す
る
そ
う
で
す
。
世
界
一
の
施

設
て
し
ょ
う
。
ま
た
、
別
に
七
万
三
千
人
も
入

れ
る
蹴
球
場
が
二
つ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
回
は

無
限
と
い
っ
て
も
よ
い
土
地
を
活
用
し
て
、
次

国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
立
派
に
や
り
遂
げ
る
と

思
い
ま
す
。
メ
キ
シ
ヨ
シ
テ
ィ
ー
よ
り
飛
行
機

で
約
一
時
間
で
ア
カ
プ
ル
コ
。
ワ
イ
キ
キ
よ
り

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
海
岸
で
、
金
持
の
別
＝
、

立
派
な
ホ
テ
ル
が
美
し
く
建
ち
並
ん
で
い
ま

す
。
三
日
間
会
長
の
お
世
話
に
な
っ
て
、
生
命

の
洗
濯
を
し
て
き
ま
し
た
。
私
の
す
ば
ら
し
い

体
日
で
し
た
。
こ
の
辺
は
昔
、
支
倉
六
有
術
門

の
上
陸
し
た
所
で
、
日
本
人
に
良
く
似
た
子
供

（気
の
せ
い
て
し
ょ
う
か
）
が
多
く
、
日
本
語

が
残
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
こ
の
地
に
上
陸
し

大
西
洋
岸
ま
で
歩
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
っ

た
由
で
す
。
以
上
が
協
会
へ
の
報
告
の
抜
す
い

て
こ
の
あ
と
が
見
聞
記
で
す
。
ま
ず
ア
メ
リ
カ

か
ら
。

― 口 ＞

因

ｎ

だ
経

な ッ
ぶ

莞

鶴

最
近
、
生
産
一工
業
都
市
と
し
て
の
進
展
は
す

ば
ら
し
い
。
そ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。
西
武
百

貨
店
が
進
出
し
て
き
た
が
、
今
は
閉
店
し
て
い

る
大
き
い
建
物
が
残
っ
て
い
る
の
が
う
ら
寂
し

い
。図

因

国

ｎ

背
輩

賀

稲

ゆ

山
々
を
け
ず
り
と
っ
て
、
ど
ん
と
ん
新
し
い
住

宅
が
で
き
、
果
て
し
も
な
く
拡
が
り
つ
つ
あ

る
。
異
様
な
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。
シ
ス

コ
は
美
し
い
町
と
し
て
、
そ
っ
と
残
し
て
置
き

た
い
よ
う
に
思
う
。
ロ
ス
が
生
産
工
業
都
市
で

あ
る
な
ら
、
シ
ス
コ
は
商
業
金
融
の
中
心
地

だ
。Ｍ

閉

０

＜ へ ＞

も
朝

難

鶴

げ

な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
大
阪
だ
。
私
は
プ
ル
デ
ン

シ
ャ
ル
の
支
店
を
訪
れ
た
。
同
社
は
バ
ン
ド
に

六
十
五
階
の
高
層
ビ
ル
を
建
て
、
最
上
階
を
見

晴
し
台
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
使
用
し
て
い
る
。

お
上
り
さ
ん
の
多
い
シ
カ
ゴ
で
こ
の
企
て
は
成

功
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
銀
座
の
三
愛
の
丸

い
建
物
の
本
家
が
シ
カ
ゴ
に
あ
っ
た
。
六
階
ま

で
は
駐
車
場
で
、
四
十
階
。
あ
と
は
高
級
ア
パ

ー
ト
で
あ
る
そ
う
な
。

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク

十
年
前
に
四
十
日
ば
か
リ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

暮
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

が
好
き
だ
。し
か
し
、ア
メ
リ
カ
の
ど
の
都
市
よ

り
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
一番
変
わ
っ
て
い
た

よ
う
に
思
っ
た
。
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
あ
っ
た
高

層
ビ
ル
が
、
ど
ん
ど
ん
ア
ッ
プ
タ
ウ
ン
に
も
進

出
し
私
の
泊
っ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヒ
ル
ト

ン
（五
十
五
丁
目
）あ
た
り
ま
で
高
層
ビ
ル
が
建

ち
並
び
、
圧
倒
さ
れ
る
思
い
で
あ
る
。
こ
れ
が

ア
メ
リ
カ
の
繁
栄
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

進
展
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヒ

ル
ト
ン
は
二
四
〇
０
室
も
部
屋
が
あ
っ
て
、
ロ

ピ
ー
は
銀
」座
の
雑
路
と
変
わ
り
は
な
い
。
た

だ
、
日
本
人
と
各
国
人
と
の
違
い
だ
け
だ
。
何

と
な
く
忙
が
し
い
。
し
っ
と
し
て
い
る
の
は
悪

い
よ
う
な
気
が
す
る
。

何
と
大
規
模
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
二
年
間
も

長
い
期
間
開
催
し
て
い
る
の
は
可
能
で
あ
ろ
う

か
。
こ
ん
な
考
え
は
小
さ
い
日
本
人
の
考
え
方

な
の
だ
ろ
う
か
。Ｏ
Ｅ
（ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
）
Ｇ
Ｍ
（ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
）
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｄ
が
評
判
が
良
い
。
そ
の
他
、
私
達
も
名

前
を
知
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
大
き
い
会
社
が

そ
れ
ぞ
れ
に
自
社
の
特
徴
を
生
か
し
て
こ
こ
を

先
途
と
宣
伝
競
争
を
演
し
て
い
る
。
日
本
館
の

た
た
ず
ま
い
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
売
っ
て

い
る
品
物
が
皆
安
物
で
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
値
段
が
高
い
の
に
ハ
ラ
が
立
つ
。
も
っ
と

高
級
な
も
の
に
し
て
英
実
の
日
本
の
姿
を
知
っ

て
も
ら
う
方
法
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
　
諸
外

国
の
力
の
入
れ
方
と
比
較
し
て
、
劣
等
感
を
持

た
さ
る
を
得
な
い
。

大
切
な
夜
の
話
が
な
に
も
な
い
な
ん
て
少
し

間
の
抜
け
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
ア
メ
リ
カ

の
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
は
、
彼
女
と
一緒
に
食
事
を

し
て
、
酒
を
飲
ん
で
、
シ
ョ
ー
を
み
て
、
ダ
ン

ス
を
し
て
楽
し
む
の
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
あ
る
。

日
本
人
ば
か
り
が
一団
に
な
っ
て
ナ
イ
ト
ク

ラ
ブ
で
ボ
ヤ
ッ
と
し
て
い
る
図
は
誠
に
ヤ
ボ
ッ

た
い
。
夜
の
話
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
る
事
に
し

よ
う
。

(

(

(

(

霧
深
い
ロ
ン
ド
ン
の
郊
外
の
空
港
に
若
陸
の

仕
切
り
直
し
が
二
回
、
う
わ
さ
に
達
わ
ず
霧
深

い
と
こ
ろ
だ
。
空
港
か
ら
町
ま
で
は
タ
ッ
プ
リ

三
十
分
。
バ
ス
の
窓
か
ら
眺
め
た
第
一印
象
は

「い
や
ま
あ
、
な
ん
て
こ
ん
な
に
沢
山
同
じ
家

を
建
て
た
も
の
だ
」
建
ち
並
ぶ
ア
パ
ー
ト
メ

ン
ト
は
一
つ
の
家
が
三
軒
分
に
な
っ
て
い
る
。

な
ん
と
、
こ
れ
が
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
一〇
〇

〇
軒
。
一戸
建
の
家
で
も
五
十
〜
六
十
棟
同
じ

家
が
建
ち
並
ん
で
い
る
の
は
ザ
ラ
に
あ
る
。
一

般
に
格
式
の
高
い
封
建
的
家
族
制
度
の
堅
固
な

地
盤
、
保
守
的
で
あ
る
と
い
う
言
葉
を
超
越
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
者
名
な

大
学
へ
入
学
す
る
率
は
家
柄
の
良
い
者
が
八
十

六
オ
、
残
り
十
四
イ
が
庶
民
の
子
。
中
に
は
生

ま
れ
た
時
に
登
録
し
な
け
れ
ば
良
い
家
柄
の
子

供
で
も
入
学
を
許
さ
ぬ
学
校
も
あ
る
。
…
…
家

柄
の
良
い
子
が
将
来
の
英
国
を
背
負
っ
て
行
く

わ
け
で
あ
る
。
…
…

私
た
ち
に
は
奇
異
に
感
ぜ
ら
れ
る
か
、
長
い

伝
統
と
歴
史
が
こ
れ
を
当
然
の
事
と
し
て
い
る

よ
う
だ
。
ア
メ
リ
カ
と
違
っ
て
欧
州
に
は
歴
史

的
な
選
跡
が
非
常
に
多
い
。

ロ
ン
ド
ン
に
も
、
ロ
ン
ド
ン
塔
、
ウ
エ
ス
ト

ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
宮
殴
、
ウ

ィ
ン
ザ
ー
域
と
か
が
長
い
歴
史
の
上
に
各
々
の

生
命
を
な
が
ら
え
て
私
こ
に
何
事
か
を
教
え
て

い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
こ
こ
に
も
時
代
の
波
が

押
し
よ
せ
て
き
て
い
る
。
ソ
ホ
ー
地
区
（繁
華

街
）
で
は
若
い
男
女
が
夜
を
徹
し
て
ツ
イ
ス
ト

を
踊
っ
て
い
る
し
、
ス
ト
リ
ッ
プ
も
あ
る
。
ビ

ー
ト
族
が
ハ
イ
ウ
エ
ー
を
ホ
ン
ダ
の
カ
ブ
に
乗

っ
て
若
い
女
の
子
を
後
ろ
に
乗
せ
て
キ
ャ
ッ
キ

ャ
と
騒
ぎ
な
か
ら
た
り
回
っ
て
い
る
の
も
面
白

い
。
現
在
の
ロ
ン
ド
ン
に
は
色
々
な
請
相
が
混

然
と
し
て
い
る
。
ま
た
植
民
地
は
な
く
な
り
、

政
治
は
使
化
症
状
を
呈
し
て
い
る
な
ど
と
い
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
シ
テ
ィ
ー
（英
関
銀
行
の

あ
る
コ
ン
ド
ン
の
中
心
地
の
呼
称
て
金
融
の
元

締
を
し
て
い
る
地
域
）
が
活
動
し
て
い
る
限

り
、
グ
レ
ー
ト
フ
リ
テ
ン
は
微
動
だ
に
し
な

い
。
こ
れ
は
誇
り
高
い
英
国
人
の
自
負
心
だ
け

で
は
な
さ
そ
う
だ
。
雨
の
多
い
曇
っ
た
空
の
ロ

ン
ド
ン
に
培
か
わ
れ
た
英
国
民
の
根
性
は
見
上

げ
た
も
の
だ
。

囚

﹇

明

も
輛

輪

裂

望
製

一
の
ア
ミ
ー
ズ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
。
コ
ン
コ
ル

ド
の
広
場
か
ら
凱
旋
門
迄
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ー
ゼ

の
大
通
り
、
マ
ロ
ニ
エ
の
街
路
樹
、
道
に
並
ん

で
い
る
喫
茶
店
、
デ
イ
ト
の
彼
氏
、
彼
女
、
モ

ン
マ
ル
ト
ル
の
夜
の
風
景
、
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ

ュ
の
フ
レ
ン
チ
カ
ン
カ
ン
、
リ
ド
の
シ
ョ
ー
、

町
の
姫
君
の
美
し
い
こ
と
。
ま
た
そ
の
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
の
綺
麗
な
こ
と
…
。
難
点
と
い
え
ば

何
で
も
非
常
に
高
い
。
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
森
、

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
宮
殿
、ル
ー
プ
ル
の
博
物
館
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
壮
麗
さ
、
流
れ
る
セ
ー
ス
の

清
ら
か
さ
、
静
け
さ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
ず

か
四
日
で
は
パ
リ
は
わ
か
ら
な
い
。
わ
か
ら
な

い
な
か
ら
金
が
あ
れ
ば
パ
リ
に
住
み
た
い
と
思

一つ
。＜ 口 ＞

ｍ

＜ マ ＞

先

賛

鱚

鵜

頻

ピ
ア
の
選
跡
、
シ
ー
ザ
ー
の
宮
殴
、
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
の
適
品
、
い
ず
れ
を
見
て
も
驚
異
と
い

う
他
は
な
い
。
あ
の
ま
ま
残
っ
て
い
れ
ば
ど
ん

な
国
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く

世
界
の
歴
史
は
現
状
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い

ワ)

1)
ル)

ド)
フ )

工 )

ヤ)

1)

グ)

レ)

|)
卜)

ブ)

り)

テ)

ン)
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デ)

ユ
)

セ )

ル)

ド)

ル)

フ)

129
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
偉
大
な
ロ
ー
マ
帝
国
は
民

族
の
血
の
梶
交
の
た
め
に
没
落
し
た
。
い
ま
や

イ
ン
フ
レ
の
波
は
イ
タ
リ
ア
を
覆
い
大
企
業
の

多
く
は
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
政
治
も
貧
困
で

あ
る
。
残
っ
て
い
る
の
は
音
楽
だ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
町
の
色
彩
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の

国
に
比
べ
て
汚
い
。
建
物
の
基
調
が
黄
色
い
土

色
で
あ
る
事
が
原
因
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

服
装
も
一部
の
人
た
ち
を
除
い
て
全
般
的
に
美

し
く
は
な
い
。
バ
チ
カ
ン
で
パ
ウ
ル
六
世
の
祝

福
を
受
け
た
。

Ｎ

０

０

か
発

聟

馳

翻

″

建
て
た
の
は
だ
れ
だ
。
金
色
讃
然
と
輝
く
壮
麗

な
も
の
だ
。
ミ
ラ
ノ
の
ス
カ
ラ
座
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
が
パ
リ
か
ら

ミ
ラ
ノ
に
移
り
つ
つ
あ
る
と
ミ
ラ
ノ
の
人
は
い

う
。
た
し
か
に
安
い
が
少
し
大
げ
さ
だ
。
し
か

し
天
丼
の
あ
る
大
き
い
観
光
場
（八
階
建
専
門

店
が
三
百
は
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
二
階
よ
り

上
は
住
宅
だ
が
）
死
ん
だ
夫
を
恋
う
る
妻
、
な

く
な
っ
た
息
子
を
借
し
む
母
、
そ
れ
ぞ
れ
を
彫

刻
し
た
石
碑
が
あ
る
セ
メ
ト
リ
ー
は
立
派
な
も

の
。
日
本
円
で
約
一〇
坪
位
が
三
千
万
円
だ
そ

う
だ
。
セ
ン
ト
ピ
エ
ー
ル
の
キ
ャ
シ
ー
ド
ル
、

世
界
第
二
位
の
大
き
い
も
の
だ
。
ミ
ラ
ノ
は
古

い
北
部
イ
タ
リ
ア
の
中
心
地
で
あ
る
。

図

＜ ュ＞
閉

ｍ

②

微
多

ド

マ
ヘ
の
特
別
急
行
列
車
は
時
速
一六
〇
計
、
私

が
乗
った
時
は
こ
れ
が
世
界
で
一番
速
い
汽
車

で
あ
った
。
車
窓
か
ら
み
る
フ
ラ
ン
ス
の
日
園

風
景
は
の
と
か
で
大
き
い
。
こ
の
大
き
さ
が
日

本
に
は
な
い
。
ク
レ
シ
ン
ク
ｒ
乗
り
換
え
て
真

夜
中
に
シ
ュネ
ー
プ
に
着
き
レ
マ
ン
湖
の
そ
ば

の
ホ
テ
ル
に
旅
装
を
解
い
た
。
レ
マ
ン
湖
に
あ

る
世
界
一の
高
い
噴
水
（二
二
〇
´
と
い
う
）

国
連
本
部
の
跡
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
見
学
。
し
か
し
こ

の
町
は
何
と
い
っ
て
も
時
計
の
町
。
パ
テ
ッ
ク

ス
、
ロ
ー
レ
ッ
ク
ス
、
オ
メ
ガ
な
ど
の
本
社
か

あ
る
。
価
格
も
東
京
の
三
分
の
一
位
で
あ
ろ
う

か
。
パ
リ
製
の
商
品
が
パ
リ
よ
り
も
安
い
よ
う

に
思
わ
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
風
光
明
美
、
世

界
に
冠
た
る
静
か
な
可
愛
ら
し
い
町
で
あ
る
。

Ｍ

同

国

＜ 二 ＞

ｍ

の
多

」
界

し
て
ア
ル
プ
ス
ヘ
の
拠
点
。
美
し
い
お
も
ち
ゃ

の
よ
う
な
家
が
ア
ル
プ
ス
を
背
景
に
適
当
な
間

隔
で
並
ん
で
い
る
ケ
ー
プ
ル
に
乗
っ
て
モ
ン
フ

ラ
ン
に
登
っ
た
。
世
界
最
高
所
に
あ
る
電
話
が

あ
る
。
さ
す
が
に
一番
上
に
行
く
と
酸
素
が
少

な
ノゝ
思
切
れ
が
す
る
。
残
念
な
が
ら
霧
が
晴
れ

な
い
。
従
っ
て
山
は
見
え
な
い
。
氷
河
を
み
て

下
山
す
る
。
（ジ
ュ
ネ
ー
プ
か
ら
ミ
ラ
ノ
に
飛

ん
だ
日
は
く
っ
き
り
と
晴
れ
た
日
で
、
ア
ル
プ

ス
の
上
を
飛
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
山
は
み
え
た
が

と
の
山
だ
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
）

西
ド
イ
ツ
の
生
産
工
業
都
市
、
日
本
の
商
社

は
全
部
こ
こ
に
あ
る
。
ボ
ン
は
政
治
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
が
金
融
の
中
心
地
と
分
れ
て
い
る
。

こ
こ
は
質
実
な
ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
町
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
の
婦
人
は
実
に
よ
く
食
べ
る
。
だ

か
ら
三
十
オ
を
越
え
る
と
皆
ふ
と
り
出
し
五
十

オ
と
も
な
れ
ば
実
に
偉
大
な
身
体
に
な
る
。
欧

州
諸
国
の
中
で
一番
美
人
の
い
な
い
と
こ
ろ
は

ド
イ
ツ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
近
く
（八
月
よ
り
）

日
本
人
料
亭
が
こ
の
町
で
開
業
を
す
る
由
。
わ

ず
か
に
二
軒
で
は
あ
る
が
、
公
娼
の
家
が
あ

る
。
デ
ュ
セ
ル
ド
ル
フ
滞
在
中
の
わ
ず
か
な
時

間
を
利
用
し
て
ア
ウ
ト
バ
ン
（ス
ピ
ー
ド
の
制

限
は
な
い
）
を
時
速
一人
〇
計
の
ス
ピ
ー
ド
で

飛
ば
し
た
。
コ
プ
レ
ン
ツ
ヘ
行
っ
て
、
こ
こ
か

ら
ラ
イ
ン
河
遊
覧
船
に
乗
り
、
六
時
間
半
た
ん

能
す
る
どｏら
い
ラ
イ
ン
河
で
遊
ん
で
き
た
。
ラ

イ
ン
河
を
下
っ
た
の
で
は
な
く
、
の
ぼ
っ
た
の

で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
と
い
う
自
タ
ク
の
運
転
手

を
や
と
っ
て
出
掛
け
た
が
、
実
に
よ
い
男
、
午

後
一時
に
出
発
し
て
帰
っ
て
来
た
の
は
翌
日
午

前
三
時
で
あ
っ
た
。
と
く
に
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ウ

エ
ー
を
遊
覧
船
と
並
ん
で
走
り
、
時
々
ハ
ン
カ

テ
ー
フ
を
ふ
っ
て
こ
こ
に
い
る
ぞ
と
示
し
て
く

れ
る
。
こ
の
友
情
？
は
言
葉
の
わ
か
ら
な
い
わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
心
強
い
限
り
で
あ
っ
た
。
ロ

ー
レ
ラ
イ
は
ラ
イ
ン
河
の
難
所
で
あ
る
そ
う

な
。
こ
こ
を
通
る
時
、
全
員
が
ロ
ー
レ
ラ
イ
の

歌
を
唱
う
（な
し
か
は
知
ら
ね
ど
心
わ
ひ
て
…

…
）
ち
よ
う
ど
夕
暮
れ
に
通
っ
た
の
で
こ
と
さ

ら
に
美
し
い
ラ
イ
ン
の
夕
暮
れ
を
み
て
印
象
が

深
か
っ
た
が
、
六
時
間
半
も
船
に
乗
っ
て
い
さ

さ
か
飽
き
た
。
遊
覧
船
は
二
千
人
も
乗
れ
る
大

き
い
船
で
こ
の
日
は
わ
ず
か
二
百
人
く
ら
い

の
乗
客
し
か
な
か
っ
た
。
ラ
イ
ン
河
は
夜
は
船

は
停
泊
を
し
て
航
行
を
し
な
い
。
ま
た
こ
の
河

だ
け
は
″父
な
る
河
″
ラ
イ
ン
と
呼
ぶ
の
だ
そ

う
で
あ
る
。

肉

＜ノレ＞

明

И

べ
粥

和
碧

進

ル
ホ
ー
プ
飛
行
場
も
広
い
け
れ
ど
ジ
ェ
ッ
ト
機

が
飛
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
狭
い
感
じ
が
す

る
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
つ
く
っ
た
当
時
は
世
界
一

の
飛
行
場
で
あ
っ
た
そ
う
な
。
ベ
ル
リ
ン
・
ヒ

ル
ト
ン
は
ア
メ
リ
カ
式
の
立
派
な
ホ
テ
ル
で
あ

る
。
西
ベ
ル
リ
ン
は
無
理
に
い
ん
賑
を
誇
っ
て

い
る
よ
う
だ
。観
光
客
が
随
分
と
多
い
。オ
ペ
ラ

も
あ
れ
ば
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
も
あ
る
。
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
に
は
喫
茶
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

（日
本
風
の
も
の
で
は
な
く
四
、
五
階
建
て
の

大
き
い
も
の
で
あ
る
）
こ
こ
で
菓
子
を
食
べ
て

お
茶
を
飲
む
。
そ
し
て
世
間
話
を
し
て
ゆ
っ
た

り
と
体
む
の
で
あ
る
。
常
時
お
茶
の
時
間
に
は

三
百
人
―
五
百
人
は
い
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ

と
こ
ろ
に
ま
だ
爆
撃
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
日

本
大
使
館
も
外
側
は
残
っ
て
い
る
。

∞

肉

＜ノレ＞

明

И

壁
い
財

％

高
い
西
ベ
ル
リ
ン
の
周
囲
一六
〇
計
を
翻
ん
で

い
る
。
東
ベ
ル
リ
ン
は
人
影
が
ま
ば
ら
で
あ
る

幽
霊
の
町
の
よ
う
だ
。
特
別
許
可
を
つ
け
た
バ

ス
だ
け
が
（大
方
は
観
光
客
の
よ
う
だ
が
）入
る

事
が
で
き
る
。
東
ベ
ル
リ
ン
の
司
政
官
が
乗
り

込
み
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
場
所
だ
け
を
見
学
す

る
。
一般
に
西
ベ
ル
リ
ン
に
比
較
し
て
荒
廃
は

甚
だ
し
い
。
復
旧
の
度
合
も
遅
い
よ
う
だ
。
ヒ

ッ
ト
ラ
ー
の
自
殺
し
た
場
所
、
旧
ベ
ル
リ
ン
の

中
心
地
、
美
術
館
の
跡
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
。
み
ん
な
徹

底
的
に
爆
撃
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
今

で
も
西
ベ
ル
リ
ン
ヘ
逃
走
す
る
連
中
が
あ
と
を

絶
た
な
い
由
、
も
ち
ろ
ん
見
つ
か
れ
ば
殺
さ
れ

る
の
を
覚
悟
し
て
。
何
と
も
い
え
ぬ
暗
い
感
じ

が
す
る
。
い
つ
の
日
に
か
一緒
の
ベ
ル
リ
ン
に

な
る
で
あ
ろ
う
が
、
人
類
歴
史
の
一駒
が
ゆ
が

ん
で
い
る
よ
う
な
風
に
感
じ
ら
れ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

な
る
ほ
ど
水
の
た
ま
り
が
方
々
に
見
え
る
。

海
よ
り
低
い
と
こ
ろ
の
よ
う
だ
。
空
港
よ
り
町

へ
、
こ
こ
は
綺
麗
な
町
だ
が
古
い
。
三
百
五
十

年
も
経
た
建
物
が
多
い
そ
う
だ
。
ま
が
っ
た
家

を
隣
の
家
が
さ
さ
え
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た

地
震
が
く
れ
ば
ア
ム
ス
テ
ル
タ
ム
は
全
滅
す

る
。
観
光
バ
ス
の
案
内
人
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
屋

の
回
し
者
で
、観
光
の
済
ん
だ
後
、必
ず
こ
の
店

へ
ひ
っ
ば
っ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
日
本
人
ば
か

り
で
あ
る
。
何
千
ヂ
も
す
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を

買
つ
人
も
多
い
ら
し
い
。
東
京
駅
は
こ
の
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
駅
を
マ
ネ
て
つ
く
っ
た
も
の
の

由
、
企
く
良
く
似
て
い
る
。
名
高
い
大
き
い
風

車
は
今
は
用
を
な
し
て
い
な
い
が
観
光
用
に
残

し
て
あ
る
。
一般
に
物
価
は
安
い
。こ
の
町
に
は

欧
州
に
有
名
な
公
娼
衝
が
あ
る
。　
″飾
り
窓
の

女
″
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
港
町
だ
け
に
ガ

ラ
が
悪
い
。
水
の
都
を
水
の
上
か
ら
遊
覧
船
で

見
物
す
る
。
橋
々
に
電
灯
を
つ
け
て
美
し
く
飾

っ
て
あ
る
。
対
岸
の
家
々
か
ら
遊
覧
船
に
手
を

振
っ
て
合
図
を
す
る
。
印
象
的
で
あ
る
。

空
港
へ
つ
い
た
の
が
午
後
十
一
時
二
十
分
。

ま
だ
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
く
ら
い
明
る
い
。
い
わ

ゆ
る
自
夜
で
あ
る
。
本
の
多
い
静
か
な
町
。
ア

メ
リ
カ
風
に
新
ら
し
い
ア
パ
ー
ト
を
建
て
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
つ
く
り
、
新
市
街
を
建

設
中
で
あ
る
。
少
し
町
を
出
る
と
果
て
し
な
い

原
野
と
森
林
が
続
い
て
い
る
。
全
く
う
ら
や
ま

し
い
限
り
だ
。
ノ
ー
ベ
ル
賃
に
関
係
が
深
い
町

で
、
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
が
な
か
な
か
立
派
だ
。
ノ

ー
ベ
ル
寅
受
賞
者
を
招
待
す
る
″黄
金
の
間
″

が
あ
る
。

閉
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似
“

港 ょ
駐

紳
笥

し
か
し
も
っ
と
美
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ

が
、
期
待
は
裏
切
ら
れ
た
。
ホ
テ
ル
に
着
い
て

三
十
分
ば
か
り
の
散
歩
を
し
た
間
に
ケ
ン
カ
す

る
風
景
を
二
回
も
見
た
。
柄
が
悪
く
気
の
荒
い

一り
り
し
い
。
さ
す
が
に
フ
イ
ン
の
後
裔
ヽ
と
く

ろ
の
旗
峨
を
掲
げ
て
北
海
の
海
賊
と
し
て
欧
州

を
荒
し
回
っ
た
、
十
八
世
紀
初
頭
の
こ
ろ
を
思

い
浮
か
べ
る
。
事
実
、
往
時
の
海
賊
船
を
保
存

し
て
い
る
。
二
度
と
行
き
た
く
な
い
町
で
あ
っ

た
。ア

ン
デ
ル
セ
ン
と
テ
ィボ
リ
ー
公
園
が
こ
の

ス)

卜)
ツ)

ク)

ホ)

ル)

ム)

コ )

ぺ )

ン )ハ)

|)
ゲ)

ン)
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町
を
代
表
し
て
い
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
通
り
が

あ
り
、
同
氏
を
記
念
す
る
人
魚
の
像
の
公
園
が

あ
る
。
物
語
り
は
船
員
と
恋
を
し
た
人
魚
が
、

神
様
に
お
願
を
し
て
自
分
の
尾
を
足
に
か
え
て

も
ら
っ
て
、
船
員
と
結
婚
す
る
た
め
陸
に
上
が

っ
た
が
、
船
員
は
す
で
に
結
婚
し
て
い
た
。
海

に
帰
る
に
も
帰
れ
な
く
な
っ
た
人
魚
の
悲
恋

テ
ィ
ボ
リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ニ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
で
あ
る
。
あ
ち
ら
の
舞
台
で
は
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
・コ
メ
デ
ィ
ー
を
、こ
ち
ら
で
は
サ
ー
カ
ス

を
、
む
こ
う
で
は
パ
レ
ー
を
。
化
け
も
の
屋
敷

が
あ
り
賭
ば
く
場
が
あ
る
。
食
堂
が
六
、
七
ヵ

所
あ
ろ
う
か
。
家
族
連
れ
ま
た
恋
人
同
■
、
観

光
客
が
入
り
乱
れ
て
楽
し
ん
で
い
る
。
広
さ
は

五
万
坪
く
ら
い
は
あ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
国
は

社
会
福
祉
施
設
の
行
き
届
い
た
と
こ
ろ
で
六
十

五
才
以
上
の
老
人
を
収
容
す
る
数
多
く
の
養
老

院
が
あ
る
。
老
人
に
な
れ
ば
政
府
が
養
っ
一〜
ヽ

れ
る
ら
し
い
。
ホ
テ
ル
は
十
七
階
建
ア
メ
リ
カ

式
の
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

囲

同

じ

恥

鱚

則
醜

』
麗

と
後
悔
し
て
い
る
。
パ
リ
ー
て
み
た
コ
メ
デ
ィ

ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
舞
台
、
夫
婦
四
組
は
夫

は
夫
で
妻
は
妻
で
そ
れ
ぞ
れ
に
浮
気
を
し
て
、

多
く
、
こ
の
た
め
い
つ
の
試
合
で
も
お
客
は
一

ば
い
で
と
で
も
喜
ん
で
見
て
い
た
よ
う
だ
。

わ
れ
わ
れ
が
負
け
た
試
合
は
、
コ
ー
ル
ド
ゲ

ー
ム
で
し
た
が
、
こ
の
時
の
観
衆
の
応
援
ぶ
り

は
す
ご
か
っ
た
。
ブ
ー
プ
ー
と
い
う
も
の
す
ご

い
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
一
ば
い
に
響
き
、
手
を
た

た
い
た
り
、
床
を
な
ら
し
た
り
、
こ
ち
ら
の
本

大
会
以
上
に
熱
狂
的
だ
っ
た
。
試
合
の
内
容

は
、
全
試
合
を
通
し
て
私
が
一番
感
じ
た
こ
と

は
ス
ピ
ー
ド
が
な
い
こ
と
、
細
か
い
プ
レ
ー
が

で
き
な
い
点
が
日
に
つ
き
、
こ
れ
は
い
か
ん
せ

ん
練
習
不
足
、
い
や
不
足
と
い
う
よ
り
、
こ
ラ

い
う
練
習
を
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

第
一
試
合
や
、
第
二
試
合
で
、
や
っ
と
勝
っ

た
の
も
鋏
殺
プ
レ
ー
の
ま
ず
さ
で
点
を
取
っ
た

の
で
あ
る
。
三
回
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
ア
ウ
ト

な
し
。
比
国
チ
ー
ム
の
方
に
も
足
の
速
い
選
手

も
い
た
が
、
全
般
に
遅
く
、
逆
に
わ
れ
わ
れ
は

足
て
か
き
ま
わ
し
た
ゲ
ー
ム
ば
か
り
だ
っ
た
。

相
手
の
方
も
驚
い
て
い
た
よ
う
な
次
第
、
打
者

は
力
の
あ
る
者
も
多
数
い
る
が
全
体
的
に
ス
イ

ン
グ
が
鈍
か
った
。
投
手
も
同
様
な
こ
と
が
い

え
る
。
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
選
手
は
な

く
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
ま
り
打
で
な
か
っ
た
の

は
、
投
手
力
が
良
い
の
で
は
な
く
て
、
わ
れ
わ

れ
が
打
て
な
い
か
ら
だ
っ
た
。

た
だ
い
え
る
こ
と
は
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
が

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
、
何
で
も
打
っ
て
や
れ
と

思
っ
た
し
、
ま
た
署
さ
も
夏
の
都
市
対
抗
以
上

で
全
員
ぼ
っ
と
な
っ
て
い
た
せ
い
て
も
あ
る
。

一
番
好
評
だ
っ
た
こ
と
は
マ
〓
フ
チ
ー
ム
の

選
手
や
、
高
校
生
の
選
手
が
わ
れ
わ
れ
の
練
習

に
参
加
し
て
一緒
に
や
っ
た
こ
と
だ
。
監
督
や

コ
ー
チ
の
い
う
こ
と
を
良
く
聞
い
て
教
わ
っ
て

い
る
姿
は
、
ス
タ
ン
ド
の
お
客
や
、
協
会
の
方

方
に
非
常
に
評
判
か
良
か
っ
た
と
確
信
し
て
い

る

・
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
マ
ニ
ラ
の
人
と
の
大
い

な
る
友
情
と
な
っ
て
日
常
生
活
に
も
現
わ
れ
た

の
で
あ
ろ
・つ
。
わ
れ
わ
れ
か
ク
ロ
ス
ゲ
ー
ム
を

す
る
の
で
、
マ
〓
フ
の
人
た
ち
は
、
こ
と
し
の

チ
ー
ム
は
弱
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
う
わ
さ

さ
れ
た
が
（以
前
の
遠
征
チ
ー
ム
が
１０
点
、
２０

点
と
ラ
グ
ビ
ー
の
よ
う
な
点
の
と
り
方
を
し
た

た
め
）
わ
れ
わ
れ
は
最
初
か
ら
ク
ロ
ス
ゲ
ー
ム

を
や
る
考
え
て
い
た
も
の
だ
か
ら
こ
ん
な
こ
と

は
、
気
に
も
止
め
な
か
っ
た
。
一度
ぐ
ら
い
２０

点
ば
か
り
と
考
え
た
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
幾

ら
が
ん
張
っ
て
も
取
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
い
や

に
な
っ
た
。
こ
れ
が
か
え
っ
て
人
気
が
出
た
一

つ
の
原
因
。
皮
肉
な
も
の
で
あ
る
。

ち
ょ
っ
と
書
き
遅
れ
た
が
、
暑
い
暑
い
と
何

度
も
書
い
た
が
、
私
の
野
球
生
活
中
こ
ん
な
暑

い
の
は
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
。
日
本
の
暑
さ

と
は
比
牧
に
な
ら
な
い
。
ま
た
ゲ
ー
ム
の
最
中

の
ス
コ
ー
ル
な
ん
か
は
、
と
て
も
気
持
の
い
い

も
の
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
ば
か
り
は
さ
す
が
に

南
国
の
感
し
か
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
ま
た
日
常
生
活
て
も
大
い
に
ハ

ン
ス
ル
し
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
以
上
に
親
善
を

果
た
し
た
と
思
っ
て
い
る
。
な
に
し
ろ
皆
ず
つ

ず
う
し
い
の
か
、
言
果
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

さ
も
通
じ
て
い
る
よ
う
な
顔
で
接
す
る
も
の
だ

か
ら
、
相
手
の
人
も
う
ち
と
け
て
、
お
互
い
に

仲
良
く
な
る
始
末
。
い
ま
は
や
り
の
″す
べ
て

態
度
で
示
そ
う
よ
″
式
だ
っ
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー

に
出
席
し
て
も
、
は
で
に
や
る
の
が
喜
ば
れ
る

と
聞
い
て
い
た
の
で
、
最
初
の
パ
ー
テ
ィ
ー
か

ら
堂
々
と
や
り
ま
し
た
。
い
つ
も
な
ら
隅
っ
こ

で
こ
そ
こ
そ
し
て
い
る
の
か
、
踊
っ
た
り
、
歌

っ
た
り
、
大
い
に
さ
わ
い
で
楽
し
ん
だ
の
で
、

マ
ニ
ラ
の
人
た
ち
に
も
す
ご
く
喜
ば
れ
た
よ
つ

だ
。何

し
ろ
夜
の
何
時
ま
て
て
も
、
さ
わ
い
て
い

初めての遠征

空
港
で
キ
ャ
プ
テ
ン
・ト
ニ
ー
の
娘
さ
ん
に

首
に
か
け
て
も
ら
っ
た
サ
ン
パ
キ
ー
タ
の
花
の

甘
い
何
と
も
い
え
な
い
番
が
、
今
で
も
一番
に

思
い
出
さ
れ
る
。
キ
ャ
プ
テ
ン
初
め
マ
ニ
ラ
の

野
球
協
会
の
方
々
、
選
手
の
人
た
ち
が
大
勢
迎

え
て
く
れ
た
。

マ
ニ
ラ
の
テ
ー
ム
の
実
力
は
現
在
の
と
こ
ろ

高
校
並
と
い
う
事
だ
っ
た
が
、
実
際
に
対
戦
し

て
み
で
確
か
に
そ
の
と
お
り
。選
手
層
が
薄
く
、

ベ
テ
ラ
ン
が
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
そ
れ
で
も
年
々
強
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
、
マ
暑
フ
の
野
球
協
会
の
方
々
が
非
常
に
力

を
入
れ
て
や
っ
て
い
る
よ
う
で
、
わ
が
チ
ー
ム

か
ら
も
い
ろ
い
る
と
学
び
取
ろ
う
と
し
て
い
た

よ
う
だ
。

日
本
チ
ー
ム
が
ア
メ
リ
カ
の
チ
ー
ム
と
対
戦

し
て
学
ぶ
こ
と
が
大
い
に
あ
る
よ
う
に
、
マ
ニ

ラ
の
チ
ー
ム
の
人
た
ち
も
ま
だ
ま
だ
や
る
こ
と

が
一ば
い
あ
る
と
思
う
。
わ
れ
わ
れ
の
プ
レ
ー

が
幾
ら
か
で
も
役
に
立
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
も
力
一
ば
い
や

る
よ
う
心
が
け
た
。
し
か
し
相
手
も
何
と
か
勝

と
う
と
懸
命
だ
っ
た
か
ら
、
ク
ロ
ス
ゲ
ー
ム
が
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暑
さ
の
中
で
健
闘

　̈
　
わ
れ
わ
れ
初
め
て
の
海

一　
外
遠
征
に
あ
た
り
種
々
の

輔

一
坪

銀

興
野

躊

け

自
一
一　
関
係
者
の
方
々
に
対
し
感

藤い一　謝つ申力産は摯訂中返

近
脱
≦
蒙
』
謹

．　“〕こ̈
一初̈動い薫ｍ

ム
全
員
の
苦
労
が
実
っ
た
よ
う
で
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
チ
ー
ム
全
員
が

参
加
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、
夏
の
大
会
の
優

勝
は
チ
ー
ム
全
員
の
努
力
と
頑
張
り
で
な
し
え

た
も
の
な
の
だ
か
ら
、
み
ん
な
が
一緒
に
行
け

た
ら
と
い
う
気
持
が
一
杯
だ
っ
た
。
残
っ
た
者

も
気
持
よ
く
わ
か
っ
て
く
れ
、
遠
征
に
参
加
し 珍

し
づ
く
め
の
南
国
情
緒

た
者
は
、
非
常
に
感
謝
し
て
い
る
。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
良
く
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
は
確
か
に
と
の
チ

ー
ム
に
も
負
け
な
い
努
力
を
し
た
と
思
う
が
、

こ
れ
ま
で
に
な
る
の
に
は
、
会
社
は
む
ろ
ん
、

社
会
人
野
球
協
ズ宏
始
め
諸
先
輩
の
方
々
の
ご
支

援
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
一同
痛
感
し
て
い

一０
。さ

て
、
マ
〓
フ
遠
征
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る

と
、
部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
初
の
海
外
、
ま
た
初

め
て
飛
行
機
に
乗
る
と
い
う
者
が
多
い
。
出
発

す
る
前
か
ら
な
ん
と
な
く
そ
わ
そ
わ
し
て
、
ま

る
で
別
世
界
に
行
く
よ
う
な
始
末
。
何
は
と

も
あ
れ
、
四
時
間
た
ら
ず
で
無
事
マ
〓
フ
に
着

い
た
。
マ
〓
フ
の
十
二
月
は
一番
気
温
が
低
い

は
ず
だ
が
、
や
は
り
署
い
。
オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト

の
い
る
日
本
か
ら
く
ら
べ
る
と
、
た
っ
た
四
時

間
後
に
体
験
す
る
気
温
の
差
は
驚
き
で
あ
る
。

方
々
の
ホ
テ
ル
で
ぶ
つ
か
り
、
人
百
屋
の
亭
■

と
肉
屋
の
妻
が

一緒
に
ト
イ
レ
ッ
ト
に
隠
れ

た
り
、
ベ
ッ
ド
の
下
で
夫
の
ム
ツ
事
を
妻
が
聞

い
て
い
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
が
腹
を
か
か
え
て
失
っ
た
よ
う
な
話
や
、
東

ド
イ
ン
で
私
が
も
て
た
物
語
り
や
…
…
、
機
会

が
あ
れ
ば
ま
た
書
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
四
十

六
日
間
ほ
ん
と
う
に
う
わ
っ
つ
ら
だ
け
だ
っ
た

が
方
々
を
み
て
来
た
。
身
体
の
調
子
も
良
く
な

か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
無
事
に
帰
っ
て
き
て
一

人
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
、
あ
の
町
こ
の
国
の
出
来
事

を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。
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る
の
で
か
ら
、
日
本
人
は
ち
ょ
っ
と
ま
い
っ
て

し
ま
う
。や
は
り
国
民
性
の
差
の
よ
う
だ
っ
た
。

ま
た
私
が
一番
う
れ
し
く
思
っ
た
の
は
わ
れ
わ

れ
の
近
く
に
は
常
に
マ
ニ
ラ
の
秘
密
警
官
が
つ

き
そ
っ
て
い
て
く
れ
た
こ
と
。
（マ
〓
フ
で
は

ま
だ
ま
だ
対
日
感
情
が
悪
い
た
め
）
こ
の
中
の

一
人
が
私
に
最
後
の
サ
ヨ
ナ
ラ
・
パ
ー
テ
ィ
ー

の
時
に
話
し
て
く
れ
た
事
が
頭
の
中
に
残
っ
て

い
る
。
内
容
は
彼
の
両
親
が
戦
時
中
日
本
人
に

何
も
し
な
い
の
に
、
ひ
ど
い
殺
さ
れ
方
を
し

た
。
こ
の
事
は
一生
忘
れ
ま
い
と
思
っ
て
い
ま

ま
で
生
き
て
き
た
。
当
年
四
十
二
オ
、
彼
は
戦

後
十
二
人
の
日
本
人
を
殺
し
た
。
自
分
は
マ
ニ

ラ
、
い
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
悪
人
の
ナ
ン
バ
ー
・

１
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
署
長
（マ
ニ

ラ
社
会
人
一野
球
協
会
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ト
ニ

ー
）
に
合
い
、
人
間
が
変
わ
っ
た
と
い
っ
て

い
た
。
自
分
は
ポ
リ
ス
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ

で
も
日
本
人
が
僧
ら
し
く
て
殺
し
た
と
い

う
。
こ
の
こ
と
が
、
こ
ん
ど
わ
れ
わ
れ
が
マ
ニ

ラ
に
き
て
、
一
緒
に
生
活
し
て
み
て
日
本
人
の

気
持
が
良
く
わ
か
っ
た
と
い
う
。
い
ま
ま
で
の

自
分
の
生
き
て
き
た
道
が
あ
や
ま
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
、
非
常
に
は
ず
か
し
い
。
許
し
て

く
れ
…
と
い
わ
れ
た
時
は
何
と
い
っ
て
い
い
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
わ

れ
わ
れ
の
気
持
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
々
の
気
持

が
打
ち
と
け
た
こ
と
が
日
比
親
善
の
面
に
少
し

て
も
役
立
っ
て
い
た
か
と
思
う
と
う
れ
し
い
。

ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
に
国
境
な
し
の
言
葉
通
り
だ

っ
た
。

ゲ
ー
ム
の
無
い
日
に
第
二
次
大
戦
で
戦
死

し
た
兵
士
を
埋
葬
し
て
あ
る
無
名
戦
士
の
墓
に

参
拝
し
た
。
当
時
の
残
酷
さ
は
少
し
も
想
像
で

き
な
く
、
静
か
で
き
れ
い
な
要
地
だ
っ
た
。
無

数
の
十
字
が
き
れ
い
に
並
ん
で
ま
る
で
絵
の
よ

う
。
全
員
黙
と
う
―
心
か
ら
衷
悼
の
祈
り
を
さ

さ
げ
た
。
食
事
は
め
ず
ら
し
さ
も
手
伝
っ
て
最

初
は
良
く
食
べ
ら
れ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
食
べ
ら

れ
な
く
な
る
始
末
。
四
日
間
位
は
、
だ
れ
も
い

わ
な
か
っ
た
が
、
み
そ
汁
や
パ
ラ
バ
ラ
で
な
い

米
を
恋
し
く
思
っ
た
の
は
私
だ
け
で
な
か
っ
た

と
思
う
。
し
か
し
ホ
テ
ル
の
毎
日
は
楽
し
く
、

バ
ン
ド
演
奏
を
聞
き
、
親
切
な
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス

や
ボ
ー
イ
と
、
片
言
ま
し
り
で
話
し
た
り
、
南

国
ム
ー
ド
の
あ
る
料
理
や
、
バ
ナ
ナ
、
パ
パ
イ

ヤ
、
ヤ
シ
を
食
べ
る
時
の
楽
し
さ
、
十
分
南
国

情
緒
を
味
え
た
の
は
幸
せ
だ
っ
た
。
二
週
間
の

滞
在
の
中
ご
ろ
、
毎
ロ
シ
ャ
ワ
ー
し
か
あ
ぴ
て

な
い
の
で
、
フ
ロ
に
入
り
た
く
て
、
温
泉
プ
ー

ル
が
あ
る
所
に
出
か
け
た
。

こ
こ
で
は
皆
泳
ぐ
の
で
は
な
く
、
フ
ロ
に
つ

か
っ
て
い
る
よ
う
な
気
分
で
半
目
０
っ
く
り
し

た
。滞

在
期
間
二
週
間
で
７
ゲ
ー
ム
と
い
う
強
行

軍
の
ほ
か
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
名
所
め
ぐ
り
等

ス
ケ
ツ
ュ
ー
ル
が
一
ば
い
だ
っ
た
。
め
ず
ら
し

い
も
の
つ
く
め
て
毎
日
の
皮
れ
な
ど
感
ぜ
ず
？

公
私
と
も
に
本
当
に
楽
し
い
二
週
間
だ
っ
た
。

最
怪
に
滞
比
の
間
、
常
に
わ
れ
わ
れ
に
ｆヽ１
き

添
い
、
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
比
国
野
球
協
会
の

あなたの働きを楽しく 暮らしを壼かに 夢を育てる    鉄

rヽ中冒勇譜豊難
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八
幡
の
鉄
が
船
出
す
る
と
き

東
南
ア
ジ
ア
、
中
近
東
、
北
米
、
南
米
―
の
産
業
が
発
展
に
向
っ
て
身
構
え
て
い
ま
す
。

八
幡
の
３８
年
度
の
輸
出
実
績
は
１
０
２
万
ト
ン
。

国
内
市
場
の
需
要
を
ま
か
な
った
ほ
か
に
、
１
億
２
５
０
０
万
ド
ル
も
の
外
資
を
か
せ
ぎ

鉄
鋼
業
界
で
は
じ
め
て
（輸
出
貢
献
企
業
）
と
し
て
政
府
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

八
幡
の
鉄
が
始
出
す
る
と
き
、
世
界
と
日
本
の
産
業
は
さ
ら
に
大
き
く
発
展
す
る
の
で
す
。

あ
な
た
の
０
き
を
楽
し
く
　
暮
ら
し
を
豊
か
に
　
夢
を
育
て
る
　
‥
　
鉄

11=
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皆
様
方
、ト
ニ
ー
署
長
、通
訳
兼
ガ
イ
ド
の
ホ
リ

エ
兄
弟
を
始
め
、
一般
市
民
の
暖
か
い
歓
待
に

対
し
て
は
心
か
ら
感
謝
の
念
で
一ば
い
だ
。
比

国
野
球
界
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
期
待

黒
獅
子
旗
″
い
ま
わ
れ
わ
れ
の
手
中
に
あ

る
。
ま
さ
に
夢
で
な
い
。
こ
の
換
を
目
ざ
し
て

九
年
間
、
歴
代
の
選
手
及
び
関
係
者
が
ど
れ
ほ

ど
苦
労
し
た
こ
と
か
。
今
年
の
わ
れ
わ
れ
は
、

先
輩
Ｏ
Ｂ
の
築
い
て
く
れ
た
伝
統
を
恥
か
し
く

な
い
よ
う
に
守
る
べ
く
努
力
し
た
。
そ
の
結
果

が
、
幸
運
に
も
王
座
へ
つ
な
が
っ
た
。

日
通
野
球
部
創
立
の
時
に
は
せ
さ
ん
じ
て
早

く
も
九
年
の
月
日
が
流
れ
た
。　
一年
目
は
南
関

東
の
決
勝
戦
で
延
長
の
末
１
〜
０
と
涙
を
の

教
、
二
年
目
は
鉄
腕
堀
本
君
の
五
連
投
と
い
う

ド
根
性
の
お
陰
で
決
勝
に
進
出
し
た
も
の
の
、

彼
一人
の
力
だ
け
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、

わ
れ
わ
れ
の
力
不
足
で
彼
の
奮
闘
に
報
い
て
や

れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
堀

本
、
妻
島
（東
京
）
渋
谷
（国
鉄
）
と
す
ば
ら

し
い
投
手
陣
を
持
ち
な
が
ら
、
チ
ー
ム
の
力
不

足
か
、
不
運
か
決
勝
進
出
が
な
ら
な
か
っ
た
。

至
難
な
道
を
歩
み
続
け
て
九
年
目
、
つ
い
に
選

手
た
ち
は
自
己
の
も
て
る
力
は
十
分
に
発
揮
し

て
、
金
社
員
、
Ｏ
Ｂ
の
期
待
に
み
こ
と
報
い
る

こ
と
が
で
き
た
。

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

持
て
る
力
を
結
集

チ
ー
ム
カ
と
し
た
ら
決
し
て
大
型
で
な
く
む

し
ろ
小
じ
ん
ま
り
ま
と
ま
った
チ
ー
ム
と
見
ら

〃黒
獅
子
旗
″い
ま
手
中
に

し
て
い
る
。
ま
た
何
か
と
面
倒
を
か
け
た
山
本

団
長
、
大
渓
渉
外
係
の
二
人
に
感
謝
し
て
、
こ

の
遠
征
記
を
と
し
る
。

（日
通
野
球
部
主
将
）

也
て
い
た
が
、
優
勝
ま
で
の
各
自
の
努
力
に
は

ま
っ
た
く
敬
服
す
る
。
日
頃
か
ら
合
宿
所
の
玄

関
に
か
か
げ
て
あ
る
二
つ
の
標
語
、
こ
れ
は
創

立
の
時
、
吉
日
前
総
監
督
が
考
え
て
書
道
の
教

師
の
資
格
を
持
つ
中
島
投
手
が
書
い
た
も
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
部
の
あ
る
限
り
わ
れ
わ
れ
の

頭
上
か
ら
教
え
て
く
れ
る
の
だ
が
・‥
‥。

一
、
選
手
で
あ
る
前
に
社
員
で
あ
る
こ
と
を

自
党
せ
よ
。

一、
己
を
捨
て
て
チ
ー
ム
の
た
め
に
つ
く

せ
。こ

の
二
項
を
選
手
は
よ
く
実
行
し
た
。
寒
い

冬
の
出
勤
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
退
社
後
の
バ

ッ
ト
ス
イ
ン
グ
、
そ
の
他
の
練
習
を
毎
日
統

け
た
根
気
強
さ
こ
そ
優
勝
の
原
動
力
だ
と
思

う
。
雨
が
降
ろ
う
が
遠
征
先
だ
ろ
う
が
、
残
業

で
遅
く
な
っ
て
も
、
み
ん
な
の
気
持
ち
が
ぴ
っ

た
り
と
一
つ
の
日
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

た
。
″こ
れ
を
や
ら
な
い
と
よ
く
ね
ら
れ
な

い
″
と
い
う
言
葉
さ
え
問
い
た
ほ
ど
だ
。
責
任

感
を
痛
感
す
る
の
は
当
た
り
前
と
い
う
も
の

の
、
こ
の
心
が
け
な
ら
今
年
は
や
る
ぞ
と
期
待

を
も
っ
た
。
そ
の
通
り
に
な
っ
た
と
い
え
ば
虫

が
よ
す
ぎ
る
が
、
ツ
キ
も
あ
っ
て
こ
う
し
て
皆

で
最
高
の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
選
手
一人
々
々
の
努
力
と
精
進
に
は
ま

っ
た
く
頭
が
さ
が
っ
た
。

引
退
し
た
８
名
の
ベ
テ
ラ
ン

こ
の
一年
を
ふ
り
か
え
って
み
る
に
忘
れ
ら

れ
な
い
の
が
、
前
年
最
後
の
ゲ
ー
ム
に
な
っ
た

東
京
大
会
出
場
選
考
会
で
あ
る
。
リ
ッ
カ
ー
、

富
士
重
工
の
三
チ
ー
ム
で
争
い
、
ニ
チ
ー
ム
が

出
場
。
こ
れ
に
勝
って
、
来
春
入
社
す
る
部
員

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
張
り
切
っ
た
が
、
二

度
と
も
先
敗
、
こ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ

た
。
こ
の
試
合
を
最
後
に
来
年
か
ら
職
場
に
専

念
、
そ
し
て
野
球
の
方
は
新
人
に
が
ん
張
っ
て

も
ら
お
う
と
引
退
す
る
８
名
の
ベ
テ
ラ
ン
の
シ

ョ
ン
ポ
リ
し
た
姿
は
寂
し
か
っ
た
。
こ
の
時
の

気
持
ち
を
も
う
二
度
と
味
わ
い
た
く
な
い
と
残

っ
た
選
手
は
痛
感
し
た
。
先
輩
の
た
め
に
も
今

年
は
や
る
ぞ
と
正
月
か
ら
夏
の
目
標
に
向
っ
た

の
で
あ
る
。早
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
、星
を
あ
お
い
て

の
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
ぐ
ち
を
こ
ぼ
さ
ず

黙
々
と
続
け
、
今
に
見
て
ろ
俺
た
ち
は
き
っ
と

や
る
ぞ
と
自
分
自
身
を
痛
め
つ
け
た
。
い
ま
思

う
と
さ
そ
つ
ら
か
っ
た
ろ
う
が
、
決
定
戦
に
負

け
た
の
は
良
薬
だ
っ
た
。
い
つ
ま
で
も
寂
し
い

気
持
ち
で
、
過
去
を
思
い
出
し
て
て
は
し
よ
う

が
な
い
。
気
分
の
切
り
か
え
を
早
く
す
べ
き
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
現
実
に
さ
せ
て
く
れ
た
の
が

卒
業
試
験
を
無
事
終
了
し
て
、
実
習
の
た
め
浦

和
に
集
ま
っ
て
来
た
新
入
部
員
だ
っ
た
。

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

新
人
の
入
部
て
活
気

三
十
九
年
度
の
全
メ
ン
パ
ー
が
勢
揃
い
、
三

月
初
め
会
社
の
好
意
に
よ
り
、
名
古
屋
支
店
チ

ー
ム
と
合
同
練
習
を
健
保
名
古
屋
球
場
で
や
っ

た
。
わ
ず
か
一週
間
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
効
果

は
大
き
く
、
新
人
の
希
望
に
燃
え
た
素
晴
ら
し

い
フ
ァ
イ
ト
、
先
輩
か
ら
何
で
も
学
び
と
ろ

う
、
監
督
、
コ
ー
チ
か
ら
の
言
葉
は
一
つ
も
間

き
も
ら
す
ま
い
と
、
素
直
な
ガ
メ
ツ
さ
が
朝
食

前
の
山
登
り
、
毎
晩
続
け
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

見
ら
れ
た
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
も
こ
れ
は
ボ
ヤ
ボ
ヤ

し
て
い
た
ら
ボ
ジ
シ
ョ
ン
を
と
ら
れ
る
ぞ
と
、

す
っ
か
り
競
争
心
が
燃
え
上
が
っ
た
。
活
気
あ

る
声
が
球
場
一ば
い
に
ひ
ぴ
き
監
督
の
当
初
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
以
上
の
練
習
が
で
き
た
。

こ
の
と
き
こ
こ
で
生
ま
れ
た
合
言
葉
″仲
良

く
ニ
チ
ー
ム
で
後
楽
園
で
あ
い
ま
し
ょ
う
″
は

確
約
で
き
る
と
思
っ
た
。
二
月
の
練
習
が
順
調

に
進
み
四
月
に
い
よ
い
よ
新
メ
ン
バ
ー
の
力
を

た
め
す
機
会
が
き
た
。
優
秀
な
チ
ー
ム
が
多
数

参
加
す
る
静
岡
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

第
一戦
で
日
怪
金
と
当
た
っ
た
。
主
将
近
藤
、

四
番
村
木
健
在
な
り
、
佐
藤
、
田
中
の
投
手
陣

ま
た
安
泰
、と
い
っ
て
も
、平
均
年
令
二
〇
才
の

チ
ー
ム
の
若
さ
が
心
配
。
と
こ
ろ
が
、
静
岡
県

の
強
豪
日
軽
金
を
２
〜
０
、
河
合
楽
器
と
３
〜

０
、
大
昭
和
を
延
長
の
末
２
〜
１
と
つ
ぎ
つ
ぎ

に
降
し
、
決
勝
に
進
出
し
た
。
前
年
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
積
水
化
学
と
覇
を
争
う
こ
と
に
な
り
、

橋
戸
賞
の
堤
投
手
先
発
、
こ
の
前
の
産
別
で
は

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
て
る
の
で
、
よ
く
研
究

し
た
も
の
の
、
老
練
な
ビ
ッ
チ
ン
グ
に
は
若
手

は
ど
う
か
な
と
思
っ
た
。
し
か
し
毎
回
２
安
打

を
五
回
ま
で
続
け
つ
い
に
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
て

し
ま
っ
た
。
ま
こ
と
に
期
待
以
上
の
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
で
、
４
〜
２
で
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

こ
の
大
会
で
新
メ
ン
パ
ー
は
、
と
く
に
若
手

が
わ
れ
わ
れ
の
力
で
こ
れ
だ
け
の
チ
ー
ム
カ
を

発
揮
で
き
る
の
だ
と
自
信
を
つ
け
た
こ
と
は
大

き
い
。佐
藤
、田
中
の
ど
ち
ら
が
先
発
し
て
も
二

人
で
投
げ
れ
ば
２
点
以
上
や
ら
な
い
。
監
督
が

３
点
と
れ
ば
勝
つ
と
３
点
作
戦
を
考
え
さ
せ
た

の
も
こ
の
時
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、

勝
と
う
と
い
う
信
念
を
最
後
ま
で
捨
て
な
い
こ

と
。
す
な
わ
ち
技
量
プ
ラ
ス
信
念
を
こ
の
戦
い

て
充
分
発
揮
し
た
。
投
手
は
一球
々
々
信
念
を

も
っ
て
投
げ
こ
み
、
打
者
は
最
後
の
球
ま
で
信

念
を
も
っ
て
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
実
証

し
た
。打〃

て／／
ぬ〃
悩／／
み／／返／／上〃

五
月
い
よ
い
よ
待
ち
に
ま
った
予
選
が
近
づ

き
、
こ
の
月
が
最
後
の
調
整
と
な
る
。
練
習
も

一段
と
熱
気
を
お
び
、
日
常
生
活
に
も
自
覚
し

て
る
の
が
あ
り
あ
り
と
わ
か
る
。
こ
の
中
旬
に

サ
ッ
ポ
ロ
ピ
ー
ル
と
オ
ー
プ
ン
戦
を
や
り
４
〜

１
と
も
の
に
し
て
か
ら
試
合
ご
と
に
負
け
る
気

が
し
な
く
な
った
。
予
選
に
入
って
も
今
ま
で

の
と
の
予
選
の
時
よ
り
勝
つ
こ
と
を
信
じ
て
ベ

九
年
目
に
輝
や
く
日
通
の
偉
業

…
一年
を
か
え
り
み
て
　
　
初
岡
栄
ム写
〓
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チ
で
安
心
し
て
ゲ
ー
ム
の
進
行
を
見
つ
め
ら

れ
た
。
決
肪
の
日
産
と
は
二
度
と
も
５
点
差
。

チ
ー
ム
打
率
三
割
七
分
は
打
て
な
い
日
通
の
名

を
返
上
す
る
堂
々
た
る
勝
ち
っ
ぷ
り
だ
っ
た
。

こ
の
予
選
て
投
手
陣
は
期
待
通
り
、
打
撃
呻

は
予
想
外
に
よ
か
っ
た
の
で
、
投
打
の
バ
ラ
ン

ス
が
よ
く
と
れ
て
対
サ
ッ
ボ
ロ
戦
か
ら
負
け
を

知
ら
ず
連
勝
を
続
け
て
き
た
。
ナ
イ
ン
は
こ
こ

で
さ
ら
に
一段
と
た
く
ま
し
く
な
り
、
全
社
員

の
信
頼
と
要
望
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
成
績
を

隆
楽
園
で
実
現
で
き
る
と
信
念
を
強
く
持
っ

た
。
投
手
陣
は
良
い
と
し
て
、
初
め
て
夏
の
本

大
会
に
出
場
す
る
若
手
の
打
撃
に
つ
い
て
は
心

配
が
あ
り
、
南
関
東
の
ス
ラ
ッ
ガ
ー
電
電
の
岡

崎
、
黒
崎
君
。
岩
崎
の
木
沢
君
の
ベ
テ
ラ
ン
を

補
強
し
て
万
全
を
期
し
た
。
そ
の
後
の
大
会
内

容
は
ご
承
知
の
通
り
。
佐
藤
、
日
中
の
健
投
、

補
強
の
岡
崎
君
が
代
打
で
大
活
躍
、
さ
ら
に
新

人
の
戸
塚
、
永
野
が
先
輩
の
あ
と
か
ら
出
場
、

チ
ャ
ン
ス
に
大
活
躍
し
て
優
勝
へ
の
道
を
切
り

開
い
て
く
れ
た
。

〃和
″が
勝
利
の
因

高
校
を
出
て
す
ぐ
あ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
っ

た
の
に
は
全
く
驚
い
た
。
二
人
の
努
力
と
そ
の

精
神
力
に
は
頭
が
下
が
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

持
て
る
力
を
ふ
る
に
発
揮
さ
せ
た
の
は
チ
ー
ム

メ
ー
ト
の
協
力
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
宿

合
で
、
ベ
ン
チ
で
、
常
に
明
る
い
空
気
を
作

り
、
ナ
イ
ン
が
の
び
の
び
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う

い
や
な
こ
と
で
も
喜
ん
で
や
り
、
勝
利
を
信

じ
て
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
見
守
る
暖
か
い
目
、
こ

の
立
派
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
れ
ば
こ

そ
、
新
人
も
補
強
鵬
手
も
、
チ
ー
ム
の
中
に
早

く
と
け
こ
め
て
、
思
い
き
っ
た
プ
レ
ー
が
で
き

た
。
和
こ
そ
実
力
以
上
の
チ
ー
ム
カ
を
発
揮
す

る
原
因
で
、
団
体
競
技
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
要
素
で
あ
ろ
う
じ
対
鋼
管
戦
の
見
事
な
迫
い

込
教
も
、
わ
れ
わ
れ
は
や
っ
て
く
れ
る
と
信
じ

た
し
決
勝
も
肪
利
の
女
神
は
必
ず
わ
が
チ
ー
ム

に
は
ほ
え
む
と
信
じ
た
。
田
中
の
橋
戸
賞
は
立

派
で
最
年
少
の
記
録
だ
し
、
新
人
戸
塚
の
優
秀

選
手
賃
も
こ
れ
ま
た
立
派
だ
。
し
か
し
佐
藤
投

手
の
力
こ
そ
わ
が
チ
ー
ム
最
呂
と
彼
の
力
投
を

感
謝
し
、
主
将
近
藤
の
活
躍
も
内
野
の
要
と
し

て
若
き
投
手
を
助
け
、
ま
た
ベ
テ
ラ
ン
村
木
、

竜
山
の
好
打
、
竹
之
内
、
山
本
、
小
颯
の
二
年

生
の
成
長
ぶ
り
、
荒
井
、
稲
垣
の
奮
闘
も
見
逃

が
せ
な
い
。
優
勝
の
感
激
に
ひ
た
っ
て
る
と
き

に
、
史
上
初
の
参
加
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
と
し
て
、
日

通
を
主
体
と
し
た
全
日
本
軍
が
結
成
さ
れ
出
場

が
決
定
、
全
米
選
抜
学
生
と
ゲ
ー
ム
を
や
れ
た

の
は
、
わ
が
社
の
誇
り
で
も
あ
り
、
球
界
発
展

の
た
め
に
記
念
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

〃

〃

〃

〃

〃

〃

奇
跡
の
逆
転
劇

つ
づ
い
て
社
会
人
野
球
の
三
大
大
会
最
後
を

飾
る
産
別
大
会
が
あ
る
。
そ
の
予
選
で
驚
く
べ

き
ゲ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
第
一戦
の
西
濃
戦
七
回

ま
で
佐
藤
が
め
ず
ら
し
く
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ

８
１
２
と
ま
ず
完
全
な
西
濃
の
ベ
ー
ス
。
佐
藤

も
人
間
、
こ
う
い
う
こ
と
も
い
つ
か
く
る
わ
い

と
な
ぐ
さ
め
た
が
、ゲ
ー
ム
は
負
け
ら
れ
な
い
。

夏
の
覇
者
が
一イ
チ
コ
ロ
と
は
情
な
い
。
と

う
し
て
も
勝
つ
と
八
回
を
迎
え
た
。
こ
の
回
途

中
出
場
の
永
野
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
４
点
も
ぎ
と

る
バ
ン
チ
を
放
ち
差
を
２
点
と
し
た
。
そ
し
て

九
回
二
死
な
が
ら
一全
一塁
、ま
た
永
野
の
打
席

だ
。
こ
の
場
面
で
は
新
人
に
は
荷
が
重
い
と
ひ

そ
か
に
同
情
し
た
が
、
な
ん
と
２
ス
ト
ラ
イ
ク

後
、
右
中
間
を
大
き
く
破
る
三
塁
打
、
ま
た
た

く
間
に
同
点
、
ベ
ン
チ
は
総
立
ち
、
永
野
は
頭

か
ら
す
べ
り
こ
む
。
そ
こ
で
西
濃
内
野
手
の
カ

ッ
ト
プ
レ
ー
が
ま
ず
く
暴
投
、

永
野
は
ヨ
タ
ヨ
タ
し
な
が
ら
ホ

ー
ム
イ
ン
。
夏
の
鋼
管
戦
以
上

の
素
晴
ら
し
い
幕
切
れ
て
、
西

農
ベ
ン
チ
は
あ
き
れ
か
え
っ
て

信
じ
ら
れ
ぬ
と
い
っ
て
た
ほ
ど

だ
っ
た
。
こ
の
苦
戦
に
こ
り

て
、
あ
と
の
ゲ
ー
ム
は
慎
重
に

進
め
、
打
撃
陣
の
好
調
で
決
勝

は
１０
点
差
で
代
表
と
な
っ
た
。

〃

〃

〃

〃

〃

〃

３‐

連

勝

で

終

る

こ
う
し
て
オ
ー
プ
ン
戦
も
入

れ
て
２８
連
勝
の
勢
い
で
産
別
大

会
に
出
場
し
た
。
夏
の
優
勝
を

フ
ロ
ック
と
い
わ
れ
ぬ
よ
う
全

員
張
切
って
後
楽
園
に
乗
り
こ

み
苦
戦
し
な
が
ら
も
準
決
勝
に

進
出
、
大
昭
和
と
決
勝
進
出
を

争
った
が
、
佐
藤
・田
中
の
健

投
も
そ
の
上
を
ゆ
く
好
調
な
強

カ
パ
ン
チ
に
あ
って
４
点
と
ら

れ
、
打
者
の
方
も
蒙
球
投
手
金

沢
君
の
ス
ピ
ー
ド
に
お
さ
れ
て

決
音
発
せ
ず
完
敗
、
つ
い
に
二

連
勝
の
野
望
と
連
勝
記
録
も
３‐

勝
で
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
た
。
例
年

な
ら
こ
れ
で
シ
ー
ズ
ン
が
終

わ
り
、
業
務
に
専
念
す
る
の
だ

が
、
協
会
の
推
挙
で
比
国
野
球

協
会
招
待
の
日
比
親
善
野
球
の

た
め
訪
比
す
る
こ
と
に
な
り
、
社
長
の
理
解
で

一行
二
十
一名
、
十
二
月
三
日
開
発
、
六
勝
一

敗
の
成
績
て
、
親
善
の
役
目
を
無
事
は
た
し
、

全
員
元
気
に
十
六
日
帰
国
し
た
。

今
年
の
日
通
野
球
部
は
ま
こ
と
に
恵
ま
れ
た

年
度
で
、
初
優
勝
、
初
の
オ
リ
ン
ピ
ック
明

場
、
初
の
海
外
遠
征
と
こ
れ
以
上
の
幸
運
は
な

い
。
こ
の
優
勝
の
陰
に
は
並
々
な
ら
ぬ
監
督
初

め
ナ
イ
ン
の
古
労
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に

応
授
団
の
社
員
も
大
変
だ
っ
た
。
黒
獅
子
を
会

社
に
持
ち
か
え
っ
て
き
た
時
の
社
長
、
全
社
員

の
喜
び
よ
う
は
な
か
っ
た
。
会
社
あ
っ
て
の
野

球
部
と
し
て
、
日
頃
職
場
に
あ
っ
て
同
僚
の
好

意
に
よ
り
業
務
面
で
何
か
と
助
け
を
か
り
、
さ

ぞ
迷
惑
だ
っ
た
と
思
う
が
、
い
や
な
顔
一
つ
せ

ず
、
わ
れ
わ
れ
の
力
を
ふ
る
に
出
し
つ
く
せ
た

願
因
。
こ
の
喜
ん
で
く
れ
る
姿
を
教
て
、
わ
れ

わ
れ
は
幸
福
感
が
い
っ
ば
い
に
な
っ
た
。

テープ半ラジオ
再 放 送 が
いつで も.
ラジオの付いた

テープレコーダ

テープとラジオがコンビ
ーー どちらもオール トラ
ンジスタ式で、コレは./

と思 った番組はツマミ1
つで、放送をききながら
録音でき大へん便利です

fヨ劉明
`ラ

ジ締嘔F-7。BI■―燿鳳
オール トランジスタ式 RQ― 印  正 価 27.800円  月賦定価 29,200円

松下爾豊

●・
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―球
場
は
ジ

札
幌
市
の
南
西
に
観
光
地
と
し
て
、
ま
た
冬

は
ス
キ
ー
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
藻
岩
山
が

あ
る
が
、
そ
れ
に
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
、
わ
れ

わ
れ
の
拓
銀
南
寮
が
あ
る
。
こ
の
南
寮
は
野
球

部
員
だ
け
の
独
身
寮
で
あ
る
た
め
か
、
ま
こ
と

に
に
ぎ
や
か
。
時
折
、
奇
声
が
聞
こ
え
て
き
た

り
す
る
。

部
員
だ
け
な
の
で
、
遠
慮
な
く
大
声
を
は
り

上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
寮
を
初
め
て
訪

れ
る
人
は
、
き
っ
と
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
身
体

い
っ
ぱ
い
に
感
ず
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
一糸

乱
れ
ぬ
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
培
か
わ
れ
る
訳
で
あ

る
が
、
い
つ
ま
で
も
学
生
気
分
が
抜
け
ぬ
と
い

わ
れ
る
ゆ
え
ん
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

合
宿
は
モ
ル
タ
ル
造
り
の
二
階
建
て
で
あ
る

が
、
一歩
玄
関
に
入
る
と
、
こ
つ
い
顔
の
男
が

迎
え
て
く
れ
る
。
玄
関
〓
回
に
等
身
大
の
デ
カ

イ
鏡
が
あ
り
、
出
入
り
の
際
は
、
い
や
で
も
自

分
の
顔
と
に
ら
め
っ
こ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

こ
の
鋭
は
わ
れ
わ
れ
の
友
で
も
あ
り
、
あ
る

時
は
素
振
り
の
相
手
を
、
あ
る
時
は
オ
シ
ャ
レ

の
仕
方
さ
え
も
教
え
て
く
れ
る
。
自
称
、
ス
タ

イ
リ
ス
ト
た
ち
に
と
っ
て
は
、
合
宿
で
最
も
大

切
な
物
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

寮
に
は
二
十
五
人
ほ
ど
お
り
、
大
体
各
自
に

一
部
屋
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
は
食
堂

に
あ
る
が
、
い
つ
も
、
そ
の
前
に
い
る
顔
ぶ
れ

は
決
ま
っ
て
お
り
、
一週
間
分
の
番
組
を
全
部

覚
え
て
い
る
者
が
い
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

彼
等
は
ほ
と
ん
ど
休
日
で
も
外
出
し
な
い
の

で
、
誡
に
経
済
的
、
わ
れ
わ
れ
銀
行
員
の
模
範

ュー
タ
ン
敷
き
？

た
の
し
い
拓
銀
野
球
部
合
宿

で
あ
る
。

食
堂
は
ま
た
員
重
な
話
合
い
の
場
で
も
あ

る
。
就
床
時
ま
で
常
に
何
人
か
が
お
り
、
野
球

の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
も
ち
ろ
ん
恋
愛
論
な

ど
を
、
ぶ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
始
終
食
堂
に

居
ら
ね
ば
落
着
か
ぬ
と
い
う
者
、
定
期
的
に
刺

激
を
求
め
て
顔
を
出
す
者
、
そ
の
構
成
は
な
か

な
か
お
も
し
ろ
い
。
こ
れ
か
ら
真
冬
に
向
い
、

し
ん
し
ん
と
降
る
雪
の
中
、
ス
ト
ー
プ
を
目
ん

で
の
語
ら
い
の
味
は
、
北
海
道
に
住
む
者
だ
け

が
知
る
、
さ
さ
や
か
な
、
楽
し
い
特
権
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

マ
ー
ジ
ャ
ン
も
な
か
な
か
盛
ん
だ
。
階
級
別

で
Ａ
級
に
は
さ
す
が
に
ベ
テ
ラ
ン
の
諸
氏
が
揃

っ
て
い
る
。
だ
が
最
近
は
、
彼
ら
の
勝
負
根
性

の
欠
如
か
、
努
力
が
足
り
ぬ
せ
い
か
、
若
手
の

台
頭
著
し
く
、
３
級
あ
る
い
は
Ｃ
級
に
下
が
っ

て
く
る
人
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ベ
テ
ラ
ン
諸
民
の
奮
起
を
望
み
た
い
。

こ
う
述
べ
て
く
る
と
遊
ひ
し
か
知
ら
ぬ
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
否
々
、
中
に
は

シ
ョ
パ
ン
の
ノ
ク
タ
ウ
ン
に
耳
を
傾
け
、
ま
た

ハ
イ
ネ
を
回
ず
さ
ん
だ
り
す
る
者
も
い
る
。
こ

の
よ
う
に
個
性
的
な
人
間
が
多
く
、
私
生
活
に

お
い
て
は
十
人
十
色
だ
が
、
し
ょ
せ
ん
、
野
球

を
志
す
者
の
集
ま
り
、
野
球
の
こ
と
と
な
る
と

ぴ
た
り
と
一つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
当
然

の
こ
と
で
は
あ
る
が
誠
に
た
の
も
し
く
嬉
し
い

事
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
市
の
北
方
、

拓
銀
本
店
か
ら
車
で
二
十
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に

あ
る
。
市
の
中
心
部
か
ら
離
れ
る
の
で
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
周
菌
は
家
並
も
少
な
く
広
々
と
し
て

Ш　
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ック
以
来
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
　
　
と
い
う
自
信
と
い
う
か
、
そ
の
よ
う
な
根
性
　
　
雷
辱
す
る
の
が
勝
負
師
の
道
だ
と
も
い
わ
れ
　
Ш

‐‐‐‐　
―
ツ
に
「根
性
」
と
い
う
こ
と
が
何
か
に
つ　
　
を
シ
ッカ
リ
と
植
え
付
け
て
ほ
し
い
。　
　
　
　
る
。
わ
れ
わ
れ
は
心
す
べき
で
あ
る
。　
　
　
岬

Ш　
け
て
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
　
　
　
ま
た
野
球
の
よ
う
に
基
本
が
勝
負
と
い
わ
　
　
　
実
力
の
あ
る
も
の
は
「位
」
が
高
い
、
し
　
Ш

Ш　
つ
い
て
は
い
ま
さ
ら
こ
と
新
し
い
こ
と
で
も
　
　
れ
る
こ
と
も
、
忘
れ
憩
って
は
な
ら
な
い
。　
　
た
が
って
ど
う
し
て
も
「位
」
の
低
い
相
手
　
剛

ｍ　
な
い
。
だ
が
、
ど
う
も
最
近
の
野
球
を
見
て
　
　
　
暑
い
時
期
に
大
事
な
ゲ
ー
ム
が
あ
る
だ
け
　
　
は
押
さ
れ
気
味
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
　
呻

　̈
い
る
と
、
真
の
根
性
と
い
う
も
の
が
、
こ
　
　
に
、
暑
さ
に
耐
え
得
る
だ
け
の
体
力
に
加
え
　
　
「位
」
の
下
の
も
の
に
は
、
ど
の
よ
う
な
手
　
ｍ

ｍ　
と
こ
と
く
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
　
　
て
、
精
神
力
と
い
う
も
の
も
大
き
く
も
の
を
　
　
が
あ
る
が
、
ま
ず
第
一に
奇
襲
で
あ
る
。
意
　
剛

　̈
は
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
。
野
球
と
い
う
膀
負
で
あ
る
以
上
、
結
　
　
外
な
手
が
相
手
を
勤
揺
さ
せ
、
そ
の
す
き
に
　
剛

ｍ　
　
勝
負
ご
と
に
根
性
と
い
う
も
の
が
不
可
欠
　
　
局
は
そ
の
基
本
が
、
と
こ
ま
で
身
に
つ
い
て
　
　
乗
じ
て
か
き
ま
わ
し
相
手
の
弱
点
を
つ
く
。　
Ш

Ш　
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
所
で
　
　
き
た
か
、
そ
れ
を
と
の
程
度
に
ね
り
あ
げ
て
　
　
　
第
二
は
、
短
時
間
に
勝
負
を
決
め
る
こ
と
　
ｍ

ｍ　
あ
ろ
う
。
こ
ん
ど
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
て
　
　
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
勝
負
に
か
か
っ
て
い
　
　
だ
。
将
棋
で
も
そ
う
だ
が
、
時
間
が
長
び
く
　
剛

Ш　
も
、
な
ん
と
い
って
も
根
性
と
い
う
か
、
精
　
　
る
と
い
え
る
。
し
っか
り
と
基
本
を
た
た
き
　
　
程
、
実
力
者
の
力
が
出
て
く
る
。
従
って
下
　
‐‐‐‐‐‐

　̈
神
力
が
、
さ
ら
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
い
か
に
　
　
こ
ま
れ
て
、
晴
れ
の
檜
舞
台
に
出
て
く
る
チ
　
　
位
の
者
は
短
期
決
戦
に
持
込
む
の
が
有
利
な
　
‐‐‐‐‐‐

¨
大
切
か
が
痛
切
に
感
じ
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
―
ム
の
為
の
蔭
の
努
力
は
ま
た
大
変
な
も
の
　
　
の
だ
と
、
大
山
名
人
は
い
って
お
ら
れ
る
。　
¨

Ш　
　
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
見
て
も
根
性
と
基
本
が
　
　
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
に
味
の
あ
る
言
葉
で
あ
る
ｃ　
　
　
　
　
　
ｍ

剛
土
台
だ
と
思
う
。
徹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
名
人
は
こ
ん
　
剛

鮨
雉
□
回
□
回
□
　
準̈
鸞

Ш
栗
が
収
め
ら
れ
る
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
の
は
、
一に
技
　
山

Ш　
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
社
会
人
野
球
連
盟
　
　
湘
　̈
　
　
円
申　
　
　
　
一ｙ
　
　
　
入
（　
　
　
輸
一」
」
メ

・睛
励
″
　
¨

剛
　

「ス
ポ
ー
ツ
は
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐‐

Ш
徳
教
育
な
り
」
と
い
わ
れ
る
が
、
ま
さ
に
し
　
　
　
試
合
に
は
多
分
に
運
と
い
う
も
の
も
左
右
　
　
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐‐‐‐‐

―‐‐‐‐
か
り
。
そ
れ
だ
け
に
そ
の
輝
や
か
し
い
勝
利
　
　
す
る
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
体
力
的
に
は
　
　
し
か
し
今
日
の
よ
う
な
勝
負
に
、
技
術
で
　
ｍ

剛　
の
陰
に
は
、
い
か
に
多
く
の
犠
牲
や
努
力
の
　
　
″の
び
盛
り
″
の
若
い
人
た
ち
の
こ
と
だ
。　
　
は
劣
ら
な
い
の
に
、
異
常
な
体
力
等
の
差
の
　
ｍ

剛
積
み
重
ね
が
あ
る
こ
■象
″、
こ
と
わ
ぎ
の
　
　
勝
負
に
は
頑
張
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
優
勝
　
　
た
め
に
完
敗
と
い
う
こ
と
が
、
将
棋
の
世
界

岬

剛

「
ロ
ー
マ
は
一日
に
し
て
成
ら
ず
」
で
あ
ろ
　
　
の
ゆ
く
え
は
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
や
は
　
　
に
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か
と
…
ｉ
。
だ
が
野
球
　
剛

ｍ　
う
。
最
近
の
チ
ー
ム
に
は
と
こ
か
無
気
力
と
　
　
り
こ
の
「基
本
」
に
あ
る
と
思
え
る
の
で
あ
　
　
の
よ
う
な
団
体
競
技
で
は
、
こ
と
さ
ら
こ
の
　
呻

‐‐‐‐‐‐　
ぃ
っ
か
、
全
体
的
に
力
弱
さ
が
感
じ
ら
れ
て
　
　
る
。
と
こ
ま
で
野
球
の
基
本
を
体
全
体
に
し
　
　
よ
う
に
、
深
く
反
省
し
て
見
る
必
要
が
あ
ろ
　
Ш

脚　
な
ら
な
い
。数な
り
つ
と
し
た
活
気
が
之
し
い
。　
　
み
込
ま
せ
て
い
る
か
、
基
本
の
技
を
危
な
気
　
　
つヽ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　̈
　
若
い
人
た
ち
の
戸
惑
う
こ
と
の
多
い
あ
ぶ
　
　
な
く
最
高
度
に
発
揮
し
て
ゆ
け
る
チ
ー
ム
に
　
　
　
と
に
か
く
野
球
に
は
根
性
と
基
本
、
こ
れ
　
呻

田　
な
か
し
い
歩
み
を
、
シ
ッ
カ
リ
し
た
も
の
に
　
　
こ
そ
優
勝
の
栄
冠
が
輝
く
の
で
あ
る
。　
　
　
　
が
大
事
な
土
台
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
　
Ш

出　
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
一番
の
念
願
で
あ
る
。　
　
　
大
山
名
人
が
勝
負
師
の
道
は
つ
ら
い
も
の
　
　
け
な
い
こ
と
を
重
ね
て
強
訥
し
た
い
。　
　
　
Ш

剛　
　
チ
ー
ム
の
指
導
者
自
身
か
ら
身
を
も
っ
て
　
　
だ
と
、
し
み
じ
み
い
っ
て
お
ら
れ
る
。
い
か
　
　
　
と
く
に
地
方
会
社
の
野
球
部
の
よ
う
に
中
　
Ш

剛　
選
手
と
と
も
に
苦
行
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
　
　
に
勝
負
に
か
け
る
者
の
貴
さ
が
大
き
い
か
、　
　
央
に
比
べ
て
い
ろ
ん
な
点
で
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ　
Ш

ｍ　
ら
な
い
と
思
う
。
と
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
　
　
こ
の
一言
で
わ
か
る
気
が
す
る
。
ま
た
大
山
　
　
ッ
プ
が
あ
る
だ
け
に
一層
の
研
さ
ん
が
必
要
　
岬

螂　
も
、
そ
れ
に
徹
し
て
や
れ
は
、
や
れ
る
ん
だ
　
　
名
人
は
敗
北
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
見
事
に
　
　
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
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お
り
、
い
か
に
も
北
海
道
ら
し
い
牧
歌
的
な
風

景
が
続
い
て
い
る
。
遠
く
の
山
々
に
は
六
月
ご

ろ
ま
で
残
雪
が
自
く
光
り
、
天
を
指
す
ポ
プ
ラ

の
給
と
う
ま
く
調
和
し
て
、
な
が
む
る
と
こ
ろ

す
べ
て
一幅
の
絵
で
あ
る
。
練
習
後
風
呂
を
浴

び
て
の
帰
途
、
バ
ス
の
窓
越
し
に
移
り
行
く
景

色
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
疲
れ
が
抜
け
る
感

じ
で
あ
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
両
翼
れ
０
ン
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
金
網
の
塀
て
ま
わ
り
を
囲
み
、
外
野
は
芝

生
で
あ
る
。
厳
密
に
い
え
ば
タ
ン
ポ
ポ
が
ほ
と

ん
と
な
の
で
、
五
月
頃
に
な
る
と
外
野
一面
黄

色
一
色
。
花
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
を
踏
み
つ
け
て

プ
レ
ー
す
る
の
は
、
全
国
広
し
と
い
え
ど
も
わ

が
チ
ー
ム
だ
け
だ
ろ
う
。
タ
ン
ポ
ポ
に
と
っ
て

は
全
く
の
残
酷
物
語
で
は
あ
る
が
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
も
、
も
う
す
っ
か
り
雪
に
お
お

わ
れ
て
、
春
ま
で
の
眠
り
に
つ
い
た
こ
と
だ

ろ
う
。
二
月
ま
で
訪
れ
る
こ
と
も
な
い
が
、
そ

の
間
十
分
休
ん
で
来
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
ほ
し

い
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
雪
に
う
ず
も
れ
た
、
全
く
の
″静
〃

の
中
の
生
活
が
続
く
が
、
こ
の
冬
期
間
十
分
勝

負
根
性
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養
な
い
、
き
た
る

べ
き
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

本
州
の
各
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
見
て
い
て
く

だ
さ
い
。
来
シ
ー
ズ
ン
の
北
国
旋
風
を
、
厳
寒

の
中
で
鍛
え
た
わ
れ
ら
の
闘
魂
を
。

（北
海
道
拓
殖
銀
行
野
球
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
　
古

池
靖
男
）

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
■
ン
種
目
に
野
球
が
加
え

ら
れ
、
日
本
代
表
チ
ー
ム
に
よ
る
エ
キ
ジ
ビ
シ

ョ
ン
・
ゲ
ー
ム
が
無
事
神
宮
球
場
で
行
な
わ
れ

た
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
世
界
の
ア
マ
チ
ュ

ア
野
球
協
会
は
大
同
団
結
、
よ
り
一層
の
発
展

を
期
し
た
い
日
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
ひ
き
続

き
各
国
野
球
協
会
の
実
情
説
明
に
移
る
。
（司

会
者
は
大
館
勲
渉
外
担
当
）

パ
ー
ソ
ン
ズ
氏
か
ら
ア
ジ
ア
野
球
連
盟
結
成

に
至
る
経
過
と
連
盟
活
動
の
概
況
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
特
に
結
成
以
前
に
ノヽ
ゴら
べ
結
成
後

に
お
け
る
加
盟
国
間
の
友
情
親
交
の
進
展
ぶ
り

を
強
調
、
チ
ー
ム
の
交
換
を
も
っ
と
広
い
地
域

に
わ
た
り
行
な
う
こ
と
の
必
要
性
と
そ
の
意
義

を
強
調
さ
れ
る
。

つ
い
で
韓
国
全
代
表
か
ら
同
国
の
野
球
協
会

の
活
動
状
況
に
つ
き
説
明
が
あ
る
。

全
代
表
は
ア
ジ
ア
野
球
連
盟
結
成
以
来
韓
国

の
野
球
熱
は
大
い
に
高
ま
り
、
現
在
で
は
社
会

人
チ
ー
ム
十
二
、
大
学
人
、
高
校
三
〇
〇
を
数

え
る
ほ
ど
に
な
っ
た
と
語
っ
て
い
た
。

米
国
野
球
界
の
実
情
説
明
は
バ
ー
ン
ズ
氏
が

行
な
っ
た
が
、
同
氏
は
米
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
野

球
は
い
ろ
い
ろ
な
組
織
、
リ
ト
ル
リ
ー
グ
、
ポ

ニ
ー
リ
ー
ク
、
在
郷
軍
人
主
催
リ
ー
グ
、
大
学

野
球
に
別
れ
て
お
り
甚
だ
複
雑
で
あ
る
。
フ
ォ

ー
ド
・
フ
リ
ッ
ク
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
報
告

に
よ
れ
ば
全
米
に
三
、
三
四
人
、
〇
〇
〇
の
ア

マ
チ
ュ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
登
録
し
て
い
る
。
で

き
る
こ
と
な
ら
こ
れ
ら
を
一本
に
ま
と
め
た
い

と
語
り
、
全
米
大
学
学
生
野
球
連
盟
を
中
心

に
、
お
い
お
い
一本
に
ま
と
め
る
よ
う
努
力
し

て
い
る
か
ら
も
う
少
し
時
を
貸
し
て
ほ
し
い
旨

述
谷
０
。

日
本
か
ら
は
藤
田
氏
が
立
っ
て
野
球
人
口
の

多
い
こ
と
、
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
連
盟
を
頂
点
と

し
て
社
会
人
、
大
学
、
一員
校
と
ひ
と
つ
の
組
織

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
協
会
は
米
国
、
イ
タ

リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
お
よ
び
中
華
民
国

代
表
を
招
き
、
十
月
十
二
日
、
二
十
三
日
の
二

回
に
わ
た
り
世
界
ア
マ
チ
ェ
ア
野
球
の
問
題
に

つ
き
討
議
を
行
な
い
、
末
記
掲
載
（Ａ
）
の
よ

う
な
取
り
決
め
を
行
な
っ
た
。

会
議
に
お
け
る
各
国
代
表
の
発
言
要
旨
左
の

と
お
り
。

第
一回
会
議
　
十
月
十
二
日
東
京
都
千
代
田

区
平
河
町
ホ
テ
ル
・タ
カ
ノ
に
お
い
て
行
な

う
。
出
席
者
次
の
と
お
り
。

米
国
、
エ
ベ
レ
ッ
ト
・
バ
ー
ン
ズ
米
国
野
球

連
盟
会
長
（Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
事
務
長
）
ウ
イ
リ
ア
ム

・
フ
ェ
リ
ン
グ
米
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
野
球
委
員

長
（ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
体
育
部
長
）
ロ
ド

・
デ
ド
ー
米
大
学
野
球
代
表
チ
ー
ム
団
長
兼
総

監
督
（南
力
大
学
野
球
部
監
督
）
レ
オ
・プ
リ

フ
コ
フ
同
チ
ー
ム
コ
ー
チ
（ハ
ワ
イ
、
ザ
プ
バ

ッ
ク
太
平
洋
潜
水
艦
隊
野
球
チ
ー
ム
監
督
）
リ

ー
・
ア
ル
プ
ラ
ホ
同
チ
ー
ム
コ
ー
チ
（イ
リ
ノ

イ
大
学
野
球
チ
ー
ム
監
督
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
パ
ァ
ー
ソ
ン

ズ
・
ア
ジ
ヤ
野
球
連
盟
会
長
、
レ
テ
ィ
ー
・
パ

ギ
ヤ
同
連
盟
事
務
局
長
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
パ
ラ

レ
ヤ
ス
比
国
野
球
協
会
審
判
技
術
部
長

イ
タ
リ
ア
、
ス
テ
ノ
・ポ
ル
ギ
ー
ズ
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
野
球
連
盟
会
長
（イ
タ
リ
ア
野
球
協
会

会
長
）

韓
国
、
全
義
鋒
大
韓
野
球
協
会
々
長
、
許
髪

同
協
会
渉
外
部
長

日
本
、
青
木
均
一ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
協
会
名

誉
会
長
、
武
田
孟
‐」Ｊ
協
会
々
長
、
藤
田
信
男
理

事
、
小
川
正
太
郎
理
事
、
中
村
峯
雄
理
事

中
国
代
表
謝
国
城
台
湾
棒
球
協
会
理
事
長
は
第

一回
会
議
に
は
参
加
せ
ず
ｃ

武
田
日
本
代
表
よ
り
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

あなたと銀行がつ くる 預金のある豊かな暮 ら
L′……がた くざんのねがいです。Fllる く親切な
窓口、べんりなサービスをモットーにた くぎん
|ま いつもみなさまのお役に立 っている銀行です

●いつても出入れ自由の 普 通 預 金
<ネ ットナービス>

●暮らしの土台計画預金 定 期 預 金

100万人の
しあわせを
つくる 籠《ぎA

文 」ヒ海道祈殖銀行
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の
中
で
各
種
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
の
説

明
あ
り
。

ボ
ル
ギ
ー
ズ
氏
か
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
野
球
達

盟
の
組
織
お
よ
び
そ
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
左

の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
野
球
連
盟
加
盟
国
は
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、

西
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
の
七
ヵ
国

で
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
近
年
野
球
を
行
な
う
よ
う

に
な
り
、
イ
タ
リ
ア
は
同
国
の
加
盟
も
呼
び
か

け
て
い
る
。
た
だ
し
イ
ギ
リ
ス
は
ま
だ
組
織
化

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
加
盟
は
数
年
後
に

な
る
だ
ろ
う
。
東
欧
圏
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
野

球
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
連
盟
加
盟
は

難
か
し
い
。

連
盟
は
隔
年
ご
と
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選
手
権
大

会
を
持
ち
回
り
で
開
い
て
い
る
。
日
本
や
米
国

の
よ
う
に
強
く
は
な
い
が
、
そ
の
普
及
率
は
年

ご
と
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
の
で
近
い
将
来
に
は

極
東
諸
国
と
の
チ
ー
ム
交
歓
も
行
な
い
た
い
。

第
二
の
議
題
と
し
て
野
球
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
正
式
種
目
に
し
て
も
ら
う
運
動
を
も
っ
と
積

極
的
に
進
め
て
は
ど
う
か
を
取
り
あ
げ
る
。

各
代
表
と
も
野
球
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
日
に

加
え
る
こ
と
に
は
大
賛
成
だ
が
、
現
実
問
題
と

し
て
非
常
に
難
し
い
だ
ろ
う
と
発
言
が
あ
る
。

特
に
パ
ー
ソ
ン
ズ
氏
は
「
一九
五
六
年
メ
ル
ボ

ル
ン
で
行
な
わ
れ
た
時
、
フ
ラ
ン
デ
ー
ジ
ー
０

Ｃ
会
長
と
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
が

フ
会
長
と
し
て
は
野
球
を
加
え
る
意
志
は
な
い

よ
う
だ
」
と
報
告
、
そ
の
可
能
性
の
う
す
い
こ

と
を
強
調
。
「そ
れ
よ
り
も
実
現
可
能
な
範
囲

で
国
際
大
会
を
開
く
な
り
、
チ
ー
ム
の
交
換
を

行
な
う
な
り
し
て
、
世
界
の
野
球
界
が
も
っ
と

緊
密
な
連
絡
を
と
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
」

と
提
案
。

こ
れ
に
対
し
バ
ー
ン
ズ
、
フ
エ
リ
ン
グ
両

氏
は
「正
式
種
目
に
加
え
る
こ
と
は
た
し
か
に

難
か
し
い
こ
と
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
Ｉ
Ｏ
Ｃ

に
何
も
働
き
か
け
な
い
て
い
て
は
何
時
ま
で
た

っ
て
も
実
現
で
き
な
い
。
そ
の
可
能
性
を
疑
う

よ
り
も
、
ま
ず
目
標
に
向
か
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

努
力
を
続
け
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
参
加
に
つ
い
て
活
発
な
討
議
が
な
さ
れ

た
。ボ

ル
ギ
ー
ズ
氏
―
「野
球
を
行
な
っ
て
い
る

国
は
世
界
で
二
十
五
ヵ
国
以
上
あ
る
の
だ
か
ら

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
う
た
わ
れ
て
い
る
種
目

規
定
の
条
項
は
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
な
る
べ
く
チ
ー
ム
種
目
を
減
じ
よ

う
と
し
て
お
り
、
サ
ッ
カ
ー
も
近
い
将
来
は
除

外
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
す
う
勢
に
あ
る
時
、
チ
ー
ム
競
技

と
し
て
も
っ
と
も
費
用
の
か
か
る
野
球
を
新
し

く
加
え
る
こ
と
は
ま
ず
無
理
だ
」
と
発
言
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
加
盟
の
努
力
を
別
の
方
に
向
け
た

ほ
う
が
よ
り
有
効
的
で
は
な
か
ろ
う
か
と
提
案

す
る
。

論
議
が
ど
う
ど
う
め
ぐ
り
し
て
き
た
時
、
青

木
会
長
か
ら
「こ
こ
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
加
盟

を
い
く
ら
討
議
し
て
も
は
じ
ま
ら
ぬ
か
ら
、
い

っ
そ
の
こ
と
こ
こ
に
集
ま
っ
た
代
表
者
の
気
持

を
直
接
フ
ラ
ン
デ
ー
ジ
ー
Ｏ
Ｃ
会
長
に
話
し
て

彼
の
意
見
を
聞
い
た
ら
ど
う
か
。
幸
い
彼
は
東

京
に
お
ら
れ
る
し
、
緊
急
に
フ
会
長
に
会
見
を

中
し
込
教
、
彼
の
考
え
方
を
質
し
、
そ
の
上
で

今
後
も
努
力
を
続
け
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
一

応
あ
き
ら
め
、
そ
の
努
力
を
国
際
大
会
開
催
の

方
に
向
け
る
べ
き
か
を
決
め
た
ら
ど
う
か
」
と

発
言
あ
り
、
出
席
者
一同
こ
の
提
案
を
承
諾
、

フ
会
長
と
の
会
見
の
日
取
り
そ
の
他
に
つ
き
青

木
会
長
に
一任
す
る
。
プ
ラ
ン
デ
ー
ジ
会
長
と

の
会
見
内
容
に
つ
い
て
は
別
紙
を
参
照
。

第
二
の
議
題
と
し
て
コ
ス
タ
リ
カ
に
あ
る
国

際
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
協
会
の
問
題
を
取
り
あ
げ

る
。こ

れ
に
つ
い
て
パ
ー
ソ
ン
ズ
氏
か
ら
「
コ
ス

タ
リ
カ
の
野
球
連
盟
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
か
ら
認
め
ら
れ

た
野
球
の
国
際
団
体
で
は
あ
る
が
、
実
際
問
題

と
し
て
な
に
も
活
動
し
て
な
い
よ
う
だ
。
数
年

前
、
バ
ル
ガ
ス
比
国
１
０
Ｃ
委
員
か
ら
フ
ィ
リ

ピ
ン
も
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
国
際
野
球
連
盟
に
加

盟
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
、
比
国
の

野
球
協
会
も
加
盟
の
手
続
き
を
と
っ
た
が
、
な

ん
の
応
答
も
な
か
っ
た
。
そ
の
後
二
、
三
年
し

て
コ
ス
タ
リ
カ
か
ら
チ
ー
ム
を
マ
ニ
ラ
に
送
り

た
い
。
親
善
試
合
の
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
ほ

し
い
日
間
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
比
国
野
球
界
は

早
速
準
備
に
と
り
か
か
る
と
と
も
に
、
コ
ス
タ

リ
カ
に
対
し
電
報
と
手
紙
で
そ
の
日
程
、
ギ
ャ

ラ
ン
テ
ィ
ー
事
項
な
ど
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
な
ん
ら
の
回
答
も
な
く
そ
の
ま
ま
立
ち
消

え
に
な
っ
た
」
と
説
明
あ
り
、
コ
ス
タ
リ
カ
の

野
球
連
盟
の
無
責
任
さ
を
非
難
し
た
。
こ
れ
に

対
し
イ
タ
リ
ヤ
代
表
か
ら
も
同
様
の
発
言
が
あ

り
、
「ス
ペ
イ
ン
語
で
加
盟
中
請
の
手
続
を
取

っ
た
が
な
ん
ら
の
回
答
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
」

と
説
明
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
連
盟
を
頼
る
よ
り
こ

こ
に
集
ま
っ
た
代
表
者
た
ち
で
新
連
盟
を
結
成

す
る
の
も
一案
だ
と
発
言
あ
り
。

米
国
側
は
コ
ス
タ
リ
カ
が
連
盟
の
名
前
を
名

乗
っ
て
い
る
が
、
い
っ
た
い
と
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
、
会
長
が
だ
れ
で
あ
る
の
か
さ
え

も
判
明
し
て
い
な
い
。
パ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
・

ゲ
ー
ム
の
野
球
大
会
で
も
話
が
で
な
か
っ
た
と

コ
ス
タ
リ
カ
の
連
盟
存
在
に
対
し
否
定
的
な
態

度
だ
っ
た
。

そ
こ
で
青
木
会
長
か
ら
本
年
六
月
コ
ス
タ
リ

カ
を
訪
問
し
た
際
の
報
告
が
あ
り
、
青
木
会
長

は
飛
行
場
で
連
盟
会
長
チ
ャ
ー
ル
ズ
・セ
カ
氏

と
会
見
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
と
つ
と

う
セ
カ
氏
が
現
わ
れ
ず
、
そ
の
た
め
連
盟
の
実

情
を
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ぃ
そ
の
た

め
、
同
行
の
コ
ス
タ
リ
カ
に
あ
る
三
井
物
産
の

社
員
を
私
の
代
理
と
し
て
セ
カ
氏
を
訪
ね
さ

せ
、
私
（青
木
）
が
意
図
し
て
い
た
訪
間
の
理

由
（野
球
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
取
り
あ

げ
る
こ
と
と
、
世
界
野
球
機
構
の
確
立
に
つ
い

て
話
し
た
い
と
い
う
こ
と
）
を
説
明
さ
せ
た
と

こ
ろ
、
彼
（セ
カ
氏
）
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は

ぜ
ひ
東
京
に
行
き
た
い
。
行
っ
た
ら
青
木
氏
に

会
い
日
本
の
意
図
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
お

う
。
万
一自
分
が
行
け
な
い
場
合
は
副
会
長
の

月 r″17380
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エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
代
表
を
派
遣
、
話
し
合
い

を
し
た
い
と
答
え
た
。
し
か
し
い
ま
も
っ
て
彼

も
し
く
は
彼
の
代
理
が
東
京
に
来
た
と
い
う
話

を
聞
い
て
い
な
い
、
と
説
明
し
た
。

各
国
の
野
球
協
会
か
、
あ
る
い
は
地
域
ご
と

の
野
球
連
興
ア
ジ
ア
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
）が
ひ
と

つ
の
単
位
と
な
っ
て
加
盟
を
申
し
込
み
コ
ス
タ

リ
カ
の
連
盟
を
名
実
と
も
に
兼
ね
そ
な
え
た
国

際
野
球
連
盟
に
盛
り
あ
げ
る
べ
き
か
、
そ
れ
と

も
コ
ス
タ
リ
カ
の
連
盟
を
無
視
し
て
別
の
連
盟

を
結
成
、
独
自
の
運
動
方
針
（た
と
え
ば
ハ
ワ

イ
で
世
界
澤
手
権
大
会
を
開
く
と
い
う
よ
う

な
）
で
活
動
を
進
め
る
べ
き
か
い
ろ
い
ろ
討
議

が
重
ね
ら
れ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
プ
会
長
と

の
会
見
の
際
ブ
会
長
の
見
解
を
尋
ね
て
は
と
提

案
あ
り
、
そ
れ
を
了
承
す
る
。
（別
紙
Ｂ
第
二

第
二
項
参
照
）

結
論
と
し
て
「１
０
Ｃ
Ｐ
ｂ正
式
に
認
む
ｂ

れ
て
い
る
コス
タ
リ
カ
の
連
盟
を
ぜ
ん
ぜ
ん
無

視
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
、
一応
わ
れ
わ

れ
の
方
か
ら
働
き
か
け
、
も
っと
世
界
的
な
ス

ケ
ー
ル
を
も
つ
活
発
な
活
動
を
行
な
う
よ
う
申

し
入
れ
、そ
れ
が
聞
き
入
曇
つ
建
ない
場
合
は
、

し
か
た
な
い
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
で
独
自
の
連
盟

を
結
成
し
て
は
」
と
い
う
パ
ー
ン
ズ
氏
の
提
案

を
承
諾
、
今
後
の
連
絡
を
バ
ー
ン
ズ
氏
に
委
任

す
る
。
バ
ー
ン
ス
氏
は
「
一九
二企
ハ年
に
は
中

南
米
の
野
球
大
会
が
プ
エ
ル
ト
リ
コ
で
開
か
れ

る
し
、
ま
た
一九
六
七
年
に
は
カ
ナ
ダ
の
ウ
ィ

ニ
ペ
ッ
ク
で
バ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
る
か
ら
、
南
北
ア
メ
リ
カ
の
野
球
人
が
一堂

に
△牟
る
こ
を
ら
の
機
会
を
利
甲
レ、
一種
極的

に
コ
ス
タ
リ
カ
に
働
き
か
け
よ
う
。
も
ち
ろ
ん

文
書
で
、
こ
れ
か
ら
機
会
あ
る
こ
と
に
セ
カ
氏

に
連
絡
し
よ
う
」
と
発
言
、
一同
こ
れ
を
了
承

約
三
時
間
に
及
ぶ
会
議
を
終
了
す
。

第
二
回
会
議
十
月
二
十
三
日
港
区
要
町

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
開
催
。
出
席
者
は
次
の
と

お
り
。【米

国
】
パ
ー
ン
ズ
氏
、
フ
ェリ
ン
グ
氏
、

デ
ド
ー
氏
、プ
リ
フ
コ
フ
氏
、
ア
ル
プ
ラ
ハ
氏
。

【イ
タ
リ
ア
】
ボ
ル
ギ
ー
ズ
氏
。

【比
国
】
パ
ギ
ア
大
人
、
パ
ラ
レ
ヤ
ス
氏
、

（パ
ー
ソ
ン
ズ
氏
欠
席
）

【韓
国
】
全
氏
、
許
氏
。

【中
国
】
謝
国
城
氏
。

【日
本
】
青
木
会
長
、
外
岡
副
会
長
、
佐
伯

副
会
長
、
中
村
峯
雄
理
事
。

第
一回
会
合
で
決
ま
った
プ
ラ
ン
デ
ー
ジ
ー

Ｏ
Ｃ
会
長
と
の
会
見
が
十
月
十
六
日
帝
国
ホ
テ

ル
で
行
な
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
報
告
（別
紙
Ｂ
）

が
青
木
会
長
よ
り
行
な
わ
れ
、
早
速
議
題
に
移

り
、
プ
会
長
か
ら
の
提
案
で
あ
る
「メ
キ
シ
ョ

の
ホ
セ
・ク
ラ
ー
ク
Ｎ
Ｏ
Ｃ
委
員
長
と
の
会
見

の
際
、
申
入
れ
る
べ
き
事
項
」
に
つ
い
て
討
議

し
た
。

ま
ず
バ
ー
ン
ズ
氏
が
ら旅
行
中
の
た
め
ブ
会

長
と
の
会
見
に
同
席
で
き
な
か
った
こ
と
の
お

わ
ひ
が
あ
り
、
次
い
て
ク
ラ
ー
ク
氏
に
申
し
入

れ
る
事
項
に
つ
き
次
の
よ
う
提
案
を
行
な
う
。

「プ
ラ
ン
デ
ー
ジ
会
長
の
発
言
か
ら
察
す
る

に
、
野
球
を
オ
リ
ン
ピ
ック
種
目
に
加
え
る
こ

と
は
彼
が
会
長
で
あ
る
間
は
ま
ゴ
（
可
能
だ
ろ

う
。
正
式
種
目
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
一九
六

八
年
メ
キ
シ
ョ
で
オ
リ
ン
ピ
ック
を
開
催
す
る

時
、
大
会
の
一公
一週
間
前
に
メ
キ
シ
ョ
ｏシ
テ

ィー
で
野
球
の
国
際
大
会
を
開
い
て
も
ら
う
よ

う
ホ
セ
ｏク
ラ
ー
ク
ｏメ
キ
シ
ョ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
委
員

長
に
申
し
入
れ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
も
し
、
そ

れ
が
無
理
な
ら
せ
め
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
の
種
目
に
入
れ
て
も
ら
う
よ
う
頼
ん
で
は
ど

う
か
」

こ
れ
に
対
し
青
木
会
長
か
ら
そ
の
提
案
は
け

っこ
う
だ
。し
か
し
「オ
リ
ン
ピ
ック
直
前
の
国

際
大
会
は
東
京
の
オ
リ
ン
ピ
ック
の
経
験
か
ら

し
て
み
て
も
主
催
国
に
と
って
非
常
に
困
難
な

こ
と
だ
。
事
実
日
本
の
組
織
委
員
会
で
も
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョン
種
目
と
し
て
日
米
野
球
試

合
を
行
な
つ
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
の
苦
労
を
し

た
か
わ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
事
実
上
不
可
能

だ
ろ
う
。
そ
れ
よ
リ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョン

に
野
球
を
入
れ
て
も
ら
う
よ
う
申
し
入
れ
た
ほ

う
が
良
い
」と
発
言
。
コ
プモ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
種
目
に
野
球
が
加
・４
られ
れ
ば
、
そ
の
代
表

チ
ー
ム
の
選
衡
大
会
も
か
ね
ホ
ノ
ル
ル
の
よ
う

な
中
間
地
帯
で
国
際
■
一会
を
開
く
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
」
「こ
の
件
は
メ
キ
シ
ョ
側
に
ま
か
せ

る
が
申
入
れ
る
こ
と
は
自
由
だ
が
ら
、
ク
ラ
ー

ク
Ｎ
Ｏ
Ｃ
委
員
長
と
会
った
時
、
一応
国
際
大

会
を
提
案
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
ク
ラ
ー
ク
氏
と
の
会
見
内
容
（別
紙
Ｃ
）

を
参
照
。

次
い
て
メ
キ
シ
ョ
大
会
で
野
球
が
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョン
種
目
に
決
ま
った
場
合
、
別
途

国
際
大
会
を
開
き
、
そ
の
優
勝
チ
ー
ム
を
メ
キ

シ
ヨ
に
送
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
と
フ
ェリ

ン
グ
氏
か
り
発
言
あ
り
。

こ
れ
に
関
し
、
プ
リ
ブ
ヨ
フ
氏
ひ
ｂ
「ホ
ノ

ル
ル
は
米
国
と
極
東
と
の
中
間
に
位
置
し
、
野

球
も
盛
ん
で
あ
り
、
か
つ
て
は
大
平
洋
（日

米
）
学
生
野
球
選
手
権
を
開
い
た
こ
と
も
あ
る

か
ら
、
ひ
と
つ
ホ
ノ
ル
ル
で
や
る
こ
と
に
し
て

は
ど
う
か
、
幸
い
ホ
ノ
ル
ル
米
軍
関
係
者
は
こ

う
し
た
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
深
い
関
心
を
寄

せ
て
い
る
か
ら
、
も
し
開
く
と
す
れ
ば
か
な
り

の
援
助
が
期
待
で
き
る
」
と
フ
ェリ
ン
グ
氏
の

発
言
に
賛
成
す
る
。

次
い
て
青
木
会
長
は
「バ
ー
ン
ズ
氏
の
ご
提

案
も
結
構
だ
が
そ
の
よ
う
な
事
情
な
ら
、
オ
リ

ン
ピ
ック
に
関
連
し
た
大
会
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョン
種
目
と
は
切
り
離
し
て
別
途
に
、
い

っそ
世
界
ア
マ
チ
ュア
野
球
選
手
権
大
会
を
開

く
こ
と
に
し
て
は
、
そ
し
て
第
一回
大
会
を
ホ

ノ
ル
ル
で
開
催
し
た
い
」
こ
れ
に
対
し
中
国
、

韓
国
、
フ
ィリ
ピ
ン
も
賛
成
、
開
催
地
を
ホ
ノ

ル
ル
に
す
る
こ
と
を
承
諸
し
た
。
さ
ら
に
主
催

国
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
が
引
き
受
け
て
く
れ

る
よ
う
申
入
れ
、
バ
ー
ン
ズ
氏
か
ら
「主
催
を

引
き
受
け
よ
う
」
と
回
答
を
得
た
の
ち
、
次
の

よ
う
に
参
加
国
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

「世
界
選
手
権
大
会
の
開
催
は
非
常
に
結
構

だ
。
ア
メ
リ
カ
も
こ
れ
に
対
し
て
は
異
存
は
な

い
。
こ
の
よ
う
な
大
会
は
国
務
省
の
人
物
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一環
と
し
て
取
り
あ
げ
る
こ
と

も
で
き
る
し
、
ま
た
参
加
各
国
政
府
が
ら大
会

の
主
旨
に
賛
成
、
計
画
を
推
進
し
て
く
れ
る
よ

う
に
と
の
依
頼
を
い
た̈
だ
く
こ
と
が
で
き
れ

は
、
米
軍
用
機
の
利
用
、
お
よ
び
米
軍
施
設
内

で
の
滞
在
も
可
能
と
お
も
わ
れ
る
か
ら
、
各
国

の
全
面
的
な
協
力
を
期
待
す
る
」
と
別
紙
（Ａ
）

の
よ
う
な
決
議
を
行
な
う
。

謝
国
城
氏
が
り
「大
会
が
オ
ン
ンピ
ック
の

よ
う
に
権
威
あ
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
参
加
チ

ー
ム
は
、
そ
の
国
の
政
府
か
ら
財
政
的
な
援
助

を
う
け
や
す
い
。
特
に
中
華
民
国
の
場
合
は
、

そ
の
傾
向
が
あ
る
。
し
た
が
って
開
催
す
る
と

な
った
ら
、
主
催
国
か
ら
も
参
加
国
政
府
に
出

先
き
の
大
使
館
を
通
じ
働
き
か
り
て
も
ら
い
た

い
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
次
い
で
大
会
の
日
時

場
所
に
つ
き
討
議
す
る
。

場
所
は
全
員
異
存
な
く
ホ
ノ
ル
ル
に
決
定
、

日
時
は
六
星
卜旬
が
ら七
月
上
旬
ま
で
の
二
週

間
と
八
月
下
旬
な
り九
月
上
旬
ま
で
の
二
週
間

の
二
つ
に
分
れ
、
米
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
六
月

日
本
、
韓
国
は
八
月
、
中
国
、
イ
タ
リ
ア
は
い

ず
れ
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
結
論
を
得
ず
、

主
性
国
に
一任
と
い
う
こ
と
で
落
ち
着
き
、
二

時
半
に
わ
た
る
会
議
を
終
了
、
出
席
者
一同
再

会
を
約
し
解
散
す
。

別
紙
（Ａ
）

【決
議
事
項
】

一、
米
国
、
イ
タ
リ
ア
、
比
国
、
中
国
お
よ

び
韓
国
、
日
本
の
各
国
野
球
協
会
代
表
者
は
十

月
十
二
日
同
二
十
三
日
の
二
回
に
わ
た
り
世
界

ア
マ
チ
ュア
野
球
の
あ
り
か
た
に
つ
き
種
々
討

議
を
行
な
った
結
果
、
ア
マ
チ
ュア
野
球
の
発

展
の
た
め
一九
六
六
年
ホ
ノ
ル
ル
に
お
い
て
第

一回
世
界
ア
マ
チ
ュア
野
球
選
手
権
大
会
を
開

催
す
る
。
そ
の
主
催
国
は
ア
メ
リ
カ
と
す
る
。

た
だ
し
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
主
催
国
に
一

任
す
る
。
ま
た
参
加
の
条
件
と
し
て
、
原
則
と

し
て
は
旅
費
は
参
加
国
負
担
、
滞
在
費
、
そ

の
他
雑
費
は
主
催
国
側
で
負
担
す
る
が
、
参
加

国
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る
よ
つヽ
主
催

国
は
努
力
す
る
。

参
加
予
定
国
は
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
、
フ

ィリ
ピ
ン
、
韓
国
、
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
野
球

連
盟
加
盟
国
代
表
（イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、

西
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
フ
ラ

ン
ス
）
そ
の
他
ラ
テ
ン
・ア
メ
リ
カ
諸
国
に
も

呼
び
か
け
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
主
性
国
に

一任
す
る
。

別
紙
（Ｂ
）　
プ
ラ
ン
デ
ー
ジ
会
長
と
の

会
見
内
容
。

十
月
十
六
日
帯
国
ホ
テ
ル
に
て
ブ
会
長
と
会

見
、
野
球
を
オ
リ
ン
ピ
ック
種
日
に
繰
り
入
れ

る
こ
と
の
可
能
性
、
お
よ
び
コ
ス
タ
リ
カ
の
国

際
野
球
連
聾
と
１
０
Ｃ
と
の
関
係
に
つ
き
た
だ

す
。
出
席
者
は
青
木
会
長
、
武
田
会
長
、
ボ
ル

ギ
ー
ズ
会
長
お
よ
び
全
会
長
、
中
村
理
事
。

フ
会
長
の
回
答
要
旨

一、
野
球
を
オ
リ
ン
ピ
ック
種
目
に
加
え
る
こ

と
は
非
常
に
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
大
勢
の
１
０

Ｃ
委
員
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
団
体
競
技
を
で

き
る
だ
け
、
少
な
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
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る
よ
う
だ
が
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
に
お
い
て
承
認
さ

れ
た
競
技
団
体
ゆ
え
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
か
ら
取
り
消
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
来
日
中
の
メ
キ
シ
ョ
ー
Ｏ

Ｃ
委
員
ク
ラ
ー
ク
清
軍
（メ
キ
シ
ョ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
委

員
長
で
も
あ
る
）
は
、
国
際
野
球
辻
盟
に
つ
い

て
私
よ
り
詳
し
い
か
ら
彼
と
連
絡
し
、
彼
を
通

じ
米
国
を
は
じ
め
ア
ジ
ヤ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野

球
団
体
が
加
囃
で
き
る
よ
う
取
り
は
か
ら
っ
て

も
ら
っ
た
ら
よ
い
。

三
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
連
盟
と
は
別
個
の
も
の

を
米
国
ア
ジ
ヤ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
野
連
加
盟
国
で

結
成
し
て
も
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
こ
れ
を
正
式
に
認
め
ら

れ
な
い
。
も
っ
と
も
新
連
鳴
と
現
連
帽
と
の
間

で
話
し
合
い
が
つ
き
、
一本
の
も
の
に
大
同
団

結
で
き
れ
ば
話
は
別
だ
。
た
と
え
ば
そ
の
一
つ

の
方
法
と
し
ｆ
・現
連
粗
加
蝋
国
を
も
加
え
た
国

際
大
会
、あ
る
い
は
チ
ー
ム
の
交
流
を
促
進
し
、

実
際
的
な
活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
世
界

的
機
構
を
結
成
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
パ
ン
・

ア
メ
リ
カ
ン
大
会
で
も
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ア
メ

リ
カ
大
会
で
も
野
球
は
正
式
種
日
と
な
っ
て
お

り
、
実
質
的
に
は
国
際
大
会
が
行
な
わ
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
実
行
不
能
な
こ
と
で
も
あ
る
ま

い
。
一九
六
六
年
ブ
エ
ル
ト
リ
コ
で
開
か
れ
る

セ
ン
ト
ラ
ル
・
ア
メ
リ
カ
大
会
、　
一九
六
七
年

カ
ナ
ダ
の
ウ
ィ
ニ
ベ
ッ
ク
で
行
な
わ
れ
る
バ
ン

・
ア
メ
リ
カ
ン
大
会
の
野
球
大
会
で
こ
の
問
題

を
も
っ
と
具
体
的
に
話
し
合
っ
て
は
ど
う
か
。

◇
第
十
八
回
総
会
　
一
月
二
十
三
日
午
後
三

時
か
ら
伊
東
市
暖
香
園
で
佐
伯
副
会
長
ら
理

事
、
評
議
員
八
十
人
が
出
席
し
て
第
十
八
回
総

会
を
開
き
、
本
年
度
の
行
事
な
ど
を
き
め
た
。

◇
審
判
講
習
会
　
一
月
十
七
、
十
八
、
十
九
の

三
日
間
、
伊
束
市
伊
束
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
な
っ

た
。
参
加
者
は
各
連
曖
二
名
づ
つ
、
そ
の
他
白

由
参
加
を
加
え
、
約
七
〇
名
が
参
加
し
た
。

△
第
十
九
回
選
抜
社
会
人
野
球
東
京
大
会

【期
日
】
二
月
一日
か
ら
一
一日
間
（三
日
雨

天
順
延
）

【会
場
】
明
治
神
宮
外
苑
球
場

【優
勝
】
い
す
ゞ
自
動
車

【収
入
】
二
、
五
五
一、
六
六
〇
円

【支
出
】
二
、
Ｃ
九
二
、
八
六
一円

【純
益
】
四
五
人
、
七
九
九
円

【協
会
納
付
金
】
二
二
、
〇
〇
〇
円

△
第
十
八
回
選
抜
社
会
人
野
球
九
州
大
会

【期
日
】
四
月
十
七
日
か
ら
四
日
間

【会
場
】
八
幡
大
谷
球
場

【優
勝
】
電
電
東
京

【収
入
】
八
八
六
、
七
五
〇
円

【支
出
】
八
一四
、
七
五
〇
円

【純
益
】
七
二
、
〇
〇
〇
円

△
第
十
二
回
選
抜
社
会
人
野
球
静
岡
大
会

【期
日
】
四
月
二
二
日
か
ら
五
日
間

【会
場
】
召
津
市
営
球
場

【優
勝
】
日
本
通
運
・
浦
和

【収
入
】
一、
二
〇
四
、
〇
一
〇
円

【支
出
】
一、
一九
一、
七
八
五
円

【純
益
】
一
二
、
二
二
五
円

【姉
一Ａ翡
付
金
】
・」ハ〇〇
円

▽
第
十
八
回
べ
‥
ブ
ル
ー
ス
杯
争
奪
社
会
人
野

球
大
会

【期
日
】
五
月
一日
か
ら
五
日
間

【会
場
】
県
営
富
山
球
場

【優
勝
】
日
本
一有
油
カ
ル
テ
ッ
ク
ス

【収
入
】
一
、
二
七
三
、
七
三
〇
円

【支
出
】
一、
二
五
六
、
七
九
九
円

【純
益
】
〓
《
九
二
一円

【協
会
納
付
金
】
八
〇
〇
円

△
第
八
回
選
抜
社
会
人
野
球
岡
山
大
会

【期
日
】
五
月
二
日
か
ら
四
日
間

【会
場
】
岡
山
県
営
球
場

【優
勝
】
全
鐘
紡

【収
入
】
七
九
二
、
三
三
〇
円

【支
出
】
七
九
二
、
三
三
〇
円

△
第
二
回
選
抜
社
会
人
野
球
大
阪
大
会

【期
目
】
五
月
二
三
日
か
ら
六
日
間

【会
場
】
日
生
球
場

【優
優
】
日
本
石
油
カ
ル
テ
ッ
ク
ス

【収
入
】
一
、
七
二
九
、
二
〇
〇
円

【支
出
】
一
、
四
六
人
、
九
六
〇
円

【純
益
】
一一ユハ０
、
二
四
〇
円

△
第
八
回
社
会
人
野
球
東
西
対
抗
試
合

【期
日
】
五
月
二
六
日
か
ら
五
日
間

【会
場
】
川
重
球
場
、
西
京
極
球
場

【主
催
】
近
畿
社
会
人
野
球
連
盟

職
入
】
四
六
四
、
〇
〇
Э
門

丁OKY0
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【支
出
】
四
二
五
、
五
〇
〇
円

【純
益
】
三
人
、
五
〇
〇
円
（連
盟
基
金
に
繰

入
れ
）

◇
全
国
理
事
会

【期
日
】
七
月
二
四
日

【会
場
】
後
楽
園
飯
店

△
第
二
五
回
都
市
対
抗
野
球
兼
社
会
人
野
球
日

本
選
手
権
大
会

【期
日
】
七
月
二
五
日
〜
一
一日
間
（
一日
延

長
）

【会
場
】
後
楽
園
球
場

【慶
勝
】
日
本
通
運
・浦
和
（オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョン
・ゲ
ー
ム
出
場
）

【収
入
】
三
六
、
五
三
二
、
八
五
〇
円

【支
出
】
二
四
、
六
七
七
、
八
九
九
円

【純
益
】
一
一、
八
五
四
、
九
五
一円

【純
益
】
一
一、
八
五
四
、
九
五
一円

【協
会
納
付
金
】
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

△
第
十
回
東
日
本
大
会

【期
日
】
八
月
一四
日
〜
一七
日

【会
場
】
札
幌
中
島
球
場

【収
入
】
四
六
五
、
八
七
〇
円

【支
出
】
五
四
七
、
二
四
五
円

【損
益
】
八
一、
三
七
五
円

△
第
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
参
加

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョン
競
技
と
し
て
十
月
十

一日
、
神
富
外
苑
球
場
に
て
行
な
った
。

【参
加
チ
ー
ム
】

社
会
人
…
第
二
五
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
の
優

勝
チ
ー
ム
日
本
通
運
に
優
秀
選
手
を
加
え
出

場
学
生
…
第
十
三
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大

会
優
勝
チ
ー
ム
駒
沢
大
学
に
、
六
大
学
、
東

都
大
学
選
手
を
加
え
出
場

成
績
　
肇
森
羹
雄
昨
３ ２
‐ １
０ ２
様
集
轟
踏
癬
華

競
技
終
了
後
、
沼
津
、
浜
松
、
名
古
屋
、
大

阪
の
各
地
で
親
善
試
合
を
行
な
い
、
十
月
二
十

日
全
員
元
気
て
帰
国
し
た
。

〃
　
一一五
日
　
浦
和

全
米
選
抜
軍
　
３
１
３
全
埼
玉
社
会
人
選
抜
軍

〃
　
　
〃
　
　
　
〃

全
米
選
抜
軍
　
２
１
３
　
日
本
通
運

全
米
攣
抜
軍
は
４
勝
２
敗
１
引
分
け

一
四
日
に
予
定
さ
れ
た
沼
津
の
グ
ー
ム
は
雨

天
の
た
め
中
止

△
第
十
三
回
伊
勢
神
宮
奉
讃
選
抜
社
会
人
野
球

大
会【期

日
】
十
月
二
五
日
か
ら
三
日
間

【会
場
】
伊
勢
市
営
球
場

【優
勝
】
二
重
交
通

【収
入
】
七
四
六
、
人
〇
〇
円

【支
出
】
七
四
六
、
八
〇
〇
円

△
第
十
四
回
日
本
産
業
対
抗
野
球
大
会

【期
日
】
十
月
三
一日
よ
り
一〇
日
間
（
一日

雨
天
二
日
延
長
）

【会
場
】
後
楽
園
球
場

【優
勝
】
大
昭
和
製
紙

【収
入
】
二
、
六
九
六
、
五
六
〇
円

【支
出
】
二
、
四
四
一、
一四
二
円

【純
益
】
二
五
五
、
四
一
八
円

【協
会
納
付
金
】
一
三
、
〇
〇
〇
円

牧
宮
原
名
誉
会
長
レ
リ
ー
フ
除
幕
式

十
一月
十
一日
、箕
面
の
富
原
家
墓
地
に
建
立
、

除
幕
式
を
行
な
った
。
連
盟
、支
部
、各
チ
ー
ム

か
ら
の
金
額
七
七
八
、
四
〇
〇
円
（協
会
よ
り

一〇
０
万
円
、
高
校
連
盟
よ
り
一〇
〇
万
円
）

◇
第
三
五
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
優
勝
チ
‥
ム

る
こ
と
に
な
っ
た
。
昨
年
末
の
全
国
理
事
会
で

は
出
場
二
十
八
チ
ー
ム
と
決
定
し
て
い
た
が
、

こ
の
日
の
会
議
で
三
十
チ
ー
ム
出
場
と
変
更
さ

れ
た
。【本

年
度
行
事
予
定
】

▽
第
二
十
六
回
都
市
対
抗
野
球
兼
社
会
人
野

球
日
本
選
手
権
大
会
　
七
月
二
十
四
日
か
ら
十

日
間
（後
楽
園
球
場
）出
場
チ
ー
ム
は
前
年
度
優

勝
の
日
本
通
遅
浦
和
（推
薦
）を
は
じ
め
三
十
チ

ー
ム
。
地
区
別
の
出
場
チ
ー
ム
数
は
北
海
道
２

東
北
２
、
南
関
東
１
、
北
関
東
１
、
東
京
都
３

日
本
通
選
比
国
遠
征
の
件

【日
本
通
運
比
国
遠
征
日
程
】

十
二
月
三
日
　
一
一
時
三
〇
分
ス
イ
ス
航
空
羽

田
発
　
一四
時
五
〇
分
マ
子
フ
着

五
日
　
第
一試
合

極
東
大
学
　
０
１
２
　
日
通

六
日
　
第
二
試
合

カ
ン
ル
ー
バ
ン
　
０
１
１
　
日
通

八
日
　
第
三
試
合

ラ
ン
ト
レ
ジ
ス
タ
ー
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ー
ー
Ｈ
　
日
通

十
日
　
第
四
試
合

比
国
陸
軍
　
１
１
２２
　
一日
通

十
二
日
　
第
五
試
合

カ
ン
ル
ー
バ
ン
（二
回
戦
）
２
１
１
日
通

七
回
コ
ー
ル
ド

十
三
日
　
第
六
試
合

極
東
大
学
（二
回
戦
）

２
１
９
　
日
通

十
六
日
　
一一〇
時
二
五
分
羽
田
帰
着

団
長
日
通
野
球
部
長
田
所
芳
蔵
氏
が
都
合
に

よ
り
参
加
で
き
ず
協
会
代
表
山
本
英
一郎
氏
が

団
長
代
理
を
つ
と
め
た
。
山
本
氏
経
費
は
協
会

負
担
。

◇
全
国
理
事
会

横
浜
市
１
、
川
崎
市
１
、
山
静
２
、
信
越
１
、

名
古
屋
市
２
、
東
海
１
、
北
陸
１
、京
都
市
１
、

大
阪
市
２
、
整
戸
市
１
、
近
畿
２
、
中
国
２
、

四
国
１
、
北
九
州
市
１
、
九
州
１
と
な
った
。

▽
第
十
五
回
日
本
産
業
対
抗
野
球
大
会
　
十

月
下
旬
（後
楽
園
球
場
）
出
場
チ
ー
ム
二
十

二
。▽

第
二
十
回
選
抜
社
会
人
野
球
東
京
大
会

三
月
十
三
日
か
ら
七
日
間
（神
宮
球
場
）
出
場

チ
ー
ム
数
二
十
六
。

▽
第
四
回
選
抜
社
会
人
野
球
大
阪
大
会
　
五

親
善
試
合
成
績

十
月
一五
日
　
浜
松

全
米
選
抜
軍
　
１０
１
１

〃
　
一
六
日

名
古
屋

全
米
選
抜
軍
　
８
１
１

〃
　
　
〃
　
　
　
〃

全
米
選
抜
軍
　
１
１
２

〃
　
一
八
日

大
阪

全
米
選
抜
軍
　
１２
１
０

全
米
選
抜
軍
　
２
１
１

７
月
２４
日
か
ら
後
楽
園
で

昨
年
度
の
収
支
決
算
な
ら
び
に
事
業
報
告
が

行
な
わ
れ
た
あ
と
今
年
度
の
大
会
日
程
の
決
議

と
役
員
改
選
か
あ
り
、
次
の
と
お
り
発
表
さ
れ

た
。

浜
松
選
抜
軍

愛
知
大
学
選
抜
軍

愛
知
マ
ツ
ダ

関
西
六
大
学
選
抜
軍

近
畿
社
会
人
選
抜
撃

社 会 人
野球日程

第
二
十
六
回
都
市
対
抗
野
球
兼
社
会
人
野
球

日
本
選
手
権
大
会
は
七
月
二
十
四
日
か
ら
十
日

間
後
楽
園
球
場
で
、
前
年
度
優
勝
の
日
通
浦
和

を
は
じ
め
三
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ

都
市
対
抗
は
３０
チ
ー
ム

日
本
社
会
人
野
球
協
会
総
会
は
、
二
十
一日

午
後
三
時
半
か
ら
伊
東
の
暖
香
園
で
青
木
会
長

を
は
じ
め
理
事
、
評
議
員
ら
六
十
人
が
出
席
し

畠

か
撻

。

写真は全国理事会
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月
二
十
日
か
ら
六
日
間
（日
生
球
場
）
出
場
チ

ー
ム
数
二
十
。

▽
第
十
三
回
選
抜
社
会
人
野
球
静
岡
大
宏^

四
月
十
四
日
か
ら
五
日
間
（石
津
市
営
球
場
）

出
場
チ
ー
ム
数
十
九
。

▽
第
十
九
回
ベ
ー
プ
・
ル
ー
ス
杯
争
奪
社
会

人
野
球
大
会
　
五
月
一日
か
ら
六
日
間
（福
井

市
営
球
場
）
出
場
チ
ー
ム
数
十
八
。

▽
第
十
九
回
選
抜
社
会
人
野
球
九
州
大
会

四
月
二
十
三
日
か
ら
四
日
間
（八
幡
大
谷
球

場
）
出
場
チ
ー
ム
数
十
三
。

▽
第
九
回
選
抜
社
会
人
野
球
岡
山
大
会
　
五

月
一日
か
ｂヽ
五
日
間
（岡
山
県
営
球
場
）
出
場

チ
ー
ム
数
十
六
。

▽
第
十
四
回
伊
勢
神
宮
奉
護
選
抜
社
会
人
野

球
大
会

十
月
十
五
日
か
ら
三
日
間
（伊
勢
市

営
球
場
）
出
場
チ
ー
ム
数
十
。

▽
東
日
本
選
抜
社
会
人
野
球
大
会
　
八
月
二

十
一日
か
ら
三
日
間
（秋
田
八
橋
球
場
）
出
場

チ
ー
ム
数
十
。

▽
第
九
回
社
会
人
野
球
東
西
対
抗
　
五
星
ト

旬
、
五
日
間
（西
京
極
球
場
ほ
か
）

【海
外
遠
征
】

▽
第
二
十
六
回
都
市
対
抗
野
球
優
勝
チ
ー
ム

を
中
南
米
に
派
遣
す
る
。
期
日
は
九
月
二
十
日

か
ら
約
三
週
間
。
詳
細
は
な
お
検
討
中
の
た
め

追
っ
て
発
表
す
る
こ
と
と
す
る
。

▽
大
昭
和
製
紙
野
球
部
を
韓
国
、
沖
縄
に
派

遣
す
る
。沖
縄
へ
は
二
月
十
日
に
出
発
。韓
国
に

は
五
月
上
旬
遠
征
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

▽
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
野
球
部
を
台
湾
に
派
遣
す

る
。
台
湾
野
球
協
会
の
招
き
で
五
月
上
旬
出
発

の
予
定
で
あ
る
。

な
お
新
役
員
つ
ぎ
の
と
お
り
。

◇
役
員
改
選

籠
和
四
〇
年
〜
四
一Ｃ

▽
会
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
均
一

▽
副
会
長
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
　
建
大

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
島
　
貞

▽
顧
　
問
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
順
一

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
井
　
良
任

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
常
隆

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
光
春

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
久
像

▽
審
査
至
奮
貝　
　
　
　
　
藤
田
重
次
郎

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
　
庚
二

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
信
男

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一手塚
寿
恵
雄

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井
　
忠
郎

▽
連
盟
選
出
理
事
（北
海
道
）
砂
沢
文
雄

〃
　
　
　
　
（東
北
）
海
野
　
篤
之

〃
　
　
　
　
（関
東
）　
小
笠
原
洪
一

Ｖ
稲
棄
誠
二

〃
　
　
　
　
（中
部
）
久
保
田
喜
延

〃
　
　
　
（東
海
北
陸
）
武
田
　
可
一

〃
　
　
　
　
（近
畿
）

一二輪
　
竹
男

γ
五
十
嵐
義
臣

〃
　
　
　
　
（中
国
）
池
日
　
立
人

〃
　
　
　
　
（四
国
）
稲
原
　
幸
雄

〃
　
　
　
　
（九
州
）
荒
牧
　
畠
造

▽
会
長
指
名
理
事
　
　
　
　
ｏ
中
村
　
峰
雄

〃
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
小
川
軍
太
郎

〃
　
　
　
　
　
　
　
・ｏ
川
瀬
　
進

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
士
井
　
寿
蔵

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
口
新
次
郎

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
●
本
田
　
竹
蔵

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
牧
野
　
直
隆

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
村
瀬
　
保
雄

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
　
貞
義

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
′
安
保
　
久
武

〃
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
三
谷
　
博

▽
監
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
正
紀

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島

直
矢

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
盛
男

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
相
金
次
郎

▽
会
計
担
当
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
秀
雄

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔＨ山
　
武
雄

▽
渉
外
担
当
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
親
喜

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
毅
康

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
照
彦

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
大
館
　
勲
大

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
保
　
秀
喜

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
大
渓
　
幸
男

▽
理
事
待
遇
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
　
俊
治

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
英
一郎

〓一　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
美
嶺

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
掛
飛

吉
泰

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
増
山
桂
一郎

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
実

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士口田
　
昌
泰

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
　
貞
雄

松
下
電
器
新
監
督
に
西
岡
氏

松
下
電
器
奥
田
茂
監
督
は
こ
の
ほ
ど
辞
任
、

代
わ
っ
て
西
岡
堆
二
氏
が
新
監
督
と
な
っ
た
。

西
岡
氏
は
中
大
時
代
か
ら
外
野
手
、
内
野
手
と

し
て
活
躍
。
松
下
入
社
後
も
堅
実
な
好
打
を
発

揮
し
て
同
チ
ー
ム
の
主
力
選
手
と
し
て
活
躍
し

た
。
と
く
に
３５
年
の
３‐
回
都
市
対
抗
で
は
同
チ

ー
ム
を
準
優
勝
に
躍
進
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
秋
、
全
日
本
軍
に
選
ば
れ
ハ

ワ
イ
ヘ
遠
征
し
て
い
る
。

な
お
同
チ
ー
ム
の
４０
年
度
新
役
員
つ
ぎ
の
と

お
り
。

野
球
部
長
　
　
　
川
口
和
平
次

監
　
　
督
　
　
　
西
岡
　
堆
二

コ
　
ー
　
チ
　
　
　
　
小
林
畠
主
男

主
　
　
　
将
　
　
　
　
神
吉
　
泰
男

マ
ネ
ジ
ャ
ー
　
　
　
　
吉
浦
　
寿
昭

日
産
自
動
車
宇
野
監
督
辞
任

新
監
督
に
は
加
藤
友
康
氏

日
産
自
動
車
の
宇
野
秀
幸
監
督
は
こ
の
ほ
ど
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中

国

岸  光 池
本  藤 田

芳  幸 立

四

国

吉  瀬
本  山
憲

東
海
Jヒ
陸

都 武 陣
築 田 野

原
可

中 関  東
▽
大
分
県
支
部

大
分
鉄
道
管
理
局

日
鉱
佐
賀
関

▽
宮
崎
県
支
部

▽
佐
賀
県
支
部

北
　
野

口

畿
　
加
　
藤

州
　
安

藤
　
二

大
分
市
新
大
島
町

大
分
鉄
道
管
理
局
内

同
有

大
分
県
佐
賀
関
町
大
字
関

飛
田
穂
洲
氏
死
す

学
生
野
球
の
父
で
あ
り
、
誨
協
会
の

顧
間
で
あ
っ
た
飛
田
穂
洲
氏
は
、
昭
和

四
十
年
一
月
二
十
六
日
、
心
筋
こ
う
そ

く
の
た
め
他
界
さ
れ
た
。
七
十
八
才
。

野
球
を
愛
し
、
そ
の
道
一筋
に
生
き
た

穂
洲
翁
の
死
は
、
多
く
の
野
球
人
を
深

い
悲
し
み
に
陥
し
入
れ
た
。

日
本
学
生
野
球
協
会
葬
は
一月
二
十

一
日
、
青
山
葬
儀
所
で
行
な
わ
れ
た

が
、
故
人
の
適
徳
が
し
の
ば
れ
る
質
葉

の
う
ち
に
も
、
厳
そ
か
な
も
の
で
あ
っ

た
。　
″止
観
院
熱
球
穂
洲
居
士
″
の
戒

名
も
、
野
球
に
一
生
を
さ
さ
げ
た
翁
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
翁
は
い

ま
は
い
な
い
。
し
か
し
、
翁
の
残
し
た

熱
い
血
は
、
ア
マ
野
球
界
の
な
か
に
脈

々
と
波
打
っ
て
い
る
―
―
。

飛
田
さ
ん
は
明
治
十
九
年
十
二
月
一

日
、
茨
城
県
大
場
村
に
生
ま
れ
た
。
水

戸
中
に
進
み
、
野
球
の
魅
力
に
ひ
き
つ

け
ら
れ
明
治
四
十
年
早
大
に
入
学
後
二

塁
手
と
し
て
活
躍
、
四
十
二
年
同
大
学

野
球
部
の
主
将
と
な
っ
た
。

四
十
三
年
シ
カ
ゴ
大
学
が
来
日
、
善

戦
し
た
慶
大
に
く
ら
べ
て
早
大
が
大
敗

し
た
。
四
十
五
年
早
大
を
卒
業
し
た

が
、
前
に
敗
れ
た
シ
カ
ゴ
大
学
へ
の
雪

辱
を
期
し
て
向
か
ら
早
大
の
監
悩
に
な

っ
た
。

そ
れ
か
ら
六
年
間
打
倒
シ
カ
ゴ
大
学

め
ざ
し
て
早
大
野
球
部
を
銀
え
あ
げ
、

七
年
目
の
大
正
十
四
年
つ
い
に
シ
カ
ゴ

攻
略
の
目
的
を
果
た
し
た
。

当
時
は
早
慶
収
が
中
止
の
時
代
で
あ

り
、
外
国
チ
ー
ム
の
来
日
が
か
な
り
の

話
題
と
な
っ
て
い
た
と
き
だ
け
に
、
十

五
年
か
か
っ
て
そ
の
宿
願
を
な
し
と
げ

た
一徹
さ
に
は
感
服
の
ほ
か
な
い
。

同
氏
の
練
習
は
ま
こ
と
に
き
び
し
か

っ
た
と
同
時
に
、
つ
ね
に
人
間
の
道
を

学
生
に
尚
い
た
。
説
い
た
と
い
う
よ
り

も
ハ
ダ
で
学
生
を
導
い
て
い
っ
た
と
い

っ
た
方
が
よ
い
。　
″飛
田
野
球
〃
は
そ

の
六
年
間
に
完
成
さ
れ
た
と
い
え
よ

フヽ
。大

正
十
五
年
、
シ
カ
ゴ
大
攻
略
の
目

的
を
達
す
る
と
、
さ
っ
ば
り
と
早
大
監

督
を
や
め
、
そ
の
年
朝
日
新
聞
社
に
入

社
、
以
後
中
等
野
球
（現
在
の
高
校
野

球
）
と
六
大
学
野
球
の
記
事
を
四
十
年

も
書
き
つ
つ
け
て
、
学
生
野
球
の
育
成

に
つ
と
め
た
。

学
生
野
球
に
大
き
な
愛
情
を
も
っ
て

「魂
の
野
球
」
を
説
き
つ
づ
け
た
わ
け

で
あ
る
。

昭
和
三
十
年
、
毎
日
ス
ポ
ー
ツ
賞
、

二
十
二
年
に
は
野
球
人
初
の
柴
綬
褒
賞

を
受
け
、
三
十
四
年
に
は
朝
日
文
化
賞

を
も
贈
ら
れ
て
い
る
。

社
会
人
野
球
協
会
が
生
ま
れ
た
と
き

も
、
同
協
会
の
顧
間
と
な
り
、
側
面
か

ら
援
助
を
借
し
ま
な
か
っ
た
。
そ
し
て

三
十
六
年
二
月
、
野
球
の
殿
堂
入
り
し

た
。当

協
会
審
査
室
副
委
員
長

山
岡
鎌
太
郎
氏
死
去

四
十
年
二
月
九
ＬＩ
、
午
た
二
時
十
五

分
、
心
不
全
の
た
め
東
京
都
港
区
麻
布

本
村
町
一四
五
の
自
宅
で
死
去
さ
れ

た
。
六
十
四
才
。
そ
し
て
告
別
式
は
十

二
日
午
後
一時
か
ら
青
山
葬
低
所
で
行

な
わ
れ
た
っ

同
氏
は
慶
大
時
代
俊
足
好
打
の
外
野

手
と
し
て
活
躍
、
中
断
さ
れ
た
早
慶
戦

の
復
活
に
努
力
し
、
大
正
十
四
年
、
早

慶
戦
が
十
九
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
と
き

の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
つ
と
め
た
。

同
十
五
年
慶
大
卒
業
後
明
治
屋
に
入

社
、
そ
の
後
東
京
ク
ラ
ブ
の
主
力
選
手

と
し
て
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
も
活
躍

し
た
。

そ
の
後
は
東
京
六
大
学
野
球
連
盟
理

事
、
日
本
学
生
野
球
協
会
理
事
な
ど
を

つ
と
め
、
ま
た
同
協
会
の
審
査
室
副
委

員
長
を
協
会
創
立
以
来
つ
と
め
る
な
ど

ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
発
展
の
た
め
に
つ
く

さ
れ
た
。

温
厚
な
人
柄
で
、
だ
れ
に
も
親
し
ま

れ
た
人
で
あ
り
、
野
球
界
に
と
っ
て
は

大
き
な
痛
手
で
あ
る
。

会
長
に
本
田
弘
敏
氏

関
東
社
会
人
連
盟

関
東
社
会
人
野
球
連
盟
は
一月
二
十

日
午
後
三
時
か
ら
東
京
・
赤
坂
の
東
京

ガ
ス
赤
坂
寮
で
昭
和
四
十
年
度
総
会
を

開
き
、
新
役
員
や
、
本
年
度
行
事
予
定

を
決
定
し
た
。

▽
会
長
　
本
田
弘
敏
（東
京
ガ
ス
社
長
）

▽
副
会
長
　
藤
田
重
次
郎

中
村
峰
雄
（留
任
）

▽
理
事
長
　
小
笠
原
洪
一
（新
任
）

ま
た
同
連
盟
の
日
本
社
会
人
野
球
協

会
理
事
と
し
て
小
笠
原
洪
一、
稲
葉
誠

治
両
氏
が
選
出
さ
れ
た
．

【本
年
度
行
事
日
程
】

▼
第
二
十
回
選
抜
社
会
人
野
球
東
京

大
会
全
二月
十
三
日
―
七
日
間
神
富

〓
場
、
第
二
球
場
＝
２６
チ
‐
ム
が
参

加
）▽

第
十
七
回
関
東
社
会
人
野
球
選
手

権
大
会
（五
月
十
五
日
か
ら
三
日
間
、

鹿
沼
市
営
球
場
＝
１０
チ
ー
ム
が
参
加
）

▽
関
東
選
抜
社
会
人
野
球
大
会
（四

月
二
日
か
ら
四
日
間
太
田
東
山
球
場
＝

１０
チ
ー
ム
参
加
）

▽
第
九
回
足
利
市
長
杯
争
奪
大
会

（五
月
四
、
五
日
＝
６
チ
ー
ム
参
加
）

▽
第
六
回
関
東
達
盟
会
長
杯
争
奪
大

会
（五
月
下
旬
―
千
葉
＝
チ
ー
ム
未
定
）

高
山
氏
が
三
協
監
督

三
協
精
機
野
球
部
の
中
村
文
明
部

長
、
野
瀬
昌
三
総
監
督
は
こ
の
ほ
ど
辞

任
、
高
山
氏
（旧
姓
望
月
）
が
監
督
と

な
っ
た
。
新
役
員
つ
ぎ
の
と
お
り
。

▽
部
長
　
宮
崎
武
志

▽
監
督
　
一局
山
久
男
（明
大
出
）

▽
コ
ー
チ
　
鈴
木
滋
（茨
城
高
）

▽
主
将
兼
マ
ネ
ジ
ャ
ー
　
光
沢
毅

電
電
関
東
は
岡
崎
監
督

電
電
関
東
の
前
田
圭
亮
監
督
は
こ
の

ほ
ど
辞
任
、
岡
崎
秀
智
一
塁
手
（専
大

出
）
が
新
監
督
と
な
っ
た
。
な
お
助
監

督
は
藤
巻
健
三
（駒
大
出
）
二
塁
手
。

リ

ッ
カ
ー
監
督
に
三
瀬
氏

リ
ッ
カ
ー
ミ
シ
ン
野
球
部
は
新
首
脳

陣
を
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
。
金
子
監
督

が
辞
任
、
後
任
に
三
瀬
氏
が
就
任
。

▽
部
長
　
望
月
宏
行
（日
大
）

▽
監
督
　
一二瀬
雅
康
（門
司
商
）

▽
コ
ー
チ
　
黒
木
噸
男
（高
鍋
）

猪
熊
正
治
（関
大
）

▽
マ
ネ
ジ
ャ
ー
　
中
林
■
、
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佐
賀
市
上
多
市
布
施
町
一四
　
　
　
　
松
　
尾
　
文
　
雄

は
観
師
壺
釧
酬
所
内
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
敦
次
郎

神
崎
郡
三
日
村
目
達
原
　
　
　
　
　
　
一二　
石
　
英
　
雄

榔
鰤
姉
核
職
利
柳
内 一の
五
一　
　
　
　
国
　
場
　
幸
　
輝

沖
紐
那
覇
市
若
狭
町
二
の
二
二
　
　
　
稲
　
嶺
　
一　
郎

那
覇
市
寄
宮
三
一〇
　
　
　
　
　
　
　
新
　
里
　
善
　
福

那
覇
市
壺
川
二
八
五
　
　
　
　
　
　
　
富
城
仁
四
郎

文
　
雄
（連
盟
選
出
理
事
）

善
　
秋
（

（ 自僻
飢
醐
姉
動
に
「
条
西
八
丁
目

主
（

（ 自き
∝
鶉
輌
劃
一 ノ
Ⅶ
東
一

東
　
　
協
会
事
務
局
と
同
一

部
　
　
山
梨
加
代
子
　
帖
類
諦
∞
餅
ノ、一
一三七
）
昭
和
製
紙

力
　
″″　
　
　
〃

一　
　
（連
盟
選
出
理
事
）

忠
（自
）

（国名議
砕
¨
中
」
拳
”

）一根町
二
一七

赳
　
　
大
阪
市
北
区
堂
島
上
二
丁
目
一壬
ハ

（盃
吻賽
М
壺
五

〇

実
（自
）
緬
鶴
師
鋪
醜
債
鷲
師
判
五
番
六
号

司
（自
）

（ 名輌
螂
縣
コ
釧
納
浴

人
　
・
（連
盟
選
出
理
事
）

平
　
　
岡
山
市
岡
町
一六
四

岡
大
医
学
部
（電
０
七
一五
一
）

雄
　
　
剛
知
飾
麒
（ 島硼
¨
つ
二
一
三
）

郎
　
耐
跡
剌
姉
跡
焔
定
に
該
趙
局
内

Jun Kitada
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野
球
界
の
先
達
連
中
が
十
五
年
も
言

に
、
日
角
泡
を
飛
ば
し
て
激
論
を
闘
か

わ
し
、
有
効
性
と
価
値
論
に
大
き
い
期

待
を
か
け
て
協
会
は
誕
生
を
し
た
の
で

あ
る
。

そ
の
時
の
関
士
運
中
も
年
を
と
っ

た
。
交
通
事
情
の
困
難
な
時
に
弁
当
を

さ
げ
て
上
京
し
、
奮
闘
を
し
た
人
々
。

小
野
さ
ん
も
い
た
、
湯
浅
さ
ん
も
い

た
、
あ
の
時
か
ら
も
う
十
五
年
も
た
っ

た
。
協
会
の
機
構
も
大
き
く
な
っ
た
。

財
政
状
態
も
満
定
な
も
の
で
は
な
い
が

鶴
報
鏡
鍵
鯛
謁
網
却

的
な
進
歩
で
あ
り
、
発
展
で
あ
る
。

亡
く
な
った
方
も
協
会
に
い
な
く
な
っ

た
人
も
多
い
。
そ
れ
ら
の
人
々
が
協
会

の
礎
石
を
作
っ
て
く
れ
た
の
だ
。
あ
り

が
た
い
こ
と
だ
と
常
に
感
謝
を
し
て
い

る
。人

間
的
な
つ
な
が
り
が
柱
と
な
っ

て
、
し
か
も
野
球
界
の
先
輩
、
同
僚
、

後
輩
の
集
合
体
を
も
って
再
成
さ
れ

た
協
会
の
内
部
に
、
こ
こ
十
五
年
間
、

何
の
問
題
も
な
く
、
い
わ
ば
平
穏
無
事

で
あ
った
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の

当
然
性
が
運
重
面
で
は
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム

な
ウ
ェ
ィト
を
加
重
し
て
き
た
。

現
在
、
企
業
も
旧
時
代
の
経
営
よ
り

技
術
革
新
を
通
じ
て
新
し
い
経
営
の
時

代
に
入
って
い
る
。
し
こ
う
し
て
顕
著

な
発
展
を
示
し
て
い
る
。
協
会
に
も
こ

の
息
吹
き
が
生
じ
近
代
化
の
要
求
が
生

ま
れ
て
き
た
。

協
会
の
近
代
化
と
は
協
会
自
身
が
民

主
々
義
の
基
盤
に
た
って
生
起
す
る
種

々
の
問
題
の
本
質
を
把
握
し
て
、
こ
れ

を
解
決
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
リ
レ
ー

シ
ョン
ズ
に
よ
る
積
極
的
な
能
動
的
な

協
会
の
管
理
を
す
る
事
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
具
体
的
に
協
会
は
何
を
す

る
か
？
　
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
。

種
々
の
角
度
よ
り
之
を
検
討
を
し
て
定

め
た
の
が
常
務
理
事
制
度
で
あ
る
。

常
務
理
事
制
度
の
骨
子
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

◇
協
会
業
務
の
分
担
◇

【渉
外
業
務
】
川
瀬
常
務
理
事
、
牧
野

常
務
理
事

事
よ
り
、
必
要
事
項
を
整
理
し
て
本
常

務
会
で
協
議
を
す
る
。

字
句
は
簡
単
で
あ
る
が
、
ぼ
う
大
と

な
っ
た
協
会
機
構
を
運
営
し
て
ゆ
く
た

め
に
は
、
相
当
な
労
力
と
時
間
を
か
け

ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
関
係
者
に
は

大
き
い
犠
牲
を
強
い
、
し
か
し
こ
れ
を

踏
み
切
ら
ね
ば
近
代
化
が
で
き
な
い
。

要
は
こ
の
常
務
理
事
会
を
頂
点
と
し

て
、
逐
次
協
会
近
代
化
へ
の
道
を
切
り

開
い
て
ゆ
き
た
い
。

ま
た
こ
の
常
務
会
の
議
事
録
は
地
方

連
盟
理
事
、評
議
員
各
位
に
も
送
附
し
、

協
会
の
行
き
方
、
考
え
方
を
知
っ
て
頂

く
の
と
同
時
に
、
各
位
よ
り
も
ご
意
見

す
る
意
見
で
あ
って
ほ
し
い
。

地
方
連
盟
の
発
達
が
な
く
し
て
協
会

の
発
展
は
あ
り
え
な
い
。
今
後
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
完
備
の
一方
法
と
し

て
、
協
会
よ
り
の
一方
的
通
知
で
な
く

ど
ん
と
ん
地
方
の
建
設
的
意
見
を
寄
せ

ら
れ
た
い
。
要
は
、
協
会
は
だ
れ
の
も

の
で
も
な
く
会
員
全
体
の
も
の
で
、
全

員
が
力
を
結
集
し
て
、
よ
り
高
度
な
協

会
へ
と
発
達
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か

ら
で
あ
る
。

協
会
が
行
事
と
し
て
企
画
し
て
い
る

の
は
、
協
会
加
盟
チ
ー
ム
所
属
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
開
放
し
て
、
学
生
野
球
関
係

者
に
貸
与
す
る
と
か
、
ま
た
地
方
ご
と

に
巡
回
コ
ー
チ
、
審
判
講
習
会
を
実
施

す
る
と
か
、
一連
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ

て
本
邦
球
界
の
た
め
に
資
す
る
と
こ
ろ

が
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
都
市
対
抗
、
地
方
公
認
大
会
を

盛
大
に
す
る
た
め
の
特
別
委
員
会
を
結

成
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
リ
サ
ー
チ

を
中
心
に
、
活
発
な
活
動
を
し
た
い
。

協
会
の
基
本
的
な
考
え
方
は
ア
マ
チ

ュア
野
球
と
し
て
の
社
会
人
野
球
の

発
展
で
あ
る
。
本
協
会
は
そ
の
た
め
、

学
生
野
球
協
会
と
の
関
係
が
深
く
、
今

後
も
こ
の
趣
旨
を
保
持
し
て
運
営
を
し

て
行
く
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
協
会
は
ア
マ
チ
ュア
野
球
代
表

と
し
て
数
次
に
わ
た
り
海
外
ヘチ
ー

ム
を
派
遣
し
た
。
五
回
の
ア
ジ
ア
野
球

大
会
、
三
回
の
世
界
野
球
大
会
（最
終

年
度
は
熊
谷
組
が
中
心
と
な
って
デ
ト

ロ
イ
ト
で
世
界
選
手
権
を
獲
得
し
て
い

る
）本

年
度
に
お
い
て
は
都
市
対
抗
優
勝

チ
ー
ム
を
中
南
米
へ
派
遣
、
ま
た
一九

工全
ハ年
度
は
、
ハ
ワ
イ
で
行
な
わ
れ
′

で
あ
ろ
う
世
界
野
球
選
手
権
大
会
に
参

加
し
た
い
。

) 【総
務
業
務
】
小
川
常
務
理
事
、
小
笠

原
理
事

【財
務
業
務
】
中
村
常
務
理
事
、
本
田

常
務
理
事

◇
各
業
務
の
内
容
◇

【渉
外
業
務
】
協
会
対
内
外
問
題
の
交

渉
、
外
国
への
チ
ー
ム
派
遣
の
立
案
。

【総
務
業
務
】
協
﹈会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョン
、
Ｐ
Ｒ
活
動
、
事
務
局
の
確

立
。【財

務
業
務
】
協
会
財
政
、
経
理
の
監

査
並
に
管
理
。

◇
常
務
理
事
会
の
構
成
◇
会
長
、
副
会

長
、
業
務
担
当
理
事
、
お
よ
び
毎
日
新

聞
社
代
表
理
事
。

会
議
は
年
六
回
を
予
定
し
、
各
担
当
理

を
頂
き
、
連
絡
の
融
通
無
碍
な
流
通
と

完
璧
を
期
す
る
。

将
来
は
渉
外
、
総
務
、
財
務
、
地
方

連
盟
理
事
の
職
能
分
担
を
も
定
め
て
、

こ
の
新
制
度
を
軌
道
に
の
せ
た
い
。

現
在
、
協
会
構
成
上
本
部
役
員
と
行

政
区
画
の
区
分
に
従
って
、
九
地
方
連

盟
に
分
け
て
、
地
方
理
事
各
位
に
当
該

地
区
の
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

各
チ
ー
ム
、
支
部
連
盟
の
結
束
を
よ
り

強
固
に
し
て
積
極
的
、
能
動
的
な
完
全

管
理
を
、こ
の
上
と
も
お
願
い
し
た
い
。

理
事
会
等
に
お
い
て
も
活
発
な
地
方
理

事
各
位
の
意
見
を
拝
聴
し
た
い
。
こ
の

活
発
な
意
見
は
地
方
評
議
員
各
位
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
て
当
該
地
区
を
代
表

編集後記
・鍋。」﹇

″オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ｏ
イ
ヤ
ー
″
で
あ

り
、
東
京
オ
リヽ
ンピ
ック
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョン
・ゲ
ー
ム
と
し
て
野
球

が
参
加
、
わ
れ
わ
れ
社
会
人
チ
ー
ム
と

学
生
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
″日
米
野
球

戦
″
が
行
な
わ
れ
た
。
都
市
対
抗
の
王

者
日
本
通
運
が
社
会
人
代
表
と
し
て
出

場
、
ゲ
ー
ム
は
僣
敗
に
終
っ
た
が
、
こ

れ
を
機
会
に
世
界
野
球
機
構
の
結
成
が

提
案
さ
れ
た
の
は
う
れ
し
い
こ
と
だ
。

〇
…
協
会
も
生
ま
れ
て
二
十
年
近
く

な
る
。
機
構
を
改
め
て
み
て
は
と
か
、

あ
れ
や
こ
れ
や
と
い
ろ
い
ろ
議
論
が
出

て
い
る
。
地
方
連
盟
や
支
部
で
も
主
張

し
た
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ

う
。
協
会
報
に
も
″地
方
の
声
″
を
聞

く
欄
を
設
け
て
い
る
の
だ
が
、
あ
ま
り

良
い
意
見
も
な
い
し
、
ま
た
原
稿
も
来

て
い
な
い
。
と
し
ど
し
送
っ
て
も
ら
い

た
い
も
の
だ
。

〇
…
こ
と
し
の
会
報
は
予
想
外
に
遅

れ
た
。
原
稿
の
集
ま
り
が
悪
か
っ
た
し

ま
た
協
会
事
務
局
の
阿
部
君
が
や
め
、

印
東
さ
ん
が
病
気
で
休
ん
だ
り
し
た
こ

と
も
原
因
だ
っ
た
。
一
年
分
の
成
績
の

整
理
が
不
十
分
、
そ
の
あ
と
に
入
っ
た

人
も
要
領
が
わ
か
ら
な
い
と
き
て
い

る
。
一番
苦
労
し
た
の
は
正
直
な
話
、

一応
編
集
を
ま
か
さ
れ
て
い
る
私
自
身

だ
っ
た
。
都
市
対
抗
の
予
選
の
成
績
な

ど
は
全
部
自
分
で
書
い
て
ま
と
め
た
ほ

ど
だ
。
会
報
の
編
集
を
十
五
年
以
上
も

や
ら
さ
れ
て
一番
泣
か
さ
れ
た
年
で
あ

る
。
そ
の
上
″神
富
球
場
問
題
″
が
お

こ
っ
た
り
、
本
業
の
新
聞
記
者
の
仕
事

も
多
忙
だ
っ
た
た
め
に
遅
れ
る
一方
、

つ
い
に
シ
ー
ズ
ン
開
幕
の
東
京
大
会
ま

で
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
点
を

深
く
お
わ
び
す
る
。

〇
‥
こ
と
し
も
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン

新
聞
社
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力
で
と
に

か
く
会
報
が
で
き
上
が
っ
た
。
会
報
編

集
の
た
め
に
多
大
の
犠
牲
を
払
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
宮
本
代
表
を
は
じ
め
票

野
、
石
井
両
氏
の
御
厚
意
に
感
謝
。
ま

た
よ
ろ
し
く
。
　
　
　
（松
尾
俊
治
）

日
本
社
会
人
野
球
協
会
会
報

，
・
　
　
【非
売
品
】

昭
和
三
十
九
年
二
月
一日

発
行
人
　
　
　
小
川

正
太
郎

大
阪
市
大
淀
区
本
庄
川
崎
町

印
刷
所
　
一二ノ
五

大
阪
高
速
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一

発
行
所

レ
″
ぼ
懇
卍
紳
『
翻
暁
知

電
話
（２‐２
）
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